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 第１章  論文概要 
 
１．１ 論文の主旨 
 
本論文の目的は、これまで定性的な議論にとどまっていた情報セキュリティについて、
ネットワーク利用者（消費者）の視点による客観的・定量的な評価のフレームワークを提
案し、その実行可能性について、事例に基づき評価することにある。 
情報社会の進展により、インターネットに依存する社会構造が構築されつつある中で、
情報セキュリティの確保は世界的な重要課題となっている。企業（事業者）は貴重な情報
資産を安全な状態に保つため、個人情報の保護とともに情報セキュリティに対する十分な
投資を行うことが求められている。そして、情報セキュリティ投資のための適切な指標と
なる基準設定の必要性から、情報セキュリティの価値を評価し、価値を定量化することが
喫緊の課題と言われている。こうした企業（事業者）のニーズに応え、企業側の立場での
被害額算定基準に対する研究・調査などが行われるようになった。しかし、情報セキュリ
ティの価値の計測は非常に困難であることから、具体的な定量化はほとんど成されていな
い現状がある。また、企業（事業者）側の調査研究が先行していても、その算定にはネッ
トワーク利用者の意思が反映されていない。今後、ユビキタス（Ubiquitous）社会において、
すべての利用者が安心して利用できるネットワーク環境を作り上げるためには、ネットワ
ーク利用者からの評価の視点がさらに重要度を増すと思われる。企業（事業者）はネット
ワーク利用者の評価を認識した上で、情報セキュリティの評価をする必要があるのではな
いだろうか。ネットワーク利用者が参加した評価により情報セキュリティを守る基準がで
き、十分にセキュリティが守られた状態が保たれることにより、安全･安心なネットワー
ク環境が作られる。こうした環境の中で、人々は安心して情報提供を行い、自由に情報 
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図１ 論文の主旨 
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 が流通するユビキタス社会が作られる、といったサイクルが生まれると考える。 
本論文では以上の問題意識に基づき、第一に、利用者の視点に焦点を当てた。第二に、
ネットワーク利用者が情報セキュリティおよび個人情報に対してどのような価値評価をす
るかを求めるための客観的・定量的な評価のフレームワークを提案した。第三に、その検
証のため、ネットワーク利用者に対するアンケート調査からネットワーク利用者の便益測
定を行い、統計分析手法を用いて実証的に金銭的評価を得た。 
 
１．２ 論文の特色 
 
本論文は、ネットワーク利用者の視点に立った情報セキュリティの価値を定量的に評価
するという新規的なテーマに基づく実証的研究であるため、より的確な計測結果を得るた
めに、次に説明するアプローチおよび手法を採用することとした。なお、従来の研究領域
と異なり、情報セキュリティの対象は目に見えない様々な脅威であることから、価値評価
の対象とする個人情報、および情報セキュリティの種類については予備調査を含め十分精
査し決定した。 
 
（１）段階的アプローチ 
第一段階として、昨今大きな社会問題となっている個人情報漏洩インシデントについ
て、2000 年から 2007 年まで 8 年間継続して、報道された新聞記事などからデータ収集
を行った。収集した 2,790 件のデータを分析し、本論文の背景となるわが国の個人情報
漏洩インシデント状況を把握した。このような個人情報漏洩インシデントの具体的事例
分析は、データベースの作成によって初めて可能になり、従来の個人情報に関する研究
では取り得なかったアプローチである。
第二段階は、分析対象を個人情報とした。ネットワーク利用者が個人情報について、
どのように評価するかを求めるため、6 種類の個人情報それぞれに対して慰謝料として
受け入れる受入補償額（Willingness to Accept Compensation: WTA）を推定した。価値評
価の対象とする個人情報の種類については十分精査し、24 種類から最終的に 6 種類を選
択した。 
第三段階は、分析対象を、個人情報を含む情報セキュリティに範囲を広げた。情報セ
キュリティ全般、5 種類の情報セキュリティ被害、および 4 種類の個人情報漏洩事故の
10 種類に対して分析を行い、支払意思額（Willingness to Pay: WTP）を推定した。価値評
価の対象とする情報セキュリティ被害の種類については 9 種類から最終的に 5 種類を選
択した。 
 
（２）計量経済学的アプローチ 
情報セキュリティという目に見えない脅威に対する新しい概念の価値を定量化するた
めの手法の提案を目的として、仮想的な条件下における人々の選好を測るため、表明選
好データを用いることとした。新しい状況における人々の意識についてのアンケート調
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 査から収集したデータを用い、具体的な価値の計測をするためには、表明選好データを
用いた表明選好法（Stated Preference Method）による手法を用いることで初めて定量分析
が可能となる。そこで、これまで主に環境経済学の分野で用いられてきた統計手法であ
り、表明選好法の代表的な手法であるコンジョイント分析（Conjoint Analysis）と仮想評
価法（Contingent Valuation Method: CVM）を利用した。具体的には、ネットワーク利用
者が評価する個人情報についての受入補償額（WTA）、および情報セキュリティに対す
る支払意思額（WTP）を推定し、定量的な結論を導いた。 
 
本論文の新規性と意義は、以下のとおり大きいと考える。 
①ネットワーク利用者の視点に立ち、これまで十分に研究が行われてこなかった情報セ
キュリティに対するネットワーク利用者の便益評価を行ったことに、本論文の新規性
がある。 
②表明選好法の代表的手法であるコンジョイント分析とCVMの両分析手法を情報セキ
ュリティ分野に応用することによる、定量的な費用便益分析を可能にする評価のフレ
ームワークを構築し、提案した。さらに、本フレームワークの有効性を確認するため、
現代の日本社会における情報セキュリティ価値の定量的評価に対して実証的検証を
行い、結論を得たことに学問的意義がある。 
③本フレームワークは、今後他の国においてこれを適用した場合、国による違いの要因
を探る新たな研究領域を開く第一歩としての意義を持つ。 
④情報セキュリティ投資の指標となり得る定量的な価値評価を可能にする本フレームワ 
ークの提案は、今後わが国の情報セキュリティ対策をさらに推進するために、社会的
意義を持つ。 
 
 
１．３ 論文の背景 
 
情報通信技術（Information and Communication Technology, 以後 ICT）の発展による情報
化の進展は、膨大な情報の集積を可能にし、様々な分野において利便性と効率化に貢献し
てきた。情報化によって消費者にもたらされた利便性は計り知れないものがあり、電子商
取引や電子行政をはじめとして、現代社会のすべての生活に渡る。さらに、「u-Japan 政
策」（総務省 2004）により、わが国は 2010 年には「いつでも、どこでも、何でも、誰で
も」ネットワークに簡単につながるユビキタス社会の実現を目指しているのである。 
こうした情報化は、同時に多くの分野において個人情報が収集、蓄積、加工、提供され
ていることを意味するとともに、本人が自覚しないところで、第三者によって個人の情報
が利活用されていることを示している。さらに、世界中がインターネットで結ばれ、情報
が流動性を持つようになったことにより、これらの情報の流出、拡散の危険が飛躍的に増
大した。こうして、電子化された情報を、情報通信ネットワ－クを介して大量かつ迅速に
処理することが可能となった高度流通化は、個人情報の保護の必要性を高め、情報の管理
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 を高度で複雑なものにしたのである。 
1990 年代後半以降、インターネットを含む情報システムへの依存度が増大するに従っ
て、情報システムの安全性向上に対する要求が高まり、情報セキュリティ技術の発展が先
行して、安全確保のための努力が繰り返されてきた。しかし、脅威にアタックするのも人
であり、技術を使うのも人であるという人的側面でのセキュリティ確保が遅れ、ヒューマ
ンエラーなどによる情報漏洩が大きな社会問題となった。 
プライバシー保護の基本原則を明らかにするものとして、世界的な動向をリードしたの
は、1980 年 9 月 OECD（Organization for Economic Co-operation and Development：経済協力
開発機構）理事会における「プライバシー保護と個人データの国際流通についての勧告」
に記述されている 8 原則、いわゆる「個人情報保護 8 原則」である。OECD 勧告は、各国
に共通したプライバシー保護のための基本的な諸原則を最低限の基準として確立するこ
とを認めながら、個人情報の流通が自由に行われることを目的としているもので、この 8
原則が、世界各国における個人情報保護に関する考え方の基礎となった。 
さらに強固に推進するものとして、EU（European Union：欧州連合）において、1995 年
10月24日、「個人データ処理に係る個人情報の保護及び当該データの自由な移動に関する
欧州議会及び理事会の指令（EU データ保護指令）」が採択され、域内各国は指令に適合す
るよう 3 年以内に法制化を含めた検討を行うよう求められた。個人情報の第三国への移転
について、第三国が十分なレベルの保護措置を講じていない場合にはその移転が禁止され
るため、日本も「十分なレベルの保護」を求められた。 
また、2002年には、OECD情報セキュリティ・ガイドラインの改訂ガイドライン（Guideline 
for the Security of Information Systems and Networks: Towards a Culture of Security）が採択され
た。同ガイドラインは、インターネットの急速な発展に伴い不正アクセスやウイルスなど
の被害が増大している状況に鑑み、「セキュリティ文化 (Culture of Security)」という新しい
概念を導入し、セキュリティ意識の促進（啓発）をはかった。同ガイドラインでは、原則
としてセキュリティを十分考慮してシステム構築を行うこと、個人レベルのエンドユーザ
もセキュリティに十分配慮すべきこと、再評価も含めセキュリティの構築にあたってはマ
ネジメントをしっかり行うべきことなどが確認された。つまり、情報セキュリティの脅威
に対して、すべてのインターネットユーザが、個人の責任において情報セキュリティ確保
を行うことが必要とされたのである。 
 わが国においては、1988 年「行政機関の保有する電子計算機処理に係る個人情報の保護
に関する法律」が制定され、まず、公的部門（国の行政機関）が扱う個人情報について保
護されることになった。さらに、EU データ保護指令を受けて、1999 年 7 月以降、「高度情
報通信社会推進本部個人情報保護検討部会」と「情報通信技術戦略本部個人情報保護法制
化専門委員会」において検討を重ね、個人情報保護法案を 2001 年の通常国会に提出した。
これが、メディア規制だとする強い批判を浴び、2002 年の通常国会でも継続審議となり、
同年の臨時国会で廃案になった。ようやく、2003 年の通常国会に修正案があらためて提出
され、成立した。2003 年 5 月 30 日には、「個人情報保護関連 5 法」を公布、一部施行され、
2005 年 4 月 1 日に「個人情報の保護に関する法律」（以下個人情報保護法という）がすべ
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 ての対象事業者に対して全面施行されたのである。 
しかし、個人情報保護法は制定までに長い年月を要し、当初の議論とは異なる法律とな
って成立した[1]。当初は、民間における個人情報の利用の形態やその程度は分野によって
様々であるので、個別法による公的関与や民間における自主規制など、個別分野ごとの利
用の特性に応じた保護を図っていく手法の利点を十分生かしていくことが不可欠である
とされていた。2003年の公布段階でも、個別法附則において、「医療、金融・信用、情報
通信などの分野については個別法について早急に検討し、個人情報保護法の全面施行まで
には一定の具体的結論を出すこと」と規定していた。しかし、国民生活審議会において、
個別法制定は見送るとの方針が打ち出された。日本弁護士連合会は、医療、金融・信用、
情報通信など個人情報の保護が特に求められる分野別の個別立法が制定される必要があ
ると主張しており、個別法制定検討の意見書を提出している[2]。 
こうした意見や、2002年に稼動した住民基本台帳のネットワーク化（住基ネット）の稼
動にともなう「国民総背番号」への心理的な嫌悪感からの反発、個人情報保護法がマスメ
ディアに対する規制であるとの反対が背景にありながら全面施行された個人情報保護法
であるため、2005年の施行が決定された2004年から多くの個人情報漏洩インシデントが報
道されることになった。法律に対する誤解や過剰な対応に、法律が正しく理解されていな
いことも加わり、大きな社会問題となった。 
例を挙げると、小学校で緊急連絡網が作れず保護者への連絡に混乱が生じた、卒業アル
バムの作成をやめたなどの報告があり、文部科学省は、2006 年 2 月、学校での個人情報の
取り扱いに関する指針の解説書を改訂し、「保護者らの同意があればクラスの緊急連絡網
や卒業アルバムを作ることができる」との説明を加えた。また、過剰反応の間違った事例
として頻繁に取り上げられたのは、2005 年 4 月に起きた JR 福知山線脱線事故の際に、個
人情報保護法を理由に、家族側へ負傷者の安否の情報を明かさない病院があったケースで
ある。同年 12 月の JR 羽越本線列車事故の際にも、負傷者の情報を記載するホワイトボー
ドを個人情報であるからとして撤去するなど、災害医療現場において大きな問題が起こっ
た。さらに、法律を口実として、公開可能な情報までも拒否するという、本来の趣旨から
はずれ、社会の自由な情報流通が妨げられる事態が数多く発生したのである。 
個人情報保護法の本来の目的は、個人にかかわる情報に関して「自己情報コントロール
権」を保護することである。言い換えれば、本人が自覚しないところでの情報収集、利用
についてプライバシーが侵害されることを防ぎ、情報の取り扱いや利用方法は本人が決定
できることから、その情報が一定の目的のためだけに利用され、公開されることを保護す
る法律である。すなわち、誰もが安心して情報社会の便益を享受するための制度的基盤と
して成立したのである。個人情報の流通は、社会がネットワーク化するのに伴って、不可
避的に生じるものである。しかし、個人情報漏洩インシデント報道の過熱によりマイナス
面ばかりが強調されることで、個人情報を完璧に保護するために過剰な自主規制[3]が起こ
り、そのためにネットワーク化が阻害され規制が強化されるようでは、産業を萎縮させ事
業活動を妨げることになってしまう。勿論、個人情報保護法によって、国民の個人情報に
対する意識が高まり、個人レベルにおいて情報セキュリティの意識を高める結果となった
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 という点では評価できる。しかし、こうしたマイナス効果の方がクローズアップされる結
果となったことは大きな問題である。 
一社員や業務委託先が起こした個人情報漏洩事故であっても事故の加害者となり、事故
対応のための多大な金銭的損失に加え、信頼度やイメージの失墜などの影響を受けるため、
企業はリスクマネジメント、個人情報保護法の法令順守、および企業の社会的責任
（Corporate Social Responsibility : CSR）の観点から、情報セキュリティ対策を重要案件と
認識し、対策の実施が問われている。しかし、情報セキュリティ投資は国として取り組む
べき重要な問題であるにもかかわらず、全体としては、費用対効果がみえないといった問
題点などから、未だ他国に比べ十分な対策が取られているとはいえない[4]。そのために、
情報セキュリティリスクを適正に評価し、適切な対策を適切な規模で実施するための定量
的評価の確立が重要とされている。 
 
 
１．４ 先行研究・調査 
 
1990 年代において、アメリカの ICT 投資による需要面からの景気拡大、同時に供給面か
らの生産性向上による長期的な景気拡大によって、企業の ICT 投資がもたらす正の経済効
果に注目し、ICT 投資に関する企業レベルデータを用いた研究が多く行われてきた。しか
し、近年ではインターネット、ブロードバンドの急速な普及に伴い、ICT 化によってもた
らされる負の経済効果の存在、すなわち情報セキュリティインシデントやネット犯罪など
が深刻な問題となってきた。情報セキュリティに関する研究は、古くから公開鍵、暗号・
認証技術を中心とする工学的、技術的なアプローチが先行してきたが、経済学や公共政策、
経営学など社会科学的なフレームワークでの研究は後発となっている。 
2000 年に入り、セキュリティ投資対効果(Return on Security Investment: ROSI)の定量化が
求められているアメリカにおいては、情報セキュリティ投資が有効であるか判断するため
の経済学的視点からの研究が盛んになってきた。主要なものとして、CERT/CC(Computer 
Emergence Response Center/ Coordination Center)(2000)によるシステム生存性(Survivability)、
つまりインシデント発生時の情報システムの正常稼働率に関する評価モデルが先駆的で
ある。Gordon and Loeb（2002）は、企業行動の理論に立ち、情報セキュリティ投資の経済
効果を理論的に分析した。セキュリティ投資対効果を数式によって明瞭にモデル化した評
価手法（Gordon-Loeb モデル）を提案し、脆弱性の水準と情報セキュリティ投資水準の関
係を明らかにしている。彼らのモデルは、WEIS(Workshop on the Economics of Information 
Security)や数々のジャーナルでも頻繁に引用されてきた。 
また、調査報告の主なものとしては、Computer Security Institute(CSI)と FBI サンフラン
シスコ支局コンピュータ侵入事件特捜班とが毎年、共同で実施している “CSI /FBI 
COMPUTER CRIME AND SECURITY SURVEY” であり、米国における情報セキュリティ
被害、被害額算定、および情報セキュリティ対策費用に関する調査が報告されている。 
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 一方、わが国においては、2005 年の個人情報保護法の全面施行や個人情報漏洩インシデ
ントの激増から、情報セキュリティ対策の必要性が広く認知された。企業（事業者）は情
報セキュリティ対策の重要性をより強く意識せざるを得ない状況となったが、事故が発生
した際のリスクの大きさを測定する手法は未だ確立されておらず、投資の適切な水準がど
こにあるのか模索状態にあった。こうした企業などのニーズに応え、企業側のセキュリテ
ィ対策の備えとすべき被害額に対する調査および研究は進んできた。情報セキュリティ投
資モデル、被害額算出モデル、セキュリティリスクモデルの定量化、および情報セキュリ
ティインシデントにおける対応費用算出のフレームワークなどの報告が挙げられる。また、
情報セキュリティに関する調査としては、内閣官房、総務省、経済産業省、情報処理推進
機構（IPA）、警察庁、および NRI セキュアテクノロジーズ（株）などの企業で数多く実
施されている。 
情報セキュリティ投資に関する先行研究の主要なものとして、Tanaka et al. (2005)、田
中・松浦（2005、2006）は、Gordon et al.（2002）の理論的枠組みに基づく実証的研究を行
い、モデルが成立するかを検証した。その結果、中程度の脆弱性レベルの情報システムに
セキュリティ投資を行うことが合理的である可能性を導き、さらに、情報セキュリティ投
資がインタンジブル・アセット[5]となり得ることを企業価値の点から明らかにした。（独）
科学技術振興機構（2005）も、Gordon et al.（2002）の理論モデルを利用して日本の公的デ
ータを用いた実証分析を行い、アメリカ連邦政府で運用実績のある ICT 投資評価の枠組み
である VMM (Value Measuring Methodology)の適用に関するケーススタディを行った。また、
竹村・長岡（2007）は、情報セキュリティ投資・対策が企業価値を向上させるよう、有効
な事業継続計画（Business Continuity Plan : BCP）立案を提案している。 
被害額算出モデルとして、（独）情報処理推進機構（Information Technology Promotion 
Agency, Japan: IPA）は「コンピュータウイルス被害総額推計」（2005）、「2005 年企業におけ
る情報セキュリティ事象被害額調査」（2006）において、コンピュータウイルス被害に関し
て「被害額＝復旧に要したコスト＋ウイルス被害による逸失売上」とするウイルス被害額
算出モデルを提案し、企業アンケートを行い推計した。また、（独）科学技術振興機構（2005）
は、個人情報漏洩問題に対するリスク分析手法として、FTA（Fault Tree Analysis）を利用し
た推計を提案した。 
現在、損害賠償金額算定の基準として多くに活用されているのは、NPO 法人日本ネット
ワークセキュリティ協会 (Japan Network Security Association: JNSA) 報告書によるモデルで
ある。JNSA は、2003 年度調査におけるモデルを利用して、毎年「情報セキュリティイン
シデントに関する調査報告書」を発表しており、情報漏洩による「損害賠償金額の算出」
について、個人情報の「プライバシー要素」と「経済的要素」を織り込んだ賠償額を算出
するモデルを構築すると同時に、企業価値を示す一端である「株価への影響」についての
実例調査を実施している。具体的には、「漏洩個人情報価値」、「漏洩元組織の社会的責任度」、
「事後対応措置」の 3 項目を入力値として、経済的損失と精神的苦痛の 2 種類の尺度で分
類し、想定損害賠償額を算出するモデルである。 
また、高津・内田（2007）は、JNSA のモデルを展開させて、「費用項目」、「情報セキュ
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 リティインシデントの脅威」、「費用項目の重要度と概算額の算定式とその要素」の 3 つの
観点で、インシデントと保険商品の調査を行い、事故発生後に必要となる費用算出をサポ
ートするフレームワークを提案している。 
情報セキュリティの定量化に関する研究として、JNSA は「脆弱性定量化に向けての検
討報告書」（2006）において、脆弱性の定義、攻撃に至るまでの経緯を要素に分解してモ
デル化し、新たな概念として「トリアージ値」として定式化することを提案した。本報告
書では、トリアージ値は包括的な処置の優先度を示す指標であり、「意思決定者がフィッ
クス行為を実施するにあたって、その実行可否と実行タイミングを判断するために利用で
きる指標として使える数値」と定義している。さらに、トリアージ値とシステム管理者が
感じる危険度をアンケートを通じて定量的に評価しており、これらの関係には相関がある
と報告している。 
情報セキュリティインシデントおよび個人情報保護に関する研究については、浜田（2006､
2007､2008）は、2005 年 4 月から 2007 年 3 月までの事故について報道をベースにした分析
を行い、過剰反応の対応と展望をまとめ、個人情報マネジメント運用の定着に提言を述べ
た。大木（2006）は、個人情報保護法に対して事業者の立場から、個人情報保護法制定に
よりガイドラインが整備されたなど評価しつつメディアによる報道の影響を考察した。竹
内（2007）は、個人情報保護への過剰反応の発生メカニズムを顧客と事業者の視点から複
眼的に分析した。飛田（2007）は、個人情報保護に関して、事業者に求められる規範やガ
イドラインを信認義務によって体系化した。  
以上、経済学など社会科学的のフレームワークでの情報セキュリティに関する研究のう
ち、企業や自治体サイドからの調査・研究の主要なものを説明した。しかし、この領域に
おいては、ネットワーク利用者や消費者の視点に立った研究は未だあまり行われていない。 
情報化が与える消費者の便益を測る研究として、大塚（2005）は、複数の属性を組み合
わせた財に対する選好を調査するコンジョイント分析を採用し、情報化の進展が買物交通
行動与える影響、心理的要因を考慮した電子商取引選択要因、および携帯電話の番号ポー
タビリティ利用の評価に関する分析研究を行った。また、コンジョイント分析とともに表
明選好法の代表的な手法であるCVM を利用して情報化の計測を行った研究事例はこれま
で殆どないが、奥谷・三友（2004）は企業におけるテレワークに対する労働者の便益計測
を行った。 
情報セキュリティに関する社会科学的アプローチによる主な先行研究をまとめると、大
きく次のように分類できる。 
①情報セキュリティ投資 
②セキュリティリスクマネジメントおよび対応費用算出 
③情報セキュリティインシデントおよび被害額算出 
いずれも企業（事業者）が備えとすべき、投資、リスク、およびインシデント発生後の
対応に関するものであり、情報セキュリティ投資以外の分野についてはいずれも定性的な
属性と水準を用いた分析であり、定量化まで至っていないといえる。 
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 情報セキュリティ投資は国として取り組むほど重要な問題であり、企業（事業者）は事
故が発生した際の適切な対応を含む情報セキュリティ投資を行わなければならないとさ
れている。セキュリティ投資の不足はリスクの増大となるが、反対に過剰なセキュリティ
対策は多額の投資が経営に悪影響を及ぼすとともに、現場の過度な負担や作業効率の低下
という見えないコストに繋がる。そのために、情報セキュリティリスクを適正に評価し、
適切な対策を適切な規模で実施するための定量的評価の確立が待たれている。しかしなが
ら、上述のように、情報セキュリティに関する定量的な分析は非常に困難であり、これま
で十分に行われてきたとは言い難い。 
大塚（2005）は、情報化の成果を検証するための指標は、これまではマクロ的には経済
成長率や失業率、個別企業においては利潤や生産性などであったが、ICT化が消費者の利
活用面に重点を置くようになると、消費者の視点に立った評価がより重要になるとしてい
る。今後、ユビキタス社会の実現に向かい、すべてのネットワーク利用者が安心して利用
できる環境を作り上げるためには、ネットワーク利用者の意思を反映させた政策を行う必
要がある。つまり、人々が情報セキュリティを守ることについて、どの程度要求している
かを数量的に把握することが重要であり、その評価も事業者の評価と同様に情報セキュリ
ティの評価として利用する必要があるのである。 
 
 
１．５ 論文の概要 
 
本論文の内容を以下のとおり、要約して示す。 
本章においては、本論文の概要について説明する。１．１節において本論文の主旨、 
１．２節において本論文の特色および意義を述べる。１．３節では本論文の背景となる情
報社会の発展と情報セキュリティの関係、およびわが国の個人情報保護法とその社会的影
響を説明する。１．４節では、情報セキュリティ投資、セキュリティリスクマネジメント、
および情報セキュリティインシデントと被害額算出などの先行調査・研究を紹介する。本
節では本論文の概要を要約して示し、１．６節で本論文の構成を説明する。 
続く第２章「分析対象の予備的考察」においては、本論文が対象とする課題についての
整理と考察を行い、本論文のフレームワークを説明する。まず２．１節において、課題設
定における問題点の整理を行う。続く２．２節において、情報セキュリティの定義と用語
の説明を行う。２．３節では、個人情報とプライバシーについての違いを明らかにし、 
２．４節で本論文のフレームワークを示す。 
第３章「論文における分析手法」においては、本論文で採用した分析手法について具体
的に説明する。３．１節において、顕示選好データと表明選好データの特色と問題点につ
いての説明を行う。３．２節と３．３節で、表明選好データを用いたコンジョイント分析
および CVM について、それぞれの計画方法、調査方法、測定方法と分析手法について具
体的に解説する。３．４節でコンジョイント分析と CVM のアプローチの違いを図式する。 
第４章「個人情報保護に関するわが国の現状」では、４．１節で個人情報保護法施行と
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 個人情報漏洩インシデントによる社会問題についての説明を行い、漏洩インシデントに対
する企業の対応、および損害賠償請求についての現状を示す。続く４．２節で、個人情報
漏洩インシデントに関する調査結果を説明する。2000 年から 2007 年の 8 年間に報道され
た個人情報漏洩インシデント記事から作成した 2,790 件のデータの概要、本データの記述
統計の詳細を提示し、４．３節で導出した分析結果のまとめと考察を行う。 
第５章「ネットワーク利用者が評価する個人情報価値の計測」では、ネットワーク利用
者が個人情報漏洩被害に対して、受容可能な慰謝料の金額をどのように評価するかについ
ての定量的な分析を行う。まず、５．１節で、本研究を行う上で 2 回実施したアンケート
調査概要を説明する。５．２節において、第一次アンケート調査の概要と回答者の基本属
性、24 種類の個人情報についての詳細な調査から収集したデータを分析した調査結果の記
述統計を示す。また、個人情報漏洩事故を起こした企業から慰謝料として欲しい金額につ
いての調査から、CVM アンケート調査のための慰謝料の金額幅を推定した結果を説明す
る。さらに、５．３節において、コンジョイント分析による調査のサーベイデザインを示
し、５．４節で調査の実施、および５．５節で 6 種類の個人情報について行った実証分析
について説明する。さらに、５．６節では属性による違いの推定を行い、５．７節で結果
のまとめと考察を行う。 
第６章「ネットワーク利用者が評価する情報セキュリティ価値の計測」では、第５章の
個人情報に対する評価結果を踏まえた上で、ネットワーク利用者が情報セキュリティ確保
に対して、負担してもよい金額としてどのような金銭的評価をするかについての定量的な
分析を行う。まず、６．１節において、Web アンケートによる予備調査について説明し、
６．２節で、予備調査の結果を踏まえた CVM 調査のサーベイデザインを説明する。 
６．３節では、CVM 調査で得られた回答者の基本属性、記述統計の結果を示す。６．４節
で、CVM を利用した分析について、抵抗回答の状況を示し、支払意思額の推定を行い、 
６．５節で、支払意思額推定結果のまとめを説明する。さらに、６．６節において、属性
による支払意思額への影響について導出された推定結果を示し、６．７節で、属性による
支払意思額への影響のまとめを行う。 
第７章「個人情報に対する受入補償額の計測」では、第５章の個人情報に対する慰謝料
として受容可能な金銭評価に対する分析結果をさらに検証するため、第６章におけるアン
ケート調査と同時に実施した調査から得られたデータを用いて CVM により受入補償額推
定を行う。７．１節において抵抗回答について説明した上で、７．２節で実証分析を行い、 
７．３節で受入補償額の推定結果を示す。 
第８章「情報セキュリティ確保に対するネットワーク利用者の価値評価」では、第５章、
第６章、第７章における実証分析のまとめと考察を行い、本研究の結論を述べる。 
８．１節において、第５章と第７章で行った分析から得られた受入補償額としての評価に
ついて、８．２節では、第６章における分析から得られた支払意思額としての評価につい
てのまとめと考察を行う。８．３節で個人情報に対する分析結果を総合的に考察し、 
８．４節で情報セキュリティに対する分析結果の考察を行う。８．５節で、以上のまとめ
と考察を踏まえた本研究の結論を述べる。 
10 
 最終章である第９章「総括と展望」では、本論文のまとめとして、本論文による定量化
の効果と意義、情報活用がさらに進展する社会のために何が必要か、何が問題であるかを
総括した上で、今後の課題と展望を述べる。９．１節において、本論文による情報セキュ
リティ価値の定量化の効果と意義について説明する。９．２節では、情報化の進展とわが
国の法律との関係と問題点、９．３節において、組織の情報倫理と情報セキュリティ教育
の重要性について述べる。９．４節で、ネットワーク利用者が果たすべき役割について述
べ、総括とする。最後の９．５節において、今後の課題と展望をまとめる。 
 
 
１．６ 論文の構成 
 
本論文の構成は以下のとおりである。 
 
第１章 論文概要  
第２章 分析対象の予備的考察 
第３章 論文における分析手法 
第４章 個人情報保護に関するわが国の現状 
「個人情報漏えい事故における業種別傾向の抽出に関する研究」、 
『公益事業研究』第 58 巻第 4 号を加筆、修正した。 
第５章 ネットワーク利用者が評価する個人情報価値の計測 
    「セキュリティ被害に対するネットワーク利用者の主観的評価額の算定」、
『公益事業研究』第59巻第2号を加筆、修正した。 
第６章 ネットワーク利用者が評価する情報セキュリティ価値の計測 
「情報セキュリティ確保に対する利用者の価値評価に関する研究」、 
『日本セキュリティ・マネジメント学会誌』第22巻第3号を加筆、修正した。 
第７章 個人情報に対する受入補償額の計測 
第８章 情報セキュリティ確保に対するネットワーク利用者の価値評価 
第９章 総括と展望 
補論 
付録 
 
 
 
 
 
 
11 
 脚 注 
 
[1]  政府高度情報通信社会推進本部「個人情報の保護について（中間報告案）」 
（1999.11.9） 
[2] 日本弁護士連合会（2001, 2007） 
[3] 個人情報「過」保護とも言われている 
[4] 経済産業省 (2007)  p.10  
[5]  ICT 投資によってもたらされるビジネスプロセス、企業文化、人的資産をいう 
(Erik Brynjolfsson 2004)  
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 第２章 分析対象の予備的考察 
 
本章においては、本論文が対象とする課題についての整理と考察を行った上で、本論文
のフレームワークを説明する。まず２．１節において、課題設定における問題点の整理を
行う。続く２．２節において、情報セキュリティの定義を説明し、本研究におけるアンケ
ート調査で使用した情報セキュリティ被害についての主な用語を説明する。２．３節では、
個人情報とプライバシーについての違いを明らかにする。２．４節において、本論文にお
けるフレームワークを示す。 
 
 
２．１ 問題点の整理 
 
本論文が対象とする「情報セキュリティ」とは、大きな概念では人々が提供した情報を
安全な状態に保つことである。これまでのセキュリティの概念は、火事や盗難、保険とい
った目に見えるものを安全に保つことであり、そのためのセキュリティ対策であった。し
かし、情報セキュリティ対策は、目に見えない脅威に対する対策である。情報通信分野だ
けでなく、金融、消費、購買などあらゆる生活がインターネットに置き換えられる社会と
なった現在、目に見えるものに対する対策と同様、あるいはそれ以上のものが必要になっ
ていると言えるだろう。本論文における議論の前提となる問題点の第一として、情報セキ
ュリティの概念、定義を確認しておくことが必要である。その上で、情報セキュリティに
ついて、その社会的効果と価値を評価することとする。 
次に、「情報」の性質の問題点である。「情報」には様々な種類があるが、いわゆる物
としての価値、売買価格のような客観的な財貨性はない。さらに、「情報」の価値は人に
よって異なる。牧野（2008）は、「情報」には価値の相対性があると言う。情報の価値に
は多様性があり、同じ情報でも、必要とする人にとっては莫大な価値を有し、そうでない
人には全く価値がない。さらに、情報は急速に価値を減少させる。よりよい情報が出現す
れば一瞬で無価値になる。知られる範囲が広まれば情報の価値は徐々に減少し、反対に多
くの人の共通インフラになるような情報は、広がることで価値を増す。客観的財貨でない
から、客観的な基準はなく、それぞれの立場で相対的に決めることが必要になる。 
昨今、社会問題となっている個人情報漏洩インシデントに対する人々の過剰反応は、こ
の情報の価値の違いを無視した結果であると思われる。個人情報の全てがプライバシーで
はない。プライバシーとその他の情報が混在しているために、個人情報＝プライバシーと
いう誤解が生じ、個人の情報全てに対して情報提供を拒否する結果となった。その原因と
なっているのが、個人情報保護法である。同法は、事業者に対して、単なる個人に関する
情報もプライバシーも同一レベルでの保護を求めている。氏名・住所・電話番号などの情
報は、単独ではプライバシーを構成しない個人に関する基本情報に過ぎない。プライバシ
ーが発生するのは、病歴や身体に関する情報、個人の趣味嗜好など他人に知られたくない
センシティブな情報が基本情報と結びついた場合である。問題点の第二として、ここでプ
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 ライバシーの定義を明らかにしておく必要があると考える。 
 
 
２．２ 情報セキュリティの定義と分類 
 
２．２．１ 情報セキュリティの定義 
 
情報セキュリティ（Iinformation Security）とは、組織が有効に機能するためにすべての
重要な情報の機密性、完全性、可用性を保護することである。情報セキュリティマネジメ
ントの国際規格であるISO/IEC27001（2005）[1]の定義では、「情報の機密性，完全性およ
び可用性を維持すること。さらに，真正性，責任追跡性，否認防止性および信頼性のよう
な特性を維持することを含めても良い」としている。この中の「機密性」、「完全性」、「可
用性」は、情報セキュリティの3大要素と呼ばれる用語である。それぞれの用語の定義は
以下のとおりである。 
 
①機密性（Confidentiality）： 認可されていない個人、エンティティ（団体等）又はプ 
ロセスに対して、情報を使用不可又は非公開にする特性 
②完全性（Integrity）：   資産の正確さ及び完全さを保護する特性 
③可用性（Availability）：  認可されたエンティティ（団体等）が要求したときに、 
アクセス及び使用が可能である特性   
 
「さらに」の後の4つの性質「真正性」、「責任追跡性」、「否認防止性」、「信頼性」は、「含
めても良い」という定義になっているが、ISO/IEC TR 13335（GMITS：Guidelines for the 
Management of IT Security）[2]などではすでに使われていた用語で、情報セキュリティを確
保する上で重要な性質となっている。 
組織の情報セキュリティを確保・維持していく作業として、例えば「機密性を確保する
ために通信を暗号化する」、「完全性を確保するためにディジタル署名を義務付ける」、
「可用性を確保するために機器を冗長構成にする」など、3大要素を確保するために技術
や規約を整備・維持していくことが必要になる。 
この「機密性」、「完全性」、「可用性」を、組織が保護すべき情報資産に対してバラ
ンス良く維持し改善することが、「情報セキュリティを確保」することである。情報セキ
ュリティ確保のために、情報の改ざん、漏洩など個別の問題に対して技術対策を行うこと
以上に、組織のマネジメントとして自らのリスクアセスメントによって、必要なセキュリ
ティレベルを決め、プランを持ち、資源配分して、システムを運用することが必要になる。
こうした目的で、情報セキュリティの脅威から資産を適切に保護するために、組織におけ
る情報セキュリティのマネジメントを確立し運営するものが「情報セキュリティマネジメ
ントシステム」（Information Security Management System：ISMS） [3]である。 ISO/IEC 27001
では、組織において ISMS を確立、導入、運用、監視、見直し、維持し、かつその ISMS
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 の有効性を改善する際に、プロセスアプローチを採用することを奨励している。つまり、
ISMS 基本方針を基に、以下の PDCA（Plan-Do-Check-Act）サイクルを継続的に繰り返し、
情報セキュリティレベルの向上を図ることである。 
 
①Plan ： 情報セキュリティ対策の具体的計画・目標を策定する。 
②Do ： 計画に基づいて対策の導入・運用を行う。 
③Check： 実施した結果の監視・見直しを行う。 
④Act ： 経営陣による改善・処置を行う。 
 
また、ネットワークセキュリティとは、「コンピュータネットワーク上での安全確保の
ための防衛策」[4]を言う。システム攻撃者からコンピュータを守り、不正アクセスの防止
や情報漏洩の阻止、システムの安定性保持を行なうことである。具体的には、システムの
弱点の補強やアンチウイルスソフトの導入、適切なパスワード管理、機密データの暗号化
など、様々な脅威からシステムを防衛する行為を指す。コンピュータシステム自体に講じ
られる対策のほかにも、利用者のパスワードの定期的な変更や無停電電源装置の導入、重
要なデータの定期的なバックアップ、職位によるアクセス制限など、人的対策やきめ細か
な設定作業、メンテナンスなども、広義にはネットワークセキュリティに含まれるといえ
る。 近年ではインターネットの普及により、外部からのシステム攻撃者の脅威が取りざ
たされるようになったため、外部ネットワークとの境界にファイアウォールを設置して内
外のデータの流通を監視し、不要なアクセスを制限するのが一般的となっている。 
さらに、「情報セキュリティ評価」とは、JIS Q 27001 (ISO/IEC27001)や JIS Q 27002 
(ISO/IEC 27002)に準拠した情報セキュリティ対策ベンチマーク、ISMS適合性評価制度、情
報セキュリティ監査を指す。これらは、いずれも組織が構築した情報セキュリティマネジ
メントを評価するものである。 
以上を分かりやすく要約すると、セキュリティの定義は「正統な目的を持たないエージ
ェントを管理区画の中に入れないこと」（甘利 2004）である。つまり、コンピュータウイ
ルスをシステムに入れないということであり、もし侵入を許してしまった場合には、直ち
に無力化することであるとしている。この視点からみて、セキュリティ確保のためには次
の 5 つのオペレーション要件を確認しておく必要があると述べている。  
 
①運営主体と対象となるオペレーション（営み）が明確なこと 
②あらかじめ定められたオペレーションプランがあること 
③プランを履行するためのリソースプロパティーが洗い出されていること 
④リソースプロパティーに影響を与えるインシデントが洗い出されていること 
⑤それぞれのインシデントに対するリスクマネジメントがなされていること  
 
最後に、個々のインシデントに対する対策をリスクマネジメントで説明すると、次のと
おりである。 
15 
 ①リスクコントロール：リスクが発生する潜在的な可能性をできる限り取り除き、危 
険を最小化する。 
②クライシスマネジメント：突発的事故が発生した時に被害を最小限にとどめる。  
③リスクファイナンス：事故による損失が、全体の運営に大きな影響を及ぼさないよう 
にあらかじめ金銭的手当（保険への加入など）を行う。  
 
２．２．２ 情報セキュリティ被害の主な用語 
  
本項では、本論文で扱う情報セキュリティ被害の主な用語について、アンケート質問
表で回答者に説明したとおり、簡単に説明する。 
 
①コンピュータウイルス：電子メールなどを通じて感染し、パソコンが正常に機能しな
くなったり、データが削除・破壊されてしまうもの。また、本人が気づかないまま、
知人にウイルス付きメールが送信されることもある。 
②スパム：受信する側の都合を考慮せず一方的に送りつけられる迷惑メール。メール受
信のための通信料は受信者が負担することもある。 
③個人情報漏洩：住所や氏名、メールアドレス、クレジットカード番号や医療カルテな
どの個人情報が漏洩する。インターネット上に一旦流出した情報を回収することは
ほぼ不可能である。 
④不正アクセス：パソコンが悪意を持った誰かに勝手によって接続され、パソコン上の
ファイルを操作できる状態にされてしまう。パソコン上のデータが、書き換えられ
たり消されたりすることがある。 
⑤ワンクリック詐欺：例えば、電子メールなどで偽の会員制ホームページに誘導され、
うっかり会員登録をすると高額の料金が請求されてしまうもの。 
⑥スパイウェア：パソコン使用者の行動（キー入力や操作、訪問したサイト情報など）
や個人的な情報（ID、パスワード、メールアドレスなど）を集めてしまうソフトウ
ェア。ウェブサイト訪問履歴、氏名、メールアドレスなどの個人情報を第三者に転
送してしまう。 
⑦フィッシング：銀行やクレジットカード会社などから送られたかに見せかけた偽装メ
ールが届き、偽装メールを「えさ」に、実在のサイトに類似した偽装サイトへ誘導
していくもの。 
⑧ファーミング：ごく普通にインターネットのサイトへアクセスするだけで、実在のサ
イトに類似した偽装サイトが表示され、ユーザーの個人情報を入力させ、個人情報
が盗まれてしまう。 
⑨ボット：ウイルスの一種で、感染したコンピュータを、ネットワークを通じて外部か
ら操ることを目的として作成されたプログラム。 
⑩ウェブ上での誹謗中傷：不特定多数が閲覧可能なインターネット上の掲示版に、個人
への誹謗中傷が書き込まれたり、自分になりすました悪意をもった誰かによって、
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 他人を傷つける発言がされてしまう。 
 
 
２．３ プライバシーの定義 
 
プライバシーは、欧米において派生した 20 世紀以降の新しい概念である。それ以前の
社会においては、人類の大部分は共同体と言う「監視社会」に生きていたため、個人の
行動は他人から隠せないのが当たり前であった。 
プライバシーの権利は、情報社会の進展とともに誕生・発展してきた権利である。旧
来の人権宣言[5]にはなかったこの権利は、1890 年に、アメリカの S. D. Warren & L. D. 
Brandeis (1890)が、マスメディアによる私生活上の事柄の暴露に対する不法行為法上の観
念として、その論文「プライバシーの権利 The Right to Privacy」において、「ひとりにし
ておいてもらう権利 The right to be let alone」と説明し、以来その解釈が一般的に踏襲され
てきた。しかし、コンピュータが普及し情報化が高度に進展した今日では、単に「ひと
りにしておいてもらう権利」の保障だけでは不充分であることが認識されるようになり、
Allan F. Westin（1967）は、その論文「プライバシーと自由 Privacy and Freedom」におい
て、「プライバシーとは、個人、グループまたは組織が、自己に関する情報を、いつ、ど
のように、また、どの程度他人に伝えるかを自ら決定できる権利」と定義した。プライ
バシーの権利は、より積極的に「自己の存在にかかわる情報を開示する範囲を選択でき
る権利」ないし「自己に関する情報をコントロールする権利」と捉え直され、個人につ
いての情報の取得・収集、保有、利用・伝播のすべての段階に及ぶものと考えられるよ
うになったのである。 
わが国では、三島由紀夫の小説「宴のあと」の主人公を巡る裁判において、1964 年に
東京地裁が下した判決が、プライバシーに関する初めての判例と言われている。ここで
は、プライバシー権を「私生活をみだりに公開されない権利」と定義して、プライバシ
ーを次の 3 つのことがらとしている。 
 
①私生活上の事実または事実らしく受け取られるおそれのあることがら 
②一般人の感受性を基準にして当該私人の立場に立った場合公開を欲しないであろう
と認められることがら 
③一般の人にいまだ知られていないことがら 
 
また、佐藤幸治(1995)は、「憲法〔第３版〕」において、プライバシー権を情報プライバ
シー権に限定して、「自己に関する情報をコントロールする権利」と捉え、この説がわが
国において通説となっている。 こうした時代の経過があり、「自己情報コントロール権」
を保護する重要性は、世界規模で認識されてきた。 
青柳武彦(2008)は、プライバシーの定義は、きわめて広範囲かつ抽象的なプライバシー
（Privacy to respect）のうちの特に侵害を受けたときの被害が大きく法的保護を与えるに
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 相当する「不可侵私的領域 (Untouchable Personal Domain)」に関する基本概念としている。
この場合の不可侵私的領域とは次の 4 つの領域を指し、すべての私的領域を対象とする
のではないことを明確にしている。 
 
① 私生活上の事実、またはそう受け取られる可能性のある事項の領域 
②一般人の感受性を基準として侵害されることを欲しないと思われる領域 
③非公知、未決定、非公開の領域 
④侵害によって当該私人が現実に不快や不安の念を覚る領域 
 
さらに、青柳は、プライバシーの権利への定義は、公共の利益に反しない範囲におい
て不可侵私的領域の存在を主張し、そのような領域に属する事柄の決定や、公開の可否
や程度などを決定する個人情報の処理について一定の関与をする権利としている。 
 
 
２．４ 本論文におけるフレームワーク 
 
以上のとおり、分析対象の課題を整理した上で、情報セキュリティの価値の定量化を行
うために、図２－３に示すフレームワークに基づき以下の手順で行うこととする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
背景の把握
個人情報漏洩インシデントに関する調査
情報セキュリティ確保
のための
支払意思額算定
情報セキュリティ価値の定量化
ネットワーク利用者に対するアンケート調査
個人情報に対する
慰謝料としての
受入補償額算定
ネットワーク利用者の視点
図２－３ フレームワーク 
 
２．４．１ 研究の対象 
 
今日では、携帯電話の普及が目覚しく、パソコンに取って代わるようになってきてい
18 
 るが、本論文における研究対象は、パソコンを使用したインターネット上の情報セキュ
リティとした。従って、調査対象者もインターネット利用者とする。 
 
２．４．２ 分析方法 
 
情報セキュリティの定量評価を求めるために、個人情報漏洩事故の被害に対する慰謝
料を受入補償額、および情報セキュリティが守られることによって得られる便益を支払
意思額と言う貨幣尺度で計測する。 
 
２．４．３ 実証的研究の方法 
 
  次の 3 段階の方法により、調査分析を行い、定量的な評価を得ることとする。 
（１）情報化による社会的影響として問題となった個人情報漏洩インシデントの実態調査
を行う。方法として、個人情報漏洩インシデントについて、報道された新聞記事などか
らデータ収集を行う。2000 年から 2007 年までの 8 年間継続して収集したデータをデー
タベース化し、分析した上で個人情報漏洩の実態を把握する。大量なデータを収集し、
分析することで、個人情報漏洩インシデントが激増するに至ったわが国の社会問題が明
らかになると考える。 
（２）研究対象を「個人情報」とし、ネットワーク利用者が個人情報について、どのよう
に評価するかを求めることを目的とする。分析手法はコンジョイント分析を採用する。
個人情報が漏洩した場合を想定し、受容可能な慰謝料としての受入補償額（WTA）を
推定する。WTA は、価値評価に際して実際の評価よりも過大になると言われているが、
主観的評価を目的としたことから、WTA を算定することとする。個人情報の種類によ
って評価が異なると仮定し、数種類の個人情報について調査を行う。属性の選択は JNSA
報告書を一部踏襲し、被害額の選好に影響する要因として、①個人情報の種類、②事故
後に発生する実被害、および精神的被害、③事故後の企業の対応があると仮定する。測
定方法は、リッカード尺度で選択する評点型を採用する[6]。 
（３）調査対象を、個人情報を含む情報セキュリティに範囲を広げる。情報セキュリティ
確保に対して、ネットワーク利用者が支払意思額（WTP）としてどれだけの金額を支払
う意思があるかを算出する。分析手法として CVM を採用し、一段階二肢選択形式で調
査する[7]。個人情報と同様に情報セキュリティ被害についても、その種類により利用者
の評価が異なると仮定し、情報セキュリティ全般について被害を予防できるとしたシナ
リオ、および情報セキュリティ被害、個人情報漏洩事故を回収できるとした数種類のシ
ナリオを設定する。また、個人属性により WTP が異なることを想定し、個人属性によ
る分析も行う。 
 
また、本 CVM 調査と同時に、コンジョイント分析により推定された WTA の金額の
妥当性を検証する。 
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 脚 注 
 
[1] ISO (International Organization for Standardization) 
国際規格を作成している団体であり、2005年10月に情報セキュリティの規格である
ISO/IEC27001を作成した。ISO/IEC27001以外で有名なISOとして品質のISO9000シリ
ーズ、環境のISO14000シリーズがある。
http://www.iso.org/iso/catalogue_detail?csnumber=42103 
[2] 情報セキュリティ・マネジメントの規格の一つ 
[3] （財）日本情報処理開発協会（JIPDEC） 
http://www.isms.jipdec.jp/isms/index.html 
[4] ＩＴ用語辞典より 
[5] 「世界人権宣言」第１２条 1948 年 12 月 10 日第３回国連総会採択
http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/udhr/1b_001.html  
[6] 測定方法については、第３章第２節で説明する。 
[7] 分析方法については、第３章第３節で説明する。 
 
20 
 第３章 論文における分析手法 
 
本章では、実証分析で用いる分析手法であるコンジョイント分析と CVM について、そ
の考え方と具体的な手続きを説明する。まず、３．１節において、顕示選好データと表明
選好データの特色と問題点についての説明を行う。３．２節においてコンジョイント分析
について、および３．３節では CVM について、それぞれの計画方法、調査方法、測定方
法と分析手法について具体的に解説する。 
 
３．１ 顕示選好データと表明選好データ 
 
ネットワーク利用者の選好を測るために収集されるデータは、大きくは「顕示選好
（Revealed Preference : RP）データ」と「表明選好（Stated Preference : SP）データ」[1]とに
分類される。RPデータとは、人々が経済活動において実際に選択行動をとった結果を表す
経験的データであり、既存の市場で生産された財の組合せに対する選好の記述である。従
来、計量経済モデルの推定にはRPデータのみが用いられてきた。一方、SPデータは、仮想
的な条件下における人々の選好意思表示のデータである。現存しない仮想的な状況を設定
し、個人がどれを選ぶかといった意識を直接たずねることにより得られる一種の実験デー
タである。存在しない新しい市場や財の組合せに対する調査が可能となるものであるため、
マーケティング・リサーチでは、SPデータが有効な情報源として活用されてきた。さらに、
RPデータでは不可能である現存しない新たな状況における消費者の選好を得ることがで
きることから、マーケティングのみならず環境経済学、交通需要分析などにも応用され、
近年では情報通信分野にも利用されている。 
しかし、SPデータは仮想の状況での意向調査であるため、その信頼性に関して問題も指
摘されている。森川（1990）は、SPデータにおける「信憑性 (Validity)」と「安定性 (Stability)」
を指摘している。信憑性とは、回答者の回答から得られた選好情報と回答者の実際の市場
における行動が異なる問題であり、安定性とは、属性や選択肢の設定方法によって回答が
ばらつく問題である。一方、栗山（2008）は、SPデータはアンケートを用いることからバ
イアスの影響を受けやすいという欠点を受け入れつつ、経済理論モデルによって分析する
ことで，バイアスを回避する方策を示している。 
SP データには上記のようなバイアスの問題が存在することを認識した上であっても、
新たな状況における消費者の選好や将来予測において重要視されており、バイアスを回避
できる方法を用いることで、有効な分析手段として用いることができると考えられる。本
研究においても、SPデータが、情報セキュリティの評価という新しい状況下における最適
な分析手法であると考え、利用可能性の追求をすることとした。 
 
３．２ コンジョイント分析 
 
コンジョイント分析[2]は、SP データを用いて評価する表明選好法（Stated Preference 
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 Method）の代表的な手法の一つである。 
コンジョイント分析に関する理論的な研究の原点は、Luce and Tukeyにより1964年に発
表された序数尺度の目的変数に関する個々の説明変数の効果の測定に関する論文である
[2]。Luce and Tukey の基本モデルは、個人の選好評価が順序データで与えられるLuce and 
Tukeyの論文に近いもののみをコンジョイント分析とするものであるが、マーケティン
グ・リサーチ分野において多くの実用的方法が開発されるにつれ、半合成的な効用モデル
や、経済学からのアプローチである確率効用モデル（Random Utility Model）などもコンジ
ョイント分析とみなすようになった。確率効用理論とは、消費者は主観的な効用が最大と
なるような選択肢（ブランド）を選ぶ（購入する）が、消費者の主観的効用は常にバラツ
キを伴っており、その選択肢が選ばれる回数（頻度）は、確率変数であるとする理論であ
り、選好よりも選択という、より直接に購入確率に結びつく考え方として好まれるように
なった。 
また、コンジョイント分析は、Lancaster（1966）の多属性アプローチを基盤としており、
消費者の効用水準が財を構成する属性の消費によって決定されると考えるものである。
財・サービスの持つ性質・特性を多数の属性に分割し、各属性の水準を変化させることで、
仮想的な商品を作成するものである。すなわち、ある商品の選好を測るために、選好に影
響を及ぼす複数の具体的な特徴（属性）を組み合わせたカード（プロファイルと呼ぶ）を
回答者に提示し、商品全体での効用（全体効用）をたずね、その全体効用と属性ごとの効
用（部分効用）を共に（conjointly）分析する手法である。多属性の評価対象を属性単位で
評価できる利点があり、属性の中に価格に関する指標を入れることで、各属性およびその
財の価値を金銭尺度で推計することもできる。 
このように、コンジョイント分析では、消費者が日常の購買行動の中で直感的に判断し
ている内容を、多くの被験者で代表される集団の平均的な考え方として評価するものであ
る。もともと、消費者による商品やサービスについての選好の分析に有効な手段として、
主に計量心理学やマーケティング・リサーチの分野で、新製品開発などの際に効果的な製
品設計を行うために使われてきた市場調査ツールであるが、1990年代から、環境評価の分
野においても非利用価値を評価できる新たな手法として採用されてきた。また、2000年以
降、情報通信系の価値評価としても利用されている。コンジョイント分析を利用した主な
論文について、表３－１にまとめる。 
 
３．２．１ 属性と水準 
 
コンジョイント分析では、複数の属性から構成されるプロファイルを回答者に示し、そ
れに対する選好をたずねることで属性の価値を評価する。実在の財・サービスを構成する
属性については、詳細に検討するためには細かく分離することが必要であるが、人間の情
報処理能力には限界があり、適切な情報量の提示をしないと適切な回答ができなくなるこ
とが先行研究から明らかになっている[3]。このため、属性アプローチによる実証分析では、
取り扱うことのできる属性が、実在の財・サービスを構成する属性に比べて、数が限定さ 
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 表３－１ コンジョイント分析を利用した主な論文 
 
年 環境評価 情報通信系 
1990 
 
1991 Viscusi, et al.(健康リスク) 
1993 Mackenzie(ハンティング) 
1993 Opaluch et al. (廃棄物処理場) 
1994 Adamowicz,et al(レクリエーション) 
1996 Rowe,et al(サーモン釣り) 
1997 Adamowicz et al.(ハンティング) 
1997 Johonson et al. (発電所設置) 
1998 Adamowicz et al(原生林と野生動物) 
1998 栗山他(家庭用浄水器) 
1998 竹内他(沿岸油濁) 
1999 栗山他(屋久島) 
1999 鷲田他(家庭用エアコン) 
 
2000 
 
2002 林山他（冬期道路サービス） 
2003 伊坪他（LCIAの統合化係数） 
2005 栗山他（森林ゾーニング政策） 
2005 栗山（地球温暖化） 
2006 高階他（消費者行動） 
2003 林・六藤(サービス価値) 
2003 実積他（ｅ-コマース） 
2004 依田他(ブロードバンド市場) 
2004 依田他（ＩＰ電話） 
2005 大塚（消費者選択行動） 
2006 大塚他（ナンバーポータビリティ） 
2006 高地他(FTTH)  
2007 高地他(携帯情報通信端末)  
2008 近藤他(インターネットアプリケーシ
ョン) 
2008 中村(携帯電話スイッチングコスト) 
（出典）鷲田他 (1999)を参考に筆者作成 
 
れることになる。実際、コンジョイント分析を用いた調査において、属性は 3～7 個が
限界であるとされている。 
 
３．２．２ 直交計画法 
 
コンジョイント分析に使われるプロファイルは、属性と水準との組み合わせから構成さ
れる。例えば、A・B・C・D・E の 5 つの属性からなる仮想的な財・サービスを考える。
それぞれ、A（3 水準）、B（2 水準），C（2 水準），D（2 水準），E（（2 水準）の水準
であった場合、調査に用いるプロファイル数＝3×2×2×2×2 から、48 通り存在すること
になる。しかし、48 枚を評価するには、回答者の負荷が大きく実際には困難であるため、
各属性の直交性を仮定し、実験計画法で用いられる直交表を用いてプロファイル数を最小
に留める。この場合、直行表 L8 を用いる[4]ことで、8 個のプロファイルで各属性・水準
に関する十分な情報が得られる組合せを参照することができる。ただし、直交表の L8 で
扱えるには 2 水準の属性が 7 個までである（属性の水準が増加すると、扱える属性数は大
幅に減少する）。直交表は L8 の他にも 12 L ・16 L ・32 L があるが、これ以上のものを
作成することも可能である（大塚 2005）。 
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 ３．２．３ 測定方法および分析方法 
 
コンジョイント分析の測定方法は、主に「評点 (Rating) 型」、「順序 (Ranking) 型」、
「選択 (Choice) 型」に分けられる[5]。本論文で用いる具体的なモデルについては、第５
章で説明する。 
 
（１）評点 (Rating) 型 
提示されたプロファイルに対して、評価を尺度上に位置づけてもらう方式である。尺
度として、例えば望ましさを100点満点のうちの点数で表す方法だけでなく、順位尺度
（例、「①非常に望ましい」「②望ましい」「③どちらともいえない」「④望ましくな
い」「⑤全くの望ましくない」）から１つ選択するようなカテゴリカルデータに対して
も序列を付けて評点付データとして取り扱うことができる。この形式は一般的に良く用
いられる質問回答形式で、リッカート尺度と言う。この形式の長所は、回答カテゴリー
の順序がはっきりしていることである。得られた点数が評点付データとして利用され、
この評点を左変数に、選択肢の属性水準を右変数において、主に分析手法として順序ロ
ジット/プロビットモデルを用いる回帰分析で属性毎の係数を求める。 
 
（２）順序 (Ranking) 型 
提示された複数のプロファイルに対して、選好順位を回答してもらう方式である。複
数のプロファイルを望ましさの順に並べかえる形式で行われる。選択肢が多い場合は必
ずしも全ての選択肢を並べかえる必要は無く、例えば8つのうち上位4位まで順序付ける
ことでも、データとして用いることができる。分析手法としては、主にランクロジット
モデルを用いる。 
 
（３）選択 (Choice) 型 
複数のプロファイルを提示し、最も好ましいもの1つを選択してもらう方式である。
多くのプロファイルから最も気に入ったものを選択するという方式は、実際の消費者選
択行動過程に適合していると考えられており、実際に用いられることの多い調査手法で
ある。分析手法として、主に多項ロジットモデルとその派生モデルを用いる。選択型コ
ンジョイントは、選択型実験（Choice Experiment）とも呼ばれることもある。 
 
 
３．３ 仮想評価法（Contingent Valuation Method：CVM） 
 
CVM[6]は、もともと市場がないものに対して仮想的に市場を作って考えようとするも
ので、仮想市場法と訳されることが多い。コンジョイント分析と同様に、SPデータを用い
て評価する表明選好法(Stated Preference Method)の代表的な手法の一つである。コンジョイ
ント分析が、選好に影響を及ぼす複数の属性を組み合わせた財から、全体効用と部分効用
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 を分析する手法であるのに対して、CVMは財自体の価値を直接推計する手法である。 
CVMは、主に環境経済学の分野で研究が進められてきた評価手法である。Davis（1963）
が森林レクリエーションの価値を評価したことに始まり、1980年代から生態系などの非利
用価値を評価できる数少ない手法として注目を集め、多くの研究が行われてきた。特に、
1989年、アメリカのアラスカ沖で発生したエクソン社のタンカー、バルディーズの原油流
出事故の損害賠償訴訟において、CVMを用いた生態系破壊の損害評価が行われ、推定され
た評価額が実際の訴訟においても用いられたことで、CVMが注目を集めた[7]。以来、ア
メリカにおいては政策にも適用されてきた。日本では、1980年代より自然環境の価値に関
する評価に対して多く用いられてきており、近年は情報通信分野に応用されたケースもあ
る。CVMを利用した主な論文について、表３－２にまとめる。 
CVMは、アンケートやインタビューを通じた意識調査において、回答者に仮想の市場を
提示し、それに対する支払意思額（Willingness to Pay : WTP）あるいは受入補償額
（Willingness to Accept Compensation : WTA）を聞き出すことで、補償余剰あるいは等価余
剰を計測するものである[8]。CVMが持つ最大の利点は、仮想上のあらゆる価値を評価し 
 
表３－２ CVMを利用した主な論文 
 
 社会工学・ 
システム工学系 
経済系 農業･資源系 建設・土木系 情報通信系 
1980 1980 宮武（騒音） 
1987 平松他（公
園、水質） 
 1980 森杉他（騒音被害） 
1984 森杉他（騒音被害） 
1987 森杉他（公園） 
1990 
 
1990肥田野他（ア
メニティ） 
1992 平松他（飲
料水） 
1993 平松他（下
水） 
1997 肥田野（バ
リアフリー） 
1999肥田野他（清
流） 
1999肥田野他（地
球温暖化） 
1993萩原（水質）
1994 山本他（飲
料水リスク） 
1996 竹内他（清
流） 
1999薫（リスク）
1999 庄子他(自
然公園) 
1992 矢部（自然環境）
1993 新保他（国土保
全） 
1993 新保他（国土保
全） 
1993 藤本他（景観形
成作物） 
1994 明石他（水質）
1995 矢部（山村留学）
1996 栗山（釧路湿原）
1998 寺脇(アメニテ
ィ) 
1998 吉田（アメニテ
ィ） 
1995 盛岡他（水質） 
1995 並河他（転居の外
部費用） 
1996 河野他（不確実性） 
1997 畑原他（住環境） 
1997 岩瀬他（リダンダ
ンシー） 
1998 笹部他（下水道） 
1998 奥田（情
報通信シス
テム） 
1999 石谷他
（情報シス
テム） 
2000 
 
2003 清水他(保
育サービス) 
2003 栗山(公共
事業) 
2007 栗山他(死
亡リスク） 
 2005 奥谷他 
(テレワーク)
（出典）肥田野(1999)、栗山(1999b)、鷲田他(1999)を元に筆者作成 
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 得る手法であることから、まだ存在しない財やサ－ビスの価値を経済的に評価ができるこ
とである。また、アンケート調査によるものであるため多くの人の意見が反映されること、
金銭評価であるため誰にとっても同じ尺度で議論することが可能になることも利点であ
る。一方で、欠点は、アンケートを実施するため評価に必要なコストが高いことであり、
質問票の設計によってはバイアスが生じやすいといったCVMの信頼性について批判もあ
る。 
 
３．３．１ CVM のバイアス 
 
CVM には様々な問題（バイアス）が存在し、サーベイデザインに問題があるとどちら
かに有利な評価結果が生じることがある。アメリカでもこの点に関する議論が活発に行わ
れた結果、NOAA ガイドライン[9]が策定され、その運用に対して厳しい制限が盛り込まれ
ることとなった。NOAA ガイドラインとは、CVM を用いて信頼性のある評価を得るため
に考慮すべき項目が網羅されたものであり、1992 年にアメリカ商務省国家海洋大気管理局
（National Oceanic and Atomospheric Administration : NOAA）が組織したパネルによって提
示された。NOAA パネルは、当時 CVM に対する批判的な意見が産業界を中心に起こった
のを受けて組織されたものである。同ガイドラインで示された条件全てを満たすことは非
現実的ではあるが、CVM は他のアンケート調査に比べてバイアスが生じやすいため、で
きる限りこのガイドラインに従うことが推奨されている。同ガイドラインの中では、CVM
が提示する損害評価額について、十分信頼性があると結論づけている。表３－３は、アン
ケート調査による代表的なバイアスである。 
戦略バイアスは、先行研究において理論的分析が行われているが、戦略バイアス以外の
バイアスについては、その原因は心理的要因にあるとされてきた。栗山（2008）によるゲ
ーム理論を用いた経済理論的分析による説明は以下のとおりである。 
 
（１）戦略バイアス 
回答者が意図的に回答を偽るバイアス。先行研究において理論的分析が行われており、
自由に金額を表明するときは過小表明となり、二肢選択形式では真の回答を表明するこ
とが明らかになっている。一回だけ金額を提示するシングルバウンド二肢選択形式にお
いては、自分の回答が政策決定に及ぼす影響がゼロではなく、しかも支払が強制的であ
るならば戦略バイアスが生じないとされている。 
 
（２）仮想バイアス 
支払の仮想性によって生じるバイアス。アンケートで支払意思額をたずねる際、実際
に表明した金額が徴収されるわけではないので、過大に支払意思額を答える可能性があ
る。支払いの仮想性が存在するときは過大表明となり、しかも支払いの仮想性が高くな
るほど大きくなる。回避方法として、実際に支払いを求める場合は、回答内容によって
政策が実施されるか否かを決定するようにし、支払いを求めない場合は、回答内容には
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 表３－３ アンケート調査による代表的なバイアス 
 
種類 内容 減少の方法 
情報バイアス 
(Information Bias) 
設問において与える情報によっ
て結果が変わる 
調査対象者全員に同一の情報が伝わ
るよう工夫する 
戦略バイアス 
(Strategic Bias) 
回答者が意図的に回答を偽る 
自由に金額を表明する場合は過
小表明となる 
二肢選択形式により減少する 
税金での支払いにこのバイアスは少
ない 
仮 想 バ イ ア ス
(Hypothetical Bias) 
表明額が実際に徴収されないこ
とによる過大表明が生じる 
政策の実施と支払との関係を明確に
する 
支払手段バイアス
(Vehicle Bias) 
どのような方法で支払うかによ
って回答が変わる（例：税金な
ら支払いたくない） 
評価対象に最もふさわしい支払方法
を選択することで回避する 
入 れ 子 バ イ ア ス
(Embedding Bias) 
政策の範囲や水準が明示化され
にくいことから税としての包括
関係が成立しない 
政策の範囲や効果を明示化する 
サンプルサイズを大きくする 
初期値バイアス
(Starting Point Bias) 
支払意思額が提示される場合、
初期値が回答者に影響を与える
一段階評価にとどめる 
抵抗回答 
(Protest Bid) 
評価シナリオに対して反対とい
う理由で NO を選択した回答 
極端に高い提示額を設定しない 
提示額を示す前に抵抗回答をたずね
る 
提示額が上昇するほど抵抗回答が増
大していないかを調べる 
（出典）肥田野（1999）、栗山（2008）より著者作成 
 
依存せずに政策を実施するかどうかが決まるように設定する。  
 
（３）支払手段バイアス 
表明選好法において支払意思額をたずねる際に用いる費用負担方法によって、表明額
が異なる現象 (Mitchell and Carson, 1989)。一般に、支払手段として、税金の支払、基金
の創設、製品価格の上昇、入場料金の設置などが用いられる。海外では税金が用いられ
ることも多いが、国内で行われる調査では税金を用いると抵抗回答が増える傾向にある。
基金、あるいは単に「負担金」として支払手段をあいまいにすることが多いが、基金形
式の方が過大評価となるインセンティブが存在する。税金形式などの支払いの強制力が
高い支払手段を用いて仮想バイアスを回避するとともに、抵抗回答によるバイアスを回
避することが必要である。 
 
（４）抵抗回答 
評価シナリオに対して反対という理由で NO を選択した回答のこと。これまでバイア
スとしては考えられていなかったものであるが、これもバイアスの原因となりうる。二
肢選択形式では、提示額を示した後で YES または NO を選択するが、NO を選択したと
きはその理由をたずねる。このとき NO の理由として、非現実的なシナリオへの拒否、
支払手段に対する拒否などを選んだ場合は抵抗回答として判断される。一般に，抵抗回
答として処理された回答は、サンプルから除外されるが、回答者が意図的に抵抗回答を
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 選んでいた場合、安易に抵抗回答を削除すると過大評価となる危険性がある。抵抗回答
を原因とするバイアスを回避するためには、極端に高い提示額を設定しないこと、提示
額を示す前に抵抗回答をたずねること、提示額と抵抗回答の比率の関係を調べ、提示額
が上昇するほど抵抗回答が増大していないかを調べることで、抵抗回答によるバイアス
が生じていないかを確認する必要がある。  
 
CVM の評価結果を見るときは、十分な信頼性を持っているかを慎重に検討するととも
に、その他の評価手法とあわせて総合的に意思決定を行うことが必要である。 
 
３．３．２ CVM の質問形式 
  
表３－４に示すとおり、いくつかの質問方式が開発されている。初期の CVM 調査では
自由回答形式や付値ゲーム方式が用いられたが、今日では二肢選択方式が一般的である。
二肢選択方式は、提示された金額に対して回答者が YES/NO で答えるだけであるため、回
答しやすい利点がある。1 回だけたずねるシングルバウンドと 2 回金額を提示するダブル
バウンドがある。ダブルバウンドは、最初に提示した金額に対して YES と答えた場合、さ
らに高い金額を提示し、NO と答えた場合には低い金額を提示して 2 回たずねる方式であ
る。 
本研究においては、戦略バイアスおよび初期値バイアスが少ないといわれる一段階二肢
選択方式を採用した。 
 
表３－４ CVM の質問形式 
 
方式 回答方法 利点 欠点 
自由回答方式
(Open-ended 
CVM) 
自由に金額を回答してもらう 無回答が多くなる 
金額のばらつきが多くな
る 
付値ゲーム方式
(Bidding Game 
CVM) 
例えば最初に 1,000 円以上払うかをた
ずねて､YES なら 2,000, 3,000 円･･と
提示額を変化させ、支払意思額に到達
するまで繰り返し質問する 
最初の提示額の影響を受
けやすい 
回答が得られるまでに時
間がかかる 
支払カード方式
(Payment Card 
CVM) 
金額が書かれたカードを選択する 無回答が少なく
なる 
提示した金額の幅が回答
に影響を与える 
二肢選択方式
(Dichotomous 
Choice CVM) 
提示した金額に対して YES か NO で答
える 
答えやすい 
バイアスが生じ
にくい 
多数のサンプルが必要 
（出典）栗山（1997）、鷲田（1999）を参考に著者作成 
 
３．３．３ 分析方法 
 
二肢選択方式によるWTPを推定する分析方法は、大きく分けて、間接効用関数を基盤と
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 するHanemann（1984）のランダム効用モデル、支払意思額関数を基盤とするCameron（1988）
のモデル、および生存関数を基盤とするCarson（1985）の生存分析（Survival Analysis）で
ある。この中で、生存分析が母集団におけるWTP代表値を直接的に推定するものである。
生存分析は主に生物統計学、医療統計学、工業統計学などに用いられる統計手法であるが、
Carson et al（1992）により仮想市場法のWTP推定に利用され、その後栗山他（1999）他で
も使われている。 
生存分析には、パラメトリック法（Parametric Estimation） とノンパラメトリック法
（Nonparametric Estimation）がある。ノンパラメトリック法は、母集団WTPの分布を忠実
に再現するが、母集団平均値や中央値を１つの数値にきめることができない。一方、パラ
メトリック法はあらかじめ母集団WTPの分布型を想定して制約を与えるため、受諾率曲線
の形状に制約が課されるが、母集団平均値や中央値を１つの数値として求めることができ
る。本研究においては、生存分析の中でパラメトリックな分析方法を選択し、柔軟で当て
はまりが良く、特定の個人属性とWTPの関連をみる上で有効な手法であるワイブル回帰分
析（Weibull Regression)を用いて推定を行うこととした。具体的なモデルについては、第６
章で説明する。 
 
 
３．４ コンジョイント分析とCVMのアプローチの違い 
 
以上に説明したように、コンジョイント分析とCVMは、どちらもSPデータを用いて評価
する表明選好法の代表的な手法の一つであり、コンジョイント分析が、選好に影響を及ぼ
す複数の属性を組み合わせた財から、全体効用と部分効用を分析する手法であるのに対し
て、CVMは財自体の価値を直接推計する手法である。図３－１に、コンジョイント分析と
CVMのアプローチの違いを示す。 
 
属性１
財・サービス
・各属性は複数の水準を持つ
・各プロファイルには各属性の水準のうち1つを用いる
・各属性の水準が組み合わさりプロファイルが作られる
水準1
水準1
水準2
水準3
属性2
水準2
属性3
水準1
水準2
コンジョイント分析の例
属性1-水準1,
2-1,3-1
属性1-水準2,
2-1,3-2
・
・
・
CVM
の例
プロファイル
各プロファ
イルについ
ての選好を
回答する
財・サービス1
財・サービス2 財・サービスn
金銭的評価
を回答する
属性n-水準2, 
n-1,n-2
・・・
 
 
 
 
図３－１ コンジョイント分析と CVM のアプローチの違い 
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 脚 注 
 
[1] SPデータについては、Louviere et. al.（2000）が詳しい  
[2] 千葉他（1997）を参照 
[3] 栗山（1999）は、「心理学の観点から人間は 6 を超える情報を同時に処理することは
困難であることが知られており、選択型コンジョイントで扱える属性は最大でも 6 
個となる。」としている。これはミラーの法則とも呼ばれる（Miller, 1956）。 
[4] 直行表の詳細については、田口（1987）などを参照。また、統計処理ソフトウェアに
も直行表に属性を割り付ける機能を持つものがある（SPSS Conjoint(R)など）  
[5] 依田高典（2004）、大塚時雄（2005）より参照・引用 
[6] CVM については、肥田野（1999）、栗山（1997,1998）、藤本（1998）、Johansson（1987）
などが詳しい  
[7] バルディーズの原油流出事故については、栗山（1997）が詳しい 
[8] 補償余剰、等価余剰については、補論４「基本的な分析概念」を参照 
[9] 栗山（1997）に日本語訳あり 
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 第４章 個人情報保護に関するわが国の現状 
 
本章においては、わが国における個人情報保護法[1]施行に伴う社会の現状と、個人情報
漏洩インシデントデータより分析した結果について述べる。４．１節で個人情報保護法施
行と個人情報漏洩インシデントによる社会問題についての説明を行い、漏洩インシデント
に対する企業の対応、および損害賠償請求についての現状を示す。続く４．２節で、個人
情報漏洩インシデントに関する調査結果を説明する。2,790 件のデータの概要、本データ
の記述統計の詳細を提示し、４．３節で導出した分析結果のまとめと考察を行う。 
 
 
４．１ 個人情報漏洩インシデントによる社会問題 
 
第１章第３節で説明したとおり、個人情報保護法は急激に進展するインターネットから
個人情報が流出する危険性を想定して制定されたものである。しかし、大きく報道された
個人情報漏洩インシデントの大半は、個人情報保護法の目的や想定と異なり、以前は問題
視されなかったような事故であり、しかも報道が異なるリスクの事故を同レベルで扱った
ため、すべての事故の危険性が高いような印象を与え、国民の不安感をあおった。 
浜田（2006）は、報道されたインシデントについて事後の追跡報道があったのは、新聞
で 6.8％しかなかったとしている。インシデントの発生だけ報道し追跡報道をしないこと
で、国民はそのインシデントのリスクの程度がわからないため、被害者意識を強く持つよ
うになり、延いては必要な個人情報提供を拒否するなど防衛に向かうようになったのでは
ないかと思われる。 
その一方で、林（2006）の報告のように、ファイル交換ソフト Winny の利用が原因で個
人所有のパソコンがウイルスに感染したことにより情報が漏洩し、本人が認識しないうち
に漏洩事故の加害者になってしまう事故が増えている。また、興味本位で Winny 利用者が
増えたという現象もあり、加害者になり得ることに対する意識の低さが見られる。本人に
事故という自覚がないことから、報告すらしないケースも多いことと推測される。外部か
ら情報漏洩の指摘があって初めて漏洩の事実に気づく例が多いことが、こうした実態を物
語っている。 
個人情報保護法施行に伴う報道の過熱によって発生した社会問題については、法律への
対応の誤解や無知から発生した問題と、情報漏洩インシデントへの不安から発生した問題
とに大別できる。個人情報保護法への対応から発生した社会問題については、過剰な自主
規制と法律を口実とした情報開示の拒否がある。例を挙げると、小学校での緊急連絡網が
作れず児童への連絡に混乱が生じた、卒業アルバムの作成をやめたなど教育現場での混乱
や、法律の対象となっていないような町内会が名簿の作成をやめた、など枚挙に遑がない。
過剰反応の間違った事例として頻繁に取り上げられるのは、2005 年 4 月に起こった JR 福
知山線脱線事故の際に、個人情報保護法を理由に、家族側へ負傷者への安否の情報を明か
さない病院があったケースである。2005 年 12 月のＪＲ羽越本線列車事故の際にも、負傷
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 者の情報を記載するホワイトボードを個人情報であるからとして撤去するなど、災害医療
現場において大きな問題が起こった。さらに、法律を口実として、公開可能な情報までも
拒否するといった、本来の趣旨からはずれ社会の自由な情報流通が妨げられる事態が数多
く発生したのである。 
情報漏洩事故への不安から発生した問題は、先に説明したとおり、これまで普通に流通
していた氏名・住所・生年月日・電話番号・性別などの基本的な情報までも、提供を拒否
するといった「過剰反応」である。 
こうした社会問題は、個人情報漏洩インシデントに対する報道が収まり、国民の理解が
深まるにつれ収束傾向にあるといえる。しかし、個人情報漏洩インシデントは無くならず、
ファイル交換ソフト Winny が原因のさらに大きな事故も発生している。 
 
４．１．１ 企業の対応 
 
個人情報漏洩インシデントは、企業が起こしたものが多い。一社員や業務委託先が起こ
した事故であっても、事故の加害者となり、事故対応のための多大な金銭的損失に加え、
信頼度やイメージの失墜などの影響を受けるため、企業はリスクマネジメント、個人情報
保護法の法令順守、および企業の CSR の観点から、情報セキュリティ対策を重要案件と認
識し、対策の実施が問われている。   
日本ヒューレットパッカード社調査（2005）では、個人情報保護法への対策を行ってい
るのは、大企業は 90.1％であるが、中小・中堅企業では 48.2％であり、今後も個人情報保
護法の対策をする予定がないという企業が、大企業の 0%に対し、中小・中堅企業では 26.3%
と高い割合を占めていた。コンサルタントなどに多額の費用を支払い、個人情報保護法対
策を行うとともに、従業員の厳しい監視などセキュリティを強化する大企業がある反面、
保護法自体の理解も不完全で、方法がわからないとして特別な対応をしないでいる中小・
中堅企業があるという、二極化がみられた。 
登坂他（2008）は、2007 年度の情報セキュリティ関連投資について、前年より「増加し
ている」と回答した企業は 19.0％、「減少している」と回答した企業は 11.5％だったとし
ている。一方、2008 年度見込みについては「増加する」と回答した企業が 18.9％、「減少
する」と回答した企業は 10.5％だった。運用管理形態は、「アウトソースサービスを利用」
が 52.0％。「アウトソースサービスの利用を計画している」と答えた企業を含めると 66.3％
で、自社運用は 33.7％にとどまっている。このように、わが国全体としては、費用対効果
がみえないといった問題点などから、未だ他国に比べ十分な対策が取られているとはいえ
ない[2]。 
個人情報漏洩インシデントのほとんどは、うっかりミスや紛失など人的要因が大きい。
情報セキュリティ対策として、技術的な対策は勿論であるが、教育の重要性が挙げられて
いる。内閣府国民生活局調査（2005）では、事故を起こした後、教育・研修の実施などの
組織的対策を講じた企業は、2005 年度は 91.2%で、2004 年度でも 81.0％ と高い比率であ
った。教育・研修の対策は高い割合で実施されていることが分かる。 
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 個人情報漏洩インシデントを起こした企業の対応として、被害者全員に対して詫び料と
して商品券や金券を送る事例があった。これが前例となり、これに倣うケースがいくつか
発生した（表４－１）。被害者1人に対して500円、1,000円程度のものであるが、企業が負
担する総額としては莫大なものとなることから、初期の頃には前例に倣い実施されていた
が、その後は行われていないようである。 
 
表４－１ 詫び料として金券などを送った主な事例 
 
事故発生年月 企業名 対象者数 詫び料 
2003年 6月 ローソン 560,000 500円の商品券 
2003年 8月 アプラス 79,110 1,000円相当の商品券 
2003年11月 ファミリーマート 182,780 1,000円相当のクオカード 
2004年 1月 ヤフーＢＢ 4,517,039 500円の金券 
2004年 7月 ＤＣカード 478,000 500円の商品券 
2005年 1月 オリエンタルランド 121,607 500円の金券 
2005年10月 小田急電鉄 19,531 500円相当の金券 
 
 
４．１．２ 個人情報漏洩インシデントに対する損害賠償請求 
 
個人情報漏洩被害に対する損害賠償請求が提出され、いくつかの個人情報漏洩インシデ
ントに対する判決が、慰謝料の金銭的尺度となりつつある。しかし、これらの金額は概し
て低く、被害者側としては到底納得できる金額とはいえないと言われている。一般的に、
プライバシー侵害訴訟の慰謝料は、著しく低額に抑えられてきた[3]。判断基準がなく、い
わゆる「100万円ルール」として、交通事故などに比べて低額制が顕著であると言われて
いる。特に、まだ事例の少ない個人情報漏洩インシデントについては、そのレベルまで到
達していない。 
個人情報漏洩インシデントに対する訴訟について、主な事例となっているものを時系列
に説明する。 
 
（１）ＮＴＴ電話帳事件（東京地裁 1998.1.21 判決） 
事件：氏名・電話番号・住所を電話帳に掲載 
   女性高校教師が転居に伴い、NTT に対し電話帳に氏名・電話番号・住所を掲
載しないよう明示し依頼したのに、これらを掲載した。女性教師が NTT を相手
取り、損害賠償を求めた。 
判決：損害賠償責任 10 万円（請求額 300 万円） 
   
（２）ニフティ掲示板事件（神戸地裁 1999.6.23 判決） 
   事件：診療所の住所・電話番号をパソコン通信の掲示板システムに無断で公開 
        眼科医師の氏名、職業、開設する診療所の住所及び電話番号（タウンページ
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 に記載されている内容）をパソコン通信の掲示板システムに無断で公開した。
眼科医がニフティを相手取り、損害賠償を求めた。 
  判決：慰謝料 20 万円、治療費 2,380 円 
（請求額 慰謝料 100 万円、治療費 2,380 円他で、計 181 万 360 円） 
 
（３）京都府宇治市住民票データ流出事件高裁判決（大阪高裁 2001.12.25） 
事件：住民基本台帳のデータを名簿販売業者に販売 
大阪市北区のシステム開発会社は宇治市から委託された業者の下請けとして
同市乳幼児健診システムの開発を担当した。1998 年 4 月、同社のアルバイトの
男性が市役所内で住民基本台帳データを MO（光磁気ディスク）に複写して大阪
市内の会社に持ち帰り、さらに複写して名簿業者に販売し、これらの個人情報が
インターネット上で売り出された。京都府宇治市議ら市民 3 人が宇治市とデータ
作成に携わったシステム開発会社の双方に、損害賠償を求めた。 
判決：慰謝料１万円、弁護士費用各 5,000 円 
（請求額 慰謝料各 30 万円、弁護士費用各 3 万円） 
 
本判例から、基本 4 情報（氏名、住所、性別、生年月日）の漏洩に対して、1 人 1 万
円が基準とみられるようになった。 
 
（４）早稲田大学江沢民主席講演会名簿提出事件（東京高裁 2002.1.16、最高裁 2003.9.12） 
事件：氏名・学籍番号・住所・電話番号を警視庁に提出 
中国の江沢民国家主席（当時）が早稲田大学で講演した際，講演会に出席予
定の学生ら約 1,400 人分の名簿を、大学側が本人の同意を得ずに事前に警視庁
に提出した。学生 6 人がプライバシー侵害などにあたるとして大学を相手とし
て訴えた。 
判決：慰謝料 1 万円  （請求額 慰謝料各 30 万円、弁護士費用各 3 万円）。 
 
（５）ヤフーBB 顧客情報流出事件（大阪地裁 2006.5.19、大阪高裁 2007.6.21） 
事件：顧客データベースにアクセスし、入手した個人情報を元に親会社を恐喝 
元内部関係者が、外部からリモートアクセス・サーバー経由で顧客データベ
ースにアクセスし、会員の住所、氏名、電話番号、メールアドレスなど個人情
報を入手した。親会社のソフトバンクから現金を脅し取ろうとした実行犯は逮
捕され，恐喝未遂罪などで有罪判決を受けている。会員と元会員 5 人が運営会
社「BB テクノロジー（旧ソフトバンク BB）」とグループ企業の「ヤフー」の
2 社を相手として訴えた。 
判決：1 審（大阪地裁）： 金 6,000 円（慰謝料 5,000 円、弁護士費用 1,000 円）  
2 審（大阪高裁）： 金 5,500 円（慰謝料 4,500 円、弁護士費用 1,000 円） 
 （請求額 慰謝料各 10 万円） 
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 第 1 審と 2 審で慰謝料認定額が異なったが、2 審では被害者に送付した 500 円の金
券分を一部弁済として控除したものである。 
 
（６）東京ビューティーセンター（以下 TBC）（東京高裁判決 2007.8.28） 
事件：氏名、住所、年齢、メールアドレス、応募者が興味を示した施術コース名、
回答内容（センシティブ情報）がインターネット上に流出 
エステティックサロンTBCは、応募者からアンケートなどにより収集した個
人情報を、インターネット上において第三者が閲覧できる状態にした。情報は
その後もファイル共有ソフト「WinMX」などを通じてネット上で拡散し、迷惑
メールや訪問販売などの2次被害を受ける被害者も出た。14人の被害者がTBCを
相手取り、損害賠償を求めた。 
判決：二次被害があった原告 13 名は、慰謝料 3 万円，弁護士費用 5,000 円）  
なかった原告 1 名は、慰謝料 1 万 7,000 円，弁護士費用 5,000 円） 
（請求額 慰謝料 100 万円、弁護士費用 15 万円、計 115 万円） 
 
（７）JAL客室乗務員監視ファイル事件（東京地裁係争中） 
事件：2007 年 2 月、日本航空労働組合（JALFIO）への不適切な個人情報提供があ
ったことが報道された。流出した個人情報には、客室乗務員 9,862 人分の思想信
条、家族関係や、容姿などに対する評価が含まれていた。客室乗務員ら 194 人
と日本航空キャビンクルーユニオン（CCU）が、 JALFIO と日本航空などを相
手取って損害賠償を求める訴訟を東京地裁に起こした。 
（請求額 客室乗務員慰謝料各 22 万円、CCU の団結権侵害の慰謝料 550 万円） 
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 ４．２ 個人情報漏洩インシデントに関する調査  
 
４．２．１ 個人情報漏洩インシデントデータの概要 
 
本節において分析対象とするデータは、2000 年 1 月 1 日より 2007 年 12 月 31 日までに
公表された、個人情報漏洩に関する事件・事故より収集した。収集方法は、新聞記事、イ
ンターネットのサイト、および漏洩事故を起こした事業者のホームページから、合計で
2,790 件の記事を収集し、データベース化した。分類の項目は表４－２に記すとおりであ
る。記事から収集した内容は、年月日、事業社名、支店名、事件タイトル、記事全件、漏 
 
表４－２ データベースの詳細項目 
 
 内容 詳細 
年月日 報道された年月日 
事業者名 事故を起こした事業者名 
支店名 事故を起こした事業者の支店名 
事件タイトル 記事のタイトル 
記事全件 記事全体の内容 
漏洩内容 漏洩した情報の詳細 
事後対応 事故後の対応 
ソース 記事の出所 
漏洩情報数 漏洩した情報数（被害者数） 
 
 
新聞 
記事 
など 
から 
収集 
被害額 金額（判明しているもののみ） 
情報レベル 情報内容を 1 から 3 レベルに分類（表３－４） 
原因大分類 1.故意･悪意の事故 0.過失の事故 
原因中分類 
 
 
原因を９つに分類（詳細は後述） 
1.盗難（故意）、2. 流出（故意）、3. 漏洩（故意）、4. 不適切処置（故意）、
5. 紛失（過失）、6. 盗難（過失）、7. 流出（過失）、8. 漏洩（過失）、9.
不適切処置（過失） 
原因小分類 原因の詳細記述（詳細は後述） 
媒体 漏洩の媒体、漏洩の状態 
経路 
内部者の犯行（悪意）、悪意を持った外部者の犯行、インターネットウ
ィルス感染などの過失、置き忘れなど内部者の単純なミス 
業種別 1 公務、2 教育、3 医療、4 企業、5NPO・財団・社団法人・その他 
業種 
 
 
企業の業種をさらに１１に分類（分類は会社四季報に順ずる） 
1. 水産・農林業、2. 鉱業、3. 建設業、4. 製造業、5. 電気・ガス業、
6. 倉庫・運輸関連業、7. 情報・通信、8. 商業、9.金融・保険業、10.
不動産業、11.サービス業 
持ち出し 情報を持ち出したことによるものかどうか 
 
 
記事 
内容 
から 
分類 
委託先 委託先が起こした事件か、内部者の事件か 
 事件回数 事件を起こした回数。最大 12 回 
資本金 ホームページ、会社四季報などから調査。百万円単位 
従業員数 ホームページ、会社四季報などから調査。 
調査 
URL 記事または組織の URL 
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 洩内容、事後対応、記事のソース、漏洩情報数、被害額である。記事内容を整理し分類し
たデータとして、情報のレベル分類、原因の分類、漏洩媒体、漏洩経路、事業者の業種分
類、情報を持ち出しかどうか、委託先での事故かどうか、事件を起こした回数を入力。さ
らに、事業者の資本金、従業員数、URL を、ホームページ、会社四季報から調査し入力し
た。 
情報レベルは、経済産業省ガイドライン、JIS Q 15001 個人情報保護マネジメントシステ
ム[4]などを参考にし、3 段階に分類した（表４－３）。レベル 1 の基本情報は、単独で個
人情報と規定されるものであり、基本 4 情報と言われる氏名、生年月日、性別、住所に加
えて電話番号その他を分類した。レベル 2 は、個人の利益に影響のある情報であり、金融
資産などの信用情報、学歴・成績、身体的特徴などを分類した。レベル 3 に分類したのは
最も重い情報で、JIS Q 15001 で収集が禁じられているセンシティブ情報である。これには、
医療カルテ、病歴、犯罪歴、人権にかかわる情報などが該当する。 
 
表４－３ 情報レベル分類基準 
 
 情報レベル 基準 内容 
1 
 
基本情報 
 
単独で個人情報と規定
される情報 
名前や住所、電話番号、顔写真、声、電子メール
 
2 
 
信用情報 
 
個人の利益に影響のあ
る情報 
金融資産、負債、学歴、身体的特徴、結婚歴、性
格、成績 
3 
 
センシティブ
情報 
JIS Q 150011 で収集が
禁じられている情報 
医療カルテ、思想、宗教、病歴、犯罪歴、人種、
民族、社会的身分、門地、出生地、本籍地 
 
次に、事故原因の分類基準を表４－４に示す。大分類として、主体的に故意･悪意をも
って起こした事件であるか、過失によって起こった事故であるかの2分類とし、中分類と
して、盗難、流出、漏洩、不適切処置、および過失による紛失の9つに分類した。小分類
として具体的な内容別に分類を行った。原因の中分類・小分類の内容を以下に説明する。 
 
①故意・悪意による盗難 
悪意があって名簿やパソコンなどの「物」を盗み出したものを分類した。盗んだ情報
をもとに、恐喝、名簿の売却、クレジットカードの不正取引などの事件が発生したも
のがこれに当たる。 
②故意・悪意による流出 
悪意があってインターネットへの不正アクセス、パスワードの不正取得により情報を
得たもの、故意にインターネット上に情報を公開したものなどを分類した。これによ
り、架空請求やインターネット上のクレジットカードの不正決済が発生した。 
③故意・悪意による漏洩 
故意あるいは悪意があって、主に紙媒体により情報を持ち出すなどにより漏洩した事
故を分類した。情報提供の見返りに現金を受け取る、名簿を目的外に利用する、犯罪
歴など個人情報を不正照会して漏らすなどの事件がこれに該当する。 
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 表４－４ 事故原因の分類基準 
 
大分類 中分類 小分類 
盗難 悪意があって物を盗んだもの 恐喝、強盗、販売 
流出 
インターネットを通じて故意に
流出させたもの 
不正アクセス、不正利用、不正送付、
不正取得、不正取引 
漏洩 
紙や媒体を通して故意に漏洩さ
せたもの 
流用、不正照会、不正利用、不正送付、
不正取得、不正取引、目的外利用 
 
故意 
・ 
悪意 
に 
よる 
 不適切処理 故意に不適切な処理をしたもの 放置、廃棄 
紛失 
 
誤って紛失したもの 
 
誤廃棄、落とし物、置き忘れ、運送中、
行方不明、委託先、業務中紛失、散乱
盗難 過失により盗まれたもの 
車上荒らし、事務所荒らし、置き引き、
空き巣 
流出 
 
インターネットを通じて誤って
流出させてしまったもの 
誤配信、誤操作、システム不具合､ウイ
ルス、誤設定 
漏洩 
 
紙媒体を通して過失により、漏
洩させてしまったもの 
誤交付、誤送付、誤掲載、誤貼付、誤
印字 
過失 
に 
よる 
 
 
 
 不適切処理 
誤って、正しい処理をしなかっ
たもの 誤廃棄、誤売却、再利用 
 
④故意・悪意による不適切処置 
故意に情報を廃棄する、または放置することによって、情報が漏洩した事故を分類し
た。 
⑤過失による紛失 
書類やパソコン、携帯電話などの「物」を紛失したものを分類した。電車の網棚に書
類の入った鞄を置き忘れた、帰宅途中にパソコンや携帯電話を失くした、宅配中に書
類が行方不明になった、金融機関の一斉点検で書類が見つからなかったなどが多い事
例であった。 
⑥過失による盗難 
書類やパソコンなどの「物」を盗まれたものを分類した。鞄やパソコンを車に置いた
まま離れたすきに車上荒らしに遭ったケースの割合が高い。その他、事務所荒らし、
自宅の空き巣、電車内の盗難などの事故が多い。 
⑦過失による流出 
過失によって、インターネットを通じて流出させてしまったものを分類する。宛先が
見える状態でメールを送った、誤操作によりインターネット上に閲覧可能な状態にし
てしまった、ウイルスに感染して流出したなどがこれに当たる。ファイル交換ソフト
Winnyによるウイルスに感染による事故が多くなっている。 
⑧過失による漏洩 
主に紙媒体を通じて、過失により漏洩させてしまったものを分類する。誤った宛先に
ファクシミリで書類を送ってしまった、封筒の中身を入れ間違えたなどが該当する。 
⑨過失による不適切処置 
誤って適切な処置をしなかったものを分類する。書類を誤廃棄した、個人情報が記載
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 されていた紙をメモに再利用した、売却した中古のパソコンから情報が復元できたな
どがある。 
 
４．２．２ 個人情報漏洩インシデントデータの記述統計 
  
本項においては、個人情報漏洩インシデントデータの記述統計として、（1）年度別、
（２）業種別、（３）原因別、（４）情報種別、（５）漏洩情報数の分析結果を説明する。 
 
（１）年度別インシデント数 
図４－１に年度別・業種別のインシデント数を示す。インシデント数は、2005 年 4 月
1 日から個人情報保護法が完全施行されることが決定した 2004 年度以降に激増した。
2003 年 5 月 30 日より行政機関などに一部施行されたのであるが、図４－１に見られる
とおり、2003 年度は全体のインシデント数の増加に特徴はみられなかった。2004 年度
はどの業種においても増加したのは、個人情報に関する社会の関心が高まり、報道が過
熱したことが原因のひとつであろうと考えられる。2005 年度は、個人情報漏洩インシデ
ントを起こした事業者が、事故を公表しなければならなくなったこと、および保有して
いる個人情報の管理点検により、個人情報保護法に違反する結果を公表したことなどか
ら、件数が増加したものと考えられる。2006～2007 年度は、報道過熱が治まり些細な事
故の報道がなくなったことから、徐々に減ってきたことが推測される。 
 
 
年度 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 計 
事故件数 35 55 119 126 323 853 688 591 2,790
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 （２）業種別のインシデント数 
図４－１および表４－５に示すとおり、年度に関わらず企業が起こした事故の割合が
最も多い。次いで、公務に分類される官公庁、地方公共団体、警察などである。 
 
表４－５ 業種別インシデント割合 
 
  2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 計 
公務 28.6% 38.2% 31.9% 34.1% 34.4% 15.5% 13.5% 23.7% 21.1%
教育機関 0.0% 14.5% 16.8% 17.5% 7.7% 6.3% 4.7% 7.1% 7.3%
医療機関 5.7% 1.8% 0.8% 4.0% 5.0% 3.3% 3.1% 6.9% 4.1%
企業 65.7% 43.6% 48.7% 41.3% 51.7% 73.6% 77.9% 61.1% 66.3%
その他 0.0% 1.8% 1.7% 3.2% 1.2% 1.3% 0.9% 1.2% 1.3%
 
（３）原因別のインシデント数 
表４－６および図４－２に、年度別・原因別のインシデント数および割合を示す。故
意あるいは悪意による事故は285件、全体の10.2％と割合は少なく、2,505件（89.8％）は
過失によるものであった。最も多かったのは紛失で全体の28.7％、次いで過失による流
出が24.6％、過失による盗難が23.1％と続く。過失による原因の場合、2004年と2005年
は盗難および紛失が多かったが、それ以外は流出の割合が多かった。 
年度別でみると、2000年は事故件数自体が少なかったのであるが、故意・悪意による
事故の割合が54.3％と高い。年度に従い件数が増えるにつれ過失による事件が多くなっ
ており、2005年度は過失の割合が90％を超え、2006年度は97.2％、2007年度は97.0％とな 
 
表４－６（１） 年度別・原因別インシデント数 
 
  2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 
盗難 1 2.9% 0 0.0% 0 0.0% 2 1.6% 2 0.6% 9 1.1% 1 0.1% 0 0%
流出 1 2.9% 1 1.8% 6 5.0% 6 4.8% 16 5.0% 24 2.8% 8 1.2% 11 1.9%
漏洩 17 48.6% 19 34.5% 21 17.6% 32 25.4% 41 12.7% 43 5.0% 10 1.5% 7 1.2%
不適切
処理 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 7 2.2% 0 0.0% 0 0% 0 0%
故
意 
・ 
悪
意 
 小計 19 54.3% 20 36.4% 27 22.7% 40 31.7% 66 20.4% 76 8.9% 19 2.8% 18 3.0%
紛失 1 2.9% 5 9.1% 6 5.0% 21 16.7% 78 24.1% 328 38.5% 194 28.2% 169 28.6%
盗難 1 2.9% 7 12.7% 16 13.4% 22 17.5% 117 36.2% 234 27.4% 147 21.4% 100 16.9%
流出 12 34.3% 20 36.4% 64 53.8% 27 21.4% 38 11.8% 114 13.4% 208 30.2% 204 34.5%
漏洩 0 0.0% 2 3.6% 2 1.7% 13 10.3% 16 5.0% 86 10.1% 63 9.2% 21 3.6%
不適切
処理 2 5.7% 1 1.8% 4 3.4% 3 2.4% 8 2.5% 15 1.8% 57 8.3% 79 13.4%
過
失 
 
 小計 16 45.7% 35 63.6% 92 77.3% 86 68.3% 257 79.6% 777 91.1% 669 97.2% 573 97.0%
 計 35 55  119 126 323 853  688  591
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 表４－６（２） 年度別・原因別インシデント数合計 
 
大分類 中分類 件数 ％ 
盗難 15 0.5%
流出 73 2.6%
漏洩 190 6.8%
不適切処理 7 0.3%故意・ 
悪意 小計 285 10.2%
紛失 802 28.7%
盗難 644 23.1%
流出 687 24.6%
漏洩 203 7.3%
不適切処理 169 6.1%
過失 
 
 小計 2,505 89.8%
計 2,790 100%
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図４－２ 年度別・原因別インシデント割合 
 
 
っている。問題となる故意・悪意による事故は、2000年が54.3％、2001年が36.4％、2002
年22.7％、2003年31.7％、2004年20.4％、2005年8.9％、2006年2.8％、2007年3.0％と割合
は減っている。件数としては、2000年の19件から徐々に増え、2005年の76件がピークで
あったが、2007年は18件と減少した。 
 図４－３に、インシデント数が増えた 2004 年以降について、過失が原因の事故を月
別にグラフに示す。図４－３に示すとおり、月による特徴はみられない。2005 年 9 月
から 12 月に過失による紛失が多いが、金融機関の一斉点検などにより、書類やマイク
ロフィルムなどが見つからなかったといった事故である。また、2006 年 3 月は過失に 
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図４－３ 月別過失原因のインシデント数（2004年1月以降） 
    
よる流失が 40 件を超えていた。そのうち、Winny によるウイルス感染が原因の事故が
27 件あった。ここで、Winny によるウイルス感染が原因の事故を月別に図４－４に示す。
2005 年後半から話題になってきており、徐々に件数が増えてきた。 
業種別の事故原因について、表４－７に示すとおり、業種による特徴がいくつかみら
れる。表４－６（２）で説明したとおり、全体では故意・悪意による事件は10.2％にす
ぎないのであるが、「公務」は16.0%、「医療機関」14.8%、「その他」20.0%と、故意・
悪意の原因の割合が比較的高い。 
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図４－４ Winnyが原因のインシデント数（月別） 
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 表４－７ 原因別業種別インシデント数 
 
 公務 教育機関 医療機関 企業 その他 合計 
盗難 5 0.9% 1 0.5% 0 0.0% 9 0.5% 0 0.0% 15 0.5%
流出 5 0.9% 4 2.0% 3 2.6% 57 3.1% 4 11.4% 73 2.6%
漏洩 81 13.8% 8 3.9% 12 10.4% 86 4.7% 3 8.6% 190 6.8%
不適切
処理 3 0.5% 0 0.0% 2 1.7% 2 0.1% 0 0.0% 7 0.3%
故 
意 
・ 
悪 
意 
  小計 94 16.0% 13 6.4% 17 14.8% 154 8.3% 7 20.0% 285 10.2%
紛失 136 23.1% 47 23.2% 35 30.4% 577 31.2% 7 20.0% 802 28.7%
盗難 104 17.7% 94 46.3% 36 31.3% 406 22.0% 4 11.4% 644 23.1%
流出 153 26.0% 42 20.7% 20 17.4% 456 24.7% 16 45.7% 687 24.6%
漏洩 69 11.7% 5 2.5% 4 3.5% 124 6.7% 1 2.9% 203 7.3%
不適切
処理 32 5.4% 2 1.0% 3 2.6% 132 7.1% 0 0.0% 169 6.1%
過 
 
失 
 
 小計 494 84.0% 190 93.6% 98 85.2% 1,695 91.7% 28 80.0% 2,505 89.8%
 合計 588 100% 203 100% 115 100% 1,849 100% 35 100% 2,790 100%
 
 
（４）情報種別の事故件数 
図４－５に示すとおり、情報レベルは「レベル1基本情報」が最も多く58.0%であり、
「レベル2信用情報など」は34.5%、「レベル3センシティブ情報」は7.0%であった。 
漏洩した情報のレベルを表４－８より業種別にみると、「センシティブ情報」につい
ては大きな特徴がみられ、194件のうち「医療機関」が93件（47.9%）、「公務」が78件
（40.2%）、合計171件で88.1％を占める。「信用情報など」については、962件のうち総
件数の多い企業が63.8％であるが、「公務」20.7%と「教育機関」14.0％が他の業種に比
べ多い。一方、「基本情報」は、74.9％が「企業」であった。  
 
 
0.6%
34.5% 58.0%
7.0%
レベル1 基本情報
レベル2 信用情報など
レベル3 センシティブ情報
不明
 
 
 
 
 
 
 
 
図４－５ 情報レベル別インシデント割合
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 表４－８ 業種別・情報レベル別事故件数 
 
  
  
レベル１ 
基本情報  
レベル２ 
信用情報など 
レベル３ 
センシテフィブ情報 
合計 
  
公務 306 18.9% 199 20.7% 78 40.2% 583 21.0%
教育機関 59 3.6% 135 14.0% 8 4.1% 202 7.3%
医療機関 13 0.8% 7 0.7% 93 47.9% 113 4.1%
企業 1,211 74.9% 614 63.8% 15 7.7% 1,840 66.4%
その他 28 1.7% 7 0.7% 0 0.0% 35 1.3%
合計 1,617 100% 962 100% 194 100% 2,773 100%
※ 有効2,773、欠損値17 
 
（５）漏洩情報数 
漏洩した情報数（被害者数）は、表４－９にみられるとおり、36.4％が100未満と少な
い。大きく報道される100万件以上は10件にとどまった。 
漏洩した情報数のうち、最大が14,430,000で最小は1だった。平均は30,424。漏洩情報
数が判明しているインシデントのうち、原因が故意・悪意であるものの平均は、224件
に対して121,206。これに対し、過失が原因であるインシデント2,337件の平均漏洩数は、
21,723。故意のインシデントにおける漏洩情報数は、過失のものに比べ約6倍あることが
わかった。 
また、コンピュータ管理による情報の流出インシデントは1,378件で、合計48,008,527、
平均漏洩情報数は34,839。これに対し、コンピュータ管理によらない情報の漏洩は1,180
件と件数の差はあまりないものの、合計で29,899,398。平均情報数は、25,338と、明らか
にコンピュータ管理によるデータの漏洩数が多かった。 
 
表４－９ 漏洩情報数別インシデント数 
 
漏洩情報数 事故件数 ％ 
1～99 1,016 36.4 
100～499 651 23.3 
500～999 203 7.3 
1,000～4,999 347 12.4 
5,000～9,999 91 3.3 
10,000～99,999 175 6.3 
100,000～999,999 68 2.4 
1,000,000 以上 10 0.4 
不明 229 8.2 
  2,790  100% 
 
 
44 
 ４．３ まとめと考察   
 
個人情報漏洩インシデントが個人情報保護法の全面施行を機に、毎日のように報道され
る日々が続いたが、一時の過熱が収まり、個人情報漏洩騒動は沈静化した。個人情報漏洩
インシデントは2005年の853件から徐々に減少しているとはいえ、2007年で591件あった。 
原因別では、約 90％が過失によるもので、その割合は増加しており 2007 年は 97.0％が
過失の原因であった。2007 年における故意・悪意のインシデントは 18 件と減少し、事業
者の情報セキュリティ対策が効果的であることが示唆される。 
また、過失による原因のうち、インターネット上の流出の割合が徐々に増え、2007年は
流出が最も多い原因となった。中でも、2005年後半以降紙面を賑わせたのは、ファイル交
換ソフトWinnyによるウイルス感染から個人情報が流出するインシデントであった。特に、
2006年4月、海上自衛隊「あさゆき」の機密情報が流出した事件は大きく報道された。防
衛庁（現防衛省）は、47人を処分する他、対応策としてパソコン56万台を40億円かけて支
給した。また、私物パソコンの持ち込みを禁止し、業務用パソコンから情報を持ち出すこ
とを不可能にするなど対策を講じた。しかし、その後も自衛隊員による同様な事故は続い
た。 
最近では、新たなファイル共有ソフトである Share（シェア）によるウイルス感染が原
因の個人情報漏洩も発生している。Share は、Winny と同様に映画や音楽などのファイル
を交換できるソフトであるが、匿名性の高さから違法コピーされたソフトウェアの流通な
どの著作権侵害に悪用されるケースが多いものである。こうした動向から、インシデント
の発生は 2006年以降まだ 14件であるが、第 2のWinny騒動に発展することが懸念される。 
業種別では、インシデント数の面では圧倒的に企業が多いのであるが、企業以外の業種
に特徴がみられた。医療カルテ、病歴、犯罪歴、人権にかかわる情報を分類した「センシ
ティブ情報」の漏洩は、「公務」と「医療機関」で 88.1％と大きな割合を占めた。また、
金融資産、学歴・成績、身体的特徴などプライバシーを含む「信用情報など」については、
「公務」と「教育機関」が他の業種に比べ多い結果となった。 
漏洩した情報数については、原因が故意・悪意であるものの平均は121,206であったのに
対し、過失が原因である事故は21,723であった。故意のインシデントにおける漏洩情報数
は過失に比べて約6倍あり、故意・悪意のインシデントによる被害の大きさが分かる。ま
た、コンピュータ管理による情報流出の平均漏洩情報数は34,839であった。これに対し、
コンピュータ管理によらない情報の漏洩は平均25,338と、明らかにコンピュータ管理によ
るデータの漏洩数が多かった。 
以上より、今後の個人情報漏洩インシデントの傾向として、過失の原因により、インタ
ーネット上に流出させてしまうものが増えると推測される。コンピュータ管理によるデー
タは、そうでないものより数が多く、インターネット上に流出した情報は、一旦流出した
ら回収は不可能である。委託業者のアルバイトがうっかり流出させた事故であっても、事
業者は被害者ではなく、加害者となってしまう責任は重い。人的ミスを 100％防ぐことは
不可能であるが、事故の可能性を減少させるためには、個人情報を取り扱う責任の重さを、
45 
 すべての従業員に対して徹底的に教育をすることに尽きるであろう。 
 
 
 
 
 
 
脚 注 
 
[1] 個人情報保護法制定については補論３「法制化の背景と個人情報保護法の構成」を 
参照 
[2] 経済産業省「情報セキュリティガバナンスのあり方に関する研究会報告書④-リスク定
量化に関する検討資料」 2005 年 3 月 pp.1-7 
[3] 千葉県弁護士会『慰謝料算定の実務』（2002）, pp. 53-80 
[4] 日本工業規格 個人情報保護マネジメントシステム 
http://www.meti.go.jp/policy/it_policy/privacy/jis_shian.pdf 
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 第５章 ネットワーク利用者が評価する個人情報価値の計測 
 
 本章においては、第４章第１節で説明した個人情報漏洩インシデントに対する慰謝料に
ついて、ネットワーク利用者がどのように評価するかを定量的に計測するための研究につ
いて説明する。５．１節において、本研究を行う上で2回実施した調査の概要を説明する。
５．２節において、第一次アンケート調査の概要と調査結果の記述統計を示す。また、個
人情報漏洩事故を起こした企業から慰謝料として欲しい金額についての調査から、CVMア
ンケート調査のための慰謝料の金額幅を推定した結果を説明する。さらに、５．３節にお
いて、コンジョイント分析による調査のサーベイデザインを示し、５．４節で調査の実施、
および５．５節で6種類の個人情報について行った実証分析について説明する。さらに、
５．６節では属性による違いの推定を行い、５．７節で結果のまとめと考察を行う。 
 
 
５．１ 調査概要の説明   
 
第３章で説明したように、SPデータに基づく手法は、仮想的な状況を設定しそれに対す
る評価を求めるものであり、情報漏洩の現状評価という新しい事項を評価するのに最適な
分析手法であると考える。また、その中でコンジョイント分析を選択した理由は、マーケ
ットのシェア分析や購買行動の際に行う意思決定に直接関係ある結果が得られるという
応用範囲が広く、高い有効性が得られる手法であるからである。ネットワーク利用者が個
人情報の価値を評価する際、共存する様々な要因が評価の意思決定に影響を与えるのであ
るが、コンジョイント分析により、直接の要因の影響と個人情報の評価が定量的に得られ
る。 
図５－１のフローチャートに示すとおり、コンジョイント分析による最終調査を有効に 
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図５－１ 調査のフローチャート  
47 
 するために、まず背景となるネットワーク利用者の現状、情報セキュリティに対する意識、
実際の被害状況などについて把握し、想定される慰謝料を推定するための金額の幅を求め
ることを目的として、詳細なアンケート背景調査および受入補償額および支払意思額の両
方を回答する調査を行った（調査票は付録１に示す）。 
第一次調査とコンジョイント分析による2回の本調査を行う際には、それぞれ数回の予
備調査を行い、その結果に基づき実施した。 
 
 
５．２ 第一次アンケート調査   
 
５．２．１ 第一次アンケート調査実施概要 
 
①調査対象  全国のインターネット利用者 
②調査時期  2007 年 2 月 13 日～16 日 
③調査方法  インターネット上のアンケート調査サイト「goo（ NTT レゾナントが    
運営）」を利用した Web アンケート 
④回収サンプル数 1,386 件 
 
質問数は１人当たり 20 問とした。質問内容は、個人属性を含み広範に渡るものとし（表
５－１）、漏洩被害に対する慰謝料について WTP、WTA として自由に金額を記入してもら
うこととした（表５－１の１９、２０問）。NOAA ガイドライン[1]は、安定性がありバイ
アスが少ないとされる WTP を用いることを推奨しているが、この調査の目的は、自由な
発想での慰謝料を求めることであるため、WTP と WTA の両方をたずねることとした。 
また、個人情報の種別については、ワックスの分類[2]を参考とした上で、事前アンケート
の結果により 24 項目（表５－２）とし、問１３以降の質問は 24 項目それぞれについて答
えを収集した。 
 
５．２．２ 回答者の基本属性 
 
回収サンプルは 1,386 件（男性 683、女性 703）であり、年代は 10 代から 70 代まで、年
代比、男女比がほぼ同数になるように収集した。個人属性について、表５－３に年齢別男
女別サンプル数、表５－４に職業別サンプル数を示し、補論１に全ての調査結果を示す。 
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 表５－１ 質問内容 
 
問 質問内容 
1 インターネット利用開始時期 
2 パソコンでインターネットを利用する場所 
3 パソコンでインターネットを利用する目的 
4 パソコンでインターネットを利用する時間 
5 パソコンで E メールを送受信するメール数 
6 情報セキュリティ対策の実施 
7 情報セキュリティ対策方法 
8 情報セキュリティ対策を実施しない理由 
9 情報セキュリティ被害経験の有無（種類と回数） 
10 情報セキュリティ被害への不安感 
11 情報セキュリティ被害によって発生する実際の被害への不安感 
12 個人情報の漏洩被害経験の有無 
13 どのように個人情報漏洩が判明したか 
14 漏洩させた企業など加害者からの対応 
15 漏洩させた企業など加害者はどのような対処をすべきだと思うか 
16 自身の個人情報がインターネット上に漏洩した場合、不快だと思うか 
17 自身の個人情報がインターネット上に漏洩した場合、被害の大きさをどう思うか 
18 自身の個人情報がインターネット上に漏洩した場合、漏洩させた企業などにどのような
態度を取りたいか 
19 自身の個人情報が漏洩した場合、漏洩させた企業などから、損害賠償額としていくらも
らえば納得するか（慰謝料と詫び料の両方の金額の自由記述：WTA） 
20 自身の個人情報が漏洩した場合、その情報を回収し損害がないようにできるとしたら、
いくら支払ってもいいと思うか（自由記述：WTP） 
 
 
表５－２ 個人情報の種別 
 
 個人情報  個人情報 
1 氏名のみ 13 結婚歴、離婚歴 
2 年齢、生年月日 14 医療カルテ、病歴 
3 性別 15 趣味、嗜好 
4 住所 16 購買歴 
5 電話番号（固定） 17 検索履歴 
6 電話番号（携帯） 18 本・ビデオ借用履歴 
7 電子メールアドレス 19 友人、交友関係 
8 顔などの写真、声 20 年収、資産 
9 身長、体重、身体的特徴 21 借金、負債 
10 学校名、学歴、成績 22 金融口座情報 
11 勤務先、所属、職業、職歴 23 クレジットカード情報 
12 家族構成 24 取引情報 
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 表５－３ 年齢別男女別サンプル数 
 
年齢 男性 女性 計 
15～19 歳 86 6.2% 95 6.9% 181 13.1% 
20～24 歳 81 5.8% 92 6.6% 173 12.5% 
25～29 歳 89 6.4% 90 6.5% 179 12.9% 
30～34 歳 92 6.6% 87 6.3% 179 12.9% 
35～39 歳 82 5.9% 86 6.2% 168 12.1% 
40～44 歳 81 5.8% 80 5.8% 161 11.6% 
45～49 歳 86 6.2% 85 6.1% 171 12.3% 
50 歳以上 86 6.2% 88 6.4% 174 12.6% 
 683 49.3% 703 50.7% 1,386 100% 
 
 
表５－４ 職業別サンプル数 
 
職業 回答数 ％ 
経営者・役員 22 1.6% 
会社員・公務員・契約社員・派遣社員等 575 41.5% 
自営業・自由業 91 6.6% 
パート・アルバイト 120 8.7% 
学生 268 19.3% 
専業主婦・主夫 220 15.9% 
無職 66 4.8% 
その他 24 1.7% 
計 1,386  100% 
 
 
５．２．３ 記述統計 
 
単純集計の結果は補論１に詳しく掲載するが、ここでは概略を説明する。 
すべての年代において、ほぼ半数以上はインターネット利用歴が８年以上と経験が長く
（表５－５）、インターネット利用時間は、１日当たり平日で 2 時間、休日 3 時間という
回答が最も多かった。 
 
表５－５ インターネット利用開始 
 
年 回答数 ％ 
1999 年以前 789 56.9%
2000～2001 年 344 24.8%
2002～2003 年 163 11.8%
2004～2005 年 65 4.7%
2006 年以降 25 1.8%
 1,386 100%
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 情報セキュリティ対策の実施については、72.9%が自分自身または家族などが実施して
いると答え、プロバイダ提供のサービス利用者を含めると 88.2％が実施しており、セキュ
リティに対して意識の高さがうかがえる。 
セキュリティ被害経験について、あると答えたのは、「迷惑メールの受信」が 81.7%と非
常に多く、うち 50.8%は 100 回以上であった。次いで、「コンピュータウイルスを発見」が
56.9%、「コンピュータウイルスに感染」33.1%、「スパイウェア」19.3%、「ワンクリック詐
欺」11.5%と続く（図５－２）。 
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図５－２ セキュリティ被害経験  
 
個人情報漏洩経験についても、１回以上被害経験があったのは 302 名（21.8%）であり、
うち 139 名（10.7%）は 2 回以上であった。漏洩した情報のほとんどは、氏名、年齢・生
年月日、性別、住所、電話番号、メールアドレスといった基本情報であるが、その他の情
報漏洩も満遍なくあった（図５－３）。 
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 図５－３ 個人情報漏洩被害経験 
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 どのように発見したかについては、55.6%が事業者から、12.9%が報道からと答えている
ことから、気づかないうちに漏洩している潜在的な情報漏洩被害はさらに多いものと推測
される。 
実際の個人情報漏洩被害経験も、4～5 人に 1 人と割合が高く、セキュリティ被害への不
安感は 66.7%、実際の被害への不安感は 77.9%が不安と答え、個人情報漏洩に対する不快
感については 60%が不快と答える結果となった。 
個人情報が漏洩した場合、加害者である企業に対しては、「慰謝料を請求する」35.4%、
「慰謝料ほどでないが、詫び料程度はほしい」25.7%、「漏洩した企業の商品、サービスを
購入したくない」19.8%であり、「謝罪してくれればよい」12.4%、「何も必要ない」3.3%と
した回答者は少ない（図５－４）。 
慰謝料
35.4%
わからない
3.4%
何も必要な
い3.3%
謝罪でよい
12.4%
企業を利用
しない
19.8%
詫び料
25.7%
特に、漏洩情報が「口座番号、クレ
ジットカード情報等の金融情報」は
70.1%、「顔写真等」の場合は 50.0%が
慰謝料を請求すると答えている。 
また、企業が取るべき対応としては、
「事故の公表」26.6%、「謝罪文を送る」
19.4%、「対応窓口の設置」17.3%、「慰
謝料を払う」14.4%、「お詫びの品を送
る」9.8%、「謝罪に行く」9.8%と続く
（図５－５）。 
 
図５－４ 漏洩させた企業に対する態度５．２．４ 慰謝料の金額幅の推定 
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 できるとしたら、払ってもよいとする支払意思額については、「金融口座情報」と「借金、
負債」以外は 75%タイル値であっても 1 万円以下と低い金額で差異がみられなかったため、
表５－７に示す慰謝料として欲しい受入補償額の平均値と中央値、および数回の予備調査
の結果から、コンジョイント分析のための調査に対する金額の幅を設定した。 
24 種類の個人情報について、類似するものをまとめ、少数であったがプレテストを実
施した。その結果を踏まえ、最終的に 6 種類の情報にまとめ、属性と水準を決定し、最終
調査票を作成した。 
 
表５－６ 支払意思額集計 
 
個人情報 中央値 50% 75% 
氏名のみ 1,000 1,000 5,000 
年齢、生年月日 1 1 2,000 
性別 2,000 2,000 10,000 
住所 2,000 2,000 10,000 
電話番号（固定） 1,000 1,000 10,000 
電話番号（携帯） 1,000 1,000 10,000 
電子メールアドレス 3,000 3,000 10,000 
顔などの写真、声 1,000 1,000 10,000 
身長、体重、身体的特徴 1,000 1,000 10,000 
学校名、学歴、成績 1,000 1,000 10,000 
勤務先、所属、職業、職歴 1,000 1,000 5,250 
家族構成 500 500 5,000 
結婚歴、離婚歴 1,000 1,000 10,000 
医療カルテ、病歴 200 200 5,000 
趣味、嗜好 500 500 5,000 
購買歴 300 300 5,000 
検索履歴 100 100 3,000 
本・ビデオ借用履歴 1,000 1,000 10,000 
友人、交友関係 1,000 1,000 10,000 
年収、資産 1,000 1,000 10,000 
借金、負債 10,000 10,000 30,000 
金融口座情報 10,000 10,000 30,000 
クレジットカード情報 2,000 2,000 10,000 
取引情報 2,000 2,000 10,000 
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表５－７ 慰謝料としての受入補償額集計 
 
個人情報 
1,000 万
円以上の
回答 
有効回
答数 平均値 中央値 最頻値
最小
値
最大値 25% 50% 75% 
26 699 220,685 50,000 10,000 0 5,000,000 1,000 10,000 氏名のみ 30,000
年齢、生年月日 16 600 165,785 30,000 10,000 0 5,000,000 1,000 5,000 10,000
12 438 99,615 10,000 10,000 0 5,000,000 5,000 10,000 50,000性別 
34 918 247,741 60,000 10,000 0 5,000,000 5,000 10,000 50,000住所 
電話番号（固定） 27 962 199,648 50,000 10,000 0 1,000,000 3,000 10,000 50,000
電話番号（携帯） 26 964 206,555 50,000 10,000 0 5,000,000 2,000 10,000 50,000
電子メールアド
レス 
18 861 184,636 30,000 10,000 0 5,000,000 5,000 10,000 99,999
顔などの写真、
声 
58 977 308,647 100,000 10,000 0 5,000,000 3,000 10,000 50,000
身長、体重、身
体的特徴 
21 787 228,750 50,000 10,000 0 5,000,000 3,000 10,000 50,000
学校名、学歴、
成績 
23 821 215,339 50,000 10,000 0 5,000,000 3,000 10,000 50,000
勤務先、所属、
職業、職歴 
23 864 225,820 50,000 10,000 0 5,000,000 3,000 10,000 50,000
家族構成 27 726 218,927 50,000 10,000 0 7,000,000 3,000 10,000 50,000
21 727 222,295 50,000 10,000 0 7,000,000 5,000 10,000 結婚歴、離婚歴 100,000
医療カルテ、病
歴 
47 932 343,023 100,000 10,000 0 7,000,000 1,000 10,000 30,000
趣味、嗜好 16 588 152,350 10,000 10,000 0 7,000,000 1,000 10,000 30,000
購買歴 16 635 168,470 16,000 10,000 0 7,000,000 1,000 10,000 30,000
検索履歴 16 629 179,313 20,000 10,000 0 7,000,000 1,000 10,000 30,000
本・ビデオ借用
履歴 
16 601 168,036 16,000 10,000 0 7,000,000 3,000 10,000 50,000
友人、交友関係 23 716 225,858 50,000 10,000 0 7,000,000 5,000 10,000 100,000
年収、資産 48 961 346,789 100,000 10,000 0 7,000,000 5,000 10,000 100,000
借金、負債 62 983 352,644 100,000 10,000 0 5,000,000 10,000 30,000 100,000
金融口座情報 119 1,046 481,847 100,000 10,000 0 5,000,000 10,000 50,000 100,000
クレジットカー
ド情報 
122 1,050 492,665 100,000 10,000 0 5,000,000 5,000 10,000 100,000
取引情報 66 952 350,148 100,000 0 0 5,000,000 10,000 100,000 500,000
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 ５．３ コンジョイント分析による調査のサーベイデザイン 
 
本節では、サーベイデザインについて、個人情報の種別、属性と水準、直交計画、測定
方法、全員に回答を求めた 3 事例についての５項目を説明する。 
 
５．３．１ 個人情報の種別 
 
第一次調査で 24 種類の個人情報について調査を行った結果を踏まえ、同一にまとめら
れるものをまとめ、表５－８の 6 種類とした。これらの個人情報は、それぞれ氏名が特定
できる、匿名でない情報であることを条件付けた。 
 
表５－８ 情報種別と設定金額 
 
 種別 情報内容 
1 基本情報 氏名・住所・性別・生年月日 
2 電子メールアドレス 電子メールアドレス 
3 家族構成 単身家庭、ひとり暮らし情報なども含む 
4 身体的特徴 顔写真・スリーサイズ 
5 医療カルテ・病歴 医療カルテ・病歴 
6 金融情報 クレジットカード番号、銀行口座番号 
 
５．３．２ 属性と水準 
 
表５－９のとおりプロファイルの属性と水準を決定した。属性の設定において精神的被
害を加えたのは、慰謝料とは、本人の精神的苦痛に応じて金額が算定されるものであるか
らである。企業の対応については、個人情報漏洩インシデントの際の事例として多く挙げ
られた企業の対応を選択した。金額については、それぞれ 5 段階の金額を設定した。 
 
５．３．３ 直交計画 
 
属性および水準を組み合わせたプロファイルの作成において、総当り法では膨大な組み
合わせができるため、統計ソフト SPSS Ver.13.0 の直交計画機能により、6 種類の情報種
別ごとに 25 種類のプロファイル（カード）を作成した。回答者には 6 つの情報種別に対
して、25 種類のカードから各 1 問をランダムに与える方式とし、計 6 問に加え、裁判の判
決[3]により事例となりつつある 3 つのケースを固定設問とし、全員回答とした。 
 
５．３．４ 測定方法 
 
リッカード尺度で選択してもらう評点型を採用した。その理由は、各属性に対して損害
賠償額を選ぶといったシナリオにおいて、その妥当性を評価する方法が最も適していると 
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 表５－９ プロファイルの属性および水準 
 
属性 水 準 
①重大な心労 病院に行くほど眠れない日が何日も続き、日常生活に支障をきたした
②不安感が続く 日常生活に問題はないが、二次被害の心配と不安感が長く続いた 
③心配のみ 漏洩がわかった当初は心配したが、すぐになくなった 
精神
的 
被害 
④なし 知らなかったなど被害はないに等しい 
①重大な被害 クレジット番号の不正使用、架空請求、掲示板への誹謗中傷、いたず
ら電話、迷惑メールなどがあった 
②被害あり 二次利用された事実はないが、漏洩していることを他人に知られた 
実 
被 
害 
③被害なし すぐに回収されたため、被害はないか、ないに等しい 
①金券 企業から 500 円の金券が届いた 
②詫び状 企業からお詫び状またはお詫びメールが届いた 
③ＨＰ 企業のホームページ上に謝罪文が掲載された 
企業
の 
対応 
④対応なし 企業から誠意ある対応がなかった 
基本情報 20,000  40,000  60,000  80,000  100,000 円 
メールアドレス 20,000  40,000  60,000  80,000  100,000 円 
家族構成 50,000  100,000  150,000  200,000  250,000 円 
身体的特徴 50,000  100,000  150,000  200,000  250,000 円 
医療カルテ・病歴 200,000  400,000  600,000  800,000  1,000,000 円 
 
慰 
謝 
料 
金融情報 200,000  400,000  600,000  800,000  1,000,000 円 
 
 
考えたからである。回答方法としては、「1.足りない」～「5.妥当」～「9.多い」の 9 段階 
に、「慰謝料はいらない」を加えた。サンプルは 25 種類がほぼ同数回収できるようにした。 
図５－６にプロファイル（カード）のサンプル、および図５－７に設計イメージを示す（調
査票は付録２）。 
 
５．３．５ 全員に回答を求めた 3 事例について 
 
属性と水準を次のとおり設定した。 
①身体的特徴が漏洩したケース 
精神的被害（不安感が続く）、実被害（重大な被害）、企業対応（ホームページで謝罪）、
慰謝料 35,000 円 
②メールアドレスが漏洩したケース 
精神的被害（不安感が続く）、実被害（被害あり）、企業対応（500 円の金券）、 
慰謝料 6,000 円 
③基本情報 
精神的被害（心配のみ）、実被害（被害あり）、企業対応（詫び状）、慰謝料 10,000 円 
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被害状況と企業の対応 慰謝料 １少な
い 
2 3 やや少
ない 
4 5 妥当 6 7 やや 
多い 
8 9 多い 慰謝料は
いらない
精神的被害 不安感が続く 
実被害 被害なし 
企業の対応 金券 
 
80,000
円 
□ □ □ □ □ □ □ □ □ □
ある企業が、あなたの個人情報をインターネット上に漏洩したと仮定します。漏洩した内容
は、あなたの氏名・住所・性別・生年月日です。被害状況と企業の対応を想定し、慰謝料の金額
について、多い、少ないなど、あなたが思うレベルを１つ選んでください。 
 
図５－６ プロファイル（カード）のサンプル 
 
 
 
 
図５－６ カードのサンプル
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図５－７ 設計イメージ 
 
５．４ 調査の実施 
 
①調査対象  第一次調査回答者(1,386 名) 
②調査時期  2007 年 3 月 22 日～26 日 
１．基本情報 　　　　 ２．メールアドレス
３．家族情報　　　　　４．身体的特徴　
５．医療カルテ・病歴　６．金融情報
精神的被害
(４水準)
実被害
(３水準）
企業対応
水準）
慰謝料
(５水準）(４
選択決定要因
③調査方法  第一次調査と同様、goo を利用した Web アンケート 
④回収サンプル数 1,050 件 
 
回収サンプルは、第一次調査の 1,386 から 1,050 件（男性 535、女性 515）、年代は 10 代
から 70 代まで、年代比、男女比がほぼ同数になるように収集した（表５－１０）。 
直交計画法に
より各２５問
作成
1.少ない 2 3 4 5.妥当 6 7 8 9.多い慰謝料は
いらない
9段階の回答
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 表５－１０ 性別・年齢別回収数 
 
年齢  男  女   計   
15～19 歳 55 (5.2%) 66 (6.3%) 121 (11.5%)
20～24 歳 54 (5.1%) 60 (5.7%) 114 (10.9%)
25～29 歳 67 (6.4%) 66 (6.3%) 133 (12.7%)
30～34 歳 81 (7.7%) 66 (6.3%) 147 (14.0%)
35～39 歳 61 (5.8%) 66 (6.3%) 127 (12.1%)
40～44 歳 70 (6.7%) 57 (5.4%) 127 (12.1%)
45～49 歳 76 (7.2%) 59 (5.6%) 135 (12.8%)
50 歳以上 71 (7.0%) 75 (7.2%) 146 (13.9%)
 計 535 (51.0%) 515 (49.0%) 1,050 (100.0%)
 
 
全員に回答を求めた 3 事例の回答結果について、図５－８に示すとおり身体特徴は
90.2％、メールアドレス 85.1%、基本情報 68.5%が「妥当」より「少ない」という回答であ
り、「妥当」と答えたのは、身体特徴 6.8％、メールアドレス 10.1%、基本情報 20.9%であ
った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
36.2
54.5
63.1
19.0
17.1
15.1
7.3
6.5
5.0
20.9
10.1
6.81.17.0
7.0
6.0
0% 25% 50% 75% 100%
基本情報
メールアドレス
身体的特徴
1.少ない
2.---
3.---
4.---
5.妥当
6.---
7.---
8.---
9.多い
慰謝料不要
５妥当 4３２1.少ない
 
 
図５－８ 全員回答の 3 事例の回答結果 
 
 
 
５．５ 実証分析 
 
「慰謝料はいらない」と答えたデータ数は、「基本情報」44 件、「メールアドレス」25 件、
「家族構成」23 件、「身体的特徴」27 件、「医療カルテ・病歴」21 件、「金融情報」17 件で
あり、0.18%から 0.43%ときわめて少数であった。これらを欠損値と扱った。 
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 また、すべての設問に対し「1.少ない」、「5.妥当」、または「9.多い」と同じ回答をした
83 サンプルを除外した。有効回答 967 に対して、6 情報の種別ごとに、「慰謝料はいらな
い」と答えたサンプルを欠損値として、順序ロジットモデル[4]による推定を行った。6 種
類の情報の種別ごとに、「回答」を従属変数とし、属性のうち「精神的被害」、「実被害」、
「企業対応」を因子、「慰謝料」を共変量として順序回帰分析を行った。 
 
５．５．１ 推定 
 
本調査で用いた情報漏洩被害と企業の補償に関するプロファイルに対する回答者の評
価（1 点から 9 点）を として、 の確定項を とした場合に はプロファイル i を構成
する 4 属性を用いて以下のように表すことができる。 
iU iU iV iV
  
∑∑ ∑
== =
+=
h
h
ihih
J
j
K
k
ijkijki xaxaV
11 1
                    (1) 
 
i ：プロファイル番号 ( ) 25,...,1=i
j ：質的属性（1：精神的被害, 2：実被害, 3：企業の対応） 
k ：質的属性 j の水準（ [ダミー1]=1：水準 1， 
[ダミー2]=1：水準 2, [ダミー3]=1：水準 3. ただし，すべてのダミーが 0 の場合を基準と
する） 
h ：量的属性（慰謝料：5 段階） 
iV ：プロファイル  に対する回答者の評価の確定部分 i
ijkx ：プロファイル の属性i j の水準 k に関するダミー変数（1 もしくは 0） 
ijka ： に対するウエイト ijkx
ihx ：プロファイル の属性 の値 i h
iha ： に対するウエイト ihx
 
分析では 4 属性のうち「慰謝料」を量的属性、「精神的被害」・「実被害」・「企業の対応」
は質的属性を示す離散的な変数として取り扱う。プロファイルに与えられた得点
( ) は回答者が評価 をもとに下した順序づけられた離散データである
と考えられるので、各得点の選択確率
iy 9,,2,1 …=iy iU
)( ii yyprob = は式(2)のように表すことができる。 
 
)()1( ii Vyprob −Λ== ,  
)()()( 21 iyiyii VVyyprob ii −Λ−−Λ== −− μμ  
)(1)9( 3 ii Vyprob −Λ−== μ .                       (2) 
 
iy ：回答者が各プロファイルに与えた得点（ 9,,2,1 …=iy ） 
μ ： , と共に推定される閾値パラメータ ijka iha
Λ：ロジスティック分布に従う確率変数 
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 各パラメータ値の推定には、以下の対数尤度関数を用いて最尤推定法を行う。  
 
[ ]∑
=
−Λ−++Λ−−Λ+−Λ=
M
m
iiii VdVVdVdLL
1
39121 ))(1(......))()(())(( μμ   (3) 
 
m ：回答者番号（ ）  Mm ,...,2,1=
id ：回答者 がm )( ii yyprob = を選んだときは１、それ以外のときは 0 
 
また、各属性の限界効果は次式により求めることができる。  
 
)(1)( )]()([)( hijkiyiyhijkii aVVxyyprob ii −Λ−−Λ=∂=∂ − μμ       (4) 
 
 
５．５．２ 推定結果 
 
以上から得られた推計結果を表５－１１（１）～（３）に示す。6 種類の情報において
パラメータの推定値がすべて 1%水準で有意であった属性は、「実被害」であり、回答へ
の影響が最も大きいことが分かる。「精神被害」は、「重大な心労」がすべての情報にお
いて 1%水準で有意であった。「精神被害」と「実被害」の係数の符号がマイナスであっ
たのは、被害が大きくなるにつれ、回答者の効用が低下することを示している。すなわち、
被害が大きくなるほど、回答者は「少ない」を選ぶことを意味している。反対に、「企業
対応」の符号がプラスであるのは、その対応によって効用が高いことを示す。つまり、 
 
 
表５－１１（１） 推定結果 
       (***1%水準 **5%水準 *10%水準) 
基本情報 メールアドレス 情報 
属性   係数値 標準誤差 有意確率 係数値 標準誤差 有意確率 
慰謝料 0.078 0.021 0.00***  0.155 0.021  0.00***  
重大な心労 -1.518 0.173 0.00***  -1.213 0.166  0.00***  
不安感が続く -0.685 0.154 0.00***  -0.539 0.161  0.00***  
心配のみ -0.330 0.168 0.05**  -0.251 0.156  0.11 
精
神
被
害 なし 0  0   
重大な被害 -2.177 0.173 0.00***  -2.169 0.174  0.00***  
被害あり -1.069 0.136 0.00***  -0.960 0.133  0.00***  
実
被
害 被害なし   0   0   
金券 0.690 0.166 0.00***  0.271 0.158  0.09*  
詫び状 0.463 0.159 0.00***  0.251 0.157  0.11  
HP 0.291 0.162 0.07*  0.568 0.165  0.00***
企
業
対
応 対応なし 0   0   
有効回答数 
初期尤度 
最大尤度 
McFadden's p 
923 
934.971 
-335.053 
0.073 
942 
946.245  
-334.422 
0.074 
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 表５－１１（２） 推定結果 
     (***1%水準 **5%水準 *10%水準) 
家族構成 身体的特徴 情報 
属性   係数値 標準誤差 有意確率 係数値 標準誤差 有意確率 
慰謝料 0.067 0.009 0.00***  0.044 0.008  0.00***
重大な心労 -0.994 0.157 0.00***  -0.989 0.167  0.00***
不安感が続
く -0.546 0.164 0.00*** -0.459 0.152  0.00***
心配のみ -0.446 0.158 0.00***  0.244 0.162  0.13 
精神
被害 
なし 0  0   
重大な被害 -1.943 0.168 0.00***  -1.446 0.168  0.00***
被害あり -0.898 0.132 0.00*** -0.625 0.131  0.00***
実被
害 
被害なし   0   0   
金券 0.280 0.162 0.08*  0.286 0.154  0.06*
詫び状 0.410 0.156 0.01***  0.348 0.163  0.03**
HP 0.417 0.158 0.01***  0.063 0.160  0.70 
企業
対応 
対応なし 0   0   
944 
935.925 
-348.988 
0.063 
940 有効回答数 
初期尤度 
最大尤度 
McFadden's p 
826.425 
-339.706 
0.040 
 
 
表５－１１（３） 推定結果     
      (***1%水準 **5%水準 *10%水準) 
医療カルテ･病歴 金融情報 情報 
属性   係数値 標準誤差 有意確率 係数値 標準誤差 有意確率 
慰謝料 0.011  0.002 0.00***  0.009 0.002  0.00***  
重大な心労 -0.792  0.158 0.00*** -0.727 0.156  0.00***  
不安感が続く -0.251  0.157 0.11  -0.188 0.158  0.23  
心配のみ -0.224  0.162 0.17  -0.191 0.159  0.23  
精
神
被
害 なし 0  0   
重大な被害 -1.333  0.161 0.00*** -1.354 0.163  0.00***  
被害あり -0.684  0.131 0.00*** -0.679 0.130  0.00***  
実
被
害 被害なし   0       
金券 0.338  0.157 0.03**  0.187 0.155  0.23  
詫び状 0.400  0.161 0.01***  0.375 0.160  0.02**  
HP 0.120  0.156 0.44  -0.039 0.158  0.81  
企
業
対
応 対応なし 0   0   
946 950 有効回答数 
837.261 839.622 初期尤度 
-351.102 -359.490 最大尤度 
0.036 McFadden's p 0.032 
 
 
謝罪することで評価が上がることが示している。 
 
５．５．３ モデルの適合度の検証 
 
本分析モデルは、パラメータの符号条件、および有意度の点では、いずれも 1%水準で
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 問題ないと考えるが、マクファデン擬似決定係数（McFadden's p）の観点から適合度は良
好とはいえなかった。マクファデン擬似決定係数（p 値）の適合度について、決定係数の
信頼性およびモデルの的中率について検証した結果を表５－１２に示す。 
 
 
表５－１２ モデルの適合度検証結果 
 
 決定係数 
基本情報 メールアド
レス 家族構成 身体的特徴 
医療カル
テ・病歴 金融情報
１ McFadden's p ９段階 0.073 0.074 0.063 0.040 0.036 0.032
２ McFadden's p ３段階 0.111 0.125 0.095 0.061 0.062 0.061
32.8% 32.7% 29.1% 29.1% 28.5% 27.1%３ 的中率 
 
 
9 段階ある回答が 1、5、9 に集中していたことから、回答を 3 段階としてあらためて順序
回帰分析を行った。その結果、マクファデン擬似決定係数は 0.032～0.074 であったものか
ら 0.061～0.125 と格段に説明力が増加し、係数および WTP の変化は当初の数字との差が
ほぼ 10%以内であったことから、本モデルの信頼性を確認することができた。また、分析
から得られた予測値と実測値の割合から求めた的中率は、通常では 1/9（11%）のところ、
本分析における的中率はほぼ 30%前後となった。 
マクファデン擬似決定係数（p値）は、多項ロジットモデルでは標準的な指標となるが、
今回の分析方法である順序ロジットモデルでは、もともと経済系ではあまり例がない。多
項ロジットモデルの例としては、依田（2004、2005）他があるが、依田は、マクファデン
擬似決定係数（p値）の0.1がR2の0.3に相当するとしており、これら論文におけるマクファ
デン擬似決定係数（p値）は、0.013から0.126を採用している。このように、多項ロジット
モデルにおいてもこの範囲の値を採用していることから、本分析において有意である係数
について採用することは問題なく、指標として十分意義あるものと解釈する。 
 
５．５．４ 受入補償額（WTA）推定 
 
パラメータ推定値から、属性が 1 単位増加することに対する限界効果が求められた。表
５－１３に 10％水準以上で有意な項目についての WTA、および参考まで第一次調査にお
ける WTA 平均額を示す。 
以下に、表５－１１と５－１３を基に、各情報の種別ごとに、概要を説明する。 
 
（１）基本情報 
1％水準以上で有意であった属性・水準は、精神被害の「重大な心労」・「不安感が続
く」、実被害のすべての水準、および企業対応の「金券」・「詫び状」であった。WTAは、
精神被害の「重大な心労」が194,416円、実被害の「重大な被害」が278,818円、企業対
応の「金券」は88,341円、詫び状が59,283円と計測された。 
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 表５－１３ WTA の推定結果 
           (単位：円) 
属性 
   
水準 
 
基本情報 メールアド
レス 
家族構成 身体的特徴 医療カルテ・
病歴 金融情報
重大な心労 194,416 78,356 148,136 223,415 729,977 768,565 
不安感が続く 87,712 34,808 81,418 103,841 -- --
心配のみ 42,316 -- 66,474 -- -- --
 
精神 
被害 
  なし 0 0 0 0 0 0 
重大な被害 278,818 140,077 289,652 326,720 1,228,363 1,430,916 
被害あり 136,905 61,988 133,882 141,174 630,357 717,596 
実 
被 
害 被害なし 0 0 0 0 0 0 
金券 88,341 17,488 41,781 64,661 311,181 --
詫び状 59,283 -- 61,056 78,616 368,844 396,290 
ホームーページ 37,310 36,700 62,215 -- -- --
企業 
対応 
 対応なし 0 0 0 0 0 0 
（参考） 
一次調査WTA 
平均額 
    
180,000 220,000 340,000 160,000～
250,000
230,000～
310,000 
350,000～
490,000
            
 
（２）メールアドレス 
1％水準以上で有意であった属性・水準は、精神被害の「重大な心労」・「不安感が続
く」、実被害のすべての水準、および企業対応の「ホームページ」であった。WTAは、
精神被害の「重大な心労」が78,356円、実被害の「重大な被害」が140,077円、企業対応
の「ホームページ」が36,700円と計測された。 
 
（３）家族構成 
1％水準以上で有意であった属性・水準は、精神被害のすべての水準、実被害のすべ
ての水準、および企業対応の「詫び状」・「ホームページ」であった。WTAは、精神被
害の「重大な心労」が148,136円、実被害の「重大な被害」が289,652円、企業対応の「詫
び状」が61,056円、「ホームページ」が62,215円と計測された。 
 
（４）身体的特徴 
1％水準以上で有意であった属性・水準は、精神被害の「重大な心労」・「不安感が続
く」、実被害のすべての水準であった。WTAは、精神被害の「重大な心労」が223,415
円、実被害の「重大な被害」が326,720円と計測された。 
 
（５）医療カルテ・病歴 
1％水準以上で有意であった属性・水準は、精神被害の「重大な心労」、実被害のすべ
ての水準、企業対応の「詫び状」であった。WTAは、精神被害の「重大な心労」が729,977
円、実被害の「重大な被害」が1,228,363円、企業対応の「詫び状」が368,844円と計測
された。 
63 
 （６）金融情報 
1％水準以上で有意であった属性・水準は、精神被害の「重大な心労」、実被害のすべて
の水準である。WTAは、精神被害の「重大な心労」が768,565円、実被害の「重大な被害」
が1,430,916円と計測された。 
 
 
５．６ 属性による違いの推定 
 
次に個人属性による選好の違いを計測するため、男女別、男女別年代別（10代、20代、
30代、40代、50代以上）に分類したデータを用いて同様に順序回帰分析により分析し、WTA
を計測した。 
 
５．６．１ 男女別推定結果の概要 
 
男女別に分類したデータを用いて、分析した結果を、男性は表５－１４（１）～（３）、
女性は表５－１５（１）～（３）に示す。さらに、WTAの推定結果について、男性は表５
－１６（１）～（３）、女性は表５－１７（１）～（３）に示す。 
表５－１４および表５－１５に示すとおり、男女とも実被害についてはすべての水準で
1%水準有意であった。精神被害についても「重大な心労」は 5％水準有意であり、男女の
大きな差はなかった。しかし、企業対応については、男女の違いが表れた。男性で「金券」
が有意だったのは、「基本情報」と「家族構成」、「詫び状」は「基本情報」、「家族構成」、
「身体的特徴」、「金融情報」に有意であり、「ホームページ」は「基本情報」、「メールアド
レス」、「家族構成」であった。これに対して、女性は、「金券」が有意だったのは「基本情
報」、「医療カルテ・病歴」、「金融情報」であり、「詫び状」は「基本情報」、「家族構成」、
および「医療カルテ・病歴」、「ホームページ」は「メールアドレス」に有意であった。 
表５－１６および表５－１７に示すとおり、WTA について、男性が概して高い数値とな
った。特に、「基本情報」については男女差が大きく、精神被害の「重大な心労」が女性 204,985
円に対して男性 368,432 円、実被害の「重大な被害」は女性 261,982 円に対して男性 623,621
円であった。また、「身体的特徴」について、実被害の「重大な被害」は、女性 203,499 円
に対して男性 420,156 円、「医療カルテ・病歴」のうち実被害の「重大な被害」は、女性 856,212
円に対して男性 1,514,965 円と、約 2 倍の開きがあった。 
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 表５－１４（１）男性の推定結果 
 
基本情報 メールアドレス 情報 
属性   係数値 標準誤差 有意確率 係数値 標準誤差 有意確率 
慰謝料 0.031  0.029 0.29  0.147 0.029  0.00***  
重大な心労 -1.134  0.225 0.00***  -0.976 0.218  0.00***  
不安感が続く -0.449  0.208 0.03**  -0.689 0.228  0.00***  
心配のみ -0.173  0.231 0.45  -0.193 0.210  0.36  
 
精神
被害 
なし     
重大な被害 -1.919  0.242 0.00***  -1.839 0.236  0.00***  
被害あり -1.003  0.180 0.00***  -0.768 0.177  0.00***  
実 
被 
害 被害なし       
金券 0.552  0.219 0.01***  0.071 0.213  0.74  
詫び状 0.505  0.216 0.02**  0.247 0.214  0.25  
ホームページ 0.376  0.221 0.09*  0.596 0.225  0.01***  
 
企業
対応 
対応なし      
508 有効回答数 
655.475 
-273.515 
0.055 
517 
661.131 初期尤度 
-270.579 最大尤度 
McFadden's p 0.060 
(***1%水準 **5%水準 *10%水準)       
 
     
 
表５－１４（２）男性の推定結果     
 
家族構成 身体的特徴        情報 
属性   係数値 標準誤差 有意確率 係数値 標準誤差 有意確率
慰謝料 0.065 0.012 0.00*** 0.032 0.011 0.00*** 
重大な心労 -0.993 0.212 0.00***  -0.837 0.219 0.00*** 
不安感が続く -0.665 0.222 0.00***  -0.071 0.208 0.73  
心配のみ -0.407 0.210 0.05** 0.481 0.218 0.03** 
 
精神被
害 
なし 0.000 . . 0.000 . . 
重大な被害 -1.513 0.223 0.00***  -1.328 0.233 0.00*** 
被害あり -0.834 0.179 0.00***  -0.496 0.173 0.00*** 
実 
被 
害 被害なし 0.000 . . 0.000 . . 
金券 0.384 0.215 0.07*  0.254 0.205 0.22  
詫び状 0.442 0.214 0.04**  0.468 0.216 0.03** 
ホームページ 0.621 0.214 0.00***  -0.004 0.226 0.99  
 
企業対
応 
対応なし 0.000 . . 0.000 . . 
522 有効回答数 
677.534 
-285.677 
0.051 
521 
626.099 初期尤度 
-277.693 最大尤度 
McFadden's p 0.035 
(***1%水準 **5%水準 *10%水準) 
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  表５－１４（３）男性の推定結果     
 
医療カルテ･病歴 金融情報   情報 
属性   係数値 標準誤差 有意確率 係数値 標準誤差 有意確率
慰謝料 0.009 0.003 0.00***  0.009 0.003 0.00*** 
重大な心労 -0.642 0.212 0.00***  -0.648 0.210 0.00*** 
不安感が続く -0.278 0.210 0.19  0.053 0.220 0.81  
心配のみ -0.101 0.214 0.64  -0.219 0.212 0.30  
 
精神 
被害 
なし 0.000 . . 0.000 . . 
重大な被害 -1.398 0.219 0.00***  -1.286 0.221 0.00*** 
被害あり -0.758 0.175 0.00***  -0.447 0.176 0.01*** 
実 
被 
害 被害なし 0.000 . . 0.000 . . 
金券 0.240 0.215 0.26  0.064 0.210 0.76  
詫び状 0.341 0.209 0.10  0.547 0.224 0.01***
ホームページ 0.240 0.212 0.26  -0.085 0.213 0.69  
 
企業 
対応 
対応なし 0.000 . . 0.000 . . 
525 
651.482 
-290.628 
0.034 
524 有効回答数 
617.140 初期尤度 
最大尤度 
McFadden's p 
-276.816 
0.031 
 (***1%水準 **5%水準 *10%水準) 
   
 
表５－１５（１） 女性の推定結果 
 
基本情報 メールアドレス          情報 
属性    係数値 標準誤差 有意確率 係数値 標準誤差 有意確率
慰謝料 0.077 0.029 0.01***  0.132 0.029 0.00*** 
重大な心労 -1.571 0.247 0.00***  -1.105 0.236 0.00*** 
不安感が続く -0.754 0.215 0.00***  -0.296 0.213 0.16  
心配のみ -0.431 0.226 0.06*  -0.165 0.216 0.44  
精神 
被害 
 なし 0.000 . . 0.000 . . 
重大な被害 -2.008 0.227 0.00***  -1.806 0.236 0.00*** 
被害あり -1.083 0.192 0.00***  -0.832 0.180 0.00***
実 
被 
害 被害なし 0.000 . . 0.000 . . 
金券 0.769 0.233 0.00***  0.231 0.217 0.29  
詫び状 0.433 0.220 0.05** 0.349 0.220 0.11  
ホームページ 0.158 0.224 0.48  0.396 0.223 0.08*
企業 
対応 
 対応なし 0.000 . . 0.000 . . 
496 有効回答数 
632.065 初期尤度 
-250.558 
0.070 
506 
648.974 
-271.062 最大尤度 
0.055 McFadden's p 
(***1%水準 **5%水準 *10%水準) 
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 表５－１５（２） 女性の推定結果 
 
家族構成 身体的特徴          情報 
属性    係数値 標準誤差 有意確率 係数値 標準誤差 有意確率
慰謝料 0.066 0.012 0.00***  0.056 0.012 0.00***
重大な心労 -0.762 0.213 0.00***  -1.048 0.230 0.00***
不安感が続く -0.220 0.226 0.33  -0.594 0.215 0.01***
心配のみ -0.357 0.219 0.10*  -0.193 0.221 0.38 
 
精神
被害 
なし 0.000 . . 0.000 . . 
重大な被害 -1.848 0.234 0.00***  -1.140 0.227 0.00***
被害あり -0.819 0.180 0.00***  -0.629 0.181 0.00***
実 
被 
害 被害なし 0.000 . . 0.000 . . 
金券 0.113 0.225 0.62  0.309 0.216 0.15 
詫び状 0.530 0.216 0.01***  0.167 0.231 0.47 
ホームページ 0.205 0.219 0.35  0.162 0.213 0.45 
 
企業
対応 
対応なし 0.000 . . 0.000 . . 
503 
642.022 
-265.542 
0.056 
500 有効回答数 
604.450 初期尤度 
最大尤度 
McFadden's p 
-269.131 
0.035 
(***1%水準 **5%水準 *10%水準) 
 
 
 表５－１５（３） 女性の推定結果       
 
医療カルテ･病歴 金融情報          情報 
属性    係数値 標準誤差 有意確率 係数値 標準誤差 有意確率
慰謝料 0.010 0.003 0.00*** 0.007 0.003 0.02** 
重大な心労 -0.545 0.222 0.01***  -0.489 0.218 0.02** 
不安感が続く -0.139 0.213 0.52  -0.290 0.213 0.17 
心配のみ -0.371 0.222 0.10*  -0.160 0.218 0.46 
 
精神被
害 
なし 0.000 . . 0.000 . . 
重大な被害 -0.889 0.220 0.00***  -1.074 0.221 0.00***
被害あり -0.556 0.181 0.00***  -0.806 0.179 0.00***
実 
被 
害 被害なし 0.000 . . 0.000 . . 
金券 0.559 0.214 0.01*** 0.367 0.212 0.08* 
詫び状 0.377 0.227 0.10*  0.195 0.215 0.37 
HP 0.106 0.215 0.62  0.115 0.221 0.60 
 
企業対
応 
対応なし 0.000 . . 0.000 . . 
502 
598.890 
-276.028 
0.024 
507 
616.848 
-286.852 
0.022 
有効回答数 
初期尤度 
最大尤度 
McFadden's p 
(***1%水準 **5%水準 *10%水準) 
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 表５－１６ 男性のWTA推定結果 
(円) 
情報 
属性   基本情報 
メールアド
レス 家族構成 身体的特徴
医療カルテ･
病歴 金融情報
重大な心労 368,432 66,567 151,642 264,822 695,192 726,223 
不安感が続く 145,728 46,978 101,466  
心配のみ  62,098 
精
神 
152,184  被
害 なし 0 0 0 0 0 0
重大な被害 623,621 125,477 230,956 420,156 1,514,965 1,442,096 
被害あり 325,843 52,418 127,410 156,791 820,966 501,212 
実 
被 
害 被害なし 0 0 0 0 0 0
金券 179,355 58,609  
詫び状 164,126 67,418 148,071  613,862 
ホームページ 122,324 
企 
40,684 94,813  
業 
対
応 対応なし 0 0 0 0 0 0
 
 
表５－１７ 女性のWTA推定結果 
(円) 
情報 
属性   基本情報 
メールアド
レス 家族構成 身体的特徴
医療カルテ･
病歴 金融情報
重大な心労 204,985 83,422 115,854 187,124 524,756 724,888 
不安感が続く 98,436 22,353 106,027  
心配のみ 56,232 54,303
精
神 
357,293 被
害 なし 0 0 0 0 0 0
重大な被害 261,982 136,341 280,803 203,499 856,212 1,593,372
被害あり 141,361 62,841 124,540 112,321 535,910 1,194,804 
実 
被 
害 被害なし 0 0 0 0 0 0
金券 100,379 538,444 543,629
詫び状 56,496 80,534 362,715 
ホームページ  29,924  
企 
業 
対
応 対応なし 0 0 0 0 0 0
 
 
５．６．２ 男女別・年代別推定結果の概要 
 
男女別・年代別に分類したデータを用いて、分析結果と WTA 推定結果のうち 10％水準以
上有意なものを、表５－１８と表５－１９に男性、表５－２０、表５－２１に女性を示す。
男女とも「基本情報」について有意になる属性はなかった。 
以下に男女・年代別に違いがみられる企業対応について説明する。 
 
（１）１０代 
男性は、「メールアドレス」のみ有意であり、「ホームページ」の効用があった。 
女性は、「家族構成」の「企業対応」すべての属性に有意であり、企業対応の効用が大きい。 
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 表５－１８ 男性の年代別推定結果 
                         
種別 属性 水準 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代以上
慰謝料 0.269** 0.156** 0.151*** 0.166***   
重大な心労   -1.515*** -1.545*** -0.865**  精神被害 
 不安感が続く     -2.342***    
重大な被害 -1.804* -1.660*** -1.573*** -2.054***  実被害 
 被害あり   -0.945** -0.603* -0.934***  
金券   0.751*   
詫び状    0.703*  
メール 
アドレス 
 
 
 
企業対応 
 ホームページ 2.027***   1.618***    
慰謝料  0.073*** 0.071*** 0.082***   
重大な心労   -1.262** -0.980** -1.373***  精神被害 
 不安感が続く    -0.899**    
重大な被害   -1.934*** -1.319*** -1.779***  実被害 
 被害あり   -1.022*** -0.962*** -0.907***  
家族構成 
 
 
 企業対応 ホームページ    0.890* 1.453***    
慰謝料  0.071***     
重大な被害   -1.381**      
身体的 
特徴 
 
実被害 
 被害あり  -0.668*    
慰謝料      0.025***
精神被害 重大な心労         -1.388**
詫び状         1.861***
医療カル
テ・病歴 
 
企業対応 
 ホームページ         1.349**
慰謝料  0.023*** 0.015***   0.018** 
精神被害 重大な心労         -1.556**
実被害 重大な被害   -1.532*** -1.278***   -1.473**
金融情報 
 
 詫び状   1.156**       企業対応 
( *** 1%水準 ** 5%水準  * 10%水準 ) 
 
表５－１９ 男性の年代別WTA推定結果  
                              (円 ) 
種別  属性  水準  10 代 20 代  30 代  40 代  50 代以上
重大な心労  97,270 101,994 52,224 精神被害  
 不安感が続く  154,608  
重大な被害  66,948 106,604 103,862 123,983 実被害  
 被害あり  60,702 39,815 56,362 
金券  49,575  
詫び状   42,427 
メール  
アドレス  
 
 
 
企業対応  
 ホームページ  75,225 106,810  
重大な心労  173,886 137,130 167,392 精神被害  
 不安感が続く  125,723  
重大な被害  266,324 184,455 216,970 実被害  
 被害あり  140,706 134,595 110,600 家族構成  
 企業対応  ホームページ  122,596 203,260  
重大な被害  194,911   身体的  
特徴  
実被害  
 被害あり  94,256   
精神被害  重大な心労    545,313
詫び状    730,867
医療カル
テ・病歴  
 
企業対応  
 ホームページ    529,976
精神被害  重大な心労    852,262
実被害  重大な被害  671,990 859,641  806,915
 
金融情報  
 企業対応  詫び状  507,101   
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表５－２０ 女性の年代別推定結果 
 
種別 要因 水準 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代以上
慰謝料  0.120** 0.165*** 0.164***   
重大な心労   -1.992*** -0.815* -0.910*   精神被害 
 不安感が続く     -0.904**     
重大な被害   -1.738*** -2.889*** -1.199**   
実被害 被害あり     -0.727* -1.069***   
金券   1.329**   
メール 
アドレス 
 
企業対応 
 ホームページ     0.827*     
慰謝料 0.102** 0.054** 0.098***  0.073** 
重大な心労   -1.163** -1.068**     精神被害 
  心配のみ     -0.901**     
重大な被害 -2.892*** -1.683*** -2.045***   -1.908***実被害 
  被害あり -1.806*** -0.831** -0.877**     
金券 1.805**         
詫び状 2.136***         
家族構成 
 
 
 
 
企業対応 
  ホームページ 1.361**         
慰謝料 0.084** 0.064***  0.094*** 0.081**
重大な心労 -1.639*** -1.419***     -1.686***精神被害 
 不安感が続く   -1.028***       
重大な被害       -1.197** -1.353**実被害 
 被害あり    -0.650*  
身体的 
特徴 
 
 企業対応 ホームページ       0.893**   
慰謝料    0.019***   
重大な心労       -1.095**   精神被害 
 不安感が続く     1.204**
実被害 重大な被害    -0.833*  
医療カル
テ･病歴 
 金券       1.076**   企業対応 
 0.828* -1.082*ホームページ     
(***1%水準 **5%水準 *10%水準) 
 
 
（２）２０代 
男性は、「メールアドレス」、「家族構成」、「身体的特徴」、および「金融情報」に有意
であり、「ホームページ」と「詫び状」の効用がみられた。 
女性は、「メールアドレス」、「家族構成」、「身体的特徴」に有意であったが、特徴は
みられない。 
 
（３）３０代 
男性は、「メールアドレス」、「家族構成」、「金融情報」に有意であった。企業対応と
して、「メールアドレス」について「金券」、「家族構成」と「金融情報」について「ホ
ームページ」の効用が高かった。 
女性は、「メールアドレス」と「家族構成」に有意であり、「メールアドレス」では、
「金券」と「ホームページ」の効用があった。 
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 表５－２１ 女性の年代別WTA推定結果 
                                (円) 
種別 要因 水準 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代以上
重大な心労 166,436 49,381 55,413 精神被害 
 不安感が続く 54,778  
重大な被害 145,186 175,111 73,036 
実被害 被害あり 44,044 65,132 
金券 80,538  
メールア
ドレス 
 
企業対応 
 ホームページ 50,131  
重大な心労 217,129 109,565  精神被害 
  心配のみ 92,365  
重大な被害 282,379 314,180 209,749  263,035実被害 
  被害あり 176,360 155,074 89,925  
金券 176,267  
詫び状 208,540  
家族構成 
 
 
企業対応 
  ホームページ 132,843  
重大な心労 195,846 223,394  207,268精神被害 
 不安感が続く 161,885  
重大な被害 126,837 166,310実被害 
 被害あり 68,883 
身体的 
特徴 
 
 企業対応 ホームページ 94,638 
重大な心労 574,551 精神被害 
 不安感が続く  470,071
実被害 重大な被害 437,359 
医療カル
テ･病歴 
 金券 564,991 企業対応 
 ホームページ  434,372 422,265
 
 
（４）４０代 
男性は、「メールアドレス」と「家族構成」に有意であり、「メールアドレス」に「詫
び状」の効用があった。 
女性は、「メールアドレス」、「身体的特徴」、「医療カルテ・病歴」に有意であり、「身
体的特徴」において「ホームページ」の効用、および「医療カルテ・病歴」において、
「ホームページ」と「金券」の効用が高い。 
 
（５）５０代以降 
男性は、「医療カルテ・病歴」と「金融情報」に有意であり、「医療カルテ・病歴」に
は「詫び状」と「ホームページ」の効用が高い。 
女性は、「家族構成」、「身体的特徴」、「医療カルテ・病歴」に有意であり、「医療カル
テ・病歴」の「ホームページ」に効用がみられた。 
 
「家族構成」は、男女、年代に関わらず有意となった。年代の相違が明らかになった情
報種別について、「メールアドレス」が40代以下、「医療カルテ・病歴」が40代以降に有意
であった。男女の相違があったのは、「身体的特徴」が男性は20代のみで主に女性、「金融
情報」は男性のみが有意となった。企業対応については、「ホームページ」が幅広い年代
に効用があった。男女の差がみられたのは、「詫び状」と「金券」であり、男性は「詫び
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 状」が「メールアドレス」の40代、「医療カルテ・病歴」の50代、「金融情報」の20代に効
用があったのに対し、女性は「家族構成」の10代のみだった。また、「金券」は、女性は
「メールアドレス」、の30代、「家族構成」の10代、「医療カルテ・病歴」の40代に効用が
あったのに対し、男性は「メールアドレス」の30代だけであった。 
 
 
５．７ 結果のまとめと考察 
 
分析の結果、ネットワーク利用者の評価は「実被害」と「精神的被害」の大きさに最も
影響を受けることが分かった。「企業対応」は選好に影響があるという予想をしていたが、
本分析においては、年代や性別によって選好が異なる結果となった。また、有意な結果が
得られなかったものについては、「企業対応」の水準のレベルが明確にならなかったこと
が原因であると考える。 
企業対応については、全体的に「ホームページ」が幅広い年代に効用があった。「詫び状」、
「金券」も男女による効用の違いはあるものの、すべて符号がプラスであり、企業が対応
することによって効用が高くなることを示している。 
計測されたWTAから推測すると、予想どおり、実被害および精神的被害を受けたネットワ
ーク利用者が想定する被害額は、現状で評価されている慰謝料の金額よりはるかに大きい。
本分析結果自体が有意であったこと、および表５－１３に示すWTA推定額と第一次調査に
おけるWTA平均額との比較において、「基本情報」、「メールアドレス」、「家族構成」、「身
体的特徴」は近い数字であることからも、コンジョイント分析を用いた推定手法は有効で
あったとみてよいだろう。判決から事例とされる金額に対する評価が、68.5%～90.2%が「少
ない」であったことからも、推定された金額の妥当性が裏付けされたといえる。しかし、
「医療カルテ・病歴」と「金融情報」はWTA平均額の2～4倍となったことは注意を要する。
調査の際、「実被害」については実際の被害額が補償された上での慰謝料を評価するよう注
意書きを添えていたにもかかわらずこの数値が算出されたことは、それだけ「医療カルテ・
病歴」と「金融情報」については重大な情報とみられることが示唆される。 
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 脚 注 
 
 
[1] 第４章第３節で説明した 
[2] Wacks(1989)の分類基準 
[3] 宇治市住民票データ流出（判決 2002）、ヤフーBB 顧客情報流出（判決 2006）、TBC
アンケート回答情報流出（判決 2007）など。 
宇治市住民基本台帳データ漏洩事件の損害賠償請求に対する判決は、慰謝料他で
15,000 円だった。ヤフーBB の顧客情報流出事件に対しては、慰謝料他で 6,000、TBC
のアンケート回答情報、女性のスリーサイズなどが流出した事件では、二次被害があ
った原告に対して慰謝料他で 35,000 円の判決が出された。 
[4] モデルについては、大塚 (2005) pp.48-50 を参照。 
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 第６章 ネットワーク利用者が評価する情報セキュリティ価値の計測  
  
本章においては、第５章における個人情報に対する価値の計測に加えて、対象をさらに
広げ、情報セキュリティに関する評価を求める研究を行う。ネットワーク利用者がセキュ
リティを確保するための価値を、支払意思額から計測することとする。 
 まず、６．１節において、Webアンケートによる予備調査について説明し、６．２節で、
予備調査の結果を踏まえたCVM調査のサーベイデザインを説明する。６．３節では、CVM
調査で得られた回答者の基本属性、記述統計の結果を示す。６．４節で、CVMを利用した
分析について、抵抗回答の状況を示し、支払意思額の推定を行い、６．５節で、支払意思
額推定結果のまとめを説明する。さらに、６．６節において、属性による支払意思額への
影響について導出された推定結果を示し、６．７節で、属性による支払意思額への影響の
まとめを行う。 
 
 
６．１ 予備調査 
 
第３章第３節第１項で説明したとおり、CVM に内在する様々なバイアスをできる限り
排除する目的で、できる限り NOAA ガイドラインに従い内容を十分精査した上で、アンケ
ート設計を行った。調査票による予備調査を 2 回実施し、さらに CVM 調査については、3
回目の予備調査として以下の Web アンケートを行った。 
 
①調査査対象  全国のインターネット利用者 
②調査時期   2008 年 2 月 1 日～5 日 
③調査方法   インターネット上のアンケート調査サイト「goo」を利用した 
Web アンケート 
④回収サンプル数  321 件 
 
男性 160、女性 161、性別、年代は同じ割合、および提示する 10 パターンの金額につい
て、1 パターン 30 から 33 とほぼ同数回収した。この予備調査のデータを分析し、本調査
のシナリオの種類と金額の割付を決定した。 
 
 
６．２ CVM 調査のサーベイデザイン 
 
図６－１のフローチャートに示すとおり、以下のサーベイデザインに基づき、アンケー
ト調査票を設計した（調査票は付録３に示す）。 
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仮想市場法 Contingent Valuation Method（CVM）を利用
回答者に仮想の市場を提示し、それに対する支払意思額(WTP)を計測する
予備調査
調査票によ
る予備調査
２回
調査票の決定 本調査 分　析
Ｗｅｂ調査
によるCVM予
備調査をさ
らに１回
調査内容
・ＣＶＭ調
　査のシナ
　リオ
・ＣＶＭ調
　査に設定
　する金額
1人当たり13問
の背景調査+ 
3問のCVM調査
1.情報セキュリ
　ティ全般
2.個人情報漏洩
　１/４問
3.情報セキュリ
ティ被害１/５問
推定方法
はワイブ
ル回帰分
析を利用
推　定
情報セキ
ュリティ
に対する
利用者の
支払意思
額を推定
 図６－１ 調査のフローチャート 
 
６．２．１ 分析手法およびバイアスを排除するための注意点 
 
①質問形式は、戦略バイアスおよび初期値バイアスが少ないといわれる一段階二肢選
択方式を採用する。 
②情報バイアス排除するために、それぞれのシナリオにイメージ図を挿入し、回答者
が同じイメージを持つよう工夫する。 
③抵抗回答を判別するために、NO の回答者にはその理由を聞く。 
④分析手法は、生存分析の中で、柔軟で当てはまりが良く、特定の個人属性と WTP
の関連をみる上で有効な手法であるワイブル回帰分析を用いる。 
 
６．２．２ シナリオの種類 
 
ネットワーク利用者の情報セキュリティ価値に対する評価を求めるため、本分析にお
ける調査対象は広く情報セキュリティに渡るものと考え、情報セキュリティ被害に対す
るシナリオを 5 種類作成することとした。また、個人情報について、第５章における個
人情報の WTA 評価は、「基本情報」、「メールアドレス」、「家族構成」、「身体的特徴」、
「医療カルテ・病歴」、「金融情報」の 6 種類において行ったが、本章においては、個人
情報漏洩被害に関するシナリオをさらに絞り、4 種類とした。 
シナリオで説明する情報セキュリティ被害の状態と漏洩内容の概要は表６－１に示
すとおりである。 
情報セキュリティ被害の種別は、多くの人に知られているもので、かつ被害経験者が
多いものを選択した。個人情報については、6 種類の中で「メールアドレス」は基本情 
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 表６－１ シナリオにおける情報セキュリティ被害の概要 
 
 種別 漏洩内容・状態 
基本情報 オンライン商店が氏名・住所・性別・年齢・電子メールアドレスを流出
させた 
医療情報 電子カルテ情報（氏名、住所、病歴、通院歴、医師の所見薬の記録、等）
が、インターネット上の掲示板に掲載された 
金融情報 銀行側システムの障害により顧客口座情報をインターネット上に漏洩
した 
個人情報漏洩
 
身体情報 スポーツジムが、Winny によるウイルス感染により顔写真や身長、体重、
スリーサイズ、体の悩みをインターネット上に掲載した 
コンピュータウイ
ルス 
コンピュータウイルスに感染し、突然画面が動かなくなり、書いていた
レポートが消えた 
スパム スパムメールが大量に届き、サーバーの容量不足のため、必要なメール
が届かなくなった 
ワンクリック詐欺 サイトを開いたとたんに、会員登録され高額な会費を請求された 
不正アクセス ハッカーに不正アクセスの中継地点とされ、ある企業から不正アクセス
の加害者とされた 
情報セキュリティ被
害
誹謗中傷 インターネット上の掲示板に個人を特定し中傷する内容が書かれた 
 
報の一部とみなし、「家族構成」はプライバシー情報に含まれると判断し、今回は対象か
ら外した。 
 
６．２．３ 金額の設定 
 
予備調査の結果から金額の上限と下限を設定、間を 10 等分し、表６－２のとおり 10 段
階の金額を決定した。 
 
 
表６－２ シナリオ別の設定金額 
   (円) 
個人情報漏洩 情報セキュリティ被害 
 
セキュ
リティ
全般 
基本 医療 
情報 
金融 
情報 
身体 
情報 
コンピュ
ータウイ
ルス 
スパム
ワンク
リック
詐欺 
不正ア
クセス 
誹謗 
情報 中傷 
1 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000  2,000 1,000 2,000 2,000
2 8,000 10,000 8,000 7,000 6,000 6,000  5,000 4,000 6,000 8,000
3 14,000 18,000 14,000 12,000 10,000 10,000  8,000 7,000 10,000 14,000
4 20,000 26,000 20,000 17,000 14,000 14,000 11,000 10,000 14,000 20,000
5 26,000 34,000 26,000 22,000 18,000 18,000 14,000 13,000 18,000 26,000
6 32,000 42,000 32,000 27,000 22,000 22,000 17,000 16,000 22,000 32,000
7 38,000 50,000 38,000 32,000 26,000 26,000 20,000 19,000 26,000 38,000
8 44,000 58,000 44,000 37,000 30,000 30,000 23,000 22,000 30,000 44,000
9 50,000 66,000 50,000 42,000 34,000 34,000 26,000 25,000 34,000 50,000
10 56,000 74,000 56,000 47,000 38,000 38,000 29,000 28,000 38,000 56,000
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 また、第５章の推定結果を検証するため、個人情報漏洩のシナリオについては、漏洩を
起こした企業から慰謝料として受け入れる金額に対する評価も聞いた。慰謝料として設定
した金額は、表６－３に示すとおりである。 
 
表６－３ シナリオ別慰謝料設定金額 
(円) 
 基本情報 医療情報 金融情報 身体情報 
1 10,000 30,000 10,000 20,000 
2 40,000 180,000 180,000 70,000 
3 70,000 330,000 350,000 120,000 
4 100,000 480,000 520,000 170,000 
5 130,000 630,000 690,000 220,000 
6 160,000 780,000 860,000 270,000 
7 190,000 930,000 1,030,000 320,000 
8 220,000 1,080,000 1,200,000 370,000 
9 250,000 1,230,000 1,370,000 420,000 
10 280,000 1,380,000 1,540,000 470,000 
 
６．２．４ アンケート調査の設問 
 
回答者に対して、個人情報漏洩被害 4 シナリオから 1 問、情報セキュリティ被害 5 シナ
リオから 1 問ずつランダムに割り当て、「シナリオで説明されたセキュリティ被害を回避
することができた場合の支払い」についての評価（回避型）をたずねた。これらに加えて、
「イラストで示されたセキュリティ被害すべての脅威から守られる有料サービスに対し
て１回支払う金額」とする「セキュリティ全般」についての予防型評価を全員に聞いた。
これら CVM の設問 3 問に加えて、個人属性の他、情報セキュリティに関する質問内容と
して、セキュリティに対する意識、セキュリティ対策状況、セキュリティ被害経験に関す
るものなど 13 問（表６－４）を設定した。 
 
表６－４ 質問内容 
 
問 質問内容 
1 情報セキュリティ被害についての意識 
2 職業 
3 1 ヶ月に自由に使える金額 
4 パソコンの使用年数 
5 パソコンで E メールを送受信するメール数 
6 パソコンに情報セキュリティ対策を実施しているか 
7 どのような情報セキュリティ対策を実施しているか 
8 どのぐらいの頻度で情報セキュリティ対策を実施しているか 
9 セキュリティ対策ソフトなどの導入に、１回当たりいくら支払ったか 
10 セキュリティサービス利用に月額いくら支払っているか 
11 情報セキュリティ対策を実施しない理由 
12 セキュリティ被害経験 
13 どのようなセキュリティ被害に遭ったか 
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 さらに、個人情報漏洩の 4 シナリオについては、慰謝料として受け入れる金額に対する
WTA 評価も聞いた。 
 
６．２．５ 目標回収サンプル数 
 
それぞれの母集団の大きさは、目標精度 5％の時に必要な標本の大きさ（近似値）は 384
とされる[1]ため、384×5 設問から回収目標を 2,000 とした。 
個人情報に関する 4 シナリオ、情報セキュリティ被害に関する 5 シナリオと、それぞれ
異なる範囲の 10 種類の金額パターンを乱数により組み合わせ、40 パターン設定し、同じ
割合を回収することを目標とした。設問数と目標回収サンプル数について、表６－５およ
び６－６にまとめる。 
 
表６－５ 設問数および目標回収サンプル数  
 
質問内容 目標回収数 設問数 
セキュリティに関する意識等 2,000 13 
CVM セキュリティ全般 2,000  1 
  500 
  500 
  500 
CVM 
個人情報漏洩 
基本情報 
医療情報 
金融情報 
身体情報   500  1 
400 
400 
  400 
CVM 
  400 
コンピュータウイルス 
スパム 
ワンクリック詐欺 
不正アクセス 
情報セキュリティ被害 
  400 誹謗中傷 1 
16     計  
 
  
６．３ CVM 調査結果の概要 
 
６．３．１ アンケート調査実施概要 
 
①調査対象  全国のインターネット利用者 
②調査時期  2008 年 2 月 15 日～18 日 
③調査方法  インターネット上のアンケート調査サイト「goo」を利用した 
Web アンケート 
④回収サンプル数 2,147 件 
 
CVM による質問の回答は、9 種類のシナリオ・10 段階の金額幅の 40 パターンについて、
１パターン 40 から 67 の範囲で平均 54（2.5%）と比較的同数を回収した（表６－７）。 
個人情報漏洩被害に関する回答については、「基本情報」538、「医療情情報」538、「金
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 表６－６ セグメント割付回収内訳 （注．Ａ：個人情報漏洩 Ｂ：情報セキュリティ被害） 
 
回答パターン リンクパターン N
o A B 
目標 
回収数 A① A② A③ A④ B① B② B③ B④ B⑤
1 B① 100 ○    ○     
2 B② 100 ○     ○    
3 B③ 100 ○      ○   
4 B④ 100 ○       ○  
A① 
B⑤ 100 ○        ○ 5 
6 B① 100  ○   ○     
7 B② 100  ○    ○    
8 B③ 100  ○     ○   
9 B④ 100  ○      ○  
A② 
B⑤ 100  ○       ○ 10 
11 B① 100   ○  ○     
12 B② 100   ○   ○    
13 B③ 100   ○    ○   
14 B④ 100   ○     ○  
A③ 
B⑤ 100   ○      ○ 15 
16 B① 100    ○ ○     
17 B② 100    ○  ○    
18 B③ 100    ○   ○   
19 B④ 100    ○    ○  
A④ 
B⑤ 100    ○     20 ○ 
2000       合計    
 
表６－７ CVM パターン別回収数 
パターン 回収数 % パターン 回収数 % 
1 65 3.0% 21 52 2.4% 
2 40 1.9% 22 50 2.3% 
3 40 1.9% 23 63 2.9% 
4 60 2.8% 24 62 2.9% 
5 50 2.3% 25 53 2.5% 
6 58 2.7% 26 46 2.1% 
7 51 2.4% 27 43 2.0% 
8 57 2.7% 28 64 3.0% 
9 51 2.4% 29 47 2.2% 
10 52 2.4% 30 64 3.0% 
11 47 2.2% 31 67 3.1% 
12 58 2.7% 32 59 2.8% 
13 47 2.2% 33 65 3.0% 
14 45 2.1% 34 44 2.1% 
15 55 2.6% 35 65 3.0% 
16 44 2.1% 36 60 2.8% 
17 55 2.6% 37 50 2.3% 
18 47 2.2% 38 60 2.8% 
19 47 2.2% 39 63 2.9% 
20 44 2.1% 40 57 2.7% 
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 融情報」532、「身体情報」539、セキュリティ被害に関する回答は、「コンピュータウイ
ルス」434、「スパム」429、「ワンクリック詐欺」425、「不正アクセス」428、「誹謗中傷」
431 と、目標以上のサンプルを回収した。 
 
６．３．２ 回答者の個人属性 
 
（１）性別・年齢 
表６－８のとおり、性別は男 1,100（51.2%）、女 1,047（48.8%）とほぼ同数、性別と年
齢の割合は、すべての年代・性別が 14.0％から 18.0%とほぼ同じ割合を回収した。年齢は
13 歳から 81 歳で、平均 40.2 歳だった。 
 
表６－８ 性別・年代別回収数 
 
 
 
 
 
 
男 
 
 
 
（２）回答者の職業 
表６－９のとおり、職業は就労者 53.6%、学生･生徒 19.1%、未就労者 27.3%であった。 
 
表６－９ 職業別サンプル数 
 職業・業種 数 ％   
1 政府・官公庁 41 1.9%
2 学校、教育関係 72 3.4%
3 医療関係 59 2.8%
4 水産・農林業 8 0.4%
5 鉱業 1 0.1%
6 建設業 65 3.0%
7 製造業 187 8.7%
8 電気・ガス業 14 0.7%
9 倉庫・運輸関連業 38 1.8%
10 情報・通信業 104 4.8%
11 商業 65 3.0%
12 金融・保険業 40 1.9%
13 不動産業 24 1.1%
14 サービス業 279 13.0%
就労者 1,150 53.6% 
15 学生・生徒 410 19.1% 学生生徒 410 19.1% 
16 専業主婦・主夫 408 19.0%
17 無職 179 8.3%
未就労者 587 
  
27.3% 
 
18 その他 153 7.1%   
計 2,147 100%   
女 性別 
年代 回収数 ％ 回収数 ％ 
19 歳以下 185 16.8% 165 15.8% 
20～29 歳 154 14.0% 188 18.0% 
30～39 歳 193 17.5% 171 16.3% 
40～49 歳 205 18.6% 166 15.9% 
50～59 歳 189 17.2% 176 16.8% 
60 歳以上 174 15.8% 181 17.3% 
計 1,100 51.2% 1,047 48.8% 
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 （３）世帯年収 
図６－２のとおり、世帯年収は、「答えたくない」という回答が全体の 21.7%あった。回
答があった中では、400 万円以上 500 万円未満が 11.6%、300 万円以上 400 万円未満が 11.1%
と最も多く、これを中心に上下に減少する。 
年代と年収の関係をみると、10 代は 56.9%が「答えたくない」と多く、10.3%が 100 万
円未満だった。20 代は「答えたくない」が 29.8%あり、400 万円未満までで 38.3%だった。
30 代は 300 万円以上 600 万円未満で 46.2%を占め、40 代と 50 代は満遍なく分布しており、
60 代以上は 200 万円以上 500 万円未満が 47.0%だった。 
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答えたくない
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 図６－２ 世帯年収 
 
（４）自由に使える金額（月額）  
5 千円以上 2 万円未満が 33.3%と最も多く、10 代は 41.1%が 5 千円未満、20 代以上は
5 万円未満まで満遍なくあり、年代による差はあまりなかった（図６－３）。 
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図６－３ 自由に使える金額（月額） 
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 （５）インターネット利用年数 
 表６－１０のとおり、インターネット利用年数は、8 年（15.3%）が最も多く、次いで
13 年以上（13.8%）。過半数が 8 年以上だった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（６）インターネット利用時間（週時間） 
 図６－４のとおり、インターネット利用時間は、1 時間以上 5 時間未満（28.7%）が最も
多く、次に 10 時間以上 20 時間未満（19.6%）5 時間以上 10 時間未満（18.5%）と続く。 
表６－１０ インターネット利用年数 
 
年数 数 ％ 
1 年 53 2.5%
2 年 72 3.4%
3 年 82 3.8%
4 年 118 5.5%
5 年 134 6.2%
6 年 189 8.8%
7 年 183 8.5%
8 年 328 15.3%
9 年 202 9.4%
10 年 235 10.9%
11 年 135 6.3%
12 年 117 5.5%
13 年以上 297 13.8%
回答なし 2 0.1%
計 2,147 100%
 
0.1%
11.6%
6.8%
12.2%
19.6%
18.5%
28.7%
2.5%
0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%
回答なし
4０時間以上
３０時間以上４０時間未満
２０時間以上３０時間未満
１０時間以上２０時間未満
５時間以上１０時間未満
１時間以上５時間未満
１時間未満（週時間）
図６－４ インターネット利用時間（週時間）
 
６．３．３ 記述統計 
 
補論２に全ての記述統計結果を記載することとし、本項では概略を説明する。 
表６－１１に示すとおり、情報セキュリティ被害に関する意識において、被害の脅威につ
いて十分理解していると答えたのは全体の 75.2%あり、情報セキュリティ被害の脅威につ
いては、かなり浸透しているといえる。一方で、「自分が被害を受けることはないと思う」
と答えたのは 9.9%、「被害を受けても特に困るようなことは起こらないと思う」が 1.5％、
「警察や企業が補償してくれると思う」と答えたのは 0.5%あり、実際の被害者となる危機
意識が低い回答者もあった。また、回答者の年代による差はみられなかった。 
情報セキュリティ対策については、全体の 87.1%が何らかの対策を実施しており、今
後実施する予定を含めると 90%以上が何らかの対策を行っている。しかし、2.9%は「費
用がかかる」、「面倒だから」、「対策の必要性を感じない」などの理由で、対策を実施し
ないと回答している（表６－１２）。 
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 表６－１１ セキュリティ被害についての意識調査について 
 
回答 数 ％ 
説明にある情報セキュリティ被害の怖さは、よくわかっている 1,614 75.2%
説明にある被害について意味は理解できるが、自分が被害を受けることはない
と思う 212 9.9%
たとえ、自分が被害を受けても、特に困るようなことは起こらないと思う 33 1.5%
たとえ、自分が被害を受けても、警察や企業が補償してくれると思う 11 0.5%
説明を読んでも、具体的にどのようなことが起こるのか、イメージがわかない 202 9.4%
情報セキュリティ被害が怖いとは思わない 6 0.3%
わからない 65 3.0%
その他 4 0.2%
    計 2,147 100%
 
表６－１２ 情報セキュリティ対策 
 
回答 数 ％ 実施 ％ 
自分自身で実施している 1,204 56.1% 
家族や知人などが実施している 310 14.4% 
プロバイダ提供のセキュリティサービスを利用している 357 16.6% 1,871 87.1%
実施していないが、今後実施する予定 90 4.2% 90 4.2%
実施していないし、今後も実施する予定はない 62 2.9%   
わからない 115 5.4%   
個人のパソコンは持っていない 9 0.4%   
  計 2,147 100%   
 
 
情報セキュリティを実施している回答者のうち 72.5％がセキュリティソフトなどを
購入、27.1%はプロバイダが提供するセキュリティサービスに加入していると答えた（表
６－１３）。 
 
表６－１３ 情報セキュリティ対策 
 
回答 数 ％ 
Windows update などによる更新 1,366 69.7% 
セキュリティ対策ソフトなどの導入 1,421 72.5% 
プロバイダが提供するセキュリティサービスに加入 532 27.1% 
パスワードによるロック 475 24.2% 
パスワードの定期的な変更 223 11.4% 
怪しい電子メール・添付ファイルの削除 1,076 54.9% 
Winny などのファイル交換ソフトの使用を自粛する 588 30.0% 
その他 28 1.4% 
 計 1,961  
（※複数回答可） 
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 セキュリティソフトなどの購入は 0 円から 6 万円まであり、0 円が 12.3%、平均は 4,000
円だった。セキュリティサービスの加入は 0 円から 1 万円まであり、0 円が 8.8%、平均
は月額 652 円だった。 
また、情報セキュリティ被害経験があったのは全体の 22.0%（表６－１４）で、その
内訳は 79.7%が「コンピュータウイルス」、次いで「スパイウェア」28.8%、「個人情報漏
洩」14.0%、「ワンクリック詐欺」13.8%と続く（表６－１５）。 
 
表６－１４ セキュリティ被害経験     表６－１５ 被害の内訳（複数選択） 
 
回数 数 ％ 
1 196 41.5%
被害 数 ％ 
コンピュータウイルス 376 79.7%
2 104 22.0%
3 
スパイウェア 136 28.8%
75 15.9%
4 11 
個人情報漏洩 66 14.0%
2.3% ワンクリック詐欺 65 13.8%
5 33 7.0% 不正アクセス 38 8.1%
7 1 0.2% フィッシング・ファーミング 20 4.2%
9 1 0.2%
ウェブ上での誹謗中傷 17 3.6%
10 29 6.2%
その他 8 1.7%12 1 0.2%  
15 3 0.6%
20 6 1.3%
30 2 0.4%
50 2 0.4%
100 3 0.6%
500 1 0.2%
1,000 4 0.9%
計 472 22.0%
ない 1,393 64.9%
わからない 282 13.1%
 
 
６．４ 実証分析 
 
６．４．１ 抵抗回答 
 
抵抗回答とは、支払手段に反対、シナリオの詳細が不明などの理由で、アンケート上に
示されたシナリオに納得できず自己の支払意思額をゼロとした回答である。抵抗回答は
CVM を手法とした調査では必ず生じる回答であるが、シナリオに対する正しい支払意思
額を表しているものでないため、有効回答から除外して分析することが望ましいとされて
いる[2]。本調査においても抵抗回答かどうかを判断するために、NO と答えた回答者には
その理由をたずねた。質問を理解していない、シナリオを受け入れていない回答、および
情報セキュリティの価値を認めていてシナリオの支払方法などの説明を改善すれば支払
う可能性があるものを抵抗回答とみなした。抵抗回答と除外した回答数を表６－１６に示
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 す。一方、反対理由のうち、「金額が高すぎる」、「銀行による補償があるから」、「個
人情報は重要だと思わない、すでに流出している」、「口座にお金が入っていない」など、
たとえシナリオを変更しても支払い意思が変更する可能性のないものは、通常の支払拒否
回答とみなした。その結果、分析対象とした回答数は表６－１７のとおりである。 
 
表６－１６ 抵抗回答 
 
個人情報漏洩 情報セキュリティ被害 
種別 
 
回答 
セ キ
ュ リ
テ ィ
全般
基
本
情
報
医
療
情
報
金
融
情
報
身
体
情
報
コンピ
ュータ
ウイル
ス 
ス
パ
ム 
ワン
クリ
ック
詐欺 
不正
アク
セス
誹
謗
中
傷
完全にセキュリティが守られると
は思えない、守られる保証がない 24 4   3   2  5
お金を払わなくても自分で守れる 23   1  3 9 9  2
すでにサービス（無料等）を受け
ている、受けているサービスで十
分 31  1  1 3 2  1  
自分で決められない 1        1  
被害を受けることはない、たいし
た被害でない 19     4  1 6 1
漏洩させた事業者の責任である  2 7 6 1  1  1  
金額の根拠がわからない    1  1     
警察、消費者センター等へ相談す
る        4   
支払う理由がない        4  1
質問の意味がわからない 29 9 11 18 5 3 4 7 5 14
その他 3 4 1 2  2  2 4 2
計 130 19 20 28 10 16
1
6 29 18 25
 
 
表６－１７ データ数のまとめ 
 
種別 回収数 抵抗回答 ％ 分析対象数 
セキュリティ全般 2,147 130 6.1% 2,017 
基本情報 538 19 3.5% 519 
医療情報 538 20 3.7% 518 
金融情報 532 28 5.3% 504 
身体情報 539 10 1.9% 529 
コンピュータウイルス 434 16 3.7% 418 
スパム 429 16 3.7% 413 
ワンクリック詐欺 425 29 6.8% 396 
不正アクセス 428 18 4.2% 410 
誹謗中傷 431 25 5.8% 406 
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 ６．４．２ 推定 
 
本研究における質問形式は、一段階二肢選択形式を選択した。この形式により得られた
データからWTPを推定する方法として、生存分析のワイブル回帰分析(Weibull Regression)
を用いて推定を行った[3]。 
提示額Ｔのときに回答者が YES と回答する確率を生存関数によって定義すると、生存関
数 S と累積分布関数 G の間には S(T)=1-G(T)が成立する。この関数 S は各提示金額に対す
る受諾確率を表すので受諾率曲線と呼ぶことができる。ここで WTP の分布型をワイブル
分布(Weibull Distribution)と仮定すれば、受諾率曲線を(1)のように定式化でき、最尤推定法
によりその関数値を最大化するパラメータを推定することができる。 
 
    ⎥⎦
⎤⎢⎣
⎡ ⎟⎠
⎞⎜⎝
⎛ −−= σ
μTTS lnexpexp)(       (1) 
 
Ｔ    ：提示額 
μ、σ：パラメータ 
  
また、WTP に影響を与える変数を分析するために、関連する変数を組み込んだモデルに
よる分析を行う。(1)のモデル式のパラメータμが個人によって異なると想定した式(2)を用
いる。 
 
    ⎥⎦
⎤⎢⎣
⎡ ⎟⎠
⎞⎜⎝
⎛ −−= σ
β XiTTS 'lnexpexp)(              (2) 
 
Ｔ ：提示額 
σ  ：パラメータ 
Xi  ：個人 に関わる個人属性 i
'β   ：属性に関するパラメータベクトル 
 
６．４．３ 推定結果 
 
有効回答より得られた回答パターンを CVM 解析ソフト（CVM2002）に代入し、ワイ
ブル回帰分析により分析した結果をシナリオ別に以下の図６－５～図６－１４に示す。
係数の推定結果は、いずれも p 値が 1%水準で有意であった。 
それぞれの情報セキュリティ全般、4 種類の個人情報、5 種類の情報セキュリティ被害
のシナリオごとに、受諾率分布と受諾率曲線と推定された中央値と平均値を示す。 
中央値は半数の回答者が YES と答え、残りの半数が NO と答える提示額に相当し、平
均値は受諾率曲線の下側、最大提示額のところまでの面積をもとに計算するものである
[4]。 
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 （１）情報セキュリティ全般 
 
係数推定結果          モデル推定結果 
係数名 係数 漸近ｔ値 ｐ値 有効回答数 2,017 
シグマ(σ) 2.100 14.300 0.000*** 最終的な対数尤度 -1025.96
定数項 9.280 112.000 0.000***  
 
平均値 23,523 円
中央値 4,935 円
 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
2,000
8,000
14,000
20,000
26,000
32,000
38,000
44,000
50,000
56,000
YES NO
  
図６－５ 受諾率分布および受諾率曲線（情報セキュリティ全般） 
 
（２）基本情報 
 
係数推定結果          モデル推定結果 
係数名 係数 漸近ｔ値 ｐ値 有効回答数 519 
シグマ(σ) 2.470 6.730 0.000*** 最終的な対数尤度 -275.07
定数項 9.430 50.300 0.000***  
 
平均値 39,936 円
中央値 5,047 円
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
2,000
10,000
18,000
26,000
34,000
42,000
50,000
58,000
66,000
74,000
YES NO
  
図６－６ 受諾率分布および受諾率曲線（基本情報） 
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 （３）医療情報 
 
係数推定結果          モデル推定結果 
係数名 係数 漸近ｔ値 ｐ値 有効回答数 518 
シグマ(σ) 2.810 5.600 0.000*** 最終的な対数尤度 -309.55
定数項 9.590 53.400 0.000***  
 
平均値 69,647 円
中央値 5,247 円
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
2000
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YES NO
 
図６－７ 受諾率分布および受諾率曲線（医療情報） 
 
（４）金融情報 
 
係数推定結果          モデル推定結果 
係数名 係数 漸近ｔ値 ｐ値 有効回答数 504 
シグマ(σ) 2.660 5.380 0.000*** 最終的な対数尤度 -310.45
定数項 9.700 59.700 0.000***  
 
 
平均値 65,111 円
中央値 6,126 円
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
2,000
7,000
12,000
17,000
22,000
27,000
32,000
37,000
42,000
47,000
YES NO
 
図６－８ 受諾率分布および受諾率曲線（金融情報） 
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 （５）身体情報 
 
係数推定結果          モデル推定結果 
係数名 係数 漸近ｔ値 ｐ値 有効回答数 529 
シグマ(σ) 1.840 6.450 0.000*** 最終的な対数尤度 -329.01
定数項 9.830 91.000 0.000***  
 
平均値 32,039 円
中央値 9,434 円
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
2,000
6,000
10,000
14,000
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22,000
26,000
30,000
34,000
38,000
YES NO
 
図６－９ 受諾率分布および受諾率曲線（身体情報） 
 
（６）コンピュータウイルス 
 
係数推定結果         モデル推定結果 
係数名 係数 漸近ｔ値 ｐ値 有効回答数 418 
シグマ(σ) 1.300 7.470 0.000*** 最終的な対数尤度 -247.98
定数項 9.950 112.000 0.000***  
 
平均値 24,422 円
中央値 13,022 円
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
2,000
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38,000
YES NO
 
 
図６－１０ 受諾率分布および受諾率曲線（コンピュータウイルス） 
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 （７）スパム 
 
係数推定結果         モデル推定結果 
係数名 係数 漸近ｔ値 ｐ値 有効回答数 413 
シグマ(σ) 1.730 6.150 0.000*** 最終的な対数尤度 -224.16
定数項 9.090 65.300 0.000***  
 
平均値 14,056 円
中央値 4,711 円
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
2,000
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YES NO
 
図６－１１ 受諾率分布および受諾率曲線（スパム） 
 
（８）ワンクリック詐欺 
 
係数推定結果         モデル推定結果 
係数名 係数 漸近ｔ値 ｐ値 有効回答数 396 
シグマ(σ) 1.700 6.060 0.000*** 最終的な対数尤度 -239.89
定数項 9.520 81.700 0.000***  
 
平均値 21,022 円
中央値 7,279 円
 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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図６－１２ 受諾率分布および受諾率曲線（ワンクリック詐欺） 
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 （９）不正アクセス 
 
係数推定結果         モデル推定結果 
係数名 係数 漸近ｔ値 ｐ値 有効回答数 410 
シグマ(σ) 1.820 5.710 0.000*** 最終的な対数尤度 -259.03
定数項 9.940 79.600 0.000***  
 
平均値 35,426 円
中央値 10,639 円
 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
2,000
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30,000
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38,000
YES NO
 
図６－１３ 受諾率分布および受諾率曲線（不正アクセス） 
 
（１０）誹謗中傷 
 
係数推定結果         モデル推定結果 
係数名 係数 漸近ｔ値 ｐ値 有効回答数 406
シグマ(σ) 2.050 5.940 0.000*** 最終的な対数尤度 -231.89
定数項 9.670 63.400 0.000***  
 
平均値 33,242 円
中央値 7,442 円
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
2,000
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20,000
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図６－１４ 受諾率分布および受諾率曲線（誹謗中傷） 
92 
 ６．５ 支払意思額推定結果のまとめ 
 
抵抗回答を除くデータのパラメータの推定結果から導出される WTP 推定値と、参考
のために全データによる推定値を表６－１８に示す。抵抗回答を除く分析結果と全デー
タの分析結果を比較した場合、前者の方が NO の回答が少ないため、WTP の値は前者の
方が大きくなるはずである。すべての中央値については前者の値の方が大きくなったが、
「基本情報」、「医療情報」、「コンピュータウイルス」、「ワンクリック詐欺」、「誹
謗中傷」の平均値については後者の値の方が大きくなった。この検証のため、提示金額
ごとの抵抗回答の割合を算出した結果、10 段階の金額のうち最も提示額の低い回答に抵
抗回答が多かったことが影響しているとみられる。 
表６－１８に示すとおり、中央値の最低額は「スパム」の 4,711 円、最高額は「コンピ
ュータウイルス」の 13,022 円であった。平均値については、最低額が「スパム」の 14,056
円、最高額は「医療情報」の 69,647 円であった。推定された金額は、情報セキュリティ
確保のためのネットワーク利用者の支払意思額である。しかし、これらは絶対値でなく、
幅をもって捕えるべき数字であることに注意する必要がある。 
平均値は、一般的に中央値よりかなり高くなるといわれている[5]とおり、個人情報漏洩
では 3.4～13.3 倍、情報セキュリティ被害では 1.9～4.5 倍となった。WTP の中央値と平均
値のどちらを用いるべきかについては様々意見が分かれているが、中央値を下限、平均値
を上限と考えることもできる[5]。 
中央値は回答者の半数が YES と回答した金額であり、算出された中央値は 4,711 円か
ら 13,022円と市販されているセキュリティソフトの金額にほぼ相当するものであること
から、評価額として採用することは問題ないと考える。平均値との差があまりないもの
については、中央値を下限、平均値を上限と見てよいと思われるが、差が大きいものに
ついては、慎重に考える必要があるだろう。例えば、「医療情報」については平均値が
中央値の 13.3 倍、「金融情報」は 10.6 倍であった。回答者の半数が、残りの半数に比べ、 
 
表６－１８ WTP 推定結果のまとめ 
 
抵抗回答を除くデータ 抵抗回答を含むデータ（参考） 
セキュリティ種別 
中央値(円) 平均値(円) 中央値(円) 平均値(円)回答数有効回答数
セキュリティ全般 2,017 4,935 23,523 2,147 4,045 22,935
基本情報漏洩 519 5,047 39,936 538 4,013 43,461
医療情報漏洩 518 5,247 69,647 538 4,426 72,711
金融情報漏洩 504 6,126 65,111 532 5,293 58,959
 
個人 
情報 
身体情報漏洩 529 9,434 32,039 539 9,085 31,129
コンピュータウイルス 418 13,022 24,422 434 11,380 25,828
スパム 413 4,711 14,056 429 4,119 14,037
ワンクリック詐欺 396 7,279 21,022 425 5,877 21,311
不正アクセス 410 10,639 35,426 428 9,561 34,368
情報
セキ
ュリ
ティ
被害 
誹謗中傷 406 7,442 33,242 431 5,617 36,266
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 相当な金額を支払う意思があるということを示しているのであるが、シナリオが仮想的
状況を示したものであったため、仮想バイアスの可能性も否定できない。 
金額の設定が同じであっても、シナリオにより算出された WTP が異なることは、各情
報セキュリティ被害の評価の違いを明らかにしているといえる。例えば、2,000 円から
56,000 円までの提示額であるシナリオについて、「セキュリティ全般」、「医療情報」、
「誹謗中傷」の中央値、平均値はそれぞれ異なる金額が推定された。また、2,000 円から
38,000 円までの提示額である「身体情報」、「コンピュータウイルス」、「不正アクセス」
のも同様であった。 
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 ６．６ 属性による支払意思額への影響 
  
６．６．１ 投入した変数 
 
どのような個人属性が WTP に影響を与えているかを求めるため、表６－１９に示す変
数との関係について分析を加えた[6]。 
世帯年収については、「答えたくない」という回答が全体の 21.7%あったが、年代別年
収の中位値を割り当てた。具体的には、10 代と 20 代が 450 万円、30 代 550 万円、40 代
650 万円、50 代 750 万円、60 代以上 550 万円である。 
 
表６－１９ 投入した変数 
 
変数 変数の説明 
1 性別 「男性」=1、「女性」=0 
年代 年代（10 代、20 代、30 代、40 代、50 代、60 代、70 代） 2 
年収 世帯年収(百万円/年) 3 
インターネット利用年数 インターネット利用年数（年） 4 
インターネット利用時間 インターネット利用時間(週時間) 5 
就労者 「就労者」=1、「未就労者」=0 6 
就学者 「学生･生徒」=1、「学生以外」=0 7 
業種：情報 「情報関連業種従事者」=1、「その他」=0 8 
業種：金融 「金融関連業種従事者」=1、「その他」=0 9 
業種：医療 「医療関連業種従事者」=1、「その他」=0 10 
セキュリティ対策 「セキュリティ対策実施あり」=1、「なし」=0 11 
被害経験：コンピュータウイルス 「コンピュータウイルス被害経験あり」=1、「なし」=0 12 
被害経験：個人情報漏洩 「個人情報漏洩被害経験あり」=1、「なし」=0 13 
被害経験：不正アクセス 「不正アクセス被害経験あり」=1、「なし」=0 14 
被害経験：ワンクリック詐欺 「ワンクリック詐欺被害経験あり」=1、「なし」=0 15 
 
 
６．６．２ 推定結果 
 
推定結果をそれぞれのシナリオごとに、表６－２０～表６－２９に示す。 
各モデルの信頼性については、モデルの適合度を表す基準のひとつである尤度比指数で
確認することができる。本分析については、指数は 0.02～0.07 であり良好とはいえないが、
p 値が有意であるものについては説明力の問題はないと考える。 
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 表６－２０ 推定結果(情報セキュリティ全般)(****1%水準有意、**5%水準有意、*10%水準有意) 
係数名 係数 漸近ｔ値 ｐ値 
シグマ(σ) 2.050 14.500 0.00***
性別 -0.022 -0.163 0.87 
年代 -0.009 -0.110 0.91 
年収 0.241 3.680 0.00***
インターネット利用年数 -0.033 -0.525 0.60 
インターネット利用時間 0.023 0.379 0.70 
就労者 -0.515 -3.030 0.00***
就学者 0.033 0.127 0.90 
業種：情報 -0.272 -0.911 0.36 
業種：金融 -0.017 -0.037 0.97 
業種：医療 0.235 0.618 0.54 
セキュリティ対策 0.807 3.520 0.00***
被害経験：コンピュータウイルス 0.177 1.030 0.30 
被害経験：個人情報漏洩 -0.049 -0.138 0.89 
被害経験：不正アクセス 0.768 1.600 0.11 
被害経験：ワンクリック詐欺 -0.228 -0.613 0.54 
定数項 8.790 34.900 0.00***
サンプル数 
対数尤度 
支払意思額推定平均値 
支払意思額推定中央値 
2,017 
-1,001.37 
23,523 
4,935 
尤度比指数 0.02 
 
 
  表６－２１ 推定結果（基本情報）  （****1%水準有意、**5%水準有意、*10%水準有意） 
係数名 係数 漸近ｔ値 ｐ値 
シグマ(σ) 2.250 7.000  0.00***
性別 0.571 1.910  0.06*
年代 -0.075 -0.411  0.68 
年収 0.123 0.910  0.36 
インターネット利用年数 -0.149 -1.070  0.28 
インターネット利用時間 -0.051 -0.366  0.71 
就労者 -0.155 -0.432  0.67 
就学者 -0.067 -0.127  0.90 
業種：情報 -1.440 -2.170  0.03**
業種：金融 1.120 1.030  0.30 
業種：医療 -0.195 -0.183  0.85 
セキュリティ対策 0.412 0.876  0.38 
被害経験：コンピュータウイルス -0.113 -0.289  0.77 
被害経験：個人情報漏洩 0.246 0.290  0.77 
被害経験：不正アクセス -1.910 -1.240  0.21 
被害経験：ワンクリック詐欺 -1.500 -1.680  0.09*
定数項 9.030 17.700  0.00***
サンプル数 
対数尤度 
支払意思額推定平均値 
支払意思額推定中央値 
519 
-265.64 
39,936 
5,047 
尤度比指数 0.03 
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    表６－２２ 推定結果（医療情報） （****1%水準有意、**5%水準有意、*10%水準有意） 
係数名 係数 漸近ｔ値 ｐ値 
シグマ(σ) 2.780 5.620  0.00***  
性別 -0.239 -0.678  0.50  
年代 0.087 0.385  0.70  
年収 0.099 0.575  0.57  
インターネット利用年数 -0.151 -0.862  0.39  
インターネット利用時間 -0.151 -0.900  0.37  
就労者 -0.008 -0.019  0.99  
就学者 1.180 1.660  0.10*  
業種：情報 0.767 0.860  0.39  
業種：金融 0.981 0.480  0.63  
業種：医療 2.020 1.610  0.11  
セキュリティ対策 0.475 0.739  0.46  
被害経験：コンピュータウイルス 0.660 1.320  0.19  
被害経験：個人情報漏洩 0.163 0.180  0.86  
被害経験：不正アクセス 0.327 0.291  0.77  
被害経験：ワンクリック詐欺 1.210 1.180  0.24  
定数項 8.780 12.200  0.00***  
サンプル数 
対数尤度 
支払意思額推定平均値 
支払意思額推定中央値 
 518  
 -300.58  
 69,647  
 5,247  
尤度比指数  0.03  
 
    
表６－２３ 推定結果（金融情報） （****1%水準有意、**5%水準有意、*10%水準有意） 
係数名 係数 漸近ｔ値 ｐ値 
シグマ(σ) 2.670 5.160 0.00***  
性別 -0.407 -1.120 0.26  
年代 -0.029 -0.130 0.90  
年収 0.328 1.800 0.07*  
インターネット利用年数 -0.196 -1.100 0.27  
インターネット利用時間 0.054 0.326 0.74  
就労者 -0.035 -0.078 0.94  
就学者 1.400 1.810 0.07*  
業種：情報 -0.568 -0.848 0.40  
業種：金融 -0.657 -0.673 0.50  
業種：医療 -0.298 -0.334 0.74  
セキュリティ対策 1.350 2.170 0.03**  
被害経験：コンピュータウイルス 0.391 0.864 0.39  
被害経験：個人情報漏洩 -0.252 -0.256 0.80  
被害経験：不正アクセス 0.714 0.538 0.59  
被害経験：ワンクリック詐欺 -0.388 -0.389 0.70  
定数項 8.440 12.900 0.00***  
サンプル数 
対数尤度 
支払意思額推定平均値 
支払意思額推定中央値 
504 
-297.44 
65,111 
6,126 
尤度比指数 0.04 
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 表６－２４ 推定結果（身体情報） （****1%水準有意、**5%水準有意、*10%水準有意） 
係数名 係数 漸近ｔ値 ｐ値 
シグマ(σ) 1.780 6.480 0.00***  
性別 -0.364 -1.530 0.13  
年代 －0.281 -1.750 0.08*  
年収 0.170 1.400 0.16  
インターネット利用年数 0.043 0.372 0.71  
インターネット利用時間 -0.042 -0.374 0.71  
就労者 0.094 0.313 0.75  
就学者 0.229 0.473 0.64  
業種：情報 0.996 1.370 0.17  
業種：金融 0.494 0.621 0.53  
業種：医療 -0.174 -0.272 0.79  
セキュリティ対策 0.369 0.933 0.35  
被害経験：コンピュータウイルス -0.704 -2.160 0.03**  
被害経験：個人情報漏洩 1.530 1.900 0.06*  
被害経験：不正アクセス -0.075 -0.075 0.94  
被害経験：ワンクリック詐欺 -0.655 -1.010 0.31  
定数項 9.630 21.800 0.00***  
サンプル数 
対数尤度 
支払意思額推定平均値 
支払意思額推定中央値 
 529 
-317.06 
32,039 
9,434 
尤度比指数 0.04 
 
     
表６－２５ 推定結果（コンピュータウイルス）(****1%水準有意、**5%水準有意、*10%水準有意) 
係数名 係数 漸近ｔ値 ｐ値 
シグマ(σ) 1.220 7.670  0.00***  
性別 0.000 0.002  1.00  
年代 0.056 0.453  0.65  
年収 0.071 0.772  0.44  
インターネット利用年数 -0.086 -0.940  0.35  
インターネット利用時間 -0.001 -0.011  0.99  
就労者 -0.538 -2.220  0.03**  
就学者 0.364 0.938  0.35  
業種：情報 0.785 1.750  0.08*  
業種：金融 0.379 0.421  0.67  
業種：医療 0.348 0.436  0.66  
セキュリティ対策 0.416 1.310  0.19  
被害経験：コンピュータウイルス 0.025 0.097  0.92  
被害経験：個人情報漏洩 -0.749 -1.220  0.22  
被害経験：不正アクセス 0.189 0.237  0.81  
被害経験：ワンクリック詐欺 0.893 0.950  0.34  
定数項 9.710 28.600  0.00***  
サンプル数 
対数尤度 
支払意思額推定平均値 
支払意思額推定中央値 
 418 
-237.20 
24,422 
13,022 
尤度比指数 0.04 
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 表６－２６ 推定結果（スパム） （****1%水準有意、**5%水準有意、*10%水準有意） 
係数名 係数 漸近ｔ値 ｐ値 
シグマ(σ) 1.540 6.400  0.00***  
性別 -0.060 -0.256  0.80  
年代 0.278 1.840  0.07*
年収 0.098 0.874  0.38  
インターネット利用年数 -0.061 -0.553  0.58  
インターネット利用時間 -0.242 -2.180  0.03**  
就労者 -0.016 -0.056  0.95  
就学者 -0.001 -0.003  1.00  
業種：情報 -1.490 -2.260  0.02**  
業種：金融 1.160 1.410  0.16  
業種：医療 0.474 0.660  0.51  
セキュリティ対策 0.556 1.400  0.16  
被害経験：コンピュータウイルス 0.200 0.628  0.53  
被害経験：個人情報漏洩 0.552 0.853  0.39  
被害経験：不正アクセス 0.352 0.419  0.68  
被害経験：ワンクリック詐欺 0.651 1.080  0.28  
定数項 8.570 19.900  0.00***  
サンプル数 
対数尤度 
支払意思額推定平均値 
支払意思額推定中央値 
 413 
-208.47 
14,056 
4,711 
尤度比指数 0.07 
 
  
表６－２７ 推定結果(ワンクリック詐欺) (****1%水準有意、**5%水準有意、*10%水準有意) 
係数名 係数 漸近ｔ値 ｐ値 
シグマ(σ) 1.630 6.090  0.00***  
性別 0.009 0.034  0.97  
年代 0.291 1.680  0.09*  
年収 -0.049 -0.401  0.69  
インターネット利用年数 -0.145 -1.130  0.26  
インターネット利用時間 -0.042 -0.366  0.71  
就労者 0.312 0.996  0.32  
就学者 0.650 1.350  0.18  
業種：情報 -0.426 -0.693  0.49  
業種：金融 -0.015 -0.018  0.99  
業種：医療 0.403 0.603  0.55  
セキュリティ対策 0.207 0.582  0.56  
被害経験：コンピュータウイルス -0.003 -0.008  0.99  
被害経験：個人情報漏洩 1.090 1.590  0.11  
被害経験：不正アクセス -0.444 -0.536  0.59  
被害経験：ワンクリック詐欺 0.826 1.020  0.31  
定数項 8.980 23.900  0.00***  
サンプル数 
対数尤度 
支払意思額推定平均値 
支払意思額推定中央値 
396 
-234.15 
21,022 
7,279 
尤度比指数 0.02 
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  表６－２８ 推定結果（不正アクセス）（****1%水準有意、**5%水準有意、*10%水準有意） 
係数名 係数 漸近ｔ値 ｐ値 
シグマ(σ) 1.640 5.800  0.00***  
性別 0.071 0.280  0.78  
年代 -0.181 -1.170  0.24  
年収 0.163 1.350  0.18  
インターネット利用年数 0.137 1.080  0.28  
インターネット利用時間 -0.163 -1.390  0.16  
就労者 -0.177 -0.544  0.59  
就学者 0.607 1.150  0.25  
業種：情報 -1.180 -2.450  0.01***  
業種：金融 1.280 1.020  0.31  
業種：医療 0.253 0.347  0.73  
セキュリティ対策 0.271 0.554  0.58  
被害経験：コンピュータウイルス -0.252 -0.772  0.44  
被害経験：個人情報漏洩 -0.818 -1.400  0.16  
被害経験：不正アクセス -1.420 -1.810  0.07*
被害経験：ワンクリック詐欺 1.190 1.640  0.10*  
定数項 9.750 19.200  0.00***  
サンプル数 
対数尤度 
支払意思額推定平均値 
支払意思額推定中央値 
 410 
-243.57 
35,426 
10,639 
尤度比指数 0.06 
 
    
     表６－２９ 推定結果（誹謗中傷） （****1%水準有意、**5%水準有意、*10%水準有意） 
係数名 係数 漸近ｔ値 ｐ値 
シグマ(σ) 1.840 6.160  0.00***  
性別 -0.415 -1.470  0.14  
年代 -0.153 -0.831  0.41  
年収 0.046 0.347  0.73  
インターネット利用年数 -0.128 -0.956  0.34  
インターネット利用時間 0.045 0.340  0.73  
就労者 0.219 0.649  0.52  
就学者 0.983 1.760  0.08*  
業種：情報 0.240 0.384  0.70  
業種：金融 -0.401 -0.396  0.69  
業種：医療 1.000 1.180  0.24  
セキュリティ対策 1.890 2.900  0.00***  
被害経験：コンピュータウイルス -0.165 -0.490  0.62  
被害経験：個人情報漏洩 -0.459 -0.556  0.58  
被害経験：不正アクセス 1.860 1.710  0.09*  
被害経験：ワンクリック詐欺 -0.833 -0.921  0.36  
定数項 7.790 11.100  0.00***  
サンプル数 
対数尤度 
支払意思額推定平均値 
支払意思額推定中央値 
 406 
-217.13 
33,242 
7,442 
尤度比指数 0.06 
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 ６．７ 属性による影響のまとめ 
 
10%水準以上で有意な変数について、各変数の WTP の限界的変化を算出した。 
表６－３０に各シナリオについて、有意であった WTP の限界的変化を示す。これにより、
各変数がそれぞれどの程度 WTP に影響を与えているか、具体的に把握することができる。 
例を挙げて説明すると、「セキュリティ全般」について、有意になった変数と WTP の
限界的変化は、「年収」1,189 円、「就労者」-2,541 円、「セキュリティ対策」3,982 円で
あった。これは、年収が 1 単位（百万円）多い回答者は 1,189 円多く支払う意思があり、
セキュリティ対策をしている回答者はしていない回答者よりも 3,982 円多く支払う意思が
あることを意味する。一方で、就労者がそうでない者よりも 2,541 円低い支払い意思であ
ることを表しているのである。 
この 3 変数について変数を軸に符号条件をみると、「年収」は「金融情報」においても
プラスとなり、「セキュリティ対策」については、「金融情報」と「誹謗中傷」において
もプラスとなっている。これらのセキュリティ被害に対して多く支払う意思があることを
表している。また、「就労者」については、｢コンピュータウイルス｣においてもマイナス
となり、就労者がそうでない者よりも支払う意思が低いことを示す結果となった。  
 
表６－３０ WTP の限界的変化 
        （単位：円） 
個人情報漏洩 情報セキュリティ被害 種別 
 
 
変数 
セキュ
リティ
全般 
コンピュ
ータウイ
ルス 
基本 金融 医療 身体
情報 情報 情報 情報 スパム
ワンク
リック
詐欺 
不正 
アクセス 誹謗中傷
性別 2,882*
年代  -2,651* 1,310* 2,118*
年収 1,189***  2,009*
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ利用年数  
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ利用時間  -1,140**
就労者 -2,541***  -7,006**
就学者  6,191* 8,576* 7,316*
業種：情報 -7,268** 10,222* -7,020** -12,554***
業種：金融  
業種：医療  
セキュリティ対策 3,982***  8,270** 14,066***
被害経験：コンピ
ュータウイルス  -6,642**
被害経験：個人情
報漏洩  14,434*
被害経験：不正ア
クセス  -15,108* 13,843*
被害経験：ワンク
リック詐欺 -7,571* 12,661*
（***1%水準有意、**5%水準有意、*10%水準有意） 
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 一方、「就学者」は、「医療情報」、「金融情報」、「誹謗中傷」においてプラスとな
り、学生や生徒が多く支払う意思があるということを表している。 
また、「年代」については、「身体情報」においてマイナス、「スパム」と「ワンクリ
ック詐欺」においてプラスとなった。「身体情報」についてマイナスとなったことを年代
別の WTP により検証したところ、図６－１５に示すとおり、相対的に年代が上がるに従
って NO が増えることに加え、20 代の平均値は 288,455 円と突出して高いことが影響して
いると見られる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
0
50,000
100,000
150,000
200,000
250,000
300,000
平均値 28,119 288,455 27,953 22,914 48,188 19,878 
中央値 12,954 5,664 13,693 11,268 4,550 5,496 
19歳以下 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
19歳以下
20～29歳
30～39歳
40～49歳
50～59歳
60歳以上
YES NO
 
図６－１５ 年代別身体情報の回答 
 
 
「性別」は、「基本情報」においてのみ有意となり、男性が女性よりも支払意思額が高
いことを示す。「インターネット利用時間」は、「スパム」においてのみ有意であり、イ
ンターネットを長時間使う回答者ほど、支払い意思額が低くなることを表している。 
従事する関連業種については、「情報関連業種従事者」のみが有意となった。｢コンピ
ュータウイルス｣においてプラス、「基本情報」、「スパム」、「不正アクセス」はマイ
ナスとなった。 
被害経験の有無については、「コンピュータウイルス被害経験」は「身体情報」におい
てマイナスの影響であるのに対して、「個人情報漏洩経験」は同じ「身体情報」において
プラスの影響であった。「不正アクセス被害経験」も、「不正アクセス」においてマイナ
スであるが、「誹謗中傷」においてはプラスであった。同様に、「ワンクリック詐欺被害
経験」も、「基本情報」においてマイナスであるが、「不正アクセス」においてプラスで
あった。 
関連業種従事者、およびコンピュータウイルス以外の被害経験者は、表６－３１に示す
とおり、セグメントするとサンプルが少なくなることから、明らかな影響が表れなかった
と考えられる。 
情報セキュリティ被害経験の影響を検証するため、被害経験がある回答者とない回答者
をセグメントして WTP を推定した。表６－３２に示すとおり、被害経験がある回答者の 
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 表６－３１ 関連業種従事者・被害経験者数 
 
 属性 人数 
104情報 
金融 40業種 
59医療 
376コンピュータウイルス 
66個人情報漏洩 
不正アクセス 38
被害 
経験者 
65ワンクリック詐欺 
 
 
表６－３２ 被害経験の有無別 WTP 推定値 
（単位：円） 
全ｻﾝﾌﾟﾙ 被害経験あり 被害経験なし 
  
中央値 平均値 中央値 平均値 中央値 平均値 
セキュリティ全般 4,935 23,523 7,244 22,206 4,385 24,116 
基本情報 5,047 39,936 315 392,257 7,048 34,306 
医療情報 5,247 69,647 10,243 38,866 4,041 89,521 
金融情報 6,126 65,111 6,120 87,485 6,151 59,867 
個人
情報 
身体情報 9,434 32,039 8,604 16,626 10,001 40,013 
コンピュータウイルス 13,022 24,422 12,908 20,734 13,088 25,377 
スパム 4,711 14,056 5,426 16,068 4,495 13,651 
ワンクリック詐欺 7,279 21,022 5,288 48,519 7,582 18,702 
不正アクセス 10,639 35,426 6,912 39,887 12,011 33,882 
情報
セキ
ュリ
ティ 
誹謗中傷 7,442 33,242 8,805 27,962 7,039 35,930 
 
WTP が被害経験のない回答者よりも大きかったのは、中央値において、「セキュリティ
全般」、「医療情報」、「スパム」、「誹謗中傷」であり、平均値においては、「基本情
報」、「金融情報」、「スパム」、「ワンクリック詐欺」、「不正アクセス」であった。
被害経験がある回答者は全体の 22.0%であることも含め、「基本情報」について極端に差
があったこと以外、情報セキュリティ被害経験の WTP に対する明らかな影響はみられな
かったといえるだろう。 
「年収」が WTP にプラスに影響することは先行研究でも知られている[5]。「セキュリ
ティ対策」、「就労者」、「情報関連業種従事者」、「インターネット利用時間」、「被
害経験」は WTP にプラスに影響すると考えていたが、マイナスとなる項目があった。 
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 脚 注 
 
[1] 東京大学教養学部統計学教室(1994) 
[2] 肥田野(1999) pp.52-53 
[3] モデルについては、栗山(1998) p.78 を参照 
[4] WTP の中央値は 、平均値は、[ σμ 5.0ln)exp( − ] ( )σμ +Γ 1)exp(  となる。ただし、Γはガ
ンマ関数である（詳細は、栗山 1998、2007 を参照） 
[5] 栗山（1997）pp.90-94 
[6] モデル式は、第６章第４節第２項の(2)式  
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 第７章 個人情報に対する受入補償額の計測 
 
本章においては、第５章で行った個人情報に対する慰謝料としての受入補償額に対する
分析結果をさらに検証するため、第６章のアンケート調査と同時に実施した調査から得ら
れたデータを用いて、CVM により WTA 推定を行う。７．１節において抵抗回答について
説明した上で、７．２節で実証分析を行い、７．３節で受入補償額の推定結果を示す。 
なお、アンケート実施において回答者に提示した金額は、第６章の表６－３のとおりで
ある。 
 
 
７．１ 抵抗回答 
  
 抵抗回答と除外した回答数を表７－１に示す。 
一方、反対理由のうち「慰謝料としての金額が少なすぎる」、「慰謝料はいくら多くも
らっても満足できない」、「金額の問題でない」は、たとえシナリオを変更しても回答が
変更する可能性がないため、通常の支払拒否回答とみなした。その結果、分析対象とした
回答数は表７－２のとおりである。 
 
表７－１ 抵抗回答 
 
医療 金融 基本 身体
情報 情報 抵抗回答 情報 情報
質問の意味がわからない 9 11 19 7
情報漏洩については気にならないから、慰謝料はいらない 3 7 4 3
妥当な金額がわからない、金額の算出根拠がわからない 0 4 1 1
3 1 4 1事業者が漏洩しないようにすべき、事業者の対策を示すべき
漏洩した情報の内容や被害による 7 7 5 0
その他 7 3 3 0
 計 29 33 36 12
 
 
表７－２ 分析対象データ 
 
種別 回収数 抵抗回答 ％ 分析対象数 
基本情報 538 29 5.4 509 
医療情報 538 33 6.1 505 
金融情報 532 36 6.8 496 
身体情報 539 12 2.2 527 
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 ７．２ 実証分析 
 
全有効回答について得られた回答パターンを CVM.xls に代入し、ランダム効用モデル
に基づいた対数線形ロジット分析による推定を行った[1]。個人情報別に、推定した結果、
および図７－１～７－４に受諾率分布と受諾率曲線に示す。いずれも 1%水準有意であ
った。 
 
（１） 基本情報 
 
変数 係数 ｔ値 ｐ値 
constant -2.975 -3.025 0.003***
ln(Bid) 0.267 3.118 0.002***
n 509     
対数尤度 -346.646     
（****1%水準有意） 
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図７－１ 受諾率分布および受諾率曲線（基本情報） 
 
 
（２） 身体情報 
 
変数 係数 ｔ値 ｐ値 
constant -6.071 -4.539 0.000***
ln(Bid) 0.491 4.492 0.000***
n 527     
対数尤度 -353.602     
（****1%水準有意） 
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図７－２ 受諾率分布および受諾率曲線（身体情報） 
 
 
（３）医療情報 
 
変数 係数 ｔ値 ｐ値 
constant -4.517 -4.184 0.000***
ln(Bid) 0.356 4.329 0.000***
n 505     
対数尤度 -338.928     
（****1%水準有意） 
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図７－３ 受諾率分布および受諾率曲線（医療情報） 
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 （４）金融情報 
 
変数 係数 ｔ値 ｐ値 
constant -5.348 -6.082 0.000***
ln(Bid) 0.461 6.834 0.000***
n 496     
対数尤度 -294.812     
（****1%水準有意） 
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図７－４ 受諾率分布および受諾率曲線（金融情報） 
 
 
７．３ 受入補償額推定結果のまとめ  
 
表７－３に推定した WTA 推定額を示す。中央値は半数の回答者が YES と答え、残りの
半数が NO と答える提示額に相当し、平均値は受諾率曲線の上側の面積をもとに計算する
ものである。平均値は、WTA の場合膨大な金額が算出されることから、最大提示額で裾
切りを行った。 
また、表７－４に受諾率による WTA 推定額を示す。受諾率 50％が中央値に当たる。 
基本情報の提示額は 10,000 円から 280,000 円であることから、およそ 60％タイルが最大
提示額に近い金額となっている。身体情報の提示額は 20,000 円から 470,000 円であり、58％
タイルが最大提示額に近い金額である。医療情報の提示額は 30,000円から 1,380,000円で、
62％タイルが最大提示額に近い。最後に、金融情報の提示額は 10,000 円から 1,540,000 円
であり、77％タイルが最大提示額に近い金額となっている。 
本分析から導出された推定値については、第５章の結果と合わせて、次章で考察を行う。 
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 表７－３ WTA 推定値 
（円） 
種別 平均値 中央値 
基本情報 147,022 63,552 
身体情報 219,546 235,410 
医療情報 742,653 329,123 
金融情報 1,040,650 108,704 
 
  
 
表７－４ 受諾率による WTA 推定額 
                  （円） 
受諾率 種別 
50％ 58% 60% 62% 70% 77% 
基本情報 63,552  269,511 1,301,061  
身体情報 235,410 454,387 537,768 1,322,965  
医療情報 329,123 1,029,424 1,304,049 3,566,575  
金融情報 108,704 261,855 682,532  1,493,069 
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脚 注 
 
[1] モデルは、栗山「EXCEL でできる CVM」（2007）を利用した。 
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 第８章 情報セキュリティ確保に対するネットワーク利用者の価値評価 
 
本章においては、第５章、第６章、第７章で行った価値評価計測のためのコンジョイン
ト分析およびCVMによる分析結果について、各章で得られたアウトプットからまとめと考
察および検討を行い、本研究の結論を述べる。８．１節において、第５章と第７章で行っ
た分析から得られた受入補償額としての評価について、８．２節では、第６章における分
析から得られた支払意思額としての評価についてのまとめと考察を行う。８．３節で個人
情報に対する分析結果を総合的に考察し、８．４節で情報セキュリティに対する分析結果
の考察を行う。８．５節で、以上のまとめと考察を踏まえた本研究の結論を述べる。 
 
 
８．１ 受入補償額による評価のまとめと考察 
  
第５章において、個人情報に対するネットワーク利用者の価値の計測を目的として、コ
ンジョイント分析による調査および分析を行い、「基本情報」、「メールアドレス」、「家族
情報」、「身体情報」、「医療情報」、「金融情報」の 6 種類の個人情報について、WTA を推
定した。第７章においては、CVM による分析により、「基本情報」、「身体情報」、「医療情
報」、「金融情報」の 4 種類の個人情報について、WTA を推定した。これら分析結果を表
８－１にまとめる。 
 
 
表８－１ 受入補償額額のまとめ 
（円） 
属性 
   
水準 
 
基本情報 メールア
ドレス
家族情報 身体情報 医療情報 金融情報 
重大な心労 194,416 78,356 148,136 223,415 729,977 768,565 
不安感が続く 87,712 34,808 81,418 103,841 -- -- 
心配のみ 42,316 -- 66,474 -- -- -- 
 
精神 
被害 
  なし 0 0 0 0 0 0 
重大な被害 278,818 140,077 289,652 326,720 1,228,363 1,430,916 
被害あり 136,905 61,988 133,882 141,174 630,357 717,596 
実 
被 
害 被害なし 0 0 0 0 0 0 
金券 88,341 17,488 41,781 64,661 311,181 -- 
詫び状 59,283 -- 61,056 78,616 368,844 396,290 
ホームーページ 37,310 36,700 62,215 -- -- -- 
企業 
対応 
 対応なし 0 0 0 0 0 0 
 
一次調査WTA平均額 
160,000 ～
250,000 180,000 
 
220,000
230,000 ～
310,000 
 
340,000 
350,000～ 
490,000
中央値 63,552 235,408 329,122 108,704 
CVM 
平均値 147,022 219,646 742,653 1,040,650
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 第５章第５節第２項で説明したとおり、6種類の情報全てにおいてパラメータの推定値
が1%水準で有意であった属性と水準は、「実被害」の全ての水準と「精神被害」の「重
大な心労」であった。「精神被害」のその他の水準と企業対応については、情報の種別に
より様々であった。符号条件をみると、「精神被害」と「実被害」の係数の符号がマイナ
ス、「企業対応」の符号がプラスであった。「精神被害」と「実被害」がマイナスであっ
たのは、被害が大きくなるほど回答者は「少ない」を選ぶことを意味している。一方で、
「企業対応」の符号がプラスであったのは、その対応によって効用が高まることを示す。
すなわち、企業が何らかの形で謝罪することで、評価が上がることが明らかになった。 
計測されたWTAから推測すると、予想どおり、ネットワーク利用者が想定する被害額は、
現状で評価されている慰謝料の金額よりはるかに大きかった。表８－１に示すWTAと第一
次調査におけるWTA平均額との比較において、「基本情報」、「メールアドレス」、「家族
情報」、および「身体情報」は近い数字であった。しかし、「医療情報」と「金融情報」は、
突出した金額が推定されたことに対して注意を要する。調査の際、「実被害」については
実際の被害額が補償された上での慰謝料を評価するよう注意書きを添えていたにもかか
わらずこの数値が算出されたことは、それだけ「医療情報」と「金融情報」については重
大な情報とみられることが示唆される。しかし、注意書きが十分理解されずに被害の損害
も含んで考えた可能性、または仮想バイアスの可能性も否めない。 
また、「基本情報」、「身体情報」、および「医療情報」は、第７章におけるCVMによ
る分析から推定された平均値にも近い数字であった。このことから、コンジョイント分析
による推定の有効性が確認されたといえるだろう。 
なお、企業対応は、属性別の分析により性別・年代などの影響も得られたが、提示した
水準が定性的であったことにより、水準の段階が曖昧になった可能性が大きい。 
第５章第６節で説明したとおり、性別・年代別セグメントによる属性別の分析から、年
代や性別によっても評価や選好に特徴があることが明らかになった。年代の相違が明らか
になった情報種別について、「メールアドレス」が40代以下、「医療情報」が40代以降に有
意であった。また、男女の相違があったのは、「身体的特徴」が主に女性に、「金融情報」
は男性のみが有意となった。企業対応については、「ホームページ」が幅広い年代に効用
があったのに加え、男性は「詫び状」、女性は「金券」の効用の傾向があった。 
 
 
８．２ 支払意思額による評価のまとめと考察 
 
第６章においては、個人情報を含む情報セキュリティに対するネットワーク利用者の価
値の計測を目的として、CVM による調査および分析を行い、「基本情報」、「身体情報」、
「医療情報」、「金融情報」の 4 種類の個人情報、「コンピュータウイルス」、「スパム」、
「ワンクリック詐欺」、「不正アクセス」、「誹謗中傷」の 5 種類の情報セキュリティ被
害、および「情報セキュリティ全般」の計 10 種類のシナリオについて WTP を推定した。
その結果、表８－２の中央値と平均値が算出された。 
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表８－２ 支払意思額のまとめ 
          (円) 
種別 中央値 平均値 
セキュリティ全般 4,935 23,523 
基本情報 5,047 39,936  
医療情報 5,247 69,647 個人情報漏洩 
金融情報 6,126 65,111 
身体情報 9,434 32,039 
コンピュータウイルス 13,022 24,422 
スパム 4,711 14,056 
ワンクリック詐欺 7,279 21,022 
不正アクセス 10,639 35,426 
 
情報セキュリテ
ィ被害 
誹謗中傷 7,442 33,242 
 
第６章第５節で説明したとおり、CVM による分析より得られた WTP 推定値は、情報セ
キュリティ確保のためのネットワーク利用者の支払意思額である。WTP の中央値と平均
値のどちらを用いるべきかについては様々意見が分かれている。中央値は回答者の半数が
受諾した金額であり、推定された中央値は 4,711 円から 13,022 円と市販されているセキュ
リティソフトの金額にほぼ相当するものであった。第６章における調査でも、セキュリテ
ィソフトなどの購入は 0 円から 6 万円まで、セキュリティサービスの加入は 0 円から 1 万
円までという回答であり、セキュリティソフトなどの購入の平均額は 4,000 円であった。
以上より、中央値を評価額として採用するに妥当な数値であると考える。 
しかし、推定された平均値は、一般的に言われているよりも中央値との差が大きく、個
人情報漏洩では 3.4～13.3 倍、情報セキュリティ被害では 1.9～4.5 倍であった。特に、「医
療情報」については 13.3 倍、「金融情報」は 10.6 倍となったが、コンジョイント分析に
よる受入補償額評価においても、これら 2 つの情報の評価はきわめて高かった。YES と回
答した半数の中に、これらの個人情報を守ることが特に重要であると評価した人がいると
いうことから、平均値は個人の主観的な評価に近い数値とみることもできるだろう。つま
り、平均値を相対的にみることによって、情報の価値の違いを比較することができると言
える。 
平均値は評価が過大になることから慎重に取り扱う必要があるが、中央値と平均値の差
があまりないものについては、中央値を下限、平均値を上限とみることができると考える。
セキュリティ全般については、「すべてのセキュリティ被害から守られるサービス」に対
して１回支払う金額の評価であることから、4,935 円～23,523 円が情報セキュリティ対策
に対する支払意思額と解釈してよいだろう。また、差が最も少なかった「コンピュータウ
イルス」について、13,022 円～24,422 円がコンピュータウイルス被害を回避するための支
払意思額であるとみることもできるだろう。 
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 ８．３ 個人情報に対する分析結果の考察 
 
本節においては、各章で得られたアウトプットから、個人情報のそれぞれについて考察
を行う。 
コンジョイント分析から推定された「精神被害」の「重大な心労」と「実被害」の「重
大な被害」うち10％有意水準以上であった属性のWTA推定額、CVMによるWTAとWTPの
推定額について、それぞれの情報ごとにまとめ、表８－３～表８－７に示す。 
 
（１） 基本情報 
 表８－３に示すWTA推定額を検討すると、CVMによる検証の結果、WTA平均値はコン
ジョイント分析から推定された「精神被害」の推定額に近く、60％タイル値が「実被害」
の推定額に近いことが分かる。  
 
表８－３ 基本情報に関する評価額 
                       (円) 
分析  属性 水準 推定額 
精神被害 重大な心労 194,416  コンジョイ
ント分析 実被害 重大な被害 278,818  
WTA 平均値 147,022  
WTA 中央値 63,552  CVM 
 60%タイル 269,511  
WTP 平均値 39,936  
CVM WTP 中央値 5,047  
 
 
（２）身体情報 
 同様に、表８－４を検討すると、CVMによるWTA平均値、中央値共にコンジョイント
分析から推定された「精神被害」推定額に近く、60％タイル値はかなり高い金額となった。
「精神被害」推定額、およびCVM平均値、中央値が身体情報の漏洩に対する受容可能な評
価額に相当すると考えてよいだろう。  
 
表８－４ 身体情報に関する評価額 
                      (円) 
分析 属性 水準 推定額 
精神被害 重大な心労 223,415  コンジョイ
ント分析 実被害 重大な被害 326,720  
WTA 平均値 219,646  
WTA 中央値 235,408  CVM 
 60%タイル 537,768 
WTP 平均値 32,039  
CVM WTP 中央値 9,434  
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 （３）医療 
  同様に、表８－５より、CVMによるWTA平均値はコンジョイント分析から推定された
「精神被害」推定額に近く、60％タイル値が「実被害」推定額に多少近い。  
 
表８－５ 医療情報に関する評価額 
                       (円) 
分析 属性 水準 推定額 
精神被害 重大な心労 729,977  コンジョイ
ント分析 実被害 重大な被害 1,228,363  
WTA 平均値 742,653  
WTA 中央値 329,122  CVM 
 60%タイル 1,029,424  
WTP 平均値 69,647  
CVM WTP 中央値 5,247  
 
（４）金融情報 
表８－６より、CVMによるWTA平均値はコンジョイント分析から推定された精神被害
推定額と実被害の中間の金額となった。WTA平均値は中央値の10倍程度の差があり、同様
にWTPの差も大きく算出された。60％タイル値でも261,855円と低く、実被害と同程度の金
額は、77％タイルで1,493,069円となった。 
 
表８－６ 金融情報に関する評価額 
                       (円) 
分析 属性 水準 推定額 
精神被害 重大な心労 768,565 コンジョイ
ント分析 実被害 重大な被害 1,430,916 
WTA 平均値 1,040,650 
WTA 中央値 108,704 CVM 
 60%タイル 261,855 
WTP 平均値 65,111 
CVM WTP 中央値 6,126 
 
 
以上より、図８－１にもみられるように、CVM による平均値が「基本情報」、「身体
情報」、および「医療情報」において、コンジョイント分析から推定された「精神被害」
に近い数字となった。もともと、慰謝料は精神的な損害に対して支払われるものであるこ
とからも、本論文における受容可能な受入補償額として、コンジョイント分析より導出さ
れた精神被害の WTA、または CVM の平均値を採用することができると考える。しかし、
「金融情報」については、明らかな検証結果が得られず、WTA 平均値と中央値の差も大
きいことから、さらに検証を加える必要がある。 
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図８－１ 個人情報に対する受入補償額 
 
８．４ 情報セキュリティに対する分析結果の考察 
 
図８－２に情報セキュリティに関する WTP を示す。中央値において 1 万円以上と高
く算定されたのは、「コンピュータウイルス」と「不正アクセス」である。これらは、
「完成間近のレポートが消えた」、「不正アクセスの犯人に間違われた」といった直接
被害がみえるシナリオであったことから、高く評価された可能性も考えられる。逆に、
被害が大きくみえない「スパム」は、中央値、平均値共に最も低い評価となった。また、
平均値が 3 万円以上だったのは、「不正アクセス」と「誹謗中傷」であった。これらは、
人格やプライバシーの侵害に当たるようなシナリオであったことが影響していると考え
ることもできるだろう。 
金額の設定が同じであっても、シナリオにより算出されたWTPが異なることは、各情
報セキュリティ被害の評価の違いを明らかにしているといえる。例えば、2,000円から
56,000円までの提示額であるシナリオについて、「セキュリティ全般」と「誹謗中傷」は 
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図８－２ 情報セキュリティ被害に対する支払意思額 
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 それぞれ異なる金額が推定された。また、2,000円から38,000円までの提示額である「コ
ンピュータウイルス」と「不正アクセス」も同様であった。 
 
 
８．５ 結 論  
 
以上のまとめと考察を踏まえ、本研究の結論を以下に述べる。 
第一に、本論文の目的である、ネットワーク利用者の視点に立った情報セキュリティ価
値の定量的評価を得るために、計量経済学を用いた分析フレームワークを提案し、その有
効性を検証することができた。すなわち、表明選好法であるコンジョイント分析とCVMの
両分析モデルを情報セキュリティの領域に応用することにより、これまで定性的な議論に
とどまっていた情報セキュリティに対する客観的かつ定量的分析のフレームワークを構
築し、さらに本フレームワークを用いて、現代の日本社会におけるネットワーク利用者の
情報セキュリティ価値評価に対して実証的検証を行い、金銭的評価としての結論を得るこ
とができた。 
得られた知見の第一は、「情報」には価値の違いがあることを明らかにしたことである。
これまで定性的には違いがあると言われてきたが、本実証分析において個人情報の価値を
金銭尺度で計測したことにより、情報の価値の違いを定量的に明らかにすることができた。 
第二に、個人属性により「情報」の価値に対する効用が異なることが明らかになった。
性別、年齢、年収など、個人属性による価値の評価が異なることが具体的に分かった。 
 第三に、企業（事業者）が謝罪することで、個人情報漏洩被害に対する主観的価値が下
がることが明らかになった。本分析では、金券、詫び状、およびホームページでの謝罪を
想定したが、いずれも慰謝料として受け入れる受入補償額を下げる効用があるとみられた。 
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 第９章 総括と展望 
 
本章においては、本論文のまとめとして、本論文による定量化の効果と意義、情報活用
がさらに進展する社会のために何が問題か、何が必要であるかを総括した上で、今後の課
題と展望を述べる。９．１節において、本論文による情報セキュリティ価値の定量化の効
果と意義について説明する。９．２節では、情報化の進展とわが国の法律との関係と問題
点について、９．３節において、組織の情報倫理と情報セキュリティ教育の重要性につい
て述べる。９．４章で、ネットワーク利用者が果たすべき役割について述べ、本論文の総
括とする。最後の９．５節において、今後の課題と展望をまとめる。 
 
 
９．１ 情報セキュリティ価値定量化の効果と意義 
 
ユビキタス社会を目標とする情報社会構築のために、様々な場面における安全性向上の
重要性がますます高まっている。情報社会における安全性を考える場合、セキュリティ技
術のように意図的な不正だけを対象とする従来の考え方から、天災や故障といった偶発的
な障害より、むしろヒューマンエラーが最も重要な対象となってきた。また、セキュリテ
ィだけでなく、プライバシーやリライアビリティ、ユーザビリティなど種々の指標を考慮
して適切な対応を可能にするリスクマネジメントの必要性が増大してきている。 
個人情報は、企業（事業者）にとって貴重な情報資産である。企業（事業者）の宣伝活
動やマーケティングにおいて、各々の個人情報は、適切な人に効果的なサービスを提供す
るために不可欠である。人々は個人情報を企業（事業者）に供出することにより、企業（事
業者）からよりきめ細かいサービスを享受することができるのである。つまり、情報提供
をすれば利便性が得られるし、しなければ得られない。しかし、こうした「利便性」と「セ
キュリティ」は相反するもので、そのバランスが崩れた状況が、昨今の個人情報漏洩イン
シデントの頻発と過剰反応である。セキュリティを守りなおかつ情報を活用するという両
者のバランスこそが、セキュリティ対策における重要な問題である。 
こうしたバランスをどのように取るか、情報を流通させ、便利なシステムを目指すため
にどうするべきなのだろうか。そのためにまず不可欠なのは、情報セキュリティ確保に対
する価値の評価である。適切な評価によって適切な情報セキュリティ対策が行われ、それ
により、セキュリティが保障される。こうした保障による安心感から自由な情報の流通が
確保され、情報公開が進展するのである。こうしたサイクルにより、社会の情報の質が高
まることになる。すなわち、安全・安心な情報社会構築のためには、まず情報セキュリテ
ィ価値の評価、定量化が重要なのである。 
これまで、情報セキュリティについて、定量評価のための指標を容易に決められずにい
た。企業（事業者）は、情報セキュリティ対策のために、想定する被害額算定のための定
量化を試みてきたが、これらは企業（事業者）が自らの立場で算定する指標であり、未だ
定性的な範囲を超えていない。こうした背景のもと、安全・安心な情報社会構築の担い手
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 であり主体となるのは、企業（事業者）ではなくネットワーク利用者であるべきであると
いうスタンスに立ち、本研究を行った。 
本研究より導出された情報セキュリティの経済評価は、実際の市場で売買されるもので
はないという意味において、本研究は一つの試みであり、導出されたWTPおよびWTAは、
評価額の一つの目安とみる必要がある。また、「インターネット上の情報セキュリティ」
という限定された条件下の、表明選好型の価値評価における経済評価とみる必要もある。
しかし、本論文において、情報セキュリティ価値定量化の第一歩として、ネットワーク利
用者側の価値に対する評価を定量化することができた意義は大きい。安全・安心な情報社
会構築のためのサイクルにおいて、本研究による情報セキュリティ価値の定量化が重要な
役割を果たし、大きな効果を生むと考える。 
こうした情報セキュリティに対するネットワーク利用者の視点に立った便益評価は、こ
れまで十分に研究が行われて来なかった領域であるという意味において、本研究による情
報セキュリティに対する定量的アプローチは新規性があるといえるであろう。 
本研究の成果は、膨大な個人情報漏洩インシデントデータの収集・作成、アンケート調
査実施のための綿密な準備作業、および詳細な分析といった作業なくしては不可能であっ
た実績であり、情報セキュリティという仮想の状況を設定することを可能にする表明選好
法による分析方法を選択したからこそ、実現できたということができる。仮想的な市場の
評価法のうち、コンジョイント分析と CVM の両分析を採用した意味も大きい。コンジョ
イント分析による複数の属性から構成される選択肢を提示する多属性アプローチと、CVM 
を用いた分析における経済的評価の両方を考察することで、より適正な価値の計測を行う
ことができたと考える。今後、多次元性の性質を持つ情報に関わる評価、また仮想的状況
予測に対して適正な価値の計測を行うためには、多属性アプローチを用いた分析や CVM
がますます必要となって行くと思われる。 
さらに、本フレームワークの有効性を確認するため、現代の日本社会におけるネットワ
ーク利用者の情報セキュリティ価値に対して実証的検証を行い、結論を得たことも成果で
ある。本フレームワークは、今後他の国に適用した場合、国による違いの要因を探る新た
な研究領域を開く第一歩としての意義を持つと考える。 
情報セキュリティ投資の指標となり得る定量的な価値評価を可能にする本フレームワ
ークの提案は、今後わが国の情報セキュリティ対策をさらに推進するために、社会的意義
を持つであろう。 
 
 
９．２ 情報社会と法律 
 
本節においては、先行研究による情報社会と法律の関係、およびわが国の法律の問題点
を考察する。 
Toffler [1]は「第三の波」(1982)において、ICT化による情報文明である「第３の波」の
到来は、「第２の波の世界」の崩壊と捉え、従来の社会が終焉することを意味すると主張
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 した。情報通信技術の進歩は、コミュニケーションプロセスの進歩にすぎないが、人間社
会にとって、その変化は既存社会の終焉を意味するほど決定的なことであると強調したの
である。同様に、Rheingold（2003）が、情報通信技術は物理世界を侵略すると表現[2]した
ように、ICTの進展は、情報流通の場を空間と時間の概念がないサイバースペースへとシ
フトさせ、従来の「物」を基盤とする論理が通用しない社会へと移行させた。こうした情
報社会においては、ICT技術の革新性ゆえに既存の秩序が崩壊し、新たな秩序の再構築が
必要となるのである。新しい秩序ある情報社会を構築するには、社会的な信頼が重要にな
る。社会的信頼とは、市民社会の日常生活を支えている見えない基盤のことであるが、
Tofflerは、社会的信頼とは法律への信頼であり、信頼ある技術、法制度、個人のモラルの
確立が必要であると言っている。 
ICTの恩恵をできるだけ多くの人が享受し、かつ新しい秩序ある情報社会を構築するた
めに、個人情報保護による社会的信頼の確保は重要な意味を持つ。個人情報の保護は重要
であることが議論されていた中、ＥＵデータ保護指令により、わが国は個人データの移転
に関して「十分なレベルの保護」[3]を求められたため、早急に法制化する必要があった。
しかし、法律はそのあり方によっては問題が生じる。日本の個人情報保護法はまさにその
例であり、施行によって大きな社会問題を生じさせた。日本の社会における個人情報保護
は、どうあるべきかを十分議論し尽くした上での成立ではなかった原因は大きいと考える。 
同法の大きな問題点は、事業者に対して、単なる個人に関する情報もプライバシーも同
一レベルでの保護を求めていることにある。青柳（2006）は、同法が個人情報「過」保護
の一因となっているとし、第２条に「ただし、プライバシーに属さないものを除く」を加
え、対象をプライバシーに属する個人情報に限定することを提案している。そして、プラ
イバシーに属さない個人情報は「公共財」として流通させ、活用すべきであると主張して
いる。アメリカにおいてはさらに情報公開が進展しており、宇賀（1998）は、アメリカの
「連邦の情報自由法：FOIA（Freedom of Information Act）」は、開示すればプライバシーを
明らかに不当に侵害することになる人事、医療その他ファイルの公開を禁じているとする
反面、2001年9月11日以降、安全と引き換えなら多少のプライバシー侵害は互いに容認し
合うべきという風潮になったと述べている。米国のメーガン法[3]では、小児性犯罪者リス
トが公開されており、プライバシーの権利よりも公共の利益が優先する例として挙げられ
る。 
第４章における分析において、業種による情報漏洩インシデントの違いが明らかになっ
た。医療カルテ、病歴、犯罪歴、人権にかかわる情報を分類した「センシティブ情報」の
漏洩は「公務」と「医療機関」が 88.1％と大きな割合を占めた。金融資産、学歴・成績、
身体的特徴などプライバシーを含む「信用情報など」については、「公務」と「教育機関」
が他の業種に比べ多かった。このうち、「公務」は民間事業者を対象とする個人情報保護
法の適用ではないのであるが、「医療機関」および「教育機関」については、私立の病院
や学校などの医療機関、教育機関だけが個人情報保護法の適用となり、国公立のものは異
なる法律や条例に従うことになっている。まずは、設立母体ではなく業種を基本とし、き
め細かい取り扱いを可能とする個別の法律への改善、もしくは、EU 加盟国のように、一
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 つの法律で公的部門と民間部門の双方を対象とする「オムニバス方式」[4]の法律とした上
で、さらに、特に慎重に情報を取り扱わなければならないこれらの業種への個別対応がで
きる方式が望ましいと考える。重点的に個人情報を保護する必要のある業種が明らかにな
ることにより、国民は個人情報の提供に対して過度に慎重になる必要がなくなるのではな
いだろうか。日本弁護士連合会（2001）が、医療、金融・信用、情報通信などの分野にお
ける個別法制定を強く主張しているように、業種による違いを認識し、重点的な対応をす
ることが必要であると考える。 
また、法律が情報活用の進展を阻害している例として、著作権法が挙げられる。牧野
（2008）は、同法に阻まれてわが国における情報検索システムができないと言う。日本人
は、ヤフーやグーグルといった世界的な検索システムを利用して検索を行っている。つま
り、わが国の膨大な個人情報がアメリカに蓄積され、アメリカの事業者が活用しているの
である。日本では1994年に、すでに「千里眼」という検索エンジンが開発されたのである
が、日本の著作権法のために個々の作者の同意を得る作業が必要となり、検索システムの
ための情報の蓄積に莫大な時間を要した。その間に、ヤフーやグーグルが急ピッチで情報
を蓄積し、膨大な検索サーバを作った結果、検索システムとして世界的に利用されるよう
になった。その結果、日本独自の検索エンジンは米国に敗北することになったのである。
なおかつ、このような情報の活用の面で、中国・韓国にも2年は遅れていると指摘してい
る。韓国は、わが国と同様の著作権制度であるが、引用の概念で著作権の侵害に当たらな
いと判断し、検索システム事業を進めた。また、中国も同じ著作権制度であるが、産業の
成長を妨害するとして法制度自体を規制して検索サービスを合法とした。個人情報保護法
と同様に、日本の法律の柔軟性が求められる事例である。 
ICT化を加速させ、ユビキタス社会を実現するために、こうした情報の流通および情報
活用の進展を逆行させる影響を及ぼしているわが国の法律の問題点を解決することが重
要であると考える。 
 
 
９．３ 組織における情報倫理と情報セキュリティ教育 
 
前節で述べた「安定し秩序ある情報社会」を構築するためには、Toffler が言う「個人の
モラルの確立」が必要である。個人のモラルは、すなわち倫理である。情報倫理は、1980
年代に「コンピュータ倫理」として始まった。情報化が進むにつれ、コンピュータを媒介
した情報の取り扱いについて、一部の情報技術者だけが理解すればよい時代ではなくなっ
た。セキュリティ技術の進歩も目覚しく、それらを理解すると同時に、情報を扱う者すべ
ての倫理が重要になっている。こうして、ユーザー教育の必要性として教育的側面がクロ
ーズアップされるようになる。さらに情報概念の拡張的使用によって、必ずしもコンピュ
ータを介在しない情報のありようについても問題化してきたために、「コンピュータ倫
理」は「情報倫理」と呼ばれるようになった（野村 2005）。 
情報の利用は、倫理と直接的な係わりがある。つまり、情報社会では、すべての人が情
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 報の影響を受け、すべての人が情報の管理者にならねばならないことから、情報倫理の理
解が必要になる(Mason et al. 1995)。OECD（2002）のガイドラインにおいても、情報セキ
ュリティの脅威に対して、すべてのインターネット利用者が、個人の責任において情報セ
キュリティ確保を行うことが必要とされている。 
ICTは使うのも人であり、攻撃するのも人である。そのため、ゼロリスクはあり得ない
という認識を基本とする必要がある。人々は、情報セキュリティの脅威やセキュリティを
守ることの重要性を知らなければ守れない（守らない）。知らなければ信じてしまう（騙
される）のである。しかし、情報セキュリティ確保に対する対策方法を知っていれば事故
は避けられる。そして、事故が起きた場合対処できるのである。情報セキュリティについ
ての知識は、人々の何となく怖いという不安を軽減させる効果があり、同時に利便性向上
に繋がるのである。そのためには教育が大切である。こうした意味で、情報セキュリティ
確保には、ICTリテラシーの向上が最も重要であると言えるだろう。 
竹村(2008)は、ICT投資と組織、人的資本には相互補完性があり、単にICT投資を行うだ
けでなく、それに伴う組織の改革と人的資本への投資を行うことで、そこから得られる経
済効果が大きくなるとしている。しかし、業務の中枢を担うシステムをアウトソーシング
に依存すること、およびICT化とともに適切な人的投資を行わないことによるビジネスリ
スクを指摘している。このことが、情報セキュリティ事故を生じる可能性につながるとし
ている。企業（事業者）においては、暗号技術、電子署名など技術的な情報セキュリティ
対策が先行して行われてきた。しかし、社会的対策は遅れ、個人情報保護法の施行により
ようやく人的側面のセキュリティの重要性が取り上げられるようになったのである。 
現在の企業における情報セキュリティ教育の実態はどうなっているであろうか。NRIセ
キュアテクノロジーズ（株）調査（2008）では、87.2％が企業の社員に対する情報セキュ
リティ教育の必要性、77.6％が情報セキュリティ教育研修の機会の増大を望んでおり、情
報セキュリティに関する自らのリテラシー向上を企業に求めている状況がみられた。同調
査では、会社のノートパソコンの社外持出しに関するルールについて、51.8％の会社にル
ールが設定されているにもかかわらず、許可を得ずに持出した経験があるという回答が
2.3％あった。また、ルールが設定されているかどうか分からないという回答が21.0％あっ
たという。これだけ社会で話題になっている問題にもかかわらず、ICTリテラシーと社員
教育がまだ十分でない実態が浮き彫りになっている。 
個人情報漏洩被害に対する損害賠償請求については、第４章で説明したとおりであるが、
いくつかの判決が個人情報漏洩に対する慰謝料の金銭的尺度となりつつある。しばしば引
用される事例では、宇治市住民基本台帳データ漏洩事件の損害賠償請求に対する慰謝料他
は 1 人当たり 15,000 円であり、TBC の身体情報流出事件の慰謝料他は 35,000 円他であっ
た。TBC 判決は、個人情報漏洩被害に対する判決としては高額であると言われているが、
被害者が起こした損害賠償請求は 1 人当たり 1,150,000 円であったことから、被害者の不
満足度は容易に理解できる。こうした判決による低い慰謝料の金額が事例として定着した
場合、企業（事業者）側のセキュリティに対する関心は低下し、このまま対策は形骸化し
てしまうのではないだろうか。こうした懸念から、アメリカのクラス･アクション[5]を日
123 
 本に導入することが話題とされている。CVM では、中央値、または平均値に総数を掛け
た金額が総評価額とみなされる[6] 。企業（事業者）が保有する個人情報に関していえば、
顧客が評価する価値としての総額は、中央値、または平均値に総数を掛けた金額となるの
である。例えば、基本情報であっても、5,047～39,936 円×顧客数から算出される金額は莫
大なものとなることが容易に想像できる。クラス･アクションのような制度の導入は被害
者にとって大きなメリットであるのに対し、企業（事業者）にとっては現在のような軽い
負担では済まない重大な問題となる。企業（事業者）は取り扱う個人情報を過大に評価す
る必要はないが、事故が発生した際、過小評価に基づく対応をした場合、利用者からの信
頼低下と企業ブランドが受けるダメージは計り知れないものとなるであろう。情報セキュ
リティ投資をする際、自らが取り扱う個人情報の価値を、ネットワーク利用者がそれだけ
高くみているということを認識した上で、投資の適切な水準を決定することが必要である
と考える。 
また、企業内における情報セキュリティ対策に教育と共に不可欠なのは、部門間の連携
であるという調査報告がある（Microsoft 社調査 2007）。企業内にはデータ保護や活用に
際して複数の部門が存在し、互いに異なる目的や責任範囲で動いているが、これら部門間
での連携がうまくいった場合は、セキュリティ上のリスクが軽減されるという。実際、こ
れら連携に問題があると認識している組織の 74%が過去 2 年間にデータ漏洩に関する重大
な問題を経験したと報告している。一方で、連携がうまくいっていると報告した企業のう
ち、データ漏洩に関する問題が発生したのはわずか 29%にとどまるという。また、部門間
の意識の相違について、セキュリティ部門側代表の 78%が、個人情報を活用する側のマー
ケティング担当者がデータを実際に活用する場合、事前にセキュリティ担当者に相談すべ
きだと考えている。一方、マーケティング担当者が実際にそうした行動をとると考えてい
るケースはわずか 30%に過ぎないという結果が報告されている。 
以上に述べた組織における情報セキュリティに対する重要な要点を改めて以下にまと
める。こうした対策の努力を地道に繰り返し十分に行うことで、リスク回避の可能性が高
められ、情報セキュリティが確保されるのである。 
 
①保有する情報の価値および情報セキュリティ価値を認識した上で、ICT リテラシーを
向上させることが大切である。そのために最も重要なのは、従業員に情報セキュリテ
ィ教育を十分に浸透させることである。 
②技術的なセキュリティ対策のための投資は必要最低限であり、人的投資を加えた適正
な情報セキュリティ投資が必要である。 
③組織内において、個人情報を扱う部門同士がリスクに対する同レベルの認識を持ち、
連携することが大切である。 
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 ９．４ ネットワーク利用者が果たすべき役割 
 
前節で述べたとおり、情報社会では、すべての人が情報の影響を受け、すべての人が情
報の管理者にならねばならないことから、情報倫理の理解が必要となる。OECDのガイド
ラインにおいても、情報セキュリティの脅威に対して、すべてのインターネット利用者が、
個人の責任において情報セキュリティ確保を行うことが必要とされている。宇賀(2004)は、
個人情報の三位一体の対策とは、「法制度」、「セキュリティ対策」、「研修教育」であると
したが、これに加えてネットワーク利用者個人の役割が重要であると考える。 
第４章で説明したとおり、1997年に発生した個人情報漏洩インシデントの97％がうっか
りミスなど過失の原因によるものであった。繰り返し述べているように、情報セキュリテ
ィを破るのは、最大の要因がヒューマンエラー、次にモラルの欠如すなわち情報倫理に対
する理解の不足である。情報セキュリティ対策に対して、第５章調査では1.5％（補論１）、
第６章調査では2.9％（補論２）が、「情報セキュリティ対策を実施していないし、今後も
実施しない」と回答している。この割合は全体からみればごく小さいものであるが、こう
した少数のモラルの欠如が、他者および組織に対して大きな損害を与える要因となり得る
のである。 
情報セキュリティにゼロリスクはあり得ないとしても、リスクを最小限にとどめること
ができるのは、ネットワーク利用者、言い換えれば個人の意識と行動である。組織におい
て、情報セキュリティ対策の最も重要な点は、ICTリテラシー向上のため従業員に情報セ
キュリティ教育を十分に浸透させることであるとした。組織の研修教育を生かし、組織の
情報セキュリティを守るのは従業員であるが、従業員はすなわち個人であり、同時にネッ
トワーク利用者でもある。こうした意味において、ネットワーク利用者である個人が、組
織および個人の両者にとり、情報セキュリティに対して果たす役割は大きいと言える。 
ネットワーク利用者は、自己の責任において自身のセキュリティ確保は言うまでもなく、
それ以上にセキュリティ文化[7]の担い手として、社会全体の情報セキュリティ水準の向上
に貢献することが求められている。わが国の来るべきユビキタス社会において、安全･安
心なネットワーク環境を、ネットワーク利用者自らが作り上げることが期待されているの
である。そのために、企業（事業者）に対しては、ネットワーク利用者が評価する個人情
報の高い価値について、企業（事業者）が認識した上で十分な情報セキュリティ対策の水
準を確保するよう、監視する役割がある。また、国に対しては、個人情報保護法の見直し、
および法律に対する柔軟な適用などの要求を行い、ネットワーク利用者の意思を反映させ
た政策を行うよう求めて行くことが必要である。国民が自由に情報を提供できる安全･安
心な情報社会実現のために、国と企業（事業者）の責任と役割は重大であり、その実現の
ために大きな貢献を求められているのがネットワーク利用者であるとして、本論文の総括
とする。 
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 ９．５ 今後の課題と展望 
 
本論文は、ネットワーク利用者の視点に立ち、情報セキュリティ価値の定量的評価のフ
レームワークを提案し、実証的研究により結論を得たものである。本研究において本フレ
ームワークの有効性は確認されたが、現代の日本社会という限定された範囲における有効
性であるという意味において、今後の展開が必要となる。 
情報セキュリティは世界的な課題であり、すべての国において情報セキュリティ対策お
よび投資のための定量的な価値評価は重要な問題といえるであろう。しかし、第１章第４
節で説明したとおり、他の国における先行研究は例をみない。今後、本フレームワークを
文化、経済、社会制度、人種など背景が異なる他の国に適用した場合、国による違いの要
因を探ることができると考えられる。第６章第７節において、属性による支払意思額への
影響が明らかになったように、個人の背景が異なる国においては、導出される結果が異な
ることが予想される。CVMでは、年収がプラスに影響することが先行研究でも知られてい
ると説明したとおり、特に、経済状況、金銭に対する尺度が異なる国においては、大きな
違いが表れるであろう。一例として、アメリカと日本における慰謝料の金額の相違がある。
個人情報漏洩被害に対する慰謝料として、日本では、第４章第１節で説明したとおり、金
額が高額であると言われるTBCのケースであっても、身体情報などが漏洩し二次被害があ
った被害者に対して慰謝料他で35,000円を支払うという判決であった。一方、アメリカに
おいては、Ziff Davis Media Inc. (Ziff Davis)が、50人分のクレジットカード情報を含む12,000
人分の顧客情報をインターネット上に流出した事件において、3つの州が訴訟を起こした
が、その結果ニューヨーク州に100,000ドル、クレジットカードが流出した50人に対してそ
れぞれ500ドルを支払うことで合意したとされている。こうした背景、金銭尺度の異なる
アメリカのような国において、受入補償額、支払意思額ともに高額になる可能性も予想さ
れる。以上のとおり、本フレームワークを背景の異なる国において適用した場合、異なる
結果が得られるであろうという予測をもとに、今後の展開を課題としたい。 
また、分析手法については、分析手法に内在するバイアスの存在がある。本実証研究は、
表明選好法のコンジョイント分析とCVMを分析手法とした。SPデータを用いた調査は、
RPデータに比べ非常に柔軟で便利な手法であるが、第４章で述べたとおり、バイアスの存
在の問題が指摘されている。大塚（2005）も指摘しているとおり、SPデータは回答者の現
実の行動を伴わない意識データであるため、信頼性に関する疑問を払拭することはできな
い。この問題点は本質的には克服されていないが、本研究ではSP データの信頼性向上お
よびバイアス回避のために、以下の準備と計画に基づき、実施した。 
 
①評価対象となる情報セキュリティの事例として、個人情報漏洩インシデントのデータ
を分析し、現状把握を十分行った。 
②情報セキュリティおよび分析手法について、文献調査・予備調査を通して十分理解し
た上で調査計画を作成した。 
③調査法について、NOAAガイドラインに従いサーベイデザインを行い、予備調査を行
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 うなど十分に準備を重ねた上で実施した。 
 
以上のとおり細心の注意を払い実施したが、「金融情報」における仮想バイアスの可能
性も示唆されるとおり、データの信頼性についての問題を完全に克服することは難しい。
今後、SP データを用いた調査においては、内在するバイアスの問題を正しく理解した上
で、回避するための工夫がさらに必要であると思われる。 
 最後に、新たな情報セキュリティの脅威への対応が挙げられる。本研究において選択し
た情報セキュリティ被害は、「コンピュータウイルス」、「スパム」、「ワンクリック詐
欺」、「不正アクセス」、「誹謗中傷」の 5 種類、個人情報漏洩として「基本情報」、「メ
ールアドレス」、「家族情報」、「身体情報」、「医療情報」、「金融情報」の 6 種類と
した。しかし、シマンテック（2008）調査では、情報セキュリティ脅威の動向として、最
近の攻撃がマシンの破壊や技術力を誇示する愉快犯的性格から、より金銭や利益に直結し
た個人情報盗難へとシフトしていると報告された。ダウンローダと呼ばれる強力な攻撃プ
ログラムや、ボットネット、フィッシングサイトが増加しているとしている。 
本研究で対象としなかったこうした被害が増大し、広く認識されるようになると、新た
な脅威に対する評価、研究の必要性が発生するだろう。情報セキュリティ確保のためには、
今後も引き続き、現代の情報セキュリティの動向、価値評価について、実証研究を積み重
ねて行くことが必要不可欠であると考える。 
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補論 129-168 
 補論１ 
第５章 「ネットワーク利用者が評価する個人情報価値の計測」
に関するアンケート調査結果 
 
１． 回答者の個人属性 
 
（１）年齢・男女別サンプル数 
 
年齢 男性 女性 計 
15～19 歳 86 6.2% 95 6.9% 181 13.1%
20～24 歳 81 5.8% 92 6.6% 173 12.5%
25～29 歳 89 6.4% 90 6.5% 179 12.9%
30～34 歳 92 6.6% 87 6.3% 179 12.9%
35～39 歳 82 5.9% 86 6.2% 168 12.1%
40～44 歳 81 5.8% 80 5.8% 161 11.6%
45～49 歳 86 6.2% 85 6.1% 171 12.3%
50 歳以上 86 6.2% 88 6.4% 174 12.6%
  683 49.3% 703 50.7% 1,386 100%
 
 
（２）職業別サンプル数 （３）業種別回答者 
  
職業 回答数 ％ 
経営者・役員 22 1.6%
会社員・公務員・契
約社員・派遣社員等
575 41.5%
自営業・自由業 91 6.6%
パート・アルバイト 120 8.7%
学生 268 19.3%
専業主婦・主夫 220 15.9%
無職 66 4.8%
その他 24 1.7%
計 1,386 100%
 
業種 回答数 ％ 
公務 40 5.0%
教育 40 5.0%
医療 35 4.3%
水産・農林業 8 1.0%
鉱業 1 0.1%
建設業 43 5.3%
製造業 172 21.3%
電気・ガス業 8 1.0%
倉庫・運輸関連業業 23 2.9%
情報・通信業 87 10.8%
商業 46 5.7%
金融・保険業 31 3.8%
不動産業 9 1.1%
サービス業 183 22.7%
その他 82 10.2%
  808 100%
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 （４）世帯年収 
（５）1 ヶ月に自由に使える金額(平均)  
 世帯年収（税込） 回答数 ％ 
100 万円未満 36 2.6%
100～200 万円未満 39 2.8%
200～300 万円未満 81 5.8%
300～400 万円未満 142 10.3%
400～500 万円未満 141 10.2%
500～600 万円未満 143 10.3%
600～700 万円未満 118 8.5%
700～800 万円未満 104 7.5%
800～900 万円未満 79 5.7%
900～1，000 万円未満 101 7.3%
1，000～2，000 万円未満 130 9.4%
2，000～3，000 万円未満 11 0.8%
3，000～4，000 万円未満 1 0.1%
4，000～5，000 万円未満 1 0.1%
5，000～１億円未満 0 0.0%
１億円以上 1 0.1%
答えたくない 258 18.6%
  1,386 100%
 
 
 
 
２． 単純集計 
 
（１）インターネット利用開始 
 
年 回答数 ％ 
1999 年以前 789 56.9%
2000～2001 年 344 24.8%
2002～2003 年 163 11.8%
2004～2005 年 65 4.7%
2006 年以降 25 1.8%
  1,386 100%
 
 
（２）インターネットを利用する場所（複数回答可） 
 
 
場所 回答数 ％ 
自宅 1,367 98.6%
職場 525 37.9%
学校 164 11.8%
インターネットカフェなど 114 8.2%
その他 13 0.9%
 
金額(平均) 回答数 ％ 
1，000 円未満 30 2.2%
1，000～5，000 円未満 107 7.7%
5，000～1 万円未満 201 14.5%
1 万円～3 万円未満 425 30.7%
3 万円～5 万円未満 347 25.0%
5 万円～10 万円未満 194 14.0%
10 万円～20 万円未満 63 4.6%
20 万円～50 万円未満 16 1.2%
50 万円～100 万円未満 1 0.1%
100 万円～500 万円未満 1 0.1%
500 万円～1，000 万円未満 0 0.0%
1，000 万円以上 1 0.1%
  1,386 100%
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 （３）インターネットを利用する目的（複数回答可） 
 
 
目的 回答数 ％ 
1,342 96.8%趣味・娯楽のため 
1,143 82.5%E メール 
985 71.1%ネットショッピング 
705 50.9%インターネットバンキング 
630 45.5%勉強のため 
627 45.2%仕事のため 
566 40.8%ネットオークション 
550 39.7%掲示板・チャット・SNS などのコミュニティサイトの参加
445 32.1%音楽・映像などのダウンロード 
420 30.3%ブログ・ホームページ作成 
287 20.7%金融取引（株、投資など） 
239 17.2%ゲーム・ソフトのダウンロード 
133 9.6%ファイル交換 
7 0.5%その他 
 
 
（４）インターネットを利用する時間（一日平均） 
 
 
利用時間 平日 休日 
3.82%
18.83%
27.34%
21.50%
9.96%
5.99%
4.83%
1.30%
2.81%
0.22%
1.44%
0.07%
1.88%
0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%
３０分以下
１時間
２時間
３時間
４時間
５時間
６時間
７時間
８時間
９時間
１０時間
１１時間
１２時間以上
平日
休日
3.8% 5.8%３０分以下 
18.8% 15.6%１時間 
27.3% 20.2%２時間 
21.5% 22.3%３時間 
10.0% 13.9%４時間 
6.0% 8.3%５時間 
4.8% 6.1%６時間 
1.3% 1.5%７時間 
2.8% 2.5%８時間 
0.2% 0.7%９時間 
1.4% 0.9%１０時間 
0.1% 0.0%１１時間 
1.9% 2.4%１２時間以上 
 
 
（５）E メールを送受信するメール数（一日平均） 
 
メール数 回答数 ％ 
281 20.3%１～５通 
206 14.9%６～１０通 
271 19.6%１１～２０ 
320 23.1%２１～５０通 
153 11.0%５１～１００通 
140 10.1%１００通以上 
15 1.1%E メールを送受信しない 
  1,386 100%
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 （６）情報セキュリティ対策の実施 
 
情報セキュリティ対策の実施 回答数 ％ 
825 59.5%自分自身で実施している 
186 13.4%家族や知人などが実施している 
212 15.3%プロバイダ提供のセキュリティサービスを利用している 
66 4.8%実施していないが、今後実施する予定 
21 1.5%実施していないし、今後も実施する予定はない 
76 5.5%わからない 
1,386 100%計 
 
 
 
（７）情報セキュリティ対策方法（複数回答可） 
 
情報セキュリティ対策方法 回答数 ％ 
942 73.1%Windows update などによる更新 
1,046 81.2%セキュリティ対策ソフトなどの導入 
174 13.5%パスワードの定期的な変更 
785 60.9%怪しい電子メール・添付ファイルの削除 
403 31.3%Winny 等のファイル交換ソフトの使用を自粛する
211 16.4%セキュリティ関連情報の収集 
12 0.9%その他 
 
 
 
（８）情報セキュリティ対策を実施しない理由（複数回答可） 
 
理由 回答数 ％ 
10 47.6%対策の必要性を感じない 
8 38.1%面倒だから 
6 28.6%費用がかかる 
4 19.1%手間がかかる 
2 9.5%対策方法がわからない 
2 9.5%その他 
1 4.8%理由はない 
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 （９）セキュリティ被害経験 
 
回数 セキュリティ 
被害 
ある 
  １回 2～3 回 4～5 回 6～10 回 11～99 回 100 回以上 
ない 
  
わからな
い 
788 147 254 143 77 129 38 504 94 コンピュータウ
イルスを発見 10.6
%
18.3
%
10.3
%56.9% 5.6% 9.3% 2.7% 36.4% 6.8%
458 237 154 37 14 12 4 832 96 コンピュータウ
イルスに感染 17.1% 11.1% 2.7% 1.0% 0.9% 0.3% 60.0% 6.9%33.1%
1,132 25 58 48 74 223 704 198 56 迷惑メールを受
信 81.7% 1.8% 4.2% 3.5% 5.3% 16.1% 50.8% 14.3% 4.0%
131 27 27 13 12 22 30 889 366 
不正アクセス 
9.5% 2.0% 2.0% 0.9% 0.9% 1.6% 2.2% 64.1% 26.4%
59 26 19 3 4 3 4 1,185 142 データを消失・改
ざん 4.3% 1.9% 1.4% 0.2% 0.3% 0.2% 0.3% 85.5% 10.3%
160 80 52 12 11 4 1 1,134 92 ワンクリック詐
欺 11.5% 5.8% 3.8% 0.9% 0.8% 0.3% 0.1% 81.8% 6.6%
268 50 63 36 30 53 36 883 235 
スパイウェア 
19.3% 3.6% 4.6% 2.6% 2.2% 3.8% 2.6% 63.7% 17.0%
29 11 7 4 3 3 1 1,194 163 
フィッシング 
2.1% 0.8% 0.5% 0.3% 0.2% 0.2% 0.1% 86.2% 11.8%
22 11 5 3 1 2 0 1,151 213 
ファーミング 
1.6% 0.8% 0.4% 0.2% 0.1% 0.1% 0.0% 83.0% 15.4%
17 3 6 3 2 1 2 1,124 245 ボット 
  1.2% 0.2% 0.4% 0.2% 0.1% 0.1% 0.1% 81.1% 17.7%
57 13 21 9 5 6 3 1,191 138 掲示板等による
風評の流布 4.1% 0.9% 1.5% 0.7% 0.4% 0.4% 0.2% 85.9% 10.0%
3 0 1 0 0 2 0 547 122 その他 
  0.5% 0.0% 0.2% 0.0% 0.0% 0.3% 0.0% 81.4% 18.2%
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 (１０)情報セキュリティ被害に対する不安 
 
  
セキュリティ被害 非常に不安 まったく不安でない 少し不安 あまり不安でない わからない
554 652 144 22 14 コンピュータウイ
ルス 40.0% 47.0% 10.4% 1.6% 1.0%
327 522 406 111 20 迷惑メール 
  23.6% 37.7% 29.3% 8.0% 1.4%
486 605 224 36 35 不正アクセス 
  35.1% 43.7% 16.2% 2.6% 2.5%
407 511 328 101 39 
ワンクリック詐欺 
29.4% 36.9% 23.7% 7.3% 2.8%
489 584 201 33 79 スパイウェア 
  35.3% 42.1% 14.5% 2.4% 5.7%
446 517 278 55 90 フィッシング 
  32.2% 37.3% 20.1% 4.0% 6.5%
397 501 271 51 166 ファーミング 
  28.6% 36.2% 19.6% 3.7% 12.0%
389 512 256 50 179 ボット 
  28.1% 36.9% 18.5% 3.6% 12.9%
281 477 404 104 120 掲示板等により風
評が広まる 20.3% 34.4% 29.2% 7.5% 8.7%
24 18 32 11 478 その他 
4.3% 3.2% 5.7% 2.0% 84.9%  
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 （１１）情報セキュリティ被害によって発生する実際の被害に対する不安 
 
 
実被害  非常に不安 少し不安 あまり不安でまったく不安
ない 
わからない 
でない 
733 529 87 17 20 コンピュータウイルスに感
染すること 52.9% 38.2% 6.3% 1.2% 1.4%
456 579 260 71 20 大量の迷惑メールが届くこ
と 32.9% 41.8% 18.8% 5.1% 1.4%
833 443 82 10 18 パスワードが盗まれること 
60.1% 32.0% 5.9% 0.7% 1.3%
726 419 172 50 19 個人情報が漏洩すること 
  52.4% 30.2% 12.4% 3.6% 1.4%
726 419 172 50 19 
不正請求されること 
52.4% 30.2% 12.4% 3.6% 1.4%
641 471 205 41 28 
なりすまし詐欺に遭うこと 
46.3% 34.0% 14.8% 3.0% 2.0%
741 426 166 27 26 PC・携帯電話等が盗まれる
こと 53.5% 30.7% 12.0% 2.0% 1.9%
650 502 177 23 34 データが消失・改ざんされる
こと 46.9% 36.2% 12.8% 1.7% 2.5%
394 524 340 67 61 掲示板等により風評が広ま
ること 28.4% 37.8% 24.5% 4.8% 4.4%
609 557 149 34 37 どんな被害に遭うかわから
ないこと 43.9% 40.2% 10.8% 2.5% 2.7%
459 446 286 129 66 Winny などにより、他人の情
報を漏洩させてしまうこと 33.1% 32.2% 20.6% 9.3% 4.8%
23 19 35 9 451 
その他：具体的に 4.3% 3.5% 6.5% 1.7% 84.0%
 
 
 
（１２）個人情報漏洩被害経験 
 
 
個人情報の漏洩被害経験 回答数 ％ 
883 63.7%ない 
153 11.0%ある（１回） 
118 8.5%ある（２～３回） 
15 1.1%ある（４～５回） 
16 1.2%ある（６回以上） 
201 14.5%わからない 
  1,386 100%
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 （１３）情報漏洩の発覚経路 
 
   
個人情報 
自 分 で
発 見 し
た 
人 か ら 指
摘された
ネット情
報から 
報 道 か
ら 
事 業 者 か
ら 
その他 被 害 に あ
っ て い な
い 
1氏名 34 7 18 44 178 16 36 
2 20 4 10 33 136 14 102 年齢、生年月日 
3 19 5 11 30 146 15 91 性別 
4 31 5 9 37 138 14 86 住所 
5 21 6 8 29 115 14 123 電話番号（固定） 
6 11 4 4 11 50 9 219 電話番号（携帯） 
7 46 8 16 22 120 19 101 電子メールアドレス 
8 3 2 1 0 4 5 287 顔などの写真、声 
9 1 0 2 0 2 5 292 身長、体重、身体的特徴 
10 9 2 1 1 11 7 272 学校名、学歴、成績 
11 3 1 1 3 20 6 270 勤務先、所属、職業、職歴 
12 4 0 4 1 11 6 276 家族構成 
13 1 0 1 2 7 7 285 結婚歴、離婚歴 
14 1 0 1 1 2 5 292 医療カルテ、病歴 
15 1 1 2 2 9 6 282 趣味、嗜好 
16 3 1 1 2 13 6 278 購買歴 
17 2 1 0 1 1 5 292 検索履歴 
18 1 0 0 1 1 5 294 本・ビデオ借用履歴 
19 1 0 0 1 1 5 294 友人、交友関係 
20 2 0 1 1 4 6 289 年収、資産 
21 2 0 1 1 3 5 291 借金、負債 
22 1 0 1 2 4 5 290 金融口座情報 
23 4 2 2 2 7 6 281 クレジットカード情報 
24 2 0 0 3 9 5 285 取引情報 
25 2 0 0 2 5 0 111 その他：具体的に 
 
 
 
 
（１４）漏洩させた企業など加害者から連絡、謝罪、補償など対応 
 
自由回答 
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（１５）漏洩させた企業などが取るべき対応（複数回答可） 
 
 個人情報 事故の公
表 
対応窓口
の設置 
謝罪文を
送る 
謝罪に
行く 
お詫びの
品を送る
慰謝料を
払う 
何も必
要ない 
その他
1 氏名 1,024 613 747 291 339 437 45 13 
2 年齢、生年月日 930 541 686 208 280 350 78 14 
3 性別 800 389 526 133 174 230 248 15 
4 住所 1,001 665 734 346 392 522 24 14 
5 電話番号（固定） 1,001 665 734 346 392 522 24 14 
6 電話番号（携帯） 968 668 746 310 387 502 27 20 
7 電子メールアドレス 958 617 734 239 328 389 36 17 
8 顔などの写真、声 976 688 700 493 425 709 26 20 
9 身長、体重、身体的
特徴 
879 561 652 323 336 461 89 23 
10 学校名、学歴、成績 924 612 702 367 353 513 46 19 
11 勤務先、所属、職業、
職歴 
957 638 697 389 370 540 33 19 
12 家族構成 904 568 677 322 302 410 69 22 
13 結婚歴、離婚歴 890 563 652 341 315 478 75 25 
14 医療カルテ、病歴 950 658 693 490 389 666 47 17 
15 趣味、嗜好 788 434 589 171 217 263 197 29 
16 購買歴 830 511 649 199 253 318 122 24 
17 検索履歴 814 449 577 189 216 279 159 27 
18 本・ビデオ借用履歴 815 475 602 185 235 287 155 27 
19 友人、交友関係 882 559 653 301 301 407 80 21 
20 年収、資産 948 657 683 446 395 652 48 21 
21 借金、負債 945 680 677 478 411 696 49 27 
22 金融口座情報 1,004 765 708 575 473 861 34 24 
23 クレジットカード情
報 
1,010 779 709 575 484 886 26 28 
24 取引情報 957 666 660 431 369 617 50 30 
％ 26.6% 17.3% 19.4% 9.8% 9.8% 14.4% 2.1% 0.6%
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（１６）インターネット上に自分の情報が漏洩したことに対する不快感 
 
 個人情報  非常に不快だ 少し不快だ 不快には思わない 何とも思わない わからない
861 423 63 31 8 1 氏名のみ 
62.1% 30.5% 4.6% 2.2% 0.6%
671 506 148 51 10 2
年齢、生年月日 
48.4% 36.5% 10.7% 3.7% 0.7%
442 412 338 181 13 3
性別 
31.9% 29.7% 24.4% 13.1% 0.9%
1,156 196 10 17 7 4
住所  
83.4% 14.1% 0.7% 1.2% 0.5%
1,187 168 10 12 9 5
電話番号（固定） 
85.6% 12.1% 0.7% 0.9% 0.7%
1,203 149 8 12 14 6
電話番号（携帯） 
86.8% 10.8% 0.6% 0.9% 1.0%
1,035 306 27 10 8 7
電子メールアドレス 
74.7% 22.1% 2.0% 0.7% 0.6%
1,220 137 14 7 8 8
顔などの写真、声 
88.0% 9.9% 1.0% 0.5% 0.6%
915 345 84 30 12 9 身長、体重、身体的
特徴 66.0% 24.9% 6.1% 2.2% 0.9%
946 327 75 27 11 10
学校名、学歴、成績 
68.3% 23.6% 5.4% 2.0% 0.8%
1,014 278 58 22 14 11 勤務先、所属、職業、
職歴 73.2% 20.1% 4.2% 1.6% 1.0%
836 387 109 43 11 12
家族構成 60.3% 27.9% 7.9% 3.1% 0.8%
836 341 122 64 23 13
結婚歴、離婚歴 60.3% 24.6% 8.8% 4.6% 1.7%
1,063 218 60 31 14 14
医療カルテ、病歴 
76.7% 15.7% 4.3% 2.2% 1.0%
641 432 224 72 17 15
趣味、嗜好 
46.3% 31.2% 16.2% 5.2% 1.2%
726 421 166 58 15 16
購買歴 
52.4% 30.4% 12.0% 4.2% 1.1%
737 415 159 62 13 17
検索履歴 
53.2% 29.9% 11.5% 4.5% 0.9%
681 425 198 65 17 18
本・ビデオ借用履歴 
49.1% 30.7% 14.3% 4.7% 1.2%
845 383 104 42 12 19
友人、交友関係 61.0% 27.6% 7.5% 3.0% 0.9%
1,108 192 54 23 9 20
年収、資産 
79.9% 13.9% 3.9% 1.7% 0.7%
1,120 158 54 37 17 21
借金、負債 
80.8% 11.4% 3.9% 2.7% 1.2%
1,275 75 15 12 9 22
金融口座情報 
92.0% 5.4% 1.1% 0.9% 0.7%
1,286 66 16 8 10 23 クレジットカード情
報 92.8% 4.8% 1.2% 0.6% 0.7%
1,073 214 56 24 19 24
 取引情報 77.4% 15.4% 4.0% 1.7% 1.4%
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（１７）個人情報漏洩に対する被害の大きさをどのように考えるか 
個人情報  非常に重大である 少し重大であるあまり問題でない 被害と思わな
い 
わからない
705 465 179 29 8 1 氏名のみ 
50.9% 33.6% 12.9% 2.1% 0.6%
559 500 261 55 11 2 年齢、生年月日 
40.3% 36.1% 18.8% 4.0% 0.8%
373 390 443 169 11 3 性別 
26.9% 28.1% 32.0% 12.2% 0.8%
1,087 237 47 10 5 4 住所  
78.4% 17.1% 3.4% 0.7% 0.4%
1,108 229 36 6 7 5 電話番号（固
定） 79.9% 16.5% 2.6% 0.4% 0.5%
1,101 241 27 8 9 6 電話番号（携
帯） 79.4% 17.4% 2.0% 0.6% 0.7%
908 385 73 15 5 7 電子メールア
ドレス 65.5% 27.8% 5.3% 1.1% 0.4%
1,117 195 60 8 6 8 顔などの写真、
声 80.6% 14.1% 4.3% 0.6% 0.4%
785 380 187 26 8 9 身長、体重、身
体的特徴 56.6% 27.4% 13.5% 1.9% 0.6%
839 384 134 21 8 10 学校名、学歴、
成績 60.5% 27.7% 9.7% 1.5% 0.6%
941 327 95 17 6 11 勤務先、所属、
職業、職歴 67.9% 23.6% 6.9% 1.2% 0.4%
742 413 187 36 8 12 家族構成 
53.5% 29.8% 13.5% 2.6% 0.6%
758 373 197 39 19 13 結婚歴、離婚歴 
54.7% 26.9% 14.2% 2.8% 1.4%
1,038 228 88 22 10 14 医療カルテ、病
歴 74.9% 16.5% 6.4% 1.6% 0.7%
553 438 299 87 9 15 趣味、嗜好 39.9% 31.6% 21.6% 6.3% 0.7%
618 467 235 58 8 16 購買歴 44.6% 33.7% 17.0% 4.2% 0.6%
616 444 251 67 8 17 検索履歴 
44.4% 32.0% 18.1% 4.8% 0.6%
580 451 281 65 9 18 本・ビデオ借用
履歴 41.9% 32.5% 20.3% 4.7% 0.7%
753 427 168 31 7 19 友人、交友関係 
54.3% 30.8% 12.1% 2.2% 0.5%
1,090 202 73 14 7 20 年収、資産 78.6% 14.6% 5.3% 1.0% 0.5%
1,124 167 65 19 11 21 借金、負債 
81.1% 12.1% 4.7% 1.4% 0.8%
1,286 69 19 4 8 22 金融口座情報 
92.8% 5.0% 1.4% 0.3% 0.6%
1,296 56 18 7 9 23 クレジットカ
ード情報 93.5% 4.0% 1.3% 0.5% 0.7%
1,054 225 72 19 16 24 取引情報 
76.1% 16.2% 5.2% 1.4% 1.2%
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（１８）漏洩させた企業等に対する要求・態度 
 
 個人情報  慰謝料を請求
する 
慰謝料ほどでな
いが、詫び料程
度はほしい 
漏洩した企業の
商品、サービスを
購入したくない
謝罪してく
れればよい 
何も必要
ない 
わからな
い 
301 424 292 295 33 41 1 氏名のみ 21.7% 30.6% 21.1% 21.3% 2.4% 3.0%
229 387 319 330 78 43 2 年齢、生年月日 16.5% 27.9% 23.0% 23.8% 5.6% 3.1%
155 295 313 382 197 44 3 性別 11.2% 21.3% 22.6% 27.6% 14.2% 3.2%
541 411 240 134 17 43 4 住所  39.0% 29.7% 17.3% 9.7% 1.2% 3.1%
548 441 219 115 16 47 5 電話番号（固定） 39.5% 31.8% 15.8% 8.3% 1.2% 3.4%
538 452 230 108 11 47 6 電話番号（携帯） 38.8% 32.6% 16.6% 7.8% 0.8% 3.4%
419 460 277 171 15 44 7 電子メールアド
レス 30.2% 33.2% 20.0% 12.3% 1.1% 3.2%
693 342 211 83 10 47 8 顔などの写真、声
50.0% 24.7% 15.2% 6.0% 0.7% 3.4%
431 377 318 175 37 48 9 身長、体重、身体
的特徴 31.1% 27.2% 22.9% 12.6% 2.7% 3.5%
439 405 295 167 31 49 10 学校名、学歴、成
績 31.7% 29.2% 21.3% 12.1% 2.2% 3.5%
485 402 278 147 25 49 11 勤務先、所属、職
業、職歴 35.0% 29.0% 20.1% 10.6% 1.8% 3.5%
351 402 325 208 55 45 12 家族構成 25.3% 29.0% 23.5% 15.0% 4.0% 3.3%
377 371 313 216 57 52 13 結婚歴、離婚歴 27.2% 26.8% 22.6% 15.6% 4.1% 3.8%
651 328 222 108 26 51 14 医療カルテ、病歴 47.0% 23.7% 16.0% 7.8% 1.9% 3.7%
257 347 377 253 104 48 15 趣味、嗜好 18.5% 25.0% 27.2% 18.3% 7.5% 3.5%
296 355 374 233 79 49 16 購買歴 21.4% 25.6% 27.0% 16.8% 5.7% 3.5%
279 366 373 227 92 49 17 検索履歴 20.1% 26.4% 26.9% 16.4% 6.6% 3.5%
275 342 385 248 84 52 18 本・ビデオ借用履
歴 19.8% 24.7% 27.8% 17.9% 6.1% 3.8%
380 359 349 204 46 48 19 友人、交友関係 27.4% 25.9% 25.2% 14.7% 3.3% 3.5%
702 307 229 81 19 48 20 年収、資産 50.7% 22.2% 16.5% 5.8% 1.4% 3.5%
769 276 193 75 22 51 21 借金、負債 55.5% 19.9% 13.9% 5.4% 1.6% 3.7%
962 203 122 46 9 44 22 金融口座情報 69.4% 14.7% 8.8% 3.3% 0.7% 3.2%
971 201 117 42 10 45 23 クレジットカー
ド情報 70.1% 14.5% 8.4% 3.0% 0.7% 3.3%
718 300 206 85 21 56 24 取引情報 51.8% 21.7% 14.9% 6.1% 1.5% 4.0%
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（１９）①慰謝料として欲しい金額(1000 万円未満) 
 
個人情報 
1,000 万
円以上の
回答 
有効回
答数 平均値 中央値 最頻値
最小
値
最大値 25% 50% 75%
氏名のみ 26 699 220,685 50,000 10,000 0 5,000,000 1,000 10,000 30,000
年齢、生年月日 16 600 165,785 30,000 10,000 0 5,000,000 1,000 5,000 10,000
性別 12 438 99,615 10,000 10,000 0 5,000,000 5,000 10,000 50,000
住所 34 918 247,741 60,000 10,000 0 5,000,000 5,000 10,000 50,000
電話番号（固定） 27 962 199,648 50,000 10,000 0 1,000,000 3,000 10,000 50,000
電話番号（携帯） 26 964 206,555 50,000 10,000 0 5,000,000 2,000 10,000 50,000
電子メールアド
レス 
18 861 184,636 30,000 10,000 0 5,000,000 5,000 10,000 99,999
顔などの写真、
声 
58 977 308,647 100,000 10,000 0 5,000,000 3,000 10,000 50,000
身長、体重、身
体的特徴 
21 787 228,750 50,000 10,000 0 5,000,000 3,000 10,000 50,000
学校名、学歴、
成績 
23 821 215,339 50,000 10,000 0 5,000,000 3,000 10,000 50,000
勤務先、所属、
職業、職歴 
23 864 225,820 50,000 10,000 0 5,000,000 3,000 10,000 50,000
家族構成 27 726 218,927 50,000 10,000 0 7,000,000 3,000 10,000 50,000
結婚歴、離婚歴 21 727 222,295 50,000 10,000 0 7,000,000 5,000 10,000 100,000
医療カルテ、病
歴 
47 932 343,023 100,000 10,000 0 7,000,000 1,000 10,000 30,000
趣味、嗜好 16 588 152,350 10,000 10,000 0 7,000,000 1,000 10,000 30,000
購買歴 16 635 168,470 16,000 10,000 0 7,000,000 1,000 10,000 30,000
検索履歴 16 629 179,313 20,000 10,000 0 7,000,000 1,000 10,000 30,000
本・ビデオ借用
履歴 
16 601 168,036 16,000 10,000 0 7,000,000 3,000 10,000 50,000
友人、交友関係 23 716 225,858 50,000 10,000 0 7,000,000 5,000 10,000 100,000
年収、資産 48 961 346,789 100,000 10,000 0 7,000,000 5,000 10,000 100,000
借金、負債 62 983 352,644 100,000 10,000 0 5,000,000 10,000 30,000 100,000
金融口座情報 119 1,046 481,847 100,000 10,000 0 5,000,000 10,000 50,000 100,000
クレジットカー
ド情報 
122 1,050 492,665 100,000 10,000 0 5,000,000 5,000 10,000 100,000
取引情報 66 952 350,148 100,000 0 0 5,000,000 0 1,000 10,000
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（１９）②詫び料として欲しい金額 
 
侘び料 有効 欠損値 平均値 中央値 最頻値最小
値
最大値 25% 50% 75% 
氏名のみ 616 770 1,936,461 10,000 10,000 0 1,000,000,000 1,000 10,000 30,000
年齢、生年月
日 450 936 
22,547,81
7 5,000 10,000 0
10,000,000,000 1,000 5,000 10,000
性別 952 434 21,392,460 10,000 10,000 0
20,000,000,000 5,000 10,000 50,000
住所 989 397 366,078 10,000 10,000 0 100,000,000 5,000 10,000 50,000
電話番号（固
定） 990 396 396,640 10,000 10,000 0 100,000,000 3,000 10,000 50,000
電話番号（携
帯） 879 507 295,810 10,000 10,000 0 100,000,000 2,000 10,000 50,000
電子メールア
ドレス 1,035 351 
98,331,07
1 10,000 10,000 0
100,000,000,0
00 5,000 10,000 99,999
顔 な ど の 写
真、声 808 578 1,656,642 10,000 10,000 0 1,000,000,000 3,000 10,000 50,000
身長、体重、
身体的特徴 844 542 458,236 10,000 10,000 0 100,000,000 3,000 10,000 50,000
学 校 名 、 学
歴、成績 887 499 1,524,383 10,000 10,000 0 1,000,000,000 3,000 10,000 50,000
勤 務 先 、 所
属、職業、職
歴 
753 633 1,838,284 10,000 10,000 0 1,000,000,000 3,000 10,000 50,000
家族構成 748 638 396,302 10,000 10,000 0 100,000,000 3,000 10,000 50,000
結婚歴、離婚
歴 979 407 
104,294,6
93 10,000 10,000 0
100,000,000,000 5,000 10,000 100,000
医療カルテ、
病歴 604 782 333,063 10,000 10,000 0 100,000,000 1,000 10,000 30,000
趣味、嗜好 651 735 15,769,167 10,000 10,000 0
10,000,000,000 1,000 10,000 30,000
購買歴 645 741 15,883,762 10,000 10,000 0
10,000,000,000 1,000 10,000 30,000
検索履歴 617 769 1,621,281,336 10,000 10,000 0 1,000,000,000,000 1,000 10,000 30,000
本・ビデオ借
用履歴 739 647 
14,104,42
9 10,000 10,000 0
10,000,000,001 3,000 10,000 50,000
友人、交友関
係 1,009 377 
100,099,939,166 10,000 10,000 0 100,000,000,000,000 5,000 10,000 100,000
年収、資産 1,045 341 191,399,056,117 10,000 10,000 0 100,000,000,000,000 5,000 10,000 100,000
借金、負債 1,165 221 8,583,779,195,802 30,000 10,000 0 10,000,000,000,000,000 10,000 30,000 100,000
金融口座情報 1,172 214 8,534,140,594,396 50,000 10,000 0 10,000,000,000,000,000 10,000 50,000 100,000
クレジットカ
ード情報 1,018 368 
1,080,550,099,565,470 10,000 10,000 01,000,000,000,000,000,000 5,000 10,000 100,000
取引情報 1,386 0 36,075,310,119 1,000 0 0 50,000,000,000,000 0 1,000 10,000
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（２０）支払意思額 
 
 有効 欠損
値 平均値 中央値 最頻値
最小
値
最大値 25% 50% 75%
氏名のみ 1,386 0 3,856,207 1,000 0 0 5,000,000,000 0 1,000 5,000
年齢、生年月
日 1,386 0 36,246,012 1 0 0 50,000,000,000 0 1 2,000
性別 1,386 0 1,715,408 2,000 0 0 2,000,000,000 0 2,000 10,000
住所 1,386 0 429,332 2,000 0 0 300,000,000 0 2,000 10,000
電話番号（固
定） 1,386 0 250,958 1,000 0 0 100,000,000 0 1,000 10,000
電話番号（携
帯） 1,386 0 404,203 1,000 0 0 300,000,000 0 1,000 10,000
電子メール
アドレス 1,386 0 685,740 3,000 0 0 500,000,000 0 3,000 10,000
顔などの写
真、声 1,386 0 567,264 1,000 0 0 500,000,000 0 1,000 10,000
身長、体重、
身体的特徴 1,386 0 3,893,616 1,000 0 0 5,000,000,000 0 1,000 10,000
学校名、学
歴、成績 1,386 0 3,892,151 1,000 0 0 5,000,000,000 0 1,000 10,000
勤務先、所
属、職業、職
歴 
1,386 0 1,002,401 1,000 0 0 1,000,000,000 0 1,000 5,250
家族構成 1,386 0 101,055,044 500 0 0 89,784,645,131 0 500 5,000
結婚歴、離婚
歴 1,386 0 5,769,439 1,000 0 0 6,546,848,646 0 1,000 10,000
医療カルテ、
病歴 1,386 0 949,942 200 0 0 1,000,000,000 0 200 5,000
趣味、嗜好 1,386 0 261,075 500 0 0 100,000,000 0 500 5,000
購買歴 1,386 0 4,955,492 300 0 0 5,616,541,561 0 300 5,000
検索履歴 1,386 0 193,183 100 0 0 100,000,000 0 100 3,000
本・ビデオ借
用履歴 1,386 0 767,623 1,000 0 0 654,654,654 0 1,000 10,000
友人、交友関
係 1,386 0
721,500,721,832,985 1,000 0 0 1,000,000,000,000,000,000 0 1,000 10,000
年収、資産 1,386 0 72,197,299,394,226 1,000 0 0 100,000,000,000,000,000 0 1,000 10,000
借金、負債 1,386 0 721,501,918,515 10,000 10,000 01,000,000,000,000,000 100 10,000 30,000
金融口座情
報 1,386 0
72,153,909,345 10,000 0 0 100,000,000,000,000 100 10,000 30,000
クレジット
カード情報 1,386 0
7,219,415,052 2,000 0 0 10,000,000,000,000 0 2,000 10,000
取引情報 84 1,302 1,328,445 0 0 0 100,000,000 0 0 0
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 補論２ 
 
第６章 「ネットワーク利用者が評価する情報セキュリティ価値の
計測」に関するアンケート調査結果 
 
 
１．回答者の個人属性 
 
（１）年齢・男女別サンプル数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）職業 
 職業・業種 数 ％   
1 政府・官公庁 41 1.9%
2 学校、教育関係 72 3.4%
3 医療関係 59 2.8%
4 水産・農林業 8 0.4%
5 鉱業 1 0.1%
6 建設業 65 3.0%
7 製造業 187 8.7%
8 電気・ガス業 14 0.7%
9 倉庫・運輸関連業 38 1.8%
10 情報・通信業 104 4.8%
11 商業 65 3.0%
12 金融・保険業 40 1.9%
13 不動産業 24 1.1%
14 サービス業 279 13.0%
就労者 1,150 53.6% 
15 学生・生徒 410 19.1% 学生生徒 410 19.1% 
16 専業主婦・主夫 408 19.0%
17 無職 179 8.3% 未就労者 587  27.3% 
18 その他 153 7.1%  
 計 2,147 100%  
 
男 女 性別 
年代 回収数 ％ 回収数 ％ 
19 歳以下 185 16.8% 165 15.8% 
20～29 歳 154 14.0% 188 18.0% 
30～39 歳 193 17.5% 171 16.3% 
40～49 歳 205 18.6% 166 15.9% 
50～59 歳 189 17.2% 176 16.8% 
60 歳以上 174 15.8% 181 17.3% 
計 1,100 51.2% 1,047 48.8% 
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 （３）年収 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図６－２ 年収 
（４）自由に使える金額（月額）  
 
46638
154
77
96
128
141
199
249
238
166
91
104
0 10 0 2 00 3 00 4 00 5 00
答 え た く な い
150 0万 円 以 上
1,0 00万 円 以 上 1,50 0万 円 未 満
900万 円 以 上 1,00 0万 円 未 満
800円 万 以 上 900万 円 未 満
700万 円 以 上 800万 円 未 満
600万 円 以 上 700万 円 未 満
500万 円 以 上 600万 円 未 満
400万 円 以 上 500万 円 未 満
300万 円 以 上 400万 円 未 満
200万 円 以 上 300万 円 未 満
100万 円 以 上 200万 円 未 満
100万 円 未 満
 
14
273
716
396
229
324
44
66
85
0 100 200 300 400 500 600 700 800
答えたくない
100，000円以上
50，000円～100，000円未満
40，000円～50，000円未満
30，000円～40，000円未満
20，000円～30，000円未満
5，000円～20，000円未満
1円～5，000円未満
0円
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．設問に対する回答 
 
（１）セキュリティ被害についての意識調査について 
 
回答 数 ％ 
説明にある情報セキュリティ被害の怖さは、よくわかっている 1,614 75.2%
説明にある被害について意味は理解できるが、自分が被害を受けるこ
とはないと思う 212 9.9%
たとえ、自分が被害を受けても、特に困るようなことは起こらないと
思う 33 1.5%
11 0.5%たとえ、自分が被害を受けても、警察や企業が補償してくれると思う
説明を読んでも、具体的にどのようなことが起こるのか、イメージが
わかない 202 9.4%
情報セキュリティ被害が怖いとは思わない 6 0.3%
わからない 65 3.0%
その他 4 0.2%
    計 2,147 100%
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 （３）インターネット利用時間（週時間）  
  
 
（２）インターネット利用年数 
 
年数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）パソコンの使用年数 
 
年数 数 ％ 
1 年以内 415 19.3%
2 年 461 21.5%
3 年 473 22.0%
4 年 255 11.9%
5 年 267 12.4%
6 年 101 4.7%
7 年 61 2.8%
8 年 48 2.2%
9 年 13 0.6%
10 年 27 1.3%
11 年 1 0.1%
12 年以上 25 1.2%
  計 2,147 100%
 
（６）パソコンに情報セキュリティ対策を実施しているか 
 
回答 数 ％ 実施 ％ 
自分自身で実施している 1,204 56.1% 
家族や知人などが実施している 310 14.4% 
プロバイダ提供のセキュリティサービスを利用してい
る 357 16.6% 1,871 87.1%
実施していないが、今後実施する予定 90 4.2%   
実施していないし、今後も実施する予定はない 62 2.9%   
わからない 115 5.4%   
個人のパソコンは持っていない 9 0.4%   
計 2,147 100%   
数 ％ 
1 年 53 2.5% 
2 年 72 3.4% 
3 年 82 3.8% 
4 年 118 5.5% 
5 年 134 6.2% 
6 年 189 8.8% 
7 年 183 8.5% 
8 年 328 15.3% 
9 年 202 9.4% 
10 年 235 10.9% 
11 年 135 6.3% 
12 年 117 5.5% 
13 年以上 297 13.8% 
回答なし 2 0.1% 
計 2,147 100% 
 
週時間 数 ％ 
1 時間未満 54 2.5% 
1 時間以上 5 時間未満 614 28.7% 
5 時間以上 10 時間未満 397 18.5% 
10 時間以上 20 時間未満 421 19.6% 
20 時間以上 30 時間未満 263 12.2% 
30 時間以上 40 時間未満 147 6.8% 
40 時間以上 248 11.6% 
回答なし 3 0.1% 
計 2,147 100% 
 
 
（５）パソコンで E メールを送受信するメール数 
 
メール数 回答 ％ 
１～５通 423 19.7%
６～１０通 327 15.2%
１１～２０ 347 16.2%
２１～５０通 509 23.7%
５１～１００通 258 12.0%
１００通以上 252 11.7%
E メールを送受信しない 31 1.4%
  2,147 100%
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 （７） 情報セキュリティ対策（複数回答可） 
 
回答 数 ％ 
Windows update などによる更新 1,366 69.7%
セキュリティ対策ソフトなどの導入 1,421 72.5%
プロバイダが提供するセキュリティサービスに加入 532 27.1%
パスワードによるロック 475 24.2%
パスワードの定期的な変更 223 11.4%
怪しい電子メール・添付ファイルの削除 1,076 54.9%
Winny 等のファイル交換ソフトの使用を自粛する 588 30.0%
その他 28 1.4%
  1,961 MAX100.0% 
 
 
（８）どのぐらいの頻度で情報セキュリティ対策を実施しているか 
 
Windows update などによる更新       パスワードの定期的な変更 
頻度 回答 ％ 
毎日 399 30.2%
１週間に 1 回 361 27.3%
２週間に 1 回 105 8.0%
１ヶ月に１回 225 17.0%
３ヶ月に１回 62 4.7%
６ヶ月に１回 26 2.0%
１年に１回 39 3.0%
その他 104 7.9%
計 1,321 100%
 
 
（９）セキュリティ対策ソフトなどの導入に、１回当たりいくら支払ったか 
   そのソフトを導入した理由は何か 
 
回答数 1,374 
平均値 4,747 
中央値 4,000 
最頻値 0 
最小値 0 
最大値 60,000 
 
 
（１０）セキュリティサービス利用に月額いくら支払っているか 
そのセキュリティサービスを利用した理由は何か 
 
回答 514 
平均値 652 
中央値 300 
最頻値 0 
最小値 0 
最大値 10,000 
頻度 回答 ％ 
毎日 34 16.4% 
１週間に 1 回 23 11.1% 
２週間に 1 回 12 5.8% 
１ヶ月に１回 47 22.6% 
３ヶ月に１回 42 20.2% 
６ヶ月に１回 26 12.5% 
１年に１回 14 6.7% 
その他 10 4.8% 
計 208 100% 
 
ソフトを導入した理由 回答 ％ 
ソフトを信頼したから 654 47.6%
勧められたから 161 11.7%
金額が手ごろだったから 268 19.5%
特に理由はない 181 13.2%
その他 110 8.0%
計 1,374 100%
サービスを利用した理由 回答 ％ 
サービスを信頼したから 185 36.0%
勧められたから 56 10.9%
金額が手ごろだったから 124 24.1%
特に理由はない 110 21.4%
その他 39 7.6%
計 514 100%
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 （１１）情報セキュリティ対策を実施しない理由 
 
対策を実施しない理由 回答 ％ 
費用がかかる 15 24.2% 
手間がかかる 3 4.8% 
面倒だから 14 22.6% 
対策方法がわからない 6 9.7% 
対策の必要性を感じない 12 19.4% 
なぜセキュリティ対策を実施しなければならないかわからない 0 0.0% 
その他 8 12.9% 
理由はない 4 6.5% 
計 62 100% 
 
（１２）セキュリティ被害経験 
 
 回答 数 ％ 
ある 472 22.0%
ない 1,393 64.9%
わからない 282 13.1%
計 2,147 100%
 
セキュリティ被害経験回数      （１３）どのようなセキュリティ被害に遭ったか 
 
回数 数 ％ 
1 196 41.5%
2 104 22.0%
3 75 15.9%
4 11 2.3%
5 33 7.0%
7 1 0.2%
9 1 0.2%
10 29 6.2%
12 1 0.2%
15 3 0.6%
20 6 1.3%
30 2 0.4%
50 2 0.4%
100 3 0.6%
500 1 0.2%
1,000 4 0.9%
計 472 22.0%
ない 1,393 64.9%
わからない 282 13.1%
 
被害 数 ％ 
コンピュータウイルス 376 79.7%
スパイウェア 136 28.8%
個人情報漏洩 66 14.0%
ワンクリック詐欺 65 13.8%
不正アクセス 38 8.1%
フィッシング・ファーミング 20 4.2%
ウェブ上での誹謗中傷 17 3.6%
その他 8 1.7%
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 補論３     法制化の背景と個人情報保護法の構成 
 
１．EU加盟国における法制化の背景 
 
ヨーロッパにおいては、1970 年代初期からプライバシー保護を目的とする法律が制定さ
れるようになったことによる個人情報保護のための規制の動きに対し、国際的なネットワ
ーク化の進展に伴って個人情報の国際流通を求める要請が起こった。情報の自由な流通の
確保とプライバシーの保護への配慮との調和を図ろうとする観点から、1980 年 9 月 OECD
（経済協力開発機構）理事会における「プライバシー保護と個人データの国際流通につい
ての勧告」が出された。この勧告は、加盟国に対する強制力を有するものではないが、加
盟各国の国内法の中に最低限の規準として確立することを認めながら、個人情報の流通が
自由に行われることを目的としている。その付属文書「プライバシー保護と個人データの
国際流通についてのガイドライン」のうちの第 2 部「国内適用における基本原則」で示さ
れた８原則が、いわゆる「 個人情報保護８原則」であり、以下に示す８原則が、世界各
国における個人情報保護に関する考え方の基礎となった。 
（１）収集制限の原則 
個人データの収集には、制限を設けるべきであり、いかなる個人データも、適法かつ
公正な手段によって、かつ適当な場合には、データ主体に知らしめ又は同意を得た上で、
収集されるべきである。 
（２）データ内容の原則 
個人データは、その利用目的に沿ったものであるべきであり、かつ利用目的に必要な
範囲内で正確、完全であり最新なものに保たなければならない。 
（３）目的明確化の原則 
個人データの収集目的は、収集時よりも遅くない時点において明確化されなければな
らず、その後のデータの利用は、当該収集目的の達成又は当該収集目的に矛盾しないで
かつ、目的の変更毎に明確化された他の目的の達成に限定されるべきである。 
（４）利用制限の原則 
個人データは、第９条（目的明確化の原則）により明確化された目的以外の目的のた
めに開示利用その他の使用に供されるべきではないが、次の場合はこの限りではない。 
(a)データ主体の同意がある場合、又は、 
(b) 法律の規定による場合 
（５）安全保護の原則 
個人データは、その紛失もしくは不当なアクセス・破壊・使用・修正・開示等の危険
に対し、合理的な安全保護措置により保護されなければならない。 
（６）公開の原則 
個人データに係る開発、運用及び政策については、一般的な公開の政策が取られなけ
ればならない。 
 個人データの存在、性質及びその主要な利用目的とともにデータ管理者の識別、通常
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 の住所をはっきりさせるための手段が容易に利用できなければならない。 
（７）個人参加の原則 
個人は次の権利を有する。 
(a) データ管理者が自己に関するデータを有しているか否かについて、データ管理者又
はその他の者から確認を得ること。 
(b) 自己に関するデータを、i )合理的な期間に、ii )もし必要なら、過度にならない費用で、
iii )合理的な方法で、かつ、iv )自己にわかりやすい形で自己に知らしめられること。 
(c) 上記(a)及び(b)の要求が拒否された場合には、 
(d) 自己に関するデータに対して異議を申立てることができること及びその異議が認め
られた場合には、そのデータを消去、修正、完全化、補正させること。 
（８）責任の原則 
データ管理者は、上記の諸原則を実施するための措置に従う責任を有する[1]。 
 
さらに、1995 年 10 月 24 日、「個人データ処理に係る個人情報の保護及び当該データの
自由な移動に関する欧州議会及び理事会の指令（EU データ保護指令）」が採択され、域内
各国は指令に適合するよう 3 年以内に法制化を含めた検討を行うよう求められた。指令は、
規則のように構成国に直接適用されるものではないが、構成国を拘束し、3 年以内に個人
情報保護に関する法律の制定、または改正を求めており、第４章第 25 条第 1 項、第 32 条
「第三国への個人データの移転」において、第三国が十分なレベルの保護措置を確保して
いる場合に限って個人データの移転を行うことができる旨の制限を各国の国内法で定め
るよう求めた。言い換えれば、第三国が十分なレベルの保護措置を講じていない場合には、
その移転が禁止されることになり、日本も「十分なレベルの保護」を求められたのであっ
た[2]。 
 以上に説明したとおり、ヨーロッパ各国において、個人情報保護に関する法律が制定さ
れた。次に、EU各国の個人情報保護法またはデータ保護法などの制定について、表補３－
１に一覧で示す。 
法律規制の形態については、3 つの方式がある。第１としては、一つの法律で国・地方
公共団体などの公的部門と民間企業などの民間部門の双方を対象とする「オムニバス方式
（統合方式）」である。第２は、公的部門と民間部門とをそれぞれ別の法律で対象とする
「セグメント方式（分離方式）」、第３は、それぞれの部門について、特定の分野で保護
措置を講じる「セクトラル方式（個別分野別方式）」である。ヨーロッパにおいては、公
的部門と民間部門を包括して規制する「オムニバス方式」が主流であるが、その中で、公
的部門・民間部門を区別せず、包括して規制している官民包括規制型を採用しているのは、
スウェーデン、フランス、イギリスなどであり、１つの法律で、公的部門・民間部門を分
けて規制している官民分離規制型を採用しているのは、ドイツの「連邦データ保護法」な
どである。また、カナダはセグメント方式を取っており、アメリカはセクトラル方式を採
用している[4]。 
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 表補３－１ EU加盟国における個人情報保護に関する法律[3] 
 
国名・地域名 制定年 法律名 追加 
スウェーデン データ法 1998.4.16 新法採択 1973 
1999.6.1 新法施行、
2000.12 改正 フィンランド 個人データファイル法 1987 
1978   公的機関におけるデータファイルに関する法律
1978 民間機関におけるデータファイルに関する法律   
デンマーク 
  
個人データ取扱法 2000.7.1 施行   2000 
ノルウェー 個人データファイルに関する法律 1978   
2001.7.18 改正法案閣
議採択 
データ処理・デ－タファイル及び個人の自由に
関する法律 フランス 1978 
モナコ データ保護法 1993   
2000.7.6 個人データ
保護法施行 オランダ 個人データ保護法 1989 
2000.1.1 個人データ
保護法施行 オーストリア 個人データの保護に関する連邦法律 1978 
1990 年改正、
2001.5.22 改正法 
データ処理における個人データの濫用防止に関
する法律（データ保護法） ドイツ 1977 
個人データの処理に係るプライバシー保護に関
する法律 ベルギー 2001.9.1 改正法施行 1992 
2000.12.7 改正法議会
に提出 ルクセンブルグ 電子計算処理に係る個人データ利用規制法 1979 
スイス データ保護法 1992   
スペイン 個人データの自動処理の規制に関する法律 1999 年 12 月新法採択1992 
199810.26 データ保護
法公布 ポルトガル 個人データ保護法 1991 
個人データ処理に係る個人及び法人の保護に関
する法律 イタリア 1997.5.8 発効 1996 
ギリシャ 施行 1997 個人データ処理に係る個人の保護に関する法律
イスラエル 個人情報保護法 1981   
イギリス データ保護法 1998.6 新法採択 1984 
アイルランド データ保護法 2003 年改正 1988 
 
国名・地域名 制定年 法律名 追加 
アイスランド 個人データファイルに関する法律 1981   
キプロス* 個人データ取扱法 2001   
2000 年個人データ保
護法 チェコ* 情報システムにおける個人データ保護法 1992 
エストニア* 個人データ法 1996   
個人データ保護及び公共データ公開に関する
法律 ハンガリー* 1992   
ラトビア* 個人データ保護法 2002   
リトアニア* 個人データ保護法 2003   
マルタ* データ保護法 2002 年改正法 2001 
個人データ保護に関する 1997 年 8 月 29 日の法
律 
2002 年、2004 年改正
法 ポーランド* 1997 
スロバキア* 情報システムにおける個人データ保護法 2002 年 7 月 3 日法 1998 
スロベニア* 個人データ保護法 1999   
*の国は2004年5月1日新たにEUに加盟  
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 なお、参考までに、EU 以外の国の個人情報保護法制定について、表補３－２に一覧で示
す。 
 
表補３－２ EU以外の主要国における個人情報保護に関する法律 
 
国名・地域名 制定年 法律名 追加 
公正信用報告法 1970   
プライバシー法（連邦の行政機関を対象） 1974   
1984 ケーブル通信政策法   アメリカ 
1986 電子通信プライバシー法     
1988 
コンピュータ・マッチング及びプライバシー
保護法   
  
  
1988 ビデオプライバシー保護法   
  
  
子どもオンランイ・プライバシー保護法   1998   
プライバシー法（連邦の公的機関を対象） 1982   
カナダ 個人情報保護及び電子文書法（連邦の権限が
及ぶ民間部門を対象）   2000   
アルゼンチン 個人情報保護法 2000   
チリ 個人情報保護法 1999   
パラグアイ 個人情報保護法 2001   
ペルー 個人情報保護法 2001   
1990 年改正で信用報
告に適用、2000 年プラ
イバシー修正（民間部
門）法 
オーストラリア プライバシー法 1988 
     
ニュージーラン
ド プライバシー法 1993   
1994   公共機関における個人情報保護に関する法律
信用情報の利用及び保護に関する法律 1995   韓国 
情報通信ネトワーク利用促進およびデータ保
護法 
  
  1999   
香港 個人データ（プライバシー）法 1995   
台湾 個人情報保護法 1995   
 
 
２．わが国における法制化の背景 
 
日本における個人情報保護法制定までの経緯について、主な流れを説明する[5]。 
1980 年の OECD 個人情報保護８原則を受け、1982 年、行政管理庁「プライバシー保護研
究会」において検討を開始、1988 年「行政機関の保有する電子計算機処理に係る個人情報
の保護に関する法律」が制定され、まず、公的部門（国の行政機関）が扱う個人情報につ
いて保護されることになった。1994 年、内閣に「高度情報通信社会推進本部」が設置され、
個人情報保護の検討を進めていたところ、1995 年、EU データ保護指令が採択された。1998
年、同推進本部の電子商取引等検討部会において、「電子商取引等の推進に向けた日本の
取組み」がまとめられ、プライバシーの保護の必要性が急速に高まっている旨が指摘され
た。さらに、同推進本部で「高度情報通信社会推進に向けた基本方針」が決定され、プラ
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 イバシーの保護に関し、民間による自主的取組みの促進とともに、法律による規制も視野
に入れた検討を行っていく必要があることが指摘された。法律制定に向けて、1999年 7月、
同推進本部の下に「個人情報保護検討部会」[6]が設置され、政府全体として個人情報の保
護・利用の在り方を総合的に検討することとなった。以来、合計 9 回の会合を開催し、同
年 11 月 19 日「個人情報の保護について（中間報告案）」を提出し、12 月 3 日「我が国に
おける個人情報保護システムの確立について」を取りまとめた。さらに 2000 年 1 月 27 日、
情報通信技術(IT)戦略本部に「個人情報保護法制化専門委員会」[7]を設置、合計 28 回の委
員会を開催し、同年 10 月 11 日、同専門委員会が「個人情報保護基本法制に関する大綱」
を取りまとめた。10 月 13 日、ＩＴ戦略本部として、「個人情報保護に関する基本法制の
整備について」決定し、次期通常国会への提出を目指して、個人情報保護に関する基本法
制の立案作業を進めた。 2001 年 3 月 27 日、「個人情報の保護に関する法律案」が閣議
決定され、第 151 回国会へ提出した。2002 年 3 月 15 日「行政機関の保有する個人情報の
保護に関する法律案等４法案」を閣議決定し、第 154 回国会提出したが、12 月 13 日、第
155 回国会において審議未了で廃案となった。2003 年 3 月 7 日「個人情報の保護に関する
法律案」などが閣議決定され、第 156 回国会へ再提出した。2003 年 5 月 23 日参議院本会
議を可決し、5 月 30 日公布された（4 月 1 日施行）。さらに、2005 年 4 月 1 日より民間事
業者を対象として、個人情報保護法が全面施行されたわけである[8]。 
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 以上に説明した経緯および関連した事項について、表補３－３にまとめる。 
 
表補３－３ 日本における個人情報保護法施行までの経緯 
 
年月日 法律施行まで 
1982 年 7 月 行政管理庁「プライバシー保護研究会」が意見取りまとめ 
行政機関における個人情報の保護に関する研究会が意見「行政機関における個
人情報の保護対策の在り方について」を取りまとめ 1986 年 12 月 
1988 年 12 月 16 日 「行政機関の保有する電子計算機処理に係る個人情報の保護に関する法律」公
布  
通商産業省（現経済産業省）「民間部門における電子計算機処理に係る個人情報
の保護について（指針）」を取りまとめ 1989 年 4 月 
1994 年 8 月 内閣に「高度情報通信社会推進本部」を設置 
通商産業省（現経済産業省）「電子計算機処理に係る個人情報の保護ガイドライ
ン」を改訂 
1997 年 3 月  
高度情報通信社会推進本部電子商取引等検討部会において、報告書「電子商取
引等の推進に向けた日本の取組み」を取りまとめ。 1998 年 6 月 
高度情報通信社会推進本部において、「高度情報通信社会推進に向けた基本方
針」が決定  1998 年 11 月 
1998 年 12 月 2 日 
 郵政省「電気通信事業における個人情報保護に関するガイドライン」を改訂
1999 年 7 月 高度情報通信社会推進本部に「個人情報保護検討部会」を設置 
財団法人金融情報システムセンターの「金融機関等における個人データ保護の
ための取扱指針」を改訂 1999 年 4 月 
1999 年 8 月 「住民基本台帳法の一部を改正する法律」公布 
1999 年 11 月 19 日 高度情報通信社会推進本部が「個人情報の保護について（中間報告案）」を提出
高度情報通信社会推進本部による報告書「我が国における個人情報保護システ
ムの確立について」取りまとめ 1999 年 12 月 3 日 
2000 年 1 月 27 日 情報通信技術(IT)戦略本部に「個人情報保護法制化専門委員会」を設置 
個人情報保護法制化専門委員会が「個人情報保護基本法制に関する大綱」を取
りまとめ 2000 年 10 月 11 日 
2000 年 10 月 13 日 IT 戦略本部が「個人情報保護に関する基本法制の整備について」を決定 
2001 年 3 月 27 日 「個人情報の保護に関する法律案」が閣議決定、第 151 回国会提出 
2002 年 3 月 15 日 ４法律案が閣議決定、第 154 回国会提出 
2002 年 8 月 5 日 住民基本台帳ネットワーク（住基ネット）が稼動
2002 年 12 月 13 日 第 155 回国会において審議未了で廃案 
2003 年 3 月 7 日 「個人情報の保護に関する法律案」などが閣議決定、第 156 回国会へ再提出
2003 年 5 月 23 日 参議院本会議可決、「個人情報保護に関する法律」成立 
2003 年 5 月 30 日 公布、一部施行 
2005 年 4 月 1 日  全面施行 
  
 
３．個人情報保護法の構成 
 
以上の経緯で制定された個人情報保護に関する法律は、次のとおり、個人情報保護法を
含む関連５法として制定・公布された。この法律は、公的部門と民間部門を包括して規制
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 する「オムニバス方式」の中で、１つの法律で、公的部門・民間部門を分けて規制してい
る官民分離規制型である。 
 
（１）個人情報の保護に関する法律（「個人情報保護法」） 
（２）行政機関の保有する個人情報の保護に関する法律（「行政機関個人情報保護法」） 
（３）独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律（「独立行政法人等個人
情報保護法」） 
（４）情報公開・個人情報保護審査会設置法 
（５）行政機関の保有する個人情報の保護に関する法律等の施行に伴う関係法律の整備
等に関する法律（「整備法」） 
 
公的部門と民間部門の適用範囲については、第１の「個人情報保護法」は、民間部門だ
けの一般法として定められたものであり、公的部門には、1988 年制定の一般法「行政機関
の保有する電子計算機処理に係る個人情報の保護に関する法律」を大幅に改正した第２の
「行政機関個人情報保護法」と第３の「独立行政法人等個人情報保護法」の法律が適用さ
れる。また、第４の「情報公開・個人情報保護審査会設置法」は、個人情報についてはこ
れまで審査会が存在しなかったので、「情報公開・個人情報保護審査会」が、情報公開法
に基づき開示請求をした場合の審査を行うことについて、定めたものである。第５の「整
備法」は、他の法律施行に伴って、関係法律を整備した法律である。 
なお、地方公共団体には、地方公共団体が独自に定める個人情報保護条例が適用される。
地方自治尊重から、独自に個人情報保護条例を制定することが期待され、すでに制定して
いる場合は条例の見直しを行うこととしている。地方公共団体の個人情報に関する条例の
制定状況について説明すると[9]、2004 年 4 月 1 日現在の制定団体数は、都道府県・市区町
村全 3,170 団体中 2,612 団体で、制定率は 82.4％であった。市区町村は全 3,123 団体中 2,565
団体（82.1％）で制定済みである。なお、一部事務組合などにおいて条例を制定している
団体、および条例ではなく規則や規程等により個人情報保護対策を講じている市町村を合
わせると、2,899 団体（91.5％）であった。しかし、条例には法律と異なり法的に限界があ
るので、実効性が法律のようにはあがらないのが難点であるという指摘がある。 
次に、個人情報保護法について説明する[10]。個人情報保護法は、個人情報の保護に関
する基本法制と言われているものであり、構成は特色ある二重構造になっている。第１章
から第３章が「基本法」としての性格を持ち、これに加えて第４章以下に民間の個人情報
取扱事業者だけを対象とした一般法としての性格が付与されている。 
 目次の構成は以下のようになっている。 
 
第一章 総則（第一条―第三条） 
第二章 国及び地方公共団体の責務等（第四条―第六条） 
第三章 個人情報の保護に関する施策等 
第一節 個人情報保護に関する基本方針（第七条） 
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 第二節 国の施策（第八条―第十条） 
第三節 地方公共団体の施策（第十一条―第十三条） 
第四節 国及び地方公共団体の協力（第十四条） 
第四章 個人情報取扱事業者の義務等 
第一節 個人情報取扱事業者の義務（第十五条―第三十六条） 
第二節 民間団体による個人情報の保護の推進（第三十七条―第四十九条） 
第五章 雑則（第五十条―第五十五条） 
第六章 罰則（第五十六条―第五十九条） 
附則 
 
まず、基本法については、憲法の理念や価値を通常の法律よりもより直接的に具体化し
た法律である。2004 年 4 月に閣議決定された基本方針において、「法第３条は、個人情報
が個人の人格と密接な関連を有するものであり、個人が『個人として尊重される』ことを
定めた憲法第１３条の下、慎重に取り扱われるべきことを示すとともに、個人情報を取り
扱う者は、その目的や態様を問わず、このような個人情報の性格と重要性を十分認識し、
その適正な取扱いを図らなければならないとの基本理念を示している」と述べており、憲
法１３条との関係を明確に宣言している。個人情報保護法に、OECD８原則とどのように
関連しているかについて、表補３－４にまとめた。 
個人情報取扱事業者の義務の対象となるところが、「個人情報」、「個人データ」、および
「保有個人データ」の区別がある。本来は個人データにだけにかかる義務であるところが、 
 
表補３－４ 個人情報保護法と OECD８原則との関連 
 
OECD８原則 個人情報保護法（抜粋） 
 収集制限の原則 １７条 偽りその他不正の手段により取得してはならない １
 データの正確性の原則 １９条 正確かつ最新の内容を保つように努めなければならない ２
 目的明確化の原則 １５条 利用目的をできる限り特定しなければならない ３
１６条 利用目的の達成に必要な範囲を超えて取り扱ってはならない 利用制限の原則 
４   ２３条 本人の同意を得ずに第三者に提供してはならない 
２０条 安全管理のために必要な措置を講じなければならない 
２１条 安全保護の原則 従業員・委託者に対し必要かつ適切な監督を行わなければなら
ない ５   ２２条 
公開の原則 
６ １８条  取得した場合、利用目的を通知または公表しなければならない
保有個人データの利用目的等を本人の知りえる状態に置かなけ
ればならない ２４条 個人参加の原則 
２５条 本人の求めに応じて保有個人データを開示しなければならない 
２６条 本人の求めに応じて訂正等を行わなければならない 
 ７ 
 
  ２７条 本人の求めに応じて利用停止等を行わなければならない 
８ 責任の原則 ３１条 苦情の適切かつ迅速な処理に努めなければならない 
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 個人情報全体についての義務であるという誤解を招く危険性が大きい。例えば、第 15 条
は、「個人情報を取り扱うに当たっては、その利用の目的をできる限り特定しなくてはい
けない」であり、第 19 条は、「利用目的の達成に必要な範囲内において個人データを正確
かつ最新の内容に保つよう努めなければならない」と、個人データについての規定であり、
第 24 条は、「保有個人データに関し、利用目的などの公表等の義務が掛かる」である。 
 個人情報保護法で区別されるこれら用語について説明する。まず、最も大きな分類であ
る「個人に関する情報」には、特定の個人を識別することができる情報とできない情報の
両方が含まれる。これには、個人情報、個人が識別できない情報に加えて死者に関する情
報も該当する。「個人情報」は、生存する個人に関する情報であって、当該情報に含まれ
る氏名、生年月日、その他記述などにより特定の個人を識別することができるものを指す。
死者については個人が識別できたとしても個人情報とはならない。次に、「個人データ」
は、個人情報データベース等を構成している個人情報である。「個人情報データベース」
は、個人情報を含む情報の集合物を指し、一つは、特定の個人情報と電子計算機を用いて
検索することができるように体系的に構成したもので、例えばデータベース情報と、もう
一つは、特定の個人情報を容易に検索することができるように体系的に構成したものとし
て政令で定めるものであり、例えば、病院のカルテや学校の指導要録の情報がある。最後
に、「保有個人データ」は、個人情報取扱事業者が、開示、内容の訂正、追加、削除、利
用の停止、消去、および第三者への提供の停止を行うことができる権限を有する個人デー
タであり、その存否が明らかになることによって、公益その他の利益が害されるものとし
て政令で定めるもの、または 1 年以内の政令で定める期間以内に消去することとなるもの
以外のものを指す。したがって、短期間で消去できるデータは対象となっていない。 
上記の説明および個人情報保護法が対象とする情報の体系を図補３－１に示す。 
 
行政機関、独立行政法人については、さらに異なる定義に基づいている。まず、「保有
個人情報」であるが、行政機関の職員が職務上作成し、または取得した個人情報で、行政
機関が組織として共用する個人情報を指す。行政文書に記録されたものに限るが、会議録
に個人名が記載された場合や、電算機処理に限らずマニュアル処理の情報や、行政文書の
中に散在する個人名なども、組織共用文書に記録されているものは含めるとしている。次
に「個人情報ファイル」は、保有個人情報を含む情報の集合物であり。第一はデータベー
スにより電算機処理を行うことが可能なファイルであり、第２は五十音順や番号順で整理
され、容易に検索できるように構成されたマニュアル処理ファイルをいう。 
 また、行政機関については、事前通知の義務が課されている。電算処理ファイルを保有
するときは、事前に総務大臣に通知しなければならず、個人情報ファイル簿を作成して、
利用目的なども公表しなければならないとされている。独立行政法人には事前通知の義務
はないが、個人情報ファイル簿を作成して、利用目的などを公表しなければならないとな
っている。 
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最後に罰則について、説明する。民間の個人情報取扱事業者については、個人情報保護
法第 56 条において、違反した者は 6 月以下の懲役または 30 万円以下の罰金に処するとな
っている。行政機関については、行政機関個人情報保護法第 53 条において、行政機関の
職員が、正当な理由がないのに個人情報ファイルを提供したとき、2 年以下の懲役または
100 万円以下の罰金に処するとある。また、第 54 条では、保有個人情報を提供または盗用
したときは、1 年以下の懲役または 50 万円以下の罰金、第 55 条においては、職務以外の
用に供する目的で、個人情報を収集したとき、1 年以下の懲役または 50 万円以下の罰金に
処するとされており、民間事業者の処罰に比べ、きびしいものとなっている。独立行政法
人等についても、行政機関と同様に、独立行政法人等個人情報保護法第 50 条において、
正当な理由がないのに個人情報ファイルを提供したとき、2 年以下の懲役または 100 万円
以下の罰金、第 51 条では、保有個人情報を提供または盗用したとき、1 年以下の懲役又は
50 万円以下の罰金であり、第 52 条において、職務以外の用に供する目的で、個人情報を
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図補３－１ 個人情報の種類と個人情報保護法が対象とする情報の関
連
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 収集したとき、1 年以下の懲役または 50 万円以下の罰金に処するとなっている。 
以上のとおり、民間事業者に対する罰則はあるが、違反した個人に対する罰則の定めは
なかった。2006 年に入り国会に提出された個人情報保護法改正案では、業務上知り得た個
人情報を漏らした民間企業の従業員に「1 年以下の懲役または 50 万円以下の罰金」を科す
という個人に対する罰則規定を加えたものとなっている。 
 以上のまとめとして、表補３－５に個人情報保護法の規定、義務、個人情報の種別、罰
則について記す。 
表補３－５ 個人情報保護法のまとめ 
 
条項 規定項目 義務等 個人情報の種類 罰則
１５条 利用目的の特定 個人情報 なし   
１６条 利用目的による制限 目的外利用の禁止 個人情報 あり 
１７条 適正な取得 不正取得の禁止 個人情報 あり 
１８条 取得に際しての利用目的の通知等 義務 個人情報 あり 
１９条 データ内容の正確性の確保 義務 個人データ なし 
２０条 安全管理措置 義務 個人データ あり 
２１条 従業者の監督 義務 個人データ あり 
２２条 委託先の監督 義務 個人データ あり 
２３条 第三者提供の制限 第三者提供の禁止 個人データ あり 
２４条 保有個人データに関する事項の公表等 義務 保有個人データ あり 
２５条 開示 義務 保有個人データ あり 
２６条 訂正等 義務 保有個人データ あり 
２７条 利用停止等 義務 保有個人データ なし 
２８条 理由の説明 保有個人データ なし   
２９条 開示等の求めに応じる手続き 保有個人データ なし   
３０条Ⅰ 手数料 保有個人データ なし   
３０条Ⅱ 手数料の合理性 あり     
３１条 個人情報取扱事業者による苦情の処理       
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 脚 注 
 
http://www.soumu.go.jp/gyoukan/kanri/oecd8198009.html [1]  総務省「法の立案の経緯」 
[2] 政府高度情報通信社会推進本部「個人情報の保護について（中間報告案）」 
http://www.kantei.go.jp/jp/it/privacy/991109houkokuan.html 
[3]  小林麻理編著 江夏健一監修「ＩＴの進展と個人情報保護」 
堀部政男 2004「個人情報保護法の考え方」
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu1/shiryo/006/04080202/003.htm により
筆者修正 
[4] 鈴木正朝 堀部政男(監修)『個人情報保護法とコンプライアンス・プログラム』 
(2004) 商事法務 
[5] 個人情報の保護 内閣府 http://www5.cao.go.jp/seikatsu/kojin/keii/index.html 
[6] 個人情報保護検討部会 http://www.kantei.go.jp/jp/it/privacy/index.html 
[7] 個人情報保護法制化専門委員会 http://www.kantei.go.jp/jp/it/privacy/houseika/index.html 
[8] 個人情報の保護について（中間報告案）高度情報通信社会推進本部 
http://www.kantei.go.jp/jp/it/privacy/991109houkokuan.html 
[9] 「総務省個人情報の保護に関する条例の制定状況」 2004.8.27 
http://www.soumu.go.jp/s-news/2004/040827_8.html 
[10] 以下、宇賀克也『プライバシー保護とセキュリティ－その制度・システムと実効性』
を参考 
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 補論４       基本的な分析概念 
 
ネットワーク利用者（消費者）による情報セキュリティの価値評価は、客観的な指標を
用いた推定が困難であるため、アンケート調査から得られる情報を基に個人の選好を推定
することで、情報セキュリティの価値に関わる情報を得ることになる。このために、ミク
ロ経済学における消費者の効用変化の金銭測度での計測手法に関する基礎理論を利用す
る[1]。 
私的財の価格が変化した場合の厚生の変化を貨幣単位で評価するための貨幣測度には、 
消費者余剰、補償変分、および等価変分がある。 
 
①消費者余剰(Consumer Surplus) 
  所得を一定としたとき、その財を全く購入しないよりは、その価格で財を購入しても
良いと思う価格の総和から、実際に支払った額を差し引いたもの。 
②補償変分（Compensating Variation : CV） 
  価格が低下（上昇）したときに、変化した後の価格に保持したままで、変化する以前
と同じ効用水準に消費者を保持するために消費者から取り去ることのできる最大額
（与えなければならない最少額） 
③等価変分（Equivalent Variation : EV） 
価格が低下（上昇）したときに、変化前の価格に保持したままで、変化後の効用水準
にまで到達するために、消費者に支払わなければならない最少額（取り去ることがで
きる最大額） 
 
個人の所得をY 、私的財の消費量をX = (x1, x2 ,....xn) とした場合の需要関数を図補４－
１ に示す。横軸は財xの消費量、縦軸は財xの価格を示している。財xの価格がp1 のとき、
財xの消費量はx1となる。このとき、消費者が財xを消費することで得られる便益は三角形
p0p1Bで表すことができる。これを消費者余剰と言う。ここで、財xの価格がp1 からp2へ
と変化した場合を考える。その際、財x の消費量はx1からx2へと変化し、三角形で囲まれ
る面積はp0p1Bからp0p2Aに減少する。これは、価格の変化（上昇）により消費者の便益が
減少したことを表しており、三角形p0p1Bとp0p2Aの差を計測することで消費者の便益変化
を測ることができる。 
CVM では、仮想的状態の 2 つを想定し、状態が変化したときの厚生変化によって価値
が定義される。一般的に CVM で評価を行う場合には、私的財を評価する際に用いられる
消費者余剰や補償変分、等価変分といった貨幣測度をそのまま適用することはできない。
そこで、補償余剰と等価余剰が測度として用いられる。これらは価格変化ではなく数量変
化を基にした測度基準であり、これらの測度基準は次のように定義することができる。 
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図補４－１ 消費者需要関数：大塚（2005）を参考に著者作成 
 
 
①補償余剰（Compensating Surplus: CS） 
ある財の消費量が増大（減少）したときに、変化後の消費量に保持したままで、消費
量が変化する前の効用水準に消費者を保持するために消費者から取り去ることので
きる最大額（与えなければならない最小額） 
②等価余剰（Equivalent Surplus: ES） 
ある財の消費量が増大（減少）したときに、変化前の消費量に保持したままで、変化
後の効用水準にまで到達するために消費者に支払わなければならない最少額（取り去
ることのできる最大額） 
 
両者の関係を図補４－２に示す。縦軸に私的財 X、横軸に評価対象となる財 Q を取り、
回答者の効用水準（無差別曲線）を U で表す。変化前の Q の数量を Q'、状況変化後の数
量を Q”とし、回答者の効用水準が U'であり、所得が M であるとすると、現在の状態は点
A で表される。状況が Q'から Q”へ変化したとすると、所得は変化しないので状態は点 A
から点 B へ移る。このとき、回答者の効用水準は U から U'へ上昇したことになる。そし
て、この効用のために回答者が支払っても構わないと考える金額は CS で示される。CS だ
けお金を支払えば状態は点 F に移動するが、点 F と点 A は同じ効用水準 U'となる。この
CS が、補償余剰で評価した貨幣価値である。同様に、等価余剰は状態が Q”から Q'へと変
化した場合で、このとき状態が点 B から点 A へ移動したときに効用水準を U''のまま維持
するために回答者が必要とする金額 ES である。 
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図補４－２ 補償余剰と等価余剰：栗山（1997）を参考に作成 
 
便益計測には効用の増分を測ることが必要である。効用は個人にとっての満足度だが、
満足度だけでは比較できず、費用は金銭で測るため効用も金銭化しなけばならない。つま
り、効用を貨幣換算する必要があるのである。そのために使われるのが、「ある財・サー
ビスを支払ってもよい金額=WTP」の考え方である。効用の貨幣尺度は、EV、CV、ES、
CSがある。WTPとWTAを正確に定義すると、「ある一定の効用を維持することを前提に
価格や環境の変化に対して支払ってもよい額あるいは補償されることを望む額」となる。
すなわち、 
 
価格が上昇する場合、 WTP=EV（等価変分）またはES（等価余剰） 
WTA=CV（補償変分）またはCS（補償余剰） 
価格が低下する場合、 WTP= CV（補償変分）またはCS（補償余剰） 
WTA= EV（等価変分）またはES（等価余剰） 
 
本論文で CVM を用いて情報セキュリティ評価を行うための前提となる仮定として、情
報セキュリティを確保することをサービスの一種としてみなし、経済学上扱うことのでき
る財とみなす。具体的にアンケート調査方法として、回答者が支払っても良いと考える金
額（最高額）をたずねる場合（WTP）と、金銭を受け取るケースにおいて受け取っても良
いと考える金額（最低額）をたずねる場合（WTA）がある。図補４－２で説明するなら、
変化前の情報セキュリティ被害に遭った状態を Q'、情報セキュリティ被害が回避（予防）
できた状態を Q''とした場合、WTP=CS（変化有の効用を基準とする）、WTA=ES（変化無
の効用を基準とする）となる。 
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 実際の調査に際しては、WTAを用いる際には注意が必要となる。人々は、日常生活にお
いて財の評価を支払額として評価することはあっても、受取額として評価することは少な
く、そのために正確な値を答えることが出来ないという指摘がある。また、人々は金銭を
得る場合よりも失う場合の方が主観的な効用の減少は大きいとも言われている(Kahneman 
et. al., 2004)。 つまり、WTAは価値評価に際して実際の評価よりも過大になると言われて
いる。NOAAガイドライン[2]は、WTPによる調査を推奨している。 
 
伝統的な経済学では、選択肢に対する個人の選好は、各選択肢の効用をもとに説明でき
ると考える。意思決定者はその選択行動に際して、最大の効用を与えるような選択肢を選
ぶ（合理的選択行動）と仮定されてきた。しかし、行動経済学的な研究から、消費者の情
報処理能力には限界があることがとされ、選択状況が難しいと合理的判断が不可能になる
ことが示された。De Palma et al（1994）は、選択能力の不完全性を分析枠組みに入れ、離
散選択モデル（Descrete Cohoice Model）を用いた研究により、情報処理能力が低い消費者
ほど最大効用の獲得に失敗するとした。以来、離散選択モデルのベースを成すランダム効
用理論を用いた研究が行われるようになった[3]。 
ランダム効用理論は、消費者が選択の際に得られる効用が確率的に変動すると考える。
現実の消費者選択過程を考えた場合、非確率的な選択過程よりも実態に即していると考え
られるのである。その理由は以下の３つが挙げれらる。 
（１）消費者が厳密に合理的選択行動に従うと仮定するのは困難である。正しい情報が与
えられても、消費者の知覚がそれぞれの行動時点で常に同じように評価するとは限
らず、気まぐれや誤謬によって別の選択行動を取ることもあり得る。 
（２）消費者が得ることができる情報についての不完全性の問題が存在する。実際の選択
に際して、利用可能な選択肢の範囲や特性についてすべての情報を取得することは
まれである。 
（３）実際の理論の適応に際して、効用に関わる選択肢が持つ特性や個人の社会経済的属
性、その他要因には実際には測定が困難であるものや複雑すぎて関数として定式化
することが難しいものがある。分析に利用するデータについても測定誤差がある場
合も考えられる。 
 
ただし、効用は直接計測できないうえ、個人間のばらつきや効用に影響を与える各種属
性をすべて完全に観測することは困難である。そこで、効用はランダムな（確率的）変数
であると考え、情報の不完全性や利用者間での知覚効用の違いなどを表現する。一般に選
択確率モデルは、効用関数を確率的な変数と考え、変動しない部分（確定項）と変動する
部分（確率項・誤差項）の２つに分類し、分析処理上の便宜のために通常は線形で表す。 
個人 n がプロファイル を選択したときの効用は、以下のように表すことができる。 i
  
ninininini mxVU ε+= ),(                (1) 
 
166 
 inx ：プロファイル i の属性ベクトル 
inm ：貨幣属性 
V ：確定項 
ε ：確率項・誤差項 
 
コンジョイント分析の属性はすべて組み込むことは不可能であるため、それらを確率
項・誤差項にまとめてくくる。効用関数から消費者の効用と選択確率を算出するための定
式化については、この確率変数にどのような確率分布を仮定するかによって、ロジットモ
デル、プロビットモデルなど、具体的なモデルが導かれることになる[4]。 
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 脚 注 
 
[1] 栗山（1998）、肥田野（1999）、大塚（2005）、奥谷（2005）を参考・引用する。 
[2] NOAA ガイドラインについては、第３章第３節で説明した。 
[3] 依田他（2004）、大塚（2005）、佐藤（2005）を参考・引用する。 
[4] 具体的なモデルについては、第５章、第６章で説明した。 
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付録 169-256 
情報セキュリティ被害に関するアンケート調査 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
インターネットが普及する今日、ウイルス感染は3人に 1人、スパイウェアは9
人に1人の割合で情報セキュリティ被害に遭った経験があるいわれています。 
このアンケートは、ネットワーク利用者が、情報セキュリティ被害に対して、精
神的、経済的にどのように損害の大きさを考えるかを調査することを目的としてい
ます。 
なお、このアンケート内には、年収をお答えいただく設問もございますが、ご記
入いただいた結果はすべて統計的に処理を行いますので、ご協力をお願いいたしま
す。 
 
Q１. あなたがインターネットを利用し始めたのはいつですか（１つに○をしてくださ
い） 
1. 1999年以前 
2. 2000～2001年 
3. 2002～2003年 
４. 2004～2005年 
５ 2006年以降 
 
Q２ あなたがパソコンでインターネットを利用する場所はどこですか。 
  以下から該当するものを選んでください（いくつでも） 
 1. 自宅 
 2. 職場 
 3. 学校 
4. インターネットカフェなど 
5. その他（具体的に）（              ） 
 
Q３. あなたがインターネットを利用する目的はなんですか（いくつでも） 
１．仕事のため 
２．趣味・娯楽のため 
３．勉強のための情報収集 
４．Eメール 
５．ネットショッピング 
６．金融取引（株、投資など） 
７．インターネットバンキング 
８．ネットオークション 
９．音楽・映像などのダウンロード 
１０．ゲーム・ソフトのダウンロード 
１１．ファイル交換 
１２．掲示板・チャット・SNSなどのコミュニティサイトの参加 
１３．ブログ・ホームページ作成 
１４．その他（具体的に）（             ） 
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Q４. あなたがパソコンでインターネットを利用する時間は、一日平均どれぐらいですか。 
業務・プライベートを問わず、利用時間の平均をお答えください。 
 
 平均時間 平日 休日 
1 ３０分以下 １ ２ 
2 １時間 １ ２ 
3 ２時間 １ ２ 
4 ３時間 １ ２ 
5 ４時間 １ ２ 
６ ５時間 １ ２ 
７ ６時間 １ ２ 
８ ７時間 １ ２ 
９ ８時間 １ ２ 
１０ ９時間 １ ２ 
１１ １０時間 １ ２ 
１２ １１時間 １ ２ 
１３ １２時間以上 １ ２ 
 
 
Q５. パソコンでEメールを送受信するメール数は、一日平均どれぐらいですか 
※送信と受信の合計。受信メールには広告やスパム等、意図しないものも含んでくだ
さい。 
※業務・プライベートを問わず、送受信するメールの合計をお答えください。  
１．１～５通 
２．６～１０通 
３．１１～２０ 
４．２１～５０通 
５．５１～１００通 
６．１００通以上 
７．Eメールを送受信しない 
 
Q６ あなたはあなたが主に使っているパソコンに情報セキュリティ対策を実施していま
すか。 
 １．自分自身で実施している ⇒Q７へ 
 ２．家族や知人などが実施している ⇒Q７へ 
 ３．プロバイダ提供のセキュリティサービスを利用している ⇒Q７へ 
 ４．実施していないが、今後実施する予定 ⇒Q７へ 
 ５．実施していないし、今後も実施する予定はない 
 ６．わからない  
 ７．個人のパソコンは持っていない 
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Q7．あなたはどのような情報セキュリティ対策を実施していますか、または、実施しよ
うと思いますか。（いくつでも） 
１．Windows update などによる更新 
２．セキュリティ対策ソフトなどの導入 
３．パスワードの定期的な変更 
４．怪しい電子メール・添付ファイルの削除 
 ５．Winny等のファイル交換ソフトの使用を自粛する 
６．セキュリティ関連情報の収集 
７．その他（具体的に）（     
       ） 
 
Q8. あなたが情報セキュリティ対策を実施しない理由はなんですか（いくつでも） 
1. 費用がかかる 
 2. 手間がかかる 
３．面倒だから 
 3. 対策方法がわからない 
4. 対策の必要性を感じない  
５．その他（具体的に）（     
       ） 
６．理由はない 
 
Q９ あなたはセキュリティ被害に遭ったことがありますか？ 
 
あ る セキュリティ被害 な
い １
回 
２～
３回
４～
５回 
６～１０
回 
１１～
９９回 
１００
回以上 
わから
ない 
1 コンピュータウイルスを発見 １ ２ ３ ４ ５ ６ 7 ８ 
2 コンピュータウイルスに感染 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 
3 迷惑メールを受信 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 
４ 不正アクセス １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 
5 データを消失・改ざん １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 
6 ワンクリック詐欺 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 
7 スパイウェア（※1） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 
8 フィッシング（※2） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 
9 ファーミング（※3） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 
10 ボット（※4） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 
11 掲示板等による風評の流布 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 
12 その他（具体的に） 
（                       ）
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 
※1. パソコン使用者の行動（キー入力や操作、訪問したサイト情報など）や個人的な情報（ID、
パスワード、メールアドレスなど）を集めてしまうソフトウェア
※2. 銀行やクレジットカード会社などから送られたかに見せかけた偽装メールが届き、偽装メー
ルを「えさ」に、偽装サイトへ誘導していくもの。
※3.  ごく普通にインターネットのサイトへアクセスするだけで、偽装サイトが表示され、ユー
ザーの個人情報を入力させるもの
※4. ウイルスの一種で、感染したコンピュータを、ネットワークを通じて外部から操ることを目
的として作成されたプログラム 
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Q10 あなたは情報セキュリティ被害に不安を感じますか。 
  
  
セキュリティ被害 
非常に
不安で
ある 
少し不
安であ
る 
あまり
不安で
ない 
まった
く不安
でない 
わから
ない 
1 コンピュータウイルス １ ２ ４ ５ ６ 
2 迷惑メール １ ２ ４ ５ ６ 
3 不正アクセス １ ２ ４ ５ ６ 
4 ワンクリック詐欺 １ ２ ４ ５ ６ 
5 スパイウェア １ ２ ４ ５ ６ 
6 フィッシング １ ２ ４ ５ ６ 
7 ファーミング １ ２ ４ ５ ６ 
8 ボット １ ２ ４ ５ ６ 
9 掲示板等により風評が広まる １ ２ ４ ５ ６ 
10 その他：具体的に 
（                   ） 
１ ２ ４ ５ ６ 
 
Q11 あなたは情報セキュリティ被害によって発生する実際の被害に不安を感じますか 
 
  
実被害 
非常に
不安で
ある 
少し不
安であ
る 
あまり
不安で
ない 
まった
く不安
でない 
わから
ない 
１ コンピュータウイルスに感染すること １ ２ ４ ５ ６ 
２ 大量の迷惑メールが届くこと １ ２ ４ ５ ６ 
３ パスワードが盗まれること １ ２ ４ ５ ６ 
4 個人情報が漏洩すること １ ２ ４ ５ ６ 
5 不正請求されること １ ２ ４ ５ ６ 
6 なりすまし詐欺に遭うこと １ ２ ４ ５ ６ 
7 PC・携帯電話等が盗まれること １ ２ ４ ５ ６ 
8 データが消失・改ざんされること １ ２ ４ ５ ６ 
9 掲示板等により風評が広まること １ ２ ４ ５ ６ 
10 どんな被害に遭うかわからないこと １ ２ ４ ５ ６ 
11 Winny などにより、他人の情報を漏洩
させてしまうこと 
１ ２ ４ ５ ６ 
12 その他：具体的に 
（                         ）
１ ２ ４ ５ ６ 
 
Q１2 あなたは、個人情報の漏洩被害に遭ったことがありますか。 
 
１． ない 
２． ある（１回） 
３． ある（２～３回） 
４． ある（４～５回） 
５． ある（４～５回） 
６． ある（６回以上） 
７． わからない 
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Q１３ Q12であると答えた方にお聞きします。どのようにして情報漏洩がわかりました
か。それぞれの項目ごとに、最も最初にわかった方法を1つお選びください。 
また、同じ情報で複数回、漏洩被害の経験がある場合は、当てはまるものを全てお選び
ください。 
  
個人情報 
自分
で発
見し
た 
人か
ら指
摘さ
れた
ネット
情報か
ら 
報道か
ら 
事業
者か
ら 
その他 被害に
あって
いない
1 氏名 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
2 年齢、生年月日 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
3 性別 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
4 住所 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
5 電話番号（固定） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
6 電話番号（携帯） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
7 電子メールアドレス １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
8 顔などの写真、声 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
9 身長、体重、身体的特徴 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
10 学校名、学歴、成績 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
11 勤務先、所属、職業、職歴 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
12 家族構成 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
13 結婚歴、離婚歴 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
14 医療カルテ、病歴 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
15 趣味、嗜好 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
16 購買歴 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
17 検索履歴 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
18 本・ビデオ借用履歴 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
19 友人、交友関係 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
20 年収、資産 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
21 借金、負債 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
22 金融口座情報 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
23 クレジットカード情報 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
24 取引情報 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
25 その他：具体的に 
（                   ） 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
 
Q14．Q12であると答えた方にお聞きします。漏洩させた企業など加害者から連絡、謝
罪、補償など対応がありましたか。どのような対応があったか具体的にお書きください。 
※複数回、漏洩被害の経験がある場合は、最大５つまで対応をお書きください。 
※対応がなかった場合は、「なし」とご記入ください。 
 
事故の 
回 数 
漏洩した情報の番号 対応 
1   
2   
3   
4   
5   
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Q15 あなたは、漏洩させた企業など加害者は、どのような対処をすべきだと思いますか
（いくつでも）。それぞれの項目ごとに、当てはまるものをすべてお選びください。 
 
  
個人情報 
事故
の公
表 
対応
窓口
の設
置 
謝罪
文を
送る
謝罪
に行
く 
お詫び
の品を
送る 
慰謝
料を
払う 
何も
必要
ない 
その
他 
1 氏名 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 
2 年齢、生年月日 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 
3 性別 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 
4 住所 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 
5 電話番号（固定） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 
6 電話番号（携帯） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 
7 電子メールアドレス １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 
8 顔などの写真、声 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 
9 身長、体重、身体的特徴 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 
10 学校名、学歴、成績 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 
11 勤務先、所属、職業、職歴 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 
12 家族構成 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 
13 結婚歴、離婚歴 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 
14 医療カルテ、病歴 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 
15 趣味、嗜好 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 
16 購買歴 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 
17 検索履歴 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 
18 本・ビデオ借用履歴 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 
19 友人、交友関係 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 
20 年収、資産 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 
21 借金、負債 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 
22 金融口座情報 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 
23 クレジットカード情報 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 
24 取引情報 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 
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Q１6 あなたは、次の情報がインターネット上に漏洩し、あなたのものであることがわ
かってしまった場合、不快だと思いますか。以下の項目は、それぞれ単体としてお考えく
ださい。 
 
  
個人情報 
非常に
不快だ
少し不
快だ 
不快に
は思わ
ない 
何とも
思わな
い 
わか
らな
い 
1 氏名のみ １ ２ ４ ５ ６ 
2 年齢、生年月日 １ ２ ４ ５ ６ 
3 性別 １ ２ ４ ５ ６ 
4 住所 １ ２ ４ ５ ６ 
5 電話番号（固定） １ ２ ４ ５ ６ 
6 電話番号（携帯） １ ２ ４ ５ ６ 
7 電子メールアドレス １ ２ ４ ５ ６ 
8 顔などの写真、声 １ ２ ４ ５ ６ 
9 身長、体重、身体的特徴 １ ２ ４ ５ ６ 
10 学校名、学歴、成績 １ ２ ４ ５ ６ 
11 勤務先、所属、職業、職歴 １ ２ ４ ５ ６ 
12 家族構成 １ ２ ４ ５ ６ 
13 結婚歴、離婚歴 １ ２ ４ ５ ６ 
14 医療カルテ、病歴 １ ２ ４ ５ ６ 
15 趣味、嗜好 １ ２ ４ ５ ６ 
16 購買歴 １ ２ ４ ５ ６ 
17 検索履歴 １ ２ ４ ５ ６ 
18 本・ビデオ借用履歴 １ ２ ４ ５ ６ 
19 友人、交友関係 １ ２ ４ ５ ６ 
20 年収、資産 １ ２ ４ ５ ６ 
21 借金、負債 １ ２ ４ ５ ６ 
22 金融口座情報 １ ２ ４ ５ ６ 
23 クレジットカード情報 １ ２ ４ ５ ６ 
24 取引情報 １ ２ ４ ５ ６ 
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Q１７ あなたは、次の情報がインターネット上に漏洩し、あなたのものであることがわ
かってしまった場合、被害の大きさをどのように考えますか。 
 
  非常に
重大で
ある 
少し重
大であ
る 
あまり
問題で
ない 
被害と
思わな
い 
わから
ない 
1 氏名のみ １ ２ ４ ５ ６ 
2 年齢、生年月日 １ ２ ４ ５ ６ 
3 性別 １ ２ ４ ５ ６ 
4 住所 １ ２ ４ ５ ６ 
5 電話番号（固定） １ ２ ４ ５ ６ 
6 電話番号（携帯） １ ２ ４ ５ ６ 
7 電子メールアドレス １ ２ ４ ５ ６ 
8 顔などの写真、声 １ ２ ４ ５ ６ 
9 身長、体重、身体的特徴 １ ２ ４ ５ ６ 
10 学校名、学歴、成績 １ ２ ４ ５ ６ 
11 勤務先、所属、職業、職歴 １ ２ ４ ５ ６ 
12 家族構成 １ ２ ４ ５ ６ 
13 結婚歴、離婚歴 １ ２ ４ ５ ６ 
14 医療カルテ、病歴 １ ２ ４ ５ ６ 
15 趣味、嗜好 １ ２ ４ ５ ６ 
16 購買歴 １ ２ ４ ５ ６ 
17 検索履歴 １ ２ ４ ５ ６ 
18 本・ビデオ借用履歴 １ ２ ４ ５ ６ 
19 友人、交友関係 １ ２ ４ ５ ６ 
20 年収、資産 １ ２ ４ ５ ６ 
21 借金、負債 １ ２ ４ ５ ６ 
22 金融口座情報 １ ２ ４ ５ ６ 
23 クレジットカード情報 １ ２ ４ ５ ６ 
24 取引情報 １ ２ ４ ５ ６ 
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Q１８ あなたは、次の情報がインターネット上に漏洩し、あなたのものであることがわ
かってしまった場合、今後、漏洩させた企業などに、どのような態度を取りたいですか。 
 
  
個人情報 
慰謝料
を請求
する 
慰謝料ほ
どでない
が、詫び
料程度は
ほしい 
漏洩した企
業の商品、
サービスを
購入したく
ない 
謝罪し
てくれ
ればよ
い 
何も必
要ない 
わか
らな
い 
1 氏名のみ １ ２ ３ ４ ５ ６ 
2 年齢、生年月日 １ ２ ３ ４ ５ ６ 
3 性別 １ ２ ３ ４ ５ ６ 
4 住所 １ ２ ３ ４ ５ ６ 
5 電話番号（固定） １ ２ ３ ４ ５ ６ 
6 電話番号（携帯） １ ２ ３ ４ ５ ６ 
7 電子メールアドレス １ ２ ３ ４ ５ ６ 
8 顔などの写真、声 １ ２ ３ ４ ５ ６ 
9 身長、体重、身体的特徴 １ ２ ３ ４ ５ ６ 
10 学校名、学歴、成績 １ ２ ３ ４ ５ ６ 
11 勤務先、所属、職業、職歴 １ ２ ３ ４ ５ ６ 
12 家族構成 １ ２ ３ ４ ５ ６ 
13 結婚歴、離婚歴 １ ２ ３ ４ ５ ６ 
14 医療カルテ、病歴 １ ２ ３ ４ ５ ６ 
15 趣味、嗜好 １ ２ ３ ４ ５ ６ 
16 購買歴 １ ２ ３ ４ ５ ６ 
17 検索履歴 １ ２ ３ ４ ５ ６ 
18 本・ビデオ借用履歴 １ ２ ３ ４ ５ ６ 
19 友人、交友関係 １ ２ ３ ４ ５ ６ 
20 年収、資産 １ ２ ３ ４ ５ ６ 
21 借金、負債 １ ２ ３ ４ ５ ６ 
22 金融口座情報 １ ２ ３ ４ ５ ６ 
23 クレジットカード情報 １ ２ ３ ４ ５ ６ 
24 取引情報 １ ２ ３ ４ ５ ６ 
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Q19 問18で「慰謝料を請求する」、「要求しないが詫び料程度はほしい」と回答され
た項目について伺います。漏洩させた企業などから、損害賠償額としていくらぐらいもら
えば納得しますか（漏洩させた企業以外による不正請求の可能性等、二次被害の発生を考
慮しないで考えてください）。 
 
 個人情報 慰謝料を請求する場合 詫び料程度ほしい場合 
1 氏名のみ    円    円
2 年齢、生年月日    円    円
3 性別    円    円
4 住所    円    円
5 電話番号（固定）    円    円
6 電話番号（携帯）    円    円
7 電子メールアドレス    円    円
8 顔などの写真、声    円    円
9 身長、体重、身体的特徴    円    円
10 学校名、学歴、成績    円    円
11 勤務先、所属、職業、職歴    円    円
12 家族構成    円    円
13 結婚歴、離婚歴    円    円
14 医療カルテ、病歴    円    円
15 趣味、嗜好    円    円
16 購買歴    円    円
17 検索履歴    円    円
18 本・ビデオ借用履歴    円    円
19 友人、交友関係    円    円
20 年収、資産    円    円
21 借金、負債    円    円
22 金融口座情報    円    円
23 クレジットカード情報    円    円
24 取引情報    円    円
25 その他：具体的に 
（                  ）
   円    円
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Q20 あなたは、あなたの個人情報が漏洩した場合、その情報を回収し損害がないように
できるとしたら、いくらぐらい支払ってもいいと思いますか。漏洩１回について、最大の
支払額をお答えください。 
 
 個人情報 金額 
1 氏名のみ    円 
2 年齢、生年月日    円 
3 性別    円 
4 住所    円 
5 電話番号（固定）    円 
6 電話番号（携帯）    円 
7 電子メールアドレス    円 
8 顔などの写真、声    円 
9 身長、体重、身体的特徴    円 
10 学校名、学歴、成績    円 
11 勤務先、所属、職業、職歴    円 
12 家族構成    円 
13 結婚歴、離婚歴    円 
14 医療カルテ、病歴    円 
15 趣味、嗜好    円 
16 購買歴    円 
17 検索履歴    円 
18 本・ビデオ借用履歴    円 
19 友人、交友関係    円 
20 年収、資産    円 
21 借金、負債    円 
22 金融口座情報    円 
23 クレジットカード情報    円 
24 取引情報    円 
25 その他：具体的に 
（                      ） 
   円 
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以下は、ご記入されているあなたご自身についての質問です。 
正確な調査のために必要な項目ですので、ご協力をお願いいたします。 
ご記入いただいた結果はすべて統計的に処理を行います。 
 
Q1. あなたの性別に○をつけてください。    
1.男    
2.女  
 
Q2. あなたの年齢に○をつけてください。 
１．19歳以下  
２．20～29歳  
３．30～39歳  
４．40～49歳 
５．50～59歳  
６．60歳以上 
 
Q3. あなたの職業に○をつけてください。 
１．経営者・役員  
２．会社員・公務員・契約社員・派遣社員など 
３．自営業・自由業 
４．パート・アルバイト 
５．学生 
６．専業主婦・主夫 
７．無職 
８．その他 
 
Q４. あなたの業種に○をつけてください。 
１．公務 
２．教育 
３．医療 
４．水産・農林業  
５・鉱業 
６．建設業  
７．製造業 
８．電気・ガス業 
９．倉庫･運輸関連業業  
１０．情報・通信業 
１１．商業 
１２．金融・保険業 
１３．不動産業  
１４．サービス業 
１５．その他 
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Q５. あなたのご家庭全員の合計年収（税込）に○をつけてください。 
１． 100万円未満 
２． 100～200万円未満 
３． 200～300万円未満  
４． 300～400万円未満  
５． 400～500万円未満  
６． 500～600万円未満 
７． 600～700万円未満 
８． 700～800万円未満 
９． 800～900万円未満 
１０． 900～1,000万円未満 
１１． 1,000～2,000万円未満 
１２． 2,000～3,000万円未満 
１３． 3,000～4,000万円未満 
１４． 4,000～5,000万円未満 
１５． 5,000～１億円未満 
１６． １億円以上 
１７． 答えたくない 
 
Q6 あなたが1ヶ月に自由に使える金額は平均いくらですか。 
１．1,000円未満  
２．1,000～5,000円未満 
３． 5,000～1万円未満 
４．1万円～3万円未満 
５．3万円～5万円未満 
６．5万円～10万円未満 
７．10万円～20万円未満 
８．20万円～50万円未満 
９．50万円～100万円未満 
１０．100万円～500万円未満 
１１．500万円～1,000万円未満 
１２．1,000万円以上 
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アンケート回答へのご協力のお願い 
 
インターネットが急速に普及する今日、インターネット上の個人情報漏洩事故が増大し 
大きな社会問題となっています。 
このアンケートは、ネットワーク利用者が、個人情報漏洩被害に対して損害の大きさを
どのように考えるかを調査することを目的としています。ご記入いただいた結果はすべて
統計的に処理を行いますので、ご協力をお願いいたしますでは、以下を読んでお答えくだ
さい。 
 
 
  ある企業が、あなたの個人情報をインターネット上に漏洩したと仮定します。 
 
漏洩した情報は、 
１．氏名・住所・性別・生年月日 
２．氏名と電子メールアドレス 
３．氏名と家族構成（単身家庭、ひとり暮らし情報なども含む） 
４．氏名と身体的特徴（顔写真・スリーサイズ） 
５．氏名と医療カルテ・病歴 
６．氏名と金融情報（クレジットカード番号、銀行口座番号） 
とします。 
 
被害の状況と企業の対応がそれぞれ設定されています。あなたは、それぞれの 
条件において支払われる慰謝料について、どう評価しますか。 
なお、この慰謝料は、金銭的な実被害額全額を補償した上で、支払われる金額と 
考えてください。 
 
 
 
条件として設定される言葉の意味は、おおよそ以下のイメージと考えてください。 
１．精神的被害の大きさ 
☆なし：知らなかったなど、被害はないに等しい 
 ☆心配のみ：漏洩がわかった当初は心配したが、すぐになくなった 
 ☆不安感が続く：日常生活に問題はないが、二次被害の心配と不安感が長く続いた 
 ☆重大な心労：病院に行くほど眠れない日が何日も続き、日常生活に支障をきたした 
２．実被害 
 ☆被害なし：すぐに回収されたため、被害はないか、ないに等しい 
 ☆被害あり：二次利用された事実はないが、漏洩していることを他人に知られた 
 ☆重大な被害：クレジット番号の不正使用、架空請求、掲示板への誹謗中傷、 
        いたずら電話、迷惑メールなどがあった 
３．企業の対応 
☆対応なし：企業から誠意ある対応がなかった   
 ☆ＨＰ：企業のホームページ上に謝罪文が掲載された 
 ☆詫び状：企業からお詫び状またはお詫びメールが届いた 
 ☆金券：企業から 500 円の金券が届いた  
  
では、それぞれの情報が漏洩した場合、被害と企業の対応を考慮に入れて、慰謝料の金
額について、いらない、多い、少ない、妥当など、あなたが思うレベル１つを選んでくだ
さい。 
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１．氏名・住所・性別・生年月日が漏洩した場合 
 
被害状況と企業の対応 慰謝料 
１少な
い 
2
3 やや少
ない 
4 5 妥当 6
7 やや 
多い
8 9 多い 
慰謝料は
いらない
精神的被害 被害なし
実被害 被害あり
企業の対応 金券 
 
80,000
円 
□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 
 
２．氏名と電子メールアドレス 
 
被害状況と企業の対応 慰謝料 
１少
ない
2
3 やや少
ない 
4 5 妥当 6
7 やや 
多い
8 9 多い 
慰謝料は
いらない
精神的被害 なし 
実被害 被害あり
企業の対応 対応なし
 
40,000
円 
□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 
 
３．氏名と家族構成（単身家庭、ひとり暮らし情報なども含む） 
 
被害状況と企業の対応 慰謝料 
１少
ない
2
3 やや少
ない 
4 5 妥当 6
7 やや 
多い
8 9 多い 
慰謝料は
いらない
精神的被害 なし 
実被害 被害あり
企業の対応 金券 
 
250,000
円 
□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 
 
４．氏名と身体的特徴（顔写真・スリーサイズ） 
 
被害状況と企業の対応 慰謝料 
１少
ない
2
3 やや少
ない 
4 5 妥当 6
7 やや 
多い
8 9 多い 
慰謝料は
いらない
精神的被害 不安感が続く 
実被害 被害なし 
企業の対応 金券 
 
50,000
円 
□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 
 
５．氏名と医療カルテ・病歴 
 
被害状況と企業の対応 慰謝料 
１少
ない
2
3 やや少
ない 
4 5 妥当 6
7 やや 
多い
8 9 多い 
慰謝料は
いらない
精神的被害 なし 
実被害 被害あり
企業の対応 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ
 
800,000
円 
□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 
 
６．氏名と金融情報（クレジットカード番号、銀行口座番号） 
 なお、この慰謝料は、金銭的な実被害額全額を補償した上で、支払われる金額と考えて
ください。 
被害状況と企業の対応 慰謝料 
１少
ない
2
3 やや少
ない 
4 5 妥当 6
7 やや 
多い
8 9 多い 
慰謝料は
いらない
精神的被害 重大な心労 
実被害 被害あり
企業の対応 対応なし
 
600,000
円 
□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 
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固定設問：全員が回答する質問 
 
１．氏名・住所・性別・生年月日が漏洩した場合 
 
被害状況と企業の対応 慰謝料 
１少
ない
2
3 やや少
ない 
4 5 妥当 6
7 やや 
多い
8 9 多い 
慰謝料は
いらない
精神的被害 心配のみ 
実被害 被害あり
企業の対応 詫び状 
 
10,000
円 
□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 
 
 
２．氏名と電子メールアドレス 
 
被害状況と企業の対応 慰謝料 
１少
ない
2
3 やや
少ない
4 5 妥当 6
7 やや 
多い
8 9 多い 
慰謝料は
いらない
精神的被害 不安感が続く 
実被害 被害あり 
企業の対応 金券 
 
6,000 円
□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 
 
 
４．氏名と身体的特徴（顔写真・スリーサイズ） 
 
被害状況と企業の対応 慰謝料 
１少
ない
2
3 やや
少ない
4 5 妥当 6
7 やや 
多い
8 9 多い 
慰謝料は
いらない
精神的被害 不安感が続く 
実被害 重大な被害 
企業の対応 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 
 
35,000
円 
□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 
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情報セキュリティに関するアンケート調査 
 
安全な国と言われた日本でも、いまや「安全」は自分で確保しなければならなくなりました。安
心な暮らしをするために、自宅にホームセキュリティを導入したり、子供を守るために費用を負担
したりすることが普通になってきています。インターネット上の安全確保も同じです。３人に１人が
情報セキュリティ被害を経験していると言われています。誰もが知らないうちに、セキュリティ被
害者のみならず加害者になってしまう危険性があるのです。 
このアンケートは、情報セキュリティ確保のために、どのぐらいの費用負担を考えるか調査す
ることを目的としています。なお、ご記入いただいた結果はすべて統計的に処理を行いますので、
ご協力をお願いいたします。 
 
まず初めに、ここでいう情報セキュリティ被害とは、主にどのようなものを指すかを簡単に説明
します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１．コンピュータウイルス  
電子メール等を通じて感染し、あなたのパソコンが正常に機能しなくなったり、データが
削除・破壊されてしまう。また、あなたが知らないうちに、知人にウイルス付きメールが送
信されることもある。 
２．スパム 
受信するあなたの都合を考慮せず一方的に送りつけられる迷惑メール。メール受信のた
めの通信料はあなたが負担することになる。 
３．個人情報漏洩 
あなたの住所や氏名、メールアドレス、クレジットカード番号や医療カルテなどの個人情
報がインターネット上に流れてしまう。いったん流出した情報を回収することはほぼ不可
能である。 
４．不正アクセス 
あなたのパソコンが悪意を持った誰かに勝手に接続され、パソコン上のファイルを操作
できる状態にされてしまう。パソコン上のデータが、書き換えられたり消されたりすること
がある。 
５．ワンクリック詐欺 
電子メールなどで会員制ホームページに誘導され、うっかり会員登録をすると高額の料
金が請求されてしまう。 
６．スパイウェア 
あなたのパソコンに入り込んで、あなたのウェブサイト訪問履歴、氏名、メールアドレスな
どの個人情報を第三者に転送してしまう。 
７．フィッシング・ファーミング 
電子メールなどで実在のサイトに類似した詐欺用のサイトへ誘導され、会員制サービス
の ID およびパスワード、クレジットカード番号等が盗まれてしまう。 
８．ウェブ上での誹謗中傷 
不特定多数が閲覧可能なインターネット上の掲示版に、あなたに対する誹謗中傷が書き
込まれたり、あなたになりすました悪意をもった誰かによって、他人を傷つける発言がさ
れてしまう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
では、質問にお答えください。 
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問１. あなたは、情報セキュリティ被害について、どのように思っていますか。１つに○をつけてくださ
い。 
 １．説明にある情報セキュリティ被害の怖さは、よくわかっている。 
 ２．説明にある被害について意味は理解できるが、自分が被害を受けることはないと思う。 
 ３．たとえ、自分が被害を受けても、特に困るようなことは起こらないと思う。 
 ４．たとえ、自分が被害を受けても、警察や企業が補償してくれると思う。 
５．説明を読んでも、具体的にどのようなことが起こるのか、イメージがわかない 
 ６．情報セキュリティ被害が怖いとは思わない。 
 ７．わからない  
 ８． その他（具体的に） 
 
問２. あなたの職業に○をつけてください。 
１．公務員   １１．商業 
２．学校、教育関係  １２．金融・保険業 
３．医療関係   １３．不動産業 
４．水産・農林業    １４．サービス業 
５・鉱業    １５．学生・生徒 
６．建設業    １６．専業主婦・主夫 
７．製造業   １７．無職 
８．電気・ガス業    １８．その他 
９．倉庫･運輸関連業 
１０．情報・通信業 
 
問３. あなたが 1 ヶ月に自由に使える金額は平均いくらですか。 
１． 1 円～5,000 円未満    ８． 40,000 円～45,000 円未満 
２． 5,000 円～15,000 円未満   ９． 45,000 円～50,000 円未満 
３． 15,000 円～20,000 円未満  １０． 50,000 円以上 
４． 20,000 円～25,000 円未満            具体的にお答えください 
５． 25,000 円～30,000 円未満       [           円] 
６． 30,000 円～35,000 円未満  １１． 0 円 
７． 35,000 円～40,000 円未満  １２． 答えたくない 
   
 
問４. あなたが主に使っているパソコンは、何年間使用していますか（１つに○をしてください） 
  ※個人用と業務用の両方を同じぐらいご使用の場合は、個人のパソコンについてお答えください。 
1. １年以内  ５  5 年  ９. 9 年 
2. 2 年   ６． 6 年  10 10 年 
3. 3 年   ７． 7 年  １１.11 年 
４. 4 年   ４.  8 年 12. 12 年以上 
 
問５. パソコンで E メールを送受信するメール数は、一日平均どれぐらいですか（１つに○をしてくださ
い） 
※送信と受信の合計。受信メールには広告やスパム等、意図しないものも含んでください。 
※業務・プライベートを問わず、送受信するメールの合計をお答えください。  
１．１～５通   ５．５１～１００通 
２．６～１０通   ６．１００通以上 
３．１１～２０   ７．E メールを送受信しない 
４．２１～５０通 
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問６. あなたはあなたが主に使っているパソコンに情報セキュリティ対策を実施していますか。 
（１つに○をしてください）    
 ※個人用と業務用の両方を同じぐらいご使用の場合は、個人のパソコンについてお答えください。 
 
 １．自分自身で実施している ⇒問７へ 
 ２．家族や知人などが実施している ⇒問７へ 
 ３．プロバイダ提供のセキュリティサービスを利用している ⇒問７へ 
 ４．実施していないが、今後実施する予定 ⇒問７⇒問１１へ 
 ５．実施していないし、今後も実施する予定はない⇒問１１へ 
 ６．わからない  
 ７．個人のパソコンは持っていない 
 
問 7．問６で１,２，３，４を選んだ方に質問します。あなたはどのような情報セキュリティ対策を実施して
いますか、または、実施しようと思いますか。（いくつでも）  
１．Windows update などによる更新⇒問８へ 
２．セキュリティ対策ソフトなどの導入⇒問９へ 
３．プロバイダが提供するセキュリティサービスに加入⇒問１０へ 
４．パスワードによるロック 
５．パスワードの定期的な変更⇒問８へ  
６．怪しい電子メール・添付ファイルの削除 
７．Winny 等のファイル交換ソフトの使用を自粛する 
８．その他（具体的に）（            ） 
 
 
問８.  問７で１と５を選んだ方に質問します。あなたは、どのぐらいの頻度で情報セキュリティ対策を
実施していますか。１つを選んで番号を記入してください。 
 
 １の更新頻度 （  ）       ５の更新頻度（  ） 
 
１． 毎日    ５．３ヶ月に１回 
２． １週間に 1 回    ６．６ヶ月に１回 
３． 2 週間に 1 回   ７．１年に１回 
４． １ヶ月に１回   ８．その他 
 
 
問９.  問７で２を選んだ方に質問します。あなたは、現在使用しているセキュリティ対策ソフトなどの
導入に、１回当たりいくら支払いましたか。該当する金額を記入してください。また、そのソフトを導入
した理由はなんですか。（１つに○をしてください）  
 
 １．セキュリティ対策ソフトなどの購入に、約           円 
 ２．導入の理由（１つに○をしてください） 
   1. ソフトを信頼したから  2. 勧められたから  3.金額が手ごろだったから 
   4. 特に理由はない  5.その他（具体的に）（                    ） 
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問１０. 問７で３を選んだ方に質問します。あなたは、セキュリティサービスを利用に月額いくら支払っ
ていますか。 また、そのセキュリティサービスを利用した理由はなんですか。（１つに○をしてくださ
い） 
１． 月額 約             円 
２． 利用の理由（１つに○をしてください） 
   1. サービスを信頼したから  2. 勧められたから  3.金額が手ごろだったから 
   4.  特に理由はない  5.その他（具体的に）（              ） 
 
 
問１１.  問６で５を選んだ方に質問します。あなたが情報セキュリティ対策を実施しない理由はなん
ですか（１つ選んで○をつけてください） 
 
１. 費用がかかる      ６．なぜセキュリティ対策を実施しなければ  
２. 手間がかかる        ならないかわからない 
３. 面倒だから       ７．その他（具体的に）（            ） 
 ４. 対策方法がわからない      ８．理由はない 
  ５．対策の必要性を感じない 
 
 
問１２. あなたはこれまでにセキュリティ被害に遭ったことがありますか。 
 
１．ない   
２．ある ⇒ ある場合、何回遭いましたか（       回） ⇒問１３へ 
３．わからない   
 
 
問１３.  問１２で２を選んだ方に質問します。どのようなセキュリティ被害に遭いましたか。該当するも
のに○をつけてください。 
 
１． コンピュータウイルス   ７．ウェブ上での誹謗中傷 
２．個人情報漏洩   ８．その他（    ） 
３．不正アクセス 
４．ワンクリック詐欺 
５．スパイウェア 
６． フィッシング・ファーミング 
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問14 情報セキュリティ被害
0
スパム
コンピュータ
ウイルス
個人情報
漏洩
スパイ
ウエア
フィッシング
ファーミング
ワンクリック詐欺
あなた
不正アクセス
悪意のある利用者
掲示板での
誹謗中傷
 
 
 
 
問１４. あくまで仮定の質問です。 
これら情報セキュリティ被害のすべての脅威から、あなたを守るサービスがあるとしたら、あなた
は、 
            円の有料サービスに加入しますか。支払う場合の費用は、あなた自身のお金か
ら支払うことを前提としてください。また支払う金額は、月額でなく１回だけ払うものと考えてくださ
い。 
 
１．はい 
２．いいえ （次の中から理由をお答えください） 
1. 情報セキュリティー保護については興味がない。 
2. 情報セキュリティー保護に費用を支払う意思はあるが、提示された金額が高すぎる。 
3. 費用を支払うぐらいなら、被害を受けても構わない。 
4. 質問の意味がわからない 
5. その他 （ご記入ください） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ここからは、仮定に基づく質問です。実際にはあり得ない前提ですが、このような状況を想像
してお答えください。 
・あなたは、情報セキュリティ対策をしていません。 
・あなたは、次に説明される状況におかれた被害者となって、そのために時間的にも精神
的にも迷惑をこうむりました。 
・あなたは、あなたが自分自身でお金を払っていたら、この被害を受けないで済みました。
回答を選ぶ際、「加害者である企業が責を取るべきだ」、「顧客が払うのはおかしい」といった
考えは別にして、あくまで「あなたが払う」という前提でお答えください。なお、この費用は、あ
なた自身のお金から支払うため、あなたのお金がその分減ることを考慮に入れてください。 
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インターネット
あなた
個人情報が流出
どんな被害？？
知らないうちに
あなたの情報が
見られている
悪意のある利用者
性別
年齢
名前 住所
メールアドレス
被害？
被害？
問１５ インターネット上のオンライン商店が漏洩
漏洩対策をして
いればよかった
(>_<)
 
問１５－１． あなたは、よく利用しているインターネット上のショッピングモールの運営会社から、モー
ル上のオンライン商店のいくつかが顧客情報を流出させてしまったとの連絡を受けました。会社の
説明によれば、流出した情報は登録者の氏名・住所・性別・年齢・電子メールアドレスの５点で、ク
レジットカード番号などの実被害をもたらす情報や購入履歴などのプライベート性の高い情報は含
まれないとのことでした。会社側では、顧客情報の流出先をいまだ正確に把握しておらず、あなた
を含む数百名の顧客情報がどこでどのように利用されたのかについて確認することはできませ
ん。 
仮に、あなたが「この事故の直前に、１回だけ、           円を払って漏洩対策をしていたら、
この個人情報漏洩被害を受けないで済んだ」、とした場合、あなたはこの費用を支払いましたか。 
  （※企業の責任については、回答を選ぶ際、考慮に入れないでください） 
 
１．はい 
２．いいえ （次の中から理由をお答えください） 
1. 氏名住所等の登録情報が漏洩することについては気にならない。 
2. 情報漏洩を防止する費用を支払う意思はあるが、提示された金額が高すぎる。 
3. 費用を支払うぐらいなら、情報漏洩の被害を受けても構わない。 
4. 質問の意味がわからない 
5. その他 （ご記入ください） 
 
では、このショッピングモールの運営会社が、あなたに慰謝料として           円を支払うとし
たら、あなたはこの金額をどう評価しますか。１つに○をしてください。 
１．満足できる。 
２．満足できない。 （次の中から理由をお答えください） 
1. 慰謝料としての金額が少なすぎる。 
2. 慰謝料はどんなに多くもらっても満足できない。 
3. 情報漏洩については気にならないから、慰謝料はいらない。 
4. 質問の意味がわからない 
5. その他 （ご記入ください） 
192 
インターネット
あなた
個人情報が流出
どんな被害？？
知らないうちに
あなたの情報が
見られている
病名
医師の所見
名前
住所
通院歴
被害？
被害？
電子カルテ情報
病気なん
だって
悪意のある利用者
問15 病院が電子カルテの情報を漏洩
漏洩対策を
していれば
よかった
(>_<)
 
 問１５－２． あなたが最近通院していた病院から、あなたの電子カルテの情報がインターネット上
に漏洩してしまったとの連絡がありました。病院の説明によれば、若手のスタッフが、自宅で作業
するために使用していたノートパソコンが盗難され、その中に保存されていた多くの患者の電子カ
ルテ情報（氏名、住所、病歴、通院歴、医師の所見、飲んでいた薬の記録、等）が、数日後にインタ
ーネット上の掲示板に掲載されていたとのことです。漏洩した情報は、しばらく誰でも閲覧できる状
態であったことから、どの程度広まっているかは不明であり、個人の努力で取り除くことはまず不可
能です。 
仮に、あなたが「この事故の直前に、１回だけ、           円を払って漏洩対策をしていたら、
この個人情報漏洩被害を受けないで済んだ」、とした場合、あなたはこの費用を支払いましたか。 
 （※病院の責任については、回答を選ぶ際、考慮に入れないでください） 
 
１．はい 
２．いいえ （次の中から理由をお答えください） 
1. 医療情報の登録情報が漏洩することについては気にならない。 
2. 情報漏洩を防止する費用を支払う意思はあるが、提示された金額が高すぎる。 
3. 費用を支払うぐらいなら、情報漏洩の被害を受けても構わない。 
4. 質問の意味がわからない 
5. その他 （ご記入ください） 
 
では、この病院が、あなたに慰謝料として           円を支払うとしたら、あなたはこの金額を
どう評価しますか。１つに○をしてください。 
１．満足できる。 
２．満足できない。 （次の中から理由をお答えください） 
1. 慰謝料としての金額が少なすぎる。 
2. 慰謝料はどんなに多くもらっても満足できない。 
3. 情報漏洩については気にならないから、慰謝料はいらない。 
4. 質問の意味がわからない 
5. その他 （ご記入ください） 
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インターネット
あなた
個人情報が流出
住所
名前
被害？
被害？
銀行口座情報
問15 銀行が口座情報を漏洩
悪意のある
利用者
あなたの
口座番号
あなたの預金を
不正に引き出す
口座番号
あなた
の
銀行
漏洩対策をして
いればよかった
(>_<)
 
 
問１５－３． あなたが利用している銀行が、銀行側システムの障害により顧客口座情報をインターネ
ット上に漏洩させてしまいました。あなたはこの事実を、TV のニュース報道により知りました。報道に
よれば、情報漏洩から数時間後に銀行側でシステムを停止したため、現在のところ二次被害が起こ
る可能性は低いと考えられています。しかし、情報漏洩から銀行システムが停止するまでの数時間
に、第三者があなたの口座から別の口座に預金を送金することが可能でした。銀行は、顧客が不正
に預金を引き出された場合、被害額を補償することを発表しています。 
仮に、あなたが「この事故の直前に、１回だけ、           円を払って漏洩対策をしていたら、
この個人情報漏洩被害を受けないで済んだ」、とした場合、あなたはこの費用を支払いましたか。 
 （※企業の責任については、回答を選ぶ際、考慮に入れないでください） 
 
１．はい 
２．いいえ （次の中から理由をお答えください） 
1. 口座情報が漏洩することについては気にならない。 
2. 情報漏洩を防止する費用を支払う意思はあるが、提示された金額が高すぎる。 
3. 費用を支払うぐらいなら、情報漏洩の被害を受けても構わない。 
4. 質問の意味がわからない 
5. その他 （ご記入ください） 
 
では、この銀行が、あなたに慰謝料として           円を支払うとしたら、あなたはこの金額を
どう評価しますか。１つに○をしてください。 
１．満足できる。 
２．満足できない。 （次の中から理由をお答えください） 
1. 慰謝料としての金額が少なすぎる。 
2. 慰謝料はどんなに多くもらっても満足できない。 
3. 情報漏洩については気にならないから、慰謝料はいらない。 
4. 質問の意味がわからない 
5. その他 （ご記入ください） 
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インターネット
あなた
個人情報が流出
知らないうちに
あなたの情報が
見られている
悪意のある利用者
迷惑メール
問15 スポーツジムが顔写真や身体情報を漏洩
登録情報
身長
体の悩み
太っている
体重
バスト、ウエスト、
ヒップ＊＊㎝
顔写真
漏洩対策を
していれば
よかった
(>_<)どんな被害？？
 
問１５－４． あなたが利用しているスポーツジムで、社員の個人用パソコンがファイル交換ソフト
Winny によりウイルス感染し、パソコンに入っていた会員情報がインターネット上に流出したことが
わかりました。登録した情報には、顔写真や身長、体重の他、ダイエットプログラムのための体の
スリーサイズ、体の悩みを具体的に記載したものも含まれていました。あなたはこの事実を、新聞
の報道により知りましたが、同時に面白半分や嫌がらせのメールが届くようになりました。メールア
ドレスを変更することで迷惑メールは届かなくなりましたが、漏洩した個人情報がどの程度広まって
いるかは不明であるため、毎日不安な生活を送ることになりました。 
仮に、あなたが「この事故の直前に、１回だけ、           円を払って漏洩対策をしていたら、
この個人情報漏洩被害を受けないで済んだ」、とした場合、あなたはこの費用を支払いましたか。 
  （※企業の責任については、回答を選ぶ際、考慮に入れないでください） 
 
１．はい 
２．いいえ （次の中から理由をお答えください） 
1. 身体情報が漏洩することについては気にならない。 
2. 情報漏洩を防止する費用を支払う意思はあるが、提示された金額が高すぎる。 
3. 費用を支払うぐらいなら、情報漏洩の被害を受けても構わない。 
4. 質問の意味がわからない 
5. その他 （ご記入ください） 
 
では、このスポーツジムが、あなたに慰謝料として           円を支払うとしたら、あなたはこ
の金額をどう評価しますか。１つに○をしてください。 
１．満足できる。 
２．満足できない。 （次の中から理由をお答えください） 
1. 慰謝料としての金額が少なすぎる。 
2. 慰謝料はどんなに多くもらっても満足できない。 
3. 情報漏洩については気にならないから、慰謝料はいらない。 
4. 質問の意味がわからない 
5. その他 （ご記入ください） 
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 5
インターネット
あなた
ウイルス付きメール
ウィルス付き
メールで感染
悪意のあるサイト
知らずに友人に送る
電源が突然切れた
データが消失!
悪意のある利用者
問16 コンピュータウイルス
ウィルス
に感染
友人
漏洩対策をして
いればよかった
(>_<)他にどんな被害？？
 
問１６－１． ある晩、あなたがコンピュータを使って、明日提出しなければならないレポートを書きな
がらメールのチェックをすると、友人から添付ファイル付きのメールが届いていました。いつものように、
メールを開いてみると、なにやら警告のようなものが出てきました。へんだと思いながら、そのままレ
ポートを書き続けようとしたところ、全く動かなくなってしまいました。どうにかレポートを保存しようとし
ましたがなにもできず、いきなりコンピュータの電源が切れ、もう少しで終わるところだったレポートが
消えてしまいました。どうやコンピュータウイルスに感染したようです。 
 
仮に、あなたが「この事故の直前に、１回だけ、           円を払ってセキュリティ対策をしてい
たら、この被害を受けないで済んだ」、とした場合、あなたはこの費用を支払いましたか。 
（※あなたはセキュリティ対策をしていなかったという仮定でお答えください） 
１．はい 
２．いいえ （次の中から理由をお答えください） 
1. ウイルス感染については気にならない。 
2. ウイルス感染被害を防止する費用を支払う意思はあるが、提示された金額が高すぎる。 
3. 費用を支払うぐらいなら、感染しても構わない。 
4. 質問の意味がわからない 
5. その他 （ご記入ください） 
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6インターネット
あなた
ウィルス付き
メールで感染
悪意のあるサイト
知らずに閲覧
サイトの閲
覧で感染
スパムメールで
いっぱいになる
通常の
電子メール
×
届かない
悪意のある利用者
問16 スパム
スパム
スパムスパム
スパム
スパム
スパム
スパムメール
漏洩対策をして
いればよかった
(>_<)
 
 
 
問１６－２． あなたは、１週間前にあるサイトへ懸賞の応募をしました。最近になって、毎日多くの広
告メールが届くようになりました。広告メールには、案内が不要であれば返信するように書いてあった
ので、返信してみましたが効果がなく、さらに多くのメールが届くようになってしまいました。友人から
あなたに送ったメールが戻ってきてしまったと言われチェックしたところ、迷惑メールで容量がいっぱ
いになったため、友人からのメールが届かなかったことがわかりました。 
 
仮に、あなたが「この事故の直前に、１回だけ、           円を払ってセキュリティ対策をしてい
たら、この被害を受けないで済んだ」、とした場合、あなたはこの費用を支払いましたか。 
（※あなたはセキュリティ対策をしていなかったという仮定でお答えください） 
 
１．はい 
２．いいえ （次の中から理由をお答えください） 
1. スパムメールについては気にならない。 
2. 防止する費用を支払う意思はあるが、提示された金額が高すぎる。 
3. 費用を支払うぐらいなら、スパムメールが届いても構わない。 
4. 質問の意味がわからない 
5. その他 （ご記入ください） 
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 7
インターネット
あなた
スパムメール
怪しいメールか
ら誘導される
詐欺サイト
知らずに閲覧
サイトの閲
覧で感染
会員登録が完了しました。
会員番号 ＊＊＊＊＊
アドレス ▲ ▲ ▲＠■ ■
サービス利用料金 円
振込み期限 2008年2月
お金を要求される
詐欺サイトに誘導
悪意のある利用者
問1６ ワンクリック詐欺
巧妙に誘導
振り込も
う？
漏洩対策をして
いればよかった
(>_<)
脅しに怖くなる
 
 
 
問１６－３． ある日、あなたに届いたメールを開けてみると、あなたがちょうど調べようと思っていた
サービスについての宣伝のようでした。興味を持ったあなたはくメールに記載されているリンクをクリ
ックしてみたところ、いきなり入会手続きが終わったという書類が出てきました。それには、あなたの
「登録番号」、「メールアドレス」とサービスの利用料金の案内があり、1 週間以内に振り込むよう書か
れていました。振り込まなかった場合、自宅に回収に行くが、延滞料金と交通費で利用料金の８倍の
高額な金額を追加して払うこととなっており、払わない場合、裁判所から連絡がいくと書いてありまし
た。びっくりして怖くなったあなたは、面倒なことにならないよう振り込んで済ませようと思いました。 
 
仮に、あなたが「この事故の直前に、１回だけ、           円を払ってセキュリティ対策をしてい
たら、この被害を受けないで済んだ」、とした場合、あなたはこの費用を支払いましたか。 
（※あなたはワンクリック詐欺と気づいていないという仮定でお答えください） 
 
１．はい 
２．いいえ （次の中から理由をお答えください） 
1. ワンクリック詐欺については気にならない。 
2. 防止する費用を支払う意思はあるが、提示された金額が高すぎる。 
3. 費用を支払うぐらいなら、ワンクリック詐欺に遭っても構わない。 
4. 質問の意味がわからない 
5. その他 （ご記入ください） 
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8インターネット
パソコン
他の利用者の
コンピュータ
不正アクセス
知らないうちに加害者
にされてしまう
あなたになりすまし
て不正アクセス
問1６ 不正アクセス
悪意のある利用者
あなた
メールアドレス
パスワード 名前
ハッ
カー
漏洩対策をして
いればよかった
(>_<)
 
 
 
問１６－４． ある企業から、あなたがその企業のネットワークに不正にアクセスをして、ホームページ
を書き換えようとしたことに対する警告を受けました。この事件はあなたにとって全く身に覚えのない
ことだったため、加入しているインターネットプロバイダに問い合わせしました。その結果、あなたの自
宅のコンピュータが外部の第三者(ハッカー)から不正アクセスを受け、そのハッカーの犯行を隠蔽す
るための中継地点として使われていたことがわかりました。あなたはすぐにパスワード変更手続きを
行いましたが、このハッカーは既にあなたの名前を騙って複数の企業サイトに侵入を試みていたよう
です。 
（※あなたはセキュリティ対策をしていなかったという仮定でお答えください） 
 
仮に、あなたが「この事故の直前に、１回だけ、           円を払ってセキュリティ対策をしてい
たら、この被害を受けないで済んだ」、とした場合、あなたはこの費用を支払いましたか。 
 
１．はい 
２．いいえ （次の中から理由をお答えください） 
1. 不正アクセスされることについては気にならない。 
2. 不正アクセス被害を防止する費用を支払う意思はあるが、提示された金額が高すぎる。 
3. 費用を支払うぐらいなら、被害を受けても構わない。 
4. 質問の意味がわからない 
5. その他 （ご記入ください） 
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9インターネット
他の利用者
他者を傷つける情
報を掲示板に記入
知らずに閲覧
知らないうちにあなたの
うわさ、悪口が広まる
傷つく
デタラメ
問1６ ウエブ上での誹謗中傷
悪意のある利用者
ウソ
デッチアゲ
他の利用者
知らずに閲覧
あなた
漏洩対策をし
ていればよ
かった (>_<)
うわさは取り戻せない
 
問１６－５． ある日、親しい友人から、インターネット上の掲示板にあなた個人を中傷する内容が書
き込まれているとの連絡がありました。あなたがその掲示板を確認すると、匿名の投稿者から、あ
なたの名前や所属などの個人を特定できる情報と共に誹謗中傷が数行にわたって書き込まれて
いることが確認できました。誹謗中傷の内容は、あなた自身には全く身に覚えのない事柄ですが、
あたかも本当のことの様に書き込まれており、あなたの人格をいたく傷つけるものです。あなたは
さっそく掲示板の管理者に対して、その文章の削除依頼を行いましたが、この文章が書き込まれて
から既に約１週間経過しており、どれ位の人たちがこの文章を実際に読んだかについてはわかり
ません。 
 
仮に、あなたが「この事故の直前に、１回だけ、           円を払ってセキュリティ対策をしてい
たら、この被害を受けないで済んだ」、とした場合、あなたはこの費用を支払いましたか。 
 
１．はい 
２．いいえ （次の中から理由をお答えください） 
1. インターネット上で誹謗中傷されることについては気にならない。 
2. 誹謗中傷を防止する費用を支払う意思はあるが、提示された金額が高すぎる。 
3. 費用を支払うぐらいなら、被害を受けても構わない。 
4. 質問の意味がわからない 
5. その他 （ご記入ください） 
 
 
ご協力ありがとうございました。 
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付録４ 
 
第４章 個人情報漏洩インシデントデータ抜粋 
 
pp. 201 – 256  (pp.1-56) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
付録 4 201-256 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
付録 4 201-256 
NO 年月日 組織名 支店名 漏洩内容 対応 漏洩数
情報ﾚ
ﾍﾞﾙ
原因
大
原因
ｺｰﾄﾞ 原因中 原因小 媒体 業種別
媒体ﾈｯ
ﾄ 経路 委託
1 2000/1/18 東栄 信用情報 2 1 3 漏洩 不正提供 書類 4 0 1 0
2 2000/1/21 セイコーインスツル 個人名、電子メールア 2000 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 4 0
3 2000/2/21 PHP研究所 個人情報 16000 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 4 0
4 2000/2/22 NTT東日本 神奈川支店 顧客情報など 200 1 1 3 漏洩 不正提供 ﾃﾞｰﾀ 4 0 1 0
5 2000/2/22 NTT東日本 千葉支店 住所、氏名、電話番号 1 1 3 漏洩 不正提供 ﾃﾞｰﾀ 4 0 1 0
6 2000/3/2 ソニー・コンピュータエン 氏名、配送先住所、購 266 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 4 0
7 2000/3/2 本田技研工業 役職名と氏名、年齢 3000 1 1 3 漏洩 不正取得 FD 4 1 1 1
8 2000/3/11 大塚製薬 住所、氏名、年齢、電 9900 2 0 7 流出 ｼｽﾃﾑ不具合 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 4 0
9 2000/3/18 住友生命保険 東大阪支社 住所、氏名、電話番号 500 2 0 9 不適切処理 放置 廃車 4 0 5 0
10 2000/4/7 NTT-X ID、パスワード 435 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 4 0
11 2000/4/13 京都府警察 知人女性宅の電話番号 1 1 1 3 漏洩 不正取得 ﾃﾞｰﾀ 1 0 1 0
12 2000/4/21 レンタル店組合 レンタル店の延滞者の 25000 1 1 3 漏洩 不正取得 販売 4 1 1 0
13 2000/4/23 秋田大医学部附属病院 メールアドレス 6150 1 1 2 流出 不正利用 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 3 1 1 0
14 2000/5/11 山梨医科大学付属病院 氏名、感染症名、年齢 1 3 1 3 漏洩 不明 ﾃﾞｰﾀ 3 0 3 0
15 2000/5/25 KDDクリエイティブ 氏名、住所、電話番号 1600 2 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 4 0
16 2000/6/20 京都府山城町 介護保険関連の個人デ 1836 2 0 6 盗難 事務所荒らし PC 1 1 5 0
17 2000/6/27 日本ライフライン 顧客データ 11000 1 1 1 盗難 恐喝 顧客ﾃﾞｰﾀ 4 0 1 0
18 2000/7/6 厚生労働省 入退院患者らに関する JISAは、メイケイ 1286 3 0 9 不適切処理 誤廃棄 書類 1 0 5 1
19 2000/7/21 大和証券グループ本社 梅田支店 取引明細書 2 1 3 漏洩 恐喝 書類 4 0 2 0
20 2000/7/31 NTT東日本 東京支店 住所、氏名、電話番号 400 1 1 3 漏洩 不正提供 ﾃﾞｰﾀ 4 0 1 0
21 2000/8/1 興信所「民間警察」 犯罪歴、有名タレント 80 3 1 3 漏洩 不正提供 ﾃﾞｰﾀ 4 0 1 0
22 2000/8/3 愛知県名古屋刑務所 受刑者の氏名、個人番 1900 3 1 3 漏洩 不正取得 リスト 1 0 1 0
23 2000/8/4 日動火災海上保険 契約書類など 社員が契約者全員を訪 968 2 0 5 紛失 会社内 書類 4 0 5 0
24 2000/8/30 三井物産フューチャーズ 顧客情報 1 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 4 1 5 0
25 2000/9/2 北海道警察 暴力団など212団体 4500 3 1 3 漏洩 不正取得 名簿 1 0 3 0
26 2000/9/18 警視庁 犯歴 3 1 3 漏洩 不正取得 リスト 1 0 3 0
27 2000/10/25 ソニー 電子メールアドレス 3098 1 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 4 1 5 1
28 2000/10/30 ANAホテル JRハウス 氏名、電子メールアド 1500 1 0 7 流出 誤配信 宛先 4 1 5 0
29 2000/10/31 KDDI 氏名や住所、生年月日 32000 1 1 3 漏洩 流用 ﾃﾞｰﾀ 4 1 1 0
30 2000/11/5 鹿児島県警察 犯歴 1 3 1 3 漏洩 不正提供 犯歴 1 0 1 0
31 2000/11/17 佐賀シティビジョン 電子メールアドレス 900 1 0 7 流出 誤配信 宛先 4 1 5 0
32 2000/11/18 ベネッセコーポレーション 氏名、生年月日、住所 2 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 4 0
33 2000/11/21 東京都 電子メールアドレスと 330 1 0 7 流出 誤配信 宛先 1 1 5 0
34 2000/12/21 北海道警察 犯歴 2 3 1 3 漏洩 不正提供 犯歴 1 0 1 0
35 2000/12/28 京都府警察 犯歴、暴力団情報 3 3 1 3 漏洩 不正提供 犯歴 1 0 1 0
36 2001/1/6 熊本県警察 犯歴 1 3 1 3 漏洩 不正提供 犯歴 1 0 1 0
37 2001/1/11 情報提供会社社長 住所、氏名、年齢、電 社長は、起訴猶予 3 3 1 3 漏洩 不正取得 販売 4 0 1 0
38 2001/1/23 イー・アクセス 電子メールアドレス 26000 1 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 4 1 5 0
39 2001/1/31 福井県警察 家出人手配書 4500 2 0 8 漏洩 誤送信 FAX 1 0 5 0
40 2001/2/1 京都みやこ信用金庫 名簿と定期預金額、債 300 2 0 9 不適切処理 売却 PC 4 1 5 0
41 2001/2/10 警視庁 犯歴 1 3 1 3 漏洩 不正提供 犯歴 1 0 1 0
42 2001/2/21 大阪府立住之江高校 成績一覧表 全校生徒に事情を説明 2 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 2 1 4 0
43 2001/3/3 ワコール 電子メールアドレス 電子メールと速達郵便 7600 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 4 0
44 2001/3/9 NTTドコモ 富士見市某 新規申込書類など 1000 1 0 5 紛失 散乱 書類 4 0 5 1
45 2001/3/15 リクルート 会員情報 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 4 0
46 2001/3/1 北海道庁 東京事務所 電子メールアドレス 104 1 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 1 1 5 0
47 2001/4/13 神奈川県川崎市高津郵便局 氏名、年齢、住所、加 関東郵政局は昨年6月 1275 2 1 3 漏洩 流用 ﾃﾞｰﾀ 1 1 1 0
48 2001/4/19 愛知県警察 取調室の会話 1 3 1 2 流出 不正ｱｸｾｽ 無線 1 1 2 0
49 2001/4/19 秋田県田沢湖町 個人情報 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 1 1 4 0
50 2001/4/19 神奈川県横浜市大医学部病 患者の遺伝子 3 1 3 漏洩 流用 遺伝子 3 0 1 0
1
NO 年月日 組織名 支店名 漏洩内容 対応 漏洩数
情報ﾚ
ﾍﾞﾙ
原因
大
原因
ｺｰﾄﾞ 原因中 原因小 媒体 業種別
媒体ﾈｯ
ﾄ 経路 委託
51 2001/4/21 NTT東日本 中山支店 電話加入者の電話番号 7500 1 1 3 漏洩 不正提供 売却 4 0 1 0
52 2001/4/24 インフォシーク 会員の個人情報 8000 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 4 0
53 2001/5/9 東京都府中刑務所 受刑者の氏名、生年月 3 1 3 漏洩 不正取得 リスト 1 0 1 0
54 2001/5/17 朗月堂書店 電子メールアドレス 350 1 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 4 1 5 0
55 2001/5/24 NTT西日本 神戸支店 顧客情報 1 1 3 漏洩 不正提供 売却 4 0 1 0
56 2001/6/28 滋賀県教育委員会 個人情報 820 1 0 6 盗難 置き引き 鞄 1 0 5 0
57 2001/7/5 某通販会社 顧客名簿 500000 1 1 3 漏洩 売却 名簿 4 0 1 1
58 2001/7/17 愛知県名古屋市 情報公開請求の請求者 3 1 1 3 漏洩 不正提供 ﾃﾞｰﾀ 1 0 1 0
59 2001/7/18 サクセス 通販を利用した顧客の 10000 1 0 7 流出 不明 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 3 0
60 2001/7/18 ソニー 顧客の氏名、住所、電 10000 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 4 0
61 2001/7/19 ダイエーOMC クレジットカード利用 8700 2 0 8 漏洩 誤送付 宛先違い 4 0 5 0
62 2001/8/6 サイバーエージェント 電子メールアドレス 2664 1 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 4 1 5 0
63 2001/8/7 神奈川県相模原市消防本部 救急記録 1 3 1 3 漏洩 不正取得 ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ 1 0 1 0
64 2001/8/13 大阪府立某高校 指導要録 1 2 1 3 漏洩 不正提供 指導要録 2 0 1 0
65 2001/8/16 小田急百貨店 氏名、生年月日、住所 380000 1 1 3 漏洩 不正提供 売却 4 1 1 0
66 2001/9/1 長崎県諫早市立長田小学校 指導要録 保護者に説明し、謝罪 27 2 0 5 紛失 保管中 書庫 2 0 5 0
67 2001/9/6 岡山県岡山中央郵便局 NTT請求書 11181 1 0 5 紛失 誤廃棄 請求書 1 0 5 0
68 2001/9/9 滋賀県大津市立某幼稚園 指導要録 138 2 0 6 盗難 事務所荒らし 金庫 2 0 5 0
69 2001/9/24 千葉県警察 電子メールアドレス 80 1 0 7 流出 誤配信 宛先 1 1 5 0
70 2001/9/25 長崎県諫早市立真城小学校 家族構成、自宅からの 3 2 0 5 紛失 散乱 調査用紙 2 0 5 0
71 2001/10/8 神奈川県横浜中央郵便局 郵便貯金の顧客情報 8000 1 1 3 漏洩 流用 ﾃﾞｰﾀ 1 1 1 0
72 2001/10/15 朝日新聞社 氏名と電子メールアド 200 1 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 4 1 5 0
73 2001/10/15 茨城県水戸中央郵便局 簡易保険の顧客情報 1 1 3 漏洩 流用 ﾃﾞｰﾀ 1 0 1 0
74 2001/10/23 豊能税務署 個人情報 60 2 0 5 紛失 不明 PC 1 1 3 0
75 2001/10/26 国内線ドットコム 電子メールアドレス 4000 1 0 7 流出 誤配信 宛先 4 1 5 0
76 2001/10/29 NTTドコモ 埼玉支店 電子メールアドレス 8 1 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 4 1 5 0
77 2001/10/29 明治乳業 電子メールアドレス 10000 1 0 7 流出 誤配信 宛先 4 1 5 0
78 2001/10/30 レナウン 電子メールアドレス 570 1 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 4 1 5 0
79 2001/11/7 法務省 電子メールアドレス 100000 1 0 7 流出 誤配信 宛先 1 1 5 0
80 2001/11/12 NTT西日本 電話加入者の氏名、住 3500 1 1 3 漏洩 流用 ﾃﾞｰﾀ 4 1 1 1
81 2001/11/12 某予備校 カード番号 1 2 0 6 盗難 事務所荒らし ｶｰﾄﾞ 4 0 5 0
82 2001/11/26 NHN Japan 氏名、電子メールアド 170 1 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 4 1 5 0
83 2001/11/27 日本ネットワークインフォ 電子メールアドレス 2900 1 0 7 流出 誤配信 宛先 5 1 5 0
84 2001/12/4 千葉県警察 犯歴 2 3 1 3 漏洩 不正提供 犯歴 1 0 1 0
85 2001/12/18 神奈川県相模原市立上鶴間 成績や進路希望など 541 2 0 6 盗難 車上荒らし 磁気ﾃﾞｨｽｸ 2 1 5 0
86 2001/12/19 福岡県福岡市西区石丸小学 通知表 41 2 0 6 盗難 不明 通知表 2 0 3 0
87 2001/12/26 愛知県海部郡某小学校 答案用紙、成績を記し 33 2 0 6 盗難 車上荒らし 自転車 2 0 5 0
88 2001/12/27 茨城県警察 捜査書類や調書9通 3 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 1 0 5 0
89 2001/12/27 香川県警察 免許証などの情報 1 1 1 3 漏洩 不正取得 免許証 1 0 1 0
90 2001/12/30 茨城県警察 運転免許証の個人情報 1 1 1 3 漏洩 不正提供 ﾃﾞｰﾀ 1 0 1 0
91 2002/1/9 兵庫県篠山市立篠山東中学 成績表 学校側は全校生徒と保 32 2 0 5 紛失 不明 成績 2 0 3 0
92 2002/1/16 福岡県警察 犯歴、氏名、年齢、警 60 3 0 9 不適切処理 売却 PC 1 1 5 0
93 2002/1/17 健康保険組合 患者の病名、病歴、投 1000 3 0 9 不適切処理 売却 PC 3 1 5 0
94 2002/1/22 京都府木津町教育委員会 受講者の名簿など 1 0 6 盗難 事務所荒らし PC 1 1 5 0
95 2002/1/31 NHK NHK受信契約書リス 8 1 1 2 流出 公開 リスト 4 1 1 0
96 2002/1/31 静岡朝日テレビ 電子メールアドレス 1900 1 0 7 流出 誤配信 宛先 4 1 5 0
97 2002/2/1 島根県警察 個人情報 1 0 9 不適切処理 売却 PC 1 1 5 0
98 2002/2/4 ワイキューブ 利用者の個人情報 10000 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 4 0
99 2002/2/6 茨城県岩井市立岩井第二小 氏名、住所、テストの 29 2 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 2 0 5 0
100 2002/2/18 Trend Micro ユーザー情報 1338 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 4 0
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101 2002/3/11 愛知県西尾市立鶴城小学校 答案用紙、成績表、教 2 0 5 紛失 置き忘れ 鞄 2 0 5 0
102 2002/3/11 神奈川県大和市立緑野小学 成績表 40 2 0 5 紛失 落し物 紙袋 2 0 5 0
103 2002/3/15 ドール 氏名、電子メールアド 22 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 4 0
104 2002/3/16 天理大学 学生約600人のテス 大学側は2002年2 600 2 0 7 流出 誤掲載 成績 2 1 1 0
105 2002/3/18 兵庫県明石市立大久保北中 成績や生徒の成績評価 400 2 0 6 盗難 強盗 鞄 2 0 5 0
106 2002/3/18 エムスタ アンケートの回答、エ 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 4 0
107 2002/3/22 愛知県岡崎市 答案 2 0 5 紛失 駐車場 鞄 1 0 5 0
108 2002/3/22 日本IBM 他の宛先のアドレス 900 1 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 4 1 5 0
109 2002/3/25 オートトレーディングルフ 氏名や電子メールアド 370 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 4 0
110 2002/3/25 神奈川県相模原市 「医療費のお知らせ」 14787 2 0 7 流出 ｼｽﾃﾑ不具合 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 1 1 4 0
111 2002/4/1 ジャックス 個人情報入りの入会申 1 0 5 紛失 社内便 申込書 4 0 5 0
112 2002/4/11 滋賀県高月町立高月中学校 1年生の名簿と今春の 2 0 6 盗難 車上荒らし PC 2 1 5 0
113 2002/4/13 関東東京郵政局内38郵便 郵便貯金や簡易保険の 局長－主任クラス18 1 1 3 漏洩 流用 ﾃﾞｰﾀ 1 0 1 0
114 2002/4/18 はばたきブロードキャスト ヘッダ情報、BCCに 1 0 7 流出 ｼｽﾃﾑ不具合 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 4 0
115 2002/4/30 アートホテル石松 予約者の住所、氏名、 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 4 0
116 2002/4/30 八光エンジニアリング プレゼント応募者の氏 10000 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 4 0
117 2002/4/30 ATB 求人に応募した新卒申 4000 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 4 0
118 2002/4/30 テルモ プレゼント応募者、約 730 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 4 0
119 2002/5/4 中央証券 顧客の氏名、住所、電 100 2 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 4 0
120 2002/5/7 スリーエフ 応募者の住所、氏名、 1303 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 4 0
121 2002/5/7 日本光電工業 ユーザパスワードを含 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 4 0
122 2002/5/7 ビーアールセンター 電子メールアドレス 1462 1 0 7 流出 誤配信 宛先 4 1 5 1
123 2002/5/9 小学館 アンケート応募者の個 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 4 0
124 2002/5/12 滋賀県甲西町立日枝中学校 提出物の成績 400 2 0 6 盗難 車上荒らし 手帳 2 0 5 0
125 2002/5/13 高千穂交易 住所、氏名、企業名、 350 1 0 7 流出 不明 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 3 0
126 2002/5/20 全日空ワールド 住所、氏名、年代、電 1491 1 0 7 流出 不明 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 3 0
127 2002/5/20 浜名湖山吹 プレゼント付ビンゴゲ 1000 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 4 0
128 2002/5/20 某風俗店 クレジットカード情報 2 1 3 漏洩 不正取得 ｶｰﾄﾞ偽造 4 0 2 0
129 2002/5/23 愛知県名古屋市小学校 長根台小、 保険証のコピー、身長 1707 2 0 6 盗難 事務所荒らし PC 2 1 5 0
130 2002/5/23 日本データ通信協会 投稿者242人分の住 242 1 0 7 流出 不明 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 5 1 3 0
131 2002/5/25 愛知県三好町町立小学校 緊急連絡用の名簿や児 3000 2 0 6 盗難 事務所荒らし 健康観察板 2 0 5 0
132 2002/5/25 日本大学 氏名、住所など 1800 1 0 7 流出 不明 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 2 1 3 0
133 2002/5/26 コミー 住所、氏名、電話番号 14名が慰謝料を求め 50000 2 1 2 流出 不正ｱｸｾｽ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 2 0
134 2002/5/26 YKK　AP 「住まいに関するアン 45000 2 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 4 0
135 2002/5/29 アームズ 社員の個人情報 340 1 0 7 流出 不明 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 3 0
136 2002/5/29 Now Loading 個人情報 4700 1 0 7 流出 不明 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 3 0
137 2002/5/30 岩手県 氏名など 8 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 1 1 4 0
138 2002/5/31 砂糖を科学する会 住所、氏名、年齢、電 12000 1 1 2 流出 不正ｱｸｾｽ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 5 1 2 0
139 2002/6/1 愛知県名古屋市 児童の身体測定の記録 6200 2 0 6 盗難 事務所荒らし 名簿 1 0 5 0
140 2002/6/3 剛輝商事 氏名、電話番号、住所 700 1 0 7 流出 不明 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 3 0
141 2002/6/3 松香フォニックス研究所 氏名、電話番号、住所 2000 1 0 7 流出 不明 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 3 0
142 2002/6/4 TVQ九州放送 視聴者の個人データ データを他のサーバー 280 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 4 0
143 2002/6/6 神奈川県立神奈川工業高校 氏名、進学先の学校名 2 1 2 流出 不正ｱｸｾｽ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 2 1 2 0
144 2002/6/8 愛媛県内子町 介護認定者の住所、氏 274 1 1 3 漏洩 流用 リスト 1 0 1 0
145 2002/6/8 原田泰治美術館 住所、氏名など 6541 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 1 1 4 0
146 2002/6/8 ブロックライン 住所、氏名、電話番号 1101 1 0 7 流出 不明 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 3 0
147 2002/6/9 北海道新聞社 電子メールアドレス 370 1 0 7 流出 ｼｽﾃﾑ不具合 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 5 0
148 2002/6/9 三井物産ハウステクノ 住所、氏名、電子メー 255 1 0 7 流出 不明 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 3 0
149 2002/6/17 千葉県警察 空き巣などの被害届、 2 0 6 盗難 事務所荒らし PC 1 1 5 0
150 2002/6/18 群馬インターネット 住所、氏名、電話番号 謝罪のメールを送付。 1 0 7 流出 不明 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 3 0
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151 2002/6/24 エムウェーブ 顧客の情報 1600 1 0 7 流出 ｼｽﾃﾑ不具合 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 4 0
152 2002/6/28 職業技術校 個人情報 1 0 6 盗難 事務所荒らし PC 2 1 5 0
153 2002/6/29 NTT西日本 メール 33000 1 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 4 1 4 0
154 2002/6/30 山芳製菓 氏名、住所、電子メー 1300円相当の商品 1200 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 4 0
155 2002/7/2 アビバ 講座内容などを問い合 2093 1 0 7 流出 不明 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 3 0
156 2002/7/3 大阪府議会 児童の氏名 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 1 1 4 0
157 2002/7/9 結婚情報センター 顔写真 200 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 4 0
158 2002/7/9 山形県置賜総合支庁建築課 アパートの所在地、氏 2 0 9 不適切処理 再利用 メモ 1 0 4 0
159 2002/7/10 じほう 薬学生の個人情報 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 4 0
160 2002/7/10 北海道深川市 メールアドレス、デー 1900 1 0 6 盗難 事務所荒らし PC 1 1 5 0
161 2002/7/11 バーチャルネットサポート 個人情報 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 4 0
162 2002/7/16 石浜製菓 顧客情報 1700 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 4 0
163 2002/7/28 三重県四日市市 個人情報 1 1 1 3 漏洩 不正取得 照会 1 1 1 0
164 2002/8/1 熊本市 住所、氏名、生年月日 1 1 3 漏洩 不正提供 住民基本台帳 1 0 1 0
165 2002/8/1 ケイ・オプティコム 住所、氏名、電話番号 会員へ謝罪文を郵送。 17324 2 1 2 流出 不正取得 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 1 0
166 2002/8/6 東京地検 検事調書 担当の特捜部副部長が 1 3 0 8 漏洩 誤送信 FAX 1 0 5 0
167 2002/8/19 埼玉県警察 氏名、住所 11 1 1 3 漏洩 不正取得 ﾃﾞｰﾀ 1 0 1 0
168 2002/8/21 日本ケンタッキー・フライ アンケート応募者の感 50 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 4 0
169 2002/8/21 東日本ハウス 登録者や資料請求者3 398 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 4 0
170 2002/8/22 カバヤ食品 応募者の住所、氏名、 3244 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 4 0
171 2002/8/22 京都府某校 児童や保護者の個人情 1 0 6 盗難 車上荒らし FD 2 1 5 0
172 2002/8/22 メディアッティ・コミュニ 名前や住所、グローバ 235 1 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 4 1 4 0
173 2002/8/23 東京都三宅島 電子メールアドレス 350 1 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 1 1 4 0
174 2002/8/23 ブルドックソース 住所、氏名、電話番号 49000 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 4 0
175 2002/8/24 奈良県上牧町立上牧中学校 2年生全員152人の 152 2 0 8 漏洩 置き忘れ 成績 2 0 5 0
176 2002/8/26 金印 プレゼントに応募した 該当するウェブページ 1200 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 4 0
177 2002/8/26 三重県津市 有権者の氏名、住所、 120000 1 1 3 漏洩 目的外使用 選挙人名簿 1 0 1 0
178 2002/8/26 学育舎 アンケートへの回答者 1 0 7 流出 不明 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 3 0
179 2002/8/28 北海道内14市選管 選挙人名簿のコピー 1 1 3 漏洩 目的外使用 選挙人名簿 1 0 1 0
180 2002/8/29 青森県青森市議会 氏名、住所、電話番号 5 1 1 3 漏洩 目的外使用 書類 1 0 1 0
181 2002/8/29 青森県八戸市議会 情報公開請求書 1 1 3 漏洩 目的外使用 書類 1 0 1 0
182 2002/8/29 レオパレス21 資料請求者の住所、氏 335 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 4 0
183 2002/8/30 長崎県警察 犯歴 32 3 1 3 漏洩 不正取得 犯歴 1 0 1 0
184 2002/9/13 原子力安全・保安院 告発者である米GE社 1 1 1 3 漏洩 不正提供 ﾃﾞｰﾀ 1 0 1 0
185 2002/9/13 ドコモシステムズ ユーザ2人の通話記録 2 2 1 3 漏洩 不正提供 ﾃﾞｰﾀ 4 1 1 0
186 2002/9/16 神奈川県労働センター 電子メールアドレス 59 1 0 7 流出 誤配信 宛先 1 1 4 0
187 2002/9/26 Trend Micro ユーザ10人の氏名、 10 1 0 7 流出 ｼｽﾃﾑ不具合 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 4 0
188 2002/10/10 リクルート 氏名、連絡先、住所、 65 1 0 7 流出 ｼｽﾃﾑ不具合 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 4 0
189 2002/10/10 神奈川県藤沢市 住所、氏名、電話番号 483 1 1 2 流出 不正送付 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 1 1 1 0
190 2002/10/29 東京都 代表者住所や電話番号 154 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 1 1 4 0
191 2002/11/8 愛知県名古屋市交通局 地下鉄工事に絡む情報 1 1 3 漏洩 不正提供 ﾃﾞｰﾀ 1 0 1 0
192 2002/11/12 警視庁 事件関係者の犯罪歴 3 1 3 漏洩 不正提供 犯歴 1 0 1 0
193 2002/11/12 名古屋国税局 投稿者の氏名、メール 180 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 1 1 4 0
194 2002/11/12 野村不動産 氏名、電子メールアド 256 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 4 0
195 2002/11/12 UFJつばさ証券 顧客の住所、氏名、生 11000 2 0 7 流出 不明 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 3 0
196 2002/11/23 東京経済大学 住所、氏名、電話番号 3107 2 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 2 1 4 0
197 2002/11/28 兵庫県立神戸工業高校 生徒の成績を記録した 2 0 6 盗難 車上荒らし PC 2 1 5 0
198 2002/11/28 福岡県警察 犯罪歴など 3 1 3 漏洩 不正提供 犯歴 1 0 1 0
199 2002/11/30 静岡県警察 車両等情報 1 1 3 漏洩 不正照会 犯罪 1 0 2 0
200 2002/12/3 ガンホー 他のユーザーの書き込 1 0 7 流出 ｼｽﾃﾑ不具合 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 4 0
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201 2002/12/6 神奈川県警察 軽自動車9台の使用者 9 1 1 3 漏洩 不正提供 ﾃﾞｰﾀ 1 0 1 0
202 2002/12/6 モバイルインターネットサ 解約手続きを行ったユ 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 4 0
203 2002/12/8 日本道路公団九州支社 日本道路公 氏名、住所、電話番号 100 2 1 3 漏洩 不明 リスト 1 0 3 0
204 2002/12/12 埼玉県さいたま地検 補助金不正受給事件の 1 2 1 3 漏洩 不明 リスト 1 0 1 0
205 2002/12/13 山口県下関職安 身体・知的障害者の住 280 2 0 6 盗難 事務所荒らし PC 1 1 5 0
206 2002/12/19 島根県六日市町立吉賀中学 全校生徒の1、2学期 2 0 6 盗難 車上荒らし CD 2 1 5 0
207 2002/12/20 神奈川県川崎市立生田中学 1年生36人分の小学 36 2 0 5 紛失 不明 書類 2 0 3 0
208 2002/12/28 福島県立相馬高校 3年生十数人の名前や 10 2 1 3 漏洩 不適切配付 成績 2 0 1 0
209 2002/12/29 福島県岩代町 全町民約9,600人 ＜追記＞エフコムが損 9600 1 0 6 盗難 車上荒らし ﾏｲｸﾛﾃｰﾌﾟ 1 1 5 1
210 2003/1/14 新潟県警察 捜査資料？ 2 0 6 盗難 車上荒らし PC 1 1 5 0
211 2003/1/15 埼玉県浦和田島郵便局 顧客4人分の郵便貯金 4 2 1 3 漏洩 不正提供 売却 1 1 1 0
212 2003/1/25 駿台予備校 受験生の成績情報 2 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 2 1 4 0
213 2003/1/27 トリップワイヤ・ジャパン 報道関係者202名の 202 1 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 4 1 4 0
214 2003/1/27 フルタイム アンケート回答者の氏 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 4 0
215 2003/1/28 大阪府警察 軽四自動車の所有者名 1 1 3 漏洩 不正提供 ﾃﾞｰﾀ 1 0 1 0
216 2003/1/29 福島県表郷村立表郷中学校 受験票 12 1 0 5 紛失 不明 受験票 2 0 3 0
217 2003/1/30 大阪府豊中市立第四中学校 私立高校の受験を希望 140 2 0 8 漏洩 不適切配付 受験先 2 0 1 0
218 2003/2/4 神戸電鉄 電子メールアドレス 190 1 0 7 流出 誤配信 宛先 4 1 4 0
219 2003/2/4 東京都某都立高校 公開講座に応募し、落 282 1 1 3 漏洩 不正提供 ﾃﾞｰﾀ 2 0 1 0
220 2003/2/5 兵庫県明石市立大久保北中 高校の推薦入試を希望 100 2 0 8 漏洩 不適切配付 受験先 2 0 1 0
221 2003/2/12 河合塾 「全統センター試験プ 7381 2 1 3 漏洩 不正提供 書類 4 0 1 0
222 2003/2/12 電波2ちゃんねる カレンダーを通信販売 443 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 4 0
223 2003/2/12 東京地裁 刑事事件の裁判資料 2 0 5 紛失 保管中 不明 1 0 5 0
224 2003/2/16 毎日新聞社 中部本社 氏名、住所、年齢など 1 1 3 漏洩 不正提供 売却 4 0 1 0
225 2003/2/18 京都府立某高校 担任の3年生38人の 38 2 0 6 盗難 事務所荒らし HDD 2 1 5 0
226 2003/2/19 福島県 電子メールアドレス アドレスが流出した参 101 1 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 1 1 4 0
227 2003/2/19 兵庫県三木市立某中学校 2学期の成績や住所録 226 2 1 2 流出 不正ｱｸｾｽ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 2 1 2 0
228 2003/3/1 楽天株式会社 電子メール 1 0 7 流出 ｼｽﾃﾑ不具合 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 4 0
229 2003/3/3 愛知県尾張旭市立旭丘小学 家庭科の答案用紙 92 2 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 2 0 5 0
230 2003/3/3 楽天トラベル 個人情報 2 1 0 7 流出 ｼｽﾃﾑ不具合 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 4 0
231 2003/3/5 福岡県福岡市立高宮中学校 担任をしている学級の 36 2 0 6 盗難 車上荒らし 通知表 2 0 5 0
232 2003/3/6 オリエントコーポレーショ クレジットカード番号 11866 2 1 3 漏洩 不正持出し ﾃﾞｰﾀ 4 1 1 0
233 2003/3/6 個人 銀行口座や証券会社の 719 2 1 2 流出 ｽﾊﾟｲｳｴｱ 不正振込 5 1 2 0
234 2003/3/11 宮城県仙台市 給与支払報告書のデー 574 2 0 5 紛失 不明 ﾃﾞｰﾀ 1 1 3 1
235 2003/3/11 愛知県西尾市立某中学校 公立高校一般入試の高 保護者からプライバシ 2 0 9 不適切処理 不適切配付 受験先 2 0 1 0
236 2003/3/12 愛知県名古屋市立某中学校 高校名と受験者名を高 一覧表を回収。 2 0 9 不適切処理 不適切配付 受験先 2 0 1 0
237 2003/3/17 アークソフト 電子メールアドレス 1 0 7 流出 ｼｽﾃﾑ不具合 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 5 0
238 2003/3/17 沖縄県警察 犯行があったスーパー 1 3 0 5 紛失 落し物 資料 1 0 5 0
239 2003/3/18 愛媛県松山市 女子高生の個人情報 1 3 1 3 漏洩 不正取得 恐喝 1 0 1 0
240 2003/3/21 長野県赤十字血液センター 氏名、血液型といった 1300 1 1 3 漏洩 流用 ﾃﾞｰﾀ 3 0 1 0
241 2003/3/24 ジャックス 顧客の氏名、生年月日 64 1 0 5 紛失 運送中 書類 4 0 5 0
242 2003/3/27 埼玉県行田市立桜ケ丘小学 担任する3年の1クラ 29 2 0 6 盗難 車上荒らし 書類 2 0 5 0
243 2003/3/28 東京農工大学 氏名、生年月日、性別 950 2 0 5 紛失 置き忘れ 電車内 2 0 5 1
244 2003/3/30 長野県真田町教育委員会 参加者約380人の住 380 1 1 3 漏洩 不正提供 名簿 1 0 1 0
245 2003/3/30 奈良県警察 交通事故の被害者の氏 ただちに回収には出向 1 1 0 8 漏洩 誤送信 FAX 1 0 5 0
246 2003/4/1 高知県安芸病院 眼科入院患者カルテ 該当の患者にお詫びの 100 3 0 5 紛失 誤廃棄 ｶﾙﾃ 3 0 5 0
247 2003/4/8 岐阜市役所 宛名と保険証の世帯番 市民からの指摘で、回 82000 2 0 8 漏洩 誤表示 世帯番号 1 0 5 0
248 2003/4/8 モバイルインターネットサ 解約した顧客の個人情 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 4 0
249 2003/4/12 香川県丸亀市長選立候補者 住所、氏名、職業、電 20000 1 0 6 盗難 事務所荒らし PC 1 1 5 0
250 2003/4/12 群馬県板倉町役場 農家と家族の氏名、性 1700 1 0 6 盗難 事務所荒らし PC 1 1 5 0
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251 2003/4/17 兵庫県芦屋市立病院 女性患者の心電図とカ 1 3 0 5 紛失 不明 ｶﾙﾃ 3 0 3 0
252 2003/4/17 宮城県塩釜市立月見ケ丘小 4年生1クラス34人 34 1 0 6 盗難 車上荒らし 書類 2 0 5 0
253 2003/4/22 防衛庁 住所、氏名、生年月日 2 1 3 漏洩 不正提供 ﾃﾞｰﾀ 1 0 1 0
254 2003/4/23 宮城県仙台市 国民健康保険料の納入 7 1 0 8 漏洩 誤送付 混入 1 0 5 0
255 2003/5/1 住友生命保険 メールアドレス 2800 1 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 4 1 4 0
256 2003/5/2 兵庫県浜坂町 携帯電話の番号 1 1 1 3 漏洩 不正提供 ﾃﾞｰﾀ 1 0 1 0
257 2003/5/2 モロゾフ 電子メールアドレス 200 1 0 7 流出 誤配信 宛先 4 1 4 0
258 2003/5/9 三井住友海上火災保険 障害の部位・等級など 98 2 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 5 0
259 2003/5/9 三重県四日市市 個人情報 1 0 9 不適切処理 誤廃棄 PC 1 1 5 0
260 2003/5/27 埼玉県所沢市 住所、所得、生命保険 15 2 0 8 漏洩 誤送付 宛先違い 1 0 5 0
261 2003/5/28 警視庁 小岩署 氏名、容疑罪名等 1 3 1 3 漏洩 不正持出し 書類 1 0 2 0
262 2003/5/29 長崎県 電子メールアドレス 817 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 1 1 5 0
263 2003/6/5 青森県弘前市 給与支払報告書（個人 400 2 0 5 紛失 散乱 給与支払報告書 1 0 5 1
264 2003/6/6 東京都小金井市 納税通知書 37 2 0 8 漏洩 誤送付 混入 1 0 5 1
265 2003/6/6 三重県 住所、氏名など 16 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 1 1 5 0
266 2003/6/6 三井住友銀行 国際キャッシュカード 2 1 3 漏洩 流用 ﾃﾞｰﾀ 4 1 1 0
267 2003/6/9 富士信用組合 不渡り情報 3515 2 1 3 漏洩 不正提供 FD 4 1 1 0
268 2003/6/9 SeedC 「ブロードゲーム会員 8000 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 5 0
269 2003/6/10 近畿日本ツーリスト メールアドレス 2600 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 4 0
270 2003/6/12 CFJ 住所、名前、貸付額な 800 2 1 3 漏洩 不正提供 売却 4 1 1 0
271 2003/6/18 石川県加賀市 他人の戸籍謄本 1 2 0 8 漏洩 誤送付 混入 1 0 5 0
272 2003/6/19 日本データ通信協会 氏名、住所、電話番号 210 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 5 1 5 0
273 2003/6/26 ローソン 氏名、住所、性別、生 会員に500円相当の 560000 1 1 3 漏洩 架空請求 ﾃﾞｰﾀ 4 1 1 1
274 2003/7/3 群馬県藤岡市 児童扶養手当を受けて 1200 2 0 6 盗難 事務所荒らし PC 1 1 5 0
275 2003/7/3 個人 信用情報 2 1 2 流出 不正ｱｸｾｽ スキマー 5 1 2 0
276 2003/7/4 りそな銀行 久米田支店 氏名、住所、生年月日 325 1 1 3 漏洩 不明 ﾃﾞｰﾀ 4 0 3 0
277 2003/7/9 愛知県立江南高校 期末試験の英語の答案 362 2 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 2 0 5 0
278 2003/7/11 全日本空輸 銀行口座番号、年収な 10 2 0 5 紛失 貼付ミス 書類 4 0 5 0
279 2003/7/17 日本電気 電子メールアドレス 573 1 0 7 流出 誤配信 宛先 4 1 5 0
280 2003/7/23 弁護士 殺人と未成年者略取の 1 3 0 6 盗難 車上荒らし 事件記録 1 0 5 0
281 2003/7/23 警視庁 犯歴情報、借り入れ状 武田三郎警視正ら三警 840 3 1 3 漏洩 不正提供 癒着 1 0 1 0
282 2003/7/23 愛知県尾張旭市立旭丘小学 氏名とメールアドレス 578 1 0 7 流出 誤配信 宛先 2 1 5 0
283 2003/7/25 北海道帯広市 戸籍データ 1 0 5 紛失 ヤマト運輸 MT 1 1 5 1
284 2003/7/29 三井生命保険 武蔵野支社 住所、氏名、生年月日 74 1 1 3 漏洩 不正取得 リスト 4 0 1 0
285 2003/7/31 京都府福知山成美高校 3年生24人分の1学 26 2 0 6 盗難 車上荒らし 成績 2 0 5 0
286 2003/8/2 鳥取県 県行事の応募者89人 128 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 1 1 5 0
287 2003/8/8 アプラス 氏名、住所、性別、年 1,000円相当の商 79110 1 1 2 流出 不正取得 リスト 4 1 2 1
288 2003/8/8 テレビ埼玉 電子メールアドレス 480 1 0 7 流出 誤配信 宛先 4 1 5 0
289 2003/8/12 大阪府 府議会正副議長の公用 1 1 3 漏洩 不正提供 書類 1 0 1 0
290 2003/8/13 オーエムシーカード カード番号、有効期限 対象顧客126人を戸 126 2 0 5 紛失 宅配中 書類 4 1 5 1
291 2003/8/15 ジェーシービー 顧客1,453人分の カードを再発行し、1 6923 2 0 5 紛失 不明 FD 4 1 3 1
292 2003/8/20 日本信販 住宅ローン利用者の住 謝罪文を送付。 2482 2 0 5 紛失 ヤマト運輸 明細書 4 0 5 1
293 2003/8/23 群馬銀行 前橋支店 預金者197人分の名 197 2 0 6 盗難 車上荒らし 名簿 4 0 5 0
294 2003/8/27 愛媛県松山市 男性本人の顔写真に、 1 1 0 8 漏洩 誤交付 書類 1 0 5 0
295 2003/8/28 川辺川総合土地改良事業組 対象農家の名簿 1 1 3 漏洩 不正提供 名簿 1 0 1 0
296 2003/8/28 JA和気 当座性月中移動明細表 2 0 8 漏洩 誤交付 書類 4 0 5 0
297 2003/8/29 三重県立松阪商業高校 住所、氏名、顔写真、 391 2 0 6 盗難 事務所荒らし 調査書 2 0 5 0
298 2003/8/30 高知県安芸病院 入院患者約240人の 240 3 1 2 流出 公開 HP 3 1 1 0
299 2003/8/30 山口県周南市（旧徳山市） 請求者の氏名、住所、 6 1 0 8 漏洩 誤交付 書類 1 0 1 0
300 2003/8/31 CFJ 住所、氏名、年齢、勤 100 1 1 3 漏洩 不正取得 ﾃﾞｰﾀ 4 0 1 0
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301 2003/9/1 郵びんやさん 氏名、現住所、出身地 45000 2 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 5 0
302 2003/9/2 武富士 過去の返済記録や借入 75 2 1 3 漏洩 不明 信用情報 4 0 3 0
303 2003/9/4 R. wave 氏名、住所、電話番号 6000 2 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 5 0
304 2003/9/10 宮城県富谷町立東向陽台小 クラス32人分の住所 全校児童の保護者向け 32 2 0 6 盗難 車上荒らし 通知表 2 0 5 0
305 2003/9/13 仙台北社会保険事務所 氏名、生年月日、性別 6 2 0 8 漏洩 誤送付 混入 1 0 5 0
306 2003/9/17 マイクロソフト 氏名、企業名、役職名 1370 1 0 8 漏洩 誤送信 FAX 4 0 5 1
307 2003/9/18 神奈川県横浜市 西区 収入や家族構成など 334 2 0 5 紛失 不明 給与明細 1 0 3 0
308 2003/9/19 東京都板橋西郵便局 「契約内容調査票」7 20 2 0 6 盗難 ﾊﾞｲｸ荒らし 契約書 1 0 5 1
309 2003/9/20 パワードコム(ＫＤＤＩ) 氏名、電話番号、ID 3974 1 0 5 紛失 不明 PC 4 1 3 0
310 2003/9/21 茨城県つくば市 水道使用量や料金の納 1 1 3 漏洩 不正提供 ﾃﾞｰﾀ 1 0 1 0
311 2003/9/26 秋田魁新報社 応募者の氏名、住所、 朝刊に謝罪文を掲載。 1 1 3 漏洩 不正提供 リスト 4 0 1 0
312 2003/10/2 神奈川県横浜市 神奈川区 氏名・住所、納税者の ＜追記＞神奈川区役所 250 2 1 1 盗難 悪意 書類 1 0 1 0
313 2003/10/3 愛知県一宮市立大和中学校 2年生全員、約190 190 2 0 5 紛失 不明 書類 2 0 3 0
314 2003/10/3 神奈川県立某高校 4クラスの生徒、約1 160 2 0 6 盗難 車上荒らし PC 2 1 5 0
315 2003/10/19 天沼整形外科内科（さいた 患者のレセプトデータ 3 0 6 盗難 事務所荒らし PC 3 1 5 0
316 2003/10/21 兵庫県警察 個人情報 1 1 3 漏洩 不正提供 売却 1 0 1 0
317 2003/10/22 岡山県岡山市 有権者872人の住所 872 1 1 3 漏洩 不明 名簿 1 0 3 0
318 2003/10/29 アスクル 顧客名、住所、電話番 23000 1 0 6 盗難 事務所荒らし PC 4 1 5 1
319 2003/10/31 ハーバー研究所 氏名、住所、電話番号 1912 1 1 2 流出 不明 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 3 0
320 2003/11/7 ジャックス 住宅ローン利用者4人 4 2 0 5 紛失 置き忘れ 電車内 4 0 5 0
321 2003/11/7 千葉県成田市立吾妻中学校 3年生全100人の定 230 2 0 6 盗難 事務所荒らし PC 2 1 5 0
322 2003/11/12 アッカ・ネットワークス 氏名、住所、電話番号 1184 2 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 5 0
323 2003/11/13 JR東海 住所、氏名、電話番号 10 2 0 5 紛失 不明 書類 4 0 3 1
324 2003/11/19 ファミリーマート メール・アドレス、氏 流出した可能性のある 182780 1 0 7 流出 不明 ﾃﾞｰﾀ 4 1 3 0
325 2003/11/21 静岡県志太榛原健康福祉セ 庵原分庁舎 各世帯の住所、家族全 52 2 0 6 盗難 車上荒らし 書類 1 0 5 0
326 2003/11/22 りそなカード 住所、氏名、延滞金の 280 1 0 5 紛失 郵送中 ﾒｰﾙ便 4 0 5 1
327 2003/11/22 サッポロスポーツプラザ 会員情報 1 1 1 盗難 放置 PC 4 1 5 0
328 2003/11/26 NTTドコモ関西 携帯電話契約を解約し 今後は新法のガイドラ 24400 1 1 3 漏洩 流用 ﾃﾞｰﾀ 4 1 1 0
329 2003/11/29 小田急百貨店 新宿店 住所、電話番号、子供 121 1 0 6 盗難 不明 名簿 4 0 5 1
330 2003/11/30 静岡県中東遠健康福祉セン 告発メール 1 2 1 3 漏洩 不正提供 ﾃﾞｰﾀ 1 1 1 0
331 2003/12/4 東武鉄道 住所・氏名などに特有 会員および元会員に、 131742 1 1 3 漏洩 流用 リスト 4 0 1 0
332 2003/12/10 NTTデータ 名前や連絡先（大半は 謝罪文を送付。 4312 1 0 5 紛失 不明 PC 4 1 3 1
333 2003/12/10 杉本俊明弁護士 戸籍謄本など 東京弁護士会は、業務 500 1 1 3 漏洩 不正提供 戸籍 1 0 1 0
334 2003/12/11 コープかながわ 住所、メールアドレス 9 1 0 7 流出 誤設定 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 5 0
335 2003/12/17 防衛施設周辺整備協会 沖縄支所 防音工事を希望する家 1 1 3 漏洩 不正提供 売却 5 0 1 0
336 2004/1/11 スズキ自販 顧客の住所、生年月日 1 1 3 漏洩 流用 ﾃﾞｰﾀ 4 0 1 0
337 2004/1/15 大阪府警察 違反容疑事件の捜査対 3 0 5 紛失 出張中 捜査資料 1 0 5 0
338 2004/1/15 長野県下諏訪町立下諏訪社 氏名、住所など 1 1 3 漏洩 不正提供 ﾃﾞｰﾀ 2 0 1 0
339 2004/1/19 東京トゥーキュート 電子メールアドレス 500 1 0 7 流出 誤配信 宛先 4 1 5 0
340 2004/1/23 伊藤ハム 健康保険組合レセプト 4672 3 0 5 紛失 保管中 ﾚｾﾌﾟﾄ 4 0 5 0
341 2004/1/23 ソフトバンク 住所、氏名、申込電話 全ユーザーに500円 4517039 1 1 2 流出 不正ｱｸｾｽ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 2 1
342 2004/1/27 群馬県 国際課 電子メールアドレス 200 1 0 7 流出 誤配信 宛先 1 1 5 0
343 2004/1/27 滋賀県立八日市高校 卒業生の氏名や受験大 2 1 3 漏洩 不正提供 売却 2 0 1 0
344 2004/2/2 国土地理院 勤務先、利用者名、電 3505 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 1 1 5 0
345 2004/2/5 国税庁 確定申告書 4 2 0 7 流出 ｼｽﾃﾑ不具合 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 1 1 4 0
346 2004/2/13 セゾン情報システムズ 応募者の氏名や住所、 36 2 0 7 流出 ｼｽﾃﾑ不具合 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 4 0
347 2004/2/13 讀賣テレビ放送 電子メールアドレス 150 1 0 7 流出 誤配信 宛先 4 1 5 0
348 2004/2/17 京都造形芸術大学 氏名や合否、試験の点 受験生2人に謝罪し、 2 2 0 8 漏洩 誤送信 FAX 2 0 5 0
349 2004/2/17 ライフ 氏名、住所、生年月日 210 1 0 5 紛失 佐川急便 書類 4 0 5 1
350 2004/2/19 埼玉県警察 違反者の氏名や住所、 1000 2 0 9 不適切処理 誤廃棄 書類 1 0 5 0
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351 2004/2/20 東京都練馬区 住所、氏名、年齢を含 全世帯を個別に訪問、 177 2 0 5 紛失 帰宅途中 書類 1 0 5 1
352 2004/2/21 三洋信販 名前や住所、生年月日 2000000 2 1 2 流出 不正ｱｸｾｽ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 2 0
353 2004/2/25 オービックビジネスコンサ 社名、住所、担当者名 ＜追記2/27＞新宿 7325 1 0 6 盗難 車上荒らし FD 4 1 5 0
354 2004/3/9 ジャパネットたかた 名前、住所、生年月日 テレビショッピングに 510000 2 1 1 盗難 売却 磁気ﾃｰﾌﾟ 4 1 1 0
355 2004/3/9 トマト銀行 顧客の氏名、電話番号 1651 2 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 1
356 2004/3/10 三井住友カード 氏名、住所、電話番号 7649 2 1 2 流出 不正ｱｸｾｽ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 2 0
357 2004/3/11 東京都板橋北郵便局 氏名、住所、生年月日 270 2 0 5 紛失 不明 書類 1 0 3 0
358 2004/3/16 国立療養所釜石病院 患者約3,000人分 3000 3 0 5 紛失 不明 PC 3 1 3 1
359 2004/3/16 佐賀県立病院 入院患者の氏名や病歴 67 3 0 5 紛失 ヤマト運輸 PC 3 1 5 1
360 2004/3/17 岡山県岡山市 市税滞納者106人の 1400 1 1 4 不適切処理 廃棄 ｺﾞﾐ 1 0 1 1
361 2004/3/17 神奈川県立茅ケ崎西浜高校 2年生の学年末試験の 40 2 0 5 紛失 学校内 答案 2 0 5 0
362 2004/3/19 シティバンク 日本支店 日本の顧客（123, 123690 2 0 5 紛失 運送中 ﾃｰﾌﾟ 4 1 5 1
363 2004/3/23 奈良県立三室病院 看護師採用内定情報2 7500 2 0 6 盗難 事務所荒らし PC 3 1 5 0
364 2004/3/24 高知県高知市消防局 住所、氏名、携帯電話 1 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 1 1 4 0
365 2004/3/25 アッカ・ネットワークス 名前、郵便番号、住所 提携プロバイダーのう 339177 1 1 2 流出 不正ｱｸｾｽ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 2 0
366 2004/3/25 天理市立病院病院 歴代職員の氏名、住所 300 2 0 6 盗難 事務所荒らし PC 3 1 5 0
367 2004/3/25 山口銀行 個人ローンに関する顧 373 1 1 3 漏洩 不明 リスト 4 0 3 0
368 2004/3/27 愛媛銀行 定期預金口座に関する 資料を回収し、顧客に 66 2 0 8 漏洩 誤送信 FAX 4 0 5 0
369 2004/3/28 群馬県前橋市立春日中学校 生徒35人分の通知表 35 2 0 6 盗難 車上荒らし 通知表 2 0 5 0
370 2004/3/29 京都府警察 捜査報告書、鑑定嘱託 20 3 0 7 流出 ｳｲﾙｽ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 1 1 4 0
371 2004/3/29 福井県 氏名、住所、車の登録 84 2 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 1 0 5 0
372 2004/3/30 茨城県北茨城市立富士ケ丘 小学5年生児童計39 47 2 0 6 盗難 車上荒らし PC 2 1 5 0
373 2004/3/30 各都道府県社会保険事務所 ６事務所 国民年金未納者カード 173 2 0 6 盗難 自転車 未納者カード 1 0 5 1
374 2004/3/31 サントリー 約75,000人分の 代行会社は流出発覚直 75000 1 1 3 漏洩 不正提供 名簿 4 0 1 1
375 2004/3/31 北海道警察 江別署 現行犯人逮捕手続書、 ＜追記＞捜査資料を流 8 3 0 7 流出 ｳｲﾙｽ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 1 1 4 0
376 2004/4/2 オリエントコーポレーショ 氏名や住所、電話番号 305 2 0 5 紛失 不明 書類 4 0 3 0
377 2004/4/6 日本銀行 札幌支店 メールアドレス 253 1 0 7 流出 誤配信 宛先 4 1 5 0
378 2004/4/7 滋賀県甲賀郡有線放送農業 氏名、メールアドレス 500 1 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 4 1 5 0
379 2004/4/8 藍沢証券 顧客の氏名、住所、電 38000 2 1 3 漏洩 不正提供 ﾃﾞｰﾀ 4 0 3 0
380 2004/4/8 日本電気 クレジットカード番号 220 2 0 6 盗難 車上荒らし HDD 4 1 5 0
381 2004/4/8 高知県 補助金額や造林面積な 13 2 0 8 漏洩 誤送付 混入 1 0 5 0
382 2004/4/8 高島屋 婚礼サロンを訪れた客 1445 1 1 3 漏洩 流用 ﾃﾞｰﾀ 4 0 1 0
383 2004/4/19 栃木県済生会宇都宮病院 病名や投薬量など患者 150 3 1 4 不適切処理 廃棄 ｺﾞﾐ 3 0 1 0
384 2004/4/20 ソノコ 入会申込書や免許証の 11 2 0 5 紛失 宅配中 書類 4 0 5 1
385 2004/4/21 コスモ石油 カードの種別、発券S 923,239人に対 923239 2 1 2 流出 架空請求 ﾃﾞｰﾀ 4 1 1 1
386 2004/4/22 茨城県大子町某医院 カルテなど患者の個人 3 1 3 漏洩 不正取得 ｶﾙﾃ 3 0 1 0
387 2004/4/25 近畿日本ツーリスト 顔写真、緊急連絡先、 保護者説明会を開いて 20 2 0 5 紛失 不明 書類 4 0 3 0
388 2004/4/26 日本信販 氏名、郵便番号、住所 ＜追記＞全取締役の月 99789 2 1 2 流出 架空請求 ﾃﾞｰﾀ 4 1 1 0
389 2004/4/30 日本郵政公社東海支社 刈谷市内郵 職員の超過勤務や郵便 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
390 2004/4/30 陸上自衛隊 隊員の名前や住所、年 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
391 2004/5/6 神奈川県自動車税管理事務 氏名、住所 912 1 0 8 漏洩 誤送付 宛先違い 1 0 5 0
392 2004/5/6 住友信託銀行 顧客41名分の氏名、 41 2 0 5 紛失 置き忘れ 電車内 4 0 5 0
393 2004/5/6 三菱マテリアル 氏名、住所、連絡先、 1100 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 5 0
394 2004/5/7 関西電力 電気使用量や支払金額 183 1 1 3 漏洩 不正提供 ﾃﾞｰﾀ 4 0 1 0
395 2004/5/7 大阪府堺市立庭代台中学校 2年生166人の1年 166 2 0 6 盗難 自宅 PC 2 1 5 0
396 2004/5/11 兵庫県神戸市立有瀬児童館 児童140人分の氏名 140 1 0 6 盗難 事務所荒らし PC 2 1 5 0
397 2004/5/11 三菱マテリアル 顧客の氏名、住所、電 150 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 5 0
398 2004/5/13 京都府警察 犯罪の被害状況や被害 100 2 0 6 盗難 事務所荒らし 書類 1 0 5 0
399 2004/5/13 ローソン アンケート回答内容、 誤表示の判明後、直ち 69 1 0 7 流出 ｼｽﾃﾑ不具合 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 4 0
400 2004/5/14 秋田県立仁賀保高校 、1年生196人全員 220 2 0 6 盗難 置き引き PC 2 1 5 0
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401 2004/5/14 社会保険庁 社会保険庁が管理して 社保庁は昨年7月、業 1 1 3 漏洩 業務外閲覧 ﾃﾞｰﾀ 1 0 1 0
402 2004/5/15 香川県警察 個人の職業や犯歴がな 1 3 1 3 漏洩 不正提供 犯歴 1 0 1 0
403 2004/5/18 神奈川県川崎市 氏名、住所、水道料金 213 1 0 6 盗難 路上 ｵｰﾄﾊﾞｲ 1 0 5 1
404 2004/5/19 テンプスタッフ福岡 派遣スタッフ1,57 1578 2 0 6 盗難 車上荒らし 書類 4 0 5 0
405 2004/5/19 はてな ユーザーからの問い合 10 1 0 7 流出 ｼｽﾃﾑ不具合 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 4 0
406 2004/5/20 武蔵野銀行 取引先の個人108件 166 2 0 5 紛失 帰宅途中 鞄 4 0 5 0
407 2004/5/20 神奈川県横浜市役所 市民税・県民税特別徴 462 2 0 8 漏洩 誤送付 宛先違い 1 0 5 0
408 2004/5/20 神奈川県横浜市 中区役所 給与金額のほか、住所 66 2 0 5 紛失 役所内 書類 1 0 5 0
409 2004/5/21 ケイ・オプティコム 住所、氏名、PHS電 2 1 0 8 漏洩 誤送付 混入 4 0 5 1
410 2004/5/22 三重県松阪市民病院 患者の名前、生年月日 松坂市長は5月24日 3 0 9 不適切処理 誤廃棄 書類 3 0 5 0
411 2004/5/25 神奈川県茅ヶ崎市 電子メールアドレス 職員が78人の自宅に 78 1 0 7 流出 誤配信 宛先 1 1 5 0
412 2004/5/25 兵庫県姫路市立飾磨高校 受験生の氏名、住所、 331 2 1 3 漏洩 不明 調査書 2 0 3 0
413 2004/5/26 ツノダ 登録者名と電子メール 同社は登録者全員に謝 16000 1 1 2 流出 不正ｱｸｾｽ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 1 0
414 2004/5/27 ゴールドウイン 氏名、住所、電話番号 48 1 0 7 流出 ｼｽﾃﾑ不具合 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 4 0
415 2004/5/27 カネボウ化粧品 氏名、住所、購入品履 1234 1 0 6 盗難 売り場 PC 4 1 5 0
416 2004/5/27 日本総合研究所 顧客企業5社の業績や 1542 1 0 5 紛失 不明 CD-ROM 4 1 3 0
417 2004/6/1 大阪府警察 捜査対象者の氏名など 3 0 5 紛失 帰宅途中 鞄 1 0 5 0
418 2004/6/2 大阪府立枚岡樟風高校 全校生徒の住所や電話 お詫びの文書を保護者 861 2 0 6 盗難 車上荒らし ﾒﾓﾘ 2 1 5 0
419 2004/6/2 阪急交通社 顧客の氏名、住所、電 同社は社員がデータを 620000 1 1 2 流出 不正提供 売却 4 1 1 0
420 2004/6/5 良品計画 クレジットカード番号 1124 2 0 5 紛失 運送中 FD 4 1 5 1
421 2004/6/9 茨城県信用組合 顧客304人の経済状 304 2 0 6 盗難 車上荒らし FD 4 1 5 0
422 2004/6/9 千葉県警察 知人男性が数年前に出 1 1 1 3 漏洩 不正提供 ﾃﾞｰﾀ 1 0 1 0
423 2004/6/10 安藤証券 電子メールアドレス 約400人の顧客全員 400 1 0 7 流出 誤配信 宛先 4 1 5 0
424 2004/6/10 イオン 会員の住所と氏名 顧客に謝罪の手紙を送 2500 1 0 5 紛失 不明 はがき 4 0 3 0
425 2004/6/11 埼玉りそな銀行 日高支店 顧客の氏名、住所、電 424 2 0 5 紛失 置き忘れ 鞄 4 0 5 0
426 2004/6/11 目黒社会保険事務所 基礎年金番号、住所、 40 1 1 3 漏洩 流用 ﾃﾞｰﾀ 1 0 1 0
427 2004/6/12 東京簡裁 カードの利用状況、住 1 2 0 8 漏洩 誤送付 宛先違い 1 0 5 0
428 2004/6/12 JA和気 和気農協の口座番号や 2000 2 0 5 紛失 日本通運 荷物袋 4 0 5 1
429 2004/6/15 栃木県宇都宮市 隣家の男性の家族構成 1 1 1 3 漏洩 不正取得 中傷 1 0 1 0
430 2004/6/15 福島県郡山税務署 納税者の氏名、住所、 60 2 0 6 盗難 車上荒らし 書類 1 0 5 0
431 2004/6/15 阪神百貨店 顧客の住所、氏名、勤 対象の顧客あてに謝罪 788 1 0 5 紛失 置き忘れ 書類 4 0 5 0
432 2004/6/18 北海道札幌市立稲穂中学校 4学級分の学級名簿 160 1 0 6 盗難 車上荒らし PC 2 1 5 0
433 2004/6/21 埼玉県浦和税務署 納税者259人の氏名 259 1 0 6 盗難 電車内 鞄 1 0 5 0
434 2004/6/21 青森県八戸市立市民病院 患者のエックス線写真 同病院の三浦一章院長 53 3 1 2 流出 公開 HP 3 1 1 0
435 2004/6/21 プロクター・アンド・ギャ 利用者の氏名、住所、 中古PCを購入した人 10000 1 1 4 不適切処理 未処理 CD-R 4 1 1 0
436 2004/6/21 ファイブフォックス 顧客の氏名、住所、電 100 1 0 5 紛失 電車内 書類 4 0 5 1
437 2004/6/22 茨城県古河台町郵便局 顧客の住所、氏名など 32 1 0 6 盗難 車上荒らし 書類 1 0 5 0
438 2004/6/22 大和ハウス工業 氏名、電話番号、電子 360000 1 0 6 盗難 事務所荒らし PC 4 1 5 0
439 2004/6/23 みずほ銀行 八王子北支 融資先の法人や個人事 254 2 0 5 紛失 電車内 鞄 4 0 5 0
440 2004/6/23 水戸信用金庫 顧客31人分の名前や 53 2 1 3 漏洩 不正提供 リスト 4 0 1 0
441 2004/6/24 シティコープダイナースク 大阪市内に住む会員誌 40 1 0 6 盗難 自宅 会員誌 4 0 5 1
442 2004/6/24 全日信販 福岡市在住の顧客15 15 1 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 1
443 2004/6/25 京都府警察 市内に住む男性の氏名 1 1 0 5 紛失 落し物 書類 1 0 5 0
444 2004/6/25 中央三井信託銀行 立川支店 顧客の氏名、住所、電 顧客に謝罪。 493 2 0 5 紛失 不明 書類 4 0 3 0
445 2004/6/25 福岡県福岡市 明渡しの強制執行予定 98 2 0 6 盗難 不明 リスト 1 0 5 1
446 2004/6/26 某出会い系サイト 顧客情報 1 1 2 流出 不正ｱｸｾｽ 架空請求 4 1 1 0
447 2004/6/26 アルコ 顧客の借入額、返済状 1541 2 1 2 流出 不正提供 売却 4 1 1 0
448 2004/6/28 民主党嶋田智哉子参議院議 数千人分の支援者の名 1000 1 0 6 盗難 事務所荒らし PC 1 1 5 0
449 2004/6/29 お茶の水女子大学 学生と職員約3,00 10000 1 0 6 盗難 事務所荒らし PC 2 1 5 0
450 2004/6/29 住宅金融公庫 南九州支店 延滞者183人の氏名 183 2 0 5 紛失 電車内 書類 4 0 5 0
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451 2004/6/29 TBSラジオ＆コミュニケ 個人の回答や情報（氏 63人に事情を説明し 63 1 0 7 流出 誤設定 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 5 0
452 2004/6/30 讀賣テレビ放送 電子メールアドレス。 番組で陳謝し、ウェブ 150 1 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 4 1 5 0
453 2004/6/30 高島屋 柏店 クイズなどに応募した 70 1 0 5 紛失 売り場 PC 4 1 5 0
454 2004/7/2 厚生労働省 、代表者や役員の住所 158 1 0 5 紛失 移転時 書類 1 0 5 0
455 2004/7/2 ワコール 住所、氏名、電話番号 同社は今年1月になっ 1 1 3 漏洩 流用 ﾃﾞｰﾀ 4 0 1 0
456 2004/7/3 北海道常呂漁業共同組合 他の顧客名やアドレス 544 1 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 4 1 5 0
457 2004/7/7 郵政弘済会 制度に加入している郵 202 1 0 5 紛失 帰宅途中 書類 1 0 5 0
458 2004/7/8 大阪教育大付属池田小学校 現5年生1クラス、3 保護者に説明、謝罪。 37 2 0 5 紛失 誤廃棄 書類 2 0 5 0
459 2004/7/8 宮城県立某高校 約400人分の生活指 400 2 0 6 盗難 車上荒らし PC 2 1 5 0
460 2004/7/9 アニエスベーサンライズ 会員の氏名、電子メー 10000 1 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 4 1 5 0
461 2004/7/9 山口県警察 加害者側の交通違反歴 1 3 1 3 漏洩 不正提供 ﾃﾞｰﾀ 1 0 1 0
462 2004/7/10 民主党 電子メールアドレス 電子メールを受け取っ 120 1 0 7 流出 誤配信 宛先 1 1 5 0
463 2004/7/12 DCカード 氏名、性別、生年月日 500円の商品券 478000 1 1 2 流出 不明 リスト 4 1 3 0
464 2004/7/12 プライムファイナンス 顧客の借り入れ状況な 585 2 1 3 漏洩 不正提供 売却 4 1 1 0
465 2004/7/14 福岡地検 公判資料 ＜追記＞福岡地検公判 2 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 1 0 5 0
466 2004/7/16 足利銀行 小山東支店 足利銀行の取引先の名 100 1 1 3 漏洩 不正廃棄 書類 4 0 1 0
467 2004/7/16 東京海上日動火災保険 千葉北支社 県立7病院などの職員 2244 2 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 0
468 2004/7/16 名古屋東税務署 主に相続税に関する情 216 2 0 6 盗難 置き引き PC 1 1 5 0
469 2004/7/17 滝野川信用金庫 顧客の住所、氏名 1 0 5 紛失 不明 リスト 4 0 3 0
470 2004/7/20 伊勢佐木クリニック（横浜 カタカナ書きの氏名と 3 1 4 不適切処理 廃棄 ｺﾞﾐ 3 0 1 0
471 2004/7/21 NTTドコモ東海 他人のメール,スケジ 1 2 0 8 漏洩 誤入力 携帯電話 4 1 5 0
472 2004/7/21 みずほコーポレート銀行 北京、大連両支店の顧 1700 2 0 6 盗難 引ったくり PC 4 1 5 0
473 2004/7/21 NTT西日本 回線を申し込んだ1, 1913 1 0 5 紛失 保管中 ﾒﾓﾘ 4 1 5 1
474 2004/7/22 JEUGIA 京都市 9割近くが中学生から 社員が事情説明のため 700 2 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 0
475 2004/7/23 新宿郵便局 住所、氏名、郵便番号 9 1 0 5 紛失 散乱 書類 1 0 5 1
476 2004/7/26 AIGエジソン生命保険 姫路営業所 顧客情報 対象者に事情を説明、 413 1 1 3 漏洩 不明 書類 4 0 3 0
477 2004/7/26 日本電気 アンケートに答えた約 1560 1 0 6 盗難 不明 PC 4 1 5 0
478 2004/7/27 日本生命保険 氏名、生年月日、保険 600 2 0 6 盗難 車上荒らし 書類 4 0 5 0
479 2004/7/28 愛媛県警察 女性の犯歴 1 3 1 3 漏洩 不正提供 犯歴 1 0 1 0
480 2004/7/29 静岡銀行 県税・市税の納税者の 37 2 0 5 紛失 日本通運 通知書 4 0 5 1
481 2004/7/29 静岡銀行 44法人と13個人の 57 1 0 6 盗難 車上荒らし 書類 4 0 5 0
482 2004/7/29 エステサロン悠遊 クレジットカード情報 203 2 1 3 漏洩 不正取引 ｽｷﾏｰ 4 1 1 0
483 2004/8/3 JR東海高島屋 顧客の氏名、住所のほ 3000 1 0 6 盗難 放置 PC 4 1 5 1
484 2004/8/3 神奈川県横浜市港北福祉保 結核の疑いが強い感染 メール受信者全員に連 65 1 0 7 流出 誤配信 宛先 1 1 5 0
485 2004/8/4 消費者金融５０社 顧客の借入額等信用情 2 1 3 漏洩 不正照会 売却 4 1 1 0
486 2004/8/4 山梨県甲府社会保険事務所 被保険者（社員）の名 両社に謝罪。 34 2 0 8 漏洩 誤送付 宛先違い 1 0 5 0
487 2004/8/4 丸井今井 釧路店 クレジットカードを利 不正利用がわかったカ 21 2 1 2 流出 不正利用 ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ 4 1 2 0
488 2004/8/5 東京都港区 滞納額などの個人情報 再発防止策がまとまる 25 2 0 5 紛失 日本通運 書類 1 0 5 1
489 2004/8/6 千葉県千葉市 花見川区役 作新台1～8丁目の約 9900 1 0 5 紛失 日本通運 リスト 1 0 5 0
490 2004/8/9 群馬県警察 伊勢崎署 住所など個人情報 1 1 1 3 漏洩 不正提供 ﾃﾞｰﾀ 1 1 1 0
491 2004/8/10 静岡県御殿場市 氏名・住所・電話番号 10000 2 0 6 盗難 事務所荒らし PC 1 1 5 0
492 2004/8/11 金弁護士 被害者の供述調書 ＜追記＞京都地検は、 1 3 1 3 漏洩 不正提供 供述調書 1 0 1 0
493 2004/8/11 本田技研工業 氏名、住所、電話番号 40000 1 1 3 漏洩 不正取得 ﾃﾞｰﾀ 4 1 1 0
494 2004/8/17 トヨタ自動車 氏名・性別・生年月日 ネッツトヨタ道南保管 562 1 0 5 紛失 日本通運 応募券 4 0 5 1
495 2004/8/18 滋賀県文化振興事業団 電子メールアドレス 送信後、登録者から指 635 1 0 7 流出 誤配信 宛先 1 1 5 0
496 2004/8/19 苫小牧臨床検査センター岸 患者19人の個人情報 19 2 0 6 盗難 業務中 車 3 0 5 0
497 2004/8/23 日能研 過去に模試を受験した 各教室に流出の説明と 180000 1 1 2 流出 不明 データ 4 1 1 1
498 2004/8/24 プルデンシャル生命保険 顧客の氏名、住所、電 前田一雄副会長、三森 1771 1 1 1 盗難 悪意 PC 4 1 1 0
499 2004/8/25 中国電力 顧客の住所、氏名、電 同社は情報が盗まれた 930 2 0 6 盗難 車上荒らし HDD 4 1 5 0
500 2004/8/26 熊谷社会保険事務所 各従業員の名前や性別 40 2 0 8 漏洩 誤送付 宛先違い 1 0 5 1
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501 2004/8/31 愛知県名古屋市 住所、名前、受診医療 70 2 0 6 盗難 自宅 書類 1 0 5 1
502 2004/9/1 社会保険庁 神奈川社会 名前と傷病名、生年月 9000 1 1 3 漏洩 不正提供 データ 1 1 1 1
503 2004/9/1 りそな銀行 西神戸支店 氏名、口座番号、入出 該当顧客に、事態を説 23 2 0 5 紛失 日本通運 書類 4 0 3 1
504 2004/9/2 オリンパス 電子メールアドレス 該当する会員には、個 1 0 7 流出 誤配信 宛先 4 1 5 0
505 2004/9/2 ダスキン 住所、電話番号やサー 480 1 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 0
506 2004/9/3 日本オラクル 電子メールアドレス 該当ユーザーには、電 1265 1 0 7 流出 誤配信 宛先 4 1 5 0
507 2004/9/3 NTTコミュニケーション 会員の氏名、住所、社 2431 1 0 6 盗難 置き引き PC 4 1 5 0
508 2004/9/4 マックスファクター ジャスコ新 顧客1,339人分の 1339 1 0 6 盗難 売り場 PC 4 1 5 0
509 2004/9/5 毎日新聞手稲東部専売所 読者約700人の氏名 700 1 0 6 盗難 事務所荒らし PC 4 1 5 0
510 2004/9/6 セントラルファイナンス 顧客3人分の住所や氏 顧客に連絡、謝罪。 3 2 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 0
511 2004/9/6 UCカード ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ 被害については、UC 571 2 1 3 漏洩 不正提供 売却 4 1 1 1
512 2004/9/6 トヨタファイナンス 氏名、住所、電話番号 6 2 0 5 紛失 日本通運 書類 4 0 5 0
513 2004/9/7 東京電力 神奈川支店 顧客計236人の住所 書類が見つかっていな 65 2 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 1
514 2004/9/8 三井生命保険 契約者303た人分の 名簿に記載された契約 303 2 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 1
515 2004/9/8 鳥取県東部県税事務所 自動車税滞納整理票 3 2 0 5 紛失 散乱 書類 1 0 5 0
516 2004/9/8 三井不動産販売 電子メールアドレス 配信対象の顧客全員に 161 1 0 7 流出 誤配信 宛先 4 1 5 0
517 2004/9/9 茨城県警察 捜査情報 2 0 6 盗難 車上荒らし FD 1 1 5 0
518 2004/9/9 丸榮 顧客2,036人分の 問い合わせ窓口を設置 2036 1 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 0
519 2004/9/9 群馬県高崎郵便局 簡易保険の被保険者の 50 2 0 5 紛失 保管中 書類 1 0 5 0
520 2004/9/10 大阪府立成人病センター 乳腺の手術を受けた患 この医師と乳腺・内分 4753 3 0 6 盗難 自宅 PC 3 1 5 0
521 2004/9/10 九州電力 10名分の顧客情報（ 当該顧客に事情を説明 10 1 0 6 盗難 置き引き 鞄 4 0 5 1
522 2004/9/11 埼玉県草加市、八潮市 市民457人分の住所 ＜追記＞事故発生時点 457 2 1 4 不適切処理 廃棄 ｺﾞﾐ 1 0 1 1
523 2004/9/14 大阪府堺市 胃がん検診の申し込み 1 0 8 漏洩 回覧 回覧板 1 0 1 0
524 2004/9/14 ユニー 豊田元町店 金額、カード名、会員 該当するカード会員に 93 2 0 5 紛失 売り場 書類 4 0 5 0
525 2004/9/15 千葉県松戸公共職業安定所 各種団体、事業所の雇 千葉労働局は県内の労 200 1 0 6 盗難 事務所荒らし PC 1 1 5 0
526 2004/9/16 南大阪信用金庫 金岡町支店 顧客の名前や住所、生 ＜追記＞大阪府警は、 1651 2 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 0
527 2004/9/16 宮城県仙台市 電子メールアドレス おわび文とともに、再 98 1 0 7 流出 誤配信 宛先 1 1 5 0
528 2004/9/17 国立大阪医療センター 患者約500人の病状 500 3 0 6 盗難 事務所荒らし PC 3 1 5 0
529 2004/9/17 ソニー生命保険 住所、氏名、保険契約 1456 2 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 0
530 2004/9/18 ダスキン 南方支店 顧客198軒分の住所 リスト上の顧客宅を直 198 1 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 0
531 2004/9/18 松下電工 顧客の氏名、住所、電 67 1 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 0
532 2004/9/20 和歌山県美浜町 氏名、住所、所得、家 1 2 0 9 不適切処理 再利用 裏紙 1 0 5 0
533 2004/9/21 NTTドコモ 契約者（解約者含む） 電話応対窓口を設置す 56660 1 0 6 盗難 事務所荒らし PC 4 1 5 0
534 2004/9/27 愛知県春日井市立図書館 氏名、電子メールアド 398 1 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 1 1 5 0
535 2004/9/28 みずほ銀行 個人29人と法人計約 4329 1 0 6 盗難 自宅 PC 4 1 5 1
536 2004/9/29 三井住友海上火災保険 過去1年間に取り扱っ 673 2 0 6 盗難 事務所荒らし PC 4 1 5 1
537 2004/9/29 佐賀県唐津県税事務所 不動産取得税納税通知 8 2 0 5 紛失 散乱 書類 1 0 5 0
538 2004/10/1 神奈川県立こども医療セン 患者約170人分の氏 患者に順次、謝罪。 170 3 0 6 盗難 自宅 PC 3 1 5 0
539 2004/10/1 ローソン 公共料金支払い控え2 2529 2 0 6 盗難 社内便 書類 4 0 5 0
540 2004/10/1 埼玉県春日部市立病院 氏名や住所、医療請求 2564 3 0 6 盗難 事務所荒らし PC 3 1 5 0
541 2004/10/2 愛知県名古屋市 世帯主や事業主の名前 対象の世帯や事業所に 36 1 0 5 紛失 散乱 書類 1 0 5 1
542 2004/10/4 アスクル 顧客に関する住所（届 18000 1 0 6 盗難 不明 PC 4 1 5 1
543 2004/10/4 千葉県千葉中央郵便局 運転免許証や国民健康 同局は、顧客情報が記 18 2 1 3 漏洩 不正提供 ﾃﾞｰﾀ 1 0 1 0
544 2004/10/4 愛知県西尾郵便局 郵便物 127 1 1 4 不適切処理 未配達 郵便物 1 0 1 1
545 2004/10/5 NTTドコモ九州 クレジットカード情報 警視庁ハイテク犯罪対 178 2 1 3 漏洩 不正提供 売却 4 0 1 1
546 2004/10/5 ジュピターテレコム 住所、氏名、電話番号 43 1 0 5 紛失 散乱 書類 4 0 5 0
547 2004/10/5 静岡県熱海財務事務所 軽油引取税免税証使用 180 1 0 5 紛失 郵送中 MO 1 1 5 1
548 2004/10/7 三重県鈴鹿市保健福祉部 個人の家庭状況 ＜追記＞鈴鹿市は、保 1 2 1 3 漏洩 不正照会 ﾃﾞｰﾀ 1 0 1 0
549 2004/10/7 高知県警察 調書 1 3 0 5 紛失 不明 調書 1 1 3 0
550 2004/10/7 福岡県警察 粕屋署 本名 1 1 1 3 漏洩 不正提供 ﾃﾞｰﾀ 1 1 1 0
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551 2004/10/7 福岡県警察 運転免許試 免許情報 1 1 1 3 漏洩 不正照会 ﾃﾞｰﾀ 1 1 1 0
552 2004/10/8 東日本ハウス 建築主約7,000人 ＜追記＞国土交通省は 7000 2 0 5 紛失 不明 MO 4 1 3 0
553 2004/10/12 松下リース・クレジット 契約者および連帯保証 該当の顧客を訪問して 6 2 0 5 紛失 不明 契約書 4 1 3 0
554 2004/10/13 日本興亜損害保険・日本興 顧客の氏名、住所、電 該当顧客には、代理店 2298 2 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 1
555 2004/10/13 大阪府松原市 同市内の227人分の リストに記載されてい 227 2 0 6 盗難 車上荒らし ﾊﾞｲｸ 1 0 5 0
556 2004/10/15 KDDI 顧客の住所、氏名のほ 対象となる顧客に謝罪 66 2 0 6 盗難 社内 書類 4 0 5 1
557 2004/10/16 日本郵政公社京都簡易保険 請求者の氏名、住所、 200 2 0 5 紛失 不明 請求書 1 0 3 1
558 2004/10/16 三重県立図書館 全利用者約133,0 ＜追記＞、三重県は4 133000 1 0 6 盗難 自宅 PC 1 1 5 1
559 2004/10/16 三重県立松阪商業高校 2003年度在籍生の 723 2 0 6 盗難 学校内 調査票 2 0 5 0
560 2004/10/18 金融庁 マネーロンダリングが 1 3 0 5 紛失 不明 FD 1 1 3 0
561 2004/10/19 中部電力 三重支店 業務用電力の契約者名 2800 2 0 5 紛失 不明 ﾒﾓﾘ 4 1 3 0
562 2004/10/20 神奈川県かながわ共同会「 診療報酬請求や入所希 保存データの該当者に 300 2 0 6 盗難 事務所荒らし PC 1 1 5 0
563 2004/10/20 積水ハウス 住所、氏名、電話番号 19439 1 0 6 盗難 社内 PC 4 1 5 0
564 2004/10/20 山口地検 容疑者の個人情報 事務官は同日、男性宅 1 3 0 8 漏洩 誤送信 FAX 1 0 5 0
565 2004/10/22 福島県郡山町健康交流促進 3歳以上の全町民約8 8300 1 0 6 盗難 事務所荒らし PC 5 1 5 0
566 2004/10/22 佐賀県警察 運転免許試験の受験者 紛失した15人には運 15 1 0 5 紛失 散乱 仮登録票 1 0 5 0
567 2004/10/26 大阪府警察 茨木署 免許証 今後、見つかるケース 33 2 0 5 紛失 事務所内 免許証 1 0 5 0
568 2004/10/27 あいおい損害保険 契約者945人（うち 945 1 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 0
569 2004/10/27 新潟県小千谷税務署 援助を希望していない 29 1 0 8 漏洩 誤交付 ﾃﾞｰﾀ 1 0 5 0
570 2004/10/27 関西テレビ放送 メールアドレス 200 1 0 7 流出 誤配信 宛先 4 1 5 0
571 2004/10/27 三重労働局上野公共職業安 求人票には氏名や連絡 95 2 0 6 盗難 不明 PC 1 1 5 0
572 2004/10/29 京都龍馬会 氏名と住所 10280 1 0 5 紛失 不明 署名簿 5 0 3 0
573 2004/11/1 ロイヤルホテル 宿泊予約客12,28 クレジットカード会社 12289 2 0 6 盗難 電車内 PC 4 1 5 0
574 2004/11/2 愛知県飛島村 全村民約4,400人 4400 1 0 6 盗難 事務所荒らし PC 1 1 5 0
575 2004/11/2 福岡国税局 納税者13人分の住所 13人に謝罪。 13 1 0 5 紛失 不明 メモ 1 0 3 0
576 2004/11/4 朝日生命 契約者219人分の氏 219 1 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 0
577 2004/11/4 野村不動産 分譲物件契約者の氏名 62 2 0 6 盗難 不明 PC 4 1 5 0
578 2004/11/5 個人 ID、パスワード 85 2 1 2 流出 不正ｱｸｾｽ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 5 1 2 0
579 2004/11/5 NHK 大阪放送局 契約者の氏名、住所、 2 0 6 盗難 車上荒らし 携帯 4 1 5 1
580 2004/11/5 兵庫県洲本簡裁 支払い督促状 女性にはあらためて発 1 2 0 8 漏洩 誤送付 宛先違い 1 0 5 0
581 2004/11/5 中部電力 三重支店 四日市市などの顧客の 5900 1 0 6 盗難 車上荒らし 書類 4 0 5 1
582 2004/11/5 兵庫県立美術館 応募作品のうち、締め 50 1 0 5 紛失 事務所内 書類 1 0 5 0
583 2004/11/5 三重県立上野工業高校 機械科の1年生40人 生徒に対しては、校長 40 2 0 6 盗難 学校内 PC 2 1 5 0
584 2004/11/5 神奈川県横浜市総合リハビ 施設利用者6人の症例 6人に対しては自宅を 6 1 0 6 盗難 自宅 PC 1 1 5 0
585 2004/11/6 毎日企画サービス 電話番号、生年月日、 データが流出した顧客 129 1 1 3 漏洩 不明 ﾃﾞｰﾀ 4 1 1 0
586 2004/11/9 東邦ガス 顧客の住所、氏名、電 346 1 0 6 盗難 車上荒らし ケース 4 0 5 1
587 2004/11/11 大和銀行 住所、氏名、勤務先な 112 1 0 5 紛失 誤廃棄 契約書 4 0 5 0
588 2004/11/12 大阪府警察 東淀川署 少年を補導した日時や 補導の事実を知らされ 2146 2 0 5 紛失 落し物 ﾒﾓﾘ 1 1 5 0
589 2004/11/12 GEコンシューマー・ファ クレジットカードの入 該当する顧客には事実 4 2 0 5 紛失 会社内 書類 4 0 5 0
590 2004/11/12 東京社会保険事務局八王子 氏名、住所、生年月日 名簿の掲載者を戸別訪 156 1 0 5 紛失 営業中 名簿 1 0 5 1
591 2004/11/13 NTT西日本 大阪支店 氏名、住所などのほか 12日に削除。 6707 2 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 5 0
592 2004/11/13 ジャックス 氏名、住所など 22 1 0 5 紛失 不明 ﾌｧｲﾙ 4 0 3 0
593 2004/11/16 埼玉県桶川市役所 市に飼い犬の登録をし 3,525人全員に「 3525 1 0 6 盗難 事務所荒らし PC 1 1 5 0
594 2004/11/16 北海道北広島市西部中学校 全校生徒145人の連 職員会議で個人情報は 145 2 0 6 盗難 車上荒らし PC 2 1 5 0
595 2004/11/16 東京都立川都税事務所 納税者6人分の氏名と 6 2 0 5 紛失 不明 リスト 1 0 3 0
596 2004/11/18 東京都立川市障害者施設 氏名、生年月日、障害 86 2 0 5 紛失 落し物 名簿 1 0 5 0
597 2004/11/18 日新火災海上保険 契約者氏名、住所、電 該当する顧客に対して 1087 2 0 6 盗難 事務所荒らし PC 4 1 5 1
598 2004/11/18 丸井今井 函館店 会員の氏名、郵便番号 3119 1 0 5 紛失 不明 宛名ｼｰﾙ 4 0 3 1
599 2004/11/19 兵庫県稲美町 氏名、暗号化された郵 419 2 0 5 紛失 郵送中 FD 1 1 5 1
600 2004/11/19 エムトゥエックス ユーザーの氏名、住所 顧客に対して経緯を説 100 1 0 6 盗難 電車内 PC 4 1 5 0
12
NO 年月日 組織名 支店名 漏洩内容 対応 漏洩数
情報ﾚ
ﾍﾞﾙ
原因
大
原因
ｺｰﾄﾞ 原因中 原因小 媒体 業種別
媒体ﾈｯ
ﾄ 経路 委託
601 2004/11/19 関東農政局西那須野統計・ 地元の調査対象農家や 16000 1 0 6 盗難 事務所荒らし PC 1 1 5 0
602 2004/11/19 シナネン 住所、氏名、電話番号 顧客を訪問し、事実の 12598 1 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 0
603 2004/11/20 京都中央郵便局 郵便物の届け先の12 12 1 0 9 不適切処理 再利用 裏紙 1 0 5 0
604 2004/11/20 群馬県下仁田町 署名収集人の氏名、住 ＜追記＞署名にかかわ 3374 1 1 3 漏洩 不正取得 ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ 1 0 2 0
605 2004/11/21 全国信用情報センター 信用情報 2 1 3 漏洩 不正提供 ﾃﾞｰﾀ 5 1 1 0
606 2004/11/23 ヤマダ電機 氏名・電話番号のみ1 20 1 0 9 不適切処理 売却 PC 4 1 5 0
607 2004/11/24 警察庁 職員が私的に作った情 1 0 6 盗難 自宅 PC 1 1 5 0
608 2004/11/24 東京海上日動あんしん生命 4,494件の個人情 代理店を通じて契約者 4494 1 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 1
609 2004/11/25 大阪府大阪市阿倍野区 公文書公開を請求した 1 1 1 3 漏洩 不正取得 ﾃﾞｰﾀ 1 0 1 0
610 2004/11/25 佐川急便 DMやカタログなど 32300 1 1 4 不適切処理 廃棄 配達物 4 0 1 1
611 2004/11/25 愛知県警察 公文書の開示請求者の 1 1 1 3 漏洩 不正取得 ﾃﾞｰﾀ 1 0 1 0
612 2004/11/27 NTT西日本 兵庫支店 法人客を中心に、取引 顧客に事情を説明、謝 402 1 0 6 盗難 引ったくり 鞄 4 0 5 1
613 2004/11/27 東京電力 茨城支店 顧客の住所、氏名、顧 顧客に直接謝罪。 1 0 5 紛失 落し物 リスト 4 0 5 1
614 2004/11/30 兵庫県尼崎市 滞納者の住所や氏名、 対象者を戸別訪問し事 184 2 0 6 盗難 置き引き ﾊﾞｲｸ 1 0 5 0
615 2004/11/30 東京電力 氏名、住所、電話番号 5 1 0 5 紛失 不明 書類 4 0 3 0
616 2004/12/1 SMBCフレンド証券 守口支店 顧客の氏名、住所、電 関係者に謝罪。 658 1 0 6 盗難 業務中 書類 4 0 5 0
617 2004/12/1 オリックス生命保険 氏名、住所、電話番号 39 1 0 6 盗難 車上荒らし 書類 4 0 5 1
618 2004/12/2 広島県警察 メールアドレス 登録者にメールで謝罪 319 1 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 1 1 5 0
619 2004/12/3 KDDI 氏名、住所、電話番号 10日から対象顧客に 156 1 0 8 漏洩 誤送付 混入 4 0 5 0
620 2004/12/3 西洋コミュニティ 氏名、管理費などの滞 各組合の役員立ち会い 2 0 9 不適切処理 再利用 裏紙 4 0 5 0
621 2004/12/6 大阪社会保険事務局 氏名、生年月日、住所 社会保険庁では、20 269 2 0 5 紛失 不明 書類 1 0 3 0
622 2004/12/6 大阪社会保険事務局 春日部社会 氏名、生年月日、住所 8人分は見つかったが 40 2 0 6 盗難 引ったくり 鞄 1 0 5 1
623 2004/12/6 大阪社会保険事務局 今里社会保 氏名、生年月日、住所 盗まれたカードのうち 151 2 0 6 盗難 引ったくり 鞄 1 0 5 1
624 2004/12/6 大阪社会保険事務局 天満社会保 氏名、生年月日、住所 大阪社会保険事務局は 78 2 0 5 紛失 ﾀｸｼｰ 書類 1 0 5 1
625 2004/12/7 NHK 津放送局 鈴鹿市などに住むNH 1000 1 0 6 盗難 車上荒らし 携帯端末 4 1 5 1
626 2004/12/7 ジュピターテレコム 担当営業が訪問予定の 該当顧客に報告し、謝 30 1 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 0
627 2004/12/8 GEコンシューマー・ファ 提携クレジットカード 該当する顧客に事実を 24 2 0 5 紛失 不明 申込書 4 0 3 1
628 2004/12/8 宇和島スズキ販売 氏名、住所、自賠責保 代理店から謝罪文を送 829 2 0 6 盗難 事務所荒らし PC 4 1 5 0
629 2004/12/9 みずほ銀行 旭川支店 取引先の融資残高など 2 0 5 紛失 帰宅途中 鞄 4 0 5 0
630 2004/12/10 大阪府 電子メールアドレス 15時09分、「お詫 498 1 0 7 流出 誤配信 宛先 1 1 5 0
631 2004/12/14 大阪府堺市立中老人福祉セ センターを利用してい 3066 1 0 6 盗難 事務所荒らし PC 1 1 5 0
632 2004/12/14 長野県下諏訪町立下諏訪社 生徒204人分の音楽 生徒や保護者に謝罪。 204 2 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 2 0 5 0
633 2004/12/15 石巻商工信用組合 顧客67人分の氏名、 67 2 0 5 紛失 日本通運 FD 4 1 5 1
634 2004/12/15 NTTデータ 家電販売店20店の店 20 1 0 6 盗難 事務所荒らし PC 4 1 5 0
635 2004/12/16 山梨県立科学館 氏名、電子メールアド 300 1 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 1 1 5 0
636 2004/12/16 徳島県立鴨島商業高校 大阪本社 電子メールアドレス 送信先から指摘があり 117 1 0 7 流出 誤配信 宛先 2 1 5 0
637 2004/12/16 ブラザー販売 顧客4名分の氏名、住 4 1 0 6 盗難 車上荒らし 書類 4 0 5 1
638 2004/12/17 神奈川県立神奈川工業高校 1、3年生の計3クラ 395 2 0 5 紛失 電車内 MO 2 1 5 0
639 2004/12/17 埼玉県草加市 選挙人名簿 185000 1 0 9 不適切処理 誤廃棄 名簿 1 0 5 1
640 2004/12/18 龍谷大社会学部 会員約4,000人分 会員に謝罪文書を送付 4000 1 0 6 盗難 不明 PC 2 1 5 0
641 2004/12/18 ディックスクロキ 賃貸物件入居者7人分 誤送信した書類を回収 7 2 0 8 漏洩 誤送信 FAX 4 0 5 0
642 2004/12/22 滋賀県立盲学校 全教職員、幼児・児童 PTA役員会を開催し 2 0 6 盗難 車上荒らし PC 2 1 5 0
643 2004/12/22 マックスバリュ東北 東北広面店 顧客の住所、氏名、電 2656 1 0 5 紛失 不明 応募券 4 0 3 0
644 2004/12/23 岐阜県立多治見病院 入院幼児患者のカルテ 2004年11月から 1 3 1 3 漏洩 不正持出し ｶﾙﾃ 3 0 5 0
645 2004/12/24 東京海上日動火災保険・東 顧客の氏名、住所、契 867 2 0 6 盗難 自宅 PC 4 1 5 1
646 2004/12/24 東大阪市立弥刀中学校 生徒41人分の通知票 41 2 0 6 盗難 引ったくり 鞄 2 0 5 0
647 2004/12/25 ムトウ 秋田事務所 顧客4,418名の住 顧客リストに記載され 4418 1 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 1
648 2004/12/26 インタラクティブメディア 登録済みのIDなど 1000 1 1 2 流出 不正ｱｸｾｽ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 2 0
649 2004/12/27 小田急情報サービス 利用者の住所氏名や顧 該当する顧客に電話な 191 1 0 6 盗難 放置 郵便物 4 0 5 1
650 2004/12/27 みずほ銀行 田無支店 口座開設日、口座番号 該当顧客には個別に通 5756 2 0 5 紛失 誤廃棄 ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ 4 0 5 0
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651 2004/12/28 大阪社会保険事務局 氏名、生年月日、住所 50 2 0 6 盗難 引ったくり 鞄 1 0 5 1
652 2004/12/28 大京管理 神戸支店 神戸支店の顧客情報2 28日の日経新聞に謝 1 1 3 漏洩 流用 ﾃﾞｰﾀ 4 0 1 0
653 2004/12/28 福岡銀行 顧客の住所、氏名、預 対象書類に関係する顧 8 2 0 6 盗難 置き引き 書類 4 0 5 0
654 2004/12/28 千葉県船橋市立三田中学校 生徒37人分の成績、 37 2 0 6 盗難 引ったくり 鞄 2 0 5 0
655 2004/12/28 ヤマハミュージック神戸 顧客480人分の氏名 480 1 0 6 盗難 車上荒らし 電子手帳 4 1 5 1
656 2004/12/29 神奈川県横浜市 麻薬免許証取得者の住 免許証を再発行。＜追 44 2 0 5 紛失 配達途中 麻薬免許証 1 0 5 0
657 2004/12/30 ネッツトヨタ水戸 氏名、住所、自動車の 641 2 0 9 不適切処理 ﾃﾞｰﾀ未消去 中古PC 4 1 5 0
658 2004/12/30 三重大学医学部附属病院 患者の病名や手術内容 478 3 0 6 盗難 不明 PC 3 1 5 0
659 2005/1/3 神奈川県川崎市麻生郵便局 住所、氏名 各家庭を一軒ずつ回っ 200 1 0 6 盗難 車上荒らし 郵便物 1 0 5 1
660 2005/1/4 オリエンタルランド 氏名や住所、電話番号 約14万人にお詫びの 121607 1 1 2 流出 不正取得 ﾃﾞｰﾀ 4 1 1 1
661 2005/1/5 オリエントコーポレーショ 広島クレジ 顧客の氏名、住所、電 37 2 0 5 紛失 会社内 書類 4 0 5 0
662 2005/1/5 神奈川県横浜市立大学付属 特定疾患で通院や入院 3 0 6 盗難 帰宅途中 車 3 0 5 1
663 2005/1/6 WOWOW 電子メールアドレス 1 1 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 4 1 5 0
664 2005/1/6 WOWOW 別の購入者1名の氏名 1 1 0 8 漏洩 宅配便 宛先 4 0 5 0
665 2005/1/7 住信カード 申込書には氏名、住所 該当する顧客には、個 23 2 0 5 紛失 保管中 申込書 4 0 5 0
666 2005/1/7 中部松下テクニカルサービ 顧客347人分の氏名 顧客に詫び状を発送。 347 1 0 6 盗難 事務所荒らし PC 4 1 5 0
667 2005/1/8 北海道札幌市保健所 人口動態統計（出生、 ＜追記＞26日、職員 29500 2 0 6 盗難 事務所荒らし PC 1 1 5 0
668 2005/1/8 ブリヂストンスポーツ 1,432名について 1445 2 0 7 流出 ｼｽﾃﾑ不具合 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 4 0
669 2005/1/11 福岡スバル 顧客272人分の氏名 該当顧客に詫び状を送 272 1 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 0
670 2005/1/12 ジャパンデータバンク 信用情報 元幹部社員は昨年10 56 2 1 3 漏洩 不正照会 ﾃﾞｰﾀ 4 1 1 0
671 2005/1/12 ダスキン 顧客437人分の氏名 437 1 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 1
672 2005/1/12 大阪府美原町 請求人全員の名簿 1 0 8 漏洩 不適切処理 名簿 1 0 1 0
673 2005/1/12 らでぃっしゅぼーや 会員ら210人＋20 416 2 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 0
674 2005/1/13 GEコンシューマー・ファ カード所有者126人 461 2 0 5 紛失 不明 FD 4 1 3 0
675 2005/1/15 山梨県山梨市 市税滞納のため差し押 早急に氏名の部分を削 2 1 0 8 漏洩 誤掲載 資料 1 0 5 0
676 2005/1/17 京都信用保証サービス 顧客416人分の氏名 15日に対象となる全 416 1 0 5 紛失 保管中 ﾃｰﾌﾟ 4 1 5 0
677 2005/1/18 ジェイエムエス 15件の加盟店の名前 15 1 1 3 漏洩 不明 ﾃﾞｰﾀ 4 0 3 0
678 2005/1/19 神奈川県横浜市立港湾病院 元患者の氏名、住所 当該医師及びふれあい 12859 1 1 3 漏洩 流用 ﾃﾞｰﾀ 3 0 1 0
679 2005/1/20 高島屋 横浜店 顧客のカード番号や名 該当する顧客にカード 242 2 0 5 紛失 誤廃棄 売上票 4 0 5 0
680 2005/1/21 第一生命保険相互会社 1,897名（AFL ＜追記＞1月25日、 1897 1 0 5 紛失 落し物 携帯・ﾘｽﾄ 4 0 5 0
681 2005/1/24 あぴた 刈谷店 購入金額、カード名、 カード会社経由、番号 50 2 0 5 紛失 会社内 売上票 4 0 5 0
682 2005/1/24 関西学院高等部 2002年度卒業生の 「関西学院では卒業生 300 1 1 3 漏洩 不明 名簿 2 0 2 0
683 2005/1/24 大東ガス 基本情報（氏名、住所 ＜追記＞1月25日よ 1895 1 0 5 紛失 業務中 OSｶｰﾄﾞ 4 1 5 1
684 2005/1/24 ブラザー販売 住所、氏名、電話番号 4 2 0 5 紛失 業務中 リスト 4 0 5 0
685 2005/1/24 ポーラ化粧品 ウェブサイトからサン ウェブサイトについて 58254 1 0 7 流出 ｼｽﾃﾑ不具合 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 4 0
686 2005/1/24 ポーラ化粧品 多希営業所 838人分の顧客情報 838 2 0 6 盗難 事務所荒らし PC 4 1 5 0
687 2005/1/25 愛知県 調査対象者21人分の 21 1 0 6 盗難 自転車 書類 1 0 5 1
688 2005/1/25 テレビ朝日 メールアドレス 24日夕、流出に気付 40 1 0 7 流出 誤配信 宛先 4 1 5 0
689 2005/1/25 トヨタカローラ新大阪 住所、氏名、生年月日 611 2 0 6 盗難 事務所荒らし 書類 4 0 5 0
690 2005/1/26 NTTドコモ関西 顧客の氏名、住所等が 該当する69名の顧客 69 2 0 5 紛失 郵送中 郵ﾊﾟｯｸ 4 0 5 1
691 2005/1/28 愛知トヨタ自動車 顧客の住所、氏名、電 1月28日の拠点長会 448 2 0 5 紛失 業務中 携帯 4 1 5 0
692 2005/1/28 ヒューマンリソシア 派遣スタッフ266名 該当スタッフには個別 266 1 0 6 盗難 社外 PC 4 1 5 0
693 2005/1/31 NTTドコモ東北 顧客の氏名、住所、電 紛失したリストに掲載 127 1 0 5 紛失 業務中 ﾘｽﾄ 4 1 5 1
694 2005/2/1 某大手信販会社 奈良、京都、大阪に住 55 1 1 3 漏洩 不正取得 恐喝 4 0 2 0
695 2005/2/2 秋田県大曲市立大曲中学校 1年生の持病に関する 校長は「生徒や保護者 137 2 1 2 流出 不正ｱｸｾｽ PC 2 1 2 0
696 2005/2/3 滋賀県大津市 昨年1年間に処分を受 6 3 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 1 1 5 0
697 2005/2/3 金融庁 監督局 銀行の預金や貸出金残 ＜追記＞銀行の経営状 1 1 0 5 紛失 役所内 FD 1 1 5 0
698 2005/2/3 札幌矯正管区 入所者の氏名や、スポ 3 1 3 漏洩 目的外使用 ﾃﾞｰﾀ 1 0 1 0
699 2005/2/3 北海道電力 苫小牧支店 顧客の住所、氏名、電 当該顧客へは、訪問の 48 1 0 5 紛失 落し物 作業票 4 1 5 1
700 2005/2/4 大阪地裁 破産したことや住所、 地裁の担当者が3日、 2 2 0 8 漏洩 誤送付 宛先違い 1 0 5 0
14
NO 年月日 組織名 支店名 漏洩内容 対応 漏洩数
情報ﾚ
ﾍﾞﾙ
原因
大
原因
ｺｰﾄﾞ 原因中 原因小 媒体 業種別
媒体ﾈｯ
ﾄ 経路 委託
701 2005/2/4 大阪労働局淀川労働基準監 労災保険請求者1名の 1 1 0 6 盗難 電車内 鞄 1 0 5 0
702 2005/2/4 滋賀トヨタ自動車 彦根店 彦根市在住の顧客の住 該当の顧客全員に謝罪 1691 1 0 6 盗難 事務所荒らし PC 4 1 5 0
703 2005/2/4 野村證券 自由が丘支 顧客2人を含め、個人 リストに記載されてい 396 1 0 6 盗難 引ったくり 鞄 4 0 5 0
704 2005/2/4 北海道 請求者情報 1 1 1 3 漏洩 不正提供 ﾃﾞｰﾀ 1 0 1 0
705 2005/2/4 前払式証票発行協会 会員名簿、アンケート 5339 1 0 5 紛失 帰宅途中 ﾒﾓﾘ 5 1 5 0
706 2005/2/5 住友信託銀行 電子メールアドレス 506 1 0 7 流出 誤配信 宛先 4 1 5 0
707 2005/2/5 愛知県知多市 調査対象者の氏名、住 25 2 0 6 盗難 車上荒らし 調査票 1 0 5 1
708 2005/2/7 トアールファイナンス 過去5年の金融取引で 不採用となった男性の 1 2 1 3 漏洩 不正照会 ﾃﾞｰﾀ 4 0 1 0
709 2005/2/9 ダイエー 甲南店 顧客10人分の印刷済 10 1 0 6 盗難 事務所荒らし はがき 4 0 5 0
710 2005/2/9 東京大医学部付属病院 患者6人の氏名、住所 患者6人には経緯を説 6 3 0 5 紛失 電車内 書類 3 1 5 0
711 2005/2/11 NTTドコモ 24,632件。漏洩 顧客にDMで謝罪。＜ 24632 1 1 3 漏洩 不正持出 恐喝 4 1 1 1
712 2005/2/11 沖縄県労働金庫 宮古支店 民間会社2社の顧客の 宮古支店にあった紙記 69 2 0 5 紛失 運送中 FD 4 1 5 0
713 2005/2/11 栗東市内某郵便局 年賀状 1 1 1 1 盗難 ｽﾄｰｶｰ 年賀状 1 0 1 0
714 2005/2/13 全国学校案内資料管理事務 インターネットで資料 1 1 3 漏洩 不正提供 ﾃﾞｰﾀ 4 1 1 0
715 2005/2/15 九州電力 佐賀営業所 契約者の氏名、住所、 ＜追記＞佐賀署は人材 17 1 0 5 紛失 置き忘れ 鞄 4 1 5 1
716 2005/2/15 京都大学医学部附属病院 「禁煙外来」を受診し 患者に、電話で事情説 252 3 0 6 盗難 事務所荒らし PC 3 1 5 0
717 2005/2/16 香川県警察 琴平署 会員126人分の氏名 126 1 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 1 1 5 0
718 2005/2/16 東京ガス 顧客情報（住所、氏名 該当する顧客全員に個 11 1 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 1
719 2005/2/16 北陸ガス 6件の顧客の住所、氏 対象の顧客に、個別に 6 1 0 5 紛失 業務中 書類 4 1 5 1
720 2005/2/17 テプコケーブルテレビ 顧客1名分の氏名、住 顧客に謝罪。 1 1 0 5 紛失 帰宅途中 封筒 4 0 5 0
721 2005/2/18 グリーンピア田老 電子メールアドレス 428 1 0 7 流出 誤配信 宛先 4 1 5 0
722 2005/2/18 静岡県静岡市立大里東小学 教職員18人の氏名、 18 2 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 2 0 5 0
723 2005/2/18 新潟県 農家17世帯の住所や 17 2 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 1 0 5 1
724 2005/2/19 東上ガス 個人客198人分と法 ＜追記＞17日、大井 237 1 0 6 盗難 業務中 鞄 4 0 5 1
725 2005/2/19 ネッツトヨタ横浜 青葉台店 顧客608人の氏名、 顧客全員に連絡。男性 608 2 0 5 紛失 車内 PC 4 1 5 0
726 2005/2/20 岐阜県各務原市立蘇原中学 全校生徒679人の氏 同校は名簿類などを校 1179 2 0 6 盗難 車上荒らし PC 2 1 5 0
727 2005/2/21 サイボウズ 法人顧客の住所、電話 該当する顧客に、謝罪 1 0 5 紛失 不明 PC 4 1 3 0
728 2005/2/21 大阪府高槻市立中央図書館 利用者89人の氏名、 89人の貸出券を無効 89 1 0 6 盗難 館内 名簿 1 0 5 0
729 2005/2/22 ライフ 顧客の住所、氏名、勤 19 2 0 5 紛失 宅配中 封筒 4 0 5 1
730 2005/2/23 真野自動車教習所、膳所自 真野教習所の1995 24000 1 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 1
731 2005/2/24 東京都町田市 明細書には氏名、性別 3 0 5 紛失 散乱 ﾚｾﾌﾟﾄ 1 0 5 0
732 2005/2/25 栃木トヨペット 顧客730人分の氏名 730 2 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 0
733 2005/2/25 北ガスジェネックス 顧客507件分の氏名 該当の顧客には、個別 507 1 0 6 盗難 車上荒らし 携帯 4 1 5 1
734 2005/2/26 りそなカード 氏名、ｸﾚｼﾞｯﾄｶ 439 2 1 2 流出 不正取引 ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ 4 1 2 0
735 2005/2/28 東京ガス ①2名分の顧客情報（ 該当する顧客ならびに 179 1 0 6 盗難 事務所荒らし PC 4 1 5 0
736 2005/2/28 郵政省東京郵政局 多摩地区郵 簡易保険の顧客リスト 1 1 1 盗難 強盗 顧客ﾃﾞｰﾀ 1 0 1 0
737 2005/3/1 札幌医大病院 カルテ カルテは、医師法で5 1 3 0 5 紛失 保管中 ｶﾙﾃ 3 0 5 0
738 2005/3/1 新潟大学 法学部 氏名、学籍番号、成績 大学は検索サイトにキ 180 2 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 2 1 1 0
739 2005/3/2 神奈川県 X線フィルム 採用内定者に、電話に 71 2 0 5 紛失 置き忘れ X線ﾌｨﾙﾑ 1 0 5 0
740 2005/3/2 中部電力 岡崎支店 顧客103口分の検針 顧客へは、訪問するな 103 1 0 5 紛失 業務中 書類 4 0 5 1
741 2005/3/2 ホンダファイナンス 顧客の住所、氏名、生 対象顧客に書面をもっ 2354 2 0 5 紛失 誤廃棄 CD-ROM 4 1 5 0
742 2005/3/3 茨城県明野町立明野中学校 １年生164人の氏名 164 2 0 6 盗難 事務所荒らし PC 2 1 5 0
743 2005/3/3 愛知県蒲郡市 市税未入金リスト 市収納課長は「事実関 1 2 0 8 漏洩 誤交付 書類 1 0 5 1
744 2005/3/5 北海道札幌矯正管区札幌刑 入所者の氏名、当時の 2 3 0 8 漏洩 誤送信 FAX 1 0 5 0
745 2005/3/5 北海道札幌矯正管区旭川刑 入所者12人の名前と 回収できなかった雑誌 12 3 0 8 漏洩 誤交付 私本交付票 1 0 5 0
746 2005/3/7 東京電力 顧客の氏名、住所、電 当該顧客に対して、事 1 0 6 盗難 自宅 車 4 0 5 1
747 2005/3/7 防治会いずみの病院 患者名簿150～16 同病院事務部長は「た 160 1 1 3 漏洩 不正提供 名簿 3 0 1 0
748 2005/3/7 明治安田生命保険 生命保険加入者のカタ 100000 1 1 3 漏洩 不正取得 恐喝 4 1 1 0
749 2005/3/8 第三銀行 四日市支店 クレジットカード申込 13 2 0 5 紛失 帰宅途中 鞄 4 0 5 0
750 2005/3/9 NTTドコモ東北 契約者名や住所、連絡 当該顧客に対して個別 282 2 0 5 紛失 作業ﾐｽ 書類 4 0 5 0
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751 2005/3/9 ジョー・コーポレーション 契約当時の氏名、生年 該当の顧客全員に流出 797 2 1 3 漏洩 不明 データ 4 0 3 0
752 2005/3/10 JR東日本 応募券の氏名、住所な 当該期間に応募券を投 300 1 0 5 紛失 日本通運 応募券 4 0 5 1
753 2005/3/11 お茶の水女子大学 人間社会科学科など文 106 1 0 5 紛失 帰宅途中 名簿 2 0 5 1
754 2005/3/11 神奈川県相模原市立鶴園小 5年生の1クラス38 38 2 0 5 紛失 帰宅途中 鞄 2 0 5 0
755 2005/3/11 山口県下関市立中央病院 161人分のカタカナ 161 2 0 5 紛失 病院内 FD 3 1 5 1
756 2005/3/11 日本ベリサイン 取引先の担当者916 確認できた本人に連絡 916 1 0 6 盗難 電車内 PC 4 1 5 0
757 2005/3/12 岡山県岡山市某民間在宅介 要介護者ら192人分 対象者に順次、事情を 192 2 0 6 盗難 事務所荒らし PC 1 1 5 0
758 2005/3/12 中越三菱自動車販売 長岡西店 顧客、約3,000人 3000 1 0 6 盗難 事務所荒らし PC 4 1 5 0
759 2005/3/14 高島屋 顧客の氏名、クレジッ 顧客には個別に連絡し 12 2 0 5 紛失 誤廃棄 売上票 4 0 5 0
760 2005/3/14 太陽生命保険 浜松支社 契約者の氏名、住所、 該当する顧客には謝罪 814 1 0 5 紛失 運送中 資料 4 0 5 1
761 2005/3/14 山梨県警察 違反者の住所、氏名 3 2 0 5 紛失 落し物 鞄 1 0 5 0
762 2005/3/15 埼玉県立某高校 内申書には生徒の氏名 埼玉県教育局は、被害 18 2 0 6 盗難 置き引き 鞄 2 0 5 0
763 2005/3/15 静岡県豊田町立某小学校 児童や保護者の氏名、 480 1 0 6 盗難 自宅 PC 2 1 5 0
764 2005/3/15 東京電力 東京支店 氏名、住所、電話番号 顧客には、個別に訪問 49 2 0 5 紛失 誤廃棄 申込書 4 0 5 0
765 2005/3/16 NTT西日本 岐阜大垣営 顧客16人分の住所、 顧客に事情を説明する 16 1 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 0
766 2005/3/16 福岡県北九州市都市整備公 電子メールアドレス 全会員に謝罪するとと 497 1 0 7 流出 誤配信 宛先 1 1 5 0
767 2005/3/17 岩手県警察 外国人4人による広域 捜査員は同月、所属長 4 3 0 8 漏洩 誤送信 FAX 1 0 5 0
768 2005/3/18 徳島県立鴨島商業高校 受験生の氏名、性別、 ＜追記＞15日、県教 97 2 0 5 紛失 学校内 FD 2 1 5 0
769 2005/3/18 みちのく銀行 弘前市在住者の氏名、 該当する顧客全員に、 19 1 0 5 紛失 業務中 書類 4 0 5 0
770 2005/3/19 大阪労働局大阪東公共職業 雇用保険料の払い戻し 2 1 0 6 盗難 電車内 鞄 1 0 5 0
771 2005/3/19 クラブツーリズム インターネット会員の クラッキングの判明し 90300 1 1 2 流出 不正ｱｸｾｽ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 2 0
772 2005/3/21 札幌三菱自動車販売 個人51人分の氏名、 該当の顧客には説明を 110 1 0 6 盗難 事務所荒らし PC 4 1 5 0
773 2005/3/22 あおぞら銀行 京都、渋谷 顧客26,411件の 該当の顧客には、郵送 26411 2 0 5 紛失 保管中 ﾏｲｸﾛﾌｨﾙﾑ 4 1 5 0
774 2005/3/22 京都府立医科大付属病院 退院した内科患者93 個人情報が入力されて 93 3 0 6 盗難 病院内 PC 3 1 5 0
775 2005/3/22 敬友会コスモケアサービス 利用者の住所、氏名、 1 0 6 盗難 事務所荒らし 書類 5 0 5 0
776 2005/3/23 兵庫県加古川市 625世帯の氏名、住 838 1 0 6 盗難 路上 ﾊﾞｲｸ 1 1 5 1
777 2005/3/24 徳島県羽ノ浦町 投票用紙 ＜追記＞8日、徳島県 1000 1 1 1 盗難 住民投票 投票用紙 1 0 2 0
778 2005/3/24 ロプロ 融資先490件分の氏 当該の顧客に謝罪文書 550 2 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 1
779 2005/3/25 アメリカンエキスプレスジ 日本支社 住所、氏名、勤務先、 9 2 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 1
780 2005/3/25 湘南信用金庫 久里浜支店 預金口座の取引状況 2 0 5 紛失 保管中 ﾏｲｸﾛﾌｨﾙﾑ 4 1 5 0
781 2005/3/25 中部電力 岡崎支店 取替番号、引込柱番号 顧客を訪問の上、事実 19 1 0 5 紛失 業務中 リスト 4 0 5 1
782 2005/3/25 ららぽーと 取引先331社の担当 1031 1 0 6 盗難 宅配中 PC 4 1 5 1
783 2005/3/26 東京都国立市水道業務課 住所、氏名、電話番号 4月1日に国立市議会 81 1 0 5 紛失 役所内 ｶｰﾄﾞ 1 0 5 0
784 2005/3/26 群馬県前橋市立某小学校 3年の児童の出席簿、 教諭は保護者宅を回っ 38 2 0 6 盗難 車上荒らし ケース 2 0 5 0
785 2005/3/28 ジェーシービー カード番号と申込書番 対象の顧客には、3月 7624 1 0 5 紛失 保管中 FD 4 1 5 1
786 2005/3/28 住友生命保険 総合職就職希望者全員 直後に学生にはメール 303 2 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 4 1 5 0
787 2005/3/28 トヨタカローラ静岡 顧客8544人分の住 顧客に謝罪。 8544 1 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 0
788 2005/3/29 神奈川県川崎市立富士見台 4年生の成績表 16日、該当クラスの 38 2 0 5 紛失 保管中 成績 2 0 5 0
789 2005/3/29 ガンホー GungHo-IDの 対象となった全ての顧 550 1 1 2 流出 不正ｱｸｾｽ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 2 0
790 2005/3/29 北海道札幌地裁滝川支部 26件の同支部第一審 当事者が所有する写し 30 3 0 5 紛失 誤廃棄 判決原本 1 0 5 0
791 2005/3/29 総務省関東総合通信局 氏名、メールアドレス 27人に謝罪し、着信 27 1 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 1 1 5 0
792 2005/3/29 高島屋 氏名や住所、電話番号 2846 1 0 5 紛失 運送中 伝票 4 0 5 1
793 2005/3/29 東京医科歯科大医学部附属 患者のカタカナ書きの 同病院は28日、病院 50 3 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 3 1 4 0
794 2005/3/30 アメリカンファミリー生命 契約者13,777人 17350 1 0 5 紛失 不明 MT 4 1 3 0
795 2005/3/30 埼玉県川越簡易裁判所 決定原本 さいたま地裁は、主任 10 3 0 5 紛失 役所内 決定原本 1 0 5 0
796 2005/3/30 兵庫県立姫路飾西高校 1クラス40人分の答 生徒宅を訪問して謝罪 40 2 0 5 紛失 学校内 答案 2 0 5 0
797 2005/3/30 みずほ銀行 預金者の氏名、口座番 専用問い合わせフリー 270000 2 0 5 紛失 保管中 書類 4 0 5 0
798 2005/3/30 みずほ信託銀行 口座番号、取引日、入 専用問い合わせフリー 6891 2 0 5 紛失 委託先 COM 4 1 5 1
799 2005/3/30 ユニー アピタ伊那 購入金額、カード名、 会員に連絡、会員番号 14 2 0 5 紛失 会社内 ﾚｼﾞ袋 4 0 5 0
800 2005/3/31 昭和シェル石油 クレジットカード番号 昭和シェル石油広報室 698 2 0 6 盗難 事務所荒らし 伝票 4 0 5 1
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801 2005/3/31 東京電力 千葉支店 顧客の契約名義、口座 帳票に記載されていた 16 2 0 5 紛失 会社内 帳票 4 0 5 1
802 2005/3/31 愛知県名古屋市上下水道局 利用者28人分の氏名 28 1 0 5 紛失 置き忘れ 鞄 1 0 5 0
803 2005/3/31 神奈川県横浜市立山王台小 5年生の全2クラス計 同校では、校内を探し 110 2 0 5 紛失 保管中 成績 2 0 5 0
804 2005/4/1 東京労働局新宿公共職業安 受給者1名の被保険者 同局はこの受給者に経 1 2 0 9 不適切処理 再利用 裏紙 1 0 5 0
805 2005/4/1 鳥取赤十字病院 氏名、生年月日、年齢 今後は個人情報の持ち 63 3 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 3 1 4 0
806 2005/4/2 広島県福山市 北部支所 名前や住所、電話番号 2 0 9 不適切処理 誤廃棄 書類 1 0 5 1
807 2005/4/2 山梨社会保険事務局 従業員の氏名、性別、 173 1 0 8 漏洩 誤送付 宛先違い 1 0 5 0
808 2005/4/4 宮城県仙台市消防局 火災発見者男女2人の ＜追記＞市は5日、関 2 2 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 1 1 5 0
809 2005/4/4 高島屋 大阪店 住所や氏名、生年月日 17 1 0 5 紛失 誤廃棄 ｶｰﾄﾞ 4 0 5 0
810 2005/4/5 ホンダプリモ新福岡 中央営業所 顧客の氏名、住所、生 当該期間の顧客には、 29 2 0 9 不適切処理 誤廃棄 任意保険証券控 4 0 5 0
811 2005/4/5 リコー リコーから業務ソフト 該当する顧客に対して 18656 1 0 6 盗難 置き引き PC 4 1 5 1
812 2005/4/7 東北テレメディア開発 法人名義の携帯電話7 法人に謝罪。法人名に 137 1 0 5 紛失 不明 リスト 4 0 3 0
813 2005/4/7 行政書士 戸籍謄本など 大阪市の行政書士は3 3255 1 1 3 漏洩 不正提供 売却 1 0 1 0
814 2005/4/7 北海道銀行 エントリーシートには 170 2 0 8 漏洩 誤送信 FAX 4 0 5 0
815 2005/4/8 奈良県葛城市立忍海小学校 クラス児童24人分の 教頭と男性教諭が家庭 24 2 0 5 紛失 不明 調査書 2 0 3 0
816 2005/4/8 北海道北広島市福祉センタ 児童の氏名、生年月日 2 2 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 1 1 5 0
817 2005/4/8 クレディ・スイス信託銀行 顧客情報 2 1 3 漏洩 流用 ﾃﾞｰﾀ 4 0 5 0
818 2005/4/8 鈴鹿サーキットランド 顧客29人分の住所、 29 2 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 5 0
819 2005/4/8 宮城県仙台東郵便局 利用者の氏名、口座番 該当顧客を、順次、訪 91 2 0 5 紛失 散乱 ﾃｰﾌﾟ 1 0 5 1
820 2005/4/8 愛知県名古屋市環境局公害 患者の氏名、生年、病 70 3 0 5 紛失 誤廃棄 ﾚｾﾌﾟﾄ 1 0 5 0
821 2005/4/8 北洋銀行 琴似中央支 送金依頼人および受取 誤送信判明後直ちに送 26 2 0 8 漏洩 誤送信 FAX 4 0 5 0
822 2005/4/9 千葉ガス 住所、氏名、電話番号 同社は、顧客に謝罪す 3 1 0 5 紛失 散乱 台帳 4 0 5 1
823 2005/4/9 トヨタカローラ札幌、旭川 顧客名や電話番号、銀 3 2 0 8 漏洩 誤送信 FAX 4 0 5 0
824 2005/4/9 三重県立津工業高校 1年生から3年生まで 10日、臨時PTA役 237 2 0 6 盗難 事務所荒らし PC 2 1 5 0
825 2005/4/13 茨城銀行 送金依頼人および受取 今後は、定期的に送信 3 2 0 8 漏洩 誤送信 FAX 4 0 5 0
826 2005/4/13 JR北海道 大麻駅 氏名、年齢、性別、住 JR北海道では、12 2671 1 0 9 不適切処理 誤廃棄 書類 4 0 5 0
827 2005/4/13 綜合警備保障 顧客282件の氏名、 顧客に連絡し、謝罪。 282 1 0 5 紛失 置き忘れ PC 4 1 5 0
828 2005/4/13 東京都多摩郵便局 住民190人の住所、 190 1 0 5 紛失 電車内 鞄 1 0 5 0
829 2005/4/13 NTTドコモ 福山市東桜 顧客の住所、電話番号 NTTDoCoMo中 23 1 0 6 盗難 事務所荒らし 書類 4 0 5 0
830 2005/4/13 北海道労働金庫 氏名、住所、口座番号 顧客に報告し謝罪。 2 2 0 5 紛失 誤廃棄 口座振替依頼書 4 0 5 0
831 2005/4/13 神奈川県横浜市立某中学 障害児の名字や指導内 プライバシー侵害、市 1 2 1 3 漏洩 無断掲載 ﾃﾞｰﾀ 2 0 1 0
832 2005/4/14 イオン 138人分の交通事故 138 1 0 5 紛失 不明 申込書 4 0 3 0
833 2005/4/14 茨城県牛久市立中根小学校 6年の担任クラスの児 翌13日、教諭らが児 36 1 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 2 0 5 0
834 2005/4/14 石川県金沢市立玉川図書館 氏名、殺人や強盗など 個人情報保護法全面施 3 1 3 漏洩 公開 人名録 1 0 1 1
835 2005/4/14 千葉県千葉市 建設反対派住民6人の ＜追記＞千葉市はリス 6 1 1 3 漏洩 不正提供 名簿 1 0 1 0
836 2005/4/14 TVQ九州放送 携帯メールアドレス 誤送信に気づいた登録 1 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 4 1 5 1
837 2005/4/14 NTT西日本 氏名、住所、電話番号 ＜追記8/10＞総務 1818 1 0 6 盗難 自宅 PC 4 1 5 1
838 2005/4/15 自治医科大学附属病院 退院した患者計73人 患者に事実関係を説明 73 3 0 6 盗難 車上荒らし PC 3 1 5 0
839 2005/4/15 西武百貨店 船橋店 顧客151人分の住所 顧客に連絡。 151 1 0 5 紛失 保管中 名簿 4 0 5 0
840 2005/4/15 東京ガス 顧客の住所、氏名、電 26 1 0 5 紛失 散乱 書類 4 0 5 1
841 2005/4/15 トヨタレンタリース横浜 顧客(1,113名の 顧客に連絡し、謝罪。 9804 2 0 6 盗難 電車内 PC 4 1 5 1
842 2005/4/15 日本データ通信協会 氏名、会社名、電子メ 該当する事業者の担当 30 1 0 7 流出 誤配信 宛先 5 1 5 0
843 2005/4/15 福岡クボタ 顧客66,126人分 66126 1 0 6 盗難 事務所荒らし PC 4 1 5 0
844 2005/4/15 秋田県湯沢市 旧湯沢市在住の18歳 市長職務執行者名で謝 11873 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
845 2005/4/16 北海道札幌市水道サービス 住所、氏名、検針履歴 160 1 0 5 紛失 落し物 携帯 1 1 5 0
846 2005/4/17 長野県佐久市保健福祉部 氏名、生年月日、住所 受信者から電話で誤送 2 1 0 8 漏洩 誤送信 FAX 1 0 5 0
847 2005/4/17 滋賀県立八日市養護学校 同校の寄宿舎で生活す 保護者に連絡。＜追記 15 2 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 2 0 5 0
848 2005/4/18 三重県名張市 新中学1年生にあたる 120 1 1 3 漏洩 不正取得 住民基本台帳 1 0 2 0
849 2005/4/19 佐賀銀行 和多田支店 氏名、住所、電話番号 封筒は開けられたが、 4 2 0 8 漏洩 誤送付 宛先違い 4 0 5 0
850 2005/4/19 静岡県立富士養護学校 計17人分生徒の氏名 生徒や保護者には電話 47 2 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 2 0 5 0
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851 2005/4/19 大京管理 千葉支店 70世帯の氏名、電話 16日以降、対象者に 70 1 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 0
852 2005/4/19 日本郵船 エントリーシート（履 16日以降、対象者に 122 1 0 5 紛失 帰宅途中 履歴書 4 0 5 0
853 2005/4/19 ネッツトヨタセントロ岐阜 大垣店 顧客626人分の住所 文書と電話で該当する 626 2 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 0
854 2005/4/19 愛媛県松山中央郵便局 契約者の住所、氏名、 日本郵政公社四国支社 2 1 3 漏洩 不明 書類 1 0 1 0
855 2005/4/20 北陸銀行 福井支店 従業員150人分、企 事実が発覚した今月4 173 2 0 8 漏洩 誤送付 宛先違い 4 0 5 1
856 2005/4/21 セキスイファミエス東京 厚木事業所 3,803邸の所有者 該当する顧客に、文書 3803 2 0 6 盗難 事務所荒らし PC 4 1 5 0
857 2005/4/21 東京都練馬区立某中学校 生徒の成績などが入っ 2 1 1 盗難 嫌がらせ 名簿 2 0 2 0
858 2005/4/21 フルキャスト 登録スタッフ162 該当する登録スタッフ 162 2 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 0
859 2005/4/22 みちのく銀行 氏名、住所、電話番号 1310000 2 0 5 紛失 誤廃棄 CD-ROM 4 1 5 0
860 2005/4/22 愛知県静岡市教育委員会 生徒の通知表、調査書 該当する5校では、2 6388 1 1 1 盗難 恐喝 HDD 1 1 2 0
861 2005/4/23 沖縄セルラー電話 顧客と家族140名分 該当顧客には、個別に 140 1 0 5 紛失 置き忘れ 鞄 4 0 5 0
862 2005/4/23 埼玉県さいたま市立谷田小 さいたま市立谷田小学 30 1 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 2 0 5 0
863 2005/4/25 NTTデータ 顧客2,146件（電 該当の顧客へは、早急 2146 1 0 6 盗難 自宅 PC 4 1 5 1
864 2005/4/26 秋田大学 教職員約1,700人 2150 2 0 6 盗難 事務所荒らし PC 2 1 5 0
865 2005/4/26 オープンループ 東京支社 937名分の氏名、携 該当者に対して個別に 937 1 0 6 盗難 電車内 PC 4 1 5 0
866 2005/4/26 京都市西京保健所 ガン検診受診票 受診者に個別に謝罪。 57 3 0 5 紛失 誤廃棄 受診票 1 0 5 0
867 2005/4/26 近鉄百貨店 橿原店 商品を購入した顧客の 210 1 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 1
868 2005/4/27 藍沢証券 894名分の顧客の氏 該当の顧客には個別に 894 2 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 0
869 2005/4/27 ASA桐生南部庭野新聞店 約12,000人分の 14450 2 0 6 盗難 事務所荒らし PC 4 1 5 0
870 2005/4/27 ケーブルテレビ可児 業務時間外に問い合わ 355 1 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 0
871 2005/4/27 東京都杉並区立上荻保育園 園児の住所や成長記録 紛失判明から1ヶ月以 23 1 0 5 紛失 保管中 児童票 2 0 5 0
872 2005/4/27 テレビ朝日 氏名、ふりがな、電子 対象となった29名に 29 1 0 7 流出 ｼｽﾃﾑ不具合 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 4 0
873 2005/4/27 千葉県松戸市立病院 氏名や病状など 患者と家族に謝罪。 1 3 0 8 漏洩 誤送信 FAX 3 0 5 0
874 2005/4/28 山形県米沢市 用具を必要とする本人 ＜追記＞市は担当の福 300 2 0 9 不適切処理 放置 書類 1 0 5 0
875 2005/5/2 イオンクレジットサービス 現金自動支払機（CD 148 2 0 5 紛失 回収時 記録紙 4 0 5 1
876 2005/5/2 静岡ガス 顧客の氏名、住所、電 5月2日までに、全て 33 1 0 5 紛失 会社内 伝票 4 0 5 0
877 2005/5/2 武富士 高松支店 顧客80人分の氏名、 該当する顧客に、個別 80 2 0 5 紛失 帰宅途中 鞄 4 0 5 0
878 2005/5/2 北國銀行 富山支店 振込予定明細表（給与 書類は、誤送付先の協 152 2 0 8 漏洩 誤送付 宛先違い 4 0 5 0
879 2005/5/5 埼玉県富士見市 市民の名前や所有する 対象者には5日から市 634 2 0 8 漏洩 誤送付 混入 1 0 5 0
880 2005/5/6 神奈川県小田原市立三の丸 児童氏名、住所、電話 学校関係者が6日、各 32 2 0 5 紛失 学校内 家庭環境表 2 0 5 0
881 2005/5/6 大東銀行 いわき東支 同支店の全顧客（15 7日以降、データを紛 4552 2 0 5 紛失 会社内 ﾒﾓﾘ 4 1 5 0
882 2005/5/6 山口銀行 福岡支店 振込先名、取引銀行・ 振込依頼企業と振込先 30 2 0 8 漏洩 誤送信 FAX 4 0 5 0
883 2005/5/6 神奈川県横浜市水道局 伝票とお知らせ 3 1 0 8 漏洩 誤送付 宛先違い 1 0 5 1
884 2005/5/7 デオデオ 氏名、FAX番号、住 6 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 4 0
885 2005/5/7 東京都豊島区 顧客377件の口座番 当該事業所に事情を説 377 2 0 6 盗難 車上荒らし ﾊﾞｲｸ 1 1 5 0
886 2005/5/7 愛知県名古屋市 被保険者の名前や住所 4 2 0 5 紛失 委託先 書類 1 0 5 1
887 2005/5/9 伊勢丹 浦和店 氏名、住所、電話番号 該当顧客には個別に説 22 1 0 5 紛失 会社内 PC 4 1 5 0
888 2005/5/9 タイヘイ 山科出張所 202人分の提携先を 該当する顧客に、事情 202 1 0 5 紛失 置き忘れ 書類 4 0 5 0
889 2005/5/10 岩谷産業 顧客の氏名、住所、電 該当する顧客に電話で 1228 1 0 6 盗難 事務所荒らし PC 4 1 5 1
890 2005/5/10 京都大学 教育学部 卒業年、氏名、住所、 1738 1 0 6 盗難 事務所荒らし PC 2 1 5 0
891 2005/5/10 鈴与オイルサービス浜松 浜松北SS 1,337人分の伝票 1337 2 1 1 盗難 不正使用 ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ 4 0 5 0
892 2005/5/10 千葉県水道局 市原支所 水道料金未納者10人 10 2 0 5 紛失 電車内 メモ 1 0 5 0
893 2005/5/10 神奈川県大和市立大和中学 2年生全生徒260人 11日、緊急保護者会 827 1 0 6 盗難 車上荒らし PC 2 1 5 0
894 2005/5/11 静岡県湖西市はつらつセン 利用者約300人の住 利用者に対して3月2 300 1 0 6 盗難 事務所荒らし PC 1 1 5 0
895 2005/5/11 札幌トヨタ自動車 北光支店 顧客494件の氏名、 494 2 0 6 盗難 事務所荒らし PC 4 1 5 0
896 2005/5/11 山陰放送 グループに登録した全 該当者に、電話と電子 67 1 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 4 1 5 0
897 2005/5/11 静岡県静岡市 静岡市清水区内の水道 2481 1 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 1 0 5 1
898 2005/5/12 北海道江別市幼児ことばの 担当児11人と父母の 同市助役は、陳謝した 11 2 0 6 盗難 自宅 PC 2 1 5 1
899 2005/5/12 北海道札幌地検 目撃証言した証人の住 同地検は証人女性から 1 1 1 3 漏洩 目的外使用 ﾃﾞｰﾀ 1 0 1 1
900 2005/5/12 そごう 広島店 商品を購入した顧客の 該当する顧客には、個 271 1 0 5 紛失 誤廃棄 名簿 4 0 5 0
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901 2005/5/12 東京電力 群馬支店 顧客10名の住所、氏 対象顧客に対し、個別 10 2 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 1
902 2005/5/12 愛知県名古屋市社会福祉協 同館が主催する講座の 84 1 0 6 盗難 事務所荒らし PC 1 1 5 0
903 2005/5/12 大阪府八尾市 住所、名前、所得、課 10686 2 0 6 盗難 車上荒らし ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 1 0 5 0
904 2005/5/13 オリックス自動車 クレジットカード利用 該当の顧客に連絡。 9 2 0 6 盗難 事務所荒らし 金庫 4 0 5 0
905 2005/5/13 千葉県野田市 市税滞納者の差押通知 5月12日、市は、収 2 2 0 8 漏洩 誤送付 宛先違い 1 0 5 0
906 2005/5/13 広島銀行 山口県下某 法人2社、個人18名 依頼人並びに受取人に 18 2 0 8 漏洩 誤交付 書類 4 0 5 0
907 2005/5/13 広島銀行 広島県下某 法人144社、個人1 依頼人並びに受取人に 1 2 0 8 漏洩 誤交付 書類 4 0 5 0
908 2005/5/13 大阪府八尾市 納税者の住所、氏名や 10686 2 0 6 盗難 路上 車 1 0 5 1
909 2005/5/13 プリーバ 会員番号、氏名、取引 2 2 0 8 漏洩 誤送付 宛先違い 4 0 5 0
910 2005/5/13 山陰合同銀行 安来支店 42人の氏名、住所、 該当する顧客のうち、 42 2 0 8 漏洩 誤送付 混入 4 0 5 0
911 2005/5/14 青森県弘前市 11人分のうち7人分 13日両事業所に出向 11 2 0 8 漏洩 誤送付 混入 1 0 5 1
912 2005/5/14 りそな銀行 渋谷支店 取引先企業２社の従業 115 2 0 8 漏洩 誤交付 書類 4 0 5 0
913 2005/5/14 りそな銀行 近畿大阪銀 利用者20人の氏名、 20 2 0 8 漏洩 誤送信 FAX 4 0 5 0
914 2005/5/15 神奈川県横浜市 保土ケ谷区 住所、氏名、被保険者 男性に説明と謝罪をす 1 2 0 8 漏洩 誤送付 宛先違い 1 0 5 0
915 2005/5/16 ケイ・オプティコム 12,004名の氏名 12004 1 0 5 紛失 帰宅途中 HDD 4 1 5 0
916 2005/5/16 東北電力 宮城支店 住所、氏名、電話番号 3人に事情を説明し、 3 2 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 1
917 2005/5/16 三重県松阪市保健福祉課 検診を受けた住民34 16日、一覧表に氏名 348 2 0 6 盗難 車上荒らし 書類 1 0 5 0
918 2005/5/16 ジェーエムエーシステムズ 顧客・取引先に関する 「お客様お問合わせ窓 1817 1 0 6 盗難 電車内 PC 4 1 5 0
919 2005/5/17 カカクコム 顧客の電子メールアド ＜追記＞説明会を開催 22511 1 1 2 流出 不正ｱｸｾｽ データ 4 1 2 0
920 2005/5/17 静岡県静岡市立井宮北小学 児童合わせて147人 該当する児童に、事情 147 2 0 6 盗難 車上荒らし PC 2 1 5 0
921 2005/5/17 沖縄県那覇市 滞納者33人分の氏名 33 2 0 9 不適切処理 再利用 裏紙 1 0 5 0
922 2005/5/18 イッツデモ クレジットカード利用 156 2 0 6 盗難 事務所荒らし ｶｰﾄﾞ利用票 4 0 5 0
923 2005/5/18 常陽銀行 友部支店 顧客700人（法人1 5月17日、該当の顧 707 2 0 8 漏洩 誤送付 宛先違い 4 0 5 0
924 2005/5/18 神奈川県横浜市立港湾病院 住所や氏名など 問題発覚後の1月21 12000 1 1 3 漏洩 流用 挨拶状 3 0 1 0
925 2005/5/18 東京都豊島区 戸籍謄本 区幹部が2人の自宅を 2 2 0 8 漏洩 誤送付 宛先違い 1 0 5 0
926 2005/5/20 雇用・能力開発機構ポリテ 訓練生の氏名、居住し センターは訓練生全員 52 2 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 1 1 5 0
927 2005/5/20 中国銀行 福山南支店 顧客13名分の氏名、 送付先に説明、謝罪の 13 2 0 8 漏洩 誤送付 宛先違い 4 0 5 0
928 2005/5/20 TBS ニックネーム、生年月 現在はシステムが修正 11 1 0 7 流出 ｼｽﾃﾑ不具合 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 4 0
929 2005/5/20 日本航空 氏名、購入品目、カー 氏名、購入品目、カー 51 2 0 5 紛失 誤廃棄 売上票 4 0 5 0
930 2005/5/20 ボーダフォン 氏名、携帯電話番号、 対象顧客に、個別に事 146 2 0 9 不適切処理 誤廃棄 書類 4 0 5 1
931 2005/5/20 神奈川県横浜市 精神障害者保健福祉手 市の調査依頼に対し、 67 2 0 5 紛失 不明 書類 1 0 3 0
932 2005/5/21 ＪＡそうま 福島県鹿島 住所、氏名、生年月日 情報が流出した疑いの 593 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
933 2005/5/21 中部電力 静岡支店 665戸（契約数83 事情説明と謝罪のため 665 1 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 1
934 2005/5/22 石川県加賀市立某小学校 全児童と保護者、職員 28日、保護者を対象 70 1 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 2 0 5 0
935 2005/5/23 アビバ 「イオン旭 受講生と修了生の計1 旭川中央署は、同社女 131 2 1 3 漏洩 不正提供 売却 4 1 1 0
936 2005/5/23 岐阜県大垣市 市民21,869件分 料金引落しについては 21869 2 0 5 紛失 不明 MT 1 1 3 0
937 2005/5/23 千葉県南部林業事務所 県が管理する保安林所 再発防止のため、今後 7000 1 0 9 不適切処理 売却 PC 1 1 5 1
938 2005/5/23 中国電力 顧客の住所、氏名、電 該当の顧客に対して、 4 2 0 8 漏洩 誤送付 宛先違い 4 0 5 1
939 2005/5/23 日産サティオ高知 顧客485件の氏名、 該当する顧客には、報 485 2 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 0
940 2005/5/23 日本航空 氏名、搭乗便名、運賃 日航は23日、乗客全 355 2 0 5 紛失 不明 航空券 4 0 3 0
941 2005/5/24 NTTデータ 社員11,835名分 再発防止として、（1 11835 1 0 5 紛失 帰宅途中 USB 4 1 5 0
942 2005/5/24 ＪＡバンク岩手 住所、氏名、生年月日 7 2 0 8 漏洩 誤送付 宛先違い 4 0 5 0
943 2005/5/24 ベンチャー・オンライン 電子メールアドレス 475 1 0 7 流出 誤配信 宛先 4 1 5 0
944 2005/5/25 神奈川県茅ヶ崎市 市税延滞金未納通知書 自宅に伺い、書類を確 2 2 0 8 漏洩 誤送付 宛先違い 1 0 5 0
945 2005/5/26 兵庫県宝塚市立山手台中学 全校生徒190人分の 18日に全校集会と保 190 2 0 5 紛失 学校内 携帯型記録媒体 2 1 5 0
946 2005/5/26 東京電力 沼津支店 カタカナの契約名義人 未発見の帳票に記載の 30 1 0 5 紛失 業務中 書類 4 0 5 1
947 2005/5/26 名古屋鉄道 定期券には個人名と年 オークションの管理者 100 1 0 9 不適切処理 誤廃棄 定期券 4 0 5 0
948 2005/5/26 みずほ信託銀行 神戸支店 顧客の氏名、住所、電 該当する顧客に、個別 97 2 0 5 紛失 誤廃棄 ｶｰﾄﾞ 4 0 5 0
949 2005/5/27 山口県阿東町 別の男性の住民票 男性が住民課を訪れて 1 1 0 8 漏洩 誤交付 書類 1 0 5 0
950 2005/5/27 岐阜県立岐阜病院 患者情報 県は、個人情報保護法 430 1 1 3 漏洩 流用 挨拶状 3 0 1 0
19
NO 年月日 組織名 支店名 漏洩内容 対応 漏洩数
情報ﾚ
ﾍﾞﾙ
原因
大
原因
ｺｰﾄﾞ 原因中 原因小 媒体 業種別
媒体ﾈｯ
ﾄ 経路 委託
951 2005/5/27 東京トヨタ自動車 顧客110人分の氏名 110 1 0 5 紛失 営業中 PC 4 1 5 0
952 2005/5/27 栃木県北児童相談所 児童延べ90人分の氏 240 2 0 6 盗難 車上荒らし ﾒﾓﾘ 1 1 5 0
953 2005/5/27 日本生命保険 佐賀支社 企業名最大5社と、そ 該当顧客には、企業を 155 1 0 5 紛失 保管中 PC 4 1 5 0
954 2005/5/27 松下電工 松下電工 「からだバランスチェ 2233 1 0 5 紛失 不明 MO 4 1 3 0
955 2005/5/27 りそな銀行 NHK受信者の住所、 NHKは、二重支払を 278 1 0 5 紛失 不明 払込取扱票 4 0 3 0
956 2005/5/30 三光純薬 顧客、取引先、弊社お 4,690名には、事 23444 1 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 0
957 2005/5/30 日立キャピタルオートリー 氏名、住所、お支払内 該当者には連絡先を確 371 1 0 5 紛失 不明 はがき 4 0 3 1
958 2005/5/31 百十四銀行 香川県内某 生徒627名と口座名 生徒、口座名義人に文 627 2 0 8 漏洩 誤交付 書類 4 0 5 0
959 2005/5/31 ヤナセ 北関東営業 顧客75名の氏名、電 該当する顧客に事実関 88 1 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 0
960 2005/5/31 UBS証券会社 氏名、住所、 電話番 15500 2 0 5 紛失 誤廃棄 ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ 4 1 5 0
961 2005/5/31 佐賀銀行 福岡支店 会社名、従業員の名前 75 2 0 8 漏洩 誤交付 書類 4 0 5 0
962 2005/5/31 ナイス 電子メールアドレス。 31 1 0 7 流出 誤配信 宛先 4 1 5 0
963 2005/5/31 新日本監査法人 顧客情報 3317 1 0 6 盗難 自宅 PC 1 1 5 0
964 2005/6/1 三菱信託銀行 氏名、生年月日、電話 173441 2 0 5 紛失 誤廃棄 ﾏｲｸﾛﾌｨｯｼｭ 4 1 5 0
965 2005/6/1 NTTドコモ東海 基地局の所在地、鍵を 3月に総務省東海総合 800 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 1
966 2005/6/2 愛知県一宮市立今伊勢西小 児童名簿には児童の氏 市教委は市内の小中学 600 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 2 1 4 0
967 2005/6/2 NTT西日本 申込商品、申込者名、 該当の顧客に個別に説 84000 1 0 5 紛失 会社内 ﾒﾓﾘ 4 1 5 0
968 2005/6/2 コスモスライフ 12棟409戸に居住 該当する全マンション 409 1 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 1
969 2005/6/2 住宅金融公庫 借入申込書、返済計画 該当の顧客には、4月 500 2 0 5 紛失 誤廃棄 書類 4 0 5 0
970 2005/6/2 パナホーム 埼玉支社 氏名・住所・電話番 電話または直接訪問し 4 1 0 6 盗難 車上荒らし 書類 4 0 5 0
971 2005/6/3 ブラザー販売 口座番号またはカード 442 2 0 6 盗難 事務所荒らし PC 4 1 5 1
972 2005/6/3 宮城県信用農業協同組合連 氏名、年齢、振替口座 該当者には説明と謝罪 2800 2 0 5 紛失 不明 貸付稟議書 4 0 3 0
973 2005/6/3 日本信販 顧客氏名、住所、電話 対象の２名には、連絡 2 2 0 5 紛失 不明 口座手続用紙 4 0 3 0
974 2005/6/3 熊本学園大学 在学生約12,000 42000 2 0 6 盗難 事務所荒らし PC 2 1 5 1
975 2005/6/3 中京銀行 弥富支店 (1)顧客74件分の 資料に掲載されていた 200 2 0 5 紛失 誤廃棄 書類 4 0 5 0
976 2005/6/3 名古屋トヨペット 瑞穂店 個人顧客138人と法 該当する顧客には、状 205 1 0 5 紛失 業務中 書類 4 0 5 0
977 2005/6/3 JT日本たばこ産業 長野支店松 名前、住所、電話番号 該当する販売店に、事 74 2 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 0
978 2005/6/3 三菱地所 電子メールアドレス 事実発覚後、ただちに 19 1 0 7 流出 誤配信 宛先 4 1 5 0
979 2005/6/3 鳥取県米子市 住所、氏名、支給額な 2 2 0 8 漏洩 誤送付 宛先違い 1 0 5 0
980 2005/6/4 鹿児島社会保険事務局 加治木社会 基礎年金番号、住所、 戸別訪問で紛失を明ら 6 1 0 5 紛失 業務中 現金領収証書 1 0 5 0
981 2005/6/4 兵庫県篠山市 200人の名簿 同市は市個人情報保護 200 1 1 3 漏洩 目的外使用 DM 1 0 1 1
982 2005/6/4 立命館慶祥中学校 生徒約200人分の氏 生徒が所持していたデ 200 2 1 2 流出 不正ｱｸｾｽ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 2 1 1 0
983 2005/6/4 東京労働局 足立公共職 89人分の雇用保険被 両事業所には、経過を 89 2 0 8 漏洩 誤送付 宛先違い 1 0 5 0
984 2005/6/4 兵庫県姫路市立花田中学校 紙袋に入れていた3年 6月2日、生徒宅を訪 128 2 0 5 紛失 学校内 書類 2 0 5 0
985 2005/6/4 宮城県信用農業協同組合連 農林公庫から営農資金 2800 2 0 5 紛失 誤廃棄 書類 1 0 5 0
986 2005/6/6 北海道札幌市立札苗中学校 同中のPTA役員92 ＜追記＞（2005年 1000 2 0 6 盗難 車上荒らし PC 2 1 5 0
987 2005/6/6 ジャパンエナジー カード会員情報が漏洩 当該店舗で入会受付し 26 2 1 2 流出 不正取引 ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ 4 1 2 0
988 2005/6/6 東京シティ信用金庫 池袋本町 274名分で、顧客の 該当する顧客を訪問し 274 2 0 5 紛失 帰宅途中 鞄 4 0 5 0
989 2005/6/6 千葉県柏市某総合病院 氏名、住所、電話番号 病院関係者が故意に流 270 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 3 1 1 0
990 2005/6/6 マイクロソフト 日本法人 電子メールアドレス 対象となった顧客には 116 1 0 7 流出 誤配信 宛先 4 1 5 0
991 2005/6/7 北海道旭川市内某弁護士事 破産手続きを依頼した 債務者に謝罪。 1 3 0 8 漏洩 誤送信 FAX 1 0 5 0
992 2005/6/7 NECファシリティーズ 社員約400人分の氏 400 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
993 2005/6/7 富山信用金庫 氏名、住所、勤務先、 6 2 0 8 漏洩 誤送信 FAX 4 0 5 0
994 2005/6/7 富山信用金庫 高原町 口座番号や印鑑の写し 1 2 0 8 漏洩 誤送信 FAX 4 0 5 0
995 2005/6/9 兵庫県西宮市 電子メールアドレス 同日中に、謝罪と電子 121 1 0 7 流出 誤配信 宛先 1 1 5 0
996 2005/6/10 ウィルコム 法人顧客、見込み法人 顧客情報保護対策室を 2059 1 0 6 盗難 不明 PC 4 1 5 0
997 2005/6/10 ジェイティービー 大阪支店 氏名、性別、生年月日 該当者に経緯を報告し 1594 2 0 6 盗難 置き引き PC 4 1 5 0
998 2005/6/13 神奈川県立がんセンター がん患者2,176人 2500 3 0 6 盗難 自宅 PC 3 1 5 0
999 2005/6/13 ソニー 申込者364件分の氏 該当の顧客に、直接連 364 1 1 3 漏洩 不正取得 ﾃﾞｰﾀ 4 1 1 0
1000 2005/6/13 福島県立会津養護学校 3年生のクラス5人の 10日に保護者説明会 69 2 0 5 紛失 置き忘れ 鞄 2 0 5 0
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1001 2005/6/14 NTTコミュニケーション 名前、マンション名、 13000 1 0 6 盗難 事務所荒らし PC 4 1 5 0
1002 2005/6/15 トヨタカローラ石川 津幡店 氏名、住所、電話番号 3907 2 0 6 盗難 事務所荒らし PC 4 1 5 0
1003 2005/6/15 熊本県鹿本教育事務所 6年生1クラスの児童 校長と教諭が、それぞ 34 2 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 1 0 5 0
1004 2005/6/15 信金中央金庫 顧客803人（996 該当する顧客に、事実 996 2 0 9 不適切処理 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1005 2005/6/15 千葉県八千代市 訪問先68世帯の住所 名簿などに記載された 68 1 0 6 盗難 置き引き 鞄 1 0 5 1
1006 2005/6/16 大脇正美草津市議 293人分の住所、氏 住所録の掲載者に謝罪 300 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
1007 2005/6/16 聖ルカ会西部介護保険セン 330人分の氏名、住 横須賀市は、該当する 330 2 0 6 盗難 事務所荒らし PC 3 1 5 0
1008 2005/6/16 大阪府高槻市立赤大路小学 全校児童395名の氏 14日に保護者を集め 395 1 0 5 紛失 学校内 名簿 2 0 5 0
1009 2005/6/16 徳島税務署 消費税申告書 署員が提出元の事業所 10 2 0 5 紛失 保管中 書類 1 0 5 0
1010 2005/6/17 琉球銀行 那覇市 家主と、1人分の預金 翌16日までに家主、 2 2 0 8 漏洩 誤交付 書類 4 0 5 0
1011 2005/6/18 全日本空輸 マイレージ会員320 5300 1 1 1 盗難 悪意 PC 4 1 2 1
1012 2005/6/18 沖縄県労働金庫 氏名、住所、普通預金 依頼書は17日に回収 1 2 0 8 漏洩 誤送付 宛先違い 4 0 5 0
1013 2005/6/18 東京都 多摩水道事 顧客の氏名、住所、電 顧客に対し、謝罪と経 109520 1 0 5 紛失 回収ﾐｽ CD-ROM 1 1 5 1
1014 2005/6/20 大阪府大阪市公園協会 寄付会員（氏名、性別 307000 1 0 6 盗難 自宅 PC 5 1 5 1
1015 2005/6/21 三菱電機 被保険者の住所、氏名 対象世帯には謝罪と、 2781 2 0 5 紛失 帰宅途中 ﾒﾓﾘ 4 1 5 1
1016 2005/6/21 あぶくま信用金庫 名前、残高、取引内容 86444 2 0 5 紛失 保管中 ﾃﾞｰﾀ 4 1 5 0
1017 2005/6/21 米ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ 1000 2 1 2 流出 不正ｱｸｾｽ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 2 0
1018 2005/6/23 トーマツ 取り引き先法人名・個 4000 2 0 5 紛失 不明 PC 4 1 3 0
1019 2005/6/23 三菱電機ﾌﾟﾗﾝﾄｴﾝｼ 各原発の点検結果報告 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
1020 2005/6/23 京葉ガス 氏名、住所、電話番号 個別に訪問して事実説 14 1 0 6 盗難 車上荒らし 書類 4 0 5 1
1021 2005/6/25 北海道小平町立小平中学校 個人情報 2 0 6 盗難 事務所荒らし PC 2 1 5 0
1022 2005/6/25 埼玉県与野郵便局 契約者氏名、住所、証 確認が取れ次第、個別 256 2 0 6 盗難 車上荒らし ｸﾘｱｹｰｽ 1 0 5 0
1023 2005/6/27 ブライダルフォトサロン 札幌市 注文書には結婚を予定 230 2 0 5 紛失 移転中 書類 4 0 5 1
1024 2005/6/29 アデコ 氏名、住所、電話番号 61876 1 1 2 流出 不正ｱｸｾｽ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 2 0
1025 2005/6/29 福井銀行 顧客氏名、口座番号、 170000 2 0 5 紛失 保管中 書類 4 0 5 0
1026 2005/6/29 福島信用金庫 氏名、口座番号、残高 47483 2 0 5 紛失 誤廃棄 ｺﾑﾌｨｯｼｭ 4 1 5 0
1027 2005/6/29 須賀川信用金庫 氏名、口座番号、残高 28041 2 0 5 紛失 誤廃棄 ｺﾑﾌｨｯｼｭ 4 1 5 0
1028 2005/6/29 郡山信用金庫 氏名、口座番号、残高 8140 2 0 5 紛失 誤廃棄 ｺﾑﾌｨｯｼｭ 4 1 5 0
1029 2005/6/30 三井住友銀行 氏名、住所、生年月日 61405 2 0 5 紛失 誤廃棄 ﾏｲｸﾛﾌｨﾙﾑ 4 1 5 0
1030 2005/6/30 大東銀行 氏名、住所、生年月日 39000 2 0 5 紛失 誤廃棄 ﾏｲｸﾛﾌｨﾙﾑ 4 1 5 0
1031 2005/6/30 関西アーバン銀行 顧客の氏名、住所や、 52000 2 0 5 紛失 誤廃棄 MO 4 1 5 0
1032 2005/6/30 宮城第一信用金庫 顧客の名前や口座番号 7023 2 0 5 紛失 誤廃棄 ﾏｲｸﾛﾌｨﾙﾑ 4 1 5 0
1033 2005/6/30 農林中央金庫 福島支店 氏名、住所、電話番号 1527 2 0 5 紛失 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1034 2005/6/30 りそなホールディングス 氏名、住所、生年月日 287000 2 0 5 紛失 誤廃棄 ﾏｲｸﾛﾌｨﾙﾑ 4 1 5 0
1035 2005/6/30 東邦銀行 預金印鑑票や融資関連 15600 2 0 5 紛失 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1036 2005/6/30 UFJ信託銀行 氏名、住所、生年月日 116000 2 0 5 紛失 誤廃棄 ﾏｲｸﾛﾌｨﾙﾑ 4 1 5 0
1037 2005/6/30 NTTドコモ 氏名、電話番号等 該当者には個別に連絡 48000 1 0 5 紛失 不明 ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ 4 1 3 1
1038 2005/7/1 伊勢丹 新宿本店 顧客2,630人分の 伊勢丹と、イヴ・サン 2630 1 0 5 紛失 不明 ﾒﾓﾘ 4 1 3 1
1039 2005/7/1 岐阜県笠松町 1998年度に国民健 1400 1 0 5 紛失 散乱 書類 1 0 5 0
1040 2005/7/1 群馬県警察 組織犯罪対 捜査情報 3 0 6 盗難 置き引き FD 1 1 5 0
1041 2005/7/1 マイクロソフト 電子メールアドレス 559 1 0 7 流出 誤配信 宛先 4 1 5 0
1042 2005/7/4 トムス・エンタテインメン 電子メールアドレス 同社は、謝罪するとと 13436 1 0 7 流出 誤配信 宛先 4 1 5 0
1043 2005/7/4 みずほ銀行 パスワード、暗証番号 被害に対する補償とし 1 2 1 2 流出 不正ｱｸｾｽ ｽﾊﾟｲｳｴｱ 4 1 2 0
1044 2005/7/5 大分銀行 顧客名、口座番号、預 130000 2 0 5 紛失 不明 書類 4 0 3 0
1045 2005/7/5 関東つくば銀行 氏名、口座番号、預金 12684 2 0 5 紛失 不明 書類 4 0 3 0
1046 2005/7/6 ジャパネット銀行 パスワード、暗証番号 被害額は、保険を適用 6 2 1 2 流出 不正ｱｸｾｽ ｽﾊﾟｲｳｴｱ 4 1 2 0
1047 2005/7/7 京葉ガス 氏名、住所 顧客に対し個別に訪問 328 1 0 6 盗難 業務中 原付自転車 4 0 5 1
1048 2005/7/9 琉球銀行 住所、氏名、口座番号 102260 2 0 5 紛失 誤廃棄 ﾏｲｸﾛﾌｨﾙﾑ 4 1 5 0
1049 2005/7/9 沖縄銀行 住所、氏名、口座番号 64136 2 0 5 紛失 誤廃棄 ﾏｲｸﾛﾌｨﾙﾑ 4 1 5 0
1050 2005/7/11 朝日生命 兵庫西支社 顧客の氏名、生年月日 該当の顧客に郵送にて 822 1 0 5 紛失 会社内 書類 4 0 5 0
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1051 2005/7/11 久光製薬 高松 香川県内の医師1,1 警察に被害届を提出。 1182 2 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 0
1052 2005/7/11 ジェック 電子メールアドレス 139 1 0 7 流出 誤配信 宛先 4 1 5 0
1053 2005/7/14 大阪ガス 顧客513件分の氏名 該当の顧客を個別に訪 513 1 0 5 紛失 修理中 ﾒﾓﾘ 4 1 5 1
1054 2005/7/14 東京入国管理局 アジア人男性の供述調 1 3 0 5 紛失 不明 書類 1 0 3 0
1055 2005/7/14 日産サティオ奈良 桜井支店 顧客1,857件（個 該当する顧客に、経緯 1857 1 0 6 盗難 事務所荒らし PC 4 1 5 0
1056 2005/7/14 阪神電気鉄道 航空営業部 氏名、生年月日、パス 旅行催行中に参加者全 18 2 0 6 盗難 置き引き 鞄 4 0 5 1
1057 2005/7/14 宮崎県清武町立加納小学校 2年生の児童30人分 翌12日、緊急保護者 30 2 0 6 盗難 車上荒らし 通知表 2 0 5 0
1058 2005/7/16 岐阜日産自動車 可児店 顧客492件（個人4 該当する顧客には、経 492 1 0 5 紛失 置き忘れ PC 4 1 5 0
1059 2005/7/16 関西テレビ放送 被招待者の住所、氏名 345 1 0 5 紛失 会社内 はがき 4 0 5 0
1060 2005/7/17 日産プリンス名古屋販売 ダンケイ店 顧客情報276件（個 276 1 0 6 盗難 事務所荒らし PC 4 1 5 0
1061 2005/7/17 神戸トヨペット 768名は住所、氏名 該当者に対して事件の 1015 2 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 0
1062 2005/7/19 コニカミノルタセンシング 電子メールアドレス 該当する顧客に対し謝 1384 1 0 7 流出 誤配信 宛先 4 1 5 0
1063 2005/7/22 オーエムシーカード カード利用代金明細書 被害に遭った会員を個 300 2 0 5 紛失 佐川急便 明細書 4 0 5 1
1064 2005/7/22 藤和ハウス ローン事前審査票 2 0 9 不適切処理 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1065 2005/7/27 パソナ 電子メールアドレス 会員に対し個別に謝罪 652 1 0 7 流出 誤配信 宛先 4 1 5 0
1066 2005/7/27 北海道労働金庫 氏名、住所、生年月日 2 2 0 8 漏洩 誤送付 宛先違い 4 0 5 0
1067 2005/7/27 北海道労働金庫 氏名、住所、生年月日 21 2 0 5 紛失 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1068 2005/7/28 広島県警察 福山東署 名前、住所、生年月日 7700 1 0 5 紛失 誤廃棄 書類 1 0 5 0
1069 2005/7/28 センターロード 顧客情報、クレジット 同店の利用客約９万4 44695 2 1 2 流出 不正ｱｸｾｽ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 1 0
1070 2005/7/29 いちよし証券 氏名、住所、郵便番号 3995 2 0 5 紛失 誤廃棄 ﾃｰﾌﾟ 4 1 5 0
1071 2005/8/1 NTT東日本 企業名、所在地など 62 1 0 5 紛失 不明 PC 4 1 3 1
1072 2005/8/1 NTT西日本 氏名、住所 214 1 0 6 盗難 車上荒らし 携帯 4 1 5 1
1073 2005/8/1 滋賀県 個人情報 597 1 1 2 流出 不正ｱｸｾｽ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 1 1 2 0
1074 2005/8/2 NTTドコモ東海 携帯電話番号、契約者 該当顧客に個別に謝罪 41 1 0 5 紛失 宅配中 書類 4 0 5 1
1075 2005/8/2 アコム 天王寺支店 ローマ字氏名、カード 383 2 0 5 紛失 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1076 2005/8/2 パナホーム山梨 氏名、住所、電話番号 顧客を訪問して謝罪、 64 1 0 6 盗難 業務中 鞄 4 0 5 0
1077 2005/8/4 武州ガス 顧客の氏名、住所、電 個別に顧客へ訪問し、 59 1 0 5 紛失 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1078 2005/8/4 北國銀行 神谷内支店 氏名（カタカナ）、銀 該当者を訪問し謝罪、 142 2 0 7 流出 ｼｽﾃﾑ不具合 ATM 4 1 4 0
1079 2005/8/4 北國銀行 片町支店 氏名、住所、自動車ナ 該当者には8月4日謝 17 2 0 5 紛失 不明 口座振替依頼書 4 0 3 0
1080 2005/8/4 ハウスメイトパートナーズ 家主の氏名、電話番号 該当する顧客へ訪問し 155 1 0 6 盗難 車上荒らし 書類 4 0 5 0
1081 2005/8/4 ヒューマンアカデミー 学生や従業員の個人情 警察署へ遺失届を提出 146 1 0 5 紛失 不明 電子手帳 4 1 3 0
1082 2005/8/4 サンケイビル 顧客情報 12 2 0 5 紛失 会社内 書類 4 0 5 1
1083 2005/8/4 住商オットー 氏名、住所、メールア 2000 1 0 7 流出 ｼｽﾃﾑ不具合 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 5 0
1084 2005/8/5 ダイキン工業 氏名、住所、電話番号 被害届を提出。関連す 9780 1 0 6 盗難 輸送中 PC 4 1 5 1
1085 2005/8/5 セイコーインスツル 取引先企業とアンケー 該当者への対応専用窓 8297 1 0 5 紛失 不明 PC 4 1 3 0
1086 2005/8/5 神戸トヨペット 住所、氏名、電話番号 1015 2 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 0
1087 2005/8/5 富士通 秋田、長野、石川各県 1 0 5 紛失 置き忘れ PC 4 1 5 1
1088 2005/8/5 パブコ 氏名と電話番号 372 1 0 5 紛失 不明 携帯電話 4 1 3 0
1089 2005/8/5 三木楽器 氏名、電話番号、メー 62 1 0 6 盗難 引ったくり 鞄 4 0 5 1
1090 2005/8/5 東京海上日動ﾘｽｸｺﾝｻ 氏名・所属・役職・会 43社に対し当該メー 152 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 5 0
1091 2005/8/5 佐賀銀行 福岡支店 契約先の法人名、個人 75 2 0 8 漏洩 誤交付 書類 4 0 5 0
1092 2005/8/8 キリンビール 中国四国支 医療関係者5,757 5757 2 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 0
1093 2005/8/8 伯東 会社名、付属部署名、 30 1 0 5 紛失 宅配中 PC 4 1 5 1
1094 2005/8/8 岡地証券 多治見支店 注文伝票 2 0 5 紛失 誤廃棄 注文伝票 4 0 5 0
1095 2005/8/8 修学社 口座番号等 1 2 1 2 流出 不正ｱｸｾｽ ﾈｯﾄﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ 4 1 2 0
1096 2005/8/8 静岡新聞社 メールアドレス、住所 40957 1 1 2 流出 不正取得 データ 4 1 2 0
1097 2005/8/9 日本情報処理開発協会 相談者の名字と携帯電 その場で資料の回収を 1 2 0 8 漏洩 誤掲載 資料 5 0 5 0
1098 2005/8/9 NHK 大阪放送局 顧客情報 警察に被害届けを提出 1 0 6 盗難 車上荒らし 携帯 4 1 5 1
1099 2005/8/9 ピーシーエー生命保険 氏名、住所、生年月日 115 2 0 5 紛失 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1100 2005/8/10 熊本県信用組合 氏名、顧客番号、口座 21271 2 0 5 紛失 誤廃棄 ｺﾑﾌｨｯｼｭ 4 1 5 0
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1101 2005/8/10 東京ますいわ屋 近鉄百貨店 顧客氏名、住所、電話 該当する顧客に対して 378 1 0 5 紛失 持出し リスト 4 0 5 0
1102 2005/8/11 ソニー・マガジンズ 他の顧客の氏名、住所 ＜追記＞購入者全ての 1 0 8 漏洩 誤貼付 宛名ﾗﾍﾞﾙ 4 0 5 1
1103 2005/8/12 神奈川県企業庁水道局 漏水発見箇所の住所、 関係者に謝罪。 50 2 0 6 盗難 車上荒らし 書類 1 0 5 1
1104 2005/8/12 参天製薬 医師・薬剤師ら1,0 1240 1 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 0
1105 2005/8/12 帝人ファーマ 医師317名分の氏名 317 1 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 0
1106 2005/8/15 JA南国市 住所、氏名、電話番号 81 2 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 0
1107 2005/8/15 ダイキ工業 電子メールアドレス 300 1 0 7 流出 誤配信 宛先 4 1 5 0
1108 2005/8/16 トヨタカローラ栃木 烏山店 氏名と取引額 10 1 0 5 紛失 不明 領収書 4 0 3 0
1109 2005/8/17 中部電力 三重支店 住所、氏名、電話番号 15 1 0 6 盗難 車上荒らし 資料 4 0 5 1
1110 2005/8/17 JAみなみ筑後 倉永給油所 顧客の氏名、住所、農 299 1 0 6 盗難 事務所荒らし 鞄 4 0 5 0
1111 2005/8/17 持田製薬 医師・薬剤師の氏名、 573 2 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 0
1112 2005/8/17 積水ハウス 中部圏 住所、氏名、電話番号 30 1 0 6 盗難 車上荒らし 手帳 4 0 5 0
1113 2005/8/17 積水ハウス 近畿圏 住所、氏名、商品名、 2 1 1 3 漏洩 不正取得 ﾃﾞｰﾀ 4 0 2 0
1114 2005/8/17 積水ハウス 中部圏 住所、氏名、電話番号 147 1 0 5 紛失 置き忘れ ｶｰﾄﾞ 4 0 5 0
1115 2005/8/17 日仏文化協会 電子メールアドレス 1095 1 0 7 流出 誤配信 宛先 4 1 5 0
1116 2005/8/17 JA長野八ヶ岳 電子メールアドレス 該当者には連絡と謝罪 313 1 0 7 流出 誤配信 宛先 4 1 5 0
1117 2005/8/18 東京電力 品川支社 メールアドレス、氏名 送信先全員に謝罪のメ 170 1 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 4 1 5 0
1118 2005/8/18 アニック アソシエイツ 電子メールアドレス 1 0 7 流出 誤配信 宛先 4 1 5 0
1119 2005/8/19 住友不動産建物サービス 神戸第二支 顧客の氏名と電話番号 警察等へ届出を提出す 16 1 0 5 紛失 置き忘れ 携帯電話 4 1 5 0
1120 2005/8/19 日本イーライリリー 医療関係者1,819 1856 1 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 0
1121 2005/8/19 富士電機機器制御 上海 氏名、メールアドレス 該当顧客に説明および 350 2 0 6 盗難 帰宅途中 PC 4 1 5 0
1122 2005/8/21 十八銀行 長崎県城山 氏名、口座番号、引落 該当顧客に説明および 17 2 0 8 漏洩 誤交付 書類 4 0 5 0
1123 2005/8/23 岩手県仙台市立岡田小学校 児童の氏名、住所など 該当クラスの保護者会 1 0 6 盗難 車上荒らし PC 2 1 5 0
1124 2005/8/23 埼玉社会保険病院 患者の氏名、住所 前泌尿器科部長に抗議 1 1 3 漏洩 流用 挨拶状 3 0 1 0
1125 2005/8/23 北海道労働金庫 不動産売買契約書 該当者を直接訪問し、 1 2 0 8 漏洩 誤送信 FAX 4 0 5 0
1126 2005/8/24 日本コンピューター・シス 顧客のメールアドレス 63 1 0 5 紛失 帰宅途中 PC 4 1 5 0
1127 2005/8/24 旭化成ホームズ 名前、建設地住所、工 警察署に届け、42件 42 2 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 1
1128 2005/8/25 東武百貨店 メンバーズカードへ申 紛失した顧客に状況説 153 1 0 5 紛失 売り場 PC 4 1 5 1
1129 2005/8/25 みずほ信託銀行 大阪支店 氏名、住所、電話番号 1102 2 1 3 漏洩 不正取得 リスト 4 0 2 0
1130 2005/8/25 アコム 氏名、住所、契約番号 7 1 0 5 紛失 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1131 2005/8/25 愛知県中央信用組合 氏名、取引支店名、保 4 2 0 8 漏洩 誤送付 混入 4 0 5 0
1132 2005/8/25 エイクエント メール、社名、所在地 528 1 0 6 盗難 不明 PC 4 1 5 0
1133 2005/8/25 甲府外車販売 氏名、メールアドレス 該当の１９名を訪問し 44 1 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 4 1 5 0
1134 2005/8/26 高島屋 堺店 顧客の名前、電話番号 該当する顧客に対して 9 1 0 5 紛失 会社内 発送伝票控 4 0 5 0
1135 2005/8/26 ケイビーエスオート 氏名、メールアドレス 該当の１９名を訪問し 19 1 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 4 1 5 0
1136 2005/8/26 三井物産 電子メールアドレス 送信直後に誤りを発見 126 1 0 7 流出 誤配信 宛先 4 1 5 0
1137 2005/8/29 ドットコモディティ 顧客の住所、氏名、取 13 2 0 7 流出 ｼｽﾃﾑ不具合 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 5 0
1138 2005/8/30 みずほ銀行 氏名や住所、電話番号 47000 2 0 5 紛失 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1139 2005/8/30 神奈川県平塚市立太洋中学 1年生100人分の氏 100 1 0 6 盗難 学校内 PC 2 1 5 0
1140 2005/8/30 ネッツトヨタ大分 氏名、住所、車名、年 296 2 0 6 盗難 車上荒らし リスト 4 0 5 0
1141 2005/8/30 東武百貨店 池袋本店 氏名、住所、電話番号 顧客には個別に経緯の 153 1 0 6 盗難 売り場 PC 4 1 5 1
1142 2005/8/30 ジャックス クレジット申込書等 社内に調査チームを発 136 2 0 8 漏洩 誤送信 FAX 4 0 5 0
1143 2005/8/30 ダイヤモンドリース 氏名、会社名、部署名 1390 1 0 6 盗難 自宅 PC 4 1 5 0
1144 2005/8/30 はせがわ 氏名、住所など 該当する顧客に対し速 68 1 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 0
1145 2005/8/30 秋田銀行 振込先の銀行名、支店 該当する顧客に対し書 457 2 0 7 流出 ｼｽﾃﾑ不具合 PC 4 1 5 1
1146 2005/8/30 三菱重工業 高砂製作所 原子力発電所3か所を 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
1147 2005/8/31 NHK 大阪放送局 顧客情報 警察に被害届けを提出 1 0 6 盗難 不明 携帯 4 1 5 1
1148 2005/8/31 埼玉県 児玉福祉保 住所、氏名、納付金額 該当者に謝罪して適切 17 2 0 6 盗難 車上荒らし 書類 1 0 5 0
1149 2005/9/2 武蔵野三鷹ケーブルテレビ 顧客には報告と謝罪。 1 1 0 5 紛失 置き忘れ 書類 4 0 5 0
1150 2005/9/2 ＪＡいずも 金融機関・支店コード 303 2 0 5 紛失 置き忘れ 書類 4 0 5 0
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1151 2005/9/2 チューリッヒ生命 請求書類や契約申込書 773 2 0 5 紛失 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1152 2005/9/5 東京電力 福島第一原 電子メールアドレス 個別に電話をして謝罪 16 1 0 7 流出 誤配信 宛先 4 1 5 0
1153 2005/9/5 北海道江別市某小学校 担任学級の児童２９人 29 2 0 6 盗難 車上荒らし PC 2 1 5 0
1154 2005/9/6 キャリアバンク 申込者氏名と代表番号 関係者や企業に事情説 9 1 1 3 漏洩 不明 受注簿 4 0 3 0
1155 2005/9/6 高島屋 大阪店 氏名、住所、電話番号 241 1 0 5 紛失 会社内 書類 4 0 5 0
1156 2005/9/7 住友林業 顧客情報 該当顧客に対し、電話 20 1 0 5 紛失 不明 手帳 4 0 3 0
1157 2005/9/7 ケーブルテレビ足立 氏名、住所、顧客番号 顧客に謝罪と事態概要 109 1 0 5 紛失 誤廃棄 郵便物 4 0 5 0
1158 2005/9/7 住友林業 住宅本部埼 顧客情報 すぐに該当する顧客に 120 1 0 5 紛失 不明 手帳 4 0 3 0
1159 2005/9/7 埼玉ダイハツ販売 氏名、住所、および登 顧客を訪問して謝罪し 1 2 0 8 漏洩 誤送信 FAX 4 0 5 0
1160 2005/9/7 エヌ・シー・ジャパン アカウントID 関係する顧客に詳細を 1 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 4 1 5 0
1161 2005/9/8 ニチイ学館 患者の名前、診療月、 221 3 0 5 紛失 業務中 FD 4 1 5 1
1162 2005/9/8 大阪ガス 氏名、住所、ガスの使 該当顧客を個別に訪問 26 1 0 5 紛失 業務中 領収証 4 0 5 1
1163 2005/9/8 神奈川県小田原市立国府津 担当教科の成績688 688 2 0 6 盗難 事務所荒らし PC 2 1 5 0
1164 2005/9/8 鳥取県立厚生病院 氏名・住所・連絡先・ 1000 3 0 6 盗難 事務所荒らし PC 3 1 5 0
1165 2005/9/9 大阪ガス 顧客２６件分の氏名、 26 1 0 5 紛失 業務中 領収証 4 0 5 1
1166 2005/9/9 エスペック 氏名、住所等 759 1 0 5 紛失 電車内 PC 4 1 5 0
1167 2005/9/9 熊本社会保険事務局 熊本東保険 氏名、生年月日、健康 511 2 0 5 紛失 宅配中 書類 1 0 5 1
1168 2005/9/9 日本たばこ産業 たばこ販売店の氏名、 29 1 0 5 紛失 置き忘れ 書類 4 0 5 0
1169 2005/9/12 東京大学 学生氏名、学生証番号 2133 1 0 6 盗難 置き忘れ PC 2 1 5 1
1170 2005/9/12 日本綜合地所 氏名、メールアドレス 当日中に該当者に対し 88 1 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 4 1 5 0
1171 2005/9/12 アイフル 新松戸駅前 融資の取引区分、契約 該当顧客には個別に連 63 2 0 5 紛失 誤廃棄 利用明細書控 4 0 5 0
1172 2005/9/12 慶應義塾大学 入学手続き書類 入学予定者と家族に、 12 1 0 5 紛失 学校内 入学手続き書類 2 0 5 0
1173 2005/9/13 茨城ダイハツ販売 612名分の氏名、売 615 2 0 5 紛失 不明 書類等 4 0 3 0
1174 2005/9/13 北海道労働金庫 融資完済書類 2 2 0 8 漏洩 誤送付 宛先違い 4 0 5 0
1175 2005/9/13 ローソン 氏名、住所、電話番号 48 1 0 5 紛失 社内便 書類 4 0 5 0
1176 2005/9/13 勤労者退職金共済機構 掛金収納書 該当する個人事業主に 20915 1 0 5 紛失 誤廃棄 掛金収納書 5 0 5 0
1177 2005/9/14 オリエントコーポレーショ クレジット契約書 当該顧客に直接事情を 6 2 0 5 紛失 業務中 ｸﾚｼﾞｯﾄ契約書 4 0 5 0
1178 2005/9/15 三木楽器 心斎橋ハー 身分証明書 該当者に対して、謝罪 1 2 0 5 紛失 不明 身分証明書 4 0 3 0
1179 2005/9/15 大和証券グループ本社 大阪支店 19名の顧客の姓、所 関係顧客には個別に事 49 1 0 5 紛失 不明 携帯電話 4 1 3 0
1180 2005/9/15 三菱証券 氏名、口座番号、取引 7888 2 0 5 紛失 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1181 2005/9/15 UFJ銀行 氏名、口座番号、預金 71282 2 0 5 紛失 誤廃棄 ｺﾑﾌｨｯｼｭ 4 1 5 0
1182 2005/9/15 東京三菱銀行 氏名、口座番号、預金 50447 2 0 5 紛失 誤廃棄 ｺﾑﾌｨｯｼｭ 4 1 5 0
1183 2005/9/15 杜の都信用金庫 氏名、住所、電話番号 465 2 0 5 紛失 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1184 2005/9/16 長崎三菱信用組合 深堀支店 名前、取引店名、口座 該当者には説明文書を 9 2 0 8 漏洩 誤交付 書類 4 0 2 0
1185 2005/9/16 ビックカメラ 高崎東口店 氏名、生年月日、住所 44 1 0 5 紛失 日本通運 申込書 4 0 5 1
1186 2005/9/16 コニシ 電子メールアドレス 2697 1 0 7 流出 誤配信 宛先 4 1 5 0
1187 2005/9/16 ソリッド 電子メールアドレス 100 1 0 7 流出 誤配信 宛先 4 1 5 0
1188 2005/9/16 住信・松下フィナンシャル 取引先の会社名、個人 該当者に個別にお詫び 260 1 0 5 紛失 置き忘れ 携帯電話 4 1 5 0
1189 2005/9/16 テレビ東京 氏名、年齢、電話番号 79 1 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 1
1190 2005/9/16 良品計画、クレディセゾン 氏名、住所、電話番号 53 2 0 5 紛失 日本通運 申込書 4 0 5 1
1191 2005/9/16 ダイハツ工業 氏名、電子メールアド 1 1 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 4 1 5 0
1192 2005/9/17 NTTコミュニケーション 氏名、住所、口座番号 850000 1 1 3 漏洩 不正取得 恐喝 4 0 1 1
1193 2005/9/20 共栄火災海上保険 長野支社 個人および法人の氏名 2174 2 0 5 紛失 不明 書類 4 0 3 0
1194 2005/9/20 ブラザー販売 住所・氏名・電話番号 6 1 0 7 流出 ｼｽﾃﾑ不具合 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 5 0
1195 2005/9/20 東京国税局 収入が1,000万円 470000 2 0 6 盗難 事務所荒らし PC 1 1 5 0
1196 2005/9/21 東京日産モーター 請求書（1件）、アド 同社は、該当顧客には 176 1 0 6 盗難 引ったくり 鞄 4 0 5 0
1197 2005/9/22 ビックカメラ 高崎東口店 氏名、生年月日、住所 44 1 0 5 紛失 日本通運 申込書 4 0 5 1
1198 2005/9/22 エーザイ 熊本コミュ 医療関係者・代理店関 2757 1 0 5 紛失 会社内 HDD 4 1 5 0
1199 2005/9/22 野村インベスター・リレー 住所、氏名、電話番号 該当する顧客に連絡を 137 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
1200 2005/9/22 埼玉県 中央環境管 受験票 26 1 0 6 盗難 置き引き 鞄 1 0 5 0
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1201 2005/9/22 埼玉県 児玉福祉保 納入通知書13名分と 17 2 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 1 0 5 1
1202 2005/9/22 親和銀行 氏名、住所、生年月日 当該書類を全て回収し 2 1 0 8 漏洩 誤送信 FAX 4 0 5 0
1203 2005/9/22 関東電気保安協会 江戸川事業 顧客事業所名称、所在 21日、駐車場近くの 59 1 0 6 盗難 車上荒らし PC 5 1 5 1
1204 2005/9/22 トヨタカローラ福岡 春日店 顧客氏名（自筆サイン 直ちにクレジットカー 2 0 6 盗難 事務所荒らし 売上票 4 0 5 0
1205 2005/9/22 中部テレコミュニケーショ 電子メールアドレス 該当者に電話連絡とメ 46 1 0 7 流出 誤配信 宛先 4 1 5 0
1206 2005/9/24 常陽銀行 利根支店 氏名（会社名）、住所 該当する顧客に対し、 56 2 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 0
1207 2005/9/26 埼玉ダイハツ販売 本庄店 氏名・住所 該当顧客には、訪問の 6 1 0 5 紛失 置き忘れ 鞄 4 0 5 0
1208 2005/9/26 島根県松江東高等学校 生徒氏名、住所、生年 該当クラス全保護者に 36 1 0 5 紛失 学校内 生徒ｶｰﾄﾞ 2 0 5 0
1209 2005/9/26 九州大学病院 氏名、住所 同病院は患者に書面で 262 1 1 3 漏洩 流用 挨拶状 3 0 1 0
1210 2005/9/26 日本興亜損害保険・日本興 氏名、住所、電話番号 該当する顧客に対し経 955 2 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 1
1211 2005/9/27 全日本空輸 6,702名分の自宅 6984 1 0 5 紛失 不明 FD 4 1 3 1
1212 2005/9/27 NTTドコモ北海道 携帯電話番号、契約者 該当者には個別にご連 68 2 0 5 紛失 誤廃棄 申込書 4 0 5 1
1213 2005/9/27 北河内ケーブルネット 氏名、住所、電話番号 1 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 1
1214 2005/9/27 サンマークライフクリエー 顧客の連絡先等 顧客は全員判明。17 29 1 0 5 紛失 不明 書類 4 0 3 0
1215 2005/9/27 旭化成ホームズ 氏名、住所、連絡先、 当該顧客に事態の報告 96 1 0 5 紛失 不明 CD-ROM 4 1 3 0
1216 2005/9/27 ミスミ 得意先コード・得意先 38197 1 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 0
1217 2005/9/27 ニフティ 電子メールアドレス 誤送信を行った顧客に 409 1 0 7 流出 誤配信 宛先 4 1 5 0
1218 2005/9/28 大和証券グループ本社 大阪支店 カタカナ名、性別コー 3692 2 0 5 紛失 誤廃棄 ﾏｲｸﾛﾌｨﾙﾑ 4 1 5 0
1219 2005/9/28 東京医科大学病院 住所、氏名 医師に厳重に抗議、す 244 1 1 3 漏洩 流用 挨拶状 3 0 1 0
1220 2005/9/28 西武ガス 住所、名前、電話番号 当該顧客を個別訪問し 128 1 0 5 紛失 業務中 リスト 4 0 5 0
1221 2005/9/28 ジェーシービー 氏名、住所、生年月日 該当する顧客に報告し 12 2 0 5 紛失 会社内 書類 4 0 5 0
1222 2005/9/28 日新火災海上保険 住所、氏名、電話番号 228 2 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 1
1223 2005/9/29 ナイス 住宅ローン借入れ関係 すでに両顧客を訪問し 1 2 0 8 漏洩 誤送信 FAX 4 0 5 0
1224 2005/9/30 ジェイティービー 埼玉支店 氏名、性別、年齢、住 該当者全員を個別訪問 591 1 0 5 紛失 電車内 名簿 4 0 5 0
1225 2005/9/30 鳥取県北条町 公立高校に不合格だっ 町教委は該当の生徒３ 3 2 0 9 不適切処理 再利用 裏紙 1 0 5 0
1226 2005/10/1 西濃運輸 八王子支店 預金口座振替依頼書 2 2 0 5 紛失 宅配中 封筒 4 0 5 1
1227 2005/10/3 九州電力 顧客の契約名義、使用 顧客には個別に連絡し 13 1 0 5 紛失 不明 書類 4 0 3 1
1228 2005/10/3 中部電力 顧客番号、顧客名、計 発覚後、同社は直ちに 1 0 8 漏洩 誤交付 宛先違い 4 0 5 0
1229 2005/10/3 静岡県立浜名養護学校 生徒3人分の指導カー 盗難にあった生徒と保 96 2 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 2 0 5 0
1230 2005/10/4 三菱UFJ証券 氏名、口座番号、パス 送付したパスワードを 810 2 0 8 漏洩 誤送付 宛先違い 4 0 5 1
1231 2005/10/4 福邦銀行 京都支店 氏名、住所、電話番号 4256 2 0 5 紛失 誤廃棄 CD-ROM 4 1 5 0
1232 2005/10/4 南日本銀行　 カナ氏名、内部管理用 対象顧客に対し事実説 37 2 0 8 漏洩 誤送信 FAX 4 0 5 0
1233 2005/10/4 千葉県船橋市 住所・氏名の他、給与 9月29日に習志野市 120 2 0 5 紛失 誤廃棄 給与支払報告書 1 0 5 0
1234 2005/10/4 KDDI 氏名、住所、電話番号 3301 1 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 1
1235 2005/10/4 アルファイン ｴｽﾃ顧客情報 6879 2 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 5 1
1236 2005/10/4 松下電器産業 氏名、住所、電話番号 当該利用者と誤送付先 1 1 0 8 漏洩 誤送信 FAX 4 0 5 0
1237 2005/10/5 銚子信用金庫 顧客氏名、住所、口座 38685 2 0 5 紛失 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1238 2005/10/5 国勢調査 国勢調査調査票 20 2 0 5 紛失 落し物 国勢調査調査票 1 0 5 1
1239 2005/10/5 国勢調査 神奈川県 国勢調査調査票 5 2 0 8 漏洩 誤交付 書類 1 0 5 1
1240 2005/10/5 国勢調査 神奈川県 国勢調査調査票 4 2 0 6 盗難 だまし取り 国勢調査票 1 0 5 1
1241 2005/10/5 近畿日本ツーリスト 金融機関の預金口座番 該当顧客には、直接連 50 2 0 5 紛失 宅配中 書類 4 0 5 1
1242 2005/10/5 旭川トヨタ自動車 名寄店 住所、氏名、生年月日 該当する顧客へ訪問し 839 2 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 0
1243 2005/10/5 全日本空輸 氏名、住所、ANAマ 6984 1 0 5 紛失 不明 FD 4 1 3 1
1244 2005/10/6 シンワテック 西尾営業所 氏名、住所、電話番号 773 1 0 6 盗難 事務所荒らし PC 4 1 5 0
1245 2005/10/6 大阪東公共職業安定所 住所、氏名、携帯電話 求職者に経緯を説明し 2 2 1 3 漏洩 不正提供 履歴書 1 0 5 1
1246 2005/10/6 国勢調査 愛媛県 国勢調査票 1 2 0 6 盗難 だまし取り 国勢調査票 1 0 5 1
1247 2005/10/6 福岡銀行 氏名や住所、所在地、 53995 2 0 5 紛失 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1248 2005/10/6 日立キャピタル、日立キャ 顧客氏名、銀行口座、 当該書類を回収。 5 2 0 8 漏洩 誤送信 FAX 4 0 5 1
1249 2005/10/6 東芝 メールアドレスなど 50 1 0 5 紛失 帰宅途中 PC 4 1 5 0
1250 2005/10/7 秋田県由利本荘市消防本部 矢島消防署 高齢者３６７人分、旧 503 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
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1251 2005/10/7 国勢調査 東京都 国勢調査票 11 2 0 6 盗難 だまし取り 国勢調査票 1 0 5 1
1252 2005/10/7 国勢調査 愛知県 国勢調査票 5 2 0 6 盗難 だまし取り 国勢調査票 1 0 5 1
1253 2005/10/7 国勢調査 石川県 国勢調査票 1 2 0 6 盗難 だまし取り 国勢調査票 1 0 5 1
1254 2005/10/7 ブレーンチャイルド 電子メールアドレス 会員に謝罪とともに該 20 1 0 7 流出 ｼｽﾃﾑ不具合 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 5 0
1255 2005/10/7 東京スター銀行 会社代表者の氏名、住 同行は該当顧客にお詫 453 1 0 5 紛失 会社内 PC 4 1 5 1
1256 2005/10/7 アメリカンファミリー生命 宮崎県西都 氏名、住所、生年月日 30日にウイルスを駆 564 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
1257 2005/10/7 りそな銀行 法人199社の法人名 該当顧客に事情説明を 199 2 0 5 紛失 帰宅途中 資料 4 0 5 0
1258 2005/10/7 オートテクニカ 氏名、フリガナ、住所 ホームページの閉鎖と 3000 2 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 5 1
1259 2005/10/7 市場開発研究所 電子メールアドレス 直ちに送信先モニター 354 1 0 7 流出 誤配信 宛先 4 1 5 0
1260 2005/10/7 JA香川県 円座支店 共済契約内容 15 2 0 6 盗難 車上荒らし 書類 4 0 5 0
1261 2005/10/7 西武ガス 住所、氏名、電話番号 該当顧客を個別に訪問 37 1 0 5 紛失 持出し 領収証綴り 4 0 5 1
1262 2005/10/7 東急コミュニティー 氏名、マンション名、 該当者に事情を説明す 31 1 0 5 紛失 業務中 領収証綴り 4 0 5 0
1263 2005/10/8 三重トヨタ自動車 志摩店 氏名、住所、電話番号 該当顧客へ電話または 530 2 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 0
1264 2005/10/11 双葉電子工業 取引先企業の同社担当 当該顧客に報告とお詫 110 1 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 0
1265 2005/10/11 クオークローン 氏名や住所、契約書番 顧客へ事情を説明し、 1 1 0 5 紛失 郵送中 請求書 4 0 5 1
1266 2005/10/11 日本医療事務センター 氏名、生年月日、保険 17 3 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 1
1267 2005/10/12 楽天KC 東京支店 氏名・電話番号（自宅 流出した可能性がある 5518 2 1 2 流出 不明 リスト 4 1 3 0
1268 2005/10/12 住友生命保険 氏名、生年月日、住所 11日付け該当する顧 1481 1 0 5 紛失 誤廃棄 ﾏｲｸﾛﾌｨﾙﾑ 4 1 5 0
1269 2005/10/12 滋賀県 電子メールアドレス 直ちに謝罪メールを送 49 1 0 7 流出 誤配信 宛先 1 1 5 0
1270 2005/10/12 ＪＡ岐阜 住所、氏名、生年月日 120 2 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 0
1271 2005/10/13 ライブドアクレジット ID情報 10日22時から翌日 1 0 7 流出 ｼｽﾃﾑ不具合 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 5 0
1272 2005/10/13 海外開発センター 住所、氏名、電話番号 受信の可能性がある顧 9493 2 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 4 1 5 0
1273 2005/10/13 小田急電鉄 氏名、携帯電話番号等 不具合があった期間中 6203 1 0 7 流出 ｼｽﾃﾑ不具合 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 5 0
1274 2005/10/13 JR西日本 広島支社 氏名、所属、職名、生 個人情報の社外への持 5048 1 0 5 紛失 不明 ﾒﾓﾘ 4 1 3 0
1275 2005/10/13 東芝ファイナンス 氏名、住所、電話番号 該当する顧客の自宅を 4 2 0 5 紛失 会社内 書類 4 0 5 0
1276 2005/10/13 島根銀行 出雲支店 氏名や口座番号、貸出 178 2 0 5 紛失 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1277 2005/10/13 唐津信用金庫 振込先の金融機関名、 6 2 0 8 漏洩 誤交付 書類 4 0 5 0
1278 2005/10/14 神戸大学 国際文化学 氏名、成績等 該当者に状況説明と謝 200 2 0 6 盗難 自宅 PC 2 1 5 0
1279 2005/10/14 プルデンシャル生命保険 神戸支社 氏名、生年月日、性別 直ちに警察に通報し、 460 1 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 0
1280 2005/10/14 群馬銀行 高崎支店 取引先名と決算月、貸 関係する顧客を訪問し 87 2 0 9 不適切処理 売却 PC 4 1 5 0
1281 2005/10/14 北陸ガス 住所や氏名、顧客番号 警察へ紛失を届け、顧 1 1 0 5 紛失 不明 書類 4 0 3 1
1282 2005/10/14 三井住友カード 氏名、クレジットカー 該当する顧客に対し、 50 2 0 5 紛失 誤廃棄 書類 4 0 5 1
1283 2005/10/15 大阪国際学園 氏名、住所、電話番号 直ちに対処し、外部か 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 2 1 5 0
1284 2005/10/15 トヨタカローラ滋賀 彦根営業所 住所、氏名、電話番号 顧客には事実を知らせ 329 2 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 0
1285 2005/10/17 三交不動産 名古屋の販 顧客氏名と領収金額 警察に被害届を提出し 1 0 6 盗難 事務所荒らし 書類 4 0 5 0
1286 2005/10/17 中部電力 長野営業所 契約情報 該当する顧客に事実説 131 1 0 5 紛失 業務中 端末機 4 1 5 1
1287 2005/10/17 埼玉県さいたま市 敬老祝金対象者名簿 1 0 6 盗難 引ったくり 名簿 1 0 5 0
1288 2005/10/17 ジェイブック 氏名、メールアドレス 対象顧客に対し、個別 2383 1 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 4 1 5 0
1289 2005/10/17 佐賀県教育委員会 2006年度教員採用 関係者に対し、事故報 3202 2 0 5 紛失 帰宅途中 ﾒﾓﾘ 1 1 5 0
1290 2005/10/17 トーホー 電子メールアドレス 当該顧客に対して訪問 1 0 7 流出 誤配信 宛先 4 1 5 0
1291 2005/10/17 長野県信用農業協同組合連 氏名、住所、電話番号 190 1 0 5 紛失 誤破棄 書類 4 0 5 0
1292 2005/10/18 三重県 不正なウェブページ 原因究明調査が終了す 1 1 2 流出 不正ｱｸｾｽ HP 1 1 2 0
1293 2005/10/18 情報処理推進機構(IPA 氏名、会社名、所属部 IPAは該当者に事実 14 1 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 5 1 5 1
1294 2005/10/18 藤丸 氏名、購入金額、藤丸 3214 1 0 5 紛失 保管中 リスト 4 0 5 0
1295 2005/10/18 アルファコモ 大阪支店 氏名、メールアドレス 流出先はすべて特定し 25 1 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 4 1 5 0
1296 2005/10/18 フルキャスト 氏名、電話番号、メー 該当する登録スタッフ 51 1 0 6 盗難 電車内 PC 4 1 5 0
1297 2005/10/19 朝日新聞社 個人情報 可能性のある顧客に対 462 1 1 2 流出 不正ｱｸｾｽ HP 4 1 2 0
1298 2005/10/19 総務省 電子メールアドレス 同課は該当者全員に直 31 1 0 7 流出 誤配信 宛先 1 1 5 0
1299 2005/10/19 NTT番号情報 法人顧客情報 該当顧客へは訪問によ 11 1 0 5 紛失 業務中 ケース 4 0 5 1
1300 2005/10/19 第一商品 名古屋支店 住所、氏名、連絡先等 該当顧客には個別にお 13 1 0 6 盗難 引ったくり 鞄 4 0 5 0
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1301 2005/10/19 沖縄県労働金庫 具志川支店 住所、氏名、納付額等 当該顧客にはお詫びと 5 2 0 5 紛失 業務中 領収済通知書 4 0 5 0
1302 2005/10/19 ジョイント・ランド 電子メールアドレス 同日中に該当顧客に対 1 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 4 1 5 0
1303 2005/10/20 JAにいがた南蒲 いちい中央 火災共済継続用申込書 1 2 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 0
1304 2005/10/20 日本ラクテーションコンサ 電子メールアドレス 1 0 7 流出 誤配信 宛先 5 1 5 0
1305 2005/10/20 島根中央信用金庫 住所、氏名、生年月日 116 1 0 5 紛失 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1306 2005/10/21 東日本、中日本、西日本高 住所、氏名、年齢、性 対象者には早急に連絡 16712 2 0 7 流出 ｼｽﾃﾑ不具合 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 5 0
1307 2005/10/21 年金資金運用基金 氏名、住所、生年月日 1660 2 0 5 紛失 誤廃棄 書類 1 0 5 0
1308 2005/10/21 メディアグリッド 電子メールアドレス 139 1 0 7 流出 誤配信 宛先 4 1 5 0
1309 2005/10/21 ブラザー販売 氏名、住所、電話番号 1 1 0 8 漏洩 誤送付 混入 4 0 5 0
1310 2005/10/21 全国信用協同組合連合会 氏名、住所、生年月日 2 0 5 紛失 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1311 2005/10/21 大和ハウス工業 東北地区 氏名、電子メールアド 17 1 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 4 1 5 0
1312 2005/10/21 大和ハウス工業 関東地区 住所・氏名・年齢・電 警察へ盗難届を提出し 50 2 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 0
1313 2005/10/21 大和ハウス工業 関東地区 住所、氏名、年齢、電 警察へ盗難届を提出し 1 1 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 0
1314 2005/10/22 ハーベストフューチャーズ 氏名、メールアドレス 同日、送信した顧客へ 285 1 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 4 1 5 0
1315 2005/10/22 NTTドコモ 電子メールアドレス 71000 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 5 0
1316 2005/10/22 千葉大学医学部附属病院 病院名、氏名、ID番 当該患者には電話や手 259 3 0 6 盗難 車上荒らし USB 3 1 5 0
1317 2005/10/22 宮崎県宮崎市立生目台西小 氏名や生年月日、成績 15日、市教委は両教 53 2 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 1 1 5 0
1318 2005/10/23 三越 氏名、住所、電話番号 43 1 0 5 紛失 誤廃棄 伝票綴 4 0 5 0
1319 2005/10/24 ローソンチケット 氏名、電話番号、メー 誤表示が起きた可能性 48781 1 0 7 流出 ｼｽﾃﾑ不具合 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 5 0
1320 2005/10/25 JA陸前高田市 氏名、住所、共済契約 当該顧客40名のうち 40 2 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 1
1321 2005/10/25 中部電力 社名、個人名、携帯電 すでに関係者に事実説 10 1 0 5 紛失 業務中 IP-PHS 4 1 5 0
1322 2005/10/26 朝日火災海上保険 氏名、電話番号、住所 該当顧客全員に対し、 83 2 0 6 盗難 事務所荒らし PC 4 1 5 1
1323 2005/10/27 NHK 甲府放送局 住所と氏名など 該当顧客に対しては個 52 1 0 5 紛失 業務中 リスト 4 0 5 0
1324 2005/10/27 京都銀行 嵯峨支店 投資信託口座番号、氏 該当する全顧客には訪 145 2 0 5 紛失 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1325 2005/10/27 熊本大学 診療科名、氏名、病名 当該患者に対してすで 53 3 0 5 紛失 病院内 PC 3 1 5 0
1326 2005/10/27 興和 福岡 氏名、診療科、役職 すべての関係者に直接 1325 1 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 0
1327 2005/10/27 興和 神奈川県 氏名、診療科、役職、 すべての関係者に直接 8807 1 0 5 紛失 帰宅途中 PC 4 1 5 0
1328 2005/10/28 NHK さいたま放 契約情報 該当顧客に対しては個 1 0 5 紛失 業務中 携帯 4 1 5 1
1329 2005/10/28 佐渡汽船 氏名、乗船便、乗船等 国土交通省北陸信越運 1 0 9 不適切処理 再利用 裏紙 4 0 5 0
1330 2005/10/28 ガステックサービス 住所、氏名、電話番号 当該顧客に対し個別の 50 1 0 6 盗難 業務中 鞄 4 0 5 0
1331 2005/10/28 京滋マツダ 氏名、住所、電話番号 顧客と関係皆へのお詫 258 1 0 6 盗難 車上荒らし 書類 4 0 5 0
1332 2005/10/28 アクサ生命保険 氏名、性別、生年月日 当該顧客を個別に訪問 498 1 0 6 盗難 置き引き PC 4 1 5 0
1333 2005/10/28 JA愛知西 ローンご相談情報 同日、誤送信先を訪問 1 2 0 8 漏洩 誤送信 FAX 4 0 5 0
1334 2005/10/28 JAバンク滋賀信連 住所、名前、残高を証 311 2 0 5 紛失 誤廃棄 残高証明書控え 4 0 5 0
1335 2005/10/29 博多大丸 福岡・天神 氏名、住所、電話番号 当該顧客には個別に事 24 1 0 5 紛失 会社内 書類 4 0 5 1
1336 2005/10/31 東京トヨペット カーテラス 氏名、電話番号、車名 住所、氏名、電話番号 436 2 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 0
1337 2005/10/31 ブラザー販売 氏名、住所 別の一方の顧客にも連 2 1 0 8 漏洩 誤送付 宛先違い 4 0 5 1
1338 2005/10/31 大阪厚生信用金庫 借入申込書等 顧客に謝罪した。 1 2 0 5 紛失 郵送中 書類 4 0 5 1
1339 2005/10/31 エスアイアイ・ナノテクノ 氏名、勤務先社名、部 専用窓口を設置 500 1 0 5 紛失 誤配送 HDD 4 1 5 1
1340 2005/11/1 昭和シェル石油 会員番号、有効期限、 当該顧客には新たなカ 1 1 1 盗難 不正取引 ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ情報 4 0 2 1
1341 2005/11/1 兵庫県信用保証協会 氏名、生年月日 1 1 0 8 漏洩 誤送信 FAX 4 0 5 0
1342 2005/11/2 第一生命保険相互会社 氏名、住所、電話番号 流出した顧客へはお詫 54 2 1 3 漏洩 不正取得 リスト 4 0 1 0
1343 2005/11/2 ミサワホーム近畿 氏名、住所、電話番号 当該顧客には書面等で 805 2 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 0
1344 2005/11/2 朝日新聞社 氏名、住所、年齢、職 2日付朝刊でお詫びを 75 1 0 5 紛失 不明 はがき 4 0 3 0
1345 2005/11/2 杏林製薬 氏名、所属施設、携帯 当該関係者に状況の報 1349 1 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 0
1346 2005/11/2 メディアライブ･ジャパン 会社名、会社住所、会 710 1 0 5 紛失 不明 サーバ機器 4 1 3 0
1347 2005/11/4 NTTドコモ中国 取引先名、銀行コード 取引先に事情説明とお 134782 2 0 5 紛失 保管中 ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ 4 1 5 0
1348 2005/11/4 ファンケル メールアドレス、アン 該当顧客に対しては、 2587 1 0 5 紛失 不明 ﾒﾓﾘ 4 1 3 1
1349 2005/11/4 日本体育施設運営 稲毛海岸店 住所・氏名・年齢・電 当該顧客にはお詫びと 1437 2 0 5 紛失 電車内 記録媒体 4 1 5 0
1350 2005/11/7 ロシュ・ダイアグノスティ 氏名、勤務先、所属部 該当関係者に対して、 253 2 0 6 盗難 置き引き PC 4 1 5 0
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1351 2005/11/7 自衛隊中央病院Winny 陸上自衛隊が管理する 59 3 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 3 1 4 0
1352 2005/11/8 第一興商 ビッグエコ 利用金額、クレジット 当該顧客に対し、カー 94 2 0 5 紛失 不明 ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ控え 4 0 3 1
1353 2005/11/8 三重銀行 本店営業部 氏名、預金科目、口座 問合せ専用窓口を設置 71 2 0 5 紛失 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1354 2005/11/8 三重銀行 津支店 氏名、住所、電話番号 問合せ専用窓口を設置 5 1 0 5 紛失 誤廃棄 ﾏｲｸﾛﾌｨﾙﾑ 4 1 5 0
1355 2005/11/8 三重銀行 菰野支店 氏名、住所、電話番号 問合せ専用窓口を設置 209 1 0 5 紛失 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1356 2005/11/8 神奈川県厚木市立中学 進路適性調査用マーク 7日から家庭への事情 167 1 0 5 紛失 誤廃棄 ﾏｰｸｼｰﾄ 2 0 5 1
1357 2005/11/8 久光製薬 東京第一支 氏名、勤務先等 3697 1 0 5 紛失 電車内 PC 4 1 5 0
1358 2005/11/8 ネットプロテクションズ 電子メールアドレス 該当者に対し事情説明 561 1 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 4 1 5 0
1359 2005/11/9 りゅうぎんディーシー 糸満市 氏名、住所、生年月日 5名の顧客に対して、 5 2 0 5 紛失 誤交付 書類 4 0 5 0
1360 2005/11/9 アコム 栄支店 ローマ字氏名、クレジ 46 2 0 5 紛失 誤廃棄 ATM利用明細書控 4 0 5 0
1361 2005/11/9 アコム 成田美郷台 ローマ字氏名、クレジ 65 2 0 5 紛失 誤廃棄 ATM利用明細書控 4 0 5 1
1362 2005/11/9 日田天領水 氏名、住所、電話番号 128 1 1 3 漏洩 不明 ﾃﾞｰﾀ 4 0 3 0
1363 2005/11/9 JR東日本 大宮支社 氏名、性別、生年月日 11月30日まで、大 725 1 0 5 紛失 誤廃棄 申込書 4 0 5 0
1364 2005/11/9 パナホーム 不動産流通 氏名 当該顧客には、同店か 55 1 0 8 漏洩 誤送信 FAX 4 0 5 0
1365 2005/11/9 パナホーム 東部リライ 氏名、住所、電話番号 該当する顧客に対して 78 1 0 6 盗難 車上荒らし 書類 4 0 5 0
1366 2005/11/10 札幌市水道局 住所、氏名など 局員を装った者が集金 15 1 0 5 紛失 置き忘れ 鞄 1 0 5 0
1367 2005/11/10 NTTドコモ東海 氏名、住所、携帯電話 当該顧客には、個別に 300 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 4 0
1368 2005/11/10 日本海ガス 住所、氏名、電話番号 すべての該当顧客を訪 7 1 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 1
1369 2005/11/11 江崎グリコ 住所、氏名 11日より該当顧客に 4800 1 0 8 漏洩 誤印字 DM 4 0 5 1
1370 2005/11/11 岐阜信用金庫 氏名、口座番号、融資 誤送付先から当該資料 2 2 0 8 漏洩 誤送付 宛先違い 4 0 5 0
1371 2005/11/11 広島大学病院 氏名、生年月日、性別 経過とお詫びを該当患 1298 3 0 6 盗難 事務所荒らし PC 3 1 5 0
1372 2005/11/11 東芝 氏名、メールアドレス 該当顧客には事情説明 150 1 0 5 紛失 電車内 PC 4 1 5 0
1373 2005/11/11 松下ホームアプライアンス 顧客からの問い合わせ 当該顧客に謝罪すると 1 2 0 8 漏洩 誤交付 音声ﾌｧｲﾙ 4 0 5 0
1374 2005/11/11 NHK 大阪放送局 放送受信料の契約、収 1 0 6 盗難 不明 携帯端末 4 1 5 1
1375 2005/11/14 西日本シティ銀行 氏名、住所、口座番号 2 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 0
1376 2005/11/14 プルデンシャル生命保険 神戸支社 氏名、生年月日、性別 該当顧客へ、直ちにご 460 1 1 1 盗難 恐喝 リスト 4 0 2 0
1377 2005/11/14 藤和ハウス 氏名、電話番号 管理不十分により顧客 1 1 3 漏洩 流用 電話営業 4 0 1 0
1378 2005/11/14 三重県厚生農業協同組合連 氏名、生年月日等 該当者に直接または家 57 1 0 5 紛失 不明 PC 3 1 3 0
1379 2005/11/14 トヨタレンタリース新埼玉 氏名、会社名等名刺情 150 1 0 5 紛失 不明 名刺 4 0 3 0
1380 2005/11/15 北海道銀行 四番通出張 氏名、口座番号、取引 18000 2 0 5 紛失 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1381 2005/11/15 ジェーシービー 氏名、支払い口座情報 該当する顧客に対し個 18 2 0 5 紛失 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1382 2005/11/15 ジェーシービー 氏名、支払い口座情報 該当する顧客に対し個 18 2 0 5 紛失 誤交付 書類 4 0 5 0
1383 2005/11/15 高島屋 京都店 氏名、住所、電話番号 該当する顧客に対し個 67 1 0 5 紛失 会社内 書類 4 0 5 1
1384 2005/11/15 呉信用金庫 氏名、住所、電話番号 65518 2 0 5 紛失 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1385 2005/11/15 北海道 氏名、生年月日、電話 3609 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
1386 2005/11/15 NHN Japan ID・パスワード 元アルバイト社員と、 163 1 1 2 流出 不正ｱｸｾｽ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 1 0
1387 2005/11/15 かんら信用金庫 電子メールアドレス 該当顧客に対し電子メ 45 1 0 7 流出 誤配信 宛先 4 1 5 0
1388 2005/11/16 ハートミュージック 電子メールアドレス 該当者に対して個別に 26 1 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 4 1 5 0
1389 2005/11/16 日本郵政公社東京支社 大崎郵便局 住所、氏名、電話番号 29000 1 0 5 紛失 誤廃棄 書類 1 0 5 0
1390 2005/11/17 ボーダフォン ボーダフォ 氏名、携帯電話番号、 対象顧客に個別にお詫 170 1 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 0
1391 2005/11/17 中部電力 契約情報 268 1 0 5 紛失 業務中 検針携帯用端末 4 1 5 1
1392 2005/11/18 帝人ファーマ 氏名や勤務先 445 1 0 6 盗難 自宅 PC 4 1 5 0
1393 2005/11/18 アコム 氏名、住所、契約内容 該当する顧客に対して 754 2 0 5 紛失 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1394 2005/11/18 ケイアンドティコーポレー 氏名、メールアドレス 該当者にメールと手紙 97 1 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 4 1 5 1
1395 2005/11/18 広島県警察 氏名、所属部署、実家 33 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
1396 2005/11/18 眞露ジャパン 氏名、住所 同社は、本来あっては 1 1 3 漏洩 目的外使用 DM 4 0 1 1
1397 2005/11/19 ワコール 注文番号、顧客番号、 当該顧客には個別にお 5124 2 1 2 流出 不正ｱｸｾｽ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 2 0
1398 2005/11/21 八十二銀行 坂城支店 氏名、財形の口座番号 該当顧客に対し個別に 56 2 0 5 紛失 不明 書類 4 0 3 0
1399 2005/11/21 明治製菓 氏名、医療機関名、診 該当者全員に対し状況 272 1 0 6 盗難 駐車場 車 4 1 5 0
1400 2005/11/21 富山県信用組合 預金科目、金額等、債 関係顧客のすべてに1 33 2 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 0
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1401 2005/11/21 エーエム・ピーエム・ジャ 氏名、銀行口座番号、 対象社員には個別に連 13 2 0 5 紛失 運送中 書類 4 0 5 1
1402 2005/11/21 おかやま信用金庫 東岡山支店 氏名、電話番号、口座 該当する顧客に対し事 78 2 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 0
1403 2005/11/21 埼玉トヨタ自動車 所沢店 住所、氏名、電話番号 該当者に対し事情を説 332 1 0 6 盗難 車上荒らし PDA 4 1 5 0
1404 2005/11/21 シュテルン横浜東 メルセデス 氏名、住所、電話番号 当該顧客へ個別にお詫 220 2 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 0
1405 2005/11/21 京都呉服文化研究財団 ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ 登録者宛てにお詫びメ 5124 1 1 3 漏洩 流用 ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ 5 0 1 1
1406 2005/11/22 NHK 氏名、住所、性別、生 該当者に対し個別に訪 1 0 5 紛失 業務中 書類 4 0 5 1
1407 2005/11/24 トキハ 氏名、住所、電話番号 誤配した案内状を直ち 8 1 0 8 漏洩 誤送付 宛先違い 4 0 5 0
1408 2005/11/24 富士ゼロックスキャリアネ 健康保険関係書類 全発送先に対し事情説 2 0 8 漏洩 誤送付 混入 4 0 5 0
1409 2005/11/25 茨城トヨペット 石岡東大橋 住所、氏名、電話番号 当該顧客には説明と謝 352 2 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 0
1410 2005/11/25 JR西日本 氏名、電話番号、社員 25日より該当者に説 287 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
1411 2005/11/26 静岡ガス 沼津支店 顧客の氏名、住所、電 該当顧客に事情説明と 6 2 0 5 紛失 会社内 口座振替依頼書 4 0 5 1
1412 2005/11/28 東邦ガス 豊田営業所 氏名、住所、電話番号 当該顧客に事情説明と 1 2 0 5 紛失 誤廃棄 口座振替依頼書 4 0 5 0
1413 2005/11/29 中部電力 電子メールアドレス 当該顧客には速やかに 6 1 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 4 1 5 0
1414 2005/11/29 厚生労働省 労働者数、雇用障害者 当該個票を提出した事 2183 1 0 5 紛失 不明 障害者雇用状況 1 0 3 1
1415 2005/11/29 大正製薬 得意先卸および販促委 関係者に状況報告とお 3967 2 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 0
1416 2005/11/29 大正製薬 得意先卸および販促委 関係者に状況報告とお 3657 1 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 0
1417 2005/11/29 足立成和信用金庫 西新井支店 1985年4月1日か 1313 2 0 5 紛失 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1418 2005/11/29 スターキャット・ケーブル 顧客の住所、氏名、電 該当顧客へ事態報告と 29 1 0 6 盗難 車上荒らし 書類 4 0 5 1
1419 2005/11/29 沖縄銀行 船荷証券と商業送り状 当該顧客に対しては直 7 1 0 5 紛失 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1420 2005/11/30 クオークローン 6支店 顧客の氏名、生年月日 当該顧客には説明とお 9 2 0 5 紛失 誤廃棄 契約書類 4 0 5 0
1421 2005/11/30 北九州市建築都市局都市交 車の使用者の氏名、住 対象者を訪問し、状況 56 2 0 9 不適切処理 誤廃棄 書類 1 0 5 1
1422 2005/11/30 銚子商工信用組合 川口支店 顧客名、顧客番号、口 2537 2 0 5 紛失 誤廃棄 ﾏｲｸﾛﾌｨﾙﾑ 4 1 5 0
1423 2005/11/30 銚子商工信用組合 飯岡支店 顧客名、顧客番号、口 241 2 0 5 紛失 誤廃棄 ﾏｲｸﾛﾌｨﾙﾑ 4 1 5 0
1424 2005/11/30 長野県信用農業協同組合連 氏名、口座番号、振替 該当顧客へは個別に面 11 2 0 5 紛失 不明 書類 4 0 3 1
1425 2005/12/1 メディコン 氏名、勤務先病院、病 不正使用等の事実が判 1439 1 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 0
1426 2005/12/2 住友林業緑化 個人情報480件分を 該当顧客に電話連絡や 480 1 0 5 紛失 電車内 鞄 4 0 5 0
1427 2005/12/2 東和銀行 取引日、顧客氏名、口 21000 2 0 5 紛失 誤廃棄 ﾏｲｸﾛﾌｨﾙﾑ 4 1 5 0
1428 2005/12/2 リトルアンデルセン ID（メールアドレス 顧客への連絡、相談窓 6725 1 1 2 流出 不正ｱｸｾｽ PC 4 1 2 0
1429 2005/12/2 ルネサンス 住所、氏名 当該顧客に対し個別に 112 1 1 3 漏洩 流用 ﾃﾞｰﾀ 4 0 1 1
1430 2005/12/2 旭化成ホームズ 電話番号 該当する顧客には個別 81 1 0 5 紛失 不明 携帯電話 4 1 3 0
1431 2005/12/2 アイ・エックス・アイ 東京支社 年賀状送付先情報 関係者に連絡をとり事 250 1 0 5 紛失 不明 リスト 4 0 3 0
1432 2005/12/5 社会保険庁 年金個人情報 1574 2 1 3 漏洩 業務外閲覧 ﾃﾞｰﾀ 1 0 1 1
1433 2005/12/5 北陸ミサワホーム 氏名と住所を含み、営 当該顧客には事実関係 286 1 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 0
1434 2005/12/5 アコーディア・ゴルフ 会員の氏名、勤務先名 467 1 1 3 漏洩 不正取得 恐喝 4 0 1 0
1435 2005/12/5 セントケア 平塚営業所 氏名、生年月日、性別 該当顧客に対しては事 238 2 0 5 紛失 帰宅途中 鞄 4 0 5 0
1436 2005/12/6 UFJ銀行 祖父江支店 氏名、口座番号等の顧 順次個別に連絡してい 450 2 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 0
1437 2005/12/6 積水ハウス 北陸圏 顧客の住所、氏名、ア 該当顧客には、当社担 1 1 0 6 盗難 車上荒らし 端末 4 1 5 0
1438 2005/12/6 積水ハウス 近畿圏 住所、氏名、電話番号 担当者から事情説明 45 1 0 8 漏洩 誤交付 資料 4 0 5 0
1439 2005/12/6 積水ハウス 関東圏 顧客の姓、住所の一部 各事件それぞれに対応 21 1 0 5 紛失 出勤途中 携帯電話 4 1 5 0
1440 2005/12/6 積水ハウス 中部圏 同日訪問した顧客の地 車上荒らしの対策につ 4 1 0 6 盗難 車上荒らし カーナビ 4 0 5 0
1441 2005/12/6 高島屋 柏店 顧客の氏名、住所、電 今後、情報管理体制を 75 1 0 5 紛失 保管中 ﾌｧｲﾙ 4 0 5 0
1442 2005/12/6 東芝 メールアドレス 該当顧客に事情説明と 124 1 0 5 紛失 電車内 PC 4 1 5 0
1443 2005/12/6 遠軽信用金庫 氏名、住所、生年月日 該当する顧客に対し事 284 2 0 5 紛失 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1444 2005/12/7 三井物産フューチャーズ メールアドレス・漢字 該当顧客に対し、お詫 86 1 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 4 1 5 0
1445 2005/12/7 ブラザー工業 電話帳データ 利用顧客全員に書面で 25 1 0 8 漏洩 未消去 FAX 4 0 5 1
1446 2005/12/7 コニカミノルタビジネスソ 氏名および連絡先、名 顧客に謝罪し、事情を 476 1 0 6 盗難 置き引き 鞄 4 0 5 0
1447 2005/12/7 住友林業ツーバイフォー 巡回訪問目的に作成し 該当顧客に電話連絡や 9 1 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 1
1448 2005/12/7 中京銀行 口座番号、氏名、当日 当該顧客には事情説明 8 2 0 5 紛失 誤廃棄 資料 4 0 5 0
1449 2005/12/7 日本郵政公社北陸支社 水橋郵便局 受取人と差出人の住所 9153 1 0 5 紛失 誤廃棄 書留 1 0 5 0
1450 2005/12/8 メイテツコム 氏名とメールアドレス 当該登録者にメールお 798 1 1 2 流出 不正ｱｸｾｽ メールマガジン 4 1 2 0
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1451 2005/12/8 大阪府堺市 受診日、名前、生年月 当該患者に対して事実 963 3 0 6 盗難 事務所荒らし PC 3 1 5 0
1452 2005/12/8 東京ガス 住所、氏名、ガス料金 顧客には個別に事情説 5 1 0 6 盗難 事務所荒らし 手提げ金庫 4 0 5 1
1453 2005/12/8 西武ガス 顧客の名前、使用場所 当該顧客には、事情を 1 1 0 5 紛失 業務中 検針票 4 0 5 1
1454 2005/12/8 旭川信用金庫 定期預金満期案内はが 郵便局が該当する顧客 4 2 0 8 漏洩 誤送付 宛先違い 4 0 5 1
1455 2005/12/8 旭川信用金庫 カードローン契約書 該当する顧客に謝罪し 2 2 0 5 紛失 誤廃棄 契約書 4 0 5 0
1456 2005/12/8 旭川信用金庫 出資金支払計算書、紛 該当する顧客を訪問し 11 2 0 8 漏洩 誤送付 宛先違い・混入 4 0 5 0
1457 2005/12/8 静岡県 車両ナンバーや車種、 8 2 0 5 紛失 不明 名簿 1 0 3 1
1458 2005/12/9 香川大学 患者の氏名や病名 3 3 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 2 1 4 0
1459 2005/12/9 松下電器産業 コーポレー 電子メールアドレス 送信先に謝罪メールを 1333 1 0 7 流出 誤配信 宛先 4 1 5 0
1460 2005/12/9 明治安田生命保険 仙台支社 顧客の氏名、年齢、誕 同社は運送業者に管理 3696 1 0 5 紛失 運送中 荷物 4 0 5 1
1461 2005/12/12 楽天KC 宮崎支店 顧客の氏名、住所、電 該当顧客に連絡して謝 6 2 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 0
1462 2005/12/13 中部電力 住所、氏名、電話番号 11 1 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 1
1463 2005/12/13 住宅金融公庫 顧客氏名、住所など 住所の確認が可能な顧 505 1 0 5 紛失 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1464 2005/12/13 北九州市産業学術振興局 氏名、生年月日、住所 受講生には謝罪と調査 53 2 0 5 紛失 会議室内 受講申込書控 1 0 5 0
1465 2005/12/13 長野県信用組合 須坂支店 振出人と裏書人の記載 該当する顧客に個別に 2 2 0 5 紛失 誤廃棄 ﾏｲｸﾛﾌｨﾙﾑ 4 1 5 0
1466 2005/12/13 松下電器産業 顧客の氏名、住所、電 顧客と誤送信先に対し 1 1 0 8 漏洩 誤送信 FAX 4 0 5 1
1467 2005/12/14 国民生活金融公庫 顧客氏名と住所、契約 53 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 4 0
1468 2005/12/14 杉並区和泉北学童クラブ 同学童クラブの児童3 保護者説明会で事情を 39 1 0 5 紛失 置き忘れ 連絡票 2 0 5 0
1469 2005/12/14 DCカード 「京急DCカード」の 両社は今後、提出され 17 2 0 5 紛失 郵送中 申込書 4 0 5 1
1470 2005/12/14 シティテレビ中野 顧客情報 同社はただちに、顧客 2 1 0 5 紛失 不明 鞄 4 0 3 0
1471 2005/12/15 大成建設 顧客氏名、現住所、電 当該顧客に対しては、 8 2 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 1
1472 2005/12/16 佐野地区広域消防組合 消防職員、消防団員、 211 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
1473 2005/12/16 NHK 横浜放送局 顧客情報 不明 1 0 5 紛失 不明 携帯端末 4 1 3 1
1474 2005/12/16 ヒューマンネットワーク 約2,000名分は氏 2200 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
1475 2005/12/16 JR西日本 氏名、生年月日、郵便 情報が流出した会員に 126680 1 1 3 漏洩 不正提供 名簿 4 0 1 0
1476 2005/12/16 三洋信販 氏名、住所、電話番号 該当する顧客に個別に 3 1 0 5 紛失 宅配中 申込書 4 0 5 1
1477 2005/12/16 日本ケンタッキー・フライ 顧客と、パート従業員 18557 2 0 5 紛失 電車内 PC 4 1 5 1
1478 2005/12/16 エーエム・ピーエム・ジャ 氏名、住所、会員番号 送付されなかった顧客 4 1 0 8 漏洩 誤送付 混入 4 0 5 1
1479 2005/12/19 NTT東日本 東京支店 法人の顧客情報（名称 顧客にはお詫びと事情 190 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
1480 2005/12/19 近畿労働金庫 西宮支店 参加者の氏名、住所、 当該顧客には事情説明 31 1 0 5 紛失 不明 名簿 4 0 3 0
1481 2005/12/21 NHK 奈良放送局 契約・収納情報 1 0 6 盗難 車上荒らし 携帯端末 4 1 5 1
1482 2005/12/21 日研化学 氏名、診療科、役職等 紛失情報のすべての関 1435 1 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 0
1483 2005/12/21 イオ信用組合 四日市支店 氏名、住所、生年月日 該当顧客には、個別に 5667 2 0 5 紛失 業務中 携帯 4 1 5 0
1484 2005/12/22 ケーブルネット埼玉 氏名、電話番号、電子 該当顧客には個別に報 3 1 0 6 盗難 車上荒らし 書類 4 0 5 1
1485 2005/12/22 CSKシステムズ 法人名、部署名、役職 該当顧客には順次お詫 528 1 0 7 流出 不明 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 3 0
1486 2005/12/22 NTTネオメイト関西 顧客の氏名、住所、電 顧客へは個別に説明と 36 1 0 8 漏洩 不明 資料 4 0 3 1
1487 2005/12/22 大阪ガス 顧客の氏名、住所、電 当該顧客には個別にお 23 1 0 7 流出 不明 資料 4 1 3 1
1488 2005/12/22 ローソン 粕谷3丁目 顧客氏名、住所、電話 当該顧客には取引先等 27 1 0 5 紛失 不明 振込票控 4 0 3 0
1489 2005/12/23 東芝ファイナンス 氏名、住所、契約金額 該当顧客には個別に事 7 2 0 5 紛失 不明 書類 4 0 3 0
1490 2005/12/23 東芝ファイナンス 氏名、住所、契約金額 該当顧客には個別に事 8 2 0 8 漏洩 誤送信 FAX 4 0 5 0
1491 2005/12/26 コイデカメラ 電子メールアドレス 該当顧客には、年明け 16280 1 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 4 1 5 0
1492 2005/12/26 びわこ銀行 氏名、口座番号、金額 発見 105 2 0 5 紛失 置き忘れ 鞄 4 0 5 0
1493 2005/12/26 セゾン自動車火災保険 埼玉南営業 氏名、住所、電話番号 該当顧客には事態説明 512 2 0 6 盗難 事務所荒らし PC 4 1 5 0
1494 2005/12/26 JAハイナン 氏名、住所、電話番号 該当顧客には個別に事 14 1 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 0
1495 2005/12/27 NEC ITシステムの保守履 当該顧客には個別に連 82 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
1496 2005/12/27 東京ガス 住所、氏名、電話番号 、該当顧客全員に個別 31 1 0 5 紛失 業務中 工事設計図書 4 0 5 1
1497 2005/12/27 東邦大学医学部付属佐倉病 氏名、年齢、性別、病 当該患者には事情説明 423 3 0 5 紛失 病院内 PC 3 1 5 0
1498 2005/12/27 アコム 鹿児島 氏名、住所、契約日等 顧客に対し説明とお詫 1 1 0 5 紛失 不明 会員申込書 4 0 3 0
1499 2005/12/27 越前信用金庫 氏名、口座番号、金額 当該漏洩先の全顧客に 8 2 0 6 盗難 車上荒らし FD 4 1 5 0
1500 2005/12/27 JA西美濃 氏名、定期貯金契約番 当該個人情報のうち特 5 1 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 0
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1501 2005/12/28 中川 電子メールアドレス 送信先顧客に対して、 96 1 0 7 流出 誤配信 宛先 4 1 5 0
1502 2005/12/28 サーラ住宅 氏名、電話番号 同社は携帯電話に登録 1 0 6 盗難 自宅 携帯電話 4 1 5 0
1503 2005/12/28 富士電機機器制御 中部支社 氏名、住所、生年月日 当該顧客には個別に謝 6587 1 0 5 紛失 置き忘れ HDD 4 1 5 0
1504 2005/12/28 全国農業協同組合連合会 埼玉県本部 氏名、顧客番号、住所 当該顧客に対しては、 19 1 0 5 紛失 置き忘れ 書類 4 0 5 1
1505 2005/12/28 ディノス 郵便番号、住所、氏名 当該顧客には昨年12 672 1 0 5 紛失 散乱 宛名ﾗﾍﾞﾙ 4 0 5 1
1506 2005/12/28 レオパレス21 氏名、顧客番号、契約 誤送確認後ただちに回 916 1 0 8 漏洩 誤送付 宛先違い 4 0 5 0
1507 2005/12/29 日本郵政公社東京支社 小岩郵便局 住所、氏名、電話番号 4365 1 0 5 紛失 誤廃棄 書類 1 0 5 0
1508 2005/12/29 スルガ銀行 パスワード インターネットバンキ 1 2 1 2 流出 不正ｱｸｾｽ 不正振込 4 1 2 0
1509 2005/12/30 熊本ファミリー銀行 山鹿支店 氏名、住所、電話番号 顧客への事情説明とお 59 1 0 8 漏洩 誤送信 FAX 4 0 5 0
1510 2005/12/30 アビリティクラブたすけあ 金融機関の支店統廃合 今後、クレディセゾン 19 1 0 5 紛失 ヤマト運輸 書類 5 0 5 1
1511 2005/12/30 松下エコシステムズ 電子ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ 該当する学生にメール 1276 1 0 7 流出 誤操作 閲覧可能 4 1 4 0
1512 2006/1/4 東京ケーブルネットワーク 顧客情報 同社では当該顧客に報 1 1 0 5 紛失 不明 書類 4 0 5 0
1513 2006/1/4 山梨大学付属病院 氏名（カタカナ）、年 ただちに資料を返却し 8 3 0 8 漏洩 誤交付 書類 3 0 5 1
1514 2006/1/5 ゆめカード クレジットカード入会 今年1月4日になって 1 2 0 5 紛失 不明 書類 4 0 5 0
1515 2006/1/5 長野県 住所、氏名、税額など 紛失データに関する納 2111 1 0 5 紛失 不明 USB 1 1 5 0
1516 2006/1/6 全国農業協同組合連合会 千葉県本部 氏名、住所、電話番号 同会は当該顧客に陳謝 16 1 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 0
1517 2006/1/6 クオークローン 氏名と自宅住所 該当顧客に事情を説明 4 1 0 8 漏洩 誤送付 書類 4 0 5 1
1518 2006/1/6 三菱ふそうトラック・バス 氏名、住所、電話番号 現時点では個人情報が 239 1 0 5 紛失 ﾒﾝﾃﾅﾝｽ PC 4 1 5 1
1519 2006/1/10 ビジュアルリサーチ 会社名 、氏名、電話 315 1 0 6 盗難 不明 鞄 4 0 5 0
1520 2006/1/10 積水ハウス 中部圏 住所、氏名 該当の顧客には、責任 1 1 0 5 紛失 内部 書類 4 0 5 0
1521 2006/1/10 積水ハウス 関東圏 氏名、電話番号 該当の顧客には、責任 5 1 0 5 紛失 出勤途中 携帯電話 4 1 5 0
1522 2006/1/10 東邦ガス 氏名、住所、電話番号 1 1 0 5 紛失 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1523 2006/1/10 毛髪クリニックリーブ２１ 浜松オペレ 氏名、住所、電話番号 当該顧客には事故の経 2 2 0 5 紛失 内部 書類 4 0 5 0
1524 2006/1/10 松竹マルチプレックスシア 三郷店 氏名、住所など 今後の再発防止のため 1940 1 0 5 紛失 佐川急便 応募用紙 4 0 5 1
1525 2006/1/11 住友林業緑化 大阪南営業 顧客情報 該当顧客に電話連絡・ 9 1 0 6 盗難 車上荒らし 書類 4 0 5 0
1526 2006/1/11 愛知県信用農業協同組合連 氏名、口座番号、預入 該当顧客に対し、10 27 2 0 5 紛失 不明 書類 1 0 5 0
1527 2006/1/11 パナホーム 阪神支店 氏名と電話番号 当該顧客にはお詫びと 33 1 0 6 盗難 車上荒らし 手帳 4 0 5 0
1528 2006/1/11 パナホーム 大阪支社 氏名、住所、電話番号 当該顧客にはお詫びと 12 1 0 8 漏洩 誤送信 FAX 4 0 5 0
1529 2006/1/12 住商アーバン開発 氏名とフリガナ、住所 対策本部を設置し、所 64 1 0 5 紛失 不明 一覧表 4 0 5 1
1530 2006/1/12 いわい東農業協同組合 旧磐清水支 住所、氏名、電話番号 該当する顧客は現在確 470 1 0 5 紛失 誤廃棄 自賠責共済契約 4 0 5 0
1531 2006/1/12 ブリヂストンスポーツアリ ゴルフプラ 住所、氏名、電話番号 該当顧客には対し、個 230 2 0 6 盗難 事務所荒らし PC 4 1 5 0
1532 2006/1/13 富士通 カナ氏名、電話番号な 当該顧客に個別に事情 1950 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ 不明 4 1 4 1
1533 2006/1/13 中央三井信託銀行 立川支店 氏名、届け印、住所、 該当顧客への対応は、 851 2 0 5 紛失 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1534 2006/1/13 ジャパンへルスサミット 広島営業所 本人・配偶者氏名、性 該当する顧客に対し事 9 2 0 5 紛失 運送中 書類 4 0 5 1
1535 2006/1/16 東京電力 契約名義、住所、使用 当該顧客を個別訪問し 162 2 0 8 漏洩 誤送付 領収書 4 0 5 0
1536 2006/1/16 兵庫県養父市 氏名、住所、メールア 同市は個人情報流出の 7300 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 1
1537 2006/1/16 旭川信用金庫 キャッシュカード送付 該当郵便局が差出人と 3 2 0 8 漏洩 誤送付 郵便 4 0 5 0
1538 2006/1/17 監査法人トーマツ　 顧客名、借入残高、融 当該顧客には個別に連 55000 2 0 6 盗難 置き引き 鞄 4 0 5 0
1539 2006/1/17 中部電力 氏名(電気需給契約の 顧客に事実説明と謝罪 13 1 0 5 紛失 不明 はがき 4 0 5 0
1540 2006/1/17 関電不動産 TSUTA 氏名、年齢、性別、住 361 2 0 5 紛失 不明 買取り申込書 4 0 5 0
1541 2006/1/17 三井住友海上 契約者名と一部データ 590 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 4 1
1542 2006/1/17 パナソニック ネットワー 住所、氏名、携帯電話 顧客と誤送信先に経緯 1 1 0 8 漏洩 誤送付 FAX 4 0 5 0
1543 2006/1/17 旭化成ファーマ 氏名、勤務先等 該当者に対し報告と謝 513 1 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 0
1544 2006/1/17 WOWOW 氏名、住所、生年月日 今後は窓あき封筒を使 2 2 0 8 漏洩 誤送付 宛名違い 4 0 5 1
1545 2006/1/17 東北電力 青森支店 住所、氏名、電話番号 該当する顧客に事情を 14 1 0 5 紛失 業務中 調査記録 4 0 5 1
1546 2006/1/18 北海道南渡島消防事務組合 氏名、年齢、救急処置 同署は、消防士を厳重 2 3 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 1
1547 2006/1/18 関東電気保安協会 不明 当該顧客を個別訪問し 46 1 0 6 盗難 車上荒らし 携帯端末 4 1 5 0
1548 2006/1/18 室蘭信用金庫 不明 該当顧客には不着のお 3 1 0 5 紛失 不明 郵便物 4 0 5 0
1549 2006/1/19 光通信 電子メールアドレス 送信先全員にお詫びの 245 1 0 7 流出 誤配信 宛先 4 1 5 0
1550 2006/1/19 筑波大学 患者の氏名、イニシャ 当該患者に対しては事 25 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 2 1 4 0
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1551 2006/1/19 ナイスコンピュータシステ 氏名、会社名、連絡先 本件に関する問い合わ 1084 1 0 6 盗難 不明 PC 4 1 5 0
1552 2006/1/20 福岡中央銀行 氏名や商号、住所、納 2985 2 0 5 紛失 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1553 2006/1/20 トヨタカローラ福岡 氏名、カード会員番号 該当する顧客には個別 8 1 0 6 盗難 事務所荒らし 金庫 4 0 5 1
1904 2006/7/10 レオパレス21 氏名、住所等 当該顧客に直接お詫び 1 1 1 3 漏洩 悪意 FAX 4 0 1 0
1905 2006/7/10 山田建設 氏名、住所、電話番号 該当する顧客に謝罪 314 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
1906 2006/7/11 第一生命保険相互会社 企業名と企業年金保険 当該企業に対して事情 129 2 0 5 紛失 帰宅途中 資料 4 0 5 0
1907 2006/7/11 沖縄電力 名前、携帯電話番号 関係者への事情説明と 39 1 0 6 盗難 不明 PHS 4 1 3 0
1908 2006/7/12 ヒューマンエージェント 氏名、住所、連絡先電 当該顧客にお詫びのメ 14 1 0 7 流出 ｼｽﾃﾑ不具合 PC 4 1 4 0
1909 2006/7/13 住友林業 東京南支店 氏名、電話番号、住所 該当顧客には訪問の上 40 1 0 6 盗難 車上荒らし 書類 4 0 5 0
1910 2006/7/14 中部電力 顧客氏名、電話番号な 117 1 0 6 盗難 車上荒らし 資料・メモリー 4 1 5 1
1911 2006/7/14 東京電力 契約名義、お客さま番 当該顧客を個別に訪問 96 1 0 5 紛失 作業中 書類 4 0 5 0
1912 2006/7/14 奈良中央三菱自動車販売 顧客氏名、住所、電話 該当顧客に電話、ダイ 123 1 0 6 盗難 車上荒らし 書類・ダイレク 4 0 5 0
1913 2006/7/14 ジェイコム千葉 氏名、住所、電話番号 1 1 0 7 流出 誤操作 データ 4 1 4 0
1914 2006/7/15 デジソニック メールアドレス 顧客に対しお詫びと報 262 1 0 7 流出 誤操作 メール 4 1 4 0
1915 2006/7/18 りそな銀行 氏名、口座番号、預金 171612 2 0 9 不適切 誤廃棄 ﾏｲｸﾛﾌｨﾙﾑ 4 1 5 0
1916 2006/7/18 富士重工業 顧客氏名、住所、電話 該当顧客に直接、お詫 253 1 0 6 盗難 電車内 PC・資料 4 1 3 0
1917 2006/7/18 近畿大阪銀行 氏名、住所、電話番号 3450 2 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1918 2006/7/18 松下電器産業 個人情報 当該顧客にはお詫びと 1 1 0 8 漏洩 誤送信 FAX 4 0 5 0
1919 2006/7/18 川澄化学工業 カワスミラ 氏名、勤務先名、勤務 関係者に状況報告とお 4112 1 0 6 盗難 事務所荒らし PC 4 1 5 1
1920 2006/7/19 預金保険機構 氏名、住所、生年月日 事実関係等を説明、お 16 1 0 6 盗難 電車内 書類 4 0 3 0
1921 2006/7/20 いすゞ自動車 氏名、会社名、役職、 2706 1 0 6 盗難 置き引き HDD 4 1 5 0
1922 2006/7/20 マングローブ メールアドレス 該当読者に対し、事情 241 1 0 7 流出 誤操作 メール 4 1 4 0
1923 2006/7/21 ＮＨＫ 大阪放送局 氏名と住所 該当する顧客を訪問し 223 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Share 4 1 4 0
1924 2006/7/21 日本郵政公社 近畿支社 氏名、役職 払込団体代表者を訪問 1607 1 0 5 紛失 誤手続き 発送時 4 0 5 0
1925 2006/7/21 三光純薬 氏名､所属、役職など 関係者に事実報告とお 105 1 0 5 紛失 不明 PC 4 1 5 0
1926 2006/7/22 新潟県信用保証協会 個人情報 顧客に対しては事情説 45 1 0 8 漏洩 誤掲載 書類 1 0 5 0
1927 2006/7/24 日本テレコム 会社所属名、氏名、会 該当者に対し直接謝罪 152 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 1
1928 2006/7/24 沖縄電力 氏名、電話番号 関係者へ事実説明と謝 47 1 0 5 紛失 置き忘れ PHS 4 0 5 0
1929 2006/7/24 富士火災海上保険 大澤インシ 顧客氏名、住所、電話 該当顧客への事情説明 328 2 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 1
1930 2006/7/24 トヨタホーム愛知 顧客氏名、住所、電話 該当顧客に盗難・流出 4 1 0 6 盗難 車上荒らし 資料 4 0 5 0
1931 2006/7/25 弥生 登録名義、住所、電話 該当顧客に謝罪文書を 164304 1 0 7 流出 不明 不明 4 1 3 0
1932 2006/7/25 神戸市公園緑化協会 顧客氏名、住所、電話 1916 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 1
1933 2006/7/25 ドリーム・トレイン・イン 氏名、住所、電話番号 当該顧客には、個別に 71 1 0 6 盗難 路上 携帯電話 4 1 3 0
1934 2006/7/26 トランスコスモス 氏名、住所、電話番号 6 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ 不明 4 1 4 0
1935 2006/7/26 日本財団 メールアドレス 関係者に経緯報告とお 2346 1 0 7 流出 誤送信 メール 5 1 4 0
1936 2006/7/26 国立東京工業高等専門学校 氏名、学籍番号、成績 関係者に事情説明とお 3381 2 0 7 流出 誤操作 ファイル共有ソ 2 1 4 0
1937 2006/7/27 インテック 住所や氏名、性別、生 1653 3 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
1938 2006/7/27 ゲームオン メールアドレス、パス 各ゲームサイトに謝罪 3880 1 0 7 流出 プログラム不具合PC 4 1 4 0
1939 2006/7/27 ＮＨＫ 広島放送局 氏名、住所、電話番号 お詫びと経過の説明 97 1 0 7 流出 誤送信 メール 4 1 4 0
1940 2006/7/27 関東マツダ 川越店 氏名、住所、電話番号 当該顧客に謝罪文を送 70000 1 0 6 盗難 事務所荒らし PC 4 1 5 0
1941 2006/7/28 丸文 会社名、所属、役職、 該当する取引先に対し 1 0 5 紛失 電車内 PC 4 1 5 0
1942 2006/7/28 北海道電力 住所、氏名、口座番号 当該顧客に事実説明と 7 2 0 5 紛失 現地調査中 書類 4 0 5 0
1943 2006/7/28 東京個別指導学院 溝の口教室 住所や氏名など 該当者に対し事情説明 4587 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
1944 2006/7/31 東京ガス エネスタ 住所、氏名、電話番号 当該顧客全員に対し事 2944 1 0 5 紛失 未回収 書類 4 0 5 1
1945 2006/7/31 楽天 住所、氏名、電話番号 463 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
1946 2006/7/31 百五銀行 顧客の口座番号、氏名 2168 2 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1947 2006/8/2 三菱自動車工業 南茨城三菱 氏名、住所、電話番号 当該顧客には電話およ 54 1 0 6 盗難 不明 キャビネット 4 0 3 1
1948 2006/8/3 丸美産業 氏名と電話番号 該当顧客に個別に通知 125 1 0 5 紛失 帰宅途中 携帯電話 4 1 5 0
1949 2006/8/3 大阪ガス 大庄ガスの 氏名、住所、電話番号 該当顧客を個別に訪問 384 1 0 5 紛失 訪問途中 書類 4 0 5 0
1950 2006/8/4 日本郵政公社 氏名、住所、生年月日 353635 2 0 9 不適切 誤廃棄 ﾏｲｸﾛﾌｨﾙﾑ 4 1 5 0
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1951 2006/8/4 東京電力 東京支社 契約名義、住所、顧客 当該顧客に個別に連絡 487 1 0 5 紛失 置き忘れ 携帯端末 4 1 5 1
1952 2006/8/4 仙台市水道局 顧客名や電話番号 2000 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
1953 2006/8/4 エスケイサイバーパス メールアドレス 対象顧客に電子メール 472 1 0 7 流出 誤操作 メール 4 1 4 0
1954 2006/8/4 ジェイエイシージャパン メールアドレス 当該会員に対し謝罪す 223 1 0 7 流出 誤操作 メール 4 1 4 0
1955 2006/8/5 神奈川いすゞ自動車 法人名、個人名、住所 該当顧客に連絡をとっ 231 1 0 6 盗難 車上荒らし 資料 4 0 5 0
1956 2006/8/7 フジ 外商事業部 住所、氏名、電話番号 該当顧客に連絡し、説 52 1 0 5 紛失 不明 書類 4 0 5 0
1957 2006/8/9 愛知日産自動車 蟹江店 住所、氏名、電話番号 該当顧客に報告、謝罪 80 2 0 6 盗難 車上荒らし 書類・携帯電話 4 1 5 0
1958 2006/8/9 京阪互助センター 淀川営業所 住所、氏名、電話番号 該当顧客を訪問し謝罪 97 2 0 6 盗難 置き引き ノート 4 0 5 0
1959 2006/8/9 武蔵野銀行 戸田支店 取引先名と電話番号 該当顧客に事実関係を 41 1 0 5 紛失 帰宅途中 手帳 4 0 5 0
1554 2006/1/20 富士電機デバイステクノロ 西日本営業 アドレスと氏名、一部 該当する顧客に対し個 60 1 0 6 盗難 置き引き 鞄 4 0 5 0
1555 2006/1/23 インフォトレーダー 氏名、住所、電話番号 5,000件にはカー 13000 2 1 2 流出 不正ｱｸｾｽ 4 1 2 0
1556 2006/1/23 ＮＨＫ 広島放送局 不明 1 0 5 紛失 不明 4 5 0
1557 2006/1/23 ＮＨＫ 大阪放送局 不明 1 0 5 紛失 不明 4 5 0
1558 2006/1/23 リトルアンデルセン 東武百貨店 メールアドレス 該当顧客へ個別に説明 46 1 0 7 流出 誤送信 メール 4 1 5 0
1559 2006/1/24 りそな銀行 氏名、住所 37571 1 0 5 紛失 誤廃棄 MO 4 1 5 0
1560 2006/1/24 虎の門病院 氏名、登録番号、生年 該当する患者に順次、 580 3 0 5 紛失 置き忘れ 鞄 3 0 5 0
1561 2006/1/24 パナホーム 筑波工場 氏名、住所など 顧客に対してはお詫び 9 1 0 6 盗難 不明 書類 4 0 5 1
1562 2006/1/24 パナホーム 神奈川支社 氏名、住所、建築図面 顧客に対してはお詫び 1 1 0 8 漏洩 誤送信 FAX 4 0 5 0
1563 2006/1/25 SIIナノテクノロジー 氏名、会社名、会社電 当該顧客へ個別に連絡 800 3 0 6 盗難 事務所荒らし HDD 4 1 5 0
1564 2006/1/26 愛媛県議会 住所、氏名、電話番号 31200 3 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
1565 2006/1/26 清風会豊和麗病院 不明 当該患者には説明とお 3 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 3 0 5 0
1566 2006/1/27 日本郵政公社 茨城県出島 氏名、住所 顧客に個別に連絡して 42 1 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 1 0 5 0
1567 2006/1/27 東ハト 氏名、住所、電話番号 当該顧客にはすでに状 2255 1 0 5 紛失 紛失 鞄 4 0 5 0
1568 2006/1/27 アコム 氏名（ローマ字表記） 該当顧客には事情説明 401 2 0 5 紛失 紛失 書類 4 0 5 0
1569 2006/1/27 テイツー 氏名、住所、生年月日 当該顧客にはばんぐら 18 1 0 5 紛失 紛失 ポイント入会申 4 0 5 1
1570 2006/1/27 エルピーエル日本証券 氏名、住所、取引情報 5 1 0 8 漏洩 誤送付 書類 4 0 5 0
1571 2006/1/30 秋田銀行 受取銀行名、口座番号 連絡がとれる顧客には 116 2 0 5 紛失 紛失 資料 4 0 5 0
1572 2006/1/30 東京電力 多摩支店立 契約名義、住所 当該顧客には、個別に 556 1 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 0
1573 2006/1/30 ファンケル ｶﾀｶﾅ氏名と電話番 当該顧客に報告とお詫 8 1 0 7 流出 閲覧 P2Pｿﾌﾄ 4 1 5 1
1574 2006/1/30 広島ガス 氏名、住所、領収日、 当該顧客には個別に訪 2 0 5 紛失 紛失 領収書控え 4 0 5 0
1575 2006/1/30 レカム 氏名、年齢、性別、電 該当者に対し、電話と 286 1 0 6 盗難 フェア会場 PC 4 1 5 0
1576 2006/1/30 旭川信用金庫 氏名、振込科目、振込 会社を訪問して謝罪 14 2 0 8 漏洩 誤交付 給与振込依頼書 4 0 5 0
1577 2006/1/31 日本郵政公社 銚子郵便局 氏名、住所、電話番号 当該顧客には個別訪問 2838 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 1
1578 2006/1/31 ミサワホーム 氏名と電話番号 顧客には事情を説明し 3 1 0 8 漏洩 誤送信 FAX 4 0 5 0
1579 2006/2/1 千早病院 氏名、生年月日、病名 該当患者に順次、個別 111 3 0 6 盗難 車上荒らし PC 3 1 5 0
1580 2006/2/1 ﾈｯﾂﾄﾖﾀ道都 元町店 住所、氏名、生年月日 当該顧客には説明と謝 398 1 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 0
1581 2006/2/1 JEUGIA 茨木店 氏名、住所、電話番号 当該顧客には1月28 167 1 0 5 紛失 紛失 修理品預り票控 4 0 5 0
1582 2006/2/1 パナホーム滋賀 氏名、住所、電話番号 6327 1 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 0
1583 2006/2/1 ザ・アール アドレスと受信者名 読者にお詫びと事情説 719 1 0 8 漏洩 誤送信 メルマガ 4 1 4 0
1584 2006/2/2 あいおい損保 氏名、住所、電話番号 該当顧客に謝罪文を送 7945 1 0 5 紛失 紛失 CD-ROM 4 1 5 1
1585 2006/2/2 グリーンシティケーブルテ 氏名、住所、電子メー 1 1 0 8 漏洩 誤送付 メール 4 1 5 0
1586 2006/2/2 目黒区 氏名、住所、生年月日 12 2 0 5 紛失 紛失 国民健康保険料 1 0 5 0
1587 2006/2/2 ジェイ・スポーツ・ブロー 住所、担当者氏名、電 415 1 0 6 盗難 空港ｶｳﾝﾀｰ PC 4 1 3 0
1588 2006/2/2 グッドオフィス　カーギャ 氏名とメールアドレス 301 1 0 8 漏洩 誤送信 メルマガ 4 1 5 0
1589 2006/2/3 西埼玉中央病院付属看護学 入院患者の情報 当該患者に対し直接謝 3 0 7 流出 流出 PC 2 1 4 0
1590 2006/2/3 リクルートコスモス 部屋番号、氏名、電話 該当住戸へ経緯報告と 15 1 0 6 盗難 駅 鞄 4 0 2 0
1591 2006/2/3 GEコンシューマー・ファ 氏名、住所、生年月日 該当顧客には個別に事 9 1 0 5 紛失 紛失 契約書 4 0 5 0
1592 2006/2/5 日本アルコン 氏名、住所等 4581 1 0 6 盗難 駅 PC 4 1 5 0
1593 2006/2/7 エスペック 社名、部署名、氏名、 1 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 1
1594 2006/2/7 前橋市消防本部 被災者、通報者などの 16 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
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1595 2006/2/7 カンセキ 住所、氏名、電話番号 当該顧客には文書にて 1524 2 0 6 盗難 事務所荒らし PC 4 1 3 1
1596 2006/2/8 千葉県 県土整備部 個人氏名、法人名称、 67 1 0 7 流出 流出 PC 1 1 4 0
1597 2006/2/8 みずほ銀行 氏名、住所、電話番号 当該顧客へ連絡し事情 1251 2 1 3 漏洩 不正持出し 持出し 4 0 1 0
1598 2006/2/8 積水ハウス 住所と氏名 75 1 0 5 紛失 紛失 PC 4 1 3 0
1599 2006/2/8 中部電力 氏名、住所、電気料金 当該顧客に事実説明と 2 1 0 8 漏洩 誤送付 電気料金振込用 4 0 5 0
1600 2006/2/8 ローソン 鶴橋駅前店 氏名、住所と、電話番 該当する顧客には、取 70 1 0 6 盗難 社内便 公共料金等振込 4 0 3 0
1601 2006/2/8 倉敷市消防局 住所や名前など 124 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
1602 2006/2/9 住友林業ホームテック 千葉営業所 氏名、電話番号 該当顧客には事情説明 8 1 0 5 紛失 紛失 携帯電話 4 1 5 0
1603 2006/2/9 アイティメディア 氏名、住所等の個人情 説明とお詫びの文書を 1000 1 0 6 盗難 不明 PC 4 1 5 0
1604 2006/2/9 ピーチ・ジョン 氏名、住所、電話番号 645 1 0 7 流出 流出 PC 4 1 4 0
1605 2006/2/9 NTT東日本 メールアドレス 該当する事業者の担当 579 1 0 7 流出 流出 メール 4 1 4 0
1606 2006/2/9 アイティービー 氏名、住所、電話番号 1378 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
1607 2006/2/9 各務原市 住所と所有者名、発見 2309 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
1608 2006/2/10 ニチイ学館 住所、氏名、生年月日 25 1 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 3 0 5 0
1609 2006/2/10 ＮＨＫ 浜松支局 不明 1 0 6 盗難 不明 携帯端末 4 1 3 0
1610 2006/2/10 GEコンシューマー・ファ 氏名、住所、生年月日 当該顧客には個別に説 1 1 0 5 紛失 紛失 契約書 4 0 5 0
1611 2006/2/10 SFCG 顧客氏名、住所、電話 当該顧客に文書でお詫 24 1 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 0
1612 2006/2/10 さくらケーシーエス 不明 当該顧客に状況報告・ 55 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
1613 2006/2/13 読売理工学院 住所、氏名、電話番号 1036 2 0 7 流出 流出 PC 2 1 4 0
1614 2006/2/13 法務省 京都刑務所 氏名、生年月日、性別 10000 3 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
1615 2006/2/13 ヒューコム 個人名、会社名、部署 1300 1 0 5 紛失 紛失 鞄 4 0 5 0
1616 2006/2/13 クレディ・スイス生命保険 住所、氏名、生年月日 該当顧客には経緯等の 163 1 0 5 紛失 紛失 PC 4 1 5 0
1617 2006/2/13 ミサワホームイング東京 顧客氏名、住所、電話 当該顧客には事実関係 6 1 0 5 紛失 紛失 鞄 4 0 5 0
1618 2006/2/14 中部電力 氏名、住所、顧客番号 該当する顧客に事情を 1 2 0 8 漏洩 誤送付 電気料金振込用 4 0 5 0
1619 2006/2/15 サイバネットシステム 会社名、氏名、住所、 当該顧客に対して陳謝 26438 1 0 6 盗難 空き巣 PC 4 1 5 0
1620 2006/2/15 北陸労働金庫 顧客のパスワード等 1 2 1 3 漏洩 漏洩 インターネット 4 1 3 0
1621 2006/2/15 福島大学 生徒氏名、保護者氏名 83 1 0 5 紛失 紛失 名簿 2 0 5 0
1622 2006/2/15 ＮＨＫ 不明 1 0 6 盗難 不明 携帯端末 4 1 3 0
1623 2006/2/15 GE Money メールアドレス 送信先の顧客全員にお 100 1 0 7 流出 流出 メール 4 1 4 0
1624 2006/2/15 横浜市 港北区戸籍 父母名、続柄、名前、 謝罪、事情説明 2 3 0 8 漏洩 誤交付 FAX 1 0 5 0
1625 2006/2/16 グーディッシュ 氏名、電話番号、一部 該当顧客に状況報告と 1 0 6 盗難 路上 鞄 4 0 3 0
1626 2006/2/17 アップ 氏名、学年、校舎名、 当該顧客（生徒）に事 23 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
1627 2006/2/17 高村商店 購入情報、氏名、住所 電話で連絡をとり、事 160 1 0 7 流出 誤操作 メール 5 1 5 0
1628 2006/2/17 岐阜大学 氏名、学籍番号、最終 電話および文書で事情 63 2 0 6 盗難 不明 PC 2 1 3 0
1629 2006/2/18 鹿児島市 鹿児島市衛 氏名、生年月日、異動 164 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
1630 2006/2/20 ゴンゾロッソオンライン ゲームID、パスワー 当該ユーザーにID・ 1373 1 0 7 流出 誤操作 PC 4 1 5 0
1631 2006/2/20 杉本食肉産業 メールアドレス 配信した会員にただち 138 1 0 7 流出 誤配信 メール 4 1 5 0
1632 2006/2/21 サピックス小学部 生徒番号、氏名、カタ 292 1 0 8 漏洩 不明 名簿 4 0 3 0
1633 2006/2/21 四国電力 顧客氏名、電話番号、 当該顧客に個別に連絡 30 1 0 5 紛失 不明 定期調査シート 4 0 3 1
1634 2006/2/21 宮崎地方検察庁 スピード違反など交通 8 3 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
1635 2006/2/23 名古屋市上下水道局 顧客名、給水装置所有 当該顧客を戸別訪問し 1 0 5 紛失 不明 帳票 1 0 5 0
1636 2006/2/24 NTT東西 栃木支店 氏名（会社名）、住所 該当顧客へ個別に連絡 1631 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 1
1637 2006/2/24 GEコンシューマー・ファ 梅田支店 不明 該当顧客には誠意をも 1 2 0 5 紛失 不明 公正証書作成委 4 0 5 0
1638 2006/2/24 立命館大学 受講生の氏名、学生証 関係者へ報告とお詫び 165 2 0 5 紛失 廃棄 採点報告表 2 0 5 0
1639 2006/2/24 高島屋 堺店 氏名、住所、電話番号 該当顧客には個別にお 18 1 0 5 紛失 不明 配達伝票および 4 0 3 0
1640 2006/2/24 日本テレビ メールアドレス 両サイトに謝罪文を掲 83 1 0 7 流出 ｼｽﾃﾑ PC 4 1 4 1
1641 2006/2/24 防衛庁 自衛隊 艦船のコールサインや 10 3 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
1642 2006/2/24 NTTコミュニケーション 氏名、管理番号、メー 該当顧客に個別に電話 552 1 0 8 漏洩 誤送付 承り票 4 0 5 0
1643 2006/2/24 東京地方裁判所 氏名、住所 情報が流出した個人に 149 2 0 7 流出 不明 PC 1 1 4 0
1644 2006/2/24 全国農業協同組合連合会 取引先の氏名、口座番 67 2 0 9 不適切 誤廃棄 経理帳票 4 1 5 0
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1645 2006/2/24 東急コミュニティー 氏名、部屋番号、自宅 該世帯の顧客には全戸 28 1 0 6 盗難 不明 名簿 4 0 5 0
1646 2006/2/27 新日本監査法人 不明 当該監査先に事情説明 169 1 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 0
1647 2006/2/27 札幌学院大学 学籍番号、氏名、得点 当該学生に対しお詫び 106 2 0 6 盗難 車上荒らし 採点簿 2 0 5 0
1648 2006/2/27 東京都渋谷区 氏名、住所、生年月日 該当区民には個別に連 37 1 0 5 紛失 不明 個人リスト 1 0 3 0
1649 2006/2/27 大京管理 氏名、住所、電話番号 当該マンション全戸に 70 1 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1650 2006/2/27 NTT東日本 神奈川支店 企業名、電話番号等 2 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
1651 2006/2/28 北九州市 環境局総務 職員の勤務時間や報酬 集団資源回収団体に対 418 2 0 5 紛失 不明 FD 1 1 5 0
1652 2006/2/28 NTT東日本 顧客名、住所、配達冊 該当顧客へは訪問等に 260 1 0 6 盗難 キー未ロック 携帯端末・顧客 4 1 5 1
1653 2006/2/28 野村ビルマネジメント 会社名、氏名および電 67 1 0 6 盗難 不明 4 5 0
1654 2006/2/28 兵庫ひまわり信用組合 尼崎支店 顧客氏名、生年月日、 該当顧客に個別に報告 5713 1 0 5 紛失 不明 携帯端末 4 1 5 0
1655 2006/3/1 モスフードサービス 住所、氏名、電話番号 該当顧客に個別に連絡 234 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
1656 2006/3/1 横浜市 横浜市中区 氏名、生命保険会社名 両社から書類を回収し 1 0 8 漏洩 誤送付 生命保険解約請 1 0 5 0
1657 2006/3/2 レオパレス21 中部地区 氏名、住所、電話番号 当該顧客に詫び状を郵 88 1 0 5 紛失 不明 顧客リスト 4 0 5 0
1658 2006/3/2 富士宮信用金庫 法人の名称や個人の氏 13619 2 0 7 流出 不明 PC 4 1 4 1
1659 2006/3/2 ゴンゾロッソ メールアドレス 26 1 0 7 流出 誤操作 メール 4 1 4 0
1660 2006/3/3 東京電力 神奈川支店 住所、氏名、電話番号 対象顧客には、個別に 20 1 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 1
1661 2006/3/3 日本郵政公社 姫路南郵便 訪問先企業リスト、書 113 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
1662 2006/3/3 ジェイコム関西かわち局 氏名、住所 該当顧客には事情説明 188 1 0 6 盗難 路上 月刊番組情報誌 1 0 5 0
1663 2006/3/3 富士ゼロックス メールアドレス 1631 1 0 6 盗難 車上荒らし 鞄・PC 4 1 5 0
1664 2006/3/3 岡山県警 倉敷署刑事 犯罪被害者の住所や氏 1500 3 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
1665 2006/3/3 セントラルファイナンス 顧客の氏名、会員番号 103 2 0 5 紛失 不明 明細控え 4 0 5 0
1666 2006/3/3 住友生命保険 Sumit 取引先担当者の氏名、 8004 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 1
1667 2006/3/3 JA仙台 顧客氏名、口座番号、 20554 2 0 9 不適切 誤廃棄 ﾏｲｸﾛﾌｨﾙﾑ 4 1 5 0
1668 2006/3/3 名古屋銀行 中村支店 氏名、口座番号、取引 13000 2 0 9 不適切 誤廃棄 伝票 4 0 5 0
1669 2006/3/3 益田市 氏名、水栓所在地、使 当該顧客に対し、戸別 387 1 0 5 紛失 不明 携帯端末用メモ 1 1 5 0
1670 2006/3/3 ワイズマン 法人名、部署名、氏名 当該顧客には、連絡と 1140 1 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 0
1671 2006/3/3 東びわこ農業協同組合 不明 1 1 3 漏洩 不当使用 資料 4 0 1 0
1672 2006/3/4 NTT都市開発 カード番号 当該顧客にはお詫び 2 0 8 漏洩 誤掲載 DMはがき 4 0 5 0
1673 2006/3/4 ＮＨＫ 広島放送局 氏名、住所、電話番号 個別に連絡 127 2 0 5 紛失 不明 ファイル 4 0 5 1
1674 2006/3/4 横浜市 衛生局 不明 状況説明と事実確認を 1 3 0 8 漏洩 口頭 口頭 1 0 4 0
1675 2006/3/4 ジェイアール東海高島屋 ジェイアー 不明 、該当する顧客に対し 1 0 9 不適切 誤廃棄 リスト 4 0 5 1
1676 2006/3/6 ソフトブレーン・フィール メールアドレス等 当該の顧客企業に対し 26 1 0 5 紛失 帰宅途中 PC 4 1 3 0
1677 2006/3/6 第一興商 湘南第一興 利用金額、クレジット 当該顧客に対し、紛失 34 2 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 1
1678 2006/3/7 愛媛県警 捜査1課 未解決の殺人事件の関 3 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
1679 2006/3/7 東芝コンシューママーケテ メールアドレス 96 1 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 0
1680 2006/3/7 東芝コンシューママーケテ メールアドレス 50 1 0 5 紛失 電車内 PC 4 1 5 0
1681 2006/3/7 日本データ通信協会 不明 742 1 0 7 流出 不正ｱｸｾｽ メールサーバー 4 1 4 0
1682 2006/3/7 テイエフビー 顧客氏名、取引先名、 1508 1 0 6 盗難 駐車場 PC 4 1 3 0
1683 2006/3/8 NTT東日本・西日本 氏名（会社名）、住所 2150 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
1684 2006/3/8 長谷川病院 患者の氏名、性別、生 2873 3 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 3 1 4 0
1685 2006/3/8 IMJビジネスコンサルテ メール受発信情報 500 1 0 5 紛失 不明 不明 4 5 0
1686 2006/3/8 アールプロジェクト メールアドレス 100 1 0 7 流出 誤操作 メール 4 1 4 0
1687 2006/3/8 日本郵政公社 福岡県嘉穂 不明 194 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
1688 2006/3/8 沼田市教育委員会 住所、氏名、写真、生 470 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ スパイウィルス 2 1 4 1
1689 2006/3/8 アコム 氏名、住所、電話番号 72 1 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1690 2006/3/8 東日本電信電話 群馬支店 メールアドレス 該当顧客個々にお詫び 16 1 0 7 流出 誤操作 メール 4 1 4 0
1691 2006/3/8 煥乎堂 氏名、電話番号、在籍 当該生徒全員の自宅を 43 1 0 5 紛失 郵送中 郵便 4 0 5 0
1692 2006/3/9 アルプス技研 不明 1668 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ 不明 4 1 4 0
1693 2006/3/9 ＮＨＫ 沖縄放送局 住所、氏名、生年月日 当該提供者への事情説 290 1 0 5 紛失 移転作業中 PC 4 1 5 0
1694 2006/3/9 東京ガス 神奈川設備 住所、氏名、電話番号 該当顧客に個別に連絡 2 1 0 5 紛失 不明 書類 4 0 5 1
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1695 2006/3/10 岐阜スズキ販売 氏名、住所、電話番号 44 1 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 0
1696 2006/3/10 三井不動産 メールアドレス 該当顧客全員にお詫び 10 1 0 7 流出 誤操作 メール 4 1 4 0
1697 2006/3/13 日清食品 履歴書 関係者全員に対して状 337 1 0 6 盗難 置き引き 鞄 4 0 5 0
1698 2006/3/13 ドールズコート メールアドレス、住所 該当者に対し個別に連 26 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
1699 2006/3/14 JR西日本 氏名、生年月日、住所 情報が流出したと見ら 1360 1 1 3 漏洩 目的外利用 名簿 4 0 3 0
1700 2006/3/14 酒田天然ガス ティージー 氏名、電話番号、不在 該当顧客に対し、個別 410 1 0 5 紛失 不明 メモリーカード 4 1 5 1
1701 2006/3/14 知的障害者支援施設 氏名、生年月日、電話 44 3 0 7 流出 不明 PC 3 1 4 0
1702 2006/3/14 クオークローン 顧客氏名、自宅住所、 該当顧客には、事態説 3 1 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1703 2006/3/15 日本郵政公社近畿支社 岸和田北町 氏名と住所 18 1 0 7 流出 不明 PC 4 1 3 0
1704 2006/3/15 東京放送 住所、氏名、電話番号 540 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 1
1705 2006/3/15 国土交通省関東地方整備局 氏名、住所、電話番号 報告と謝罪を書面で郵 98 1 0 6 盗難 置き引き 鞄 1 0 5 1
1706 2006/3/15 WDB 顧客名、担当者名、ス 当該顧客とスタッフに 56 1 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 0
1707 2006/3/15 日本ジャグリング協会 氏名、住所、電話番号 225 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
1708 2006/3/15 大阪ガスセキュリティサー 氏名、住所、電話番号 当該顧客を個別に訪問 101 1 0 6 盗難 引ったくり 鞄 4 0 3 0
1709 2006/3/15 越前市 市立武生図 メールアドレス お詫びメールを送付し 178 1 0 7 流出 誤操作 メール 1 1 4 0
1710 2006/3/15 東電不動産 名字、電話番号 関係者に対しては個別 62 1 0 5 紛失 勤務中 携帯電話 4 1 5 0
1711 2006/3/15 ソフトウェア・トゥー メールアドレス あらためてメールで連 1000 1 0 7 流出 誤操作 メール 4 1 5 0
1712 2006/3/15 横浜市 住所、氏名、生年月日 当該住民に謝罪 1 1 0 8 漏洩 誤交付 印鑑登録証明書 1 0 5 0
1713 2006/3/16 日本ネットワークセキュリ メールアドレス お詫びをし、経過説明 110 1 0 8 漏洩 誤送付 メール 4 1 5 0
1714 2006/3/16 国際交流基金 メールアドレス 268 1 0 7 流出 誤操作 メール 4 1 4 0
1715 2006/3/16 新潟県下越教育事務所 県立養護学 生徒氏名、教科別の学 11 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
1716 2006/3/17 フジテレビジョン 氏名、携帯電話番号、 61 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 1
1717 2006/3/17 産業再生機構 氏名、役職、入社年、 対象者対し事情説明と 650 1 0 5 紛失 出張中 メモリーカード 4 1 5 0
1718 2006/3/17 日本ケミファ 氏名、生年月日、住所 、該当顧客へは個別に 2910 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
1719 2006/3/17 WDI エクステン 氏名、住所、電話番号 344 1 0 6 盗難 不法侵入 金庫 4 0 5 1
1720 2006/3/20 山口銀行 氏名、生年月日、住所 該当する顧客に対して 185 1 0 7 流出 不明 資料 4 1 3 0
1721 2006/3/20 愛媛県教育委員会 県立松山工 住所や電話番号、実力 10 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 2 1 4 0
1722 2006/3/20 村上誠一郎氏 氏名、勤務先、住所、 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 5 1 4 0
1723 2006/3/20 東京税関成田税関支署 住所、氏名、性別、携 1 0 5 紛失 通勤途中 USBﾒﾓﾘ 1 1 5 0
1724 2006/3/20 ツムラ 氏名、施設名、施設住 関係者にはすでに報告 48 1 0 5 紛失 不明 PC 4 1 5 0
1725 2006/3/22 ダイヤモンド･ドット･コ メールアドレス 配信した会員にお詫び 98 1 0 7 流出 誤操作 メール 4 1 4 0
1726 2006/3/22 横浜市 港北区福祉 住所、氏名、届出日、 訪問し事情説明と謝罪 1 2 0 8 漏洩 誤送付 書類 1 0 5 0
1727 2006/3/22 福井市 苗字、住所、性別など 10285 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
1728 2006/3/23 NECインフロンティア 会社、店舗名、住所、 1 0 6 盗難 事務所荒らし PC 4 1 5 0
1729 2006/3/23 横浜市 児童関連委 住所、氏名、電話番号 239 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
1730 2006/3/23 常磐大学 氏名、出席情報、成績 658 2 0 6 盗難 不明 PC 2 1 5 0
1731 2006/3/24 関西テレビ 不明 該当者にお詫びと事実 1147 2 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1732 2006/3/24 Yahoo 萬屋商店 氏名、住所、電話番号 8228 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 1
1733 2006/3/25 北海道セパタクロー協会 不明 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
1734 2006/3/27 プロミス 顧客氏名、生年月日、 当該顧客に事情説明と 329 2 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1735 2006/3/28 北海道斜里町 不明 1813 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
1736 2006/3/28 仙台銀行 NTTデー カード番号や暗証番号 408 2 1 3 漏洩 不正流用 カード 4 0 1 1
1737 2006/3/28 ＮＨＫ NHK営業 住所、氏名など 該当する顧客に対して 6 1 0 5 紛失 置き忘れ ファイル 4 0 5 1
1738 2006/3/28 フルキャストテクノロジー 不明 128 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
1739 2006/3/28 茨城県鉾田市 氏名、住所、生年月日 445 2 0 5 紛失 帰宅途中 USBﾒﾓﾘ 1 1 5 0
1740 2006/3/29 津市 電子メール 215 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
1741 2006/3/29 石川県 県立高松病 氏名、住所、生年月日 838 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 3 1 4 0
1742 2006/3/29 ダイハツ東京販売 氏名、住所、電話番号 25 1 0 6 盗難 車上荒らし 書類 4 0 5 0
1743 2006/3/30 広島ホームテレビ 氏名、住所、電話番号 全員に状況説明とお詫 249 1 0 5 紛失 不明 書類 4 0 5 0
1744 2006/3/30 東京電力 氏名、契約名義や契約 当該顧客に個別に連絡 249 1 0 8 漏洩 誤掲載 論文 4 0 5 0
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1745 2006/3/30 KDDI 名簿 186 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
1746 2006/3/30 中央三井信託銀行 氏名、住所、口座番号 9300 2 0 9 不適切 誤廃棄 ﾏｲｸﾛﾌｨﾙﾑ 4 1 5 0
1747 2006/3/30 ワコール クレジットカード番号 個別に連絡をとり、対 64 2 0 7 流出 不明 不明 4 1 3 0
1748 2006/3/30 日立キャピタルオートリー 不明 44 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
1749 2006/3/31 ウイン・インターナショナ 患者の氏名、生年月日 7960 3 0 5 紛失 飲食店で PC・CD-ROM 4 1 5 0
1750 2006/3/31 トヨタレンタリース大阪 不明 当該顧客には直接事実 2 0 9 不適切 誤廃棄 印鑑登録証明書 4 0 5 0
1751 2006/3/31 高知銀行 顧客氏名、住所、生年 当該顧客全員に事情説 9 2 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1752 2006/3/31 箱根登山鉄道 自宅や携帯の電話番号 46 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
1753 2006/3/31 北見信用金庫 顧客氏名、貸付金額、 顧客それぞれと面談の 2 2 0 8 漏洩 誤送付 郵便 4 0 5 0
1754 2006/4/1 日本ストレージ・テクノロ 氏名、電話番号など 29 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
1755 2006/4/3 NTTドコモ北九州 ドコモショ 氏名、携帯電話番号、 1037 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ 不明 4 1 4 1
1756 2006/4/3 オリエント貿易 氏名、生年月日、初回 当該顧客に直接面談し 1 2 0 8 漏洩 誤送信 FAX 4 0 5 0
1757 2006/4/4 ヒューマンアカデミー 不明 該当者に個別に説明お 705 1 0 5 紛失 帰宅途中 PC 2 1 5 0
1758 2006/4/4 北海道武蔵女子短期大学 大丸藤井 住所や氏名、合否結果 1072 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 2 1 4 1
1759 2006/4/5 デンソー 氏名、住所、電話番号 該当する学生に連絡し 53 1 0 5 紛失 社外 書類 4 0 5 0
1760 2006/4/5 東芝 取引先担当者の氏名、 8800 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
1761 2006/4/6 日産プリンス福岡販売 氏名、生年月日、住所 該当顧客には報告と謝 710 1 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 0
1762 2006/4/6 日本総合住生活 住所、氏名、電話番号 該当者を個別に訪問し 56 1 0 6 盗難 事務所荒らし PC 4 1 5 0
1763 2006/4/6 日本総合住生活 駐車場番号、氏名、号 該当者を個別に訪問し 231 1 0 5 紛失 移動中 ハードディスク 4 1 5 0
1764 2006/4/7 虎の門病院 氏名、生年月日、年齢 該当患者に個別に電話 144 3 0 6 盗難 空き巣 PC 3 1 5 0
1765 2006/4/7 横浜市中区 課税課 住所、氏名、市県民税 関係会社と納税者本人 10 1 0 5 紛失 搬送中 郵便 1 0 5 0
1766 2006/4/7 ザイオン 氏名、会社名と住所、 該当データをサイト上 821 1 0 7 流出 誤操作 サイト 4 1 4 0
1767 2006/4/7 マキタ 住所、氏名、連絡先な 392 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
1768 2006/4/7 栄光 氏名、学年、授業日、 1222 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
1769 2006/4/10 大阪府寝屋川市 保健福祉部 氏名、住所等 該当者宅には、高齢介 236 1 0 5 紛失 不明 PC媒体 1 1 5 0
1770 2006/4/12 NTT東日本 氏名（会社名）、住所 当該顧客に対して個別 87 1 1 3 漏洩 不正提供 社員 4 0 1 0
1771 2006/4/13 ニッポン放送 メールアドレス 当選者に対し謝罪メー 188 1 0 7 流出 誤操作 メール 4 1 4 0
1772 2006/4/13 アイティメディア メールアドレス 謝罪するとともに、ア 1801 1 0 7 流出 誤操作 メール 4 1 4 0
1773 2006/4/13 三井造船 在日米軍三 氏名、工事車両リスト 186 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 1
1774 2006/4/13 関西医科大学附属滝井病院 氏名、生年月日、主な 患者や家族に電話等で 248 3 0 6 盗難 空き巣 PC 3 1 5 0
1775 2006/4/14 明治安田生命保険 氏名、年齢、誕生日 事情を説明し謝罪 2700 1 0 5 紛失 置き忘れ ノート・PC 4 1 5 0
1776 2006/4/14 北洋銀行 氏名、口座番号、取引 10000 2 0 9 不適切 誤廃棄 保管箱 4 0 5 0
1777 2006/4/14 神奈川県横浜市中区 氏名、課税されている 送付先の自宅に行って 1 1 0 8 漏洩 誤送付 書類 1 0 5 0
1778 2006/4/14 福島県いわき市 氏名、保護者名、住所 235 1 0 7 流出 不明 PC 1 1 4 0
1779 2006/4/14 各務原市農業協同組合 住所、氏名、生年月日 当該顧客には直接面談 15 1 0 8 漏洩 用紙再利用 書類 4 0 5 0
1780 2006/4/14 横須賀市上下水道局 第一環境 顧客番号、使用者氏名 当該顧客全員に謝罪し 146 1 0 5 紛失 巡回検針中 書類 1 0 5 1
1781 2006/4/17 東京電力 埼玉支店 契約名義、住所、電話 該当者には個別に訪問 28 1 0 5 紛失 不明 書類 4 0 5 0
1782 2006/4/18 JTBパブリッシング メールアドレス、ログ 該当顧客に電子メール 1163 1 1 2 流出 不正ｱｸｾｽ コンテンツ 4 1 2 0
1783 2006/4/18 近畿大学 氏名と携帯電話のメー 24 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ 不明 2 1 4 0
1784 2006/4/18 長崎厚生福祉団 氏名や生年月日、室番 40 3 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
1785 2006/4/19 福井県立病院 氏名、年齢、病名、X 該当する患者に個別に 32 3 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 3 1 4 0
1786 2006/4/20 日本郵政公社 南関東支社 不明 差出人と誤配達先の顧 1 1 0 8 漏洩 誤送付 郵便 4 0 5 0
1787 2006/4/21 京都大学 氏名、メールアドレス 事情説明とお詫びのメ 88 1 0 7 流出 ｼｽﾃﾑ不具合 ホームページ 2 1 4 0
1788 2006/4/24 第一生命保険 氏名と証券番号、銀行 206000 2 0 9 不適切 誤廃棄 ﾏｲｸﾛﾌｨﾙﾑ 4 1 5 0
1789 2006/4/24 東芝メディカルシステムズ 氏名、病院名、所属等 関係者に謝罪と事実関 2240 1 0 5 紛失 電車内 PC用外部記憶装 4 1 5 0
1790 2006/4/24 阪神高速道路 不明 79 1 0 7 流出 不明 ネットワーク上 4 1 4 1
1791 2006/4/25 朝日新聞社 東京総局 氏名、住所、電話番号 170 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
1792 2006/4/25 NTT西日本 徳島支店 氏名と電話番号 該当顧客へはお詫び文 98 1 0 8 漏洩 誤送信 FAX 4 0 5 0
1793 2006/4/26 東芝ファイナンス 書類には顧客氏名、住 該当顧客と取引先担当 9 2 0 5 紛失 書類・携帯電話 不明 4 0 5 0
1794 2006/4/27 毎日新聞社 氏名、住所、電話番号 65690 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ 不明 4 1 4 0
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1795 2006/4/27 松本ハイランド農業協同組 氏名、住所、生年月日 当該顧客に順次個別に 513 1 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 0
1796 2006/4/28 東京都大田区 保健福祉部 氏名、住所、性別、生 1283 1 0 9 不適切 誤廃棄 書類 1 0 5 0
1797 2006/4/28 中部電力 メールアドレス 32 1 0 7 流出 誤操作 メール 4 1 4 0
1798 2006/4/28 札幌国税局 法人の名称、代表者名 1760000 1 0 5 紛失 不明 CD-ROM 1 1 5 0
1799 2006/4/28 ホンダベルノ愛知 不明 当該顧客に対しては相 4 1 0 6 盗難 車上荒らし 書類 4 0 5 0
1800 2006/4/30 アプラス 不明 当該顧客に対しては同 4 2 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1801 2006/5/1 ノキア・ジャパン 住所、姓名、苗字 634 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 1
1802 2006/5/2 ＮＨＫ 千葉放送局 不明 1 0 5 紛失 不明 携帯端末 4 1 5 0
1803 2006/5/2 埼玉県立大井高校 住所、氏名、電話番号 該当する生徒全員に、 697 1 0 5 紛失 帰宅途中 名簿 2 0 5 0
1804 2006/5/2 丸井 不明 対象顧客に個別に事情 8 1 0 5 紛失 不明 申込書 4 0 5 0
1805 2006/5/2 愛知県教育委員会 氏名や、定期考査の点 1267 2 0 6 盗難 車上荒らし HDD 2 1 5 0
1806 2006/5/2 島根県信用農業協同組合連 住所、氏名、生年月日 内容説明と謝罪 174 1 0 8 漏洩 誤送付 書類 4 0 5 0
1807 2006/5/2 雲南農業協同組合 不明 両葬家と葬儀関係者、 97 1 0 8 漏洩 誤納入 礼状 4 0 5 0
1808 2006/5/8 ガステックサービス 氏名、LPガス使用量 10089 1 0 5 紛失 郵送中 書類 4 0 5 0
1809 2006/5/8 アウンコンサルティング 顧客企業の名称とアカ 当該顧客企業に対し事 280 1 0 6 盗難 空き巣 PC 4 1 5 0
1810 2006/5/8 ウイングアーク テクノロ メールアドレス 当該顧客に対して電話 1979 1 0 7 流出 誤操作 メール 4 1 4 0
1811 2006/5/8 東京都杉並区 上井草ふれ 氏名、住所、電話番号 サービス提供を受けて 201 1 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 1 0 5 1
1812 2006/5/8 中部テレコミュニケーショ 氏名、住所、顧客ID 事情の説明と謝罪 3 1 0 8 漏洩 誤送付 書類 4 0 5 0
1813 2006/5/9 大阪府立大学 氏名、メールアドレス 当該学生には事実関係 730 2 0 5 紛失 置き忘れ HDD 2 1 5 0
1814 2006/5/9 明治電機工業 会社名、部署、氏名、 顧客に事情を説明し、 1 0 6 盗難 車上荒らし PC・鞄 4 1 5 0
1815 2006/5/9 京都トヨペット 氏名、領収日、領収内 該当する顧客に対して 17 2 0 5 紛失 不明 書類 4 0 5 0
1816 2006/5/10 和歌山県那智勝浦町 名前、支給額、控除額 23 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Share 1 1 4 0
1817 2006/5/10 東京都立北療育医療センタ 氏名、生年月日、年齢 該当する全ての利用者 37 3 0 5 紛失 帰宅途中 資料 3 0 5 0
1818 2006/5/10 オー・シー・エス 氏名 3 1 0 8 漏洩 誤送付 書類 4 0 5 0
1819 2006/5/11 日新火災 西日本事業 氏名、住所のほか、保 該当顧客に謝罪文を送 152 1 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1820 2006/5/12 八千代工業・四日市製作所 氏名、アルファベット 550 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ 不明 4 1 4 0
1821 2006/5/13 コクミン 住所、氏名、電話番号 該当する顧客に対して 1960 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Share 4 1 4 0
1822 2006/5/15 大阪市信用金庫 氏名、口座番号、金額 85 2 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1823 2006/5/15 国土交通省関東地方整備局 関東地方整 氏名、所属、勤務地情 44 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
1824 2006/5/16 ＮＨＫ 岡山放送局 住所や氏名など 該当する顧客に個別に 11 1 0 5 紛失 不明 書類 4 0 5 0
1825 2006/5/16 九州労働金庫 口座の金融機関番号、 対象顧客に対し直接、 64 2 0 5 紛失 配送中 磁気テープ 4 1 5 0
1826 2006/5/16 ティアンドデイ メールアドレス 該当する顧客に対し電 452 1 0 7 流出 誤操作 メール 4 1 4 0
1827 2006/5/17 住宅金融公庫 生年月日、借入時の勤 該当する顧客に対して 1 1 0 8 漏洩 目的外使用 職員から 1 0 3 0
1828 2006/5/17 神奈川トヨタ自動車 ジョイパー 不明 当該顧客に、電話およ 32 1 0 6 盗難 車両盗難 鞄 4 0 3 0
1829 2006/5/19 東京ガス ヤマト住設 住所、氏名、購入品名 該当する顧客に個別に 31 1 0 5 紛失 作業中 書類 4 0 5 1
1830 2006/5/19 北海信用金庫 氏名と金額 2 0 5 紛失 不明 USB 4 1 5 0
1831 2006/5/19 丸石製薬 氏名、勤務先、所属、 関係者には状況報告と 2019 2 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 3 0
1832 2006/5/22 協和エクシオ 不明 93 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
1833 2006/5/22 ネクストジャパン 氏名、住所、電話番号 該当顧客に対しては、 93246 1 0 6 盗難 電車内 PC 4 1 3 0
1834 2006/5/23 東京都日野市 市立あらい 緊急連絡先カードと健 該当保護者に対し事情 11 1 0 5 紛失 置き忘れ 書類 1 0 5 0
1835 2006/5/23 埼玉県 野村総合研 氏名、住所、郵便番号 該当者に対し事情を説 5 2 0 5 紛失 郵送中 書類 1 0 5 1
1836 2006/5/26 堺市教育委員会 堺市立庭代 児童氏名とメールアド 全保護者に対して文書 230 1 0 7 流出 誤操作 メール 2 1 5 0
1837 2006/5/29 ゲームポット アエリア 不明 64000 1 0 5 紛失 不明 HDD 4 1 5 1
1838 2006/5/29 NTT西日本 和歌山支店 名前と電話番号 10798 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Share 4 1 4 0
1839 2006/5/30 住友信託銀行 顧客氏名、取引番号、 該当顧客に対し、連絡 1192 2 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1840 2006/5/30 KIS 電話番号など 顧客に個別に連絡し、 5073 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ 不明 4 1 4 0
1841 2006/5/30 日本電子計算 メールアドレス 当該顧客に謝罪のメー 295 1 0 7 流出 誤操作 メール 4 1 4 0
1842 2006/5/31 西松建設 氏名、住所、電話番号 状況報告と謝罪 92 1 0 6 盗難 事務所荒らし PC 4 1 5 0
1843 2006/5/31 日本郵政公社 近畿支社 不明 1 0 6 盗難 置きっぱなし 郵便物 1 0 5 0
1844 2006/6/1 インフォコム 不明 取引先に謝罪と説明 110000 3 0 5 紛失 不明 PC 4 1 5 0
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1845 2006/6/2 大阪府貝塚市消防本部 氏名や住所、電話番号 121 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
1846 2006/6/2 国土交通省 氏名、旧建設省から国 1800 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
1847 2006/6/2 秋田県教育委員会 氏名、住所、電話番号 当該卒業生と保護者に 380 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Share 2 1 4 0
1848 2006/6/2 損害保険ジャパン 契約者氏名、住所、電 当該顧客に対し謝罪文 11950 1 0 5 紛失 社内移送中 USBﾒﾓﾘ 4 1 5 0
1849 2006/6/2 キリンビール 四国統括支 店名や代表者名、住所 当該店舗および法人に 124 1 0 5 紛失 帰宅途中 書類 4 0 5 0
1850 2006/6/4 高松競輪場 氏名や住所、電話番号 1600 1 0 8 漏洩 誤掲載 サイト 4 1 4 1
1851 2006/6/5 ケーブルビジョン21 パソコンレ 氏名、住所、電話番号 事情説明と謝罪のため 15400 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 1
1852 2006/6/5 東京ガスエネルギー 氏名、住所、電話番号 該当顧客2名を個別訪 2 1 0 5 紛失 検針中 書類 4 0 5 0
1853 2006/6/5 ニッショー 氏名、電話番号など 当該顧客すべてにお詫 26 1 0 5 紛失 置き忘れ 書類 4 0 5 0
1854 2006/6/5 日経大阪販売開発 顧客氏名、配達先住所 当該顧客に電話にて連 18 1 0 5 紛失 不明 書類 4 0 5 0
1855 2006/6/6 川崎三菱自動車 宮前店 氏名、住所、電話番号 当該顧客には電話およ 4813 1 0 6 盗難 事務所荒らし PC・HDD 4 1 3 0
1856 2006/6/7 西京銀行 氏名、取引種類、通帳 10000 1 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1857 2006/6/7 レオパレス21 住所、氏名、電話番号 該当者に対しお詫び状 176 1 0 6 盗難 お客様宅訪問中 書類 4 0 3 0
1858 2006/6/7 大阪府寝屋川市教育委員会 児童の学年・組、氏名 説明会を開いて、保護 639 3 0 5 紛失 不明 書類 2 0 5 1
1859 2006/6/7 生活協同組合東京マイコー 氏名、住所、電話番号 当該組合員全員へ報告 93 1 0 5 紛失 配達中 ファイル 4 0 5 0
1860 2006/6/8 鶴来郷農業協同組合 住所、氏名、電話番号 該当顧客を訪問し、謝 1823 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Share 4 1 4 0
1861 2006/6/8 日本郵政公社近畿支社 国包郵便局 住所、氏名、土地や家 330 2 0 5 紛失 不明 書類 1 0 5 0
1862 2006/6/8 鹿沼市立さつきが丘小 氏名と電話番号、児童 114 2 0 6 盗難 車上荒らし 書類 2 0 3 0
1863 2006/6/8 三和ファイナンス 信用情報 2 1 3 漏洩 不正取得 社員 4 0 1 0
1864 2006/6/8 小樽信用金庫 氏名、住所、生年月日 当該顧客には事情説明 1 2 0 8 漏洩 誤送信 FAX 4 0 5 0
1865 2006/6/8 大阪中河内農業協同組合 氏名、住所、電話番号 該当顧客に対し、事情 72 2 0 5 紛失 置き忘れ 書類 4 0 5 0
1866 2006/6/9 ツムラ 氏名、勤務先の情報等 該当者に謝罪と報告 2604 1 0 6 盗難 帰宅途中 PC 4 1 3 0
1867 2006/6/9 高木工業 中国事業部 取引先企業や社員情報 該当者には個別に連絡 8041 1 0 6 盗難 事務所荒らし PC・USB・デジカ 4 1 3 0
1868 2006/6/9 東京電力 東京支店大 契約名義、住所、顧客 該当する顧客に対して 566 1 0 5 紛失 電車内 携帯端末 4 1 5 0
1869 2006/6/9 大阪府 氏名、住所 該当者に対し個別に謝 85 1 0 6 盗難 自宅 書類 1 0 3 0
1870 2006/6/13 KDDI 氏名、住所、電話番号 該当顧客にメールや文 3996789 1 1 2 流出 不正取引 外部 4 1 2 0
1871 2006/6/13 セガトイズ メールアドレス 12639 1 0 7 流出 誤操作 メール 4 1 5 0
1872 2006/6/13 中部テレコミュニケーショ メールアドレス、電話 該当顧客に対しては事 20 1 0 6 盗難 空き巣 PC 4 1 3 0
1873 2006/6/14 JMS 氏名と電話番号 該当顧客にお詫びと事 80 1 0 5 紛失 不明 携帯電話 4 1 5 0
1874 2006/6/14 横浜市西区役所 住所、氏名、税目、税 説明と謝罪 2 2 0 8 漏洩 誤送付 郵便 1 0 5 0
1875 2006/6/15 日経BP 宛名ラベルとリスト 資料請求者に対し誤配 320 1 0 8 漏洩 誤送付 書類 4 0 5 0
1876 2006/6/16 明治大学 勤務先、氏名、自宅住 453 1 0 5 紛失 不明 USB 2 1 5 0
1877 2006/6/16 同志社大学 合格者の氏名、受験番 該当者全員と保護者に 1612 2 0 5 紛失 配送中 書類 2 0 5 1
1878 2006/6/17 ワオ・コーポレーション 氏名、クラス内確認テ 当該顧客（生徒、保護 57 2 0 6 盗難 帰宅途中 書類 4 0 3 0
1879 2006/6/19 雇用・能力開発機構宮城セ 氏名、住所、電話番号 該当する受講生に事情 55 2 0 5 紛失 置き間違え 書類 5 0 5 1
1880 2006/6/19 ピーシーデポコーポレーシ 東名川崎店 氏名、住所、電話番号 流出を確認した顧客に 1092 1 0 7 流出 誤操作 公開可能サーバ 4 1 4 0
1881 2006/6/21 中央大学 氏名、生年月日、住所 1005 1 0 7 流出 誤送信 外部メールアカ 2 1 4 0
1882 2006/6/22 名古屋トヨペット 顧客氏名、住所、電話 当該顧客へお詫びと状 380 1 0 6 盗難 車上荒らし 書類 4 0 3 0
1883 2006/6/23 住友林業 スミリン建 氏名、建築地住所（市 該当顧客に対し、電話 240 1 0 7 流出 誤送信 メール 1 1 4 1
1884 2006/6/27 NHN Japan ゲームIDと登録メー 297850 1 0 7 流出 管理ミス 誤掲載 4 1 4 1
1885 2006/6/27 日本郵政公社九州支社 鹿屋郵便局 不明 当該ポストを利用した 1 0 6 盗難 不明 郵便ポスト 4 0 3 0
1886 2006/6/27 東日本電信電話 エヌ・ティ 顧客氏名、電話番号、 11 1 0 5 紛失 不明 ハガキ 4 0 5 1
1887 2006/6/28 朝日航洋 不明 1167000 2 0 6 盗難 車上荒らし HDD 4 1 5 0
1888 2006/6/28 住生コンピューターサービ 社員、退職者および派 1 0 6 盗難 帰路途中 CD-R 4 1 3 0
1889 2006/6/29 南海放送 メールアドレス 状況報告とお詫びのメ 15 1 0 7 流出 誤操作 メール 4 1 4 0
1890 2006/6/29 ＮＨＫ クルーガー 不明 当該顧客に謝罪し、全 14 1 1 2 流出 不正集金 携帯電話 4 1 1 0
1891 2006/6/30 ＮＨＫ さいたま放 氏名、住所、電話番号 当該顧客に事情説明と 22803 1 0 6 盗難 引ったくり 携帯端末 4 1 3 0
1892 2006/6/30 大阪市水道局 粉浜営業所 住所、氏名、滞納料金 事情説明と謝罪のため 9 2 0 5 紛失 訪問途中 書類 1 0 5 0
1893 2006/7/3 富山社会保険事務局 魚津社会保 基礎年金番号や氏名、 訪問し経過説明と謝罪 51 1 0 8 漏洩 誤送付 FD 1 1 5 0
1894 2006/7/3 大阪府 中央子ども 児童相談記録 該当者の保護者には、 35 2 0 6 盗難 車上荒らし 書類 1 0 3 0
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1895 2006/7/3 静岡県労働金庫 「源泉徴収票（写し） 当該顧客には、事情説 1 2 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1896 2006/7/4 ひらせいホームセンター 住所、名前、電話番号 該当する顧客に対して 4000 1 0 6 盗難 事務所荒らし PC 4 1 5 0
1897 2006/7/5 岐阜大学医学部附属病院 診療科や治療方法など 当該患者に調査結果の 1 3 0 8 漏洩 内部医師 口頭 3 0 5 0
1898 2006/7/5 九州電力 住所、氏名、電気料金 該当する顧客に対して 8 2 0 5 紛失 不明 書類 4 0 5 1
1899 2006/7/6 北海道浦幌町 大丸藤井 氏名、パソコンパスワ 371 1 0 6 盗難 空き巣 PC 1 1 5 1
1900 2006/7/7 財団法人大阪市交通局協力 名前、住所、生年月日 該当する顧客に対して 5 2 0 5 紛失 事務処理過程 書類 4 0 5 0
1901 2006/7/7 ひまわりホールディングス 氏名、メールアドレス 当該事実の説明と謝罪 74 1 0 7 流出 誤操作 メール 4 1 4 0
1902 2006/7/10 フジテレビジョン 氏名、年齢、職業、居 該当者に対し事情説明 96 1 0 5 紛失 置き忘れ PC 4 1 5 0
1903 2006/7/10 デルフィス 会員ID、ログインパ 確認された会員に謝罪 1793 1 1 2 流出 不正ｱｸｾｽ データベース 4 1 2 1
1960 2006/8/11 東京電力 東京電設サ 氏名、住所、電話番号 該当顧客に個別に連絡 3942 1 0 5 紛失 不明 PC 4 1 5 1
1961 2006/8/11 東京都練馬区 住所、氏名、生年月日 該当者宅を訪問して謝 340 1 0 8 漏洩 誤送付 書類 1 0 5 0
1962 2006/8/11 フェイス ユーザーID、パスワ 532850 1 1 2 流出 不正ｱｸｾｽ ウェブサーバー 4 1 2 0
1963 2006/8/11 東急コミュニティー 氏名と部屋番号、自宅 事情説明と謝罪を連絡 82 1 0 5 紛失 不明 書類 4 0 5 0
1964 2006/8/11 ワイズテーブルコーポレー メールアドレス、郵便 対象者に文書で謝罪 2486 1 0 7 流出 誤送信 メール 4 1 4 0
1965 2006/8/14 神奈川県 県北地域県 氏名、住所、電話番号 当該会員には流出情報 42 1 0 6 盗難 車上荒らし 資料 1 0 5 0
1966 2006/8/15 ネクスト メールアドレス 当該顧客事業者に謝罪 454 1 0 7 流出 誤操作 メール 4 1 4 0
1967 2006/8/15 全国農業協同組合連合会 カタカナ氏名、カタカ 当該購読者全員に謝罪 4083 1 0 5 紛失 処理済み 帯封 4 0 5 1
1968 2006/8/15 東京都足立区 個人情報 30 1 1 3 漏洩 不正取得 社員 1 0 1 0
1969 2006/8/15 鹿児島社会保険事務局 氏名や住所、電話番号 該当者宅を訪問し事情 40 1 0 5 紛失 不明 書類 1 0 5 0
1970 2006/8/17 藤田保健衛生大学病院 氏名、病名、手術のデ 250 3 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 3 1 4 0
1971 2006/8/17 愛北看護専門学校 氏名、出身校、住所、 当該学生・卒業生と保 917 2 0 6 盗難 車上荒らし 名簿 2 0 5 0
1972 2006/8/17 ゼファーランコム 顧客リスト 当該顧客に連絡し、お 123 1 0 5 紛失 移動中 USBﾒﾓﾘ 4 1 5 0
1973 2006/8/17 横須賀市 水栓番号、住所、氏名 当該顧客にはお詫び 564 1 0 5 紛失 調査中 書類 1 0 5 0
1974 2006/8/18 ぐんま信用金庫 氏名、住所、生年月日 当該顧客には、営業店 32 1 0 9 不適切 誤廃棄 FD 4 1 5 0
1975 2006/8/18 サクセス 会員ID 188 1 0 7 流出 ｼｽﾃﾑ不具合 メール 4 1 4 0
1976 2006/8/21 リーフエイジ メールアドレス 988 1 0 7 流出 誤操作 メルマガ 4 1 4 0
1977 2006/8/21 シヤチハタ ビジネスサ 名刺情報 8450 1 0 5 紛失 宅配便置き場 PC 4 1 5 0
1978 2006/8/21 ユニバ メールアドレス 609 1 0 7 流出 誤操作 メール 4 1 4 0
1979 2006/8/21 鹿児島相互信用金庫 個人情報 当該顧客に情報漏えい 7 1 0 8 漏洩 誤送付 郵便物 4 0 5 0
1980 2006/8/22 NTT西日本 岐阜支店 メールアドレス 該当者に対し個別のメ 340 1 0 7 流出 誤操作 メール 4 1 4 0
1981 2006/8/22 空知信用金庫 平岸支店・ 氏名、住所、払込金額 5139 2 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1982 2006/8/23 東邦ガス ENEDO 住所、氏名、電話番号 該当者に対し事情を説 36 1 0 6 盗難 車上荒らし 書類 4 0 5 1
1983 2006/8/24 スカイパーフェクト・コミ 氏名、電話番号、住所 該当顧客にお詫び 3 1 0 5 紛失 移動中 書類 4 0 5 0
1984 2006/8/24 大阪医科大学附属病院 患者の入院中の経過や 紛失を報告し謝罪 34 3 0 5 紛失 不明 USB 3 1 5 0
1985 2006/8/24 国営滝野すずらん丘陵公園 氏名、メールアドレス 該当者に謝罪メールを 28 1 0 7 流出 誤掲載 HP 1 1 4 0
1986 2006/8/24 オリオン交易 名古屋支店 氏名、電話番号、住所 39 1 0 6 盗難 車上荒らし メモ 4 0 5 0
1987 2006/8/25 小林記録紙 氏名、電話番号、住所 当該顧客に対しては直 300 1 0 6 盗難 車上荒らし PC・携帯電話 4 1 5 0
1988 2006/8/25 STVラジオ 氏名、住所、年齢、自 該当者に対しても経緯 39 1 0 8 漏洩 誤送付 ハガキ 4 0 5 0
1989 2006/8/25 第三銀行 氏名（社名）、科目、 該当する顧客に通知を 376 2 0 5 紛失 帰宅途中 USBﾒﾓﾘ・PC 4 1 5 0
1990 2006/8/25 東急リゾート 姓名と電話番号 当該関係者に対しては 30 1 0 5 紛失 勤務中 携帯電話 4 1 5 0
1991 2006/8/28 日本郵政公社近畿支社 山崎郵便局 郵便小包配達証 16145 1 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
1992 2006/8/28 エグゼコミュニケーション 開発会社内の議事録と 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ 不明 4 1 4 1
1993 2006/8/29 ライブドア 登録プロダクト名、プ 当該顧客には今後謝罪 1527 1 0 7 流出 誤提供 PC 4 1 4 0
1994 2006/8/29 ライリスト 名簿 該当会員にお詫びと事 123 1 0 6 盗難 空き巣 書類 4 0 5 0
1995 2006/8/30 エスエスイー 顧客情報 当該顧客に謝罪 1455 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
1996 2006/8/30 NTTコミュニケーション 企業名、担当者の氏名 該当者に対し個別に連 48 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
1997 2006/8/31 住友林業ホームテック 氏名、住所、電話番号 該当顧客には、同社担 40 1 0 6 盗難 事務所荒らし PC 4 1 5 0
1998 2006/8/31 NTT東日本 名前、電話番号、住所 顧客には個別に説明と 10 1 0 8 漏洩 誤送信 FAX 4 0 5 1
1999 2006/9/1 ナイキジャパン 氏名、住所、電話番号 445000 1 0 6 盗難 車両盗難 磁気テープ 4 1 5 1
2000 2006/9/1 大分銀行 氏名、預金残高、年齢 該当する顧客にはすで 52 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ 不明 4 1 4 0
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2001 2006/9/1 エムティーアイ メールアドレス、獲得 該当する顧客にメール 1 0 7 流出 設定ミス サイト 4 1 4 0
2002 2006/9/1 東京都目黒区 八雲すくす 氏名、保護者名、住所 10 1 0 5 紛失 不明 書類 1 0 5 0
2003 2006/9/4 コロニー かぐやまコ 顧客情報 該当顧客に対しては、 1 0 7 流出 ｼｽﾃﾑ不具合 サイト 4 1 4 0
2004 2006/9/4 日本コンピュータシステム メールアドレス、メー 150 1 0 5 紛失 置き忘れ PC 4 1 5 0
2005 2006/9/6 東京電力 神奈川支店 住所、氏名、電話番号 44 1 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
2006 2006/9/7 富士ゼロックスシステムサ 戸籍情報 3 1 3 漏洩 不正提供 派遣社員 4 0 1 1
2007 2006/9/7 土屋ホーム 氏名、住所、郵便番号 当該顧客に対しては謝 200 1 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 0
2008 2006/9/8 東京電力 沼津支店 氏名、住所、メールア 340 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Share 4 1 4 0
2009 2006/9/8 第一生命保険 顧客氏名、住所、電話 該当顧客に謝罪と事実 88 2 0 8 漏洩 誤送付 郵便物 4 0 5 0
2010 2006/9/8 住友林業 住宅本部支 電話番号など 当該顧客に対しては、 65 1 0 5 紛失 駅構内 携帯電話 4 1 5 0
2011 2006/9/11 石川コンピュータ・センタ 整理番号、税額、住所 12694 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
2012 2006/9/11 TBS メールアドレス 該当者には、メールで 103 1 0 7 流出 誤操作 メール 4 1 4 0
2013 2006/9/12 千葉ガス ヤシマ 住所、氏名、修理代金 当該顧客全員に個別に 25 1 0 6 盗難 車上荒らし 書類 4 0 5 1
2014 2006/9/13 NTTデータ 氏名、住所、電話番号 316 3 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
2015 2006/9/13 東和銀行 取引店番、顧客番号、 541 1 0 6 盗難 帰宅途中 FD 4 1 3 0
2016 2006/9/13 積水ハウス 住所、氏名、電話番号 該当者には事情を説明 47 1 0 6 盗難 車上荒らし 書類 4 0 5 0
2017 2006/9/13 読売新聞大阪本社 住所、氏名、電話番号 求人情報サイト「よみ 800 1 0 5 紛失 不明 書類 4 0 5 0
2018 2006/9/14 住友林業 住友林業ホ 氏名、電話番号、担当 7 1 0 5 紛失 帰宅途中 携帯電話 4 1 5 1
2019 2006/9/15 日本郵政公社 金融総本部 氏名、携帯電話番号な 104 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
2020 2006/9/15 寺小屋グループ 生徒の氏名や住所、電 3371 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
2021 2006/9/15 GEコンシューマー・ファ 国民健康保険被保険者 1 2 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
2022 2006/9/15 日本郵政公社 関東支社 住所、氏名（事業所名 226000 1 0 9 不適切 誤廃棄 磁気テープ 4 1 5 0
2023 2006/9/15 JA全農いばらき 郵便番号、住所、社名 該当者に対し謝罪の連 218 1 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 0
2024 2006/9/15 東京都民銀行 顧客名、口座番号、振 10702 2 0 9 不適切 誤廃棄 ﾏｲｸﾛﾌｨﾙﾑ 4 1 5 0
2025 2006/9/16 日本化薬 氏名、勤務先、住所、 該当者に対して事情の 1531 2 0 5 紛失 移動中 PC 4 1 5 0
2026 2006/9/19 日本ビジネスコンピュータ 氏名、所属、役職、会 送信直後に送信先に対 352 1 0 7 流出 誤送信 メール 4 1 4 0
2027 2006/9/19 キャンシステム 個人名（名字のみ）、 該当者に書面を送付す 526 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
2028 2006/9/20 沖電気工業 顧客情報 243 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
2029 2006/9/20 住宅金融公庫 三井住友銀 顧客情報 1 1 2 流出 不正利用 委託先 4 1 1 1
2030 2006/9/20 NTT東日本北海道支店 名前、住所、電話番号 該当者には訪問などに 533 1 0 6 盗難 車上荒らし 書類 4 0 5 1
2031 2006/9/20 中国電力 中電工 住所、氏名、電話番号 該当者には、個別に訪 127 1 0 5 紛失 不明 書類 4 0 5 1
2032 2006/9/21 アトラス パニックボ 氏名、電話番号、会員 顧客に対し謝罪と事態 34 1 0 6 盗難 車上荒らし メモ 4 0 5 0
2033 2006/9/22 トレンドマイクロ 名前、メールアドレス 該当者81名に連絡 81 1 0 7 流出 誤送信 メール 4 1 4 0
2034 2006/9/22 オリエントコーポレーショ オリファサ 氏名、住所、電話番号 対象者に順次連絡 365 1 0 7 流出 データ未消去 廃棄PC 4 1 4 1
2035 2006/9/22 バイオマトリックス研究所 氏名、勤務先施設名、 該当する関係各位に対 1 0 6 盗難 置き引き PC 4 1 5 0
2036 2006/9/24 山梨日日新聞 氏名、住所、電話番号 2800 2 0 5 紛失 帰宅途中 名簿 4 0 5 0
2037 2006/9/25 国大セミナー 氏名、校舎、生年月日 該当者に書面を送付す 3617 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
2038 2006/9/27 東京社会保険事務局 年金手帳 、該当事業所に謝罪と 4708 1 0 9 不適切 誤廃棄 FD 1 1 5 0
2039 2006/9/27 東京社会保険事務局 健康保険・厚生年金保 誤送付先から当該通知 1 0 8 漏洩 誤送付 書類 1 0 5 0
2040 2006/9/29 徳島信用金庫 上八万支店 氏名 該当顧客を訪問し、事 25 1 0 5 紛失 置き忘れ 書類 4 0 5 0
2041 2006/10/2 九州電力 熊本支店 住所、氏名、電気料金 当該顧客に対しては、 15 2 0 6 盗難 車上荒らし 書類 4 0 5 0
2042 2006/10/2 東京ガス ジャマ精工 住所、氏名、購入品名 該当顧客に連絡して事 1 2 0 5 紛失 帰宅途中 領収書 4 0 5 1
2043 2006/10/3 テレビ東京 ㈱ﾊｳﾌﾙ 氏名、携帯電話番号 該当者に連絡とお詫び 47 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 1
2044 2006/10/3 テレビ朝日 氏名、住所、電話番号 108 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
2045 2006/10/3 NTT東日本 千葉支店 顧客氏名、住所、Ｂフ 該当顧客に順次個別に 2526 1 0 6 盗難 窃盗 PC 4 1 5 0
2046 2006/10/3 JCB メールアドレス 対象顧客にお詫びをす 54 1 0 7 流出 誤送信 メーリングリス 4 1 5 1
2047 2006/10/4 NTTドコモ テレコム三 氏名と携帯電話番号 出来るかぎり顧客を特 39403 1 0 6 盗難 車上荒らし USB 4 1 5 1
2048 2006/10/4 建築技術教育普及センター 愛知建築士 氏名、生年月日、受験 関係受験者に事情を報 262 2 0 5 紛失 置き忘れ 名簿 5 0 5 1
2049 2006/10/4 西日本電信電話 テルウェル 顧客名、住所、電話番 当該顧客を早急に訪問 198 1 0 5 紛失 不明 資料 4 0 5 1
2050 2006/10/5 三菱東京UFJ銀行 85支店 氏名、口座番号、取引 960000 2 0 9 不適切 誤廃棄 資料 4 0 5 0
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2051 2006/10/5 国立青少年教育振興機構 エスエスイ 個人情報 11 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 1
2052 2006/10/6 東京ガス 住所、氏名、電話番号 該当顧客全員に個別に 59 1 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 0
2053 2006/10/10 北海道電力 氏名など 該当する顧客に紛失の 83 1 0 5 紛失 作業中 書類 4 0 5 0
2054 2006/10/10 エルクコーポレーション 施設名と担当者名 40 1 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 3 0
2055 2006/10/10 瀬戸信用金庫 預積金入出金伝票、融 7453 2 0 5 紛失 不明 書類 4 0 3 0
2056 2006/10/10 高島屋 名前と住所 該当する顧客に対し個 127 1 0 9 不適切 誤投棄 カタログ 4 0 5 1
2057 2006/10/11 セブン銀行 セブン-イ 金融機関名、顧客名、 42858 2 0 9 不適切 誤廃棄 MO 4 1 5 0
2058 2006/10/11 エフ・ディ・シィ・プロダ 4℃（ヨン カード名、カード番号 顧客に謝罪するととも 183 2 0 5 紛失 帰宅途中 書類 4 0 5 0
2059 2006/10/11 松下ネットワークマーケテ 松下電器産 氏名、住所、電話番号 送信先と関係者に連絡 1 0 7 流出 誤配信 メール 4 1 4 1
2060 2006/10/12 札幌医科大学 氏名、診療状況 関係者に対し、流出経 4 3 0 7 流出 ｳｲﾙｽ 不明 2 1 4 0
2061 2006/10/12 キャリアブレイン メールアドレスと職業 当該購読者にメールに 5872 1 0 7 流出 誤添付 メール 4 1 4 0
2062 2006/10/12 メッセージ 住所、氏名、性別、年 当該入居者とその家族 5000 2 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 0
2063 2006/10/12 ダイコク電機 住所、氏名、電話番号 該当する会員に対し事 1680 2 0 9 不適切 再利用 管理用端末 4 1 4 0
2064 2006/10/13 ニューズ・ツー・ユー メールアドレス 誤配信先全員にお詫び 364 1 0 7 流出 誤配信 メール 4 1 4 0
2065 2006/10/13 堺市 小学校 氏名、住所、電話番号 当該学年保護者に対し 35 2 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 2 0 5 1
2066 2006/10/13 アイテック阪神 取引先会社名、担当者 10 2 0 8 漏洩 誤送付 資料 4 0 5 0
2067 2006/10/13 講談社 個人情報 133 1 0 7 流出 誤送信 メール 4 1 4 0
2068 2006/10/14 福岡ソフトバンクホークス メールアドレス 590 1 0 7 流出 誤配信 メール 4 1 4 0
2069 2006/10/16 栃木県高根沢町 個人情報 該当者には同町下水道 38 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 1
2070 2006/10/16 NTTラーニングシステム メール 個別に連絡をとって誤 546 1 0 7 流出 HDD故障 メール 4 1 4 0
2071 2006/10/16 伯東 氏名、会社名、所属部 250 1 0 6 盗難 電車内 鞄 4 0 5 0
2072 2006/10/17 日本郵政公社関東支社 新座郵便局 差出人住所、事業所名 24000 1 0 9 不適切 誤廃棄 ダンボール箱 1 0 5 0
2073 2006/10/17 横浜市 氏名・住所・電話番号 同課はPTA会長に謝 82 1 0 8 漏洩 誤送付 名簿 1 0 5 0
2074 2006/10/18 東京大学医学部附属病院 氏名、住所、生年月日 該当患者には、同院医 24 3 0 6 盗難 懇親会場 PC 3 1 5 0
2075 2006/10/18 東京電力 東京支店 名前、住所、電話番な 個別に連絡してお詫び 79 1 0 5 紛失 置き忘れ 携帯端末 4 1 5 1
2076 2006/10/19 八戸信用金庫 氏名、住所、口座番号 該当顧客に事情説明と 21000 2 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
2077 2006/10/19 三重信用金庫 手形や小切手の金額、 188500 2 0 9 不適切 誤廃棄 ﾏｲｸﾛﾌｨﾙﾑ 4 1 5 0
2078 2006/10/20 良品計画 クレディセ 名前、住所、電話番号 該当者に対し個別に連 3 2 0 5 紛失 不明 書類 4 0 5 1
2079 2006/10/20 シー・アイ・シー 氏名、住所、電話番号 顧客宅を直接訪問し事 2 2 0 8 漏洩 誤送付 書類 4 0 5 0
2080 2006/10/20 ディノス 氏名、郵便番号、住所 当該顧客に電話で連絡 23 1 0 5 紛失 置き忘れ 書類 4 0 5 0
2081 2006/10/23 エアーリンク 氏名、電話番号、メー 該当顧客に事情説明と 1647 1 0 7 流出 設定ミス ｳｪﾌﾞｻｲﾄ 4 1 4 0
2082 2006/10/23 シノケン メールアドレス 事情説明と謝罪のメー 141 1 0 7 流出 誤配信 メール 4 1 4 0
2083 2006/10/24 パイオニア インクリメ カード番号、有効期限 該当顧客には23日に 997 2 0 9 不適切 誤廃棄 FD 4 1 5 1
2084 2006/10/24 第四銀行 新潟信用金 氏名や口座番号、引き 該当者に対しては、こ 480 2 0 5 紛失 授受途中 書類 4 0 5 1
2085 2006/10/24 長谷工コミュニティ 部屋番号、氏名、請求 当該顧客には書面で謝 62 2 0 5 紛失 郵送中 書類 4 0 3 0
2086 2006/10/25 朝日放送 住所、名前 1 1 0 8 漏洩 誤操作 宅配物 4 0 5 1
2087 2006/10/25 東京信用保証協会 信用保証依頼書、同委 顧客に事情説明とお詫 10 2 0 9 不適切 誤廃棄 資料 1 0 5 0
2088 2006/10/26 ミロク情報サービス 高松支社 氏名、住所、電話番号 該当者に対し文書を送 1354 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
2089 2006/10/26 青森プラザホテル 氏名、勤務先、勤務先 475 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ 不明 4 1 4 0
2090 2006/10/26 スルッとKANSAI ヤマト運輸 名前、住所、会員番号 該当者に対し個別に事 2 2 0 5 紛失 配送中 カード 4 1 1
2091 2006/10/26 東芝エレベータ 氏名、住所、電話番号 当該顧客には個別に連 345 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
2092 2006/10/26 旭化成ホームズ 住所、氏名、電話番号 当該顧客には個別に事 26 1 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 3 0
2093 2006/10/26 旭化成ホームズ 建築図面、見積書、住 当該顧客には個別に事 44 1 0 5 紛失 打ち合わせ中 手提げ袋 4 0 3 0
2094 2006/10/26 山口大学 学生氏名、学年、学籍 当該学生には流出した 204 1 0 7 流出 閲覧可能 キャッシュファ 2 1 5 0
2095 2006/10/26 宮崎信用金庫 約束手形 当顧客に個別に報告と 5 2 0 9 不適切 誤廃棄 約束手形 4 0 5 0
2096 2006/10/27 日本郵政公社 共同印刷 住所、氏名、被保険者 17 2 0 8 漏洩 誤送付 書類 4 0 5 1
2097 2006/10/27 東邦ガス 名前（カタカナ）と住 該当する顧客に事情説 23 1 0 5 紛失 作業中 書類 4 0 5 1
2098 2006/10/27 兵庫社会保険事務局 氏名、住所、生年月日 提出した事業所に計を 3 2 0 9 不適切 誤廃棄 FD 1 1 5 0
2099 2006/10/28 愛知県豊明市 住所、氏名など HPに謝罪文を掲載 87 1 0 7 流出 不明 PC 1 1 4 0
2100 2006/10/28 東武カードビジネス 氏名、住所、電話番号 該当顧客に個別に説明 22 2 0 5 紛失 郵送中 書類 4 0 5 0
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2101 2006/10/30 静岡県労働金庫 氏名と住所 640 1 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
2102 2006/10/30 オリエント貿易 氏名、住所、電話番号 該当する顧客を訪問し 10 1 0 5 紛失 帰宅途中 鞄 4 0 5 0
2103 2006/10/31 学習研究社 メールアドレス 当該顧客に対して改め 380 1 0 7 流出 誤操作 メール 4 1 5 0
2104 2006/10/31 農林漁業金融公庫 氏名、住所、電話番号 当該顧客に事情説明と 108 2 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
2105 2006/10/31 イムラ 光永建築事 氏名、現住所、建築住 顧客に報告と謝罪 1 1 0 6 盗難 下車途中 鞄 4 0 3 1
2106 2006/11/2 NTT西日本 鳥取支店 個人名または法人名、 当該顧客には謝罪文を 1614 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
2107 2006/11/2 高島屋 京都店 氏名、住所、電話番号 当該カードに情報が含 1 0 5 紛失 不明 SDカード 4 1 5 0
2108 2006/11/2 高知大丸 氏名、住所、電話番号 顧客には、書面をもっ 1 0 5 紛失 不明 名簿 4 0 3 0
2109 2006/11/6 楽天KC 会員番号、氏名、生年 当該顧客へは既に連絡 2 1 0 6 盗難 車上荒らし 帳票 4 0 3 0
2110 2006/11/7 プロティビティジャパン 名前、生年月日、融資 該当者に対しては、大 5268 2 0 6 盗難 空き巣 PC 4 1 3 0
2111 2006/11/8 センチュリー21 顧客情報 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
2112 2006/11/8 アルフレッサ ホールディ アルフレッ 氏名、勤務先名、自宅 6700 1 0 6 盗難 車両盗難 PC 4 1 3 1
2113 2006/11/8 広島ガス 広島ガスサ 名前、住所、電話番号 該当者宅を訪問し事情 273 1 0 5 紛失 巡回中 書類 4 0 5 1
2114 2006/11/8 三重県津市教育委員会 雲林院小学 学年、名簿、卒業生の 同小児童および同小を 110 2 0 6 盗難 車上荒らし ﾒﾓﾘ 2 1 5 1
2115 2006/11/9 丸井 氏名、住所、電話番号 250 1 0 5 紛失 不明 カード 4 0 3 0
2116 2006/11/10 紀陽銀行 顧客氏名、口座番号、 89841 2 0 9 不適切 誤廃棄 文書 4 0 5 0
2117 2006/11/10 大阪医科大学附属病院・枚 患者の症例や検査結果 該当する患者には、説 3 0 6 盗難 車上荒らし PC・USBﾒﾓﾘ 3 1 3 0
2118 2006/11/10 ネッツトヨタ中部 住所、氏名、電話番号 該当顧客にお詫びと状 761 1 0 5 紛失 置き忘れ PC 4 1 5 0
2119 2006/11/10 三菱地所藤和コミュニティ 苗字と携帯電話番号 35 1 0 5 紛失 移動中 携帯電話 4 1 5 0
2120 2006/11/14 八王子テレメディア 氏名、住所、電話番号 18639 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Share 4 1 4 0
2121 2006/11/15 パナソニック システムソ 個人情報 該当者全員に連絡とお 60 1 0 6 盗難 空き巣 PC 4 1 3 0
2122 2006/11/15 福井県信用保証協会 個人情報 当該葉書を送付した顧 1 0 8 漏洩 糊付け不十分 密着葉書 4 0 5 0
2123 2006/11/15 福井県信用保証協会 信用保証委託申込書、 関係する顧客3名を個 3 1 0 9 不適切 誤廃棄 書類コピー 4 0 5 0
2124 2006/11/16 北海道電力 検針関連書類 当該顧客には漏えいの 172 1 0 8 漏洩 誤投函 書類 4 0 5 0
2125 2006/11/16 阪神高速道路 メールアドレス 当該宛先に謝罪メール 45 1 0 7 流出 BCCにしなかった メール 4 1 5 0
2126 2006/11/16 東京電力 神奈川支店 氏名、住所、電話番号 210000 2 0 9 不適切 誤廃棄 リスト 4 0 5 0
2127 2006/11/16 松下記念病院 患者のID、氏名、性 132 1 0 5 紛失 病院内 USB 3 1 5 0
2128 2006/11/16 NTT東日本-北海道 企業の法人名、住所、 該当企業へは速やかに 135 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Share 4 1 4 0
2129 2006/11/16 東急コミュニティー 京都支店 部屋番号、カタカナ氏 65 1 0 6 盗難 ポストから持ち去検針票 4 0 3 0
2130 2006/11/16 伊藤忠ケーブルシステム メールアドレス 該当者に対し謝罪のメ 188 1 0 7 流出 誤配信・宛先 メール 4 1 5 0
2131 2006/11/17 東京個別指導学院 成瀬教室 氏名、学習計画表、授 該当顧客には、お詫び 28 2 0 6 盗難 不明 PC 4 1 3 0
2132 2006/11/17 コニカミノルタセンシング 不明 該当者に対し事情の説 15 1 0 5 紛失 置き忘れ ファイル 4 0 5 0
2133 2006/11/18 ネッツトヨタ甲斐 若草店 顧客情報 当該顧客全員に書面で 2401 1 0 6 盗難 空き巣 PC 4 1 3 0
2134 2006/11/20 北海道電力 検針関連書類 当該顧客には謝罪 616 1 0 5 紛失 作業中 書類 4 0 3 0
2135 2006/11/20 島根銀行 氏名、住所、電話番号 27387 2 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
2136 2006/11/20 住友林業 住友林業ホ 氏名と電話番号 該当顧客には、事態報 14 1 0 5 紛失 外出中 携帯電話 4 1 5 1
2137 2006/11/20 新潟県労働金庫 財形住宅貯蓄の「契約 該当顧客には、事実関 2 2 0 5 紛失 送付作業中 書類 4 1 5 0
2138 2006/11/22 日本財団 メールアドレス 499 1 0 7 流出 BCCにしなかった メール 5 1 5 0
2139 2006/11/22 アイディアシンク 名前、メールアドレス 該当者に対し謝罪メー 423 1 0 7 流出 BCCにしなかった メール 4 1 5 0
2140 2006/11/24 NTT東日本-北海道 顧客氏名、電話番号、 該当顧客へ訪問等によ 21 1 0 5 紛失 不明 配送物 4 0 0
2141 2006/11/24 日本郵政公社北陸支社 新金沢郵便 住所、氏名など 940 1 0 9 不適切 誤廃棄 書類 1 0 5 0
2142 2006/11/27 NTTドコモ東北 ビジネスサ 名前と携帯電話番号、 個別にご連絡し、情報 402 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 1
2143 2006/11/27 近畿産業信用組合 氏名、預かり金額、預 当該顧客にはすでに連 36 2 0 5 紛失 事務手続き 書類 1 0 0
2144 2006/11/28 東北地方整備局岩手河川国 氏名、電話番号など 2100 1 0 5 紛失 置き忘れ PC 1 1 5 0
2145 2006/11/28 横浜市 所属自治会・町内会名 当該会員に対しては謝 38 1 0 5 紛失 誤配送 書類 1 0 5 1
2146 2006/12/1 岐阜市農業協同組合 住所、氏名、保障内容 当該組合員に謝罪 8 2 0 8 漏洩 誤配布・誤廃棄 書類 4 0 5 0
2147 2006/12/4 そごう神戸店 神戸店 氏名、住所、電話番号 該当顧客には個別にお 392 1 0 9 不適切 誤廃棄 名簿 4 0 5 0
2148 2006/12/4 四国電力 宇和島支店 住所、氏名、請求額な 当該顧客には、個別訪 20 2 0 5 紛失 不明 集金鞄 4 0 0
2149 2006/12/5 NTT西日本 NTT西日 顧客名、住所、電話番 当該顧客へは、謝罪文 213000 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 1
2150 2006/12/5 神戸市 氏名や申請理由、生活 1 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
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2151 2006/12/5 北海道銀行 岩見沢支店 顧客の氏名、住所、口 880 2 0 9 不適切 誤廃棄 資料 4 0 5 0
2152 2006/12/5 証券保管振替機構 氏名、住所、電話番号 関係者に事情を説明し 11 2 0 5 紛失 送付作業中 書類 4 0 5 0
2153 2006/12/5 ジェット証券 住所、氏名、電話番号 当該顧客に連絡、謝罪 5 1 1 2 流出 故意 ｳｪﾌﾞｻｲﾄ 4 1 2 0
2154 2006/12/6 川之江信用金庫 三島支店 預金通帳2冊、定期証 該当する顧客に説明と 68 2 0 5 紛失 訪問中 書類 4 0 5 0
2155 2006/12/7 大阪市交通局 氏名、住所、電話番号 305 3 0 7 流出 ｳｲﾙｽ 不明 1 1 4 0
2156 2006/12/7 九州電力 九電ビジネ 顧客の氏名（一部個人 顧客に早急に謝罪の上 3600 1 0 8 漏洩 誤送付 書類 4 0 5 1
2157 2006/12/7 四国総合通信局 氏名、役職、所属団体 名簿掲載者に対して、 101 1 0 5 紛失 置き忘れ 名簿 1 0 5 0
2158 2006/12/8 中部ガス 浜松支店 顧客の氏名、領収金額 該当する顧客を早急に 22 2 0 5 紛失 不明 書類 4 0 5 0
2159 2006/12/8 トレンダーズ 氏名、メールアドレス 当該メールを受信した 1432 1 0 7 流出 送信時 メール 4 1 5 0
2160 2006/12/8 東建ナスステンレス 盛岡営業所 氏名、電話番号 該当者に経緯の説明と 50 1 0 5 紛失 不明 業務用携帯電話 4 1 3 0
2161 2006/12/11 新潟大学医歯学総合病院 氏名、年齢、性別、病 当該患者には直接連絡 295 3 0 5 紛失 落し物 USB 3 1 5 0
2162 2006/12/11 堺市教育委員会 堺市立中学 氏名、生年月日、保護 全学年保護者に対し文 205 1 0 6 盗難 置き引き 鞄 2 0 5 0
2163 2006/12/12 国立がんセンター中央病院 患者氏名、生年月日、 30 3 0 6 盗難 引ったくり 鞄 3 0 3 0
2164 2006/12/12 但陽信用金庫 しんきん大 顧客氏名（カタカナ） 該当顧客と振込先への 316 2 0 5 紛失 配送中 書類 4 0 5 1
2165 2006/12/12 高砂市民病院 氏名、診察券番号、発 ホームページに謝罪文 69 3 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 3 1 4 0
2166 2006/12/13 サークルKサンクス 郡山インタ 氏名、住所、払込料金 25 2 0 5 紛失 移動中 書類 4 0 3 0
2167 2006/12/14 東京ガス SJSコミ 住所、氏名、電話番号 該当する顧客全員に個 182 2 0 6 盗難 置きっぱなし 携帯端末 4 1 5 1
2168 2006/12/15 佐伯市 名簿 防火対象物管理者に対 120 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
2169 2006/12/15 マルホ 氏名、卒業年度、医療 該当者すべてに事情説 119 1 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 0
2170 2006/12/15 コーンズ ドッドウェル 会社名、所属、氏名、 1 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 0
2171 2006/12/15 大地みらい信用金庫 氏名、取引金融機関、 該当する顧客に謝罪と 15 2 0 8 漏洩 誤送付 書類 4 0 5 0
2172 2006/12/16 講談社 住所や氏名、電話番号 741 2 0 7 流出 誤添付 メルマガ 4 1 5 0
2173 2006/12/18 ＮＨＫ 福山支局 顧客情報 1 0 5 紛失 不明 携帯端末 4 1 5 0
2174 2006/12/18 リクルート クリーク・ 氏名や年齢、会社名、 個別に連絡 3113 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 1
2175 2006/12/19 NTTレゾナント 氏名、住所、電話番号 該当顧客に個別に連絡 44723 1 0 6 盗難 帰宅途中 PC 4 1 3 0
2176 2006/12/21 りそな銀行 藤沢支店 振込依頼書、クレジッ 該当者全員に事情を説 2 1 1 盗難 故意 書類 4 0 1 0
2177 2006/12/21 日産自動車 氏名、性別、生年月日 調査結果の報告 5380000 1 0 7 流出 不明 データベース 4 1 3 0
2178 2006/12/22 アメリカン・エキスプレス 日本支社 氏名、カード番号、住 該当者に対し個別に連 1699 2 0 7 流出 不明 リスト 4 1 3 0
2179 2006/12/22 長谷工コミュニティ 部屋番号、氏名、電話 当該顧客には書面で謝 53 1 0 5 紛失 郵送中 名簿 4 0 3 0
2180 2006/12/22 福岡ひびき信金 顧客名、住所、電話番 該当する顧客に書面で 224 2 0 9 不適切 誤廃棄 資料 4 0 5 0
2181 2006/12/25 もみじ銀行 フジ熊野店 氏名や口座番号、取引 当該顧客に状況報告・ 843 2 0 5 紛失 不明 書類 4 0 3 0
2182 2006/12/25 日本郵政公社近畿支社 神戸西郵便 姓 1000 1 0 5 紛失 不明 地図 1 0 5 0
2183 2006/12/25 クロレラサプライ 住所、氏名、年齢、生 判明した状況や対応な 790000 2 0 6 盗難 不法侵入 サーバー 4 1 5 0
2184 2006/12/25 ピーアップ 氏名、生年月日、住所 当該顧客に対して個別 13 1 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
2185 2006/12/25 京都信用金庫 庫堅田支店 氏名、住所、電話番号 182 2 0 5 紛失 不明 ファイル 4 0 5 0
2186 2006/12/26 山梨中央銀行 氏名や住所電話番号な 468493 1 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
2187 2006/12/26 ＮＨＫ 電話番号やメールアド 該当者には個別に連絡 116 1 0 5 紛失 取材中 HD 4 1 5 0
2188 2006/12/26 合天 ID、パスワード 当該ユーザーにメール 1 0 7 流出 誤配信･メール 個人情報入りの 4 1 5 0
2189 2006/12/26 コスモスイニシア 九州支社 メールアドレス 当該顧客に対しては個 106 1 0 7 流出 誤配信・宛先 宛先をBCCにしな 4 1 5 0
2190 2006/12/26 山口大学 入学試験区分、依頼回 該当者に対し、事情説 34 1 0 8 漏洩 誤封入 名簿 2 0 5 0
2191 2006/12/27 スズキ自販関西 佐賀営業所 氏名、住所、生年月日 該当者に対し謝罪と説 8699 1 0 6 盗難 不明 HDD 4 1 5 0
2192 2006/12/27 フリード メールアドレス メールの削除を依頼す 140 1 0 7 流出 誤配信・宛先 宛先をBCCにしな 4 1 5 0
2193 2006/12/27 イチネン 西濃運輸 引落口座名（カナ）、 197 2 0 6 盗難 不法侵入 FD 4 1 5 1
2194 2006/12/28 日本郵政公社 九州支社佐 姓 当該顧客には今後謝罪 420 1 0 5 紛失 配達中 地図 1 0 5 0
2195 2006/12/28 日本品質保証機構 氏名、会社名、電話番 当該顧客には説明と謝 21 1 0 5 紛失 不明 携帯電話 4 1 5 0
2196 2006/12/28 ダイハツ 氏名、携帯電話番号 30 1 0 5 紛失 不明 携帯電話 4 1 3 0
2197 2006/12/28 東急ストア 氏名、住所 当該顧客には謝罪、事 132 1 0 8 漏洩 FAX誤送信 FAX 4 0 5 0
2198 2006/12/29 三越 福岡店 氏名、住所、電話番号 68 1 0 5 紛失 配送中 顧客カード 4 0 5 1
2199 2006/12/29 堺市上下水道局 住所、氏名、電話番号 当該顧客には、委託業 37 2 0 6 盗難 駐車中 自転車 1 0 5 0
2200 2007/1/5 NTT西日本岡山支店 ソルコム岡 顧客名、電話番号、住 該当する顧客には、お 7219 1 0 6 盗難 空き巣 PC 4 1 5 1
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2201 2007/1/9 毎日新聞社 西所沢販売 氏名、住所、電話番号 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
2202 2007/1/11 リキッドガス南部 氏名、住所、メーター 個別に連絡をとり、説 346 2 0 5 紛失 不明 書類 4 0 3 1
2203 2007/1/11 リビング・デザインセンタ 氏名、メールアドレス 2178 1 0 7 流出 誤配信・宛先 宛先をBCCにしな 4 1 5 0
2204 2007/1/12 ファミリーマート 境山神店 氏名、住所 139 1 0 5 紛失 配送中 書類 4 0 5 0
2205 2007/1/12 千葉大学医学部附属病院 治療日、患者番号、氏 417 3 0 7 流出 誤配信・メール 個人情報入りの 3 1 5 0
2206 2007/1/15 三井物産フューチャーズ メールアドレス 当該顧客に謝罪すると 2 1 0 7 流出 誤配信・宛先 宛先をBCCにしな 4 1 5 0
2207 2007/1/15 ジャパンエフエムネットワ メールアドレス 謝罪と報告のメールを 142 1 0 7 流出 誤配信・宛先 宛先をBCCにしな 4 1 5 0
2208 2007/1/17 日本ミルクコミュニティ 氏名、住所、電話番号 2598 1 0 5 紛失 不明 MOディスク 4 1 3 0
2209 2007/1/17 中央労働金庫 中野支店 会員名、氏名、口座番 当該顧客に対し、個別 95 2 0 9 不適切 誤廃棄 伝票 4 0 5 0
2210 2007/1/17 ホームプロ メールアドレス、氏名 当該顧客と加盟会社に 16394 1 0 5 紛失 不明 携帯HD 4 1 5 0
2211 2007/1/17 ほくでん情報テクノロジー メールアドレス 利用者に事情説明と謝 24000 1 0 7 流出 サーバー障害 メール 4 1 5 0
2212 2007/1/18 東京大学医学部附属病院 氏名、生年月日、病状 150 3 0 7 流出 ｳｲﾙｽ ファイル共有ソ 3 1 4 0
2213 2007/1/18 みなみ信州農業協同組合 地域事業本 氏名、住所、電話番号 14524 2 0 5 紛失 不明 PC 4 1 5 0
2214 2007/1/19 テイツー 氏名、住所、生年月日 1 0 5 紛失 運搬中 資料 4 0 5 1
2215 2007/1/19 日商エレクトロニクス 氏名、会社名、電話番 個別に連絡、説明、お 301 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
2216 2007/1/19 バイエル薬品 氏名、勤務先、住所 8142 1 0 6 盗難 車両盗難 PC、USB 4 1 5 0
2217 2007/1/21 熊本県 住所、氏名、電話番号 945 2 0 6 盗難 不明 台帳 1 0 3 0
2218 2007/1/22 国立精神・神経センター武 氏名、性別、生年月日 当該患者にお詫びと経 1688 3 0 5 紛失 電車内 PC 3 1 5 0
2219 2007/1/22 日本郵政公社 ｼﾞｬｶﾙ 郵便物 事情説明とお詫び 247 1 0 5 紛失 亡失事故 国際スピード郵 1 0 1
2220 2007/1/23 北陸朝日放送 メールアドレス 1751 1 0 7 流出 誤配信・宛先 宛先をBCCにしな 4 1 5 1
2221 2007/1/23 厚生労働省 FAX番号 1 0 8 漏洩 誤記載 FAX 1 0 5 0
2222 2007/1/24 武蔵野市 受給者番号、氏名、住 3832 2 0 5 紛失 不明 磁気テープ 1 1 0
2223 2007/1/24 京都放送 氏名と住所、電話番号 連絡がつく範囲で事情 44 1 0 5 紛失 紛れて 書類 4 0 5 0
2224 2007/1/24 建物物価調査会 メールアドレス 報告とお詫びの連絡 43 1 0 7 流出 誤配信・宛先 宛先をBCCにしな 4 1 5 0
2225 2007/1/25 三井住友カード 会員番号（カード番号 該当者に対しては、個 14 2 1 2 流出 故意 サーバー 4 1 2 0
2226 2007/1/26 日本テレビ放送網 氏名、住所 該当者には、事情を説 59 1 0 8 漏洩 誤送付 書類 4 0 5 0
2227 2007/1/26 ホンダプリモ愛知東 名古屋イン 名前や住所、電話番号 該当者には電話と文書 5216 1 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 0
2228 2007/1/26 メディセオ・パルタックホ 近畿支社 メールアドレス、送受 関係者に対し事情を説 338 1 0 6 盗難 車上荒らし PC、鞄 4 1 5 0
2229 2007/1/26 ビック東海 氏名、住所、メール受 400 1 0 5 紛失 電車内置き忘れ PC 4 1 5 0
2230 2007/1/26 九州電力 宮崎支店宮 氏名、住所、電気料金 当該顧客にお詫びと事 8 1 0 5 紛失 不明 領収書 4 0 0
2231 2007/1/29 りそな銀行 萩ノ茶屋支 住所、氏名、電話番号 該当者に事情を説明し 276 2 0 5 紛失 渉外活動中 書類 4 0 5 0
2232 2007/1/29 埼玉りそな銀行 東松山支店 住所、氏名、納税額な 該当者に事情を説明し 15 1 0 5 紛失 持ち込む過程 書類 4 0 5 0
2233 2007/1/30 東邦銀行 氏名、役職名 顧客に対し事情説明と 10 1 0 8 漏洩 不明 内部資料 4 0 0
2234 2007/1/31 中国電力 氏名、住所、電話番号 個別に訪問・連絡し経 21 1 0 5 紛失 帰宅途中 書類 4 0 5 0
2235 2007/2/1 一橋大学 氏名、学籍番号、学部 当該学生には謝罪と状 300 2 0 6 盗難 電車内帰宅中 PC、USB 2 1 0
2236 2007/2/1 サン・ライフ サン・ライ 住所、氏名、電話番号 該当する可能性がある 700 2 0 6 盗難 車上荒らし 書類 4 0 5 1
2237 2007/2/2 国立循環器病センター ID、ローマ字表記の 謝罪と事案の経緯を説 1100 3 0 5 紛失 不明 PC 3 1 0
2238 2007/2/2 ＮＨＫ 名古屋放送 メールアドレス 当該部外者へは謝罪と 20 1 0 5 紛失 不明 PC 4 1 0
2239 2007/2/2 日本政策投資銀行 関西支店 調査レポート、インタ 当該顧客や当該識者に 12 1 0 6 盗難 無断持ち出し PC 1 1 0
2240 2007/2/2 キッセイ薬品工業 メールアドレス 当該登録者に謝罪と説 2580 1 0 7 流出 誤配信・宛先 宛先をBCCにしな 4 1 5 0
2241 2007/2/2 立命館大学 氏名、学生番号、成績 1265 2 0 6 盗難 空き巣 PC 2 1 5 0
2242 2007/2/2 東京急行電鉄 ＳＡＬＵＳ メールアドレス お詫びと共に削除のお 60 1 0 7 流出 誤配信・宛先 宛先をBCCにしな 4 1 5 0
2243 2007/2/6 セブン-イレブン・ジャパ 氏名、住所 該当顧客に経緯報告と 42 1 0 5 紛失 配送中 払込票 4 0 5 0
2244 2007/2/6 九州電力 甘木営業所 姓と電話番号、役職名 該当する顧客に謝罪と 22 1 0 5 紛失 営業所構内 携帯電話 4 1 5 0
2245 2007/2/8 KDDI 小山テクニ 名前、住所、生年月日 224183 1 0 9 不適切 誤廃棄 光磁気ディスク 4 1 5 0
2246 2007/2/8 ＮＨＫ 鹿児島放送 住所、氏名、電話番号 当該顧客に個別に連絡 12 2 0 5 紛失 同放送局内 帳票 4 0 5 0
2247 2007/2/8 東京国税局 住所、氏名、一部につ 400 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
2248 2007/2/8 NTT西日本名古屋支店 アイメッセ 住所、氏名、電話番号 232 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 1
2249 2007/2/8 西尾張シーエーティーヴィ 住所、氏名、電話番号 142 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 1
2250 2007/2/8 住友林業 メールアドレス 該当する顧客を訪問し 39 1 0 7 流出 誤配信・メール 個人情報入りの 4 1 5 0
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2251 2007/2/9 呉信用金庫 和庄支店 顧客番号、口座番号、 該当する顧客に通知と 4596 2 0 9 不適切 誤廃棄 コムフィッシュ 4 1 5 0
2252 2007/2/9 東京都江戸川区教育委員会 区立中学校 氏名、生年月日、住所 175 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 2 1 4 0
2253 2007/2/12 スターツ出版 オズモール 本名、フリガナ、生年 該当会員にはメールで 106 1 0 7 流出 ｼｽﾃﾑ不具合 ｳｪﾌﾞｻｲﾄ 4 1 4 1
2254 2007/2/13 三重中央医療センター 氏名、ID番号 5072 3 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 3 1 4 0
2255 2007/2/13 東京医科歯科大学 医学部 病歴など 該当患者に内容説明、 69 3 0 7 流出 ﾙｲﾙｽ 共有ソフト 2 1 4 0
2256 2007/2/13 住宅金融公庫 北海道、東 氏名、住所、融資額等 顧客に説明と謝罪 39 2 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
2257 2007/2/13 京都大学 人間・環境 成績など 当該学生に事情説明 302 2 0 6 盗難 不明 PC、CD-ROM 2 1 3 0
2258 2007/2/14 ジェイアール東日本スポー ジェクサー 氏名、性別、住所、生 該当する顧客に謝罪と 31 2 0 5 紛失 郵送中 書類 4 0 5 1
2259 2007/2/15 三井生命 加入者番号、氏名、年 当該顧客にはお詫びと 86 1 0 8 漏洩 不明 顧客リスト 4 0 3 0
2260 2007/2/15 千葉銀行 個人名、法人名および お詫びと説明 76 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
2261 2007/2/15 大阪ガス 大阪ガス・ 顧客氏名、住所、電話 該当顧客を個別訪問し 239 1 0 5 紛失 移動中 携帯端末 4 1 5 1
2262 2007/2/16 ＮＨＫ 氏名、メールアドレス 個別に謝罪 130 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 1
2263 2007/2/16 小田急電鉄 メールアドレス 当該学生には個別に謝 316 1 0 7 流出 誤配信・宛先 宛先をBCCにしな 4 1 5 0
2264 2007/2/19 伊予銀行 カナ氏名、銀行コード 262196 2 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
2265 2007/2/20 ジャックス 大日本印刷 カード番号、有効期限 書面で謝罪 150000 2 1 3 漏洩 故意 記憶媒体 4 1 1 1
2266 2007/2/20 福島県郡山市・南会津郡只 名前と住所、通知表の 142 2 0 7 流出 不明 PC 1 1 4 0
2267 2007/2/20 壱番屋 カレーハウ 氏名、住所、電話番号 2000 1 0 6 盗難 不法侵入 PC 4 1 5 0
2268 2007/2/21 泉州銀行 顧客氏名や法人名、取 個別に連絡、謝罪 12835 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
2269 2007/2/21 東北大学病院 不明 該当患者とその家族に 2024 3 0 5 紛失 更衣室 USB 3 1 3 0
2270 2007/2/21 フェリシモ 氏名、住所、生年月日 該当顧客に順次、直接 4324 1 0 7 流出 設定ミス ｳｪﾌﾞｻｲﾄ 4 1 4 0
2271 2007/2/22 CFJ 信用情報 160000 2 1 3 漏洩 故意 不明 4 0 1 0
2272 2007/2/22 日本郵政公社信越支社 住所、氏名、電話番号 2104 1 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
2273 2007/2/22 西中国信用金庫 旧下関信用 氏名、生年月日、住所 190000 2 0 9 不適切 誤廃棄 CD-ROM 4 1 5 0
2274 2007/2/23 日本郵政公社 東京貯金事 口座記号・番号、加入 290000 2 0 6 盗難 車上荒らし USB 4 1 5 0
2275 2007/2/23 東京証券取引所 氏名、住所、電話番号 金融庁と協議し、該当 20 1 0 5 紛失 不明 書類 4 0 5 0
2276 2007/2/23 図書文化社 ディーエム 県名、学校名、学年、 関係校に連絡し謝罪 1950 2 0 5 紛失 搬送中 書類 4 0 5 1
2277 2007/2/23 みすず監査法人 氏名、住所 1712 1 0 6 盗難 置き引き PC 4 1 5 0
2278 2007/2/23 滋賀県 農政水産部 メールアドレス 謝罪メールを送信し、 222 1 0 7 流出 誤配信・宛先 宛先をBCCにしな 1 1 5 0
2279 2007/2/23 山梨県警察本部 甲府警察署 氏名、住所 610 3 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
2280 2007/2/23 コーフク 氏名、住所、電話番号 該当者に個別に訪問、 152 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Share 4 1 4 0
2281 2007/2/23 三井住友建設 氏名、電話番号 150 1 0 5 紛失 配送中 携帯電話 4 1 5 1
2282 2007/2/26 アステラス製薬 アステラス 氏名、連絡先など 該当者に個別に報告、 239 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 1
2283 2007/2/26 JAL労働組合 思想、信条、病歴、容 謝罪文をホームページ 7000 3 1 2 流出 故意 不明 4 1 1 0
2284 2007/2/27 東京電力 千葉支店 名前、住所、電話番号 110000 2 0 9 不適切 誤廃棄 ﾏｲｸﾛﾌｨﾙﾑ 4 1 5 0
2285 2007/2/27 住友林業 氏名、住所、電話番号 該当顧客を訪問し、事 80 1 0 6 盗難 車上荒らし 鞄 4 0 5 0
2286 2007/3/1 東京理科大学 住所、氏名、成績、電 8800 2 0 6 盗難 電車内 HDD 2 1 5 0
2287 2007/3/1 JTB首都圏 新横浜支店 不明 説明と謝罪 30 2 0 5 紛失 不明 書類 4 0 0
2288 2007/3/1 山口三菱自動車販売 氏名、住所 該当する顧客に電話と 495 1 0 6 盗難 不法侵入 PC 4 1 5 0
2289 2007/3/2 日本金属 個人名、勤務先名、メ 関係者に事情説明と謝 3 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
2290 2007/3/2 日本郵政公社 近畿支社佐 顧客情報 当該顧客には訪問など 219 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
2291 2007/3/2 ＮＨＫ 札幌放送局 氏名、住所、電話番号 関係者には謝罪と事情 1269 1 0 5 紛失 無断持ち出し PC 4 1 5 1
2292 2007/3/2 中国電力 広島支社 氏名、住所、契約番号 個別訪問のうえ説明と 14 1 0 5 紛失 集金中 請求書 4 0 5 0
2293 2007/3/2 呉工業高等専門学校 受講者の「自己紹介ホ 1 0 7 流出 閲覧可能 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 2 1 4 0
2294 2007/3/2 住友林業ホームテック 氏名、電話番号 電話連絡や個別訪問を 147 1 0 5 紛失 車両入れ替え中 携帯電話 4 1 5 0
2295 2007/3/5 大東銀行 植田支店 氏名、住所、電話番号 個別に訪問して謝罪と 402 1 0 5 紛失 不明 書類 4 0 5 0
2296 2007/3/6 北海道電力 氏名、会社名、部署名 紛失の事実説明と謝罪 7041 1 0 5 紛失 不明 USB 4 1 5 0
2297 2007/3/6 マウスコンピューター 氏名、住所、電話番号 106775 1 0 7 流出 システム不具合 HP 4 1 4 0
2298 2007/3/6 東北労働金庫 メールアドレス 該当する会員宛に謝罪 185 1 0 7 流出 誤配信 宛先をBCCにしな 4 1 5 0
2299 2007/3/6 クオークローン 氏名、自宅住所、電話 該当顧客に事態説明と 40 1 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
2300 2007/3/7 JCB カード番号、顧客氏名 お詫びと状況説明 1524 2 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
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2301 2007/3/7 日産プリンス静岡販売 氏名、電話番号、車両 報告と謝罪 354 1 0 6 盗難 車上荒らし リスト 4 0 5 0
2302 2007/3/8 鳥取大学医学部附属病院 患者氏名、患者番号、 当該患者に対し文書で 105 3 0 5 紛失 不明 USB 3 1 5 0
2303 2007/3/12 大日本印刷 氏名、住所、電話番号 8637405 2 1 3 漏洩 故意 データ 4 1 1 1
2304 2007/3/12 埼玉県春日部市 庄和総合支 氏名、住所、生年月日 11216 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Share 1 1 4 0
2305 2007/3/12 NTTドコモ北陸 中部特機産 会社名、携帯電話番号 個別に対応し、お詫び 1484 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Share 4 1 4 1
2306 2007/3/12 八十二銀行 川越支店 氏名、住所、顧客番号 謝罪と経緯説明の文書 89 1 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
2307 2007/3/13 エヌ・デーソフトウェア 住所、氏名、生年月日 該当者や家族に個別に 80 3 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Share 4 1 4 0
2308 2007/3/13 神奈川県教育委員会 中原養護学 生徒通知票、学習指導 説明および謝罪、保護 68 2 0 5 紛失 不明 USB 2 1 5 0
2309 2007/3/15 三菱UFJ信託銀行 顧客番号など 個別に謝罪と経緯説明 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Share 4 1 4 0
2310 2007/3/15 きらやかホールディングス 山形しあわ 氏名、住所、生年月日 32857 2 0 9 不適切 誤廃棄 記録表 4 0 5 1
2311 2007/3/15 阿波銀行 氏名、住所、生年月日 57133 1 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
2312 2007/3/20 鳥取県米子市 国民健康保険被保険者 事情説明と謝罪 6 2 0 8 漏洩 誤送付 書類 1 0 5 0
2313 2007/3/10 武蔵大学 氏名、住所、区分、受 96 1 0 5 紛失 不明 名簿 2 0 3 0
2314 2007/3/13 中京銀行 氏名や名寄番号、口座 当該顧客に事情説明、 23042 2 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
2315 2007/3/14 福岡市中央区 総務部市民 住所、氏名、生年月日 411 3 0 9 不適切 誤廃棄 書類 1 0 5 0
2316 2007/3/14 トヨタ車体精工 同社従業員、他社から 該当者に対し、お詫び 1500 1 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 0
2317 2007/3/14 住江織物 氏名、住所、電話番号 該当者に対し文書で事 240 1 0 6 盗難 置き引き PC 4 1 5 0
2318 2007/3/14 新エネルギー・産業技術総 個人情報 関係者には事情説明と 194 1 0 5 紛失 荷物散乱 USB 5 1 5 0
2319 2007/3/15 そごう 心斎橋本店 氏名、住所、電話番号 当該顧客には個別に謝 80 1 0 9 不適切 誤廃棄 名簿 4 0 5 0
2320 2007/3/16 東京大学医学部附属病院 氏名、ID番号、性別 該当患者には、内容説 50 3 0 6 盗難 置き引き USB 3 1 5 0
2321 2007/3/18 大阪府 役名、職階や、氏名、 14000 2 0 7 流出 閲覧可能 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 1 1 5 0
2322 2007/3/19 NTT西日本名古屋支店 NTT西日 個人名、法人名、住所 当該顧客へ謝罪文を送 142 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 1
2323 2007/3/19 明治安田システム・テクノ 氏名、住所、電話番号 個別に事情を説明し謝 365 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
2324 2007/3/19 ロイヤルホールディングス ロイヤルホ 住所、氏名、電話番号 謝罪文を送付 189 1 0 6 盗難 事務所荒らし 書類 4 0 5 1
2325 2007/3/19 近畿ナショナル設備建材 住所、氏名、電話番号 当該施主に盗難事故の 9 1 0 6 盗難 車両盗難 書類 4 0 5 1
2326 2007/3/20 大分銀行 大銀ビジネ カナ氏名、銀行コード 該当者に個別に通知し 175195 2 0 9 不適切 誤廃棄 ATMｼﾞｬｰﾅﾙ 4 0 5 1
2327 2007/3/20 横浜市 戸塚区 氏名 園児の保護者あてに電 95 1 0 6 盗難 空き巣 USB 1 1 5 0
2328 2007/3/20 ダイキン工業 氏名、電話番号、使用 当該顧客に対し、お詫 895 1 0 5 紛失 置きっぱなし HDD 4 1 5 0
2329 2007/3/20 デジタルプラネット衛星放 氏名、郵便番号、住所 謝罪の文書を発送し、 154 1 0 7 流出 誤操作・閲覧可能ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 4 0
2330 2007/3/23 ヤマトホールディングス 北信越ヤマ 名前、住所、電話番号 160 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
2331 2007/3/23 岐阜県大垣市 氏名、住所、納付額 該当者にはお詫び状を 36425 1 0 5 紛失 不明 USB 1 1 5 0
2332 2007/3/25 横浜市 メールアドレス 謝罪メールを送信、該 74 1 0 7 流出 誤配信･宛先 宛先をBCCにしな 1 1 5 0
2333 2007/3/26 JR東日本 品川駅 カナ氏名、性別、生年 12218 1 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
2334 2007/3/26 久留米大学病院 久留米三井 カナ氏名、生年月日、 771 3 0 7 流出 閲覧可能 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 3 1 3 1
2335 2007/3/26 日本郵政公社関東支社 大胡（おお 番地と名字 550 1 0 5 紛失 不明 書類 1 0 5 0
2336 2007/3/26 愛知県厚生農業協同組合連 氏名、コード番号、大 当該患者にお詫び文書 26 3 0 5 紛失 院内 ﾒﾓﾘｰｶｰﾄﾞ 3 1 5 0
2337 2007/3/27 東京ガス あすか創建 住所、氏名、電話番号 当該顧客に個別に連絡 51 1 0 5 紛失 置き忘れ 書類 4 0 5 1
2338 2007/3/28 三井生命保険 エムエルア 氏名、生年月日、住所 顧客に対し事情の説明 1501 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 1
2339 2007/3/28 新日本製鐵 薄板営業部 メールアドレス 削除を依頼し、謝罪 1055 1 0 7 流出 誤配信･宛先 宛先をBCCにしな 4 1 5 0
2340 2007/3/29 佐賀県 県土づくり メールアドレス メールで謝罪するとと 857 1 0 7 流出 誤配信･宛先 宛先をBCCにしな 1 1 5 0
2341 2007/3/29 トッパン・フォームズ 佐川急便 住所、氏名、電話番号 事情説明と謝罪の書状 972 1 0 5 紛失 配送中 FD 4 1 5 1
2342 2007/3/29 三菱地所住宅販売 氏名、電話番号 該当する顧客に、報告 15 1 0 5 紛失 不明 携帯電話 4 1 0
2343 2007/3/30 UFJニコス 氏名、生年月日、住所 該当者には個別に説明 673 2 1 2 流出 故意 内部者 4 1 1 0
2344 2007/3/30 ソニーファイナンスインタ カスタマー 信用情報 2 1 2 流出 故意 内部者 4 1 1 0
2345 2007/3/30 スカイパーフェクト・コミ メールアドレス 対象者に謝罪するとと 403 1 0 7 流出 誤配信･宛先 宛先をBCCにしな 4 1 5 0
2346 2007/3/30 ワールドビジネスセンター メールアドレス 個別に報告 1 0 7 流出 閲覧可能 ファイル交換ソ 4 1 5 0
2347 2007/3/30 パナホーム 日立ビルシ 氏名、住所、電話番号 16 1 0 7 流出 誤配信・ﾒｰﾙ 個人情報入りの 4 1 5 1
2348 2007/3/31 和歌山県紀の川市 名字、理科の定期試験 146 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
2349 2007/4/1 国土交通省山鳥坂ダム工事 氏名 当該提出者に対して謝 53 1 0 7 流出 閲覧可能 HP 1 1 5 0
2350 2007/4/2 沖縄電力 住所、氏名 電話で謝罪するととも 917 1 0 5 紛失 引渡し時 USB 4 1 5 1
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2351 2007/4/2 ネットマイル メールアドレス、氏名 個別に連絡 6078 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
2352 2007/4/2 福岡市教育委員会 市立中学校 氏名、住所、電話番号 159 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 2 1 4 0
2353 2007/4/4 シャトレーゼ 新潟女池店 氏名、住所、電話番号 該当する顧客に連名で 3554 1 0 6 盗難 事務所荒らし USB 4 1 3 0
2354 2007/4/4 椙山女学園大学 不明 該当の卒業生に至急連 45 0 6 盗難 自宅盗難 PC 2 1 5 0
2355 2007/4/4 遠州鉄道 メールアドレス 該当する顧客に謝罪と 137 1 0 7 流出 誤配信･宛先 宛先をBCCにしな 4 1 5 0
2356 2007/4/4 ダイワ精工 サイオ 住所、氏名、電話番号 該当者に個別に連絡を 112 1 0 7 流出 閲覧可能 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 5 1
2357 2007/4/5 VSN 法人名、所在市町村名 1921 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
2358 2007/4/9 近畿産業信用組合 尼崎支店 氏名、取引金額、住所 該当する顧客を個別に 16 2 0 5 紛失 不明 伝票 4 0 5 0
2359 2007/4/9 パナホーム 南九州支店 氏名、見積り情報 該当顧客に事情を説明 59 1 0 6 盗難 車上荒らし USB 4 1 5 0
2360 2007/4/9 高槻市立第六中学校 学年、クラス、氏名、 保護者集会 100 2 0 5 紛失 不明 USB 2 1 5 0
2361 2007/4/9 農林水産省東海農政局 メールアドレス お詫びのメールを送信 170 1 0 7 流出 誤配信･宛先 宛先をBCCにしな 1 1 5 0
2362 2007/4/10 日新火災海上保険 弘恩会 氏名、住所、電話番号 該当する顧客に謝罪と 483 1 0 6 盗難 車上荒らし 書類 4 0 5 1
2363 2007/4/10 衆議院 NTTラー 氏名、年齢、生年月日 63137 1 0 5 紛失 作業中 PC 1 1 5 1
2364 2007/4/11 大阪府岸和田市 氏名、住所 10310 1 0 6 盗難 置きっぱなし PC 1 1 5 0
2365 2007/4/11 農林水産省九州農政局 氏名、住所、生年月日 213 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
2366 2007/4/11 四国電力 四電工 氏名、住所、引込電柱 対象の顧客を個別に訪 387 1 0 5 紛失 事務所内 携帯端末機 4 1 5 1
2367 2007/4/11 農林水産省東北農政局 メールアドレス 97 1 0 7 流出 誤配信･宛先 宛先をBCCにしな 1 1 5 0
2368 2007/4/11 農林水産省関東農政局 食糧部/静 メールアドレス お詫びのメールを送信 166 1 0 7 流出 誤配信･宛先 宛先をBCCにしな 1 1 5 0
2369 2007/4/11 農林水産省九州農政局 福岡農政事 メールアドレス お詫びのメールを送信 163 1 0 7 流出 誤配信･宛先 宛先をBCCにしな 1 1 5 0
2370 2007/4/12 仙台銀行 氏名、性別、生年月日 該当顧客に連絡して事 118 2 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
2371 2007/4/12 アイフル コンタクト 氏名、生年月日、会員 該当者に対し個別に連 497 2 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
2372 2007/4/13 東芝プラントシステム メールアドレス 当該取引先などには、 165 1 0 6 盗難 作業所 PC 4 1 5 0
2373 2007/4/16 埼玉県川口市立榛松中学校 氏名、住所、電話番号 829 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 2 1 4 0
2374 2007/4/16 北九州市 市立小学校 氏名、住所、電話番号 28 1 0 6 盗難 ひったくり 書類 2 0 3 0
2375 2007/4/16 WDI 佐川急便 クレジットカード番号 58 2 0 5 紛失 発送中 書類 4 0 5 1
2376 2007/4/18 ワイキューブ メールアドレス 354 1 0 7 流出 誤配信･宛先 宛先をBCCにしな 4 1 5 0
2377 2007/4/18 三重県桑名市教育委員会 伊曽島小学 氏名、電話番号 該当する児童の家を訪 126 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 2 1 4 0
2378 2007/4/19 北海道警察 稚内署刑事 氏名や住所、犯罪歴な 570 3 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
2379 2007/4/20 静岡社会保険事務局 三島社会保 氏名、基礎年金番号、 該当者に事情説明と謝 318 1 0 5 紛失 自転車 ノート 1 0 5 0
2380 2007/4/20 静岡社会保険事務局 清水社会保 氏名、基礎年金番号、 該当者に事情説明と謝 1 1 0 8 漏洩 誤送付 書類 1 0 5 0
2381 2007/4/20 フジテレビジョン ナノ・メデ 氏名、住所、電話番号 56802 1 0 5 紛失 置き忘れ PC 4 1 5 1
2382 2007/4/20 北九州市 北九州市の 氏名、住所 200 1 0 6 盗難 ひったくり ﾒﾓﾘ 2 1 3 0
2383 2007/4/20 大分県日田市 生涯学習課 氏名、住所、電話番号 関係者らに謝罪 975 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Share 1 1 4 0
2384 2007/4/20 札幌市 社名、氏名 680 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
2385 2007/4/20 鹿児島リコー 携帯電話番号 該当する顧客に対し個 786 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
2386 2007/4/20 日本郵政公社 コダック/ 貯金記号・番号、預金 4500 1 0 9 不適切 誤廃棄 ﾏｲｸﾛﾌｨﾙﾑ 1 1 5 1
2387 2007/4/23 愛知県警察 住所、名前 5 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
2388 2007/4/24 北海道 障害者保健 住所、電話番号、代表 事情を説明して謝罪 868 1 0 7 流出 閲覧可能 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 1 1 5 0
2389 2007/4/24 日本郵政公社 関東支社 住所、名前 63400 1 0 9 不適切 誤廃棄 書類 1 0 5 0
2390 2007/4/24 三重県津市教育委員会 津市立朝陽 成績データ、座席表、 全校集会を開いて事情 174 2 0 5 紛失 不明 フラッシュメモ 1 1 5 0
2391 2007/4/25 経済産業省 製品安全課 住所、電話番号、生年 個人に謝罪 808 1 0 5 紛失 不明 USB 1 1 5 0
2392 2007/4/25 小田急トラベル 本厚木旅行 氏名、住所、電話番号 ツアー代表者に連絡を 658 1 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
2393 2007/4/27 シンクレイヤ メールアドレス、メー 個別に事情説明、謝罪 100 1 0 6 盗難 車上荒らし 書類・PC 4 1 5 0
2394 2007/4/27 郵政公社 鹿児島リコ 住所、氏名 59 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 1
2395 2007/4/27 福岡女学院 氏名、携帯電話番号、 学生117名に対して 1026 2 0 6 盗難 車上荒らし USB 2 1 5 0
2396 2007/5/1 情報技術開発 名前、所属部署、メー 641 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
2397 2007/5/1 アリコジャパン 東芝ITサ 氏名、住所、電話番号 当該顧客に対し、個別 1236 2 0 9 不適切 誤廃棄 PC 4 1 5 1
2398 2007/5/1 三菱UFJ証券 氏名、住所、投資方針 1174 2 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
2399 2007/5/2 再春館製薬所 メールアドレス、ユー 140000 1 1 2 流出 故意 HP 4 1 2 0
2400 2007/5/2 新日本製鐵 新日本製鐵 氏名、住所、所有株数 該当者へ文書にて謝罪 763 2 0 5 紛失 置き忘れ 資料 4 0 5 1
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2401 2007/5/7 日本ビジネスコンピュータ 氏名 70 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
2402 2007/5/7 メディセオ・パルタックホ 千秋薬品 住所、氏名、電話番号 当該関係者に説明、お 3300 1 0 5 紛失 不明 USB 4 1 1
2403 2007/5/8 資源エネルギー庁 NECメデ 氏名、所属、住所、電 1700 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 1
2404 2007/5/8 千葉大学医学部附属病院 氏名（漢字）、ID番 当該患者に対しては病 80 3 0 6 盗難 車上荒らし USB 3 1 3 0
2405 2007/5/8 ローソン 氏名、住所、電話番号 65 2 0 5 紛失 配送中 書類 4 0 5 0
2406 2007/5/9 NTTデータ経営研究所 社名、住所、窓口担当 関係者に個別に事件の 199 1 0 6 盗難 空き巣 PC 4 1 3 0
2407 2007/5/9 総務省 情報通信政 メールアドレス 該当する関係者に対し 163 1 0 7 流出 誤配信・宛先 宛先をBCCにしな 1 1 5 0
2408 2007/5/11 千寿製薬 氏名、住所、施設名、 当該関係者に個別に報 1368 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
2409 2007/5/11 静岡銀行 清水町支店 氏名、住所、口座番号 350 2 0 9 不適切 誤廃棄 伝票 4 0 5 0
2410 2007/5/11 富士通 富士通ゼネ 氏名、住所、電話番号 該当者にお詫び状を郵 638 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 1
2411 2007/5/11 河北総合病院 氏名、生年月日、介護 対象者へ個別に報告と 171 3 0 5 紛失 強風 書類 3 0 5 0
2412 2007/5/12 日本郵政公社 北陸支社 氏名、住所など 顧客に訪問して事情説 61 1 0 5 紛失 強風 郵便物 1 0 5 0
2413 2007/5/14 日本郵政公社 近畿支社 氏名、年齢、保険種類 該当顧客に対しては、 56 2 0 5 紛失 局内 資料 1 0 0
2414 2007/5/14 ときめきドットコム 氏名や生年月日、住所 1 1 0 7 流出 誤操作・閲覧可能メール 4 1 5 0
2415 2007/5/14 愛知県社会保険事務局 健康保険被保険者証、 被保険者など関係者に 6 3 0 8 漏洩 誤送付 書類 1 0 5 0
2416 2007/5/15 広島県大竹市 氏名、住所、生年月日 個別にお詫び 5 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
2417 2007/5/15 鳥取県観光事業団 氏名、給与額 35 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
2418 2007/5/15 岐阜県 観光交流課 名前、電子メールアド 対象者全員に、謝罪と 154 1 0 7 流出 誤配信・宛先 宛先をBCCにしな 1 1 5 0
2419 2007/5/16 JR東日本ステーションリ ecute 会社名、会員番号、有 関係者にお詫び 15 2 0 5 紛失 不明 書類 1 0 0
2420 2007/5/16 山口市 山口電子計 氏名や口座番号、納税 7000 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 1
2421 2007/5/16 日本アムウェイ 氏名、ディストリビュ 3879 1 0 7 流出 誤配信・宛先 メール 4 1 5 0
2422 2007/5/17 ホームズ 氏名、建物名、電話番 当該顧客に対し、説明 221 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
2423 2007/5/17 香川大学 教育学部付 氏名、電話番号 保護者への説明会を開 1 0 6 盗難 置き引き 資料 2 0 5 1
2424 2007/5/18 カサレ メールアドレス 謝罪と報告 58 1 0 7 流出 誤配信・宛先 宛先をBCCにしな 4 1 5 0
2425 2007/5/18 愛媛県愛南町 山口電子計 住民票コードや国民年 全世帯を個別訪問し、 142843 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 1
2426 2007/5/18 好日山荘 氏名、住所、電話番号 3490 2 1 2 流出 故意 ｵﾝﾗｲﾝｻｲﾄ 4 1 2 1
2427 2007/5/19 成田記念病院 患者氏名、患者番号、 該当者に対し事情の説 1924 3 0 5 紛失 自宅持ち帰り USBﾒﾓﾘ 3 1 5 0
2428 2007/5/21 ホンダカーズ愛知 氏名、住所、車両登録 個別に連絡、お詫び 438 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
2429 2007/5/21 ダイスプロジェクト メールアドレス メールで謝罪するとと 415 1 0 7 流出 誤配信・宛先 宛先をBCCにしな 4 1 5 0
2430 2007/5/22 秋田県北秋田市 山口電子計 住所、氏名、住民票コ 117022 3 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 1
2431 2007/5/22 大阪メトロサービス 氏名、電話番号、住所 26 2 0 5 紛失 投函後 書類 4 0 3 1
2432 2007/5/22 三浦藤沢信用金庫 辻堂支店 名前、住所、電話番号 該当者に対し事情説明 40 2 0 9 不適切 誤廃棄 DMﾘｽﾄ 4 0 5 0
2433 2007/5/22 千葉市 都市局公園 団体の名称、代表者氏 経緯を説明して謝罪 26 1 0 5 紛失 出勤中 資料 1 0 5 0
2434 2007/5/23 福井県立図書館 メールアドレス 謝罪メールを送り削除 37 1 0 7 流出 誤配信・宛先 宛先をBCCにしな 1 1 5 0
2435 2007/5/24 スターホールディングス スターアセ 氏名、住所、電話番号 連絡、お詫び 2 2 1 3 漏洩 故意 名簿販売業者 4 0 3 1
2436 2007/5/24 すかいらーくガストカンパ 氏名、住所、年齢、性 400 1 0 5 紛失 移送中 応募券 4 0 5 0
2437 2007/5/25 NTT西日本名古屋支店 名古屋支店 氏名、住所、電話番号 個別に訪問し事情を説 155 2 0 5 紛失 輸送中 書類 4 0 5 1
2438 2007/5/25 ユー・パーク 住所、氏名 個別に対応 1 0 7 流出 不明 PC 4 1 3 0
2439 2007/5/25 福岡県北九州市 財政局税務 住所、氏名、生年月日 433 2 0 9 不適切 誤廃棄 書類 1 0 5 1
2440 2007/5/25 大阪府立母子保健総合医療 不明 当該患者に連絡して事 115 0 6 盗難 車上荒らし PC 3 1 5 0
2441 2007/5/28 農林中央金庫 熊本支店 口座番号、顧客氏名（ 当該顧客へ個別に連絡 61392 2 0 5 紛失 送付中 MO 4 0 5 0
2442 2007/5/29 埼玉県教育委員会 学校名、学年、生徒氏 生徒と保護者に対し状 2 0 5 紛失 自宅 USBﾒﾓﾘ 1 1 5 0
2443 2007/5/29 新宮市 氏名、住所、連絡先 670 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
2444 2007/5/29 NTTスマートトレード 氏名、電話番号、メー 当該顧客に電話および 16 2 0 5 紛失 不明 PC 4 1 5 0
2445 2007/5/30 東京海上日動火災保険 トップ保険 氏名、住所、電話番号 謝罪文を送付し、事情 8367 1 0 5 紛失 不明 PC 4 1 3 1
2446 2007/5/30 経済産業省 商務情報政 メールアドレス 謝罪と同メールの削除 582 1 0 7 流出 誤配信・宛先 宛先をBCCにしな 1 1 5 0
2447 2007/5/31 長崎市消防局 メールアドレス 80 1 0 7 流出 誤配信・宛先 宛先をBCCにしな 1 1 5 0
2448 2007/5/31 中京銀行 西桑名支店 氏名、口座番号、取引 289 2 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
2449 2007/6/1 中部テレコミュニケーショ ワッツアッ 住所、氏名、電話番号 2 1 0 5 紛失 不明 書類 4 0 5 1
2450 2007/6/1 北九州市 門司区 氏名、住所、電話番号 説明と謝罪 1 0 6 盗難 車上荒らし 名簿 1 0 5 0
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2451 2007/6/1 シャトレーゼ 中川店 氏名、生年月日、住所 11 1 0 5 紛失 郵送中 小包 4 0 5 1
2452 2007/6/5 アイフル 天草店 氏名、住所、融資金額 該当顧客には個別に連 753 2 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
2453 2007/6/5 長野県小諸市 小諸東中 成績表、学級名簿、住 260 2 1 3 漏洩 故意 PC 1 1 1 0
2454 2007/6/6 陸上自衛隊 第13旅団 顔写真付き名簿、給与 100 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
2455 2007/6/6 東京スター銀行 旧大森支店 氏名、口座番号、取引 該当する顧客へ個別に 2140 2 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
2456 2007/6/6 ヘルスコープ大阪 氏名、生年月日、住所 文書にて事態を報告し 240000 2 0 9 不適切 誤廃棄 MO 3 1 5 0
2457 2007/6/6 北九州市 門司区 氏名、性別、年齢、住 電話にて受診の有無を 9 3 0 5 紛失 郵送中 書類 1 0 5 0
2458 2007/6/7 三菱自動車工業 栃木三菱自 氏名、車両登録番号、 該当する顧客に電話ま 94 1 0 6 盗難 事務所荒らし PC 4 1 2 1
2459 2007/6/7 ネッツトヨタ栃木 栃木店 氏名、住所、電話番号 8206 1 0 6 盗難 事務所荒らし PC 4 1 2 0
2460 2007/6/7 下都賀総合病院 氏名、病名、手術記録 対象患者宛てに通知、 136 3 0 6 盗難 車上荒らし PC 3 1 5 0
2461 2007/6/7 レオパレス21 氏名、施設建築地住所 該当顧客にお詫びと説 31 1 0 6 盗難 電車内 資料 4 0 5 0
2462 2007/6/8 千葉県市原市教育委員会 氏名、電話番号、成績 269 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
2463 2007/6/8 横浜市 氏名 状況を説明し、謝罪 4 1 0 7 流出 閲覧可能 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 1 1 5 0
2464 2007/6/11 中国電力 岡山支社 氏名、電気使用場所、 該当する顧客を個別に 193 1 0 5 紛失 作業開始時 書類 4 0 5 1
2465 2007/6/11 鹿児島県 氏名、住所、電話番号 600 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
2466 2007/6/11 奈良労働局 大和郡山公 障害者の氏名、生年月 1135 2 0 5 紛失 所在不明 USB 1 1 3 0
2467 2007/6/12 NHK 大阪放送局 氏名、住所など 該当者に個別に連絡 10 1 0 5 紛失 不明 書類・携帯電話 4 0 5 0
2468 2007/6/12 奈良県農業協同組合 椿井経済セ 名前、住所、郵便番号 状況を説明 143 2 0 6 盗難 事務所荒らし PC 4 1 5 0
2469 2007/6/13 警視庁 北沢署地域 文書ファイル、写真フ 10000 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
2470 2007/6/13 ランジェコスメティーク 氏名、住所、電話番号 該当顧客に連絡 142 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
2471 2007/6/15 日本郵政公社 東京都京橋 個人名、住所、書留番 関係者への謝罪 124 1 0 5 紛失 不明 USB 4 1 3 0
2472 2007/6/15 北洋銀行 北広島支店 氏名、住所、電話番号 9400 2 0 9 不適切 誤廃棄 書類・ﾏｲｸﾛﾌｨﾙﾑ 4 1 5 0
2473 2007/6/15 帝京大学ちば総合医療セン 氏名、性別、年齢、I 県に報告するとともに 114 3 0 6 盗難 車上荒らし PC、USB、書類 3 1 5 0
2474 2007/6/15 情報通信政策フォーラム メールアドレス 誤配信先に謝罪と誤配 200 1 0 7 流出 誤配信・宛先 宛先をBCCにしな 5 1 5 0
2475 2007/6/15 めぐみの農業協同組合 住所、氏名、電話番号 説明と謝罪 63 2 0 5 紛失 不明 書類 4 0 0
2476 2007/6/15 ブリスク メールアドレス、送受 60 1 0 7 流出 誤配信・宛先 宛先をBCCにしな 4 1 5 0
2477 2007/6/16 金子時計店 メールアドレス 謝罪 1200 1 0 7 流出 誤配信・宛先 宛先をBCCにしな 4 1 5 0
2478 2007/6/18 くらしの友 城東営業所 名前、住所、電話番号 訪問して事情説明と謝 217 1 0 6 盗難 訪問中 鞄 4 0 5 0
2479 2007/6/19 ソニー生命保険 エフピーサ 氏名、生年月日、保険 関係者への説明と謝罪 288 2 0 6 盗難 自宅荒らし PC 4 1 5 1
2480 2007/6/19 生活協同組合しまね ヤマト運輸 不明 41 2 0 5 紛失 郵送中 書類 4 0 3 1
2481 2007/6/20 住宅金融支援機構 氏名（法人名）や住所 関係者への事情説明お 13 2 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
2482 2007/6/20 岩手県立盛岡南高 個人名、受験した大学 全校集会を開き生徒に 312 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 2 1 4 0
2483 2007/6/20 あいち電子自治体推進協議 メールアドレス 状況の説明と謝罪のメ 15 1 0 7 流出 設定ミス PC 1 1 5 0
2484 2007/6/20 静岡県信用農業協同組合連 氏名、住所、取引店舗 当該顧客に説明とお詫 7 2 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
2485 2007/6/21 東京大学医学部附属病院 氏名、ID番号、生年 該当患者に内容の説明 120 3 0 5 紛失 不明 書類 3 0 3 0
2486 2007/6/21 千葉マツダ 東金店 氏名、住所の一部、対 該当者に謝罪文を送付 5900 1 0 6 盗難 事務所荒らし PC 4 1 5 0
2487 2007/6/21 東急ストア 尾店・鎌倉 会員番号、氏名（署名 事実説明、謝罪 2 2 0 5 紛失 不明 書類 4 0 0
2488 2007/6/22 神戸大学大学院海事科学研 氏名、入学と卒業の年 関係者にお詫び 6000 1 0 6 盗難 不法侵入 PC・メモリ 2 1 5 0
2489 2007/6/23 松坂屋ストア・パレ 東芝テック 氏名、住所、電話番号 記者会見を開き事情を 30000 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 1
2490 2007/6/25 三井不動産レジデンシャル 氏名、携帯電話番号 該当者に経緯の説明と 30 1 0 5 紛失 不明 携帯電話 4 1 5 0
2491 2007/6/26 KDDI 氏名、住所、電話番号 該当者に連絡 436 1 0 7 流出 誤操作・閲覧可能PC 4 1 5 0
2492 2007/6/26 名古屋市教育委員会 豊治小学校 成績表や通知表の所見 該当する保護者宅を訪 33 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 2 1 4 0
2493 2007/6/27 日本パープル 企業名、氏名 ホームページに謝罪文 91 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
2494 2007/6/27 ユアテック 氏名、住所、電話番号 439 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
2495 2007/6/29 南部町国民健康保険西伯病 不明 ホームページで経緯を 463 3 0 8 漏洩 無断持ち出し 書類 3 0 5 0
2496 2007/6/29 警視庁 北沢署地域 不明 該当者に謝罪 10000 3 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
2497 2007/6/29 肥後銀行 氏名、住所、電話番号 8 2 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
2498 2007/6/29 ＮＨＫ 岡山局 名前、住所 当該顧客対して個別に 12 1 0 6 盗難 バイク盗難 携帯端末 4 1 5 0
2499 2007/6/29 東京都病院経営本部 東京都立神 氏名、ID番号（診察 該当する患者に説明と 743 3 0 5 紛失 保管中 USB 3 1 5 0
2500 2007/6/29 国民生活金融公庫 上野支店 氏名、取引番号、融資 該当顧客に連絡をとり 10 2 0 5 紛失 郵送中 書類 4 0 5 0
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2501 2007/7/2 ミサワホーム東京 ミサワホー 氏名、住所、電話番号 該当する顧客に書面で 526 1 0 6 盗難 車上荒らし 書類 4 0 5 1
2502 2007/7/3 福山市民病院 患者名、年齢、入退院 当該患者および家族に 500 3 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 3 1 5 0
2503 2007/7/3 ペンタックス メールアドレス 該当者へ事態を通知し 323 1 0 7 流出 誤配信・宛先 宛先をBCCにしな 4 1 5 0
2504 2007/7/4 JTBトラベランド ヤマト運輸 名前、住所、パスポー 当該顧客に対し、お詫 1779 1 0 5 紛失 郵送中 書類 4 0 5 1
2505 2007/7/4 北陸農政局福井農政事務所 メールアドレス 該当者に対し、誤送信 84 1 0 7 流出 誤配信・宛先 宛先をBCCにしな 4 1 5 0
2506 2007/7/4 横浜市金沢区 氏名、介護保険証番号 対象者に対し経過説明 8 1 0 8 漏洩 誤送付 書類 1 0 5 0
2507 2007/7/5 そごう 横浜店 氏名、住所、電話番号 個別に謝罪と報告 70 1 0 9 不適切 誤廃棄 名簿 4 0 5 0
2508 2007/7/6 住宅金融支援機構 北海道支店 氏名、住所、住宅建築 事実を説明し、謝罪 1 1 0 5 紛失 受け渡し中 書類 4 0 5 0
2509 2007/7/6 住宅金融支援機構 不明 288 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
2510 2007/7/6 横浜市 岡津小学校 児童氏名、性別、住所 関係児童・保護者に謝 197 3 0 5 紛失 不明 USB 2 1 3 0
2511 2007/7/6 福岡大学 氏名、住所、携帯電話 学生にお詫びと状況説 233 2 0 6 盗難 車上荒らし USB 2 1 5 0
2512 2007/7/6 七十七銀行 高砂支店 氏名、住所、口座番号 該当する顧客に個別に 472 2 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
2513 2007/7/6 JR東日本スポーツ フィットネ 氏名、会社名、電話番 当該顧客に対し、館内 166 1 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
2514 2007/7/9 りそな銀行 氏名、住所、口座番号 980000 2 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
2515 2007/7/9 鹿児島銀行 武町支店 氏名、住所、口座番号 当該顧客に対し、紛失 198 2 0 5 紛失 キャビネット回収書類 4 0 5 0
2516 2007/7/10 東京商工会議所 荒川支部 不明 関係者にお詫び 1 0 8 漏洩 誤送付 FAX 4 0 5 0
2517 2007/7/11 横浜市 氏名、住所、電話番号 該当市民に対し、電話 7500 2 0 5 紛失 不明 HDD 1 1 5 0
2518 2007/7/14 日旅サービス ニュークリ 不明 該当顧客に連絡をとっ 329 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 1
2519 2007/7/14 横浜市戸塚区 氏名、住所、電話番号 自宅を訪問し、謝罪 2 2 0 8 漏洩 誤送付 書類 1 0 5 0
2520 2007/7/16 デビュー メールアドレス 1 0 7 流出 誤配信･メール 返信先設定ミス 4 1 5 0
2521 2007/7/17 埼玉りそな銀行 幸手支店 住所、氏名、納付額等 該当顧客と関係機関に 7 1 0 5 紛失 作業過程 書類 4 0 5 0
2522 2007/7/17 大阪府立成人病センター 氏名、性別、年齢、I 該当する患者へ説明と 213 3 0 5 紛失 置き忘れ PC 3 1 5 0
2523 2007/7/17 国保おいらせ病院・横須賀 患者の氏名、年齢、性 1343 3 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 3 1 4 0
2524 2007/7/19 私立志學館中等部・高等部 氏名、保護者名、住所 保護者会を開き、経緯 631 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 2 1 4 0
2525 2007/7/19 ＮＨＫ 新潟放送局 名前、住所など 当該顧客には個別に連 13 1 0 5 紛失 収納中 書類 4 0 5 1
2526 2007/7/19 料飲専門家団体連合会 メールアドレス 当該顧客には謝罪メー 276 1 0 7 流出 誤配信・宛先 宛先をBCCにしな 5 1 5 0
2527 2007/7/19 愛知県信用農業協同組合連 氏名、住所、生年月日 当該顧客には、事実を 3 2 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
2528 2007/7/20 米沢信用金庫 名前、住所、顧客番号 1447 3 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
2529 2007/7/20 横浜市信用保証協会 住所、氏名、電話番号 個別に事実説明と謝罪 27 2 0 9 不適切 誤廃棄 書類 1 0 5 0
2530 2007/7/20 共愛学園前橋国際大学 学籍番号、氏名、成績 該当者には文書と説明 101 2 0 5 紛失 不明 USB 2 1 3 0
2531 2007/7/20 ミサワホーム東海 メールアドレス 当該顧客には書面で事 31 1 0 7 流出 誤配信・宛先 宛先をBCCにしな 4 1 5 0
2532 2007/7/23 損保ジャパン、損保ジャパ 名前、生年月日、住所 該当者にお詫びの書面 2990 3 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 1
2533 2007/7/23 ＮＨＫ 福井放送局 氏名、住所、性別、生 該当社宅を個別に訪問 15 1 0 5 紛失 調査中 書類 4 0 5 0
2534 2007/7/23 宮城県栗原市 住所、氏名 126 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
2535 2007/7/23 広島県尾道市 名前、一部には電話番 992 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
2536 2007/7/23 メディセオ・パルタックホ クラヤ三星 住所、氏名、電話番号 関係者に事情を説明し 80 1 0 5 紛失 帰宅途中 PC 4 1 5 1
2537 2007/7/24 大阪市港湾局 大阪港振興 氏名、メールアドレス 全受信者に対し謝罪と 714 1 0 7 流出 誤配信・宛先 宛先をBCCにしな 1 1 5 0
2538 2007/7/24 大阪府 氏名、所属機関、メー メールで謝罪と当該メ 305 1 0 7 流出 誤配信・宛先 宛先をBCCにしな 1 1 5 0
2539 2007/7/24 ピーエス三菱 東京建築支 室番、氏名、工事の内 当該関係者全員には経 91 1 0 6 盗難 事務所荒らし PC・携帯電話 4 1 5 0
2540 2007/7/25 茨城県古河市教育委員会 古河第二中 名簿や成績表など 保護者説明会を開き事 2092 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 2 1 4 0
2541 2007/7/25 農業・食品産業技術総合研 花き研究所 氏名やメールアドレス 該当者と関係機関に状 500 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 5 1 4 0
2542 2007/7/25 神奈川フィルハーモニー管 氏名、住所、電話番号 ホームページに謝罪文 500 1 0 5 紛失 置き忘れ アンケート 4 0 5 0
2543 2007/7/25 名古屋銀行 住所、氏名、金額、期 32057 2 0 9 不適切 誤廃棄 ﾏｲｸﾛﾌｨﾙﾑ 4 1 5 0
2544 2007/7/26 アメリカンファミリー生命 ツーサン 住所、氏名、生年月日 該当者に対し謝罪文の 152758 1 0 6 盗難 置き引き PC 4 1 5 1
2545 2007/7/26 長野県企業局 電算 不明 当該顧客に対して個別 26 0 5 紛失 置き忘れ 書類 1 0 5 1
2546 2007/7/27 埼玉市教育委員会 上大久保中 名前、成績 臨時保護者会を開いて 230 2 0 5 紛失 置き忘れ USB 2 1 5 0
2547 2007/7/27 高松信用金庫 金蔵寺支店 氏名、住所、生年月日 2488 1 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
2548 2007/7/27 NTT西日本 名前、連絡先電話番号 該当する受託者にはお 2568 1 0 5 紛失 不明 FD 4 1 5 1
2549 2007/7/27 福岡市教育委員会 市立特別支 成績表、スナップ写真 家庭訪問を行い保護者 5 2 0 6 盗難 車上荒らし PC 2 1 5 0
2550 2007/7/27 大阪労働局職業安定部 岸和田公共 受給者氏名、性別、年 当該受給者には経過の 33 2 0 8 漏洩 混入 書類 1 0 5 0
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2551 2007/7/30 阿波銀行 脇町支店 名前、融資の異動日、 個別にお詫びと事実説 300 2 0 9 不適切 誤廃棄 資料 4 0 5 0
2552 2007/7/30 東京ガス 協和日成T 住所、氏名、電話番号 当該顧客には個別に連 97 1 0 6 盗難 車上荒らし 携帯端末・書類 4 1 5 1
2553 2007/7/31 横浜市 南区役所福 住所、氏名、生年月日 個別に訪問し謝罪 51 1 0 5 紛失 不明 USB 1 1 5 0
2554 2007/7/31 島根県大田市 氏名、支払った賃金、 104 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
2555 2007/7/31 九州通信ネットワーク 氏名、住所、電話番号 当該顧客に謝罪と事実 36 1 0 6 盗難 車上荒らし 書類 4 0 5 1
2556 2007/8/1 九州大学 健康科学セ 氏名、生年月日、性別 18070 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 2 1 4 0
2557 2007/8/1 九州大学病院 名前、病名、年齢など 該当患者に対して説明 417 3 0 5 紛失 移動中 PC 3 1 5 0
2558 2007/8/3 日本郵政公社東京支社 葛飾新宿郵 保険証書記号番号、契 当該顧客には、訪問と 785 1 0 5 紛失 所在不明 USB 4 1 5 0
2559 2007/8/3 東京テアトル プラスアル メールアドレス、電話 19714 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 1
2560 2007/8/3 新潟県立新発田病院 CT、MRI等の画像 1200 3 0 5 紛失 所在不明 HDD 3 1 5 0
2561 2007/8/8 アクサ生命保険 氏名、住所、電話番号 該当する顧客へ個別に 674 1 0 5 紛失 置き忘れ PC・書類 4 1 5 0
2562 2007/8/9 中部電力 豊川営業所 氏名、電話番号 関係者に対し事実説明 70 1 0 5 紛失 所在不明 携帯端末 4 1 5 0
2563 2007/8/9 大阪簡易裁判所 前科調書、戸籍謄本、 300 3 0 8 漏洩 誤交付 書類 1 0 5 0
2564 2007/8/10 デリカフーズ 名古屋デリ メールアドレスなど 対象となる顧客を訪問 1 0 5 紛失 置き忘れ PC 4 1 5 1
2565 2007/8/10 北洋銀行 新琴似支店 氏名、住所、電話番号 2800 2 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
2566 2007/8/10 独立行政法人経済産業研究 メールアドレス メールを送って謝罪の 76 1 0 7 流出 誤配信・宛先 宛先をBCCにしな 5 1 5 0
2567 2007/8/10 愛知銀行 藤が丘支店 氏名、住所、生年月日 該当顧客に謝罪と経緯 37 1 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
2568 2007/8/10 セイコーインスツル セイコーア 氏名、勤務先の会社名 該当顧客には手紙にて 7147 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 1
2569 2007/8/11 愛知県 知多建設事 所有者氏名、地番、面 関係者に経過説明と謝 116 2 0 6 盗難 車上荒らし ﾒﾓﾘ 1 1 5 0
2570 2007/8/13 国土交通省 九州地方整 行政事務情報 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
2571 2007/8/13 国立がんセンター 名前、性別、患者ID 1542 3 0 6 盗難 事務所荒らし PC 3 1 5 0
2572 2007/8/13 神奈川県 採点結果 当該受験者に対しては 28 2 0 5 紛失 置き忘れ PC 1 1 5 1
2573 2007/8/16 東芝病院 名前、性別、生年月日 該当患者に対しては、 51156 3 0 6 盗難 車上荒らし PC 3 1 5 1
2574 2007/8/16 神奈川県 総合療育相 氏名、住所、生年月日 事実を説明し謝罪 23 2 0 5 紛失 置き忘れ 書類 1 0 5 1
2575 2007/8/16 多摩信用金庫 旧八王子信 氏名、住所、生年月日 8435 1 0 8 漏洩 不明 不明 4 0
2576 2007/8/17 大阪社会保険事務局 八尾社会保 年金記録照会回答票 関係者に経過説明と謝 2 0 8 漏洩 誤交付 書類 1 0 5 0
2577 2007/8/17 大阪社会保険事務局 貝塚社会保 国民年金保険料口座振 関係者に経過説明と謝 2 0 9 不適切 誤廃棄 書類 1 0 5 0
2578 2007/8/17 東京税関 東京税関成 名称と住所、代理人、 266 2 0 5 紛失 所在不明 書類 1 0 5 0
2579 2007/8/20 三井住友海上火災保険・三 有限会社天 氏名、商号、住所、電 該当顧客に対しては同 1370 1 0 5 紛失 置き忘れ PC 4 1 5 1
2580 2007/8/20 ＮＨＫ 水戸放送局 氏名、住所 該当顧客に対し個別に 44 1 0 5 紛失 所在不明 書類 4 0 5 1
2581 2007/8/20 横浜市 介護老人保 氏名、性別、生年月日 利用者などに現時点で 150 3 0 6 盗難 事務所荒らし PC 1 1 5 0
2582 2007/8/20 西日本高速道路・中日本高 社員の給与情報や個人 2 1 2 流出 故意 PC 4 1 1 0
2583 2007/8/20 静岡銀行 名古屋支店 氏名（カナ表記）、銀 3864 2 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
2584 2007/8/20 旭化成ホームズ 住所、氏名、電話番号 個別に事態の報告と謝 44 1 0 5 紛失 置き忘れ アンケート 4 0 5 0
2585 2007/8/20 積水ハウス 住所、氏名、電話番号 当該顧客には謝罪と事 219 1 0 5 紛失 置き忘れ 書類 4 0 5 0
2586 2007/8/21 ノーリツ メールアドレス 当該顧客へメールで事 500 1 0 7 流出 誤配信・宛先 宛先をBCCにしな 4 1 5 0
2587 2007/8/22 日本郵政公社 住所、氏名、口座番号 7460000 2 0 9 不適切 誤廃棄 書類 1 0 5 0
2588 2007/8/24 山梨社会保険事務局 大月社会保 氏名、住所、電話番号 490 2 0 5 紛失 登庁中 携帯端末 1 1 5 0
2589 2007/8/24 横浜市 NPO法人 氏名、性別、生年月日 利用者へのお詫び 180 1 0 5 紛失 引継ぎ FD 1 1 5 0
2590 2007/8/24 セガ 氏名、住所、電話番号 謝罪メールを送付 47494 1 0 7 流出 閲覧可能 PC 4 1 5 0
2591 2007/8/24 大阪市教育委員会 大阪市立加 氏名、成績 保護者に対しては、家 29 2 0 5 紛失 ロッカー 通知表 2 0 0
2592 2007/8/27 東京大学医学部附属病院 患者の氏名、ID番号 説明と謝罪 85 3 0 5 紛失 置き忘れ PC 3 1 5 0
2593 2007/8/27 日本興亜損害保険 福山通運 氏名、保険証券の番号 該当者に対し事情を説 816 2 0 5 紛失 輸送中 書類 4 0 5 1
2594 2007/8/28 広島信用金庫 西部支店 氏名、口座番号、住所 、該当者に対して個別 33000 2 0 5 紛失 外回り中 携帯端末 4 1 5 0
2595 2007/8/28 横浜市教育委員会 菊名小学校 氏名、保護者氏名、住 該当家庭を訪問し謝罪 29 1 0 6 盗難 入浴中 名簿 2 0 5 0
2596 2007/8/29 九州通信ネットワーク 氏名、住所、電話番号 24 1 0 6 盗難 車上荒らし 資料 4 0 5 0
2597 2007/8/30 特許庁 JFEテク 住所、氏名 電話や郵送により謝罪 8041 1 0 8 漏洩 誤交付 ハガキ 1 0 5 1
2598 2007/8/30 技術情報協会 氏名、勤務先名、所属 当該関係者には、個別 200 1 0 6 盗難 講習会会場 PC 4 1 5 0
2599 2007/8/30 ベルモニー 松江店 氏名、住所、電話番号 事情を説明して謝罪 9 2 0 6 盗難 置き引き 書類 4 0 5 0
2600 2007/8/31 東京慈恵会医科大学附属青 名前、住所、生年月日 該当者に対して説明と 89 3 0 6 盗難 食事中 USB 3 1 5 0
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2601 2007/8/31 中部ガス 磐田営業所 氏名、住所、領収金額 該当者に個別に事実関 36 2 0 5 紛失 帰宅途中 書類 4 0 5 0
2602 2007/9/3 菱洋エレクトロ 氏名、電話番号 30 1 0 5 紛失 帰宅途中 携帯電話 4 1 5 0
2603 2007/9/4 監査法人トーマツ 不明 該当する監査先企業に 7000 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
2604 2007/9/6 熊本大学医学部附属病院 氏名、住所、電話番号 当該患者には事情を説 20 3 0 5 紛失 抜き忘れ USB 3 1 5 0
2605 2007/9/6 三菱UFJ証券 町田支店、 顧客名、口座番号、取 37000 2 0 9 不適切 誤廃棄 資料 4 0 5 0
2606 2007/9/6 三菱東京UFJ銀行 氏名、口座番号、取引 350000 2 0 9 不適切 誤廃棄 資料 4 0 5 0
2607 2007/9/6 ぬくもりの里NUC メールアドレス 170 1 0 7 流出 誤配信・宛先 宛先をBCCにしな 4 1 5 0
2608 2007/9/7 京都市 富士通アク 氏名、住所、電話番号 該当者を個別に訪問し 12 1 0 5 紛失 置き忘れ 書類 4 0 5 1
2609 2007/9/10 セブン銀行 氏名、口座番号、電話 26688 2 0 9 不適切 誤廃棄 CD 4 1 5 0
2610 2007/9/10 東日本ハウス 氏名、住所、電話番号 個別に訪問して、事態 91 1 0 6 盗難 車上荒らし PC、ファイル 4 1 5 0
2611 2007/9/10 日本郵政公社 住所、氏名、口座記号 14430000 2 0 9 不適切 誤廃棄 書類 1 0 5 0
2612 2007/9/10 住宅金融支援機構 メールアドレス 事情を説明して謝罪し 12 1 0 7 流出 誤配信・宛先 宛先をBCCにしな 4 1 5 0
2613 2007/9/10 フォトハイウェイ・ジャパ 氏名、メールアドレス 謝罪 4129 1 1 2 流出 故意 PC 4 1 2 0
2614 2007/9/10 ららぽーと ららぽーと 氏名、メールアドレス 7 1 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
2615 2007/9/11 三重県警察本部 亀山署刑事 住所、氏名 75 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
2616 2007/9/11 鹿児島大学医学部・歯学部 氏名、年齢、病名、手 該当患者に事情説明と 22 3 0 5 紛失 研修先 USB 3 1 5 0
2617 2007/9/11 エルネット 名称（店舗名）、住所 個別に連絡を行い謝罪 82 1 0 5 紛失 巡回中 書類 4 0 5 1
2618 2007/9/12 NTTコミュニケーション 企業名、所在地、連絡 該当する顧客へ個別に 48 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 1
2619 2007/9/12 徳島大学医学部・歯学部附 氏名、生年月日、患者 230000 3 0 6 盗難 事務所荒らし PC、HDD 3 1 5 0
2620 2007/9/13 名古屋銀行 氏名、口座番号、取引 3884 2 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
2621 2007/9/13 東京ガス 南和カスタ 住所、氏名、電話番号 当該顧客へ個別に連絡 375 2 0 6 盗難 引ったくり 携帯端末 4 1 5 1
2622 2007/9/13 日本郵政公社 九州支社 住所、氏名 80700 1 0 9 不適切 語廃棄 書類 1 0 5 0
2623 2007/9/13 茨城トヨタ自動車 藤代店 名前、住所、電話番号 当該顧客に謝罪と説明 540 2 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 0
2624 2007/9/14 インターネットイニシアテ 見積書、提案書等 当該顧客へ個別に謝罪 54 0 5 紛失 電車内 PC 4 1 5 0
2625 2007/9/14 愛知社会保険事務局 賞与 謝罪と経過説明を行っ 41 2 0 8 漏洩 誤送付 書類 1 0 5 0
2626 2007/9/14 ＮＨＫ 顧客情報 個別に連絡し、謝罪と 1 0 5 紛失 業務中 携帯端末 4 1 5 0
2627 2007/9/14 ＮＨＫ 住所、氏名、口座番号 個別に連絡 10 2 0 5 紛失 業務中 携帯端末 4 1 5 1
2628 2007/9/14 ＮＨＫ 氏名、電話番号、口座 個別に連絡し、謝罪と 12 2 0 9 不適切 語廃棄 書類 4 0 5 1
2629 2007/9/14 アロシステム ヴィソース 氏名、住所、郵便番号 3355 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 1
2630 2007/9/14 松下テクニカルサービス 北海道社 住所、氏名、電話番号 当該顧客には謝罪をし 1 0 6 盗難 車上荒らし SDｶｰﾄﾞ、PC 4 1 5 1
2631 2007/9/18 ジャックス アイシーエ 氏名、性別、生年月日 該当顧客に対し謝罪と 393 2 0 5 紛失 配送中 書類 4 0 5 1
2632 2007/9/19 立正大学 文学部社会 氏名、性別、生年月日 報告と謝罪 47 1 0 5 紛失 不明 書類 2 0 5 0
2633 2007/9/20 東京ガス リック 住所、氏名、建物名称 該当顧客に個別に連絡 552 1 0 6 盗難 車上荒らし 携帯電話 4 1 5 1
2634 2007/9/20 NTT東日本 東京支店 氏名、会社名、住所、 謝罪と事情説明 41289 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
2635 2007/9/20 プリンスホテル グランドプ 氏名（ローマ字表記の 2000 1 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
2636 2007/9/20 ユニオン・シティサービス 東京東支店 住所、氏名、連絡先、 該当顧客に個別に通知 38 1 0 6 盗難 車上荒らし 書類 4 0 5 0
2637 2007/9/21 横浜銀行 顧客氏名（カナ）、金 228000 2 0 9 不適切 誤廃棄 CD-R 4 1 5 0
2638 2007/9/21 ソフトバンクテレコム 氏名、住所、電話番号 該当者に対し速やかに 511 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
2639 2007/9/21 福岡国税局 西福岡税務 不明 6 0 9 不適切 誤廃棄 書類 1 0 5 0
2640 2007/9/21 東京社会保険事務局 不明 関係者に謝罪 5 0 8 漏洩 誤送付 書類 1 0 5 0
2641 2007/9/21 インテリジェンス メールアドレス 当該顧客には、個別に 4129 1 0 7 流出 閲覧可能 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 5 0
2642 2007/9/21 仙台農業協同組合 宮城県農協 氏名（カタカナ表記） 295 2 0 9 不適切 誤廃棄 ﾏｲｸﾛﾌｨﾙﾑ 4 1 5 1
2643 2007/9/22 藤沢内科消化器科クリニッ 氏名、ID番号、保険 該当者に個別に連絡 3 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 3 1 4 0
2644 2007/9/25 済生会横浜市東部病院 NTT東日 不明 11097 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 3 1 4 1
2645 2007/9/25 堺市教育委員会 福泉南中学 氏名、成績 家庭訪問等を行い経緯 102 2 0 5 紛失 校内 MO 2 1 5 0
2646 2007/9/25 北8西3東地区市街地再開 住所、氏名、電話番号 479 1 0 7 流出 閲覧可能 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 4 1 5 0
2647 2007/9/26 横浜市 病院経営局 ファイル、メールアド 2107 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
2648 2007/9/26 タマホーム 住所、氏名等 該当する顧客に謝罪し 46 1 0 6 盗難 車上荒らし 書類 4 0 5 0
2649 2007/9/26 山口大学 顧客番号、氏名（カタ 学生に経緯を説明し、 215 2 0 6 盗難 車上荒らし FD 2 1 5 0
2650 2007/9/27 大阪市 建設局 氏名、住所、電話番号 該当者に個別に連絡し 300 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
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2651 2007/9/27 Gateway ヴィソース 氏名、電話番号、住所 該当する顧客に詫び状 3200 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 1
2652 2007/9/28 静岡市 身体障害者手帳交付申 3 0 8 漏洩 誤送付 書類 1 0 5 0
2653 2007/9/28 旭川竜谷高校 氏名、住所、電話番号 該当する卒業生に文書 1099 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 2 1 4 0
2654 2007/9/28 ソニー生命保険 札幌ライフ 不明 該当者と団体に連絡す 12500 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
2655 2007/9/28 土屋ホーム 氏名、住所、電話番号 該当する顧客に直接報 25 1 0 6 盗難 車上荒らし 書類 4 0 5 0
2656 2007/10/1 富士ゼロックス 富士ゼロッ 社名、住所、担当者の 担当者への通知 2582 1 0 6 盗難 路上 USB・USBHDD 4 1 5 1
2657 2007/10/2 横浜市 不明 該当患者にお詫び文書 3733 3 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
2658 2007/10/3 金沢市 ITビジネ 氏名、住所、所属部署 574 1 1 2 流出 故意 ｻｰﾊﾞｰ 1 1 2 0
2659 2007/10/4 東京都病院経営本部 都立大塚病 氏名（カタカナ）、撮 該当患者に対し謝罪と 8 3 0 5 紛失 異なる場所に保管ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ 1 0 5 0
2660 2007/10/4 住宅金融支援機構 北海道支店 氏名、住所、生年月日 該当顧客には、謝罪と 5 2 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
2661 2007/10/5 JCB カタカナ氏名、カード お詫びと状況説明 272 2 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
2662 2007/10/5 静岡県 静岡県立榛 氏名、電話番号等 全校生徒に対し事情説 535 1 0 5 紛失 校内 USBﾒﾓﾘ 1 1 5 0
2663 2007/10/8 アニメ・インターナショナ 氏名、連絡先、電話番 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
2664 2007/10/9 明治製菓 氏名、住所、電話番号 該当する顧客に書簡を 15059 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 1
2665 2007/10/10 NCAコンサルティング 氏名（会社名）、住所 37135 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 1
2666 2007/10/10 島根大学 カナ氏名、性別、年齢 該当者に経緯を説明し 59 3 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 2 1 4 0
2667 2007/10/10 全教研 住所、氏名、性別、生 該当する生徒と保護者 14 1 0 5 紛失 不明 受験カード 4 0 5 0
2668 2007/10/10 アリコジャパン ニュートン 氏名、住所、電話番号 顧客に対し、個別に謝 100 2 1 3 漏洩 故意 顧客ﾘｽﾄ 4 0 1 1
2669 2007/10/10 近畿大阪銀行 交野、京都 氏名、口座番号、取引 12000 2 0 9 不適切 誤廃棄 資料 4 0 5 0
2670 2007/10/10 ヒガ・インダストリーズ 住所、氏名、電話番号 該当者に対して事情の 37135 1 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 0
2671 2007/10/11 農山漁村文化協会 メールアドレス すべての送信先にお詫 17 1 0 7 流出 誤配信・宛先 宛先をBCCにしな 5 1 5 0
2672 2007/10/11 ユニオン・シティサービス 横浜支店 住所、氏名、連絡先 該当顧客へ通知 32 1 0 5 紛失 置き忘れ 書類 4 0 5 0
2673 2007/10/12 丸紅インフォテック 名前、住所、電話番号 書簡で謝罪 13670 2 1 2 流出 故意 ｻｰﾊﾞｰ 4 1 2 0
2674 2007/10/12 ジャックス 近畿コレク 氏名、性別、生年月日 該当顧客に詫び状を発 362 2 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
2675 2007/10/12 ソルダム 氏名、住所、電話番号 個別に対応 46 1 0 7 流出 システム不具合 ｼｽﾃﾑ 4 1 5 0
2676 2007/10/15 三ツ知 名簿、住所録、賞与査 2 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 0
2677 2007/10/16 千葉県 富士通エフ 部署名、氏名、ID、 15000 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 1
2678 2007/10/16 宮内工産グループ 株式会社総 氏名、住所、請求書、 該当者および取引先に 226 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 1
2679 2007/10/16 東京大学医科学研究所附属 氏名（カタカナ表記） 該当患者全員に、担当 10 3 0 5 紛失 所在不明 FD 3 1 3 0
2680 2007/10/17 エイチ・アイ・エス 氏名、年齢、生年月日 該当顧客に連絡して状 613 1 0 6 盗難 ホテル内 名簿 4 0 5 0
2681 2007/10/17 横浜市 市立中屋敷 氏名、月齢 保護者に対し事情の説 46 1 0 6 盗難 車上荒らし 書類 1 0 5 0
2682 2007/10/17 西武商事 氏名、住所、電話番号 100 1 0 5 紛失 所在不明 書類 4 0 3 0
2683 2007/10/18 北海道電力 旭川支店 氏名、顧客番号、電気 該当者に事情の説明と 4851 1 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
2684 2007/10/20 ぶらんこ メールアドレス 会員に謝罪 35000 1 0 7 流出 閲覧可能 ｼｽﾃﾑ 4 1 5 0
2685 2007/10/22 神奈川県横須賀市 住所、氏名、生年月日 該当者には事情説明と 5 2 0 6 盗難 ロッカー内 資料 1 0 3 0
2686 2007/10/22 ジョブコム 東京支社 メールアドレス 該当スタッフに個別に 1200 1 0 7 流出 誤配信・宛先 宛先をBCCにしな 4 1 5 0
2687 2007/10/23 特許庁 メールアドレス 謝罪メールを送り当該 397 1 0 7 流出 誤配信・宛先 宛先をBCCにしな 1 1 5 0
2688 2007/10/24 郵便事業近畿支社 左京支店 氏名、住所、電話番号 98000 1 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
2689 2007/10/24 大阪市 氏名、住所、郵便番号 該当者に、電話および 505 1 0 5 紛失 帰宅途中 書類 1 0 5 0
2690 2007/10/24 下関農業協同組合 下関農機自 氏名、住所、電話番号 1244 1 0 6 盗難 外出中 PC 4 1 5 0
2691 2007/10/25 ＮＨＫ 山口放送局 氏名、住所 該当者に個別に連絡 621 1 0 5 紛失 送付中 書類 4 0 5 1
2692 2007/10/25 医学生物学研究所 MBL I 氏名、メールアドレス 1850 1 0 6 盗難 車上荒らし PC 4 1 5 1
2693 2007/10/25 郵ネットサービス 氏名、住所、電話番号 742 1 0 5 紛失 輸送中 書類 4 0 5 0
2694 2007/10/25 法務省矯正局 水戸少年刑 氏名、生年月日、罪名 1020 3 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
2695 2007/10/25 サードウェーブ 不明 該当する顧客に個別に 64 0 7 流出 誤配信 ﾒｰﾙ 4 1 5 1
2696 2007/10/26 丸善 NTT コ 個人情報、クレジット 649574 2 0 5 紛失 輸送中 磁気テープ 4 1 5 1
2697 2007/10/26 東京都 ホリプロ 会員番号（クレジット 紛失事実の報告と謝罪 1510 1 0 5 紛失 委託先 CD-RW 1 1 3 1
2698 2007/10/26 栃木県 公有財産の使用許可等 連絡して謝罪 1 0 6 盗難 保管中 PC 1 1 5 0
2699 2007/10/29 大阪府警 高槻署地域 住所録、緊急連絡網 250 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
2700 2007/10/29 TBSラジオ＆コミュニケ 氏名、メールアドレス 事態の説明と謝罪 1033 1 0 7 流出 閲覧可能 PC 4 1 5 0
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2701 2007/10/29 エフエム群馬 氏名、住所、電話番号 ホームページ上で謝罪 1839 1 0 7 流出 閲覧可能 PC 4 1 5 0
2702 2007/10/29 ゴールドウイン ジーパーソ メールアドレス、氏名 該当者に電話と書面で 7 1 0 7 流出 誤配信・ﾒｰﾙ PC 4 1 5 1
2703 2007/10/30 九里学園・浦和実業学園高 氏名と住所、パスポー 2640 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 2 1 4 0
2704 2007/10/31 滋賀県米原市 子ども療育 名前、生年月日、個人 保護者に対して経過報 93 1 0 5 紛失 所在不明 USBﾒﾓﾘ 1 1 0
2705 2007/10/31 日本貿易振興機構 不明 当該顧客には、連絡し 432 1 0 6 盗難 展示会 PC 4 1 5 0
2706 2007/11/1 経済産業研究所 氏名、メールアドレス お詫びと同メールの削 192 1 0 7 流出 誤配信・宛先 宛先をBCCにしな 5 1 5 0
2707 2007/11/1 沖縄県立宮古島病院 氏名、生年月日、レン 訪問して事情の説明と 11 3 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 3 1 4 0
2708 2007/11/2 明和地所 氏名、電話番号 連絡の上、事情説明と 154 1 0 5 紛失 タクシー内 携帯電話 4 1 5 0
2709 2007/11/2 丸紅情報システムズ 半導体シス 会社名、役職名、連絡 該当客に個別に連絡 1 0 6 盗難 不明 PC 4 1 3 0
2710 2007/11/2 東急不動産 氏名と、携帯電話番号 該当する顧客や関係者 39 1 0 5 紛失 外出中 携帯電話 4 1 5 0
2711 2007/11/3 マイネット・ジャパン 企業名、部署名、氏名 個別に謝罪文を送付 2585 1 0 5 紛失 電車内 PC 4 1 5 0
2712 2007/11/4 日本銀行 氏名、住所、職位、入 個別に事情説明と謝罪 41 1 0 6 盗難 置き引き 資料 1 0 5 0
2713 2007/11/6 サークルKサンクス 愛川田代店 氏名、住所 経緯報告とお詫び 366 1 0 6 盗難 集荷中 書類 4 0 5 0
2714 2007/11/7 北海道教育大学附属札幌中 氏名と前期の中間テス 該当する元生徒に文書 126 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 2 1 4 0
2715 2007/11/7 西日本電信電話 ヒューマン 契約者名（会社名）、 該当顧客に謝罪文を送 387 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 1
2716 2007/11/7 日産サティオ宮崎 住所、氏名、電話番号 17620 1 0 5 紛失 所在不明 USBﾒﾓﾘ 4 1 5 0
2717 2007/11/7 東京都病院経営本部 都立神経病 氏名、生年月日、入退 該当者に説明と謝罪 19 3 0 5 紛失 所在不明 USBﾒﾓﾘ 3 1 3 0
2718 2007/11/7 かんぽ生命保険 岐阜サービ 氏名、保険種類、保険 訪問する等して、謝罪 11392 2 0 5 紛失 輸送中 書類 4 0 5 1
2719 2007/11/7 大京アステージ 千葉支店 氏名、部屋番号 文書で謝罪と事実経過 30 1 0 6 盗難 車上荒らし 資料 4 0 5 0
2720 2007/11/9 足柄消防組合消防本部 住所、氏名など 3 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
2721 2007/11/12 釧路工業高等専門学校 氏名、住所、電話番号 教職員および全学生に 1400 2 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 2 1 4 0
2722 2007/11/12 全日空商事 氏名、住所、電話番号 個別に直接連絡をとっ 4154 2 1 2 流出 故意 PC 4 1 2 0
2723 2007/11/12 東京ガス 東京ガス・ 住所、氏名、請求金額 該当顧客全員を個別訪 16 2 0 5 紛失 移動中 書類 4 0 5 1
2724 2007/11/13 いちよし証券 氏名、年令、支店名、 該当者に対し個別に事 48 2 0 5 紛失 電車内 カバン 4 0 5 0
2725 2007/11/14 青森県 健康福祉部 氏名、食事の内容、病 流出の事実を知らせて 2 3 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
2726 2007/11/14 豊和銀行 旧中央支店 氏名、住所、納付金、 2545 2 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
2727 2007/11/15 ＮＨＫ 浜松支局 氏名、住所、口座番号 該当する顧客に個別に 26 2 0 5 紛失 授受中 帳票 4 0 5 1
2728 2007/11/15 済生会新潟第二病院 ID番号、看護必要度 3042 3 0 5 紛失 所在不明 USBﾒﾓﾘ 3 1 5 0
2729 2007/11/15 法務省 水戸少年刑 氏名、生年月日、罪名 120 3 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
2730 2007/11/16 広島大学病院 広島大学大 ID、氏名、生年月日 該当患者への謝罪文を 195 3 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 3 1 4 0
2731 2007/11/16 ソフトバンクモバイル オーエステ 氏名、携帯電話番号 該当顧客に対し、販売 880 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 1
2732 2007/11/16 ミニストップ 稲毛駅東口 氏名、住所、電話番号 該当顧客全てに対し、 70 1 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
2733 2007/11/17 オーバーチュア 会社住所、電話番号、 28000 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
2734 2007/11/20 北海道電気保安協会 試験業務情報や見積書 該当顧客を訪問してお 1219 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
2735 2007/11/20 日本トイザらス トイザらス 名前、注文番号、メー 95 1 0 7 流出 誤配信・ﾒｰﾙ 個人情報入りの 4 1 5 0
2736 2007/11/20 グローバルリンクアドバイ クレジットカード番号 2537 2 0 7 流出 閲覧可能 PC 4 1 5 0
2737 2007/11/21 ニューズ・ツー・ユー 社名、媒体名、氏名、 事態の報告とお詫び 171 1 0 7 流出 閲覧可能 PC 4 1 5 0
2738 2007/11/21 南日本銀行 住所、氏名、電話番号 該当者に事情を説明し 40 1 0 5 紛失 不明 書類 4 0 5 0
2739 2007/11/22 第一三共 氏名、住所、電話番号 関係者に対して手紙な 4936 1 0 6 盗難 置き引き PC 4 1 5 0
2740 2007/11/22 かんぽ生命保険 京都サービ 氏名、住所、保険証書 、該当者に対し訪問す 1049 2 0 5 紛失 輸送中 書類 4 0 5 0
2741 2007/11/22 佐賀県 佐賀県教職 行動記録、略歴、受付 経緯説明と謝罪 280 3 0 5 紛失 帰宅途中 USBﾒﾓﾘ 1 1 5 0
2742 2007/11/24 ホテルサンルート広島 ホテルサン 氏名、住所、電話番号 該当者に事情の説明と 310 1 0 6 盗難 不明 名簿 4 0 5 0
2743 2007/11/26 アクト・ツー メールアドレス 1 0 7 流出 誤配信・ﾒｰﾙ 個人情報入りの 4 1 5 0
2744 2007/11/28 鹿児島銀行 氏名、住所、生年月日 該当者に事情説明と謝 169019 1 0 9 不適切 誤廃棄 書類 4 0 5 0
2745 2007/11/28 静岡社会保険事務局 氏名、生年月日、基礎 訪問し謝罪と事情説明 26 2 0 8 漏洩 誤送付 書類 1 0 5 0
2746 2007/11/28 北海道帯広市 消防本部 氏名、生年月日、血液 238 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
2747 2007/11/28 東京建物不動産販売 メールアドレス 当該顧客に事情説明と 130 1 0 7 流出 誤配信・宛先 宛先をBCCにしな 4 1 5 0
2748 2007/11/29 電通 氏名、住所、株主番号 株主に対し早急に書面 4153 2 0 9 不適切 誤廃棄 CD 4 1 5 0
2749 2007/11/30 らでぃっしゅぼーや 氏名、住所、送り先氏 該当顧客へメールで謝 609 1 0 7 流出 設定ミス ｻｰﾊﾞｰ 4 1 5 0
2750 2007/11/30 多摩北部医療センター ID、氏名、生年月日 該当する患者に経緯の 170 3 0 5 紛失 置き忘れ PC 3 1 5 0
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2751 2007/11/30 セコム 内部文書 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
2752 2007/11/30 国立精神・神経センター 武蔵病院 MRI画像ファイル、 謝罪と事件の経緯説明 55 3 0 5 紛失 置き忘れ PC 3 1 5 1
2753 2007/11/30 大津地方法務局 住所、氏名（名称）、 謝罪の通知 704 1 0 5 紛失 不明 PC 1 1 5 0
2754 2007/11/30 静岡大学 教育学部 氏名、成績など 523 2 0 5 紛失 置き忘れ PC 2 1 5 0
2755 2007/11/30 高鍋信用金庫 氏名、生年月日、住所 24500 2 0 9 不適切 誤廃棄 CD 4 1 5 0
2756 2007/11/30 在ロシア日本国大使館 氏名、メールアドレス 915 1 0 7 流出 誤配信・宛先 宛先をBCCにしな 1 1 5 0
2757 2007/11/30 足柄消防組合 住所、氏名など 3 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
2758 2007/12/3 近畿産業信用組合 宇治支店、 氏名、住所、根抵当権 該当する顧客を訪問し 9 2 0 5 紛失 不明 書類 4 0 5 0
2759 2007/12/4 奈良市文化振興センター なら100 返信葉書 1 0 5 紛失 所在不明 ハガキ 1 0 5 1
2760 2007/12/4 千葉ガス 京葉工管 氏名、住所、工事代金 該当顧客を個別に訪問 62 1 0 5 紛失 置き忘れ 書類 4 0 5 1
2761 2007/12/4 GABA 氏名、所属スクール、 該当する生徒に事情報 33000 2 0 5 紛失 不明 PC 4 1 5 0
2762 2007/12/4 山口県 不明 90 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
2763 2007/12/4 エヌ・ティ・ティ・ドコモ パナソニッ 氏名、住所、生年月日 連絡の上、謝罪 340 1 1 3 漏洩 故意 PC 4 1 4 1
2764 2007/12/4 EatSmart メールアドレス 該当ユーザーに対し、 42 1 0 7 流出 誤配信･宛先 宛先をBCCにしな 4 1 5 0
2765 2007/12/5 ＮＨＫ ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ お詫びと経緯説明、お 195 1 0 7 流出 誤配信･宛先 宛先をBCCにしな 4 1 5 0
2766 2007/12/5 日の出証券 氏名等 2632 1 0 9 不適切 誤廃棄 CD 4 1 5 0
2767 2007/12/6 福岡市教育委員会 氏名・住所・電話番号 該当生徒の家庭を訪問 2 0 6 盗難 車上荒らし 成績表 1 0 5 0
2768 2007/12/6 神奈川県伊勢原市 教育委員会 氏名、性別、学校名、 681 1 0 6 盗難 自宅 PC 1 1 5 0
2769 2007/12/7 慶應義塾大学 熊本大学 氏名、生年月日、病名 大学および病院で謝罪 220 3 0 6 盗難 不法侵入 PC 2 1 5 0
2770 2007/12/10 Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命 八木橋 カタカナ氏名、住所、 当該顧客には個別に文 920 2 0 8 漏洩 誤送付 郵便 4 0 5 1
2771 2007/12/11 富士火災海上保険株式会社 氏名、住所、電話番号 事態を説明 488 2 0 6 盗難 置き忘れ 書類 4 0 5 0
2772 2007/12/12 慶應義塾大学 住所、氏名、電話番号 該当者に謝罪の連絡を 292 1 0 7 流出 閲覧可能 PC 2 1 5 0
2773 2007/12/12 横浜市 横浜美術館 氏名、メールアドレス お詫びと受信メール削 107 1 0 7 流出 誤配信･宛先 宛先をBCCにしな 1 1 5 0
2774 2007/12/13 ＮＨＫ 姫路支局 顧客氏名、住所など 当該顧客には個別に連 39 1 0 5 紛失 不明 書類 4 0 5 1
2775 2007/12/14 北洋銀行 不明 謝罪 350000 0 9 不適切 誤廃棄 帳票、ﾏｲｸﾛﾌｨﾙﾑ 4 1 5 0
2776 2007/12/14 東京都建設局 東京都第五 氏名、電話番号 事情を説明し、謝罪 25 1 0 5 紛失 置き忘れ 資料 1 0 5 0
2777 2007/12/14 大分銀行 大在支店、 名前など 1200 1 0 9 不適切 誤廃棄 日誌 4 0 5 0
2778 2007/12/14 北九州市教育委員会 市立赤坂小 氏名、生年月日、保護 入学予定者宅を訪問し 334 1 0 6 盗難 不法侵入 PC 1 1 5 0
2779 2007/12/14 燦ホールディングス 公益社 氏名、住所、電話番号 該当者に事情説明と謝 894 2 0 6 盗難 車上荒らし CD-R,MO 4 1 5 1
2780 2007/12/16 総務省 メールアドレス 該当する関係者にはた 102 1 0 7 流出 誤配信･宛先 宛先をBCCにしな 1 1 5 0
2781 2007/12/17 ＮＨＫ 大阪放送局 顧客情報 1 0 5 紛失 業務中 携帯端末 4 1 5 1
2782 2007/12/17 愛知県田原市 氏名、住所 800 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 1 1 4 0
2783 2007/12/19 北海道三菱自動車販売 氏名、住所、電話番号 該当者には電話とダイ 226 1 0 6 盗難 車上荒らし 書類 4 0 5 0
2784 2007/12/19 はあとふるあたご 氏名、住所、介護保険 自宅を訪問して謝罪 17 1 0 6 盗難 車上荒らし 書類 4 0 5 0
2785 2007/12/20 多摩市 永山児童館 氏名、生年月日、学校 説明と謝罪 668 3 0 5 紛失 研修 USBﾒﾓﾘ 1 1 5 0
2786 2007/12/20 埼玉県教育局 県立熊谷高 氏名、成績 679 2 0 6 盗難 車上荒らし HDD 1 1 5 0
2787 2007/12/21 アート静美洞 氏名、住所、メールア 個別に連絡して謝罪 454 1 0 7 流出 ｳｲﾙｽ Winny 4 1 4 0
2788 2007/12/21 Eストアー 名前、メールアドレス 謝罪 611 1 0 7 流出 誤配信･ﾒｰﾙ 個人情報入りの 4 1 5 0
2789 2007/12/25 広島県世羅町 総務課 氏名、住所、生年月日 被爆者宅を個別に訪問 330 3 0 5 紛失 引継ぎ FD 1 1 5 0
2790 2007/12/26 近畿産業信用組合 氏名、生年月日、住所 該当者を個別に訪問し 64 1 0 5 紛失 所在不明 資料 4 0 5 0
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